


































































開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 560A0
科目 560A 心理学 授業種別 週間授業
担当教員 加藤　知佳子 単位数 2
その他担当者  

授業概要
人間の精神を構成している様々な機能とその成り立ちについて学ぶ。日常とは違った視点で人間の
「こころ」を探求する心理学という学問を学ぶことによって、自分や他者の「こころ」や気持ちを理
解するための新しい視点を獲得することを目標とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
１．人間のこころを支える基本的な機能について概略を説明できる。
２．人間のこころには個人差や発達的な差異があることを例示できる。
３．こころの働きの不調およびその治療法について例示できる。

テキスト（教科書） 『絶対役立つ教養の心理学　人生を有意義にすごすために』（藤田哲也編著・ミネルヴァ書房）
ISBN: 9784623053384

参考書および参考文献 随時、紹介する。
受講条件 履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）
予習・復習の内容（4時間相当）
・指示された話題について、事前に考えたり、調べたりしておく。（各2時間）
・授業で得た気づきと学びについて、ノートにまとめておく。（各2時間）
・学期末には、授業全体の内容を確認し、定期試験範囲の復習を行う。

成績評価
授業の到達目標の達成度に応じて評価する。なお、度重なる欠席、遅刻、早退および劣悪な受講態度は減点の対象となる
場合がある。
評価項目 割合 評価基準
ミニレポート 30% 課題に対して適切に取り組んでいるかを評価する。
定期試験 70% 筆記試験によって理解度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回　（講義）ガイダンス：授業の進め方と目的および試験について、心理学とは
第２回　（講義）感覚と知覚：知覚のハードウエア
第３回　（講義・演習）感覚と知覚：対象、奥行きの知覚(Think-Pair-Share)
第４回　（講義）記憶：記憶の仕組み
第５回　（講義）記憶：記憶の諸相(Think-Pair-Share)
第６回　（講義）対人関係の心理学：他者を理解する(Think-Pair-Share)
第７回　（講義・演習）対人関係の心理学：他者を動かす(Think-Pair-Share)
第８回　（講義）動機づけのメカニズム：やる気とは
第９回　（講義・演習）動機づけのメカニズム：やる気を引き出す(Think-Pair-Share)
第10回　（講義）思考の仕組み
第11回　（講義と演習）青年期の心理学
第12回　（講義）発達心理学：思考の発達
第13回　（講義）発達心理学：ことば、人間関係の発達
第14回　（講義・演習）臨床心理学：こころの不調とは
第15回　（講義と演習）臨床心理学：ひとを支える(Think-Pair-Share)

ミニレポート等の課題を課した場合は、特別な事情がない限りコメントを付して返却するほか、全
体で共有すべき質問・疑問全体については授業内でフィードバックを行う。また、各自の気づきや
考えを共有し、それに対するコメントをフィードバックするために、Google Classroomの機能を
活用する。なお、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAL1028
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 560A0
科目 560A 心理学 授業種別 週間授業
担当教員 加藤　知佳子 単位数 2
その他担当者  

授業概要
人間の精神を構成している様々な機能とその成り立ちについて学ぶ。日常とは違った視点で人間の
「こころ」を探求する心理学という学問を学ぶことによって、自分や他者の「こころ」や気持ちを理
解するための新しい視点を獲得することを目標とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
１．人間のこころを支える基本的な機能について概略を説明できる。
２．人間のこころには個人差や発達的な差異があることを例示できる。
３．こころの働きの不調およびその治療法について例示できる。

テキスト（教科書） 『絶対役立つ教養の心理学　人生を有意義にすごすために』（藤田哲也編著・ミネルヴァ書房）
ISBN: 9784623053384

参考書および参考文献 随時、紹介する。
受講条件 履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）
予習・復習の内容（4時間相当）
・指示された話題について、事前に考えたり、調べたりしておく。（各2時間）
・授業で得た気づきと学びについて、ノートにまとめておく。（各2時間）
・学期末には、授業全体の内容を確認し、定期試験範囲の復習を行う。

成績評価
授業の到達目標の達成度に応じて評価する。なお、度重なる欠席、遅刻、早退および劣悪な受講態度は減点の対象となる
場合がある。
評価項目 割合 評価基準
ミニレポート 30% 課題に対して適切に取り組んでいるかを評価する。
定期試験 70% 筆記試験によって理解度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回　（講義）ガイダンス：授業の進め方と目的および試験について、心理学とは
第２回　（講義）感覚と知覚：知覚のハードウエア
第３回　（講義・演習）感覚と知覚：対象、奥行きの知覚(Think-Pair-Share)
第４回　（講義）記憶：記憶の仕組み
第５回　（講義）記憶：記憶の諸相(Think-Pair-Share)
第６回　（講義）対人関係の心理学：他者を理解する(Think-Pair-Share)
第７回　（講義・演習）対人関係の心理学：他者を動かす(Think-Pair-Share)
第８回　（講義）動機づけのメカニズム：やる気とは
第９回　（講義・演習）動機づけのメカニズム：やる気を引き出す(Think-Pair-Share)
第10回　（講義）思考の仕組み
第11回　（講義と演習）青年期の心理学
第12回　（講義）発達心理学：思考の発達
第13回　（講義）発達心理学：ことば、人間関係の発達
第14回　（講義・演習）臨床心理学：こころの不調とは
第15回　（講義と演習）臨床心理学：ひとを支える(Think-Pair-Share)

ミニレポート等の課題を課した場合は、特別な事情がない限りコメントを付して返却するほか、全
体で共有すべき質問・疑問全体については授業内でフィードバックを行う。また、各自の気づきや
考えを共有し、それに対するコメントをフィードバックするために、Google Classroomの機能を
活用する。なお、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAL1028

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56070
科目 5607 文学論 授業種別 週間授業
担当教員 井原　淑雅 単位数 2
その他担当者  

授業概要

20世紀に生みだされた様々な「理論」は、新しい思考の方法を教えてくれる。具体的には「テキス
ト」と「テクスト」との違いを考える。これを足場としながら、ロシアのウラジミール・プロップの『
昔話の形態学』で示された物語構造を、日本の『古事記』の構造と比較してみたいと思う。また、
フランスのレヴィ＝ストロースの神話研究なども取り上げて、構造主義の観点から神話や物語につ
いて考えてみたい。そして、単なる理論研究の域に留まるのではなく、協同学習による作品制作を
通して、受講者が「文学理論」とは何かについて考えてもらいたい。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標

　文学とは何か。この問いに対する解答を、作品論や作家論に求めるのではなく、哲学、歴史学、
言語学などから文学をとらえることで、ひとつの読み方に固執しない理論の幅を広げることができ
る。この文学論で学ぶ内容は、学科の卒業認定・学位授与の方針「ビジネス社会において必要とな
る幅広い教養や基礎知識を修得している」に沿ったものである。その到達目標は以下の通りとす
る。
1.作品はひとつの読み方(理論)よりも、別の読み方(理論)を加えることで、楽しみが広がることを
説明できる。
2.協同学習による作品制作を通して、お互いの考えを積極的に出し合うことで、文学理論の理解を
深めることができる。さらに新たな発見や創造にもつなげることができる。

テキスト（教科書） 適宜プリントを用意する。
必要に応じて参考文献を紹介する。

参考書および参考文献 授業時に適宜指示する。
受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間） 1.毎授業前までに前授業の復習をすること(1時間程度×14)
2.毎授業後に授業で学んだことを復習すること(2時間程度×14)

成績評価
授業時間中に課す提出物(20％)、協同学習によるプレゼンテーション(20%)、学期末に課すレポート(60％)に基づいて評価
する。
評価項目 割合 評価基準
レポート 60% ルーブリックに基づいて、学習到達レベルを評価する。
プレゼンテーション 20% ルーブリックに基づいて、学習到達レベルを評価する。
授業内提出物 20% 課題に対する適切な取り組みについて評価する。
   

授業の実施方法と授業計画

※第1回から第７回までは、講義形式で実施する。第８回から第14回までは、協同得学習による参
加型の授業形式で実施する。協同学習で制作した作品は、アンケート形式により学生同士で相互
評価を行う。
第１回(講義・演習)　文学とは何か
第２回(講義・演習)　「テクスト」論
第３回(講義・演習)　神話の世界1　『日本書紀』と『古事記』
第４回(講義・演習)　神話の世界2　『古事記』大国主命
第５回(講義・演習)　『昔話の形態学』
第６回(講義・演習)　物語の構造
第７回(講義・演習)　ロシア・フォルマリズム
第８回(講義・演習)　協同学習1(プロット作成1)
第９回(講義・演習)　協同学習2(プロット作成2)
第10回(講義・演習)　協同学習3(原稿執筆1)
第11回(講義・演習)　協同学習4(原稿執筆2)
第12回(講義・演習)　プレゼンテーション1
第13回(講義・演習)　プレゼンテーション2
第14回(講義・演習)　プレゼンテーション3
第15回(講義・演習)　振り返りとまとめ

学生が提出した課題に関しては、コメントを添えて返却をする。

※ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更する場合がある。

ナンバリング BAAL1001
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56080
科目 5608 哲学 授業種別 週間授業
担当教員 霜山　博也 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　教員や他の学生との質疑応答や討論を通じ、哲学を追体験する。我々の身の回りにあるさまざ
まな事物について、既存の学問や常識にとらわれずに論理的に考える能力を身につけていくことを
目的とする。第一に感想や自分の考えたことを他人に理解できるように自分の言葉で伝える能力
の習得を、第二にテキストの著者や他人の言いたいことを代弁する能力の習得を目指す。あわせて
読解・論述能力の養成も目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
①哲学の問題を自分で考えられるようになる。
②自分と他人の意見を批判的に検討し、それを肯定的に生かせるようになる。
③他者に理解してもらうために、説得的な文章を書けるようになる。

テキスト（教科書） テキスト：使用しない。
参考書および参考文献 特になし。適宜、授業内で紹介する。
受講条件 履修条件はありません

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習（2時間相当／15回）
・新聞・ニュースなどを普段から読み、活字にいつも触れておくこと。
・授業で学んだことを参考にして、世の中のさまざまな物事に対して、哲学的な視点から分析する
訓練をすること。

事後学習（2時間相当／15回）
・授業後に、プリントを読み直し内容を復習しておくこと。
・授業で分からなかったことを質問し、図書館等で調べておくこと。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価します。なお、私語、講義への取り組ま
ない等の受講態度の悪さががあれば、減点の対象とする場合があります。
評価項目 割合 評価基準

毎回の課題 30% 毎回の講義内容を理解しているか確認する。優秀な回答は次回の授業に
おいて匿名で読み上げ、どう良いのかを解説する。

レポート 70% レポートにて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

※各回の最後に授業内容と関連する課題を課す。次回の初めに、匿名でさまざまな課題に対する
回答を紹介し、その内容について議論する。また、回答の解説や補足説明、質疑応答を行う。

1.（講義）ガイダンス
2.（講義）思想をふだんに生かすこと
3.（講義）デカルトのコギト
4.（講義）自由について
5.（講義）カントの批判哲学
6.（講義）物事の「よさ」を見抜く方法
7.（講義）メルロ=ポンティと身体図式
8.（講義）プラトンのイデア論
9.（講義）ニーチェと力への意志
10.（講義）真理と虚構
11.（講義）記号について
12.（講義）パロールとエクリチュール
13.（講義）言語行為論
14.（講義）言葉遊び
15.（講義）まとめ（予備日として使用する可能性あり）
（講義の習熟度に合わせて予定を変更する可能性があります）
毎回の課題に対する優秀な回答は次回の授業において匿名で読み上げ、どうよいのかを解説す
る。

ナンバリング BAAL1002
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56080
科目 5608 哲学 授業種別 週間授業
担当教員 霜山　博也 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　教員や他の学生との質疑応答や討論を通じ、哲学を追体験する。我々の身の回りにあるさまざ
まな事物について、既存の学問や常識にとらわれずに論理的に考える能力を身につけていくことを
目的とする。第一に感想や自分の考えたことを他人に理解できるように自分の言葉で伝える能力
の習得を、第二にテキストの著者や他人の言いたいことを代弁する能力の習得を目指す。あわせて
読解・論述能力の養成も目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
①哲学の問題を自分で考えられるようになる。
②自分と他人の意見を批判的に検討し、それを肯定的に生かせるようになる。
③他者に理解してもらうために、説得的な文章を書けるようになる。

テキスト（教科書） テキスト：使用しない。
参考書および参考文献 特になし。適宜、授業内で紹介する。
受講条件 履修条件はありません

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習（2時間相当／15回）
・新聞・ニュースなどを普段から読み、活字にいつも触れておくこと。
・授業で学んだことを参考にして、世の中のさまざまな物事に対して、哲学的な視点から分析する
訓練をすること。

事後学習（2時間相当／15回）
・授業後に、プリントを読み直し内容を復習しておくこと。
・授業で分からなかったことを質問し、図書館等で調べておくこと。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価します。なお、私語、講義への取り組ま
ない等の受講態度の悪さががあれば、減点の対象とする場合があります。
評価項目 割合 評価基準

毎回の課題 30% 毎回の講義内容を理解しているか確認する。優秀な回答は次回の授業に
おいて匿名で読み上げ、どう良いのかを解説する。

レポート 70% レポートにて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

※各回の最後に授業内容と関連する課題を課す。次回の初めに、匿名でさまざまな課題に対する
回答を紹介し、その内容について議論する。また、回答の解説や補足説明、質疑応答を行う。

1.（講義）ガイダンス
2.（講義）思想をふだんに生かすこと
3.（講義）デカルトのコギト
4.（講義）自由について
5.（講義）カントの批判哲学
6.（講義）物事の「よさ」を見抜く方法
7.（講義）メルロ=ポンティと身体図式
8.（講義）プラトンのイデア論
9.（講義）ニーチェと力への意志
10.（講義）真理と虚構
11.（講義）記号について
12.（講義）パロールとエクリチュール
13.（講義）言語行為論
14.（講義）言葉遊び
15.（講義）まとめ（予備日として使用する可能性あり）
（講義の習熟度に合わせて予定を変更する可能性があります）
毎回の課題に対する優秀な回答は次回の授業において匿名で読み上げ、どうよいのかを解説す
る。

ナンバリング BAAL1002

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56090
科目 5609 現代芸術論 授業種別 週間授業
担当教員 加藤　克俊 単位数 2
その他担当者  

授業概要
現代芸術と呼ばれる美術ジャンルは、様々な場所や機会において観ることができる。それは形ある
ものだけではなく、空間や概念などの鑑賞者の思考に所在するものまでも。この授業では現代芸
術とどのように対峙し、どこに作品の魅力があるのか、鑑賞の仕方を学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ○      

到達目標
１．美術鑑賞に興味を持つことができる。
２．鑑賞と作家理解を通し、様々な現象に対して多角的な解釈を試みることができる。
３．人々は多様な価値観を持っている事を理解し、認めることができる。

テキスト（教科書） なし
参考書および参考文献 適宜、資料を配布する。
受講条件 美術に興味を持っていること。まじめに授業に取り組むことができること。

事前・事後学修（内容・時間）
予習・復習の内容（毎回2時間程度）
毎回の授業計画にそって予習をすること。また、時間内に完成できなかったプリントや制作は、完
成するまでこだわりを持って取り組むこと。

成績評価
毎回の提出物50%と最終回の確認テスト50%で総合的に評価する。
なお、授業に集中できなかったり、周囲への迷惑となる行動をしたりし注意に従わない場合は、その授業を欠席扱いとする
ことがある。
評価項目 割合 評価基準

提出物 50%
授業で学んだことをプリントに記入したり、制作したりしたものを提出し
てもらいます。内容の理解度や、自身の考えをどれだけ深められ、示すこ
とができているか見ます。

定期試験 50% これまでに学んだことから問題を作成します。得点が評価となります。持
ち込み不可。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）現代芸術について　社会の中での表現行為
第2回　（講義）絵画と非絵画
第3回　（講義）抽象表現主義１
第4回　（演習）抽象表現主義２（制作体験）
第5回　（講義）コンセプチュアルアート　概念芸術１
第6回　（演習）コンセプチュアルアート　概念芸術２（制作体験）
第7回　（講義）ミニマリズム
第8回　（講義）ランドアート
第9回　（講義）ポップアート１
第10回　（演習）ポップアート２（制作体験）
第11回　（講義）ニューペインティング、グラフィティアート
第12回　（講義）美術館×国際展×パブリックアート
第13回　（講義）デートコースを考えよう
第14回　（講義）Ｊ回帰　スーパーフラット
第15回　（講義）アールブリュット

※提出された課題については、授業内で解説することでフィードバックする。
※但し、受講学生の習熟度、受講環境により、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAL1003
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56110
科目 5611 法学概論 授業種別 週間授業
担当教員 伊藤　裕 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この講義は、現代法治国家の生活者が身につけておくべき法の基礎知識と、権力作用の批判的検証の判断基
準を学ぶことを目的とする。法は本来、政治に優越すべきものであり、法の支配が正しく行われる社会こそが真
の民主国家である。このような視点から、前半は法と裁判のしくみ、憲法の理念等の理解を図る。後半は社会
的関心の高い具体的問題を取り上げ、生活に役立つ法知識も学びつつ現代日本の価値基準のありようを検証す
る。なお、他の法律科目の基礎知識となる民法も概説する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯ ◯   ◯  

到達目標

この講義は、現代法現象の市民社会法的視座からの分析および評価をテーマとするので、到達目標を次のよう
に設定します。
①法とは何か、法は何のために存在するのか、という思索を深め論じることができるようになる。
②法の体系や制度の仕組みについての基礎知識を習得し、現実社会に生起する法的事象が
どのような問題であるのか、説明し論じることができるようになる。
③市民社会法の理念に照らしたとき、日本の法状況は現在、どのようであるのかを認識し評価
できるようになる。

テキスト（教科書） 高橋雅夫編『法学』第３版　弘文堂　ISBN　978-4-335-00243-4　　2200円＋税
参考書および参考文献 参考文献、Webサイトなどは必要に応じ、その都度紹介します。
受講条件 履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間） 日頃から新聞などで法律関係のニュースに接し、その法的論点を考えてみる（90分程度×14回）
毎回の配布教材・資料類をファイルに保存し、次回までに振り返りと論点の考察を深める（90分程度×14回）

成績評価
期末に行う記述式試験の結果が評価の中心になります（90％）。習得した基礎的知識と自らの思索の跡を示してください。プレゼンテーシ
ョンの出来やミニレポートの提出状況も評価対象とします（10％）。
評価項目 割合 評価基準
定期テスト 70% 基礎知識の理解度と思索の成果を判定します。
プレゼンテーション 20% テーマの選択、資料検索、内容把握のでき具合で判定します。
ミニレポート 10% 課題への取り組み姿勢、考察の程度を評価します。
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義） ガイダンス ／ 法とは何か
　　　　　　　法と法源　公法と私法　実体法と手続法　民事法と刑事法　国際法と国内法

第2回（講義） 法適用の原則　上位法令の優先　一般法と特別法　後法の優先
　　　　　　　法における正義･･･市民社会法的正義 ／ 近代憲法の理念と原理

第3回（講義）  憲法（人権）･･･包括的基本権、自由権、社会権、参政権

第4回（講義）  憲法（ 統治）･･･国会、内閣、裁判所

第5回（講義）  憲法（代表的な裁判例の紹介）･･･司法による立法

第6回（講義）  民法（総則）･･･権利の主体、意思表示、代理、時効

第7回（講義）  民法（物権）･･･物権の効力、物権の種類、物権の対抗要件

第8回（講義）  民法（債権債務）･･･債権の効力、債権の発生と消滅、多数当事者の債権関係

第9回（講義）  民法（不法行為・損害賠償）･･･損害賠償責任の発生（債務不履行と不法行為）

第10回（講義）民法（家族法）･･･夫婦親子の法律関係、遺産承継の法制度（相続と遺言）

第11回（講義）　民法（代表的な裁判例の紹介）

第12回（講義・演習）　プレゼン準備（判例研究割り当て）

第13回（講義）法人を取り巻く法律･･･各種法律（特別法含む）の概略

第14回（講義）国際法･･･条約と憲法、国際私法･･･契約と家族関係の国際化と法

第15回（演習）プレゼンテーション･･･学生グループによる判例提示
　　　　　　　（判例の法解釈への考察を含む）と質疑応答
    （講義中に学生を当てて事案の概要を説明させ、判例への意見を求めることもある。）

※重要な裁判や法改正があった場合のほか、受講生の関心程度により、授業計画を変更することがあります。
※質問・意見などがあれば出席カード裏面にて任意に出してもらい、受講者全員で共有できるものについて
は、授業で紹介、回答します。ミニレポートはコメントを付して返却しフィードバックします。

ナンバリング BAAL1005
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56110
科目 5611 法学概論 授業種別 週間授業
担当教員 伊藤　裕 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この講義は、現代法治国家の生活者が身につけておくべき法の基礎知識と、権力作用の批判的検証の判断基
準を学ぶことを目的とする。法は本来、政治に優越すべきものであり、法の支配が正しく行われる社会こそが真
の民主国家である。このような視点から、前半は法と裁判のしくみ、憲法の理念等の理解を図る。後半は社会
的関心の高い具体的問題を取り上げ、生活に役立つ法知識も学びつつ現代日本の価値基準のありようを検証す
る。なお、他の法律科目の基礎知識となる民法も概説する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯ ◯   ◯  

到達目標

この講義は、現代法現象の市民社会法的視座からの分析および評価をテーマとするので、到達目標を次のよう
に設定します。
①法とは何か、法は何のために存在するのか、という思索を深め論じることができるようになる。
②法の体系や制度の仕組みについての基礎知識を習得し、現実社会に生起する法的事象が
どのような問題であるのか、説明し論じることができるようになる。
③市民社会法の理念に照らしたとき、日本の法状況は現在、どのようであるのかを認識し評価
できるようになる。

テキスト（教科書） 高橋雅夫編『法学』第３版　弘文堂　ISBN　978-4-335-00243-4　　2200円＋税
参考書および参考文献 参考文献、Webサイトなどは必要に応じ、その都度紹介します。
受講条件 履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間） 日頃から新聞などで法律関係のニュースに接し、その法的論点を考えてみる（90分程度×14回）
毎回の配布教材・資料類をファイルに保存し、次回までに振り返りと論点の考察を深める（90分程度×14回）

成績評価
期末に行う記述式試験の結果が評価の中心になります（90％）。習得した基礎的知識と自らの思索の跡を示してください。プレゼンテーシ
ョンの出来やミニレポートの提出状況も評価対象とします（10％）。
評価項目 割合 評価基準
定期テスト 70% 基礎知識の理解度と思索の成果を判定します。
プレゼンテーション 20% テーマの選択、資料検索、内容把握のでき具合で判定します。
ミニレポート 10% 課題への取り組み姿勢、考察の程度を評価します。
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義） ガイダンス ／ 法とは何か
　　　　　　　法と法源　公法と私法　実体法と手続法　民事法と刑事法　国際法と国内法

第2回（講義） 法適用の原則　上位法令の優先　一般法と特別法　後法の優先
　　　　　　　法における正義･･･市民社会法的正義 ／ 近代憲法の理念と原理

第3回（講義）  憲法（人権）･･･包括的基本権、自由権、社会権、参政権

第4回（講義）  憲法（ 統治）･･･国会、内閣、裁判所

第5回（講義）  憲法（代表的な裁判例の紹介）･･･司法による立法

第6回（講義）  民法（総則）･･･権利の主体、意思表示、代理、時効

第7回（講義）  民法（物権）･･･物権の効力、物権の種類、物権の対抗要件

第8回（講義）  民法（債権債務）･･･債権の効力、債権の発生と消滅、多数当事者の債権関係

第9回（講義）  民法（不法行為・損害賠償）･･･損害賠償責任の発生（債務不履行と不法行為）

第10回（講義）民法（家族法）･･･夫婦親子の法律関係、遺産承継の法制度（相続と遺言）

第11回（講義）　民法（代表的な裁判例の紹介）

第12回（講義・演習）　プレゼン準備（判例研究割り当て）

第13回（講義）法人を取り巻く法律･･･各種法律（特別法含む）の概略

第14回（講義）国際法･･･条約と憲法、国際私法･･･契約と家族関係の国際化と法

第15回（演習）プレゼンテーション･･･学生グループによる判例提示
　　　　　　　（判例の法解釈への考察を含む）と質疑応答
    （講義中に学生を当てて事案の概要を説明させ、判例への意見を求めることもある。）

※重要な裁判や法改正があった場合のほか、受講生の関心程度により、授業計画を変更することがあります。
※質問・意見などがあれば出席カード裏面にて任意に出してもらい、受講者全員で共有できるものについて
は、授業で紹介、回答します。ミニレポートはコメントを付して返却しフィードバックします。

ナンバリング BAAL1005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56120
科目 5612 市民社会と政治 授業種別 週間授業
担当教員 西尾　林太郎 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現在、我々が生活している社会すなわち現代社会は複雑かつ多様に変化し活動する。その社会の
実態を＜政治＞という視点で理解し、国際的な視野に立って日本の社会と政治について考えてみた
い。そして、有権者あるいはひとりの人間として地域社会の政治、日本の政治さらに国際政治とど
う関わって行くべきか、考える。特に超高齢化社会、グローバル化、そして人権、福祉に焦点を絞っ
て考える。
また近時の、ロシアのウクライナ侵攻・イスラエル戦争、旧統一教会問題そして自民党裏金問題、
能登地震、「103万円の壁」問題によって、日本の社会や日本国家について多くの問題点があぶり
出された。これらの問題を素材に地域社会や日本社会について諸外国の事例と比較しつつ考えて
みたい。
授業計画で取り上げる各テーマについて、意識的にこうした具体的・時事的諸問題を取り上げ、言
及する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      
到達目標 ①よき市民、有権者としての自覚を持つ②社会の動向に関心を持つ③故郷に愛着を持つ
テキスト（教科書） テキスト：使用せず、毎回教材や資料を配布する。

参考書および参考文献 川口良枝・谷口将紀編『政治学』(東京大学出版会、ISBN978-4-13-032219-5）
その他については、必要に必要に応じて講義の際にその都度指示する

受講条件 履修条件はありません

事前・事後学修（内容・時間）

毎回、前の授業についてノートの整理や確認をするとともに、配布された教材や資料の指定され
た箇所を事前に呼んでおくこと(第2回～14回/30分程度）
また毎日、そうでなくとも週に2,3回程度は新聞の政治・経済面を読み、テレビの報道番組を見て
おくこと。週刊誌でもよい。週に合計２，３時間程度はこうした時間を意識的にとってもらいたい。
授業は必要に応じて資料を配布したりビデオ等を視聴するので、できるだけ欠席しないようにす
る。授業外の学習として、テレビのニュース番組や時事問題等の特集番組をしっかり視聴すること
を勧める。

成績評価
評価は試験の成績および授業への積極性を考慮しつつ、原則以下のように行う。試験は自筆ノート（コピーは一切不可）や
授業の際に配布した教材や資料の持込を許可して実施する。
試験成績60％、授業内課題レポート20％、小テスト20％
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験にて講義内容の理解度を確認する。

授業内課題レポート 20% 講義内容の大枠の理解度や配布した教材・資料を適切に理解できている
かどうかを、それぞれ確認をする。

小テスト 20% 講義内容について基礎的な事項を理解できているかどうかを確認する。
   

授業の実施方法と授業計画

政治過程論、日本政治論、政治文化論、マスメディア論そして国際関係論におけるテーマを中心と
するが、随時、時事的な問題を取り上げたい。講義のおおよその予定は次の通りである。
１（講義）ガイダンス
２（講義）近代社会と現代社会
３（講義）社会権思想と現代福祉ー国家の役割―
４（講義）日本国憲法と日本の社会
５（講義）財政、官僚機構、マイナンバー
６（講義）政党と利益団体(圧力団体）
７（講義）議院内閣制と大統領制
８（講義）政党制と議会政治
９（講義）マス・メディアと政治
１０（講義）立法国家と行政国家
１１（講義）政治家、リーダーシップ
１２（講義）日本の社会、韓国の社会、中国の社会
１３（講義）国際社会の成立とその展開
１４（講義）マスデモクラシー：草の根民主主義と草の根独裁
１５（講義）我々を取り巻く政治環境ーむすびにかえてー
なお、適宜簡単なレポートや小テストを実施することがあるが、その際、次の講義の折に解説をす
る。また、受講者の関心や理解度に応じて授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAAL1006
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56130
科目 5613 社会思想史 授業種別 週間授業
担当教員 西尾　林太郎 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近代から現代における社会の変化に対し、人間がいかにそれを認識し、それに対しどのように対応
して行ったかについて、日本や北東アジアを中心に考え、現代の社会や文化を考察し理解を深め
ることを目的とする。＜近代化＞＝Modernization、国民国家nation－stateの形成という視点か
ら欧米社会と日本を含めた東アジア社会の比較対照する視点を構築したい。韓国や中国の歴史や
社会・文化についてもできるだけ言及する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標 主権者としての自覚を持ち、国際的な視野で日本および日本社会を捉える視点を持ちつつ、地域
や世代の違いを超えて多くの人々とコミュニケーションができ、寄り添うことができる。

テキスト（教科書） テキスト：使用しない。但し、毎回教材や資料を配布する。

参考書および参考文献
西尾林太郎『阪谷芳郎』(吉川弘文館、ISBN978-4-642-05286-3)
西尾林太郎『加藤友三郎』(吉川弘文館、ISBN978-4-642-05317-4）
生方敏郎『明治大正見聞史』(中公文庫、ISBN4-!2-200579-5)
そのほかについては適宜講義において指示する。

受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

毎回、前回の講義でとったノートの整理や確認をするとともに、配布された教材・資料について市
視された箇所を事前に読んでおくこと(第2回～14回/30分程度）。
NHKの番組「新日本風土記」(BS)など旅行や紀行の番組を視聴することを勧める。また、江戸時
代や明治時代を舞台とした小説(例えば島崎藤村『夜明け前』、夏目漱石『坊ちゃん』など）を１冊
でも読んでおきたい。また、『マンガ日本歴史』なども、時代を問わずおすすめである。他方で、新
聞やテレビ、インターネットの記事・番組で、ウクライナ情勢、中東情勢、中国や韓国そして台湾・
香港の現代の姿にも注目してもらいたい。過去を見ることにより今の姿を理解できる。なお、高等
学校での日本史の履修は必要ない。

成績評価
試験と授業への積極性などを総合して評価する。評価の項目は次の通りである。
筆記試験60％、授業内課題レポート30％、小テスト10％
試験は、授業中配布した教材や資料と自筆ノートの持込みを許可する。コピーは不許可。
授業外の学習として、幅広く歴史物のテレビ番組を視聴したり歴史小説、歴史マンガ等とにかく歴史物を読むことを強く勧
める。授業の際、資料や教材を配布したり、ビデオを視聴したりするので、できるだけ休まないこと。
評価項目 割合 評価基準
筆記試験 60% 筆記試験により理解度の確認をする。

授業内課題レポート 30% 授業に対し、積極的に授業に取り組めているか、配布した教材や資料を理
解できているかどうか、それぞれ確認する。

小テスト 10% 基礎的な事項を理解できているかどうか確認する。
   

授業の実施方法と授業計画

思想や思想家について詳細に紹介するのではなく、できるだけ時代背景を詳しく述べ、時代と人
間、社会と人間という視点で講義を進めたい。講義のおおよその予定は以下の通りである。
１ (講義）ガイダンス
２(講義） 江戸時代の「韓流」、江戸時代に「鎖国」は無かった？
３(講義）江戸時代の社会は持続的発展可能な、環境にやさしい社会だった！
４(講義）日本の開国と韓国の開国
５(講義）福沢諭吉の思想①―身分制度―
６(講義）福沢諭吉の思想②―対外関係―
７(講義）渋沢栄一の思想と日本資本主義
８(講義）渋沢栄一の社会貢献
９(講義）琉球ー沖縄の思想
10(講義）夏目漱石の思想―日本の誇るべきものは富士山だけ！？
11(講義）医療福祉の思想①　(賀川豊彦、西田天香）
12(講義）医療福祉の思想②（台湾の施乾・清水照子夫妻）
13(講義）安全保障の思想ー加藤友三郎と専守防衛―
14(講義）2つの世界大戦とアメリカの思想の流入
15(講義）　まとめ
なお、適宜簡単なレポートや小テストを実施することがあるが、その際、次の講義の折に解説をす
る。また、受講者の関心や理解度に応じて授業計画を変更することがある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56130
科目 5613 社会思想史 授業種別 週間授業
担当教員 西尾　林太郎 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近代から現代における社会の変化に対し、人間がいかにそれを認識し、それに対しどのように対応
して行ったかについて、日本や北東アジアを中心に考え、現代の社会や文化を考察し理解を深め
ることを目的とする。＜近代化＞＝Modernization、国民国家nation－stateの形成という視点か
ら欧米社会と日本を含めた東アジア社会の比較対照する視点を構築したい。韓国や中国の歴史や
社会・文化についてもできるだけ言及する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標 主権者としての自覚を持ち、国際的な視野で日本および日本社会を捉える視点を持ちつつ、地域
や世代の違いを超えて多くの人々とコミュニケーションができ、寄り添うことができる。

テキスト（教科書） テキスト：使用しない。但し、毎回教材や資料を配布する。

参考書および参考文献
西尾林太郎『阪谷芳郎』(吉川弘文館、ISBN978-4-642-05286-3)
西尾林太郎『加藤友三郎』(吉川弘文館、ISBN978-4-642-05317-4）
生方敏郎『明治大正見聞史』(中公文庫、ISBN4-!2-200579-5)
そのほかについては適宜講義において指示する。

受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

毎回、前回の講義でとったノートの整理や確認をするとともに、配布された教材・資料について市
視された箇所を事前に読んでおくこと(第2回～14回/30分程度）。
NHKの番組「新日本風土記」(BS)など旅行や紀行の番組を視聴することを勧める。また、江戸時
代や明治時代を舞台とした小説(例えば島崎藤村『夜明け前』、夏目漱石『坊ちゃん』など）を１冊
でも読んでおきたい。また、『マンガ日本歴史』なども、時代を問わずおすすめである。他方で、新
聞やテレビ、インターネットの記事・番組で、ウクライナ情勢、中東情勢、中国や韓国そして台湾・
香港の現代の姿にも注目してもらいたい。過去を見ることにより今の姿を理解できる。なお、高等
学校での日本史の履修は必要ない。

成績評価
試験と授業への積極性などを総合して評価する。評価の項目は次の通りである。
筆記試験60％、授業内課題レポート30％、小テスト10％
試験は、授業中配布した教材や資料と自筆ノートの持込みを許可する。コピーは不許可。
授業外の学習として、幅広く歴史物のテレビ番組を視聴したり歴史小説、歴史マンガ等とにかく歴史物を読むことを強く勧
める。授業の際、資料や教材を配布したり、ビデオを視聴したりするので、できるだけ休まないこと。
評価項目 割合 評価基準
筆記試験 60% 筆記試験により理解度の確認をする。

授業内課題レポート 30% 授業に対し、積極的に授業に取り組めているか、配布した教材や資料を理
解できているかどうか、それぞれ確認する。

小テスト 10% 基礎的な事項を理解できているかどうか確認する。
   

授業の実施方法と授業計画

思想や思想家について詳細に紹介するのではなく、できるだけ時代背景を詳しく述べ、時代と人
間、社会と人間という視点で講義を進めたい。講義のおおよその予定は以下の通りである。
１ (講義）ガイダンス
２(講義） 江戸時代の「韓流」、江戸時代に「鎖国」は無かった？
３(講義）江戸時代の社会は持続的発展可能な、環境にやさしい社会だった！
４(講義）日本の開国と韓国の開国
５(講義）福沢諭吉の思想①―身分制度―
６(講義）福沢諭吉の思想②―対外関係―
７(講義）渋沢栄一の思想と日本資本主義
８(講義）渋沢栄一の社会貢献
９(講義）琉球ー沖縄の思想
10(講義）夏目漱石の思想―日本の誇るべきものは富士山だけ！？
11(講義）医療福祉の思想①　(賀川豊彦、西田天香）
12(講義）医療福祉の思想②（台湾の施乾・清水照子夫妻）
13(講義）安全保障の思想ー加藤友三郎と専守防衛―
14(講義）2つの世界大戦とアメリカの思想の流入
15(講義）　まとめ
なお、適宜簡単なレポートや小テストを実施することがあるが、その際、次の講義の折に解説をす
る。また、受講者の関心や理解度に応じて授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAAL1007

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56140
科目 5614 消費経済論 授業種別 週間授業
担当教員 渡辺　眞登 単位数 2
その他担当者  

授業概要

経済の実体構造のなかで、生産と消費は二つの基本的なモメントとして相互に制約し合う関係にあ
る。しかしながら、生産を主体としたこれまでの経済学に対する批判とともに、また消費分野の拡大
とともに生み出された消費者運動の発展のなかで、生産活動および企業活動に対して消費及び消費
者がどのような対抗力を持つのかが今日的な課題となっている。この科目では、消費者の持つこの対
抗力の最大の武器となっている貨幣の役割、消費者と貨幣との関係に注目し、これを消費者自身がし
っかり認識し、商品流通のみならず貨幣金融の分野における貨幣機能全体を含めて新たな消費分野の
世界の発展を描いてゆきたい。授業内容としては、前半部分で、貨幣の諸機能、信用創造などの貨幣
理論を中心に、後半部分では消費者運動や消費者保護に関する消費者政策を中心に解説する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標

受講生が、
１貨幣の機能的な違いを関連付けて貨幣理論を説明することができるようにする。
２貨幣流通量と物価の上昇、信用創造の理論を駆使して具体的な数値を導き出せる問題設定がで
　きるところまで到達する。
３消費者運動の歴史的な経緯を把握し、それが実際の政策にどのように反映されたのかを文章化
　する。

テキスト（教科書） なし
参考書および参考文献 拙著『ヨーロッパ貨幣学説史と現代』（梓出版社） ISBN　9784872624373
受講条件 講義の中での質問などにしっかり対応すること。

事前・事後学修（内容・時間）

１、授業開始前までに前回のノート内容を再読・復習する（第２回～１４回/１５分程度）
２、前回までの授業内容から新たな疑問・質問を一つ以上考え、自分なりの回答を用意する（第2
　　回～１４回１５分程度）
３、１５回の授業回数の中で、2回以上のリポートを作成する（各６０分程度）
４、中間・期末テストの準備のための復習する（１００分以上）

成績評価
リポート提出、期末テスト、中間テストの評価に授業での質問や発表内容を加味して判断します。

定期テスト：期末テスト６０％・中間テスト２０％
授業での質問や発表内容：２０％
評価項目 割合 評価基準

定期テスト(中間・期末テスト） 中間20％
期末60％ 筆記試験で理解度を確認。

授業発表 20% 発表の内容、オリジナリティーを評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

１．生産および消費の基本概念  （講義）
  ２．消費者と貨幣の機能（１）（講義）
      （価値尺度、流通手段と貨幣流通量、物価）（講義）
  ３．消費者と貨幣の機能（２）（講義）
　   （信用創造と金融政策）
  ４．社会的再生産のなかの二つの消費（生産財消費と消費財消費）（講義）
  ５． 所得構造（賃金・地代・利子）（講義）
  ６． 消費者運動の発展とその理論的背景 （講義）
  ７．消費者主権（１）、消費者運動と流通変革（講義）
  ８．消費者主権（２）、情報通信の発達と消費者行動の変化  （講義）
  ９．消費者主権と消費者の権利 （講義）
  10  ．消費経済と環境問題（１） 、公害 （講義）
  11  ．消費経済と環境問題（２） 、リサイクル（講義）
  12  ．消費経済と環境問題（３） 、地球温暖化 （講義）
  13  ．消費生活（具体的事例）（講義）
  14  ．悪質商品とＰＬ法   （講義）
  15  ．まとめ（講義）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。

受講生により提出されたリポート、質問用紙等については添削し、直接解答できるものは時間をかけ
て説明します。また、授業中の質疑・応答については文章化し、受講学生のあいだで共有できるように
します。さらに中間・期末テストについては要望がある限りで解説し、受講生の今後の学習に役立つ
よう指導します。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 561A0
科目 561A 現代ヨーロッパ経済史 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この講義では、近現代ヨーロッパ経済史を中心に先進資本主義諸国の社会経済システムとその変
化を学ぶ。授業は、西洋経済史と同様、市場メカニズムと社会の関係史に焦点をあて、① 歴史的、
理論的考察(市場と社会)、② 先進諸国の戦後体制(1940-70年代)、③ ネオリベラリズムの時代
(1980-2000年代)、④ 今後の展望から構成し、それぞれの時代の社会(経済政策)的特徴を概論す
る。随時レポートの作成を求める。受講者が少人数の場合は、同一または類似内容をセミナー形式
で学習することもある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標
参加者は、①戦後先進諸国の社会経済政策の基本的枠組み(ケインズ主義、混合経済、労使協調、
福祉国家など)、および、②ネオリベラリズム(新自由主義)の時代におけるその変化を理解し、③わ
が国を含む先進諸国の現状をより広い、歴史的視点から考察する契機とする。

テキスト（教科書）  

参考書および参考文献 中野聡『社会的パートナーシップ―EU資本主義モデルの挑戦と課題』日本評論社 2018年 ISBN 
978-4535559134 (その他の基本文献は、授業中に指示する。)

受講条件 現代社会のあり方や歴史学、社会学、社会科学領域に関心があること。

事前・事後学修（内容・時間）
日頃から新聞や書籍、ニュースに接し、知的好奇心を涵養すること(2.5時間×15回を適宜分散)。
復習レポートを作成し(各回30分程度)、期末試験(選択記述式)の準備を十分に行うこと(3時間程
度)。

成績評価
平常点(授業レポートや受講態度)および試験(選択論述式)から総合的に判断する。受講者数に応じ、試験を期末レポート・
小論文に変更することがある。
評価項目 割合 評価基準
授業参加 30% 授業レポートの提出など
期末試験 70% テーマの基礎理解(選択論述式)
   
   

授業の実施方法と授業計画

別途指示がない限り、授業は講義(および課題レポートの作成)を中心に進める。講義では、以下の
基本プログラムをベースに、戦後体制の諸要素かネオリベラル(新自由主義的)構造改革、代替的ア
プローチのいずれかを重点的に論じることがある。

第1回 ガイダンス(講義)
第2回 市場と社会の関係史 (講義) 市場と社会の関係史―ポランニー、消費化社会の構造―見田
第3回 戦後体制の構造(講義)  フォーディズムからポスト・フォーディズムへ―レギュラシオン学
派、レギュラシオンと民主主義、フレキシブル・スペシャライゼーション―ピオリ＆セーブル
第4回 経済成長とヨーロッパ経済の構造(講義)
第5回 戦後コンセンサスと需要管理(講義)  戦後コンセンサス、西欧諸国の経済と政治、需要管理
政策、需要管理政策の評価
第6回 大企業体制の展開(オプション・講義)  大企業体制の確立と展開、大企業体制とクラフト生
産
第7回 混合経済―形成、展開と衰退(講義)  混合経済の形成―モリソン型公社、混合経済の展開、
混合経済の後退、ヨーロッパ諸国の公共セクター
第8回 コーポラティズム(講義)  コーポラティズムの概念、スウェーデン・モデルの展開、ドイツ型
コーポレート・ガバナンスの形成、イギリスにおけるコーポラティズム
第9回 福祉国家の形成と展開(オプション・講義)  福祉国家の形成、福祉国家の展開、ヨーロッパ
諸国の生活環境
第10回 ネオリベラリズム(新自由主義)の形成(講義)  経済危機と戦後体制の動揺、ネオリベラリ
ズムの形成
第11回 ネオリベラリズムの経済政策(講義)  サッチャリズムと経済の再生、サプライサイド改革、
ヨーロッパ諸国の民営化政策
第12回 ネオリベラリズムの労働市場政策(講義)  労使関係と労働市場、景気後退、コーポラティズ
ムとヨーロッパ社会、ネオ・リベラリズムの評価
第13回 ネオリベラリズムと福祉国家(講義)  福祉国家の危機、福祉国家の再構築
第14回 ネオリベラリズムと代替戦略(講義)  第3の道、第3の道と経済・社会政策、代替戦略の模
索
第15回 将来の展望(講義)

受講者数や進度により授業内容を変更することがある。レポートや試験に関しては、学生にフィー
ドバック(コメントや解説)を行う。

ナンバリング BAAL2033
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 561A0
科目 561A 現代ヨーロッパ経済史 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この講義では、近現代ヨーロッパ経済史を中心に先進資本主義諸国の社会経済システムとその変
化を学ぶ。授業は、西洋経済史と同様、市場メカニズムと社会の関係史に焦点をあて、① 歴史的、
理論的考察(市場と社会)、② 先進諸国の戦後体制(1940-70年代)、③ ネオリベラリズムの時代
(1980-2000年代)、④ 今後の展望から構成し、それぞれの時代の社会(経済政策)的特徴を概論す
る。随時レポートの作成を求める。受講者が少人数の場合は、同一または類似内容をセミナー形式
で学習することもある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標
参加者は、①戦後先進諸国の社会経済政策の基本的枠組み(ケインズ主義、混合経済、労使協調、
福祉国家など)、および、②ネオリベラリズム(新自由主義)の時代におけるその変化を理解し、③わ
が国を含む先進諸国の現状をより広い、歴史的視点から考察する契機とする。

テキスト（教科書）  

参考書および参考文献 中野聡『社会的パートナーシップ―EU資本主義モデルの挑戦と課題』日本評論社 2018年 ISBN 
978-4535559134 (その他の基本文献は、授業中に指示する。)

受講条件 現代社会のあり方や歴史学、社会学、社会科学領域に関心があること。

事前・事後学修（内容・時間）
日頃から新聞や書籍、ニュースに接し、知的好奇心を涵養すること(2.5時間×15回を適宜分散)。
復習レポートを作成し(各回30分程度)、期末試験(選択記述式)の準備を十分に行うこと(3時間程
度)。

成績評価
平常点(授業レポートや受講態度)および試験(選択論述式)から総合的に判断する。受講者数に応じ、試験を期末レポート・
小論文に変更することがある。
評価項目 割合 評価基準
授業参加 30% 授業レポートの提出など
期末試験 70% テーマの基礎理解(選択論述式)
   
   

授業の実施方法と授業計画

別途指示がない限り、授業は講義(および課題レポートの作成)を中心に進める。講義では、以下の
基本プログラムをベースに、戦後体制の諸要素かネオリベラル(新自由主義的)構造改革、代替的ア
プローチのいずれかを重点的に論じることがある。

第1回 ガイダンス(講義)
第2回 市場と社会の関係史 (講義) 市場と社会の関係史―ポランニー、消費化社会の構造―見田
第3回 戦後体制の構造(講義)  フォーディズムからポスト・フォーディズムへ―レギュラシオン学
派、レギュラシオンと民主主義、フレキシブル・スペシャライゼーション―ピオリ＆セーブル
第4回 経済成長とヨーロッパ経済の構造(講義)
第5回 戦後コンセンサスと需要管理(講義)  戦後コンセンサス、西欧諸国の経済と政治、需要管理
政策、需要管理政策の評価
第6回 大企業体制の展開(オプション・講義)  大企業体制の確立と展開、大企業体制とクラフト生
産
第7回 混合経済―形成、展開と衰退(講義)  混合経済の形成―モリソン型公社、混合経済の展開、
混合経済の後退、ヨーロッパ諸国の公共セクター
第8回 コーポラティズム(講義)  コーポラティズムの概念、スウェーデン・モデルの展開、ドイツ型
コーポレート・ガバナンスの形成、イギリスにおけるコーポラティズム
第9回 福祉国家の形成と展開(オプション・講義)  福祉国家の形成、福祉国家の展開、ヨーロッパ
諸国の生活環境
第10回 ネオリベラリズム(新自由主義)の形成(講義)  経済危機と戦後体制の動揺、ネオリベラリ
ズムの形成
第11回 ネオリベラリズムの経済政策(講義)  サッチャリズムと経済の再生、サプライサイド改革、
ヨーロッパ諸国の民営化政策
第12回 ネオリベラリズムの労働市場政策(講義)  労使関係と労働市場、景気後退、コーポラティズ
ムとヨーロッパ社会、ネオ・リベラリズムの評価
第13回 ネオリベラリズムと福祉国家(講義)  福祉国家の危機、福祉国家の再構築
第14回 ネオリベラリズムと代替戦略(講義)  第3の道、第3の道と経済・社会政策、代替戦略の模
索
第15回 将来の展望(講義)

受講者数や進度により授業内容を変更することがある。レポートや試験に関しては、学生にフィー
ドバック(コメントや解説)を行う。

ナンバリング BAAL2033

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56160
科目 5616 社会政策 授業種別 週間授業
担当教員 渡辺　眞登 単位数 2
その他担当者  

授業概要

社会政策は、社会の下部構造である経済的な諸活動に対して、その上部構造である国家や政治が
どのようにそれに影響を与えているかを研究する学問である。なかでも、国家による労使間の調整
は、ワイマール憲法成立以降の社会権の確立とともに、社会政策の歴史的な最重要課題だとされ
ている。本講義では、こうした歴史と理論を前提にして、前半部分では労働政策を中心に戦後の労
働三法や男女雇用機会均等法、男女共同社会参画法を取り上げ、その意義や問題点を解説する。後
半部分では社会保障制度の発展、公的な医療保険制度や年金制度、さらに介護保険制度を中心に
少子高齢社会の問題点を実情を踏まえて説明をおこなう。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標

受講学生が、
１，工場法やワイマール憲法といった法律が基本的な人権とりわけ社会権の成立にどのように影
　　響を与えたのかを説明できるようにする。
２，労働三権、労働三法の内容を把握し、団結権、団体交渉権、団体行動権の違い、労働組合法
　　労働基準法、労働関係調整法のそれぞれの関係に対する質疑に対応できるようにする。
３，公的医療制度や年金制度、介護保険制度の制度的な特徴を資料等を使って学生自身が解説し
　　また議論できるようにする。
４，少子高齢社会における社会保障制度の問題点をどのように改善するか、受講学生にそのため
　　の提言を考えてもらい議論する。

テキスト（教科書） テキスト：なし
参考書および参考文献 石畑良太郎・佐野稔編『現代の社会政策』（有斐閣双書）ISBN9784641110274
受講条件 新聞・テレビなどの日常のニュースに関心を持つこと。

事前・事後学修（内容・時間）

１、授業開始前までに前回のノート内容を再読・復習する（第２回～１４回/１５分程度）
２、前回までの授業内容から新たな疑問・質問を一つ以上考え、自分なりの回答を用意する（第2
　　回～１４回１５分程度）
３、１５回の授業回数の中で、2回以上のリポートを作成する（各６０分程度）
４、中間・期末テストの準備のための復習する（１００分以上）

成績評価
期末テスト・リポート提出、期末・中間テストの評価に授業での質問や発表内容を加味して判断します。

定期テスト：期末テスト５０％・中間テスト２０％
授業での質問や発表内容：３０％
評価項目 割合 評価基準

定期テスト（中間・期末テスト） 中間20％
期末50％ 筆記試験で理解度を確認。

授業発表 30% 発表の内容、オリジナリティーで評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

１．社会政策とはどの様な学問なのか （講義）
２．欧米の社会政策の歴史、イギリス「工場法」 における先駆性（講義）
３．労働組合と政党政治（講義）
４．日本の社会政策のはじまり、ＧＨＱによる労働政策（講義）
５．「高度成長期」における日本の労使関係  （講義）
６．現代の労働市場（１）、情報化社会と産業構造の変化（講義）
７．現代の労働市場（２）、男女雇用機会均等法（講義）
８．現代の労働市場（３）、労働者派遣法（講義）
９．日本の社会保障（１）、社会保障の四つの柱（講義）
１０．日本の社会保障（２）、社会保険制度ー医療保険ー（講義）
１１．日本の社会保障（３）、社会保険制度ー年金保険ー（講義）
１２．少子・高齢社会の社会保障（１）、少子社会の問題点（講義）
１３．少子・高齢社会の社会保障（２）、高齢社会の問題点（講義）
１４．男女共同参画という社会政策（講義）
１５．まとめ（講義）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。

受講生により提出されたリポート、質問用紙等については添削し、直接解答できるものは時間をか
けて説明します。また、授業中の議論・討論の内容を文章化し、受講者全員で共有できるようにし
ます。さらに中間・期末テストについては要望がある限りで解説し、受講生の今後の学習に役立つ
よう指導します。

ナンバリング BAAL1009
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56170
科目 5617 西洋経済史 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この授業では近代西洋経済史・社会史を中心に、歴史学の基礎を学ぶ。講義は、I 市場経済の概
念、II 市場経済の形成とIII 市場経済の展開の3部から構成し、社会と経済のあり方を客観的かつ
グローバルな視点から考えるための基礎的教養を得ることを目標とする。履修者には、随時レポー
トの作成を求める。なお、受講者数が少人数の場合には、同一または類似テーマのテキストを輪読
する形式に変更する場合がある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
参加者が、①基本的な歴史的概念(封建社会、市場経済、資本主義経済など)を理解し、②それぞれ
のテーマに関する経済史家たちの議論に触れることを通し、③(事象の暗記とは異なる)歴史理解
の基礎を習得すること。

テキスト（教科書） 参考文献  石坂昭雄他『西洋経済史』有斐閣 1994年 ISBN 978-4641098107
参考書および参考文献 授業中に指示する。
受講条件 歴史学や社会科学領域に関心があること。

事前・事後学修（内容・時間）
日頃から書物に接し、特に領域に関係する文化的活動を楽しみつつ(各期半日程度の博物館・美術
館の展示見学など)知的好奇心を涵養すること。授業中および授業後に復習レポートを作成し(各
回90分程度)、関連テーマの読書(各回1時間程度)および定期試験前の課題作成(3時間程度)を行
うこと。

成績評価
平常点(授業レポートや受講態度)および試験(選択論述式)から総合的に判断する。受講者数に応じ、試験を期末レポート・
小論文に変更することがある。
評価項目 割合 評価基準
授業参加 30% 授業レポートの提出など
期末試験 70% テーマの基礎理解(選択論述式)
   
   

授業の実施方法と授業計画

別途指示がない限り授業は講義を中心に進めるが、適宜復習・課題レポートの作成を課すことが
ある。

第1回 ガイダンス(講義)
第2回 歴史の捉え方(講義)  歴史の捉え方、パーソンズと近代化の諸領域、ロストウと経済発展
論、マルクス派の生産様式論、ウォーラステインと世界資本主義システム
第3回 経済人類学と非市場経済(講義)  市場経済、経済人類学と非市場経済、市場経済の形成
第4回 封建制と市場経済(講義)  マナー制、マナー制の転換、移行論争
第5回 商業の復活と都市(講義)  商業の復活、自治都市の時代、商業革命と農村工業
第6回 絶対主義と市場経済(講義)  絶対主義と重商主義、植民地市場の形成
第7回 市民革命とわれら失いし世界(講義)  市民革命、われら失いし世界―ケンブリッジグループ
の主張、フランス革命とアナール学派
第8回 近代化の社会的背景―ウェーバー・テーゼをめぐって(講義)  M.ウェーバーとプロテスタンテ
ィズムの倫理、ウェーバー・テーゼ批判
第9回 近代化の社会的背景―歴史人類学における近代(講義)  歴史人類学における近代、愛と資
本主義
第10回 【AV資料】ゴシックの時代、貴族社会の遺産など
第11回 プロト工業化の時代(講義)  F.メンデルスとプロト工業、プロト工業と工場制度、東洋のプ
ロト工業―江戸時代の農村工業をめぐって
第12回 産業革命(講義)  研究史、イギリス産業革命、農業革命、産業革命―第2局面、工業社会の
形成、新しい経済史と産業革命、自由競争の時代
第13回 産業社会の構造―工業化と労働、社会運動(講義)  生活水準、都市と貧困、労働運動の形
成、社会運動の時代、社会主義思想の系譜
第14回 産業社会の構造―ジェントルマン支配(講義)  農村社会の構造、地主社会、地主社会の転
換
第15回 帝国主義とジェントルマン資本主義(講義)  研究史、自由貿易と帝国主義、帝国主義とジェ
ントルマン資本主義

講義内容には、毎年、若干の変更がある。また、受講者数により授業形態などを変えることがあ
る。レポートと試験に関しては、学生にフィードバック(コメントや解説)を行う。

ナンバリング BAAL1010
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56170
科目 5617 西洋経済史 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この授業では近代西洋経済史・社会史を中心に、歴史学の基礎を学ぶ。講義は、I 市場経済の概
念、II 市場経済の形成とIII 市場経済の展開の3部から構成し、社会と経済のあり方を客観的かつ
グローバルな視点から考えるための基礎的教養を得ることを目標とする。履修者には、随時レポー
トの作成を求める。なお、受講者数が少人数の場合には、同一または類似テーマのテキストを輪読
する形式に変更する場合がある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
参加者が、①基本的な歴史的概念(封建社会、市場経済、資本主義経済など)を理解し、②それぞれ
のテーマに関する経済史家たちの議論に触れることを通し、③(事象の暗記とは異なる)歴史理解
の基礎を習得すること。

テキスト（教科書） 参考文献  石坂昭雄他『西洋経済史』有斐閣 1994年 ISBN 978-4641098107
参考書および参考文献 授業中に指示する。
受講条件 歴史学や社会科学領域に関心があること。

事前・事後学修（内容・時間）
日頃から書物に接し、特に領域に関係する文化的活動を楽しみつつ(各期半日程度の博物館・美術
館の展示見学など)知的好奇心を涵養すること。授業中および授業後に復習レポートを作成し(各
回90分程度)、関連テーマの読書(各回1時間程度)および定期試験前の課題作成(3時間程度)を行
うこと。

成績評価
平常点(授業レポートや受講態度)および試験(選択論述式)から総合的に判断する。受講者数に応じ、試験を期末レポート・
小論文に変更することがある。
評価項目 割合 評価基準
授業参加 30% 授業レポートの提出など
期末試験 70% テーマの基礎理解(選択論述式)
   
   

授業の実施方法と授業計画

別途指示がない限り授業は講義を中心に進めるが、適宜復習・課題レポートの作成を課すことが
ある。

第1回 ガイダンス(講義)
第2回 歴史の捉え方(講義)  歴史の捉え方、パーソンズと近代化の諸領域、ロストウと経済発展
論、マルクス派の生産様式論、ウォーラステインと世界資本主義システム
第3回 経済人類学と非市場経済(講義)  市場経済、経済人類学と非市場経済、市場経済の形成
第4回 封建制と市場経済(講義)  マナー制、マナー制の転換、移行論争
第5回 商業の復活と都市(講義)  商業の復活、自治都市の時代、商業革命と農村工業
第6回 絶対主義と市場経済(講義)  絶対主義と重商主義、植民地市場の形成
第7回 市民革命とわれら失いし世界(講義)  市民革命、われら失いし世界―ケンブリッジグループ
の主張、フランス革命とアナール学派
第8回 近代化の社会的背景―ウェーバー・テーゼをめぐって(講義)  M.ウェーバーとプロテスタンテ
ィズムの倫理、ウェーバー・テーゼ批判
第9回 近代化の社会的背景―歴史人類学における近代(講義)  歴史人類学における近代、愛と資
本主義
第10回 【AV資料】ゴシックの時代、貴族社会の遺産など
第11回 プロト工業化の時代(講義)  F.メンデルスとプロト工業、プロト工業と工場制度、東洋のプ
ロト工業―江戸時代の農村工業をめぐって
第12回 産業革命(講義)  研究史、イギリス産業革命、農業革命、産業革命―第2局面、工業社会の
形成、新しい経済史と産業革命、自由競争の時代
第13回 産業社会の構造―工業化と労働、社会運動(講義)  生活水準、都市と貧困、労働運動の形
成、社会運動の時代、社会主義思想の系譜
第14回 産業社会の構造―ジェントルマン支配(講義)  農村社会の構造、地主社会、地主社会の転
換
第15回 帝国主義とジェントルマン資本主義(講義)  研究史、自由貿易と帝国主義、帝国主義とジェ
ントルマン資本主義

講義内容には、毎年、若干の変更がある。また、受講者数により授業形態などを変えることがあ
る。レポートと試験に関しては、学生にフィードバック(コメントや解説)を行う。

ナンバリング BAAL1010

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 561B0
科目 561B 地球の生態学 授業種別 週間授業
担当教員 渡部　吉規 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　地球環境の成り立ちや人類の活動により深刻化する環境問題について説明する．人類の産業活動が地球環境に及ぼす影響および種々の環境保全技術
学ぶことで，環境倫理の観点ならびに科学的な知見から，持続可能な発展のために科学技術の発展と人間の生活を自然環境に調和させることの大切さと
現代人類の担う役割を理解する．
　授業では，アクティブラーニングとして，テーマに関する討論形式でのグループワークおよび発表を行うことで理解の推進を図る．また，電子データで
の教材資料公開，ワークシート配付，課題提出を行う．
※この科目は当該授業内容に関する企業現場での環境保全対策の実務経験を有する教員がその経験を活かし講義を行う科目である．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
①人類の生産活動が地球環境に与える影響や環境破壊の現状について説明することができる．
②持続可能な社会を実現するために実践すべき行動を述べることができる．
③環境問題を解決するための技術の具体例を挙げることができる．

テキスト（教科書） オリジナル資料を電子データにて配付する．

参考書および参考文献 「例題で学ぶ環境科学１５講」（伊藤和男・久野章仁・小出宏樹，コロナ社，978-4-339-06642-5）
参考ＵＲＬ：https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339066425/

受講条件 受講条件はありません．

事前・事後学修（内容・時間）

次のような事前・事後学習を毎回4時間程度行うこと．（　　）内に目安の時間を示す．
・次回授業範囲の内容について配付資料および参考書の該当箇所を熟読する．（60分程度）
・インターネットなども活用し，次回講義テーマに関する「予習レポート」を作成する．（60分程度）
・毎回の授業で学んだ内容について整理し，理解を深める．（30分程度）
・配付資料および参考書などを活用して，予習と復習に励む．（90分程度）
その他
・授業中に指定した問題・演習問題は必ず解くこと．
・講義で出された課題は次回の講義までに必ず解くこと．

成績評価
授業の到達目標の達成度を次項に示す「予習レポート」，「課題レポート」，「ワークシート」および「定期試験」の４つの「評価項目」の得点にて総合評価する．
※「予習レポート」はその性質上，必ず授業開始前に提出すること．授業開始後に提出しても受理しない．
原則として毎回出席すること．正当な理由なく６回以上欠席した者は失格とする．また，出席点は設定しないが，遅遅刻・早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
予習レポート 20% 各回の授業テーマに対する適切な内容・記述になっているかを評価する．

課題レポート 10% 課題に対する適切な内容・記述になっているかを評価する．

ワークシート 20% 講義内容の理解度を授業内で確認する．

定期試験 50% 基本的な授業内容の理解度を筆記試験にて確認する．

授業の実施方法と授業計画

※各回の授業開始前までに「予習レポート」を提出すること．

＜Ⅰ.環境倫理編＞
第1回【講義】ガイダンス：本科目の目的と概要，単位取得要件，評価方法などの説明をする．イントロダクション：世界各地で起こっている環境問題を概
観する．
第2回【講義】持続可能な社会と環境倫理：持続可能な社会の実現のために求められる環境倫理
の理念を考える．
【アクティブラーニング】環境倫理に関するグループ討論および発表．
【予習】「環境倫理」の定義を調べ，「予習レポート」を作成する．
第3回【講義】生物多様性：生物多様性の概念を理解し，その保存に向けて人類の担う役割を学ぶ．
【アクティブラーニング】生物多様性に関するグループ討論および発表．
【予習】「生物多様性」が減少することの問題点を調べ「予習レポート」を作成する．
第4回【講義】循環型社会と資源・廃棄物：循環型社会の構築における資源供給・廃棄物処理の問題点について考える．
【アクティブラーニング】循環型社会に関するグループ討論および発表．
【予習】「循環型社会」とはどんな社会かを調べ，「予習レポート」を作成する．
第5回【講義】低炭素社会とエネルギー：持続可能な未来のため，我々が志向すべき「低酸素社会」について考える．
【アクティブラーニング】低炭素社会に関するグループ討論および発表．
【予習】「低炭素社会」とはどんな社会かを調べ，「予習レポート」を作成する．
第6回【講義】地球温暖化：地球温暖化の現状と将来の影響予測について説明し，温暖化の原因とその不確実性，対策技術について解説する．
【アクティブラーニング】地球温暖化の影響に関するグループ討論および発表．
【予習】身近に実感する「地球温暖化」の影響を調べ，「予習レポート」を作成する．
第7回【アクティブラーニング】討論会：出題テーマについてグループで討論し，結論を発表する．
【予習】「課題レポート」を作成する．
＜Ⅱ.環境保全技術編＞
第8回【講義】地球温暖化防止技術：人類および地球にとって喫緊の課題である地球温暖化の対策技術について解説する．
【アクティブラーニング】地球温暖化防止技術に関するグループ討論および発表．
【予習】「地球温暖化防止技術」の例を調べ，「予習レポート」を作成する．
第9回【講義】酸性雨と森林破壊：酸性雨の原因とその影響および国際的防止策について解説する．
【アクティブラーニング】酸性雨の影響に関するグループ討論および発表．
【予習】「酸性雨」が環境や生物に及ぼす影響を調べ，「予習レポート」を作成する．
第10回【講義】廃棄物処理・リサイクル技術：廃棄物処理・リサイクル技術の概要を説明し，その具体例について解説する．
【アクティブラーニング】廃棄物処理技術に関するグループ討論および発表．
【予習】廃棄物の焼却処理技術又は，最終処分場の構造について調べ，「予習レポート」を作成する．
第11回【講義】水質汚濁：水質汚染物質の種類と汚染のメカニズムおよび汚染の現状や影響，汚濁防止技術について解説する．
【アクティブラーニング】汚水処理技術に関するグループ討論および発表．
【予習】「水が腐る」とは，具体的にはどうなることかを調べ，「予習レポート」を作成する．
第12回【講義】大気汚染と自動車排ガス：大気中に排出される汚染物質の種類および汚染の現状やメカニズム，汚染防止技術について解説する．
【アクティブラーニング】排ガス対策技術に関するグループ討論および発表．
【予習】「自動車排ガス」に関する「大気汚染防止・低減技術」の例を調べ，「予習レポート」を作成する．
＜Ⅲ.資源・エネルギー利用編＞
第13回【講義】エネルギーの現状と展望：エネルギー資源量と各国のエネルギー構成および各種エネルギーの特徴について解説する．
【アクティブラーニング】エネルギーの展望に関するグループ討論および発表．
【予習】各化石燃料の寿命を調べ，「予習レポート」を作成する．
第14回【講義】エネルギー利用の高効率化：エネルギーを有効に利用するため，エクセルギーの概念およびエネルギー変換についついて解説する．
【アクティブラーニング】省エネ技術に関するグループ討論および発表．
【予習】「エクセルギー」と「エネルギー」との違いを調べ，「予習レポート」を作成する．
第15回【講義】新エネルギーシステム：自然エネルギーの実態とその活用方法，最新の技術開発による高度なエネルギー利用技術を解説する．
【アクティブラーニング】新エネルギー技術に関するグループ討論および発表．
【予習】「新エネルギー」の定義を調べ，「予習レポート」を作成する．

ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあり得る．
授業内で課題に対するフィードバックを行う．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56210
科目 5621 英語１ 授業種別 週間授業
担当教員 船井　純平 単位数 2
その他担当者  

授業概要
読む、書く、聞く、話すから成る４技能のバランスを考慮したうえで、ニュース・新聞記事、インター
ネットのサイト、看板、マンガなど様々なジャンルの英語で書かれた情報を正しく理解する練習を
行う。また同時に、日常の会話、街中のアナウンス、海外のドラマ、映画で話されている英語を聞き
取る訓練も行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
①基礎的な文法事項を理解し、辞書を用いて英文を正しく読むことができる。
②音の変化を理解し、英語で話されているものを正しく聞くことができる。
③英語圏の文化を理解し、説明できる。

テキスト（教科書） ハンドアウトを配布する
参考書および参考文献 適宜、指示する。
受講条件 特になし

事前・事後学修（内容・時間） 毎授業前に指定された事前学習を行うこと（毎回1.5時間程度）
毎授業後に学習した内容について復習すること (毎回1.5時間程度)

成績評価
原則として毎回出席すること。中間試験(４0％)、期末試験(４0％)、授業中の課題(20％)をあわせて評価する。なお、遅
刻、早退、欠席および受講態度不良の場合は減点の対象となる。
評価項目 割合 評価基準
中間試験 40% 筆記試験により、授業内容をどの程度理解したかを評価する。
期末試験 40% 筆記試験により、授業内容をどの程度理解したかを評価する。
授業中の課題 20% 授業中の課題への取り組みについて評価する。
   

授業の実施方法と授業計画

＊中間試験・期末試験は採点後速やかに返却し、授業内で解説を行う。また、授業中の課題および
質問に対してはその都度フィードバックを行う。

1回目　（講義）        授業ガイダンス
2回目　 (講義・演習)  口語表現（日常生活、食事、学校、交通）
3回目　 (講義・演習)  新聞・ニュース記事(海外事情、文化)
4回目　(講義・演習)  日常会話リスニング / コロケーション
5回目　(講義・演習)  英文読解（Wikipedia）/ 口語表現（比喩）
6回目    (講義・演習)  英語の歌リスニング ①
7回目　(講義・演習) リスニング (situation comedy①)
8回目　(演習）          中間まとめ
9回目　(講義・演習) リスニング（映画①　視聴）
10回目 (講義・演習) リスニング（映画②　リスニング・表現）
11回目 (講義・演習) 口語表現(ビジネス、健康)
12回目 (講義・演習)  リスニング (situation comedy②)
13回目 (講義・演習) 英語の歌リスニング②
14回目  (講義・演習)  リスニング（situation comedy③）
15回目（演習）        期末まとめ

＊ただし受講生の習熟度によって内容を変更することがある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56210
科目 5621 英語１ 授業種別 週間授業
担当教員 船井　純平 単位数 2
その他担当者  

授業概要
読む、書く、聞く、話すから成る４技能のバランスを考慮したうえで、ニュース・新聞記事、インター
ネットのサイト、看板、マンガなど様々なジャンルの英語で書かれた情報を正しく理解する練習を
行う。また同時に、日常の会話、街中のアナウンス、海外のドラマ、映画で話されている英語を聞き
取る訓練も行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
①基礎的な文法事項を理解し、辞書を用いて英文を正しく読むことができる。
②音の変化を理解し、英語で話されているものを正しく聞くことができる。
③英語圏の文化を理解し、説明できる。

テキスト（教科書） ハンドアウトを配布する
参考書および参考文献 適宜、指示する。
受講条件 特になし

事前・事後学修（内容・時間） 毎授業前に指定された事前学習を行うこと（毎回1.5時間程度）
毎授業後に学習した内容について復習すること (毎回1.5時間程度)

成績評価
原則として毎回出席すること。中間試験(４0％)、期末試験(４0％)、授業中の課題(20％)をあわせて評価する。なお、遅
刻、早退、欠席および受講態度不良の場合は減点の対象となる。
評価項目 割合 評価基準
中間試験 40% 筆記試験により、授業内容をどの程度理解したかを評価する。
期末試験 40% 筆記試験により、授業内容をどの程度理解したかを評価する。
授業中の課題 20% 授業中の課題への取り組みについて評価する。
   

授業の実施方法と授業計画

＊中間試験・期末試験は採点後速やかに返却し、授業内で解説を行う。また、授業中の課題および
質問に対してはその都度フィードバックを行う。

1回目　（講義）        授業ガイダンス
2回目　 (講義・演習)  口語表現（日常生活、食事、学校、交通）
3回目　 (講義・演習)  新聞・ニュース記事(海外事情、文化)
4回目　(講義・演習)  日常会話リスニング / コロケーション
5回目　(講義・演習)  英文読解（Wikipedia）/ 口語表現（比喩）
6回目    (講義・演習)  英語の歌リスニング ①
7回目　(講義・演習) リスニング (situation comedy①)
8回目　(演習）          中間まとめ
9回目　(講義・演習) リスニング（映画①　視聴）
10回目 (講義・演習) リスニング（映画②　リスニング・表現）
11回目 (講義・演習) 口語表現(ビジネス、健康)
12回目 (講義・演習)  リスニング (situation comedy②)
13回目 (講義・演習) 英語の歌リスニング②
14回目  (講義・演習)  リスニング（situation comedy③）
15回目（演習）        期末まとめ

＊ただし受講生の習熟度によって内容を変更することがある。

ナンバリング BAAL1011

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56220
科目 5622 英語２ 授業種別 週間授業
担当教員 大木　ひろみ 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　映画『ノッティング・ヒルの恋人』を映像教材にしたテキストを使用する。この映画は、ロンドンのノ
ッティング・ヒルで旅行書の専門店を経営する平凡な男性（ウィリアム）が、ある日書店に立ち寄ったハ
リウッドの大女優（アナ・スコット）と恋に落ちるというロマンティック・コメディーで、異例のロングヒ
ットとなった作品である。映画のストーリーを楽しみながら、英会話表現や文法事項を確認していく。台
詞を聞き取ることはもちろん、台詞を覚え、ロールプレイを通して重要表現を確実に身に付けていく。
　さらにテキストでは、ウィリアムが話すイギリス英語とアナが話すアメリカ英語の違いに触れてお
り、この違いはイギリスとアメリカの文化や気質の違いを感じ取る鍵になる。またこの映画では、有名人
（のプライバシー）とマスコミの関係にも焦点が当てられており、ハリウッドの大女優アナが、平凡な生
活を送るウィリアムとその仲間たちのほのぼのとした関係の中に、本当の幸せを見つけていく。その過
程で、シャガールの絵画やヘンリー・ジェイムズの小説などの芸術作品が重要な役割を果たしており、
大学生としての教養を身に付けるきっかけにしたい。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
日常生活で必要な会話表現（チャンク）を身に付ける。
日常会話で役立つ英文法を復習する。
「生の英語」を聞き取るコツ（脱落・連結・同化・弱化などの音声変化）を習得する。

テキスト（教科書）
テキスト：　『 Notting Hill New Format Edition 』　[映画総合教材『ノッティング・ヒルの恋人』新
装版 ]  （ Richard Curtis 著　神谷久美子 / Kim R. Kanel　編著、松柏社、978-4-88198-590-8）
　　2,100円（税別） 　必ず購入してください。

参考書および参考文献  
受講条件 英語1の履修が望ましい。

事前・事後学修（内容・時間）

自習用に音声をストリーミング再生することができるので予習・復習に活用すること。
毎回の授業計画にそって予習（単語の意味を調べる・音声のストリーミング再生を利用して発音練習な
ど）をすること　（１時間程度　×　１３回）。
授業後復習（音声のストリーミング再生を利用して、発音しながら重要表現を暗記するなど）をするこ
と　（0.5 時間程度　×　１３回）。
中間試験の出題範囲の復習をすること　（４時間程度）。
中間試験の答案返却後、間違えた個所の復習をすること　（0.5 時間程度）。
小テスト（会話文の暗唱）のための練習を、音声のストリーミング再生を利用して行うこと　（２時間程
度）。
定期試験の出題範囲の復習をすること　（４時間程度）。

成績評価
中間試験、定期試験および小テストによって、授業の到達目標がどの程度達成できているかを評価する。
原則として毎回出席すること。６回以上欠席（遅刻は３回で１回の欠席とみなす）した場合および試験を欠席した場合は不合格の
対象となる。
評価項目 割合 評価基準
中間試験 45% 筆記試験にて授業で学んだ内容の理解度を確認する。
定期試験 45% 筆記試験にて授業で学んだ内容の理解度を確認する。

小テスト 10% 授業で学んだ会話文をペアで暗唱し、暗記・発音・イントネーションなどの完
成度で評価する。

   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義・演習）　ガイダンス(授業の進め方、予習・復習のやり方、授業外の学習方法
　　　　　　　　　　など）  Unit 1  William’s Notting Hill & ‘She’
第2回（講義・演習）　Unit 1  William’s Notting Hill & ‘She’　推測、可能性の could
第3回（講義・演習）　Unit 2  Surreal, But Nice    依頼する  Would you . . . ?
第4回（講義・演習）　Unit 2  Surreal, But Nice　意向を聞く Would you . . . ?
第5回（講義・演習）　Unit 3  A Goddess Is A Movie Star  　仮定法過去
第6回（講義・演習）　Unit 4  Birthday Party　現在完了形
第7回（講義・演習）　Unit 5   A Date With Anna　仮定法過去完了
第8回（講義・演習）　Unit 1～Unit 5 の復習 およびまとめテスト（中間試験）
第9回（講義・演習）　Unit 6  She’s Gone　　関係代名詞
第10回（講義・演習）　Unit 7  She’s Back　　疑問詞＋to 不定詞
第11回（講義・演習）　Unit 8  Rude AwakeningーAin’t No Sunshine　比較
第12回（講義・演習）　Unit 8  Rude AwakeningーAin’t No Sunshine　形容詞化した過去分詞
第13回 （講義・演習）  Unit 9  Like Me Again　前置詞 on の用法
第14回（講義・演習）　Unit 10  The Right DecisionーThe Meaning of My Life is She  付加疑問
第15回（講義・演習）　Unit 6~Unit 10の復習
中間試験および小テストについては、授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行う。
＊ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAL1012
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56240
科目 5624 英語コミュニケーション１ 授業種別 週間授業
担当教員 Stewart　Gale 単位数 2
その他担当者  

授業概要 English conversation course.  All classes are taught in English.
The course is heavily focused on maximizing students’ communication time.

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
Students will learn English useful for confidently communicating with people from other 
countries
through a variety of topics．

テキスト（教科書） Let’s Chat!, EFL Press, 2007, John Pak
ISBN:4580244420056

参考書および参考文献  
受講条件 Students should bring an English dictionary.

事前・事後学修（内容・時間）

Students should review the English grammar they learned at Junior High School and 
High School,
 such as how to form questions and the appropriate usage of tenses (present / past / 
future etc.).
Students should spend 60 minutes at home reviewing each class and preparing for the 
next week’s class.

成績評価
Classwork 30%
Final exam 70%
評価項目 割合 評価基準
Classwork 30% Participation / Pronunciation
Final exam 70% Paper test
   
   

授業の実施方法と授業計画

Time will be allocated in every class for student feedback and questions.
In addition to these core topics, there will also be time allocated to English language 
games and puzzles.

1 - (Lecture, drill and pairwork) Introductions and pair interviews.
2 - (Lecture, drill and pairwork) Useful classroom English questions and expressions 
and getting to know your partner.
3 - (Lecture, drill and pairwork) Sport and leisure.
4 - (Lecture, drill and pairwork) Shopping and big numbers.
5 - (Lecture, drill and pairwork) Food.
6 - Documentary video and discussion.
7 - (Lecture, drill and pairwork) Travel.
8 - (Lecture, drill and pairwork) Movies and television.
9 - (Pairwork) Quiz.
10 - (Lecture, drill and pairwork) Health.
11 - Documentary video and discussion.
12 - (Lecture, drill and pairwork) Relationships and marriage.
13 - (Lecture, drill and pairwork) Music and books and the passive tense.
14 - (Lecture, drill and pairwork) Japanese culture.
15 - Review.

ナンバリング BAAL1013
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56240
科目 5624 英語コミュニケーション１ 授業種別 週間授業
担当教員 Stewart　Gale 単位数 2
その他担当者  

授業概要 English conversation course.  All classes are taught in English.
The course is heavily focused on maximizing students’ communication time.

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
Students will learn English useful for confidently communicating with people from other 
countries
through a variety of topics．

テキスト（教科書） Let’s Chat!, EFL Press, 2007, John Pak
ISBN:4580244420056

参考書および参考文献  
受講条件 Students should bring an English dictionary.

事前・事後学修（内容・時間）

Students should review the English grammar they learned at Junior High School and 
High School,
 such as how to form questions and the appropriate usage of tenses (present / past / 
future etc.).
Students should spend 60 minutes at home reviewing each class and preparing for the 
next week’s class.

成績評価
Classwork 30%
Final exam 70%
評価項目 割合 評価基準
Classwork 30% Participation / Pronunciation
Final exam 70% Paper test
   
   

授業の実施方法と授業計画

Time will be allocated in every class for student feedback and questions.
In addition to these core topics, there will also be time allocated to English language 
games and puzzles.

1 - (Lecture, drill and pairwork) Introductions and pair interviews.
2 - (Lecture, drill and pairwork) Useful classroom English questions and expressions 
and getting to know your partner.
3 - (Lecture, drill and pairwork) Sport and leisure.
4 - (Lecture, drill and pairwork) Shopping and big numbers.
5 - (Lecture, drill and pairwork) Food.
6 - Documentary video and discussion.
7 - (Lecture, drill and pairwork) Travel.
8 - (Lecture, drill and pairwork) Movies and television.
9 - (Pairwork) Quiz.
10 - (Lecture, drill and pairwork) Health.
11 - Documentary video and discussion.
12 - (Lecture, drill and pairwork) Relationships and marriage.
13 - (Lecture, drill and pairwork) Music and books and the passive tense.
14 - (Lecture, drill and pairwork) Japanese culture.
15 - Review.

ナンバリング BAAL1013

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56250
科目 5625 英語コミュニケーション２ 授業種別 週間授業
担当教員 Stewart　Gale 単位数 2
その他担当者  

授業概要 English conversation course.  All classes are taught in English.
The course is heavily focused on maximizing students’ communication time.

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
Students will learn English useful for confidently communicating with people from other 
countries
 through a variety of topics with an added focus on multicultural understanding．

テキスト（教科書） No textbook － classroom material will be provided.
参考書および参考文献  

受講条件 Pre-requisite - pass English Communication 1.  Students should bring an English 
dictionary.

事前・事後学修（内容・時間）
Students should review the material studied in English Communication 1.
Students should spend 60 minutes at home reviewing each class and preparing for the 
next week’s class.

成績評価
Classwork 30%
Final exam 70%
評価項目 割合 評価基準
Classwork 30% Participation / Pronunciation
Final exam 70% Paper test
   
   

授業の実施方法と授業計画

Time will be allocated in every class for student feedback and questions.
In addition to these core topics, there will also be time allocated to English language 
games and puzzles.

1 - (Lecture, drill and pairwork) Self introductions and pair interviews.
2 - (Lecture, drill and pairwork) Differences between British English and American 
English.
3 - (Lecture, drill and pairwork) Discuss high school memories and compare with high 
school life in the UK.
4 - Documentary video and discussion.
5 - (Lecture, drill and pairwork) Manners in different countries and taboo questions.
6 - (Lecture, drill and pairwork) Examine the UK and the UK’s culture.
7 - (Lecture, drill and pairwork) Examine the USA and American culture.
8 - (Lecture, drill and pairwork) Discuss technology and invent a new product.
9 - Documentary video and discussion.
10 - (Pairwork) Quiz.
11 - (Lecture, drill and pairwork) Money, big numbers, foreign currencies and discussion 
about shopping.
12 - (Lecture, drill and pairwork) Food.
13 - (Lecture, drill and pairwork) Music.
14 - (Lecture, drill and pairwork) Travel and modes of transport.
15 - Review.

ナンバリング BAAL1014
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56260
科目 5626 ビジネス英語 授業種別 週間授業
担当教員 Stewart　Gale 単位数 2
その他担当者  
授業概要 Business English course.  All classes are taught in English.
ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      
到達目標 Students will learn English useful for communicating in various business situations.

テキスト（教科書）
Market Leader (Elementary), Pearson, 3rd Edition, David Cotton, David Falvey and 
Simon Kent
ISBN: 9781292126081

参考書および参考文献  
受講条件 Students should bring an English dictionary.

事前・事後学修（内容・時間）

Students should review the English grammar they learned at Junior High School and 
High School,
 such as how to form questions and the appropriate usage of tenses (present / past / 
future etc.).
Students should spend 60 minutes at home reviewing each class and preparing for the 
next week’s class.

成績評価
Classwork 30%
Final exam 70%
評価項目 割合 評価基準
Classwork 30% Participation / Pronunciation
Final exam 70% Paper test
   
   

授業の実施方法と授業計画

Time will be allocated in every class for student feedback and questions.

1 - (Lecture, drill and pairwork) Introductions.
2 - (Lecture, drill and pairwork) Work and leisure.
3 - (Lecture, drill and pairwork) Problems.
4 - (Lecture, drill and pairwork) Travel.
5 - (Lecture, drill and pairwork) Food and entertainment.
6 - (Lecture, drill and pairwork) Buying and selling.
7 - (Lecture, drill and pairwork) People.
8 - (Lecture, drill and pairwork) Advertising.
9 - (Lecture, drill and pairwork) Companies.
10 - (Lecture, drill and pairwork) Communication.
11 - (Lecture, drill and pairwork) Cultures.
12 - (Lecture, drill and pairwork) Jobs.
13 - (Lecture, drill and pairwork) Saying goodbye and keeping in touch.
14 - (Pairwork) Quiz.
15 - Review.

ナンバリング BAAL2031

96



開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56260
科目 5626 ビジネス英語 授業種別 週間授業
担当教員 Stewart　Gale 単位数 2
その他担当者  
授業概要 Business English course.  All classes are taught in English.
ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      
到達目標 Students will learn English useful for communicating in various business situations.

テキスト（教科書）
Market Leader (Elementary), Pearson, 3rd Edition, David Cotton, David Falvey and 
Simon Kent
ISBN: 9781292126081

参考書および参考文献  
受講条件 Students should bring an English dictionary.

事前・事後学修（内容・時間）

Students should review the English grammar they learned at Junior High School and 
High School,
 such as how to form questions and the appropriate usage of tenses (present / past / 
future etc.).
Students should spend 60 minutes at home reviewing each class and preparing for the 
next week’s class.

成績評価
Classwork 30%
Final exam 70%
評価項目 割合 評価基準
Classwork 30% Participation / Pronunciation
Final exam 70% Paper test
   
   

授業の実施方法と授業計画

Time will be allocated in every class for student feedback and questions.

1 - (Lecture, drill and pairwork) Introductions.
2 - (Lecture, drill and pairwork) Work and leisure.
3 - (Lecture, drill and pairwork) Problems.
4 - (Lecture, drill and pairwork) Travel.
5 - (Lecture, drill and pairwork) Food and entertainment.
6 - (Lecture, drill and pairwork) Buying and selling.
7 - (Lecture, drill and pairwork) People.
8 - (Lecture, drill and pairwork) Advertising.
9 - (Lecture, drill and pairwork) Companies.
10 - (Lecture, drill and pairwork) Communication.
11 - (Lecture, drill and pairwork) Cultures.
12 - (Lecture, drill and pairwork) Jobs.
13 - (Lecture, drill and pairwork) Saying goodbye and keeping in touch.
14 - (Pairwork) Quiz.
15 - Review.

ナンバリング BAAL2031

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56270
科目 5627 ドイツ語１ 授業種別 週間授業
担当教員 加藤　皓士 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この授業では、自己紹介、買い物、道を尋ねるなどの具体的な場面でドイツ語での会話を学びな
がら、簡単な会話ができるようにし、基礎的なドイツ語の初歩的なレヴェルの文法について習得す
ることを目的とする。
　あわせてドイツという国や、ドイツ人の暮らしや生き方についても見ていくことで多様な文化の
あり方についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    〇  

到達目標

①　ドイツ語らしい発音ができる。
②　ドイツ語の数字や簡単なあいさつができる。
③　ドイツ語で数字が言える。
④　自分のことや旅行で使える表現がドイツ語で言える。
⑤　ドイツ人のライフスタイルを知り、日本人としての教養を深める。

テキスト（教科書） 大薗正彦他著　『Grundstufe Deutsch -3.Ausgabe』（三修社　定価2600円）ISBN978-4-
384-12311-1 C1084

参考書および参考文献 特になし。授業の中で指示する。

受講条件
　この授業では、中学1年生で学ぶ英語レベルのドイツ語を学びます。ですから、高等学校の英語
でつまずいた人でも、大丈夫です。
ドイツ語はルールが少し多いですが、英語よりも規則的で読み方も簡単です。
　テクストは必ず購入しておくこと。

事前・事後学修（内容・時間） 毎回、前回の授業で学んだことを確認するための小テストを実施するので、授業後にテクストやノ
ート、プリント類を見直してください（3時間程度×15回）。

成績評価
定期試験　70%
授業内での小テスト、中間テスト（1回）　30％
※点数の換算の仕方についてはガイダンスでお話しします。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認します。

小テスト、中間テスト 30% 授業の中で学んだことを理解できているのかどうかを筆記試験にて確認
します。

   
   

授業の実施方法と授業計画

1回　[講義]ガイダンス
2回　[講義]アルファベートとドイツ語の読み方
3回　[講義]ドイツ語のあいさつと数字、曜日、月の読み方
4回　[講義]人称代名詞・人称変化
5回　[講義]平叙文と疑問文　　　　　　自己紹介
6回　[講義]定冠詞・不定冠詞
7回　[講義]定冠詞・不定冠詞・否定　　　文章読解
8回　[講義]人称代名詞の格変化
9回　[講義]複数形
10回　[講義]復習
11回　中間テスト
12回　[講義]前置詞・前置詞の格支配　　　簡単に書いてみよう
13回　[講義]前置詞・前置詞の各支配
14回　[講義]所有冠詞
15回　[講義]半期の振り返りと補足事項

※皆さんの様子を見ながらゆっくりと授業は進みます。
※小テストを毎回行い、皆さんが理解できなかったところを確認し、授業中に復習します。メール
で質問を受けつけ、お答えします。
※受講生の習熟度により授業計画をじゃっかん変更する可能性があります。

ナンバリング BAAL1015
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56280
科目 5628 ドイツ語２ 授業種別 週間授業
担当教員 加藤　皓士 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この授業では、春学期のドイツ語1で習得したことを前提とし、自己紹介、買い物、道を尋ねるな
どの具体的な場面でドイツ語での会話を学びながら、簡単な会話ができるようにし、基礎的なドイ
ツ語の初歩的なレヴェルの文法について習得することを目的とする。
　あわせてドイツという国や、ドイツ人の暮らしや生き方についても見ていくことで多様な文化の
あり方についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    〇  

到達目標
①ドイツ語で人称代名詞や動詞、助動詞を変化させられる。
②ドイツ語で簡単な文が作れる。
④　自分のことや旅行で使える表現がドイツ語で言える。
⑤　ドイツ人のライフスタイルを知り、日本人としての教養を深める。

テキスト（教科書） 他著　『Grundstufe Deutsch -3.Ausgabe』（三修社　定価2600円）
ISBN978-4-384-12311-1 C1084

参考書および参考文献 特になし。授業の中で指示する。

受講条件
　春学期に「ドイツ語１」を履修していること。ただし、「ドイツ語1」を履修していないと授業につ
いていくのが難しくはなりますが、「春学期の復習1ー4(第2-5回)」の授業内容を自習する意欲が
あるのでしたら、受講の希望に応じます。
　テクストは用意してください。

事前・事後学修（内容・時間） 毎回、前回の授業で学んだことを確認するための小テストを実施するので、授業後にテクストやノ
ート、プリント類を見直してください（4時間程度×1５回）。

成績評価
定期試験　70%
授業内での小テスト、中間テスト（1回）　30％
※点数の換算の仕方についてはガイダンスでお話しします。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認します。

小テスト、中間テスト 30% 毎回の授業で学んだことを理解できているのかどうかを筆記試験にて確
認します。

   
   

授業の実施方法と授業計画

1回　[講義]ガイダンス
2回　[講義]春学期の復習1
3回　[講義]春学期の復習2
4回　[講義]春学期の復習3
5回　[講義]分離動詞
6回　[講義]再帰代名詞
7回　[講義]話法の助動詞
8回　[講義]話法の助動詞
9回　[講義]定冠詞類と形容詞
10回　[講義]比較級
11回　[講義]最上級
12回　中間試験
13回　[講義]現在完了形
14回　[講義]過去形
15回　[講義]半期の振り返りと補足事項

※皆さんの様子を見ながらゆっくりと授業は進みます。
※小テストを毎回行い、皆さんが理解できなかったところを確認し、授業中に復習します。メール
で質問を受けつけ、お答えします。
※受講生の習熟度により授業計画をじゃっかん変更する可能性があります。

ナンバリング BAAL1016
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56280
科目 5628 ドイツ語２ 授業種別 週間授業
担当教員 加藤　皓士 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この授業では、春学期のドイツ語1で習得したことを前提とし、自己紹介、買い物、道を尋ねるな
どの具体的な場面でドイツ語での会話を学びながら、簡単な会話ができるようにし、基礎的なドイ
ツ語の初歩的なレヴェルの文法について習得することを目的とする。
　あわせてドイツという国や、ドイツ人の暮らしや生き方についても見ていくことで多様な文化の
あり方についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    〇  

到達目標
①ドイツ語で人称代名詞や動詞、助動詞を変化させられる。
②ドイツ語で簡単な文が作れる。
④　自分のことや旅行で使える表現がドイツ語で言える。
⑤　ドイツ人のライフスタイルを知り、日本人としての教養を深める。

テキスト（教科書） 他著　『Grundstufe Deutsch -3.Ausgabe』（三修社　定価2600円）
ISBN978-4-384-12311-1 C1084

参考書および参考文献 特になし。授業の中で指示する。

受講条件
　春学期に「ドイツ語１」を履修していること。ただし、「ドイツ語1」を履修していないと授業につ
いていくのが難しくはなりますが、「春学期の復習1ー4(第2-5回)」の授業内容を自習する意欲が
あるのでしたら、受講の希望に応じます。
　テクストは用意してください。

事前・事後学修（内容・時間） 毎回、前回の授業で学んだことを確認するための小テストを実施するので、授業後にテクストやノ
ート、プリント類を見直してください（4時間程度×1５回）。

成績評価
定期試験　70%
授業内での小テスト、中間テスト（1回）　30％
※点数の換算の仕方についてはガイダンスでお話しします。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認します。

小テスト、中間テスト 30% 毎回の授業で学んだことを理解できているのかどうかを筆記試験にて確
認します。

   
   

授業の実施方法と授業計画

1回　[講義]ガイダンス
2回　[講義]春学期の復習1
3回　[講義]春学期の復習2
4回　[講義]春学期の復習3
5回　[講義]分離動詞
6回　[講義]再帰代名詞
7回　[講義]話法の助動詞
8回　[講義]話法の助動詞
9回　[講義]定冠詞類と形容詞
10回　[講義]比較級
11回　[講義]最上級
12回　中間試験
13回　[講義]現在完了形
14回　[講義]過去形
15回　[講義]半期の振り返りと補足事項

※皆さんの様子を見ながらゆっくりと授業は進みます。
※小テストを毎回行い、皆さんが理解できなかったところを確認し、授業中に復習します。メール
で質問を受けつけ、お答えします。
※受講生の習熟度により授業計画をじゃっかん変更する可能性があります。

ナンバリング BAAL1016

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56300
科目 5630 中国語１ 授業種別 週間授業
担当教員 石田　卓生 単位数 2
その他担当者  

授業概要
この授業では、中国語の基礎的な能力を習得します。正確な中国語の発音ができるように学習を
すすめつつ、基本的な文法事項を習得することによって中国語の基礎的なコミュニケーション能
力を身に付けます。また、中国の文化や習慣を知ることによって、幅広い教養やグローバル社会で
活動するための基礎的な知識を修得します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標

日本と地理的に近く、ビジネス社会において今後ますます重要な存在になっていくと考えられる中
国語圏の人々とコミュニケーションを図るための語学力を身につけるために到達目標を以下のよ
うにします。
1）正確な中国語の発音ができる
2）中国語のローマ字発音表記を読むことができる
3）教科書の文章を読解することができる
4）中国語で自己紹介の文章を書くことができる
5）中国語で自己紹介のスピーチをすることができる

テキスト（教科書） 相原茂/郭雲輝『新訂　学ビテ時ニ之ヲ習フ　中国語入門』好文出版、2006年、
ISBN4-87220-104-3、2,400円（税別）

参考書および参考文献 講義中に適宜紹介します。
受講条件 選択科目

事前・事後学修（内容・時間）
事前学修：各回のテキストの単語・語句に目を通し、さらに発音をして予習をしておくこと（第2
～15回：90分）
事後学修：各回のオンラインテストを受験し、分からなかった問題については復習をすること。さ
らに学習した文章を音読し、自然な発話ができるように練習すること（第1～15回：90分）

成績評価
定期試験、小テスト、課題によって授業の到達目標をどの程度クリアしたのかを評価します。
遅刻2回で欠席1回とみなします。また、不誠実な学習態度は減点の対象となります。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験によって学習成果を評価します。
小テスト 20% 筆記試験によって学習成果を評価します。
課題 20% 作成された課題によって学習成果を評価します。
   

授業の実施方法と授業計画

各回の授業後に課題としてオンラインテストを行う。オンラインテストについて次回授業内で講
評を行うことによって当該回の内容についてフィードバックをすると共に随時受講生からの質問に
回答する。
第1回　ガイダンス　第1課声調、単母音（講義・演習）
第2回　第1課単母音、第2課複母音（講義・演習）
第3回　第２課子音（講義・演習）
第4回　第３課鼻音（講義・演習）
第5回　発音のまとめ　第４課声調の変化、組み合わせ（講義・演習）
第6回　第５課人称代詞、名前の言い方（講義・演習）
第7回　第５課復習・練習（講義・演習）
第8回　第６課動詞“是”、諾否疑問文、省略疑問文（講義・演習）
第9回　第６課復習・練習（講義・演習）
第10回　第７課動詞述語文、動詞+目的語、形容詞述語文（講義・演習）
第11回　第７課復習・練習（講義・演習）
第12回　第８課指示代詞、疑問詞疑問文、連体修飾語、存在を表す“有”、名詞の場所化（講義・演
習）
第13回　第８課復習・練習（講義・演習）
第14回　第５－6課のまとめ（講義・演習）
第15回　第７－８課のまとめ（講義・演習）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することがあります。

ナンバリング BAAL1017
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56310
科目 5631 中国語２ 授業種別 週間授業
担当教員 石田　卓生 単位数 2
その他担当者  

授業概要
この授業では、中国語の基礎的な能力を習得します。正確な中国語の発音ができるように学習を
すすめつつ、基本的な文法事項を習得することによって中国語の基礎的なコミュニケーション能
力を身に付けます。また、中国の文化や習慣を知ることによって、幅広い教養やグローバル社会で
活動するための基礎的な知識を修得します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標

日本と地理的に近く、ビジネス社会において今後ますます重要な存在になっていくと考えられる中
国語圏の人々とコミュニケーションを図るための語学力を身につけるために到達目標を以下のよ
うにします。
1）正確な中国語の発音ができる
2）中国語のローマ字発音表記を読むことができる
3）教科書の文章を読解することができる
4）教科書の内容を応用して中国語の文章を書くことができる
5）教科書の内容を応用した中国語で質問したり、それに答えたりすることができる

テキスト（教科書） 相原茂/郭雲輝『新訂　学ビテ時ニ之ヲ習フ　新訂 中国語入門』好文出版、2006年、
ISBN4-87220-104-3、2,400円（税別）

参考書および参考文献 講義中に適宜紹介します。
受講条件 選択科目

事前・事後学修（内容・時間）
事前学修：各回のテキストの単語・語句に目を通し、さらに発音をして予習をしておくこと（第2
～15回：90分）
事後学修：各回のオンラインテストを受験し、分からなかった問題については復習をすること。さ
らに学習した文章を音読し、自然な発話ができるように練習すること（第1～15回：90分）

成績評価
定期試験、小テスト、課題によって授業の到達目標をどの程度クリアしたのかを評価します。
遅刻2回で欠席1回とみなします。また、不誠実な学習態度は減点の対象となります。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験によって学習成果を評価します。
小テスト 20% 筆記試験によって学習成果を評価します。
課題 20% 作成された課題によって学習成果を評価します。
   

授業の実施方法と授業計画

各回授業冒頭において受講生全員に中国語の文章の朗読、発話を課して個々にフィードバックを行
うと共に随時質問に回答する。
第1回　ガイダンス　発音のおさらい　教科書第1-2課（講義・演習）
第2回　発音のおさらい　教科書第３-４課（講義・演習）
第3回　第９課量詞、所有を表す“有”、親族呼称（講義・演習）
第4回　第９課復習・練習（講義・演習）
第5回　第１０課反復疑問文、選択疑問文（講義・演習）
第6回　第１０課復習・練習（講義・演習）
第7回　第１１課日時の表現（講義・演習）
第8回　第１１課復習・練習（講義・演習）
第9回　第１２課変化を表す“了”（講義・演習）
第１0回　第１２課復習・練習（講義・演習）
第１1回　第１３課所在を表す“在”、前置詞“離”（講義・演習）
第１2回　第１３課復習・練習（講義・演習）
第１3回　第１４課経験の表し方、願望を表す助動詞、連動文（講義・演習）
第14回　第１４課復習・練習（講義・演習）
第15回　おさらい　第9-14課の復習（講義・演習）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することがあります。

ナンバリング BAAL1018
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56310
科目 5631 中国語２ 授業種別 週間授業
担当教員 石田　卓生 単位数 2
その他担当者  

授業概要
この授業では、中国語の基礎的な能力を習得します。正確な中国語の発音ができるように学習を
すすめつつ、基本的な文法事項を習得することによって中国語の基礎的なコミュニケーション能
力を身に付けます。また、中国の文化や習慣を知ることによって、幅広い教養やグローバル社会で
活動するための基礎的な知識を修得します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標

日本と地理的に近く、ビジネス社会において今後ますます重要な存在になっていくと考えられる中
国語圏の人々とコミュニケーションを図るための語学力を身につけるために到達目標を以下のよ
うにします。
1）正確な中国語の発音ができる
2）中国語のローマ字発音表記を読むことができる
3）教科書の文章を読解することができる
4）教科書の内容を応用して中国語の文章を書くことができる
5）教科書の内容を応用した中国語で質問したり、それに答えたりすることができる

テキスト（教科書） 相原茂/郭雲輝『新訂　学ビテ時ニ之ヲ習フ　新訂 中国語入門』好文出版、2006年、
ISBN4-87220-104-3、2,400円（税別）

参考書および参考文献 講義中に適宜紹介します。
受講条件 選択科目

事前・事後学修（内容・時間）
事前学修：各回のテキストの単語・語句に目を通し、さらに発音をして予習をしておくこと（第2
～15回：90分）
事後学修：各回のオンラインテストを受験し、分からなかった問題については復習をすること。さ
らに学習した文章を音読し、自然な発話ができるように練習すること（第1～15回：90分）

成績評価
定期試験、小テスト、課題によって授業の到達目標をどの程度クリアしたのかを評価します。
遅刻2回で欠席1回とみなします。また、不誠実な学習態度は減点の対象となります。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験によって学習成果を評価します。
小テスト 20% 筆記試験によって学習成果を評価します。
課題 20% 作成された課題によって学習成果を評価します。
   

授業の実施方法と授業計画

各回授業冒頭において受講生全員に中国語の文章の朗読、発話を課して個々にフィードバックを行
うと共に随時質問に回答する。
第1回　ガイダンス　発音のおさらい　教科書第1-2課（講義・演習）
第2回　発音のおさらい　教科書第３-４課（講義・演習）
第3回　第９課量詞、所有を表す“有”、親族呼称（講義・演習）
第4回　第９課復習・練習（講義・演習）
第5回　第１０課反復疑問文、選択疑問文（講義・演習）
第6回　第１０課復習・練習（講義・演習）
第7回　第１１課日時の表現（講義・演習）
第8回　第１１課復習・練習（講義・演習）
第9回　第１２課変化を表す“了”（講義・演習）
第１0回　第１２課復習・練習（講義・演習）
第１1回　第１３課所在を表す“在”、前置詞“離”（講義・演習）
第１2回　第１３課復習・練習（講義・演習）
第１3回　第１４課経験の表し方、願望を表す助動詞、連動文（講義・演習）
第14回　第１４課復習・練習（講義・演習）
第15回　おさらい　第9-14課の復習（講義・演習）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することがあります。

ナンバリング BAAL1018

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 562A0
科目 562A ポルトガル語 授業種別 週間授業
担当教員 田口　マユリ 単位数 2
その他担当者  

授業概要 　ポルトガル語の初歩的なレベルを習得することを目標とする。日常生活や仕事、旅行先で必要
な会話を学ぶことで、ポルトガル語に関する基礎知識や文法、聞き取る力を修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
①ポルトガル語の基本的な発音と基礎的な文法事項を学び、基本的な挨拶表現と自己表現ができ
る
②特定の状況におけるポルトガル語が理解できる

テキスト（教科書） なし（授業内でプリントを配布する）
参考書および参考文献  

受講条件
この講義は基礎知識の修得が目的のため、第1回目の講義にてレベルを図る小テストを実施しま
す。
その結果により、一定のレベル以上の学生は履修が許可されない場合があります。

事前・事後学修（内容・時間）

事前・事後学習は毎回4時間程度行うこと。
　・毎回の授業の復習を行う。（1時間程度）
　・配布されたプリントなどを予習を行う。（1時間程度）
　・毎回前の授業の確認テストを行う。
　・ポルトガル語での自己紹介や挨拶、簡単な会話ができるように、ポルトガル文化に関する
　　読み物などに目を通す。（1時間程度）

成績評価
正当な理由なく５回以上欠席した者は期末筆記試験の受験資格を失います。
期末筆記試験、授業態度、参加等　総合的に評価する。

皆さんスタートラインは同じです。日本にはブラジル人がたくさんいます。これから友達を増やしたい、将来仕事に役立つか
もしれない、ブラジルのポルトガル語に興味あるという方は大歓迎です。
皆さんのペースに合わせて授業を進みますので、安心して参加してください。
評価項目 割合 評価基準
期末試験 80% 筆記試験にて講義内容についての理解度を評価する。
授業中の課題 20% 課された練習問題に適切に解答できるかを評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回（講義）　　　　　ガイダンス、ブラジルはどんな国？
第２回（講義）　　　　　ポルトガル語の文字と発音
第３回（講義）　　　　　人称代名詞・冠詞
第４回（講義）　　　　　ser動詞の活用と用法
第５回（講義・演習）　　指示詞、所有詞
第６回（講義）　　　　　復習　・　会話練習
第７回（講義）　　　　　数詞および複数形の作り方
第８回（講義・演習）　　週・月・曜日
第９回（講義・演習）　　時間の表現　・　色
第１０回（講義・演習）　形容詞
第１１回（講義）　　　　estar動詞・poder動詞
第１２回（講義・演習）　自己紹介テスト・復習
第１３回（講義）　　　　会話をしましょう
第１４回（演習）　　　　まとめ　・　復習
第１５回（演習）　　　　振り返り・復習
第１６回　試験

＊質問や疑問全体については授業内でフィードバックを行う。
＊期末筆記試験を行います。
＊受講学生の習熟度により授業計画を変更することがあります。

ナンバリング BAAL1030
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56320
科目 5632 日本語１ 授業種別 週間授業 集中講義
担当教員 井原　淑雅 単位数 2
その他担当者  

授業概要 日本語による自己表現を高めることを目的とします。内容理解をふまえ、文章構成、文型や表現の
確認を行います。レポートを書く基礎力を養成します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標 日本語における高度な情報や知識を得るよう、論理的思考に基づいたアカデミック・リテラシーを
身につけます。

テキスト（教科書） 『ここがポイント！レポート・論文を書くための日本語文法』
（小森万里・三井久美子著、くろしお出版、978-4-87424-718-1）1600＋税円

参考書および参考文献  
受講条件 留学生

事前・事後学修（内容・時間）
準備学習(予習)として、テキストを音読しておくこと。(1時間程度)
また、ディスカッションも行いますので、テキストの内容に関する自分の意見も整理しておくこ
と。（1時間程度）
毎時間小テストを行うので、復習をすること。（2時間程度）

成績評価
総合評価で評価します。
評価項目 割合 評価基準
小テスト　提出物 20% 講義内容の理解度を確認する
レポート発表 30% 課題に対する適切な内容・記述になっているのかを評価する
臨時テスト 50% 筆記試験にて理解度を確認する
   

授業の実施方法と授業計画

※前回の講義が知識を習得する内容の場合は、講義の最初に小テストを行う。小テストは採点後
速やかに返却するとともに、講義内で解説を行う。また、学生が記述した文章は添削指導を行う。
第１回　オリエンテーション
第２回 (講義・演習)　第1課 書き言葉に統一する①
第３回(講義・演習)　第1課 書き言葉に統一する②
第４回(講義・演習)　第2課 文の意味を明確にする①
第５回(講義・演習)　第2課 文の意味を明確にする②
第６回(講義・演習)　第3課 「こと」と「の」を使い分ける①
第７回(講義・演習)　第3課 「こと」と「の」を使い分ける②
第８回(講義・演習)　まとめと復習
第９回(講義・演習)　第4課　文をシンプルにする①
第10回(講義・演習)　第4課　文をシンプルにする②
第11回(講義・演習)　第5課  語彙を適切に選択する①
第12回(講義・演習)　第5課  語彙を適切に選択する②
第13回(講義・演習)　第6課　文を首尾一貫させる①
第14回(講義・演習)　第6課  文を首尾一貫させる②
第15回(講義・演習) 　まとめと復習
※ただし、受講学生の習熟度により授業内容を変更することもあります。

ナンバリング BAAL1019
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56320
科目 5632 日本語１ 授業種別 週間授業 集中講義
担当教員 井原　淑雅 単位数 2
その他担当者  

授業概要 日本語による自己表現を高めることを目的とします。内容理解をふまえ、文章構成、文型や表現の
確認を行います。レポートを書く基礎力を養成します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標 日本語における高度な情報や知識を得るよう、論理的思考に基づいたアカデミック・リテラシーを
身につけます。

テキスト（教科書） 『ここがポイント！レポート・論文を書くための日本語文法』
（小森万里・三井久美子著、くろしお出版、978-4-87424-718-1）1600＋税円

参考書および参考文献  
受講条件 留学生

事前・事後学修（内容・時間）
準備学習(予習)として、テキストを音読しておくこと。(1時間程度)
また、ディスカッションも行いますので、テキストの内容に関する自分の意見も整理しておくこ
と。（1時間程度）
毎時間小テストを行うので、復習をすること。（2時間程度）

成績評価
総合評価で評価します。
評価項目 割合 評価基準
小テスト　提出物 20% 講義内容の理解度を確認する
レポート発表 30% 課題に対する適切な内容・記述になっているのかを評価する
臨時テスト 50% 筆記試験にて理解度を確認する
   

授業の実施方法と授業計画

※前回の講義が知識を習得する内容の場合は、講義の最初に小テストを行う。小テストは採点後
速やかに返却するとともに、講義内で解説を行う。また、学生が記述した文章は添削指導を行う。
第１回　オリエンテーション
第２回 (講義・演習)　第1課 書き言葉に統一する①
第３回(講義・演習)　第1課 書き言葉に統一する②
第４回(講義・演習)　第2課 文の意味を明確にする①
第５回(講義・演習)　第2課 文の意味を明確にする②
第６回(講義・演習)　第3課 「こと」と「の」を使い分ける①
第７回(講義・演習)　第3課 「こと」と「の」を使い分ける②
第８回(講義・演習)　まとめと復習
第９回(講義・演習)　第4課　文をシンプルにする①
第10回(講義・演習)　第4課　文をシンプルにする②
第11回(講義・演習)　第5課  語彙を適切に選択する①
第12回(講義・演習)　第5課  語彙を適切に選択する②
第13回(講義・演習)　第6課　文を首尾一貫させる①
第14回(講義・演習)　第6課  文を首尾一貫させる②
第15回(講義・演習) 　まとめと復習
※ただし、受講学生の習熟度により授業内容を変更することもあります。

ナンバリング BAAL1019

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56330
科目 5633 日本語２ 授業種別 週間授業 集中講義
担当教員 井原　淑雅 単位数 2
その他担当者  

授業概要
日本語・論文技術（基礎）Ⅰの発展クラスです。テキストは春学期の続きを行います。引き続き日本
語による自己表現力を高める事を目的とします。フィールドワークなどで発話の練習をし、実際に
レポートも作成します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標 日本語における高度な情報や知識を得るよう、論理的思考に基づいたアカデミック・リテラシーを
身につけます。

テキスト（教科書） 『ここがポイント！レポート・論文を書くための日本語文法』
（小森万里・三井久美子著、くろしお出版、978-4-87424-718-1）1600＋税円

参考書および参考文献  
受講条件 留学生

事前・事後学修（内容・時間）
準備学習としてテキストを音読しておくこと。(１時間程度)
また、ディスカッションも行うので、テキストの内容に関する自分の意見も整理しておくこと。（1
時間程度）
毎時間小テストを行うので、復習をすること。（2時間程度）

成績評価
総合評価で評価します。
評価項目 割合 評価基準
小テスト　提出物 20% 講義内容の理解度を確認する

レポート発表 50% 課題に対する適切な内容・記述になっているかを評価する
プレゼン能力も評価する

臨時テスト 30% 筆記試験にて理解度を確認する
   

授業の実施方法と授業計画

※前回の講義が知識を習得する内容の場合は、講義の最初に小テストを行う。小テストは採点後
速やかに返却するとともに、講義内で解説を行う。また、学生が記述した文章は添削指導を行う。
第1回(講義・演習)　第7課 形が似ている表現を使い分ける①
第2回(講義・演習)   第7課 形が似ている表現を使い分ける②
第3回(講義・演習)　第8課 「は」と「が」を使い分ける①
第4回(講義・演習)　第8課 「は」と「が」を使い分ける②
第5回(講義・演習)　第9課 書き手の視点を示す①
第6回(講義・演習)　第9課 書き手の視点を示す②
第7回(講義・演習)  まとめと復習
第8回(講義・演習)　第10課 過去と現在のつながりを示す①
第9回(講義・演習)　第10課 過去と現在のつながりを示す②
第10回(講義・演習)　第11課 文章の中の語を指し示す①
第11回(講義・演習)　第11課 文章の中の語を指し示す②
第12回(講義・演習)　第12課 前後の関係を示す①
第13回(講義・演習)　第12課 前後の関係を示す②
第14回 (講義・演習) 第13課 前の文に関係づける
第15回(講義・演習)　まとめ
※ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。

ナンバリング BAAL1020
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56340
科目 5634 スポーツ１ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　康博 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　生涯を通じて気軽にスポーツに親しむことは健康の維持・増進につながり 、生活習慣病を予防
するためにも必要である。また、スポーツに取り組むことは私たちの住む社会で受けるストレスを
解消させるのに効果的である。
　本授業では数種目のスポーツに取り組み、スポーツに対する関心、興味を持ち、スポーツする習
慣を身につけるように指導したい。
以上の内容を実習形式で行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ○     ○

到達目標
各種スポーツの特性を理解し、基本技術とルールを習得して自主的に試合に取り組めるようにな
る。また、より高い技能と体力が身につくよう、その学習過程において取り組む態度や仲間との協
調性と安全性等の社会的ルールを図れるようになる。

テキスト（教科書） なし

参考書および参考文献 大修館書店　最新スポーツルール2022
ISBN：978-4469269277

受講条件 特になし。
事前・事後学修（内容・時間） 毎授業前に、事前配布した資料等でルール等を確認しておくこと（第2～15回/120分程度）
成績評価
原則として毎回出席すること。
ルールをしっかりと把握して、自主的に競技に取り組めること。
なお、遅刻や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合があります。
評価項目 割合 評価基準
授業コメントシート 30% 授業の感想を書く
課題テスト 30% 技能の上達度を確認する。
競技成績 30% 試合での対戦記録によって評価する。
レポート課題 10% 教員が指示したテーマでレポートを書く

授業の実施方法と授業計画

第 １ 回　　（講義）ガイダンス
第 ２ 回　　（実技）ソフトバレー①　基礎技術
第 ３ 回　　（実技）ソフトバレー②　集団的プレー
第 ４ 回　　（実技）ソフトバレー③　ゲーム
第 ５ 回　　（実技）バスケットボール①基礎技術
第 ６ 回　　（実技）バスケットボール②集団的プレー
第 ７ 回　　（実技）バスケットボール③ゲーム
第 ８ 回　　（実技）バスケットボール④ゲーム
第 ９ 回　　（実技）フットサル①基礎技術
第１０回　　（実技）フットサル②集団的プレー
第１１回　　（実技）フットサル③ゲーム
第１２回　　（実技）フットサル④ゲーム
第１３回　　（実技）バドミントン①基礎技術
第１４回　　（実技）バドミントン②ゲーム
第１５回　　（実技）バドミントン③ゲーム
授業内で課題レポートの指示をする。
課題レポート提出後の個別のフィードバックはしません。
学生からの質問やフィードバックの要望には担当教員が
授業後に対応する。

※ただし、履修学生数によって種目を変更することもある。

ナンバリング BAAL1021
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56340
科目 5634 スポーツ１ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　康博 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　生涯を通じて気軽にスポーツに親しむことは健康の維持・増進につながり 、生活習慣病を予防
するためにも必要である。また、スポーツに取り組むことは私たちの住む社会で受けるストレスを
解消させるのに効果的である。
　本授業では数種目のスポーツに取り組み、スポーツに対する関心、興味を持ち、スポーツする習
慣を身につけるように指導したい。
以上の内容を実習形式で行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ○     ○

到達目標
各種スポーツの特性を理解し、基本技術とルールを習得して自主的に試合に取り組めるようにな
る。また、より高い技能と体力が身につくよう、その学習過程において取り組む態度や仲間との協
調性と安全性等の社会的ルールを図れるようになる。

テキスト（教科書） なし

参考書および参考文献 大修館書店　最新スポーツルール2022
ISBN：978-4469269277

受講条件 特になし。
事前・事後学修（内容・時間） 毎授業前に、事前配布した資料等でルール等を確認しておくこと（第2～15回/120分程度）
成績評価
原則として毎回出席すること。
ルールをしっかりと把握して、自主的に競技に取り組めること。
なお、遅刻や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合があります。
評価項目 割合 評価基準
授業コメントシート 30% 授業の感想を書く
課題テスト 30% 技能の上達度を確認する。
競技成績 30% 試合での対戦記録によって評価する。
レポート課題 10% 教員が指示したテーマでレポートを書く

授業の実施方法と授業計画

第 １ 回　　（講義）ガイダンス
第 ２ 回　　（実技）ソフトバレー①　基礎技術
第 ３ 回　　（実技）ソフトバレー②　集団的プレー
第 ４ 回　　（実技）ソフトバレー③　ゲーム
第 ５ 回　　（実技）バスケットボール①基礎技術
第 ６ 回　　（実技）バスケットボール②集団的プレー
第 ７ 回　　（実技）バスケットボール③ゲーム
第 ８ 回　　（実技）バスケットボール④ゲーム
第 ９ 回　　（実技）フットサル①基礎技術
第１０回　　（実技）フットサル②集団的プレー
第１１回　　（実技）フットサル③ゲーム
第１２回　　（実技）フットサル④ゲーム
第１３回　　（実技）バドミントン①基礎技術
第１４回　　（実技）バドミントン②ゲーム
第１５回　　（実技）バドミントン③ゲーム
授業内で課題レポートの指示をする。
課題レポート提出後の個別のフィードバックはしません。
学生からの質問やフィードバックの要望には担当教員が
授業後に対応する。

※ただし、履修学生数によって種目を変更することもある。

ナンバリング BAAL1021

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56350
科目 5635 スポーツ２ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　康博 単位数 1
その他担当者  

授業概要

生涯を通じて気軽にスポーツに親しむことは健康の維持・増進につながり 、生活習慣病を予防す
るためにも必要である。また、スポーツに取り組むことは私たちの住む社会で受けるストレスを解
消させるのに効果的である。
　本授業では数種目のスポーツに取り組み、スポーツに対する関心、興味を持ち、スポーツする習
慣を身につけるように指導したい。
以上の内容を実習形式で行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ○    ○  

到達目標
各種スポーツの特性を理解し、基本技術とルールを習得して自主的に試合に取り組めるようにな
る。また、より高い技能と体力が身につくよう、その学習過程において取り組む態度や仲間との協
調性と安全性等の社会的ルールを図れるようになる。

テキスト（教科書） なし

参考書および参考文献 大修館書店　最新スポーツルール2022
ISBN：978-4469269277

受講条件 特になし
事前・事後学修（内容・時間） 毎授業前に、事前配布した資料等でルール等を確認しておくこと（第2～15回/120分程度）
成績評価
原則として毎回出席すること。
ルールをしっかりと把握して、自主的に競技に取り組めること。
なお、遅刻や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合があります。
評価項目 割合 評価基準
授業コメントシート 30% 授業の感想を書く
課題テスト 30% 技能の上達度を確認する。
競技成績 30% 試合での対戦記録によって評価する。
レポート課題 10% 教員の指示したテーマでレポートを書く

授業の実施方法と授業計画

第 １ 回　　（講義）ガイダンス
第 ２ 回　　（実技）ソフトバレーボール①　基礎技術
第 ３ 回　　（実技）ソフトバレーボール②　ゲーム
第 ４ 回　　（実技）ソフトバレーボール③ゲーム
第 ５ 回　　（実技）ソフトバレーボール④ゲーム
第 ６ 回　　（実技）バドミントン①基礎技術
第 ７ 回　　（実技）バドミントン②ゲーム
第 ８ 回　　（実技）バドミントン③ゲーム
第 ９ 回　　（実技）バドミントン④ゲーム
第１０回　　（実技）バドミントン⑤ゲーム
第１１回　　（実技）卓球①基礎技術
第１２回　　（実技）卓球②ゲーム
第１３回　　（実技）卓球③ゲーム
第１４回　　（実技）卓球④ゲーム
第１５回　　（実技）卓球⑤ゲーム
授業内で課題レポートの指示をする。
課題レポート提出後の個別のフィードバックはしません。
学生からの質問やフィードバックの要望には担当教員が
授業後に対応する。
※ただし、履修学生数によって種目を変更することもある。

ナンバリング BAAL2032
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56360
科目 5636 健康科学１ 授業種別 週間授業
担当教員 安井　謙 単位数 2
その他担当者  

授業概要
健康であるというのは、どのような状態を指すのか、また、私たちが健康な人生を送るにはどうし
たらよいのかについて考えながら、「生きる」ことについて概論的に学ぶ。健康は「適度な運動」「
バランスのとれた食生活」「正しい生活習慣」から導き出せるものであることを認識し、日常生活
の中で生活習慣病の予防と健康の維持を目標に学修する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標 1.生活習慣病を中心とした健康問題に関する知識を修得できる。
2.健康維持・増進のための疾病予防・対策法を修得できる。

テキスト（教科書） 『テキスト健康科学改訂第3版』佐藤祐造監修、柴田英治、松原達昭、八谷寛編集　南江堂
　3200円+税　ISBN978-4-524-23448-6

参考書および参考文献 『選手とコーチのためのスポーツ生理学』　E.フォックス著　朝比奈一男監訳　　大修館書店　
３３００円+税ISBN978-4-469-26084-7

受講条件 履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）
毎授業前に指定箇所までテキストをよんでおくこと（90分程度×15回）
毎授業後に授業で出題した練習問題についてまとめておくこと（90分程度×15回）
第16回定期試験『試験対策用の練習問題』を12回講義で配布する。この問題をやっておくこと
と、授業でやった全講義内容について 復習を行うこと（240分程度）

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価する。
評価項目 割合 評価基準

15回分のレポート課題提出 30%
講義内容の理解度を確認する。
評価A講義内容が正確に理解できている。
評価B一定程度理解できている。
評価C不十分なところがある。

定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

受講者は、授業後に毎回、グーグルクラスルームに課題を提出する。その都度、評価をつけてフィ
ードバックする。試験については、講義で話した内容の理解度を確認する。試験対策用の練習問題
を繰り返し解いてください。質問等には授業時やグーグルクラスルームにて回答する。
1.現代の健康問題概観 (講義）
2.身体の構造と機能1 (講義）
3.身体の構造と機能2 (講義）
4.一般健康診断とその意義1 (講義）
5.一般健康診断とその意義2 (講義）
6.心と健康 (講義）
7.ストレスと健康 (講義）
8.栄養と健康1 (講義）
9.栄養と健康2 (講義）
10.運動と健康1 (講義）
11.運動と健康2  (講義）
12. 生活習慣と健康 (講義）
13.住宅と健康、地域防災情報の活用 (講義・グループ学習）
14.薬物乱用防止、性感染症について (講義）
15.最近の健康トピックス (講義）
ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAAL1022
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56360
科目 5636 健康科学１ 授業種別 週間授業
担当教員 安井　謙 単位数 2
その他担当者  

授業概要
健康であるというのは、どのような状態を指すのか、また、私たちが健康な人生を送るにはどうし
たらよいのかについて考えながら、「生きる」ことについて概論的に学ぶ。健康は「適度な運動」「
バランスのとれた食生活」「正しい生活習慣」から導き出せるものであることを認識し、日常生活
の中で生活習慣病の予防と健康の維持を目標に学修する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標 1.生活習慣病を中心とした健康問題に関する知識を修得できる。
2.健康維持・増進のための疾病予防・対策法を修得できる。

テキスト（教科書） 『テキスト健康科学改訂第3版』佐藤祐造監修、柴田英治、松原達昭、八谷寛編集　南江堂
　3200円+税　ISBN978-4-524-23448-6

参考書および参考文献 『選手とコーチのためのスポーツ生理学』　E.フォックス著　朝比奈一男監訳　　大修館書店　
３３００円+税ISBN978-4-469-26084-7

受講条件 履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）
毎授業前に指定箇所までテキストをよんでおくこと（90分程度×15回）
毎授業後に授業で出題した練習問題についてまとめておくこと（90分程度×15回）
第16回定期試験『試験対策用の練習問題』を12回講義で配布する。この問題をやっておくこと
と、授業でやった全講義内容について 復習を行うこと（240分程度）

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価する。
評価項目 割合 評価基準

15回分のレポート課題提出 30%
講義内容の理解度を確認する。
評価A講義内容が正確に理解できている。
評価B一定程度理解できている。
評価C不十分なところがある。

定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

受講者は、授業後に毎回、グーグルクラスルームに課題を提出する。その都度、評価をつけてフィ
ードバックする。試験については、講義で話した内容の理解度を確認する。試験対策用の練習問題
を繰り返し解いてください。質問等には授業時やグーグルクラスルームにて回答する。
1.現代の健康問題概観 (講義）
2.身体の構造と機能1 (講義）
3.身体の構造と機能2 (講義）
4.一般健康診断とその意義1 (講義）
5.一般健康診断とその意義2 (講義）
6.心と健康 (講義）
7.ストレスと健康 (講義）
8.栄養と健康1 (講義）
9.栄養と健康2 (講義）
10.運動と健康1 (講義）
11.運動と健康2  (講義）
12. 生活習慣と健康 (講義）
13.住宅と健康、地域防災情報の活用 (講義・グループ学習）
14.薬物乱用防止、性感染症について (講義）
15.最近の健康トピックス (講義）
ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAAL1022

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56370
科目 5637 健康科学２ 授業種別 週間授業
担当教員 安井　謙 単位数 2
その他担当者  

授業概要

健康科学Ⅰで習得した知識を基礎として、日常生活の中における危険因子の存在について学習す
る。また科学技術の発展に伴う環境の変化が、人間の身体に与える影響について学習し、近未来的
な視点から健康を考える。「運動とメタボリックシンドローム」「運動と運動器疾患」「アスリート
の科学」「社会と健康」「正しいダイエット・悪いダイエット」「遺伝子」「適応と健康」といったテ
ーマから学修する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標

1. 科学技術の発展に伴う健康問題に関する知識を修得できる。
2.アスリートのトレーニング法等について科学的に見る目を養い、健康管理に取り入れることがで
きる。
3.将来、自らの職業を通じて他者の健康にかかわりを持つようになることを理解できるようにな
る。

テキスト（教科書） 『テキスト健康科学改訂第3版』佐藤祐造監修、柴田英治、松原達昭、八谷寛編集
　南江堂　3200円+税　ISBN978-4-524-23448-6

参考書および参考文献 『選手とコーチのためのスポーツ生理学』　E.フォックス著　朝比奈一男監訳　　大修館書店　
３３００円+税ISBN978-4-469-26084-7

受講条件 健康科学1の受講が望ましい

事前・事後学修（内容・時間）
毎授業前に指定箇所までテキストをよんでおくこと（90分程度×15回）
毎授業後に授業で出題した練習問題についてまとめておくこと（90分程度×15回）
第16回定期試験『試験対策用の練習問題』を12回講義で配布する。この問題をやっておくこと
と、授業でやった全講義内容について 復習を行うこと（240分程度）

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価する。
評価項目 割合 評価基準

15回分のレポート課題提出 30%
講義内容の理解度を確認する。
評価A講義内容が正確に理解できている。
評価B一定程度理解できている。
評価C不十分なところがある。

定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

受講者は、授業後に毎回、グーグルクラスルームに課題を提出する。その都度、評価をつけてフィ
ードバックする。試験については、講義で話した内容の理解度を確認する。試験対策用の練習問題
を繰り返し解いてください。質問等には授業時やグーグルクラスルームにて回答する。
1.交通輸送の革新と健康 (講義・グループワーク）
2.情報技術の革新と健康 (講義）
3.仕事と健康 (講義）
4.経済と健康 (講義）
5.環境・適応と健康 (講義）
6. 化学物質と健康 (講義）
7. 法と健康 (講義）
8.社会と健康 (講義）
9.運動による障害 (講義）
10.アスリートの科学1～スポーツ活動とエネルギー連続体 (講義）
11.アスリートの科学2～スポーツに応用される神経筋の概念 (講義）
12.アスリートの科学3～ウェイトトレーニングの効果と実際 (講義）
13.アスリートの科学4～酸素運搬系 (講義）
14.アスリートの科学5～スプリントと持久性トレーニング (講義）
15.アスリートの科学6～身体組成、栄養・食事と競技能力、脱水・熱の諸問題、最近の健康トピッ
クス～ダイエット他 (講義）
ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAAL1023
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56390
科目 5639 茶道１ 授業種別 週間授業
担当教員 伊藤　敦子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本授業では、茶道（本学は茶道南坊流）点前を学ぶことにより、学習過程で礼儀・作法を体得し、も
てなしの精神を養うことを目的とする。茶道学習のはじめの段階として、まず点前を学び、次の段
階では主人と客が相互にもてなすことを実践する。茶道具・掛物・季節の花などと接することで、
日本の伝統文化についての基礎知識を獲得する。
※この科目は茶道南坊流教授職資格を有する教員が講義等を行う科目です。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
１．茶道を通して、礼儀・作法を体得し、もてなしの精神を養うことができる。
２．茶道の基本を習得できる。
３．茶道を通して、日本の伝統文化の基礎知識を獲得できる。

テキスト（教科書） テキスト：教科書なし。その都度プリントを配布する。
参考書および参考文献 なし
受講条件 受講条件なし

事前・事後学修（内容・時間） 授業で学んだ内容について、毎回1.5時間程度の復習をし、次回授業前に1.5時間程度の予習をし
て授業にのぞむこと（第２回~第１５回）。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかを、実技テスト50％・確認小テスト50％で評
価する。なお、遅刻・早退や劣悪な受講態度は、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
実技テスト 5000% 授業内容の理解度を確認する。
項目別実技確認 50% 授業の取り組み具合、項目ごとの理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

※毎時間、点前の作法を繰り返し練習する。
※毎時間、季節の室礼（しつらい）を提示し、配布プリントで日本文化・行事を解説する。
※実技確認小テストを実施する。小テスト実施後、改善点を各自に伝え、全体に対しても
　解説する。

第１回［講義・実習］茶道（南坊流）について説明・お辞儀・挨拶・歩き方の学習
　　　　　　　　　　　プリント配布（毎時）
第２回［講義・実習］座り方・襖（障子）の開閉・床の間の拝見　帛紗さばき実習
第３回［講義・実習］点前の基礎学習①　部分指導（茶器・茶杓・茶巾の扱い方）
第４回［講義・実習］点前の基礎学習②　部分指導（茶筅通し・茶碗のふき方）
　　　［実技］実技確認小テスト①　帛紗さばきの確認
第５回［講義・実習］盆点薄茶点前①　　盆点前前半①　客に茶を出すまでの実習
第６回［講義・実習］盆点薄茶点前②　　盆点前前半②　菓子の取り方・茶の飲み方の実習
　　　［実技］実技確認小テスト②　茶器・茶杓のあらため方確認
第７回［講義・実習］盆点薄茶点前③　　盆点前前半③　前半の総復習
第８回［講義・実習］盆点薄茶点前④　　盆点前通し①　「盆点前」資料配布
　　　［実技］実技確認小テスト③　茶筅とうじの方法確認
第９回［講義・実習］盆点薄茶点前⑤　　盆点前通し②　点前の細部・注意事項の確認
第10回［講義・実習］盆点薄茶点前⑥　　盆点前通し③　主客の心得を理解する
　　　［実技］実技確認小テスト④　茶碗の片付け方確認
第11回［講義・実習］風炉小板薄茶点前①　点前前半①　柄杓扱いの説明と実習
第12回［講義・実習］風炉小板薄茶点前②　点前前半③　水指の扱い方実習
　　　［実技］実技確認小テスト⑤　柄杓の扱い方
第13回［講義・実習］風炉小板薄茶点前③　点前通し①　点前全体の流れを把握
第14回［講義・実習］風炉小板薄茶点前④　点前の細部・注意事項を確認
第15回［講義・実習］実技テスト練習　　盆点前後半の復習

※ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。
　状況によりオンラインを使用する場合がある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 56390
科目 5639 茶道１ 授業種別 週間授業
担当教員 伊藤　敦子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本授業では、茶道（本学は茶道南坊流）点前を学ぶことにより、学習過程で礼儀・作法を体得し、も
てなしの精神を養うことを目的とする。茶道学習のはじめの段階として、まず点前を学び、次の段
階では主人と客が相互にもてなすことを実践する。茶道具・掛物・季節の花などと接することで、
日本の伝統文化についての基礎知識を獲得する。
※この科目は茶道南坊流教授職資格を有する教員が講義等を行う科目です。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
１．茶道を通して、礼儀・作法を体得し、もてなしの精神を養うことができる。
２．茶道の基本を習得できる。
３．茶道を通して、日本の伝統文化の基礎知識を獲得できる。

テキスト（教科書） テキスト：教科書なし。その都度プリントを配布する。
参考書および参考文献 なし
受講条件 受講条件なし

事前・事後学修（内容・時間） 授業で学んだ内容について、毎回1.5時間程度の復習をし、次回授業前に1.5時間程度の予習をし
て授業にのぞむこと（第２回~第１５回）。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかを、実技テスト50％・確認小テスト50％で評
価する。なお、遅刻・早退や劣悪な受講態度は、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
実技テスト 5000% 授業内容の理解度を確認する。
項目別実技確認 50% 授業の取り組み具合、項目ごとの理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

※毎時間、点前の作法を繰り返し練習する。
※毎時間、季節の室礼（しつらい）を提示し、配布プリントで日本文化・行事を解説する。
※実技確認小テストを実施する。小テスト実施後、改善点を各自に伝え、全体に対しても
　解説する。

第１回［講義・実習］茶道（南坊流）について説明・お辞儀・挨拶・歩き方の学習
　　　　　　　　　　　プリント配布（毎時）
第２回［講義・実習］座り方・襖（障子）の開閉・床の間の拝見　帛紗さばき実習
第３回［講義・実習］点前の基礎学習①　部分指導（茶器・茶杓・茶巾の扱い方）
第４回［講義・実習］点前の基礎学習②　部分指導（茶筅通し・茶碗のふき方）
　　　［実技］実技確認小テスト①　帛紗さばきの確認
第５回［講義・実習］盆点薄茶点前①　　盆点前前半①　客に茶を出すまでの実習
第６回［講義・実習］盆点薄茶点前②　　盆点前前半②　菓子の取り方・茶の飲み方の実習
　　　［実技］実技確認小テスト②　茶器・茶杓のあらため方確認
第７回［講義・実習］盆点薄茶点前③　　盆点前前半③　前半の総復習
第８回［講義・実習］盆点薄茶点前④　　盆点前通し①　「盆点前」資料配布
　　　［実技］実技確認小テスト③　茶筅とうじの方法確認
第９回［講義・実習］盆点薄茶点前⑤　　盆点前通し②　点前の細部・注意事項の確認
第10回［講義・実習］盆点薄茶点前⑥　　盆点前通し③　主客の心得を理解する
　　　［実技］実技確認小テスト④　茶碗の片付け方確認
第11回［講義・実習］風炉小板薄茶点前①　点前前半①　柄杓扱いの説明と実習
第12回［講義・実習］風炉小板薄茶点前②　点前前半③　水指の扱い方実習
　　　［実技］実技確認小テスト⑤　柄杓の扱い方
第13回［講義・実習］風炉小板薄茶点前③　点前通し①　点前全体の流れを把握
第14回［講義・実習］風炉小板薄茶点前④　点前の細部・注意事項を確認
第15回［講義・実習］実技テスト練習　　盆点前後半の復習

※ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。
　状況によりオンラインを使用する場合がある。

ナンバリング BAAL1024

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56391
科目 5639 茶道１ 授業種別 週間授業
担当教員 伊藤　敦子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本授業では、茶道（本学は茶道南坊流）点前を学ぶことにより、学習過程で礼儀・作法を体得し、も
てなしの精神を養うことを目的とする。茶道学習のはじめの段階として、まず点前を学び、次の段
階では主人と客が相互にもてなすことを実践する。茶道具・掛物・季節の花などと接することで、
日本の伝統文化についての基礎知識を獲得する。
※この科目は茶道南坊流教授職資格を有する教員が講義等を行う科目です。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯      

到達目標
１．茶道を通して、礼儀・作法を体得し、もてなしの精神を養うことができる。
２．茶道の基本を習得できる。
３．茶道を通して、日本の伝統文化の基礎知識を獲得できる。

テキスト（教科書） テキスト：教科書なし。その都度プリントを配布する。
参考書および参考文献 なし
受講条件 受講条件なし

事前・事後学修（内容・時間） 授業で学んだ内容について、毎回1.5時間程度の復習と次回授業前の1.5時間程度の予習で、確実
に実施できるようにすること（第２回~第１５回）。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかを、実技テスト50％・確認小テスト50％で評
価する。なお、遅刻・早退や劣悪な受講態度は、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
実技テスト 50% 授業内容の理解度を確認する。
項目別実技確認 50% 授業の取り組み具合、項目ごとの理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

※毎時間、点前の作法を繰り返し練習する。
※毎時間、季節の室礼（しつらい）を提示し、配布プリントで日本文化・行事を解説する。
※実技確認小テストを実施する。小テスト実施後、改善点を各自に伝え、全体に対しても
　解説する。

第１回［講義・実習］茶道（南坊流）について説明・お辞儀・挨拶・歩き方の学習
　　　　　　　　　　　プリント配布（毎時）
第２回［講義・実習］座り方・襖（障子）の開閉・床の間の拝見　帛紗さばき実習
第３回［講義・実習］点前の基礎学習①　部分指導（茶器・茶杓・茶巾の扱い方）
第４回［講義・実習］点前の基礎学習②　部分指導（茶筅通し・茶碗のふき方）
　　　［実技］実技確認小テスト①　帛紗さばきの確認
第５回［講義・実習］盆点薄茶点前①　　盆点前前半①　客に茶を出すまでの実習
第６回［講義・実習］盆点薄茶点前②　　盆点前前半②　菓子の取り方・茶の飲み方の実習
　　　［実技］実技確認小テスト②　茶器・茶杓のあらため方確認
第７回［講義・実習］盆点薄茶点前③　　盆点前前半③　前半の総復習
第８回［講義・実習］盆点薄茶点前④　　盆点前通し①　「盆点前」資料配布
　　　［実技］実技確認小テスト③　茶筅とうじの方法確認
第９回［講義・実習］盆点薄茶点前⑤　　盆点前通し②　点前の細部・注意事項の確認
第10回［講義・実習］盆点薄茶点前⑥　　盆点前通し③　主客の心得を理解する
　　　［実技］実技確認小テスト④　茶碗の片付け方確認
第11回［講義・実習］風炉小板薄茶点前①　点前前半①　柄杓扱いの説明と実習
第12回［講義・実習］風炉小板薄茶点前②　点前前半③　水指の扱い方実習
　　　［実技］実技確認小テスト⑤　柄杓の扱い方
第13回［講義・実習］風炉小板薄茶点前③　点前通し①　点前全体の流れを把握
第14回［講義・実習］風炉小板薄茶点前④　点前の細部・注意事項を確認
第15回［講義・実習］実技テスト練習　　盆点前後半の復習

※ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。
　状況によりオンラインを使用する場合がある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56401
科目 5640 茶道２ 授業種別 週間授業
担当教員 伊藤　敦子 単位数 2
その他担当者  
授業概要  
ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標
１．茶道Ⅰの講義を通して学んだ礼儀・作法を、確実に実践することができる。
２．茶道点前の基本を、さらに深めて学び、習得できる。
３．茶道を通して学んだ日本の伝統文化の基礎知識を、生活やもてなしに応用できる。

テキスト（教科書） 教科書なし。その都度プリントを配布する。
参考書および参考文献 なし
受講条件 「茶道１」の単位取得済みであること。

事前・事後学修（内容・時間） 授業で学んだ内容について、毎回1.5時間程度の復習と次回授業前の1.5時間程度の予習で、確実
に実施できるようにすること（第２回～第５回）。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかを、実技テスト40％・確認小テスト40％で評
価し、正しい知識が習得できているかを、レポート20％で評価する。なお、遅刻・早退・劣悪な授業態度は、減点の対象とす
る場合がある。
評価項目 割合 評価基準
実技テスト 40% 授業内容の理解度を確認する。
項目別実技確認 40% 授業の取り組み具合・項目ごとの理解度を確認する。
レポート 20% 配布資料に、風炉小板点前の手順と注意点を記入する。
   

授業の実施方法と授業計画

※毎時間、点前の作法を繰り返し練習する。
※毎時間、季節の室礼（しつらい）を提示し、配布プリントで日本文化・行事を解説する。
※グループ毎に茶会を立案・企画し、他グループをもてなす茶会を実施する。
※レポート課題を提出する。レポートは詳しく添削して返却するとともに講義内で解説する。
※実技確認小テストを実施する。小テスト実施後、改善点を各自に伝え、全体に対しても
　解説する。

第１回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前①　「茶道Ⅰ」の復習①　プリント配布（毎時）
第２回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前②　「茶道Ⅰ」の復習②　レポート資料配布
第３回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前③　点前前半①　柄杓の扱い方実技実習
第４回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前④　点前前半②　実技復習
　　　［実技］　　　　実技確認小テスト①　柄杓の扱い方　確認
第５回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑤　点前通し①　水次の扱い方実習
第６回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑥　点前通し②　水次の扱い方確認
　　　［実技］　　　　実技確認小テスト②　水次の扱い方　確認
第７回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑦　点前通し③　点前全体の流れを確認
第８回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑧　点前通し④　総復習とグループ茶会の説明
第９回［講義・実習］　色紙箱薄茶点前①　　色紙箱の扱い方実習
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画①（グループワーク）
第10回［講義・実習］　色紙箱薄茶点前②　　道具の出し方実習
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画②（グループワーク）
第11回［講義・実習］　色紙箱薄茶点前③　　点前通し①
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画③（グループワーク）
第12回［実技］　　　　確認小テスト③　色紙箱点前確認
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画④　（グループワーク）
第13回［演習］　グループ茶会①　グループ毎に茶会を実施　他のグループをもてなす
第14回［演習］　グループ茶会②　グループ毎に茶会を実施　他のグループをもてなす
第15回［講義・実習］　実技テスト練習　　　風炉小板点前　後半

※ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。
　状況により、オンラインを使用する場合がある。

ナンバリング BAAL1025
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56401
科目 5640 茶道２ 授業種別 週間授業
担当教員 伊藤　敦子 単位数 2
その他担当者  
授業概要  
ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標
１．茶道Ⅰの講義を通して学んだ礼儀・作法を、確実に実践することができる。
２．茶道点前の基本を、さらに深めて学び、習得できる。
３．茶道を通して学んだ日本の伝統文化の基礎知識を、生活やもてなしに応用できる。

テキスト（教科書） 教科書なし。その都度プリントを配布する。
参考書および参考文献 なし
受講条件 「茶道１」の単位取得済みであること。

事前・事後学修（内容・時間） 授業で学んだ内容について、毎回1.5時間程度の復習と次回授業前の1.5時間程度の予習で、確実
に実施できるようにすること（第２回～第５回）。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかを、実技テスト40％・確認小テスト40％で評
価し、正しい知識が習得できているかを、レポート20％で評価する。なお、遅刻・早退・劣悪な授業態度は、減点の対象とす
る場合がある。
評価項目 割合 評価基準
実技テスト 40% 授業内容の理解度を確認する。
項目別実技確認 40% 授業の取り組み具合・項目ごとの理解度を確認する。
レポート 20% 配布資料に、風炉小板点前の手順と注意点を記入する。
   

授業の実施方法と授業計画

※毎時間、点前の作法を繰り返し練習する。
※毎時間、季節の室礼（しつらい）を提示し、配布プリントで日本文化・行事を解説する。
※グループ毎に茶会を立案・企画し、他グループをもてなす茶会を実施する。
※レポート課題を提出する。レポートは詳しく添削して返却するとともに講義内で解説する。
※実技確認小テストを実施する。小テスト実施後、改善点を各自に伝え、全体に対しても
　解説する。

第１回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前①　「茶道Ⅰ」の復習①　プリント配布（毎時）
第２回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前②　「茶道Ⅰ」の復習②　レポート資料配布
第３回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前③　点前前半①　柄杓の扱い方実技実習
第４回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前④　点前前半②　実技復習
　　　［実技］　　　　実技確認小テスト①　柄杓の扱い方　確認
第５回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑤　点前通し①　水次の扱い方実習
第６回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑥　点前通し②　水次の扱い方確認
　　　［実技］　　　　実技確認小テスト②　水次の扱い方　確認
第７回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑦　点前通し③　点前全体の流れを確認
第８回［講義・実習］　風炉小板薄茶点前⑧　点前通し④　総復習とグループ茶会の説明
第９回［講義・実習］　色紙箱薄茶点前①　　色紙箱の扱い方実習
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画①（グループワーク）
第10回［講義・実習］　色紙箱薄茶点前②　　道具の出し方実習
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画②（グループワーク）
第11回［講義・実習］　色紙箱薄茶点前③　　点前通し①
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画③（グループワーク）
第12回［実技］　　　　確認小テスト③　色紙箱点前確認
　　　［演習］　　　　グループ茶会企画④　（グループワーク）
第13回［演習］　グループ茶会①　グループ毎に茶会を実施　他のグループをもてなす
第14回［演習］　グループ茶会②　グループ毎に茶会を実施　他のグループをもてなす
第15回［講義・実習］　実技テスト練習　　　風炉小板点前　後半

※ただし、受講学生の習熟度により、授業計画を変更することがある。
　状況により、オンラインを使用する場合がある。

ナンバリング BAAL1025

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56430
科目 5643 東三河創造入門 授業種別 週間授業
担当教員 八木　幸一 単位数 2
その他担当者 斉本　美津子、山田　洋巳

授業概要

本学の教育理念は「地域社会との連携のもとに、次世代を担うための職能教育を行い、その過程
において人間的な成長を促す」ことである。本学が位置する東三河地域についてどのような地域資
源があり、どのような地域課題があるのかを学修する。その中から自らテーマを選び、グループの
メンバーとともに、実際に地域に足を運び、生きた情報を収集する。そして、この地域の未来を創
造するために必要な課題について自らの考えをまとめる。その際、自分が所属する学科以外のグル
ープメンバーと協同作業を行うことで、専門知識のみにとらわれない幅広い視点から課題を検討す
る力を修得する。
＊この科目は当該授業内容に関する実務経験を有する教員等がその実務経験を生かして講義等を
行う科目です。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇   〇 〇  

到達目標

１．東三河地域の特徴や地域で行われている活動を調べ、自分たちが取り組む活動の根拠となる
地域課題を検討することができる。
２．検討した地域課題に対して、解決のために行われている実際の活動に参加するための計画を立
てることができる。
３．実際に活動に参加し、活動の内容をまとめることができる。
４．一連のプロセスを通して、未来を想像するための必要な地域課題について考察することができ
る。
５．グループメンバーとの共同作業を通して、各自の学びを深めることができる。

テキスト（教科書） なし
参考書および参考文献 取り組む内容に応じて適宜紹介する。
受講条件 受講条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）

・オリエンテーションで配布された資料を読み返し、発表・議論・各種調査内容をイメージし、各
回の活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～6回/60分程度）
・検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でそ
の内容について検討すること（第1～6回/60分程度）
・グループメンバーと協力して発表資料の作成やフィールドワークを適宜実践すること（第7～15
回/120分程度）

成績評価
各活動時間における発表・議論をもとに、活動計画書：20％、中間報告プレゼンテーション30％、最終発表プレゼンテーシ
ョン50％の割合で総合的に評価する。なお、遅刻や早退、劣悪な授業態度は減点対象とすることがある。
評価項目 割合 評価基準
活動計画書 20% ルーブリックを用いて活動計画書の作成過程および内容を評価する。

中間報告プレゼンテーション 30% ルーブリックを用いて中間報告プレゼンテーションの作成過程および内
容を評価する。

最終発表プレゼンテーション 50% ルーブリックを用いて最終発表プレゼンテーションの作成過程および内
容を評価する。

   

授業の実施方法と授業計画

第1回：（講義・演習）オリエンテーションとテーマ紹介
第2・3回：（講義・演習）プロジェクトグループ毎に活動計画書の作成
第4～6回：（講義・演習）テーマに関する調べ学習（プロジェクト学修の準備）
第7回：（演習）プロジェクトの中間報告
第8～10回：（演習）プロジェクト活動（フィールドワーク）
第11～13回：（講義・演習）プロジェクト活動に対するまとめ
第14回：（演習）プロジェクトの最終発表
第15回：（講義・演習）グループ間ディスカッション
※8～13回まではグループ毎に時間配分を調整できる。
※受講生の習得度に応じて授業計画を変更することもあり得る。
※活動計画書や中間プレゼンテーションおよび最終発表の内容について、フィードバックを行う。
またグループ学習の内容についても授業時間内で適宜フィードバックを行う。

ナンバリング BAAL2034
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56440
科目 5644 東三河の歴史風土と文化 授業種別 週間授業
担当教員 髙橋　大輔 単位数 1
その他担当者  

授業概要 東三河地域の自然・風土、暮らし、産業経済、インフラなどの現況と今後の展望について、都市部・中山間地といっ
た地理的特性に応じて具体的な事象や実例を学び、将来の実務や生活に役立てる。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標

１．東三河地域の自然・風土、人口問題等について都市部・中山間地の視点からその違いと課題を、統計等を用い
て学習する。
２．グローバルとローカルの視点から自然災害や環境リスクを捉え、我々の実生活への対応を考える。
３．東三河の代表的な産業である「農業」「製造業」の現況や今後成長が期待される「観光産業」、それらを支えて
いる道路・港湾、都市計画等のインフラ基盤について、実態や政策を学習する。
４．以上を通じて、東三河の地域理解を目指す。

テキスト（教科書） 特定にテキストはなし。講義毎にレジュメ、資料を配布します。

参考書および参考文献 特定の参考書等はなし。講義の中でテーマに応じて適宜紹介します。

受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）
【事前学修】書籍、新聞等に目を通し、関連する社会動向に関心を持って講義に臨んでください。（30分）
【事後学修】配布した講義資料の読み直しや内容整理により復習してください。提示する文献、書籍等により講義
内容を深化させてください。（30分～60分）

成績評価
・授業内容の理解度を把握するため、毎回出席者に対してリアクションペーパーの提出を求めます。記述内容は、適宜指示します。
・試験期間中を予定として単位認定試験を行います。
・各回のリアクションペーパーの提出状況、演習（ディスカッション・発表）や単位認定試験等の内容で総合的に評価します。

評価項目 割合 評価基準
毎回のリアクションペーパーの提出と内容 30% リアクションペーパーで授業内容の理解度を確認する。

単位認定試験 70% 地域の実情を踏まえた問題指摘や今後の地域のあり方について提案が出来ているか
どうか。

   
   

授業の実施方法と授業計画

授業毎に講義資料（プリント等）を配付し、投影するスライドに基づいて進めます。毎回、授業終了時にリアクショ
ンペーパーに記述し提出してください。その内容は、毎回指示します。

第１回　イントロダクション（講義）
・講義内容の紹介
・東三河の歴史、地理的特徴、地域政策の解説

第２回　東三河の人口問題を考える（講義）
・我が国と東三河の人口動向（過去から未来の将来推計）
・人口問題（高齢化、少子化等）と対応策

第３回　東三河の自然環境と災害・環境問題（講義）
・グローバルな地理的特性と災害・環境リスク
・住民生活等を守る防災対策やソフト整備

第４回　東三河の産業経済活動の特性（講義）
・東三河の産業的位置づけと地域ポテンシャル
・自動車産業の大転換とCASE、MaaSの動向

第５回　東三河の地域計画と地域づくりの系譜（講義）
・国土計画の歴史と成果
・都市計画の仕組み、中心市街地のまちづくり

第６回　私たちの生活や産業活動を支えるインフラ整備の動向①（講義）
・道路等のインフラ整備と次世代物流の潮流
・東三河へのインパクト

第７回　私たちの生活や産業活動を支えるインフラ整備の動向②（講義）
・港湾都市づくりと港湾インフラ整備の歴史
・臨海部を活用した地域振興の取り組み

第８回　豊橋を事例としたまちづくりの歴史とこれからの期待（講義）
・豊橋の都市発展の歴史
・まちなかの文化、中心市街地活性化、賑わいの創出

定期試験　試験期間中を予定として単位認定試験を行う（試験）
・本講義の総括

リアクションペーパーに書かれた内容に対するフィードバックを講義時間内で行います。
第２回から第８回については、講義の内容・順序等が変わる場合もある。

ナンバリング BAAL2035
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56440
科目 5644 東三河の歴史風土と文化 授業種別 週間授業
担当教員 髙橋　大輔 単位数 1
その他担当者  

授業概要 東三河地域の自然・風土、暮らし、産業経済、インフラなどの現況と今後の展望について、都市部・中山間地といっ
た地理的特性に応じて具体的な事象や実例を学び、将来の実務や生活に役立てる。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇      

到達目標

１．東三河地域の自然・風土、人口問題等について都市部・中山間地の視点からその違いと課題を、統計等を用い
て学習する。
２．グローバルとローカルの視点から自然災害や環境リスクを捉え、我々の実生活への対応を考える。
３．東三河の代表的な産業である「農業」「製造業」の現況や今後成長が期待される「観光産業」、それらを支えて
いる道路・港湾、都市計画等のインフラ基盤について、実態や政策を学習する。
４．以上を通じて、東三河の地域理解を目指す。

テキスト（教科書） 特定にテキストはなし。講義毎にレジュメ、資料を配布します。

参考書および参考文献 特定の参考書等はなし。講義の中でテーマに応じて適宜紹介します。

受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）
【事前学修】書籍、新聞等に目を通し、関連する社会動向に関心を持って講義に臨んでください。（30分）
【事後学修】配布した講義資料の読み直しや内容整理により復習してください。提示する文献、書籍等により講義
内容を深化させてください。（30分～60分）

成績評価
・授業内容の理解度を把握するため、毎回出席者に対してリアクションペーパーの提出を求めます。記述内容は、適宜指示します。
・試験期間中を予定として単位認定試験を行います。
・各回のリアクションペーパーの提出状況、演習（ディスカッション・発表）や単位認定試験等の内容で総合的に評価します。

評価項目 割合 評価基準
毎回のリアクションペーパーの提出と内容 30% リアクションペーパーで授業内容の理解度を確認する。

単位認定試験 70% 地域の実情を踏まえた問題指摘や今後の地域のあり方について提案が出来ているか
どうか。

   
   

授業の実施方法と授業計画

授業毎に講義資料（プリント等）を配付し、投影するスライドに基づいて進めます。毎回、授業終了時にリアクショ
ンペーパーに記述し提出してください。その内容は、毎回指示します。

第１回　イントロダクション（講義）
・講義内容の紹介
・東三河の歴史、地理的特徴、地域政策の解説

第２回　東三河の人口問題を考える（講義）
・我が国と東三河の人口動向（過去から未来の将来推計）
・人口問題（高齢化、少子化等）と対応策

第３回　東三河の自然環境と災害・環境問題（講義）
・グローバルな地理的特性と災害・環境リスク
・住民生活等を守る防災対策やソフト整備

第４回　東三河の産業経済活動の特性（講義）
・東三河の産業的位置づけと地域ポテンシャル
・自動車産業の大転換とCASE、MaaSの動向

第５回　東三河の地域計画と地域づくりの系譜（講義）
・国土計画の歴史と成果
・都市計画の仕組み、中心市街地のまちづくり

第６回　私たちの生活や産業活動を支えるインフラ整備の動向①（講義）
・道路等のインフラ整備と次世代物流の潮流
・東三河へのインパクト

第７回　私たちの生活や産業活動を支えるインフラ整備の動向②（講義）
・港湾都市づくりと港湾インフラ整備の歴史
・臨海部を活用した地域振興の取り組み

第８回　豊橋を事例としたまちづくりの歴史とこれからの期待（講義）
・豊橋の都市発展の歴史
・まちなかの文化、中心市街地活性化、賑わいの創出

定期試験　試験期間中を予定として単位認定試験を行う（試験）
・本講義の総括

リアクションペーパーに書かれた内容に対するフィードバックを講義時間内で行います。
第２回から第８回については、講義の内容・順序等が変わる場合もある。

ナンバリング BAAL2035

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 56450
科目 5645 データサイエンス入門 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本講義では、デジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこな
すことができる基礎的素養として「リテラシーレベル」の知識を身に付ける。また、学修した数理・データ
サイエンス・AIに関する知識・技能をもとに、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安な
く自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになることを目指す。なお、はじめ
て学ぶ者にとっても理解できるように理論よりも演習に重点をおき平易な授業展開を目指す。
授業では、Classroomを活用して、教材（ビデオ、スライド）をもとにした小テストおよび課題提出を実
施し、質疑応答やフィードバックなどはClassroomおよび双方向授業や対面授業の時間を設け併せて行
う。
※この科目は基本的にオンデマンド授業、一部を双方向授業や対面授業を併せて実施する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎      

到達目標

・データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化していることを理解できる
・「数理/データサイエンス/AI」が、今後の社会における「読み/書き/そろばん」であることを理解できる
・データ・AI活用領域の広がりを理解し、データ・AIを活用する価値を説明できる
・今のAIで出来ること、出来ないことを理解できる
・AIを活用した新しいビジネス/サービスは、複数の技術が組み合わされて実現していることを理解でき
る
・データ・AIが日常生活や社会/組織でどのように使われているかを知り、モラル・倫理・リスク・脅威（リ
スク）の理解を深め、適切に利用することを意識して、知識・スキルの重要性を理解できる
・帰納的推論と演繹的推論の違いと、それらの利点、欠点を理解できる

テキスト（教科書）
「教養としてのデータサイエンス」北川源四郎／竹村彰通・編　内田誠一／川崎能典／孝忠大輔／佐久間
淳／椎名洋／中川裕志／樋口知之 ／丸山宏・著、講談社サイエンティフィック、ISBN:978-4065238097
https://www.kspub.co.jp/book/detail/5238097.html

参考書および参考文献 講義の中で適宜紹介する。
受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）
次のような事前・事後学習を毎回3時間程度行うこと。（）内に目安の時間を示す。
・次回授業範囲の内容について教科書や配付資料などの該当箇所を熟読する。（30分程度）
・講義テーマに関する専門用語の意味やその内容を調べる。（60分程度）
・授業で学んだ内容について整理し、理解を深める。（90分程度）

成績評価
小テストおよび課題提出（60%：各章の講義内容の理解度を確認する）
定期試験（40%）
定期試験内訳：講義内容の基礎的事項に関する問題、発展・応用問題
評価項目 割合 評価基準
小テストおよび課題提出 60% 各回の講義内容についての理解度を確認する。
定期試験 40% 試験にて講義内容についての理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1章［導入］社会におけるデータ・AI利活用
第01回　（講義・演習）ガイダンス、1.1 社会でおきている変化
第02回　（講義・演習）1.2 社会で活用されているデータ
第03回　（講義・演習）1.3 データとAIの活用領域
第04回　（講義・演習）1.4 データ・AI利活用のための技術
第05回　（講義・演習）1.4 データ・AI利活用のための技術その2
第06回　（講義・演習）1.5 データ・AI活用の現場
第07回　（講義・演習）1.6 データ・AI利活用の最新動向
第2章［基礎］データリテラシー
第08回　（講義・演習）2.1 データを読む
第09回　（講義・演習）2.1 データを読むその2（Excel実習）
第10回　（講義・演習）2.2 データを説明する
第11回　（講義・演習）2.3 データを扱う（SSDSEデータ実習）
第12回　（講義・演習）2.3 データを扱うその2（SSDSEデータ実習）
第3 章［心得］データ・AI利活用における留意事項
第13回　（講義・演習）3.1 データ・AIを扱う上での留意事項
第14回　（講義・演習）3.2 データを守る上での留意事項
第15回　（講義）まとめ

ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することがあり得る。
課題（テストやレポート等）については、Classroomおよび双方向授業や対面授業の時間を通して質問や
疑問等に対するフィードバックを行う。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAAL2036
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57520
科目 5752 キャリア形成１ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この講義においては、キャリアを考えるために考える切り口として、以下の項目を念頭に理解促進を図
る。
　Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル

　具体的には、以下の項目の理解促進を図る。
　１）事業の業界動向・社会ニーズ、２）ビジネスの基礎知識、３）社会における自らの価値、
　４）自らのセルフポジショニング、５）社会貢献意識、６）あきらめない精神/プロ意識

　この科目では様々なキャリアを知ることで、学生１人ひとりの選択肢の幅、物の見方が更新されることを
目的としている。さまざまなキャリアを歩んできている人材と接する機会を提供し、彼らがどのようなキャ
リアを歩んできているのか、キャリア発達という軸のもと、提示していく。この科目は当該授業内容に関す
る実務経験を有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    ◎  

到達目標

　学科の卒業認定・学位授与方針「変化する情報ビジネス社会において、自律的・積極的に知識探究する
意欲と能力を備えている」に沿ったもので、その目的達成に向けた当授業の到達目標は以下の通りである。
　①キャリアデザインの基本的な必要性や概要について説明できる。
　②外部講師の話を理解し、自身のものの見方を更新することができる。
　③自身のキャリア観、キャリア像について他人に説明することができる。

テキスト（教科書） 学就Book 第4版 日経HR ISBN: 978-4-89112-167-9
参考書および参考文献 適宜、レジュメにて資料を配布する予定である。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

①講義前で指示された課題テーマについて事前に学習準備を行う。Classroomに掲示された資料等を精
読する。
（各回×60分程度）
②外部講師等による講演や講義について、Classroomに掲示された資料等を活用してレポートを作成す
る。（各回×60分程度）
③最終課題についてレポートを作成する。
（120分程度）

成績評価
リアクションペーパーや最終課題等の提出状況等から、授業の到達目標がどの程度達成できているか総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
リアクションペーパー 30% 課題に対する内容・記述の適切性を評価する。
最終課題 70% 課題への取り組み結果、真摯な取り組み姿勢等を総合的に評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

キャリア講義資料、外部企業の講師、キャリアセンターによる講義を通じて、毎回の授業で、自分ごとに落
とし込んで、「Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル」を考察
検討し、錬成する。

第１回　（講義）ガイダンス
第２回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅠ
第３回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第４回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第５回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第６回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第７回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第８回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅡ
第９回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第10回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第11回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第12回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第13回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第14回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅢ
第15回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅣ
課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。
★ゲスト講師の方の都合により授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAJM1001
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57520
科目 5752 キャリア形成１ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この講義においては、キャリアを考えるために考える切り口として、以下の項目を念頭に理解促進を図
る。
　Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル

　具体的には、以下の項目の理解促進を図る。
　１）事業の業界動向・社会ニーズ、２）ビジネスの基礎知識、３）社会における自らの価値、
　４）自らのセルフポジショニング、５）社会貢献意識、６）あきらめない精神/プロ意識

　この科目では様々なキャリアを知ることで、学生１人ひとりの選択肢の幅、物の見方が更新されることを
目的としている。さまざまなキャリアを歩んできている人材と接する機会を提供し、彼らがどのようなキャ
リアを歩んできているのか、キャリア発達という軸のもと、提示していく。この科目は当該授業内容に関す
る実務経験を有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    ◎  

到達目標

　学科の卒業認定・学位授与方針「変化する情報ビジネス社会において、自律的・積極的に知識探究する
意欲と能力を備えている」に沿ったもので、その目的達成に向けた当授業の到達目標は以下の通りである。
　①キャリアデザインの基本的な必要性や概要について説明できる。
　②外部講師の話を理解し、自身のものの見方を更新することができる。
　③自身のキャリア観、キャリア像について他人に説明することができる。

テキスト（教科書） 学就Book 第4版 日経HR ISBN: 978-4-89112-167-9
参考書および参考文献 適宜、レジュメにて資料を配布する予定である。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

①講義前で指示された課題テーマについて事前に学習準備を行う。Classroomに掲示された資料等を精
読する。
（各回×60分程度）
②外部講師等による講演や講義について、Classroomに掲示された資料等を活用してレポートを作成す
る。（各回×60分程度）
③最終課題についてレポートを作成する。
（120分程度）

成績評価
リアクションペーパーや最終課題等の提出状況等から、授業の到達目標がどの程度達成できているか総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
リアクションペーパー 30% 課題に対する内容・記述の適切性を評価する。
最終課題 70% 課題への取り組み結果、真摯な取り組み姿勢等を総合的に評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

キャリア講義資料、外部企業の講師、キャリアセンターによる講義を通じて、毎回の授業で、自分ごとに落
とし込んで、「Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル」を考察
検討し、錬成する。

第１回　（講義）ガイダンス
第２回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅠ
第３回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第４回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第５回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第６回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第７回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第８回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅡ
第９回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第10回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第11回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第12回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第13回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第14回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅢ
第15回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅣ
課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。
★ゲスト講師の方の都合により授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAJM1001

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57030
科目 5703 国語表現法 授業種別 週間授業
担当教員 井原　淑雅 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　現代社会において報告・連絡などは、文書によって行われることが一般的である。このような文
書を作成するには、さまざまな決まりを理解していなくてはならない。国語表現法では、レポート
などの論理的な文書を作成するために必要とされる知識を身につけることを目的とする。併せて、
実社会で記される文書を正しく理解するために必要とされる知識を獲得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎    ◯  

到達目標

　大学で学び社会で働くには、文章表現力を身につける必要がある。国語表現法で学ぶ内容は、
学科の卒業認定・学位授与の方針「ビジネス社会において必要となる幅広い教養や基礎知識を修
得している」「健全な就業観や職業観を持ち、組織の中で協調して活動できるコミュニケーション
力を有している」に沿ったものであり、その到達目標は、以下の通りとする。
　１．日本語の基礎を身につける
　２．文書作成に必要な知識を身につける
　３．目的に応じた文書が記述できる

なお、遠隔授業になった場合、具体的な授業方法については、別途指示する。

テキスト（教科書） 『 キ ャ リ ア ア ッ プ 国 語 表 現 法 』 十 九 訂 版 　 丸 山 顯 德 編 著 　 （ 嵯 峨 野 書
院：ISBN978-4-7823-0584-3）

参考書および参考文献  

受講条件 必修科目
履修条件はありません

事前・事後学修（内容・時間）
毎授業前に教科書を読んでおくこと（第1回～15回／1時間程度）
毎授業後に授業で学んだことを復習すること（第1回～7回、第11回～13回／2時間程度）
授業内に指示されたレポートを作成すること（第8回～10回／3時間程度）
授業で学んだことの復習に加え、定期試験範囲の復習を行うこと（第14回～15回／4時間程度）

成績評価
課題（20％）、中間試験（40％）、レポート課題(40％)に基づいて評価する。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
課題 30% 積極的な発言、課題や提出物に対する取り組み方で評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

※前回の講義が知識を習得する内容の場合は、講義の最初に小テストを行う。小テストは採点後
速やかに返却するとともに、講義内で解説を行う。また、レポートは添削指導を行う。
第１回　ガイダンス　 漢字習得の近道
第２回(講義・演習)　　同音異義語　同訓異義語
第３回(講義・演習)　　音訓と熟語
第４回(講義・演習)　　熟語の構造
第５回(講義・演習)　　四字熟語
第６回(講義・演習)　　仮名遣いと送り仮名
第７回(講義・演習)　　文のしくみ　文章構成
第８回(講義・演習)　　文の要約
第９回(講義・演習)　　レポートの作成
第10回(講義・演習)　　レトリック、慣用表現の誤用、原稿用紙の使い方
第11回(講義・演習)　　待遇表現1
第12回(講義・演習)　　待遇表現2
第13回(講義・演習)　　ビジネス文書1
第14回(講義・演習)　　ビジネス文書2
第15回(講義・演習)　　まとめ

学生が提出した課題に関しては、コメントを添えて返却をする。

＊ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。

ナンバリング BAAM1037
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57270
科目 5727 プロジェクトマネジメント 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者 今井　正文

授業概要

　プロジェクトとは「独自のプロダクト、サービス、所産を創造するために実施される有期性の業務」であり、ま
た、プロジェクトは、「目的を達成するための計画、そしてそれを実行する業務のこと」である。プロジェクトは、 
組織内あるいは組織外と協働で遂行する場合もある。プロジェクトマネジメントとは、「プロジェクトの要求事項
を満足させるために、知識、スキル、ツールと技法をプロジェクト活動へ適用すること」であり、特定の期間で、
特定の目的を果たすべく、特定の成果物を上げるために、プロジェクトメンバーが協働してチームで取り組む活動
である。
　本講義は、「プロジェクト」及び「プロジェクトマネジメント」を行うために必要な基礎的な知識や知見を修得
するとともに、チームワークの大切さや留意点等について理論と演習を通じて学修を図る。
講義では豊富な事例紹介や事例検討、演習も活用して修得を図る。
※この科目は当該授業内容に関するプロジェクトマネジメントの実務経験を有する教員等がその経験を活かし講
義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

１．プロジェクトマネジメントの基礎知識と基礎用語を理解して、自分の言葉で説明できる。
２．PMBOKの体系について基本的な理解ができて、プロジェクトを進める上でのプロセスやエリアの位置づけや
必要性を具体的に説明できる。
３．実際のプロジェクト及びプロジェクトマネジメントの概要を構想して、実装に向けた概要的な準備ができるよ
うになる。

テキスト（教科書） 「プロジェクトマネジメント実践編第3版」中嶋秀隆、中憲治　総合法令出版
ISBN-10:4862806430　ISBN-13:978-4862806437

参考書および参考文献 別途、紹介する。

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間） 事前学修：講義テーマに該当するテキスト内容を精読（90分×15回）
事後学修：講義後に「リアクションペーパー」を作成し、自己修養を図る（15分＋45分）×15回

成績評価
＊演習チームのグループワークや個別の分担作業（60％）、グループワークプレゼンテーション（20％）、パーソナルプロジェクトプレゼンテ
ーション（20％）を総合して、プロジェクトマネジメントに関する理解修得が到達目標に対して、どの程度、達しているかを評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を超えた早退
は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため注意（正当な理
由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準
授業参加度 60% グループワークへの参加（発言，ワークシートの作成等）について評価する。
グループワークプレゼンテーション 20% 課題に対する適切なプレゼンテーションになっているか評価する
パーソナルプロジェクト 20% 課題に対して適切な報告書が作成されたか
   

授業の実施方法と授業計画

「プロジェクト」及び「プロジェクトマネジメント」を行うために必要な基礎的な知識や知見を修得すべく、理論
に紐づけて演習を通じた学修を図る。

本年度のプロジェクトは、地域コミュニティ作りをテーマとして、①eスポーツ大会、②B級グルメ大会（豊橋汁）
、③豊川再発見プロジェクト（豊川を利用したイベント企画）、④昔の遊び大会（凧揚げ、ベーゴマ、メンコ、羽子
板など）などを検討し、プロジェクト企画を作成することをグループ課題とする。
各グループは、PMBOKに準じてプロジェクトを企画立案し、プレゼンテーションに望むこと

第1回（ガイダンス）プロジェクトマネジメントとは（PMBOKを踏まえて）チーム編成
第2回（講義とグループワーク演習）プロジェクトのテーマと目標を明確にする
第3回（講義とグループワーク演習）作業を分解し、ワーク・パッケージを洗い出す
第4回（講義とグループワーク演習）役割分担し、所要期間を見積もる
第5回（講義とグループワーク演習）ネットワーク図とクリティカル・パスを作る
第6回（講義とグループワーク演習）スケジュールを作る
第7回（講義とグループワーク演習）負荷を調整する
第8回（講義とグループワーク演習）中間プレゼンテーション
第9回（講義とグループワーク演習）予算を作る
第10回（講義とグループワーク演習）リスクに備える
第11回（講義とグループワーク演習）進捗をコントロールする
第12回（講義とグループワーク演習）報告書作成
第13回（講義とグループワーク演習）最終プレゼンテーションⅠ
第14回（講義とグループワーク演習）最終プレゼンテーションⅡ
第15回（講義とグループワーク演習）　パーソナルプロジェクト
＊ただし，受講学生の理解度や習熟度により進め方の変更があり得る
＊課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバッ
クを行う。

【プレゼンテーションに対するフィードバックについて】
●プレゼンテーションに対するフィードバック：発表後に口頭でフィードバックを行う。

ナンバリング BAKM2001
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57270
科目 5727 プロジェクトマネジメント 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者 今井　正文

授業概要

　プロジェクトとは「独自のプロダクト、サービス、所産を創造するために実施される有期性の業務」であり、ま
た、プロジェクトは、「目的を達成するための計画、そしてそれを実行する業務のこと」である。プロジェクトは、 
組織内あるいは組織外と協働で遂行する場合もある。プロジェクトマネジメントとは、「プロジェクトの要求事項
を満足させるために、知識、スキル、ツールと技法をプロジェクト活動へ適用すること」であり、特定の期間で、
特定の目的を果たすべく、特定の成果物を上げるために、プロジェクトメンバーが協働してチームで取り組む活動
である。
　本講義は、「プロジェクト」及び「プロジェクトマネジメント」を行うために必要な基礎的な知識や知見を修得
するとともに、チームワークの大切さや留意点等について理論と演習を通じて学修を図る。
講義では豊富な事例紹介や事例検討、演習も活用して修得を図る。
※この科目は当該授業内容に関するプロジェクトマネジメントの実務経験を有する教員等がその経験を活かし講
義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

１．プロジェクトマネジメントの基礎知識と基礎用語を理解して、自分の言葉で説明できる。
２．PMBOKの体系について基本的な理解ができて、プロジェクトを進める上でのプロセスやエリアの位置づけや
必要性を具体的に説明できる。
３．実際のプロジェクト及びプロジェクトマネジメントの概要を構想して、実装に向けた概要的な準備ができるよ
うになる。

テキスト（教科書） 「プロジェクトマネジメント実践編第3版」中嶋秀隆、中憲治　総合法令出版
ISBN-10:4862806430　ISBN-13:978-4862806437

参考書および参考文献 別途、紹介する。

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間） 事前学修：講義テーマに該当するテキスト内容を精読（90分×15回）
事後学修：講義後に「リアクションペーパー」を作成し、自己修養を図る（15分＋45分）×15回

成績評価
＊演習チームのグループワークや個別の分担作業（60％）、グループワークプレゼンテーション（20％）、パーソナルプロジェクトプレゼンテ
ーション（20％）を総合して、プロジェクトマネジメントに関する理解修得が到達目標に対して、どの程度、達しているかを評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を超えた早退
は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため注意（正当な理
由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準
授業参加度 60% グループワークへの参加（発言，ワークシートの作成等）について評価する。
グループワークプレゼンテーション 20% 課題に対する適切なプレゼンテーションになっているか評価する
パーソナルプロジェクト 20% 課題に対して適切な報告書が作成されたか
   

授業の実施方法と授業計画

「プロジェクト」及び「プロジェクトマネジメント」を行うために必要な基礎的な知識や知見を修得すべく、理論
に紐づけて演習を通じた学修を図る。

本年度のプロジェクトは、地域コミュニティ作りをテーマとして、①eスポーツ大会、②B級グルメ大会（豊橋汁）
、③豊川再発見プロジェクト（豊川を利用したイベント企画）、④昔の遊び大会（凧揚げ、ベーゴマ、メンコ、羽子
板など）などを検討し、プロジェクト企画を作成することをグループ課題とする。
各グループは、PMBOKに準じてプロジェクトを企画立案し、プレゼンテーションに望むこと

第1回（ガイダンス）プロジェクトマネジメントとは（PMBOKを踏まえて）チーム編成
第2回（講義とグループワーク演習）プロジェクトのテーマと目標を明確にする
第3回（講義とグループワーク演習）作業を分解し、ワーク・パッケージを洗い出す
第4回（講義とグループワーク演習）役割分担し、所要期間を見積もる
第5回（講義とグループワーク演習）ネットワーク図とクリティカル・パスを作る
第6回（講義とグループワーク演習）スケジュールを作る
第7回（講義とグループワーク演習）負荷を調整する
第8回（講義とグループワーク演習）中間プレゼンテーション
第9回（講義とグループワーク演習）予算を作る
第10回（講義とグループワーク演習）リスクに備える
第11回（講義とグループワーク演習）進捗をコントロールする
第12回（講義とグループワーク演習）報告書作成
第13回（講義とグループワーク演習）最終プレゼンテーションⅠ
第14回（講義とグループワーク演習）最終プレゼンテーションⅡ
第15回（講義とグループワーク演習）　パーソナルプロジェクト
＊ただし，受講学生の理解度や習熟度により進め方の変更があり得る
＊課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバッ
クを行う。

【プレゼンテーションに対するフィードバックについて】
●プレゼンテーションに対するフィードバック：発表後に口頭でフィードバックを行う。

ナンバリング BAKM2001

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57281
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。
その様なビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目で
は、地域企業・行政機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書
の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営
の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的
に実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画
通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目について、できるようになることを目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成で
きる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての
状況を理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰
囲気を形成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする
努力を行うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバ
ー間で調整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的
方法を検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して
遂行できる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議
論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15
回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でそ
の内容について検討すること（第1～15回／60分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト
活動での取組内容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認す
る。

期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認す
る。

プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1～5回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第6回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第7～9回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第10回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第11～13回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディス
カッション、グループワーク）
第14～15回（実習）　中間発表会の資料作成　（プレゼンテーション）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導す
る。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3002
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57282
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様な
ビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政
機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の
４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運営
方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。また、活動を
自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を
理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形
成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行
うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調
整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内容に
基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／90分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容
について検討すること（第1～15回／90分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％、
中間発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価
する。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体へ
の取り組み内容で評価する。

中間発表会 20% 中間発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（年間）の立案1（ディスカッション）
第2回（実習）活動計画（年間）の立案2（ディスカッション）
第3回（実習）活動計画（年間）の立案3（ディスカッション）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得1（グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得2（グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）中間発表の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）中間発表の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外にClassroomを通してフィ
ードバックを行う。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57282
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様な
ビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政
機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の
４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運営
方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。また、活動を
自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を
理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形
成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行
うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調
整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内容に
基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／90分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容
について検討すること（第1～15回／90分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％、
中間発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価
する。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体へ
の取り組み内容で評価する。

中間発表会 20% 中間発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（年間）の立案1（ディスカッション）
第2回（実習）活動計画（年間）の立案2（ディスカッション）
第3回（実習）活動計画（年間）の立案3（ディスカッション）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得1（グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得2（グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）中間発表の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）中間発表の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外にClassroomを通してフィ
ードバックを行う。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3002

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57283
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様
なビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・
行政機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成
の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運
営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。また、
活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努め
る。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況
を理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を
形成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を
行うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で
調整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行で
きる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内容
に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内
容について検討すること（第1～15回／60分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動での
取組内容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第2回　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第3回　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第4回　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第5回　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第6回　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第7回　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第8回　中間報告　（プレゼンテーション）
第9回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第10回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第11回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第12回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第13回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第14回　中間発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第15回　中間発表会の資料作成　（プレゼンテーション）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57285
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 1
その他担当者 三輪　多恵子

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様
なビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・
行政機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成
の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運
営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。また、
活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努め
る。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況
を理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を
形成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を
行うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で
調整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行で
きる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内容
に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内
容について検討すること（第1～15回／60分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％
、中間発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価
する。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体
への取り組み内容で評価する。

中間発表会 20% 中間発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（年間）の立案1（ディスカッション）
第2回（実習）活動計画（年間）の立案2（ディスカッション）
第3回（実習）活動計画（年間）の立案3（ディスカッション）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得1（グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得2（グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）中間発表の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）中間発表の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3002
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57285
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 1
その他担当者 三輪　多恵子

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様
なビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・
行政機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成
の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運
営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。また、
活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努め
る。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況
を理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を
形成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を
行うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で
調整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行で
きる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内容
に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内
容について検討すること（第1～15回／60分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％
、中間発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価
する。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体
への取り組み内容で評価する。

中間発表会 20% 中間発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（年間）の立案1（ディスカッション）
第2回（実習）活動計画（年間）の立案2（ディスカッション）
第3回（実習）活動計画（年間）の立案3（ディスカッション）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得1（グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得2（グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）中間発表の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）中間発表の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3002

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57287
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その
様なビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企
業・行政機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作
成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的
な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。
また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するよう
に努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況
を理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気
を形成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力
を行うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間
で調整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法
を検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行
できる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内
容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分程度）
。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内
容について検討すること（第1～15回／60分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動で
の取組内容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第2回（実習）　ワークパッケージの設計　（ディスカッション）
第3回（実習）　役割分担と所要時間の見積　（ディスカッション）
第4回（実習）　ネットワーク図とクリティカル・パス　（ディスカッション）
第5回（実習）　リスクマネジメント　（ディスカッション）
第6回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第7回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎研究①　（グループワーク）
第8回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎研究②　（グループワーク）
第9回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎研究③　（グループワーク）
第10回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第11回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り①（グループワーク）
第12回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り②（グループワーク）
第13回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り③（グループワーク）
第14回（実習）　中間発表会の資料作成①　（プレゼンテーション）
第15回（実習）　中間発表会の資料作成②　（プレゼンテーション）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57288
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様な
ビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政
機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の
４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運営
方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。また、活動を
自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を
理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形
成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行
うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調
整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内容に
基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容
について検討すること（第1～15回／60分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動での取
組内容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第2回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第3回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第4回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第5回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第6回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第7回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第8回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第9回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第10回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第11回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、
グループワーク）
第12回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、
グループワーク）
第13回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、
グループワーク）
第14回（実習）　中間発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第15回（実習）　中間発表会の資料作成　（プレゼンテーション）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3002
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57288
科目 5728 プロジェクト実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様な
ビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政
機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の
４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運営
方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に実践する。また、活動を
自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を
理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形
成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行
うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調
整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントで学習した事項や配布されている資料を読み返し、各回の発表・議論の内容に
基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容
について検討すること（第1～15回／60分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第7～15回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動での取
組内容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第2回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第3回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第4回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第5回（実習）　活動計画（年間）の立案　（ディスカッション）
第6回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第7回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第8回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第9回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた基礎知識の修得　（グループワーク）
第10回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第11回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、
グループワーク）
第12回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、
グループワーク）
第13回（実習）　プロジェクト活動の実施に向けた体制作り（協力機関との調整）　（ディスカッション、
グループワーク）
第14回（実習）　中間発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第15回（実習）　中間発表会の資料作成　（プレゼンテーション）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3002

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57291
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その
様なビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域
企業・行政機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジ
ェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識
の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジ
メント」で修得した知識を具体的に実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを
理解して、プロジェクトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目について、できるようになることを目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成でき
る。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状
況を理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気
を形成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力
を行うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間
で調整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方
法を検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂
行できる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み
返し、各回の発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討する
こと（第1～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその
内容について検討すること（第1～15回／60分程度。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動
での取組内容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。

期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認す
る。

プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）　活動計画（後半）の確認・修正　（ディスカッション）
第2～4回（実習）　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第5回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第6～8回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディ
スカッション、グループワーク）
第9回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第10～12回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（デ
ィスカッション、グループワーク）
第13回（実習）　成果発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第14回（実習）　成果発表会での発表　（プレゼンテーション）
第15回（実習）　報告書の作成　（グループワーク）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57292
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様なビ
ジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政機関
等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクト
の計画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深め
る。プロジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知
識を具体的に実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計
画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を理
解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形成
できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行う
ことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調整
できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を検
討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返し、各
回の発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15
回／90分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容に
ついて検討すること（第1～15回／90分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％、成果
発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価す
る。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体へ
の取り組み内容で評価する。

成果発表会 20% 成果発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（後半）の確認・修正（ディスカッション）
第2回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第3回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践5（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践6（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践7（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）成果発表会の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）成果発表会の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外にClassroomを通してフィー
ドバックを行う。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3003
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57292
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様なビ
ジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政機関
等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクト
の計画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深め
る。プロジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知
識を具体的に実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計
画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を理
解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形成
できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行う
ことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調整
できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を検
討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返し、各
回の発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15
回／90分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容に
ついて検討すること（第1～15回／90分程度）。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％、成果
発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価す
る。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体へ
の取り組み内容で評価する。

成果発表会 20% 成果発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（後半）の確認・修正（ディスカッション）
第2回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第3回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践5（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践6（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践7（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）成果発表会の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）成果発表会の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外にClassroomを通してフィー
ドバックを行う。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3003

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57293
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様なビジネ
スシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政機関等と連
携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計
画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロ
ジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に
実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するよ
うに努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を理解で
きる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形成でき
る。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行うこと
ができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調整でき
る。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を検討で
きる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行できる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。

参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。

受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返し、各回の
発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分
程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容につい
て検討すること（第1～15回／60分程度。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動での取組内
容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回　活動計画（後半）の確認・修正　（ディスカッション）
第2回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第3回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第4回　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第5回　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第6回　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第7回　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第8回　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第9回　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第10回　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第11回　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第12回　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、グループ
ワーク）
第13回　成果発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第14回　成果発表会での発表　（プレゼンテーション）
第15回　報告書の作成　（グループワーク）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3003
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57295
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者 山口　満

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様な
ビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政
機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェク
トの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を
深める。プロジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得
した知識を具体的に実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェ
クトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を
理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形
成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行
うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調
整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返し、
各回の発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1
～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容
について検討すること（第1～15回／60分程度。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％、成
果発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価
する。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体へ
の取り組み内容で評価する。

成果発表会 20% 成果発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（後半）の確認・修正（ディスカッション）
第2回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第3回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践5（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践6（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践7（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）成果発表会の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）成果発表会の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3003
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57295
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者 山口　満

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様な
ビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政
機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェク
トの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を
深める。プロジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得
した知識を具体的に実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェ
クトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を
理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形
成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行
うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調
整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を
検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行でき
る。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返し、
各回の発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1
～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容
について検討すること（第1～15回／60分程度。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
各演習時間における発表・議論の内容：30％、協力機関等へのプレゼンテーション：20％、プロジェクト活動での取組内容：30％、成
果発表会の内容：20％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。

プレゼンテーション 20% 協力機関との打ち合わせ（プレゼンテーション）の内容、取り組み姿勢で評価
する。

プロジェクト活動での取組内容 30% グループ活動における各自の分担、および、フィールドワークを含む活動全体へ
の取り組み内容で評価する。

成果発表会 20% 成果発表会の準備および発表への取り組み内容で評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）活動計画（後半）の確認・修正（ディスカッション）
第2回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第3回（実習）プロジェクト活動の実践2（ディスカッション、グループワーク）
第4回（実習）資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第5回（実習）協力機関との打ち合わせ1（プレゼンテーション）
第6回（実習）プロジェクト活動の実践1（ディスカッション、グループワーク）
第7回（実習）プロジェクト活動の実践3（ディスカッション、グループワーク）
第8回（実習）プロジェクト活動の実践4（ディスカッション、グループワーク）
第9回（実習）プロジェクト活動の実践5（ディスカッション、グループワーク）
第10回（実習）資料作成2（ディスカッション、グループワーク）
第11回（実習）協力機関との打ち合わせ2（プレゼンテーション）
第12回（実習）プロジェクト活動の実践6（ディスカッション、グループワーク）
第13回（実習）プロジェクト活動の実践7（ディスカッション、グループワーク）
第14回（実習）成果発表会の資料作成1（ディスカッション、グループワーク）
第15回（実習）成果発表会の資料作成2（ディスカッション、グループワーク）

一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3003

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57297
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その
様なビジネスシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企
業・行政機関等と連携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジ
ェクトの計画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識
の理解を深める。プロジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメ
ント」で修得した知識を具体的に実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理
解して、プロジェクトが計画通り進展するように努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況
を理解できる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気
を形成できる。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力
を行うことができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間
で調整できる。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法
を検討できる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行
できる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。
参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返
し、各回の発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること
（第1～15回／60分程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内
容について検討すること（第1～15回／60分程度。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動で
の取組内容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）　活動計画（後半）の確認・修正　（ディスカッション）
第2回（実習）　プロジェクト活動の実践①（グループワーク）
第3回（実習）　プロジェクト活動の実践②（グループワーク）
第4回（実習）　プロジェクト活動の実践③（グループワーク）
第5回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第6回（実習）　プロジェクト活動の実践①（ヒアリング調査）（グループワーク）
第7回（実習）　プロジェクト活動の実践②（ヒアリング調査）（グループワーク）
第8回（実習）　プロジェクト活動の実践③（ヒアリング調査）（グループワーク）
第9回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第10回（実習）　プロジェクト活動の実践①（活動内容の修正）（グループワーク）
第11回（実習）　プロジェクト活動の実践②（活動内容の修正）（グループワーク）
第12回（実習）　プロジェクト活動の実践③（活動内容の修正）（グループワーク）
第13回（実習）　成果発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第14回（実習）　成果発表会での発表　（プレゼンテーション）
第15回（実習）　報告書の作成　（グループワーク）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3003

127



開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57298
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様なビジネ
スシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政機関等と連
携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計
画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロ
ジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に
実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するよ
うに努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を理解で
きる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形成でき
る。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行うこと
ができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調整でき
る。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を検討で
きる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行できる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。

参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。

受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返し、各回の
発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分
程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容につい
て検討すること（第1～15回／60分程度。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動での取組内
容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）　活動計画（後半）の確認・修正　（ディスカッション）
第2回（実習）　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第3回（実習）　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第4回（実習）　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第5回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第6回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第7回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第8回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第9回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第10回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第11回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第12回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第13回（実習）　成果発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第14回（実習）　成果発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第15回（実習）　最終報告書の作成　（グループワーク）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57298
科目 5729 プロジェクト実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　社会（ビジネス）での活動はグループによる活動である。全ての意思決定は組織的に行われる。その様なビジネ
スシーンの中では、主体的にかつ協調的に活動を行う必要がある。本演習科目では、地域企業・行政機関等と連
携して地域の課題解決に取り組むプロジェクト活動を実践する。
　そのために、本科目ではプロジェクト実習１に引き続き、学生自らが具体的な目標を設定したプロジェクトの計
画、運営、進捗管理、報告書の作成の４段階をグループで実践し、事業運営についての知識の理解を深める。プロ
ジェクト運営の基本的な運営方法やその技法について、「プロジェクトマネジメント」で修得した知識を具体的に
実践する。また、活動を自省することにより、自らの長所や強みを理解して、プロジェクトが計画通り進展するよ
うに努める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　以下の項目をできるようになる事を目標とする。
　・アイデアやプランの提案を行い、なすべきことを抽出してリスト化し、具体的行動ができる。
　・計画、運営、進捗管理、報告の作成の４段階に分けて、プロジェクトを時間軸に沿って構成できる。
　・今後の計画や見通しを立てるために必要な事項を多面的に判断し、それぞれの事項についての状況を理解で
きる。
　・挨拶励行、礼儀作法、時間期日厳守などの規範を順守するとともに、メンバー間で順守する雰囲気を形成でき
る。
　・ミーティングや会議において、他者の意見を正しく聞き取り理解し、他者の理解を容易にする努力を行うこと
ができる。
　・自己の意見、アイデアやプランを正しく伝え、対立する意見や活動の優先順位に関してメンバー間で調整でき
る。
　・グループ活動の中で、作業分担や役割分担の不平等感が生じた際には、感情的ではなく建設的方法を検討で
きる。
　・決定された役割や分担作業について、自らの役割を意識し、協働と分担すべきことを理解して遂行できる。

テキスト（教科書） 　プロジェクトのテーマに応じて、必要なテキストおよび文献を指示する。

参考書および参考文献 　プロジェクトのテーマに応じて、必要な文献・資料を提示する。

受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

　プロジェクトマネジメントおよびプロジェクト実習１で修得した事項や配布されている資料を読み返し、各回の
発表・議論の内容に基づいてプロジェクトの活動内容や運営について主体的に検討すること（第1～15回／60分
程度）。
　検討した事項をグループメンバーと共有できるよう資料としてまとめるとともに、メンバー間でその内容につい
て検討すること（第1～15回／60分程度。
　グループメンバーと協力してフィールドワークを適宜実施すること（第1～12回／120分程度）。

成績評価
　各演習時間における発表・議論の内容：30％、中間報告の内容：20％、期末報告書の内容：20％、ならびにプロジェクト活動での取組内
容：30％により、総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
各回の発表・議論 30% 各回の発表・議論の内容で評価する。
中間報告 20% 中間発表の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
期末報告書 20% 期末報告書の内容で、プロジェクトの内容や活動状況の理解度を確認する。
プロジェクト活動での取組内容 30% 具体的な取組内容と進捗度により評価する。

授業の実施方法と授業計画

第1回（実習）　活動計画（後半）の確認・修正　（ディスカッション）
第2回（実習）　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第3回（実習）　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第4回（実習）　プロジェクト活動の実践　（グループワーク）
第5回（実習）　中間報告-1　（プレゼンテーション）
第6回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第7回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第8回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第9回（実習）　中間報告-2　（プレゼンテーション）
第10回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第11回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第12回（実習）　プロジェクト活動の実践（問題点・課題の洗い出し、活動内容の修正）　（ディスカッション、
グループワーク）
第13回（実習）　成果発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第14回（実習）　成果発表会の資料作成　（プレゼンテーション）
第15回（実習）　最終報告書の作成　（グループワーク）

　一連の活動の中で出された質問・疑問に対しては、授業時間および授業時間外に個別に指導する。
　なお、進捗状況によって授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAKM3003

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57310
科目 5731 ビジネスプランニング 授業種別 週間授業
担当教員 大野　晴己 単位数 2
その他担当者  

授業概要
自分の考えやアイディアを形にします。企画書や事業計画書の作成方法などを習得します。また、起業や創業を目指す人はもちろん、就職してからの社会
人で遭遇する収支計画や知的財産権など必要なスキルを養うことを目標にします。
特に、学外の「ビジネスコンテスト」へエントリーすることで、新規性、実現性、優位性、収支計画などを具現化し、有益なプランとして企画提案ができる
力を習得し、他者からも認められるビジネスプランを完成させる。各地で開催されている「ビジネスコンテスト」にエントリーをして社会性も養うことを
目標とします。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯   ◯ ◎  

到達目標

【目標】学外のビジネスコンテストにエントリーすること
　1、自分の考えを具現化できるようにする。
　2、ビジネスプランとして企画書が作成できる。
　3、起業・創業の際に必要な基礎知識を習得できる。

【過去の受賞歴】2006 ～
●浜松ビジネスコンテスト　学生部門
　最優秀賞、優秀賞、地域未来賞、事業継承賞、特別賞、会場賞　ほか多数
●日刊工業新聞社主催　キャンパスビジネスグランプリ中部ブロック　努力賞
●東三河ビジネスコンテスト
・2015年度：学生部門　最優秀賞及びサンエンスクリエイト賞
・2016年度：アイディア部門　特別賞
・2017年度：アイディア部門　特別賞
・2018年度：アイディア部門　最優秀賞及び豊橋市長賞
・2019年度：アイディア部門　優秀賞
・2020年度：アイディア部門　優秀賞（オンライン発表）
・2022年度：アイディア部門　特別賞、ほの国やってみりん賞

テキスト（教科書） 授業内容にあわせて資料を配布します。

参考書および参考文献  

受講条件 自分の夢を実現したい！幾年か先には起業や創業を目指すやる気のある学生

事前・事後学修（内容・時間）

・毎授業前に指定個所まで配布テキストを読んで理解を深めておくこと（2回～14回/15分程度）
・プレゼンシート提出における自分の課題テーマは、事前調査と研究を念入りにしておくこと
　（２回～14回/60分程度）
・プレゼン発表の事前練習は各自行うこと（13回～14回/150分程度）
・事後学習は、自己プランについて情報収集と調査研究をパワーポイントにまとめておくこと
　（2回～14回/30分程度）

成績評価
・学外のビジネスコンテストにエントリーをすること
・自分のプランを企画書として完成させる

評価項目 割合 評価基準
企画書作成と発表、発表に対して質問をする 90% 学外のビジネスコンテストのエントリーシートに記入できる。パワーポイントで企画書が作成できる。

貢献度 10% 他学生の調査や発表のサポート

   

   

授業の実施方法と授業計画

・授業方法
１、配布テキスト（配布データ）講義（説明）
２、自己プランについての情報収集と調査研究
３、プラン策定について個別ヒアリング
４、自己プランに対してのフィードバックおよび情報共有
５、発表、発表などの質問
６、フィードバック

・授業計画
第1回 　ガイダンス
第2回  （講義・演習）　ビジネスプランのネタを探す
第3回  （講義・演習） 　ビジネスの種から就職を考える
第4回  （講義・演習） 　自分のアイディアの洗い出し
第5回  （講義・演習） 　新規性と独自性の重要性
第6回  （講義・演習） 　市場動向と調査、競合とターゲット分析
第7回  （講義・演習） 　効果分析、資金・販売計画
第 8回 （講義・演習）　企画書・提案書を書くコツ
第 9回 （講義・演習）　市場動向・事業計画・収支計画の作成方法
第10回（演習） 企画書作成①
　　　　　　　　プレゼン課題テーマについて説明。新規性、独自性、課題解決などの領域
　　　　　　　　からテーマの見つけ方
第11回（演習） 企画書作成②テーマ決め、パワーポイントを使う効果と基本の使い方
第12回（演習） 企画書作成③各自作成、ストーリーテリング
第13回（演習） 企画書作成④各自作成、個別確認
第14回（演習） 企画書作成⑤各自作成、発表原稿の作成方法
第15回（発表会）プレゼンテーション発表会
　　　　　　　　①人数によって異なるが、4名1グループとして個々に5分間発表をする
　　　　　　　　②10の審査項目から、全員審査をする　※別紙審査用紙あり
　　　　　　　　③審査用紙の集計後、グループで1名を選定
　　　　　　　　　再度全員の前で発表する
　　　　　　　　④プレゼンシートは指定のフォルダに全員保存し提出とする
　　　　　　　　　授業内はあくまでも学び時間のため、事後学習で補うこと

・フィードバック方法
　・プランに対して教員は学外者との連携紹介や情報提供をする
　・プランに対しては個別にフィードバックをする
　・授業内で互いに良いところや改善したほうがいいところを話し合いフィードバックする

※学外コンテストへエントリーは各自、個人で行うこと
※書類審査通過者は、授業外として別途ブラッシュアップ時間を設けます。

※学外の「ビジネスコンテストへの応募」が条件のため、応募締切日や審査会などにあわせ
　て授業内容を調整します。また受講生の習熟度により授業計画を変更することもあります。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57320
科目 5732 ビジネスプレゼンテーション 授業種別 週間授業
担当教員 大野　晴己 単位数 2
その他担当者  

授業概要

相手にやってほしいこと、伝えたいこと、言いたいことが思いどおりに言えない、伝わらないことがあります。相手に理解できる
ように伝え方の手法や相手に気持ちよく行動をしてもらうための「プレゼンテーション技術」の基本を習得します。自分の考え
ている事を明確に伝達することや情報収集とそれを取捨選択できるように自己表現の技法を習得してもらいます。実際に自分
の考えていることをプラン書に作成してもらい、東三河ビジネスコンテストなど対外的な機関にエントリーができるようにスキ
ルを養います。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎   ◯ ◯  

到達目標
自分の意思や考えを、場や相手の状況や理解にあわせて的確に伝えることができることを目標にします。言葉を選ぶ能力が習
得できることと、非言語表現では表現技術の手法を習得します。また、自分の考えを企画書として作成し、相手の心が動くプレ
ゼンテーション力と論理的思考力を養うことができるようにします。作成した企画書に基づいてた御外的なコンテストに発表す
ることができる。

テキスト（教科書） 資料は2～3回分をまとめて資料を配布する

参考書および参考文献  

受講条件 後期の授業「ビジネスプラン演習」が履修できる学生を優先とする。

事前・事後学修（内容・時間）

・毎授業前に指定箇所まで配布テキストを読んで理解を深めておくこと（2回～14回/15分程度）
・授業内で行った個人ワーク、グループワークの学びや気づきをノートに書いておくこと
　（2回～7回/60分程度）
・プレゼンシート提出における自分の課題テーマは、事前調査と研究を念入りにしておくこと
　（８回～14回/120分程度）
・プレゼン発表の事前練習は各自行うこと（13回～14回/120分程度）
・事後学習は、テーマについての情報収集をして記述してまとめる
　（2回～14回/15分程度）

成績評価
出席は毎回してください。
１、プレゼンテーション確認小テスト
２、企画書の提出・発表への質問
３、貢献度

評価項目 割合 評価基準
プレゼンテーション確認小テスト 40% 言語表現、非言語表現力を問う小テストを行い習得確認をする

企画書の提出・発表、発表への質問 60% パワーポイントを使い、プラン設定から市場調査を行い、効果予測に至る計画書の作成と発表
を行う。また発表に対して質問ができたかを問う。

   
   

授業の実施方法と授業計画

・授業方法
１、配布テキスト（配布データ）講義（説明）
２、自己理解を深める「自己診断チェック表」を用いる
３、自己ワークで定着を促す
４、グループワークで他者理解を深める
５、発表、発表などの質問
６、自己定着の確認としてフィードバックを求め、他者との意見共有も行う

・授業計画
第 1回（講義）プレゼンテーション概要
第 2回（講義・演習）伝える手法の種類と活用方法
第 3回（講義・演習）伝える技術を体化させて技能にする
第 4回（講義・演習）情報収集と論理的発想力の引き出し方法
第 5回（講義・演習）言語選択能力と非言語表現
第 6回（講義・演習）口頭表現のアプローチ法
第 7回（講義）知的財産・個人情報
第 8回（講義・演習）企画書・提案書を書くコツ
第 9回（講義・演習）市場動向・事業計画・収支計画の作成方法
第10回（演習） 企画書作成①
　　　　　　　　プレゼン課題テーマについて説明。新規性、独自性、課題解決などの領域
　　　　　　　　からテーマの見つけ方
第11回（演習） 企画書作成②テーマ決め、パワーポイントを使う効果と基本の使い方
第12回（演習） 企画書作成③各自作成、ストーリーテリング
第13回（演習） 企画書作成④各自作成、個別確認
第14回（演習） 企画書作成⑤各自作成、発表原稿の作成方法
第15回（発表会）プレゼンテーション発表会
　　　　　　　（発表会の方法）
　　　　　　　　①人数によって異なるが、4名1グループとして個々に5分間発表をする
　　　　　　　　②10の審査項目から、全員審査をする　※審査用紙は事前に配布
　　　　　　　　③審査用紙を集計後、グループで1名を選定
　　　　　　　　④発表後は、自分のプラン内容のフィードバックを行い改善点を見つける
　　　　　　　　⑤他者との意見交換から比較や分析を促す
　　　　　　　　⑥プレゼンシートは指定のフォルダに全員保存し提出する
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57320
科目 5732 ビジネスプレゼンテーション 授業種別 週間授業
担当教員 大野　晴己 単位数 2
その他担当者  

授業概要

相手にやってほしいこと、伝えたいこと、言いたいことが思いどおりに言えない、伝わらないことがあります。相手に理解できる
ように伝え方の手法や相手に気持ちよく行動をしてもらうための「プレゼンテーション技術」の基本を習得します。自分の考え
ている事を明確に伝達することや情報収集とそれを取捨選択できるように自己表現の技法を習得してもらいます。実際に自分
の考えていることをプラン書に作成してもらい、東三河ビジネスコンテストなど対外的な機関にエントリーができるようにスキ
ルを養います。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎   ◯ ◯  

到達目標
自分の意思や考えを、場や相手の状況や理解にあわせて的確に伝えることができることを目標にします。言葉を選ぶ能力が習
得できることと、非言語表現では表現技術の手法を習得します。また、自分の考えを企画書として作成し、相手の心が動くプレ
ゼンテーション力と論理的思考力を養うことができるようにします。作成した企画書に基づいてた御外的なコンテストに発表す
ることができる。

テキスト（教科書） 資料は2～3回分をまとめて資料を配布する

参考書および参考文献  

受講条件 後期の授業「ビジネスプラン演習」が履修できる学生を優先とする。

事前・事後学修（内容・時間）

・毎授業前に指定箇所まで配布テキストを読んで理解を深めておくこと（2回～14回/15分程度）
・授業内で行った個人ワーク、グループワークの学びや気づきをノートに書いておくこと
　（2回～7回/60分程度）
・プレゼンシート提出における自分の課題テーマは、事前調査と研究を念入りにしておくこと
　（８回～14回/120分程度）
・プレゼン発表の事前練習は各自行うこと（13回～14回/120分程度）
・事後学習は、テーマについての情報収集をして記述してまとめる
　（2回～14回/15分程度）

成績評価
出席は毎回してください。
１、プレゼンテーション確認小テスト
２、企画書の提出・発表への質問
３、貢献度

評価項目 割合 評価基準
プレゼンテーション確認小テスト 40% 言語表現、非言語表現力を問う小テストを行い習得確認をする

企画書の提出・発表、発表への質問 60% パワーポイントを使い、プラン設定から市場調査を行い、効果予測に至る計画書の作成と発表
を行う。また発表に対して質問ができたかを問う。

   
   

授業の実施方法と授業計画

・授業方法
１、配布テキスト（配布データ）講義（説明）
２、自己理解を深める「自己診断チェック表」を用いる
３、自己ワークで定着を促す
４、グループワークで他者理解を深める
５、発表、発表などの質問
６、自己定着の確認としてフィードバックを求め、他者との意見共有も行う

・授業計画
第 1回（講義）プレゼンテーション概要
第 2回（講義・演習）伝える手法の種類と活用方法
第 3回（講義・演習）伝える技術を体化させて技能にする
第 4回（講義・演習）情報収集と論理的発想力の引き出し方法
第 5回（講義・演習）言語選択能力と非言語表現
第 6回（講義・演習）口頭表現のアプローチ法
第 7回（講義）知的財産・個人情報
第 8回（講義・演習）企画書・提案書を書くコツ
第 9回（講義・演習）市場動向・事業計画・収支計画の作成方法
第10回（演習） 企画書作成①
　　　　　　　　プレゼン課題テーマについて説明。新規性、独自性、課題解決などの領域
　　　　　　　　からテーマの見つけ方
第11回（演習） 企画書作成②テーマ決め、パワーポイントを使う効果と基本の使い方
第12回（演習） 企画書作成③各自作成、ストーリーテリング
第13回（演習） 企画書作成④各自作成、個別確認
第14回（演習） 企画書作成⑤各自作成、発表原稿の作成方法
第15回（発表会）プレゼンテーション発表会
　　　　　　　（発表会の方法）
　　　　　　　　①人数によって異なるが、4名1グループとして個々に5分間発表をする
　　　　　　　　②10の審査項目から、全員審査をする　※審査用紙は事前に配布
　　　　　　　　③審査用紙を集計後、グループで1名を選定
　　　　　　　　④発表後は、自分のプラン内容のフィードバックを行い改善点を見つける
　　　　　　　　⑤他者との意見交換から比較や分析を促す
　　　　　　　　⑥プレゼンシートは指定のフォルダに全員保存し提出する

ナンバリング BAKM3005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57330
科目 5733 コミュニケーションスキル 授業種別 週間授業
担当教員 大野　晴己 単位数 2
その他担当者  

授業概要

自分のことを「コミュニケーションが苦手」と思っている人が多くいます。「どうしたら人と上手く接することができま
すか」と問う人もいます。たしかに、対人関係において価値観や判断基準が異なったりすることがよくあります。自分の
考えを上手く伝える方法や相手に質問したり、話を引き出したりすることのスキルを習得します。自己認識と他者理解
から言語表現と非言語表現の基本を学び、コミュニケーション技法を演習することでトラブルやクレーム等のヒュー
マンエラーの対処法から問題解決能力を習得します。ヒューマンスキル向上からコミュニケーション力を養います。特
に、就職活動に役立つ採用側の観点から採用基準や面接方法を実践的に指導します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎    ◎  

到達目標
１．社会人に必要なコミュニケーション能力が習得できる
２．好感をもたれる自己表現ができるようになる
３．就職活動における「文章力」が養われる
４.   就職活動に必要な面接力が習得できる

テキスト（教科書） 授業内にて資料を配布します。

参考書および参考文献  

受講条件 履修条件はつけない

事前・事後学修（内容・時間）

・毎授業前に指定箇所まで配布テキストを読んで理解を深めておくこと（２回～15回/45分程度）
・授業内で行った個人ワーク、グループワークの学びや気づきをノートに書いておくこと
　（2回～15回/60分程度）
・3回の小テストの復習を行う（３回/60分程度）
・事後学習は、授業内で行ったテーマについて情報収集や調査をし、まとめておくこと
　（2回～15回/15分程度）

成績評価
１、コミュニケーション確認テスト
２、レポート提出「働く意義」について　レポート400文字以内
３、履歴書　提出

評価項目 割合 評価基準
コミュニケーション確認テスト 60% コミュニケーション手法から出題する
レポート提出 40% テーマに合った記述ができる
   
   

授業の実施方法と授業計画

・授業方法
１、配布テキスト（配布データ）講義（説明）
２、自己理解を深める「自己診断チェック表」を用いる
３、履歴書の文章力を養うヒアリングと実技を行う
４、就職に役立つ個人面接、グループ面接をワークで行い理解を深める
５、発表、発表などの質問
６、フィードバック　ふりかえり、意見共有　など

・授業計画
第 1回（講義・演習）日常と非日常のコミュニケーション領域
第 2回（講義・演習）コミュニケーションの基本
第 3回（講義・演習）　自己認識・・・自分を知る
第 4回（講義・演習）　他者認識・・・相手を知る
　　　　1回目　小テスト
第 5回（講義・演習）  他人評の受納・・・相手とのかかわり
第 6回（講義・演習）　言語表現（言葉とスピーチ技法）
第 7回（講義・演習）聴く技術（傾聴と共感）
第 8回（講義・演習）　非言語表現①周辺言語
　　　　2回目　小テスト
第 9回（講義・演習）  非言語表現②身体表現・表情他
第10回（講義・演習）　コーチング技法
第11回（講義・演習）　ＰＭ理論
　　　　3回目　小テストと課題テーマ発表
第12回（演習）　就職対策①書くコミュニケーション（履歴書）
第13回（演習）　就職対策②話すコミュニケーション（個別面接）
第14回（演習）　就職対策③話すコミュニケーション（グループ面接）
第15回　まとめ「人間力」

フィードバック方法は、
　・提出した履歴書の添削とコメント記載をして返却する
　・面接は、評価一覧表で自己確認できる
　・学生が互いに良いところや改善したほうがいいところを話し合い
　　フィードバックする

・課題「働くことの意義」については、12回～15回までに講義と個別面接によって
　レポート提出ができるようにする。
※受講学生の習熟度により、授業計画を変更することもあります。

ナンバリング BAKM3006
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57090
科目 5709 経営と情報 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2

その他担当者 見目　喜重、三輪　多恵子、山口　満、若原　憲男、鈴木　宏幸、岩本　勇、中澤　陽平、山田　洋
巳、今井　正文

授業概要

本科目は、専門科目の担当教員がオムニバス(輪番)形式で講義を担当する「プロムナード・レクチ
ャー」である。本科目は、①担当者がそれぞれ専門領域の中心テーマや最新課題をできる限り分か
りやすい言葉で解説し、②ビジネスや他領域との関連性を示し、③受講者が専門領域の講義に先
立って領域全体を見渡せることを目的とする。また、各回の講義内容に関連したテーマでのレポー
ト作成を通して、学生の積極的な意見を求める「参加型講義」を目指している。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯  ◯      

到達目標 ・ビジネス/経営/会計/情報活用に関連する現代社会のキーワードについて説明できる
・経営学部における学びの概略を説明できる

テキスト（教科書） 講義時に指示する。

参考書および参考文献
・津田 太愚「ドラッカーのマネジメントがマンガで3時間でマスターできる本」明日香出版社 2011
年 978-4756914316
・講義の際に、テーマにあわせて随時参考書等を指示する
・講義によっては資料をClassroomにも掲示するため、指示に従って iPad を持参すること

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）
各回の講義内容を配付資料等に基づいて再確認する（第2～15回／60分程度）
各回の講義で提示されたレポート課題に取り組む（第2～15回／90分程度）
各回の講義内容に関連する新聞記事を、日本経済新聞の政治・経済欄で調べ、その内容をまとめ
るとともに分からない内容について調べる（第2～15回／60分程度）

成績評価
各回の講義にて提示されるレポート課題の点数（10点満点）の合計点（100点満点換算）で評価する。なお、欠席したテー
マについては0点となる。また、欠席回数が5回を超えると、失格となる。詳細については、ガイダンス時に説明する。
評価項目 割合 評価基準
レポート課題 100% 各回のレポート課題の内容にて理解度を確認する。
   
   
   

授業の実施方法と授業計画

スケジュールの詳細（各テーマと担当者）については、初回の講義（ガイダンス）にて説明する。

第１回　ガイダンス、グループワーク（プレゼンテーション） 見目・中野 (演習)
第２回　経営学（講義）（演習） 山田
第３回　経済史（講義）（演習）中野
第４回　マーケティング（講義）（演習）未定
第５回　経営戦略論（講義）（演習）鈴木
第６回　会計・財務（講義）（演習）若原
第７回　財政・税務（講義）（演習）河邉
第８回　マルチメディア（講義）（演習）三輪
第９回　ネットワーク（講義）（演習）山口
第10回　iPadの配付（講義）（演習）山口・見目
第11回　知能情報処理（講義）（演習）中澤
第12回　経営システム工学（講義）（演習）今井
第13回　データベース（講義）（演習）見目
第14回　経営（講義）（演習）山田
第15回　経営（講義）（演習）山田

また、課題の内容等に関する質問・疑問等については、担当教員が個別に対応してフィードバック
を行う。なお、日程や授業内容、担当者は、変更されることがある。

ナンバリング BAAM1036
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57090
科目 5709 経営と情報 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2

その他担当者 見目　喜重、三輪　多恵子、山口　満、若原　憲男、鈴木　宏幸、岩本　勇、中澤　陽平、山田　洋
巳、今井　正文

授業概要

本科目は、専門科目の担当教員がオムニバス(輪番)形式で講義を担当する「プロムナード・レクチ
ャー」である。本科目は、①担当者がそれぞれ専門領域の中心テーマや最新課題をできる限り分か
りやすい言葉で解説し、②ビジネスや他領域との関連性を示し、③受講者が専門領域の講義に先
立って領域全体を見渡せることを目的とする。また、各回の講義内容に関連したテーマでのレポー
ト作成を通して、学生の積極的な意見を求める「参加型講義」を目指している。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯  ◯      

到達目標 ・ビジネス/経営/会計/情報活用に関連する現代社会のキーワードについて説明できる
・経営学部における学びの概略を説明できる

テキスト（教科書） 講義時に指示する。

参考書および参考文献
・津田 太愚「ドラッカーのマネジメントがマンガで3時間でマスターできる本」明日香出版社 2011
年 978-4756914316
・講義の際に、テーマにあわせて随時参考書等を指示する
・講義によっては資料をClassroomにも掲示するため、指示に従って iPad を持参すること

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）
各回の講義内容を配付資料等に基づいて再確認する（第2～15回／60分程度）
各回の講義で提示されたレポート課題に取り組む（第2～15回／90分程度）
各回の講義内容に関連する新聞記事を、日本経済新聞の政治・経済欄で調べ、その内容をまとめ
るとともに分からない内容について調べる（第2～15回／60分程度）

成績評価
各回の講義にて提示されるレポート課題の点数（10点満点）の合計点（100点満点換算）で評価する。なお、欠席したテー
マについては0点となる。また、欠席回数が5回を超えると、失格となる。詳細については、ガイダンス時に説明する。
評価項目 割合 評価基準
レポート課題 100% 各回のレポート課題の内容にて理解度を確認する。
   
   
   

授業の実施方法と授業計画

スケジュールの詳細（各テーマと担当者）については、初回の講義（ガイダンス）にて説明する。

第１回　ガイダンス、グループワーク（プレゼンテーション） 見目・中野 (演習)
第２回　経営学（講義）（演習） 山田
第３回　経済史（講義）（演習）中野
第４回　マーケティング（講義）（演習）未定
第５回　経営戦略論（講義）（演習）鈴木
第６回　会計・財務（講義）（演習）若原
第７回　財政・税務（講義）（演習）河邉
第８回　マルチメディア（講義）（演習）三輪
第９回　ネットワーク（講義）（演習）山口
第10回　iPadの配付（講義）（演習）山口・見目
第11回　知能情報処理（講義）（演習）中澤
第12回　経営システム工学（講義）（演習）今井
第13回　データベース（講義）（演習）見目
第14回　経営（講義）（演習）山田
第15回　経営（講義）（演習）山田

また、課題の内容等に関する質問・疑問等については、担当教員が個別に対応してフィードバック
を行う。なお、日程や授業内容、担当者は、変更されることがある。

ナンバリング BAAM1036

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57560
科目 5756 DX入門 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者 鈴木　宏幸、山田　洋巳

授業概要

DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル技術やツールを導入すること自体ではな
く、データやデジタル技術を使って、顧客目線で新たな価値を創出していくことである。また、その
ためにビジネスモデルや企業文化等の変革に取り組むことが重要となる。
DXには、社会としてのDX、経営革新としてのDX、仕組みとしてのDXなどがある。
この授業では、豊富な事例と初歩的演習を通じて、DXの概要及び身近な仕組みの初歩を修得す
る。併せて、授業外でDX検定?とDXビジネス検定の紹介も行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ○ ○ ◎      

到達目標

・DXの概要について初歩的な説明ができる
・DX銘柄やDX戦略などの企業動向の初歩的な概要が説明できる
・経営革新としてのDXとビジネスモデルについて初歩的な概要が説明できる
・仕組みとしてのDX　～ⅠoT・AI・クラウド・ビックデータ・ブロックチェーンがもたらすイノベーシ
ョンDXについて、初歩的な概要が説明できる
・仕組みとしてのDX　～ⅠoT・AI・クラウド・ビックデータ・ブロックチェーンがもたらすイノベーシ
ョンDXについて、初歩的な演習や事例研究をこなすことができる

テキスト（教科書） 講義テキストは、別途、ガイダンス時に紹介する。
講義資料を毎回の授業で配布する。

参考書および参考文献 必要に応じて、講義の中で紹介する
受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：Classroomに掲示された講義資料の指定個所を読む（各60分×15回）
・事後学習
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。（60分×15
回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向につ
いての情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
各回の講義にて提示される課題・レポート（40％）、中間・最終レポート（各30％）で評価する。
評価項目 割合 評価基準
中間レポート 30% 講義内容の理解度
各テーマへの取り組みと理解 40% 講義内容の理解度と修得度
最終試験あるいは最終レポート 30% 講義内容の理解度と修得度
   

授業の実施方法と授業計画

テキストに加えて、毎回授業で配布する講義資料に沿って、基本的な理論に紐づけながら事例ケー
ス、ミニ演習等を通じてDXに関する基礎的な修得を図る。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニクイズテストを実施する。

第１回（講義）ガイダンス、講義の概要
第２回（講義）ＤＸとは
第３回（講義）ＤＸ銘柄とＤＸ戦略の実際
第４回（講義）経営革新としてのＤＸ　～ＤＸとビジネスモデル革新
第５回（講義）仕組みとしてのDX　～ⅠoTがもたらすイノベーションDX１
第６回（講義）仕組みとしてのDX　～ⅠoTがもたらすイノベーションDX２
第７回（講義）仕組みとしてのDX　～AIがもたらすイノベーションDX１
第８回（講義）仕組みとしてのDX　～AIがもたらすイノベーションDX２
第９回（講義）社会としてのDX　～スマートシティなど
第１０回（講義）仕組みとしてのDX　～クラウドがもたらすイノベーションDX１
第１１回（講義）仕組みとしてのDX　～クラウドがもたらすイノベーションDX２
第１３回（講義）仕組みとしてのDX　～ビックデータがもたらすイノベーションDX
第１４回（講義）仕組みとしてのDX　～ブロックチェーンがもたらすイノベーションDX
第１５回（講義）まとめ

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。
※課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対す
るフィードバックを行う。

ナンバリング BAAM1040
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57570
科目 5757 情報リテラシ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本
操作・実践的な活用法を修得するために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、
アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著
作権、セキュリティ、SNS利用におけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情
報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが
日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「 O ff c e 演 習 で 初 歩 か ら は じ め る 情 報 リ テ ラ シ 」、岡 田 朋 子 ・ 山 住 富 也 、技 術 評 論
社、ISBN：978-4-297-14626-9

参考書および参考文献 特になし。

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時
復習のために活用すること。
(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1
～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、
到達目標（1分間に100文字以上の入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90
分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めな
い。
　(1) 欠席回数が合計4回となった場合（失格）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合
評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。
期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windows の基礎、タイピング・ソフトのインストール、情報モラル、電子メ
ールの設定

【Word】
第 02 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、Word の基本操作、文字／文章の入力と修飾
第 03 回　（講義・演習）ページレイアウト、段落番号
第 04 回　（講義・演習）図形と表の挿入
第 05 回　（講義・演習）行間の調整、ルーラーの使い方

【Excel】
第 06 回　（講義・演習）Excel の基本操作（概要、起動と終了）、式の入力
第 07 回　（講義・演習）関数の利用（統計関数）
第 08 回　（講義・演習）関数の利用（論理関数）
第 09 回　（講義・演習）関数の利用（数え上げの関数、条件付き関数）
第 10 回　（講義・演習）関数の利用（数値の丸めを行う関数）と並べ替え
第 11 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(1)
第 12 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(2)
第 13 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数）
第 14 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 15 回　（演習）総合課題 Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問、修正点に対する
フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1039
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57570
科目 5757 情報リテラシ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本
操作・実践的な活用法を修得するために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、
アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著
作権、セキュリティ、SNS利用におけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情
報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが
日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「 O ff c e 演 習 で 初 歩 か ら は じ め る 情 報 リ テ ラ シ 」、岡 田 朋 子 ・ 山 住 富 也 、技 術 評 論
社、ISBN：978-4-297-14626-9

参考書および参考文献 特になし。

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時
復習のために活用すること。
(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1
～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、
到達目標（1分間に100文字以上の入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90
分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めな
い。
　(1) 欠席回数が合計4回となった場合（失格）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合
評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。
期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windows の基礎、タイピング・ソフトのインストール、情報モラル、電子メ
ールの設定

【Word】
第 02 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、Word の基本操作、文字／文章の入力と修飾
第 03 回　（講義・演習）ページレイアウト、段落番号
第 04 回　（講義・演習）図形と表の挿入
第 05 回　（講義・演習）行間の調整、ルーラーの使い方

【Excel】
第 06 回　（講義・演習）Excel の基本操作（概要、起動と終了）、式の入力
第 07 回　（講義・演習）関数の利用（統計関数）
第 08 回　（講義・演習）関数の利用（論理関数）
第 09 回　（講義・演習）関数の利用（数え上げの関数、条件付き関数）
第 10 回　（講義・演習）関数の利用（数値の丸めを行う関数）と並べ替え
第 11 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(1)
第 12 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(2)
第 13 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数）
第 14 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 15 回　（演習）総合課題 Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問、修正点に対する
フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1039

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57571
科目 5757 情報リテラシ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本
操作・実践的な活用法を修得するために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、
アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著
作権、セキュリティ、SNS利用におけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情
報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが
日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「 O ff c e 演 習 で 初 歩 か ら は じ め る 情 報 リ テ ラ シ 」、岡 田 朋 子 ・ 山 住 富 也 、技 術 評 論
社、ISBN：978-4-297-14626-9

参考書および参考文献 特になし。

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時
復習のために活用すること。
(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1
～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、
到達目標（1分間に100文字以上の入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90
分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めな
い。
　(1) 欠席回数が合計4回となった場合（失格）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合
評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。
期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windows の基礎、タイピング・ソフトのインストール、情報モラル、電子メ
ールの設定

【Word】
第 02 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、Word の基本操作、文字／文章の入力と修飾
第 03 回　（講義・演習）ページレイアウト、段落番号
第 04 回　（講義・演習）図形と表の挿入
第 05 回　（講義・演習）行間の調整、ルーラーの使い方

【Excel】
第 06 回　（講義・演習）Excel の基本操作（概要、起動と終了）、式の入力
第 07 回　（講義・演習）関数の利用（統計関数）
第 08 回　（講義・演習）関数の利用（論理関数）
第 09 回　（講義・演習）関数の利用（数え上げの関数、条件付き関数）
第 10 回　（講義・演習）関数の利用（数値の丸めを行う関数）と並べ替え
第 11 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(1)
第 12 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(2)
第 13 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数）
第 14 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 15 回　（演習）総合課題 Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問、修正点に対する
フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57572
科目 5757 情報リテラシ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本
操作・実践的な活用法を修得するために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、
アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著
作権、セキュリティ、SNS利用におけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情
報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが
日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「 O ff c e 演 習 で 初 歩 か ら は じ め る 情 報 リ テ ラ シ 」、岡 田 朋 子 ・ 山 住 富 也 、技 術 評 論
社、ISBN：978-4-297-14626-9

参考書および参考文献 特になし。

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時
復習のために活用すること。
(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1
～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、
到達目標（1分間に100文字以上の入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90
分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めな
い。
　(1) 欠席回数が合計4回となった場合（失格）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合
評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。
期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windows の基礎、タイピング・ソフトのインストール、情報モラル、電子メ
ールの設定

【Word】
第 02 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、Word の基本操作、文字／文章の入力と修飾
第 03 回　（講義・演習）ページレイアウト、段落番号
第 04 回　（講義・演習）図形と表の挿入
第 05 回　（講義・演習）行間の調整、ルーラーの使い方

【Excel】
第 06 回　（講義・演習）Excel の基本操作（概要、起動と終了）、式の入力
第 07 回　（講義・演習）関数の利用（統計関数）
第 08 回　（講義・演習）関数の利用（論理関数）
第 09 回　（講義・演習）関数の利用（数え上げの関数、条件付き関数）
第 10 回　（講義・演習）関数の利用（数値の丸めを行う関数）と並べ替え
第 11 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(1)
第 12 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(2)
第 13 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数）
第 14 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 15 回　（演習）総合課題 Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問、修正点に対する
フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57572
科目 5757 情報リテラシ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本
操作・実践的な活用法を修得するために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、
アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著
作権、セキュリティ、SNS利用におけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情
報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが
日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「 O ff c e 演 習 で 初 歩 か ら は じ め る 情 報 リ テ ラ シ 」、岡 田 朋 子 ・ 山 住 富 也 、技 術 評 論
社、ISBN：978-4-297-14626-9

参考書および参考文献 特になし。

受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時
復習のために活用すること。
(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1
～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、
到達目標（1分間に100文字以上の入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90
分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めな
い。
　(1) 欠席回数が合計4回となった場合（失格）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合
評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。
期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windows の基礎、タイピング・ソフトのインストール、情報モラル、電子メ
ールの設定

【Word】
第 02 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、Word の基本操作、文字／文章の入力と修飾
第 03 回　（講義・演習）ページレイアウト、段落番号
第 04 回　（講義・演習）図形と表の挿入
第 05 回　（講義・演習）行間の調整、ルーラーの使い方

【Excel】
第 06 回　（講義・演習）Excel の基本操作（概要、起動と終了）、式の入力
第 07 回　（講義・演習）関数の利用（統計関数）
第 08 回　（講義・演習）関数の利用（論理関数）
第 09 回　（講義・演習）関数の利用（数え上げの関数、条件付き関数）
第 10 回　（講義・演習）関数の利用（数値の丸めを行う関数）と並べ替え
第 11 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(1)
第 12 回　（講義・演習）条件付き書式とグラフ作成(2)
第 13 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数）
第 14 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 15 回　（演習）総合課題 Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問、修正点に対する
フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1039

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57140
科目 5714 社会学入門 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この講義では、グローバル社会とその多様性の中に日本の社会的状況を位置づける比較社会学の視点か
ら、近現代産業社会の仕組みと変化を学ぶ。授業は、相互に関連する5つの基礎的テーマ――現代社会論の
古典、人口変化の論理、産業社会と家族、社会階層と社会格差、福祉国家とその危機――を中心に進める
が、特定の社会経済的課題に焦点をあて、また異なるトピックを包摂することがある。知識の定着を図るた
め、適宜資料学習およびレポートの作成を求める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯  ◎      

到達目標 参加者は、グローバルな視点から社会学と社会史、経済学領域の成果を学び、近現代産業社会の仕組みと変
化に関する基礎知識を習得する。

テキスト（教科書） 授業中に指示。
参考書および参考文献 A.ギデンズ『社会学』而立書房 2009年 第5版 ISBN 4880593508
受講条件 社会科学領域に関心があること。

事前・事後学修（内容・時間）
社会科学では、日々の社会経済的事象の背景をなす構造的側面を学ぶ。日頃から新聞や関連書籍に接して基
礎的知識を習得するとともに、知的好奇心を涵養すること(毎日30分程度)。適宜、復習レポート(課題学習)の
作成を求めるが、一部は事後学習の形態をとることがある。期末試験(選択論述式)の準備を十分に行うこと
(2、3時間程度)。

成績評価
授業参加(レポート)30%程度、試験(選択論述式)70%程度。受講者数等に応じ、試験を期末レポート・小論文に変更することがある。
評価項目 割合 評価基準
復習・課題レポート 30% テーマの基礎理解
期末試験 70% 選択テーマの基礎理解(選択論述式)
   
   

授業の実施方法と授業計画

講義では、以下の基本プログラムをベースに、現代社会の課題に関連する項目を重点的に論じる。また、履修
者数や進度に応じて授業内容や形態を変更することがある。

I 現代社会論の古典
第1回 近代という概念、現代の社会理論(講義)  近代という概念、近代と社会意識―K.マルクスとM.ウェーバ
ー、ポスト近代の社会思想、身分制度と階級社会
第2回 戦後社会の構造(1)(講義)  現代社会の理論―見田宗介、市場と社会の関係史―A.ギャンブル【課題学
習】消費社会の課題
第3回 戦後社会の構造(2)(講義)  フォード主義からポストフォード主義へ―R.ボワイエとレギュラシオン
学派、ポストフォード主義と民主主義、フレクシブル・スペシャライゼーション(柔軟な専門化)―M.ピオリと
C.セーブル
第4回 エスピン-アンデルセンと福祉国家の諸類型(講義)  福祉国家の危機、福祉国家の収れん論、福祉国家
の類型論 【課題学習】日本の福祉国家

II 人口と家族
第5回 人口変化(講義)  人口転換モデル、人口変化の国際比較、人口変化のコンポーネント、【課題学習】少
子化の要因
第6回 少子高齢社会の到来(講義)  人口変化の論理、少子高齢社会の到来、出生力挽回の秘訣、
第7回 産業社会と家族(講義)  産業社会と家族、家族史・家族社会学から学ぶ(オプションから選択：欧米伝
統社会の家族構造、産業社会と家族)、産業社会と日本の家族
第8回 現在の家族・未来の家族(講義)  核家族の社会学、核家族と男女の役割分担、ワークライフバランスと
家族の未来、一人暮らしは幸せか【課題学習】現代日本の家族と社会

III 社会階層と格差社会
第9回 社会階層論と格差社会論(講義)  階級論と格差論(オプションから選択講義)、階級論、階級消滅論、先
進諸国の経済格差
第10回 産業社会の所有関係(講義)  大企業体制の変化、産業社会の所有関係、グローバル資本家層の登場
第11回 格差社会(講義)  日本の経済格差、新しい貧困、雇用格差【課題学習】格差是正の方策
第12回 先進諸国の経済格差(講義)  経済格差の要因、資産格差の国際比較【Option】子供の貧困、ニートと
フリーター
第13回 雇用格差の是正―EUの事例  フレクシキュリティー政策の形成、パートタイム指令、EUマルチレベル
ガバナンス、デモクラシーの赤字

IV 福祉国家
第14回 福祉国家と再分配システム論(講義)  福祉国家の危機、税制と再分配システム、社会支出の国際比較
【課題学習】社会権は守られているか
第15回 福祉国家の現在と未来(講義)  日本の福祉国家、機会均等社会をめざして

レポートと試験に関しては、学生にフィードバック(コメントや解説)を行う。

ナンバリング BAAM1037
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57150
科目 5715 経済学入門 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

経済学とは、我々を取り巻く経済の仕組みや諸々の経済活動の仕組みを研究するものである。諸
々の経済活動とは、たとえば、個々の消費者の消費行動・需要と供給・企業の利潤最大化行動・政
府の景気政策などが挙げられる。ここでは、経済学の理論や概念ばかりでなく、具体的で豊富な事
例等から学修するとともに、実際の世の中の経済活動等の内容研究を通して、経済学の基礎スキ
ルを習得できるように図る。本講義では、経済学の入門編として、経済学の基礎的な考え方と分析
方法、経営学との接点についても学修する。
この科目は当該授業内容の経済学に関する実践の実務経験を有する教員等がその経験を活かし
講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯  ◎      

到達目標
・経済学の社会的意義について理解説明できる。
・分業の意義について説明できる。
・事業の仕組みを支える経済原理について理解説明できる。
・経済学と経営学の接点について理解説明できる。

テキスト（教科書） 『１からの経済学』、中谷武 中村保 編著、中央経済社
ISBN978-4-502-68080-9

参考書および参考文献 特になし。

受講条件 必修科目。
受講予定者は、第1回講義に必ず出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：テキストの指定個所を読む（各60分×15回）
・事後学習
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。
（90分×15回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向につ
いての情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
・課題の提出（30％）、定期試験（70％）
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 30% 課題に対する適切な記述になっているのかを評価する。
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

指定テキストに加えて、毎回の講義資料配布に沿った内容で講義を行う。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニテストを実施する。

第１回（講義）ガイダンス、講義の概要
第２回（講義）分業の利益とは
第３回（講義）需要と供給とは
第４回（講義）価格のメカニズムとは
第５回（講義）市場の効率性とは
第６回（講義）市場の限界と失敗とは
第７回（講義）労働市場とは
第８回（講義）課題の発表と意見交換、フィードバック
第９回（講義）ＧＤＰ／ＧＮＰとは
第10回（講義）消費需要と投資需要とは
第11回（講義）貨幣と金融とは
第12回（講義）政府の役割とは
第13回（講義）外国貿易と為替レートとは
第14回（講義）経済成長と国民生活とは
第15回（講義）まとめ

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。
受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57150
科目 5715 経済学入門 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

経済学とは、我々を取り巻く経済の仕組みや諸々の経済活動の仕組みを研究するものである。諸
々の経済活動とは、たとえば、個々の消費者の消費行動・需要と供給・企業の利潤最大化行動・政
府の景気政策などが挙げられる。ここでは、経済学の理論や概念ばかりでなく、具体的で豊富な事
例等から学修するとともに、実際の世の中の経済活動等の内容研究を通して、経済学の基礎スキ
ルを習得できるように図る。本講義では、経済学の入門編として、経済学の基礎的な考え方と分析
方法、経営学との接点についても学修する。
この科目は当該授業内容の経済学に関する実践の実務経験を有する教員等がその経験を活かし
講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯  ◎      

到達目標
・経済学の社会的意義について理解説明できる。
・分業の意義について説明できる。
・事業の仕組みを支える経済原理について理解説明できる。
・経済学と経営学の接点について理解説明できる。

テキスト（教科書） 『１からの経済学』、中谷武 中村保 編著、中央経済社
ISBN978-4-502-68080-9

参考書および参考文献 特になし。

受講条件 必修科目。
受講予定者は、第1回講義に必ず出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：テキストの指定個所を読む（各60分×15回）
・事後学習
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。
（90分×15回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向につ
いての情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
・課題の提出（30％）、定期試験（70％）
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 30% 課題に対する適切な記述になっているのかを評価する。
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

指定テキストに加えて、毎回の講義資料配布に沿った内容で講義を行う。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニテストを実施する。

第１回（講義）ガイダンス、講義の概要
第２回（講義）分業の利益とは
第３回（講義）需要と供給とは
第４回（講義）価格のメカニズムとは
第５回（講義）市場の効率性とは
第６回（講義）市場の限界と失敗とは
第７回（講義）労働市場とは
第８回（講義）課題の発表と意見交換、フィードバック
第９回（講義）ＧＤＰ／ＧＮＰとは
第10回（講義）消費需要と投資需要とは
第11回（講義）貨幣と金融とは
第12回（講義）政府の役割とは
第13回（講義）外国貿易と為替レートとは
第14回（講義）経済成長と国民生活とは
第15回（講義）まとめ

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。
受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1038

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57160
科目 5716 経営学入門 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　経営とは，人々をして仕事をなさしめる問題解決活動です．変化する環境の中で，経営資源（ヒ
ト・モノ・カネ・情報）を，経営全体にとって有意義な成果を生みだすように，割り振り，組み合わ
せることです．

本講義では、「企業とは何か」，「経営学とは何か」，「企業が行っている戦略」，「経営（企業の取
組みや戦略）が私たちの社会や生活にどのように関係しているのか」などを，企業の事例を参考に
学びます．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標

・経営学の基礎知識を身につけている．
・経営学とは何かについて説明することができる．
・企業とは何かについて説明することができる．
・経営（学）と私たちの社会の関係を理解し，日々の生活の中との関係性について考えることがで
きる．

テキスト（教科書） 加護野忠男・吉村典久（編著）「1からの経営学 第3版」碩学舎，2021年
ISBN-13:978-4502375217

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布します．
受講条件 必修科目　受講予定者は，第１回講義に必ず出席すること．

事前・事後学修（内容・時間）
テキスト各章の末尾にある「予習のために」，「復習のために」を実施しておく．（概ね，予習60
分，復習60分，合計120分×14回）
日頃から，新聞，雑誌，インターネット記事，ＴＶ番組などの媒体を用いて，企業・社会の動向につ
いての情報に触れ，修得した知識とどのように結びつくのか考える．（60分×15回）

成績評価
課題，定期試験による総合評価を行う．
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは，減点の対象とする場合があります．
評価項目 割合 評価基準

課題の提出 30% 講義内容の理解度，課題に対する適切な記述になっているのかを評価す
る．

定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する．
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回（講義）イントロダクション（なぜ経営学を学ぶのか？）
第２回（講義・演習）企業経営の全体像
第３回（講義）経営学の全体像
第４回（講義）企業と会社
第５回（講義）企業とインプット（金融資本・労働）市場との関わり
第６回（講義・演習）企業のアウトプット（製品・サービス）市場との関わり
第７回（講義）競争戦略のマネジメントⅠ
第８回（講義）競争戦略のマネジメントⅡ
第９回（講義）多角化戦略のマネジメント
第10回（講義）国際化のマネジメント
第11回（講義）マクロ組織のマネジメント
第12回（講義）ミクロ組織のマネジメント
第13回（講義・演習）キャリアデザイン
第14回（講義）経営学の広がりⅠ
第15回（講義）経営学の広がりⅡ

※課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．
※学生の理解度や要望により授業計画を変更することもあります．
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 571D0
科目 571D マーケティング入門 授業種別 週間授業
担当教員 犬飼　貴俊 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　経営は、リスクに対し果敢にチャレンジすることが必要である。企業家の知恵と知恵が競争のな
かでぶつかり合い、消費者のニーズ(欲求)に応えるために臨機応変に対応することで、結果として
世の中がよくなっていくのが自由競争の本質である。それでは企業はどのような視点で競争力を高
めたらよいのだろうか。本授業では、企業組織全体が一体となって行う企業間競争技法を体系的
に捉えたマーケティング戦略論を中心に、その戦略立案プロセスと各論の理解に努める。また、現
在取り組まれている様々な企業戦略の事例を取り上げ、企業家の視点で経営学を論理的且つ実践
的に解説する。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ 〇 ◯  〇    

到達目標
・マーケティングの基礎概念・理論を理解し，説明できる。
・マーケティングの理論に基づき，実際の企業活動の特性・競争優位性について分析・説明でき
る。
・現実の企業のマーケティング活動に関心を持ち，身近な問題として考える習慣を身につける。

テキスト（教科書） 「わかりやすいマーケティング戦略 〔第3版〕」沼上幹、有斐閣アルマ;  (2023/9/28)　ISBN-10? 
:? 4641222193　ISBN-13? :? 978-4641222199

参考書および参考文献 Classroomを通じて講義時に適宜資料を配信する。
受講条件 必修科目。受講条件は特にないが，積極的に授業に参加することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
インターネットや新聞の記事などからヒット商品の情報を収集し，それらがなぜ売れているかを考
えておく（120分）
毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（60分×15回）
講義中に配布する資料を読み，小テストにむけて復習しておく（60分×15回）

成績評価
授業の内容がどの程度理解できているのかを小テスト及び定期試験で評価する。＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早
退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を超えた早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるた
め注意（正当な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準
小テスト 40% 講義内容の理解度を確認する
期末試験 60% 課題に対する適切な内容・記述になっているのかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，講義の概要
第2回 （講義）マーケティング・ミックス
第3回 （講義）製品戦略
第4回 （講義）チャネル戦略
第5回 （講義）プロモーション戦略
第6回 （講義）価格戦略
第7回 （講義）ターゲッティング
第8回 （講義）製品ライフサイクル
第9回 （講義）市場地位別マーケティング戦略
第10回（講義）5つの競争要因
第11回（講義）プロダクトポートフォリオマネジメント
第12回（講義）事業とドメインの定義
第13回（講義）ケーススタディ①（貧困の発生と歴史的変遷）
第14回（講義）ケーススタディ②（資本主義経済の誕生と進化）
第15回（講義）講義の総括，振り返り
ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

【課題に対するフィードバックについて】
●各回実施予定の小テストに対するフィードバック：小テスト実施後に，解説を行う。
●ケーススタディに対するフィードバック：採点後に全体の傾向を踏まえて解説を行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 571D0
科目 571D マーケティング入門 授業種別 週間授業
担当教員 犬飼　貴俊 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　経営は、リスクに対し果敢にチャレンジすることが必要である。企業家の知恵と知恵が競争のな
かでぶつかり合い、消費者のニーズ(欲求)に応えるために臨機応変に対応することで、結果として
世の中がよくなっていくのが自由競争の本質である。それでは企業はどのような視点で競争力を高
めたらよいのだろうか。本授業では、企業組織全体が一体となって行う企業間競争技法を体系的
に捉えたマーケティング戦略論を中心に、その戦略立案プロセスと各論の理解に努める。また、現
在取り組まれている様々な企業戦略の事例を取り上げ、企業家の視点で経営学を論理的且つ実践
的に解説する。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ 〇 ◯  〇    

到達目標
・マーケティングの基礎概念・理論を理解し，説明できる。
・マーケティングの理論に基づき，実際の企業活動の特性・競争優位性について分析・説明でき
る。
・現実の企業のマーケティング活動に関心を持ち，身近な問題として考える習慣を身につける。

テキスト（教科書） 「わかりやすいマーケティング戦略 〔第3版〕」沼上幹、有斐閣アルマ;  (2023/9/28)　ISBN-10? 
:? 4641222193　ISBN-13? :? 978-4641222199

参考書および参考文献 Classroomを通じて講義時に適宜資料を配信する。
受講条件 必修科目。受講条件は特にないが，積極的に授業に参加することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
インターネットや新聞の記事などからヒット商品の情報を収集し，それらがなぜ売れているかを考
えておく（120分）
毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（60分×15回）
講義中に配布する資料を読み，小テストにむけて復習しておく（60分×15回）

成績評価
授業の内容がどの程度理解できているのかを小テスト及び定期試験で評価する。＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早
退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を超えた早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるた
め注意（正当な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準
小テスト 40% 講義内容の理解度を確認する
期末試験 60% 課題に対する適切な内容・記述になっているのかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，講義の概要
第2回 （講義）マーケティング・ミックス
第3回 （講義）製品戦略
第4回 （講義）チャネル戦略
第5回 （講義）プロモーション戦略
第6回 （講義）価格戦略
第7回 （講義）ターゲッティング
第8回 （講義）製品ライフサイクル
第9回 （講義）市場地位別マーケティング戦略
第10回（講義）5つの競争要因
第11回（講義）プロダクトポートフォリオマネジメント
第12回（講義）事業とドメインの定義
第13回（講義）ケーススタディ①（貧困の発生と歴史的変遷）
第14回（講義）ケーススタディ②（資本主義経済の誕生と進化）
第15回（講義）講義の総括，振り返り
ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

【課題に対するフィードバックについて】
●各回実施予定の小テストに対するフィードバック：小テスト実施後に，解説を行う。
●ケーススタディに対するフィードバック：採点後に全体の傾向を踏まえて解説を行う。

ナンバリング BABM1002

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57170
科目 5717 簿記入門１ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類で
ある。簿記は、財務諸表を作成する技術であり、簿記を学ぶことによって、財務諸表の作成だけで
なく、企業会計・企業活動に関する広い知識と理解を得ることができる。簿記入門１では、複式簿
記のしくみと、企業の日々の取引を仕訳にする手続きを中心に学習する。なお、この科目は、当該
授業内容に関する会計の実務経験を有する教員が、その経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標

簿記入門講義は、簿記の初学習者を対象とし、日商簿記検定３級レベルの内容を学習するもので
ある。簿記入門１では、複式簿記の構造と、企業の日々の取引を仕訳にする手続きについて学ぶ。
到達目標は、以下である。
①資産・負債・資本と貸借対照表を関連づけて説明できる。
②収益・費用と損益計算書を関連づけて説明できる。
③企業の日々の取引を仕訳にできる。
④試算表を作成できる。

テキスト（教科書） ・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記３級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

参考書および参考文献 ・『よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記３級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講
座）、TAC出版 〕

受講条件
必修科目
※原則として毎回出席すること。
※授業には、テキストのほか、電卓等計算用具を毎回必ず持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回４５分程度）
・次回学習範囲のテキスト例題を解く。（各回４５分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・テキスト確認問題・講義で扱った問題・小テストの反復練習（各回４５分程度）
〔補足〕
・参考書を使用し問題の反復練習をすることがのぞましい。
・日商簿記検定試験の積極的な受験がのぞましい。

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】ガイダンス
第２回【講義】簿記の意義
第３回【講義】財務諸表と簿記の５要素
第４回【講義】日常の手続き（記帳のルール・仕訳と転記）
第５回【講義】日常の手続き②（簿記一巡の手続き）
第６回【講義】商品売買Ⅰ（三分法）
第７回【講義】商品売買Ⅱ（返品・商品有高帳）
第８回【講義】現金・預金
第９回【講義】小口現金・売掛金
第１０回【講義】手形取引・電子記録債権債務
第１１回【講義】その他の取引Ⅰ（貸付金・借入金）
第１２回【講義】その他の取引Ⅱ（有形固定資産の取得）
第１３回【講義】その他の取引Ⅲ（仮払金・仮受金）
第１４回【講義】さまざまな帳簿の関係
第１５回【講義】試算表
※小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BACM1001
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57180
科目 5718 簿記入門２ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類であ
る。簿記は、財務諸表を作成する技術であり、簿記を学ぶことによって、財務諸表の作成だけでなく、企
業会計・企業活動に関する広い知識と理解を得ることができる。簿記入門２では、簿記入門１の内容を
ふまえ、試算表・精算表を経て貸借対照表と損益計算書を作成する手続きを中心に学習する。なお、こ
の科目は、当該授業内容に関する会計の実務経験を有する教員が、その経験を活かし講義を行う科目
である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標

簿記入門講義は、簿記の初学習者を対象として、日商簿記検定３級レベルの内容を学習するものであ
る。簿記入門２では、簿記入門１の学習内容をふまえ、貸借対照表と損益計算書を作成する手続きを中
心に学ぶ。到達目標は以下である。
①決算手続き・帳簿の締切りができる。
②貸借対照表・損益計算書を作成することができる。
③決算に伴う剰余金処分・法人税等の算定について、財務諸表と関連付けて説明できる。

テキスト（教科書） ・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記３級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

参考書および参考文献 ・『よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記３級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

受講条件
必修科目
※「簿記入門１」の単位を修得済みであること。
※原則として毎回出席すること。
※授業時には、テキストのほか、電卓等計算用具を毎回必ず持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回４５分程度）
・次回学習範囲のテキスト例題を解く。（各回４５分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・テキスト確認問題・講義で扱った問題・小テストの反復練習（各回４５分程度）
〔補足〕
・参考書を使用し問題の反復練習をすることがのぞましい。
・日商簿記検定試験の積極的な受験がのぞましい。

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。

評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】「簿記入門１」復習
第２回【講義】決算とは
第３回【講義】決算整理Ⅰ  現金過不足
第４回【講義】決算整理Ⅱ  売上原価
第５回【講義】決算整理Ⅲ   貸倒れ
第６回【講義】決算整理Ⅳ　減価償却
第７回【講義】決算整理Ⅴ・Ⅵ　貯蔵品・当座借越
第８回【講義】決算整理Ⅶ　経過勘定項目
第９回【講義】決算整理後残高試算表と精算表
第１０回【講義】帳簿の締切
第１１回【講義】損益計算書と貸借対照表
第１２回【講義】株式の発行
第１３回【講義】剰余金の配当と処分
第１４回【講義】税金
第１５回【講義】証ひょうと伝票
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BACM1002
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57180
科目 5718 簿記入門２ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類であ
る。簿記は、財務諸表を作成する技術であり、簿記を学ぶことによって、財務諸表の作成だけでなく、企
業会計・企業活動に関する広い知識と理解を得ることができる。簿記入門２では、簿記入門１の内容を
ふまえ、試算表・精算表を経て貸借対照表と損益計算書を作成する手続きを中心に学習する。なお、こ
の科目は、当該授業内容に関する会計の実務経験を有する教員が、その経験を活かし講義を行う科目
である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標

簿記入門講義は、簿記の初学習者を対象として、日商簿記検定３級レベルの内容を学習するものであ
る。簿記入門２では、簿記入門１の学習内容をふまえ、貸借対照表と損益計算書を作成する手続きを中
心に学ぶ。到達目標は以下である。
①決算手続き・帳簿の締切りができる。
②貸借対照表・損益計算書を作成することができる。
③決算に伴う剰余金処分・法人税等の算定について、財務諸表と関連付けて説明できる。

テキスト（教科書） ・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記３級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

参考書および参考文献 ・『よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記３級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

受講条件
必修科目
※「簿記入門１」の単位を修得済みであること。
※原則として毎回出席すること。
※授業時には、テキストのほか、電卓等計算用具を毎回必ず持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回４５分程度）
・次回学習範囲のテキスト例題を解く。（各回４５分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・テキスト確認問題・講義で扱った問題・小テストの反復練習（各回４５分程度）
〔補足〕
・参考書を使用し問題の反復練習をすることがのぞましい。
・日商簿記検定試験の積極的な受験がのぞましい。

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。

評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】「簿記入門１」復習
第２回【講義】決算とは
第３回【講義】決算整理Ⅰ  現金過不足
第４回【講義】決算整理Ⅱ  売上原価
第５回【講義】決算整理Ⅲ   貸倒れ
第６回【講義】決算整理Ⅳ　減価償却
第７回【講義】決算整理Ⅴ・Ⅵ　貯蔵品・当座借越
第８回【講義】決算整理Ⅶ　経過勘定項目
第９回【講義】決算整理後残高試算表と精算表
第１０回【講義】帳簿の締切
第１１回【講義】損益計算書と貸借対照表
第１２回【講義】株式の発行
第１３回【講義】剰余金の配当と処分
第１４回【講義】税金
第１５回【講義】証ひょうと伝票
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BACM1002

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57200
科目 5720 会計学入門 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　会計を初めて学ぶ学生の中には、会計に拒絶反応を示す者もいると思われる。しかしながら、会
計について、皆さんが思っている以上に難しく捉える必要はない。会計の原点は、他人のお金を預
かって、それをどのように使い、その結果どうなったかを、自分にお金を預けてくれた人達に報告す
るという手続である。
　本講義では、そのような会計の基礎を学び、会計の全体像をつかむことを目的とする。

※この科目は、当該授業内容に関する会計・監査業務の実務経験を有する教員等が、その実務経
験を活かして講義等を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標
授業の到達目標は、以下の通りである。
・会計基礎概念を理解できる。
・財務諸表の種類、役割を説明できる。

テキスト（教科書） 上野清貴・小野正芳（編著）『スタートアップ会計学　第３版』  同文舘出版
ISBN：9784495203238

参考書および参考文献 古賀智敏、遠藤秀紀、片桐俊男、田代景子、松脇昌美【著】
『基礎から学ぶアカウンティング入門』創成社　ISBN：9784794415721

受講条件 必修科目である。
※原則として、毎回出席をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、
　基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験および小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、対面形式での実施が難しい場合には、課題レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度は減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験にて理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 ガイダンス、くらしと会計
第２回 〔講義〕 会計とキャリア教育
第３回 〔講義〕 財務分析
第４回 〔講義〕 財務諸表
第５回 〔講義〕 管理会計
第６回 〔講義〕 原価計算
第７回 〔講義〕 簿記入門
第８回 〔講義〕 制度会計
第９回 〔講義〕 財務諸表監査
第10回 〔講義〕 税務会計
第11回 〔講義〕 国際会計
第12回 〔講義〕 SDGs・ESGと会計報告
第13回 〔講義〕 NPOの会計、公会計
第14回 〔講義〕 簿記・会計史
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BACM1003
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57580
科目 5758 ICT入門（テクノロジ領域） 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代は情報化時代と言われているように企業、医療、福祉などビジネス社会のあらゆる業務に関する情
報がコンピュータや情報ネットワークを介して処理されているといっても過言ではない。このような社
会においては、情報を活用する利用者としてコンピュータやネットワークに関する基礎的事項の修得は
必要不可欠である。
　本講義では、情報化社会における情報とネットワークすなわちICTに関する基礎的事項の修得を
目指す。ITに関連する営業職種、新たにIT関連の職務に就く、IT関連の就職を希望する学生などを
対象に作られた、ITに関する基本となる知識・スキルを評価する認定プログラムであるCompTIA IT 
Fundamentalsの合格を目指し、ICT知識や技能を身につけることを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ ◯      

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経
営、会計・財務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術
を理解し、その技術を経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。
」「ビジネス社会において必要となる幅広い教養や基礎知識を修得している。」に沿って、本科目の到達
目標を以下のとおりとする。
・ビジネスにおけるICTの必要性とその活用例を説明できる。
・情報化社会の問題点・課題について説明できる。
・教材の小テスト問題を通じてCompTIA IT Fundamentalsレベルの基礎知識について説明できる（
ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、セキュリティ他）。

テキスト（教科書） 講義内でiPad用教材を配布
参考書および参考文献 講義内で適宜紹介します。

受講条件 必修科目
特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

普段から新聞や雑誌に目を通し、情報関連や経営・経済に関する用語に慣れ親しむようしておくこと。
各回の内容について、iPad教材資料に目を通し、予習をやっておくようにしてください（90分×15回）。 
各回のオンラインテストで分からなかった問題については、授業後、各自で復習して再テストを受けて
おくようにすること（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予
習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
各回のオンラインテスト、グループ演習レポート、期末試験で評価する。
期末試験：80％、授業で行うグループ演習レポート：10％、各回のオンラインテスト：10％で評価する。
評価項目 割合 評価基準
期末試験 80% 期末オンラインテストによって内容の理解度を評価する
演習レポート 10% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
各回のオンラインテスト 10% 各回のオンラインテストによって内容の理解度を評価する
   

授業の実施方法と授業計画

1回　（講義）ICTと現代社会　ユビキタスネット社会からIoT社会へ
2回　（講義）ICTが活用されるビジネス例（Eコマース）
3回　（講義）デジタル化とメディア表現
4回　（講義）著作権と情報モラル
5回　（講義・演習）PCの概要（グループワーク）
6回　（講義・演習）データの保存（グループワーク）
7回　（講義・演習）Webブラウザー（グループワーク）
8回　（講義・演習）CPUとメモリ（グループワーク）
9回　（講義・演習）プリンター、接続端子（グループワーク）
10回　（講義・演習）ディスプレイ、様々なデバイス（グループワーク）
11回　（講義・演習）Windowsシステムツール、Windowsのセキュリティ（グループワーク）
12回　（講義・演習）ネットワーク入門（グループワーク）
13回　（講義・演習）ネットワークの規格（グループワーク）
14回　（講義・演習）コンピューターの安全な運用とメンテナンス（グループワーク）
15回　（講義）まとめ（第1回～14回までの復習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参する
こと。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィ
ードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BADM1001
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57580
科目 5758 ICT入門（テクノロジ領域） 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代は情報化時代と言われているように企業、医療、福祉などビジネス社会のあらゆる業務に関する情
報がコンピュータや情報ネットワークを介して処理されているといっても過言ではない。このような社
会においては、情報を活用する利用者としてコンピュータやネットワークに関する基礎的事項の修得は
必要不可欠である。
　本講義では、情報化社会における情報とネットワークすなわちICTに関する基礎的事項の修得を
目指す。ITに関連する営業職種、新たにIT関連の職務に就く、IT関連の就職を希望する学生などを
対象に作られた、ITに関する基本となる知識・スキルを評価する認定プログラムであるCompTIA IT 
Fundamentalsの合格を目指し、ICT知識や技能を身につけることを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ ◯      

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経
営、会計・財務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術
を理解し、その技術を経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。
」「ビジネス社会において必要となる幅広い教養や基礎知識を修得している。」に沿って、本科目の到達
目標を以下のとおりとする。
・ビジネスにおけるICTの必要性とその活用例を説明できる。
・情報化社会の問題点・課題について説明できる。
・教材の小テスト問題を通じてCompTIA IT Fundamentalsレベルの基礎知識について説明できる（
ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、セキュリティ他）。

テキスト（教科書） 講義内でiPad用教材を配布
参考書および参考文献 講義内で適宜紹介します。

受講条件 必修科目
特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

普段から新聞や雑誌に目を通し、情報関連や経営・経済に関する用語に慣れ親しむようしておくこと。
各回の内容について、iPad教材資料に目を通し、予習をやっておくようにしてください（90分×15回）。 
各回のオンラインテストで分からなかった問題については、授業後、各自で復習して再テストを受けて
おくようにすること（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予
習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
各回のオンラインテスト、グループ演習レポート、期末試験で評価する。
期末試験：80％、授業で行うグループ演習レポート：10％、各回のオンラインテスト：10％で評価する。
評価項目 割合 評価基準
期末試験 80% 期末オンラインテストによって内容の理解度を評価する
演習レポート 10% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
各回のオンラインテスト 10% 各回のオンラインテストによって内容の理解度を評価する
   

授業の実施方法と授業計画

1回　（講義）ICTと現代社会　ユビキタスネット社会からIoT社会へ
2回　（講義）ICTが活用されるビジネス例（Eコマース）
3回　（講義）デジタル化とメディア表現
4回　（講義）著作権と情報モラル
5回　（講義・演習）PCの概要（グループワーク）
6回　（講義・演習）データの保存（グループワーク）
7回　（講義・演習）Webブラウザー（グループワーク）
8回　（講義・演習）CPUとメモリ（グループワーク）
9回　（講義・演習）プリンター、接続端子（グループワーク）
10回　（講義・演習）ディスプレイ、様々なデバイス（グループワーク）
11回　（講義・演習）Windowsシステムツール、Windowsのセキュリティ（グループワーク）
12回　（講義・演習）ネットワーク入門（グループワーク）
13回　（講義・演習）ネットワークの規格（グループワーク）
14回　（講義・演習）コンピューターの安全な運用とメンテナンス（グループワーク）
15回　（講義）まとめ（第1回～14回までの復習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参する
こと。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィ
ードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BADM1001

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 573A0
科目 573A ミクロ経済学 授業種別 週間授業
担当教員 渡辺　眞登 単位数 2
その他担当者  

授業概要

市場経済においては、商品やサービスの価格運動を通じて資源や労働が社会的に配分されてゆ
く。こうした市場の価格運動を規定している需要と供給、その背後にある消費者行動や生産者行
動を考察することがミクロ経済学の主要な目的となっている。具体的には、消費者行動における無
差別曲線の導出、最適消費点の決定、また生産者行動における価格変化と損益分岐点の導出など
いくつかの関連をなしている。本講義では、ミクロ経済学の方法およびその体系を完全競争市場
及び不完全競争市場＝独占段階を念頭に置いて考察することにする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎  ◯ ◯    

到達目標

受講学生が、
１、ミクロ経済学の体系的な概念を把握し、文章化できる。
２、消費者行動における無差別曲線の内容が説明できる。
３、所得変化や価格変化のモデルに対応して描ける。
４、利潤最大の生産量が導出できる。
５、完全競争市場と不完全競争市場の相違点が指摘できる。

テキスト（教科書） テキストは指定しない。
参考書および参考文献  
受講条件 講義の中での質問などにしっかり対応すること。私語を慎むこと。

事前・事後学修（内容・時間）

１、授業開始前までに前回のノート内容を再読・復習する（第２回～１４回/１５分程度）
２、前回までの授業内容から新たな疑問・質問を一つ以上考え、自分なりの回答を用意する（第2
　　回～１４回１５分程度）
３、１５回の授業回数の中で、2回以上のリポートを作成する（各６０分程度）
４、中間・期末テストの準備のための復習する（１００分以上）

成績評価
期末テスト・中間テストの評価、さらに授業での発表・態度を加味して判断します。
定期テスト：期末テスト５０％・中間テスト２０％
授業中の意見や発表内容：３０％
評価項目 割合 評価基準

定期テスト（中間・期末テスト） 中間20％
期末50％ 筆記試験で理解度を確認。

授業発表 30% 発表内容、オリジナリティーで評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

１　ガイダンス（講義）
２　ミクロ経済学（講義）
３　消費者行動（１）消費者計画（講義）
４　消費者行動（２）限界効用と限界代替率（講義）
５　消費者行動（３）所得変化（講義）
６　消費者行動（４）価格変化（講義）
７　生産者行動（１）利潤とその最大化（講義）
８　生産者行動（２）価格と費用（講義）
９　生産者行動（３）短期予測と長期予測（講義）
１０　完全競争（１）価格調整メカニズム（講義）
１１　完全競争（２）市場の安定化（講義）
１２　寡占および独占（講義）
１３　公共財（講義）
１４　国際貿易（講義）
１５　まとめ（講義）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。

受講生により提出されたリポート、質問用紙等については添削し、直接解答できるものは時間をか
けて説明します。また、授業中の質疑・応答については文章化し、受講学生のあいだで共有できる
ようにします。さらに中間・期末テストについては要望がある限りで解説し、受講生の今後の学習
に役立つよう指導します。

ナンバリング BAFM2015
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57350
科目 5735 マクロ経済学 授業種別 週間授業
担当教員 渡辺　眞登 単位数 2
その他担当者  

授業概要

失業やインフレーションなどこれまで様々な経済的な諸問題が生じる中で、国民所得の大きさが
近、現代における豊かさの一つの指標になってきました。では、国民所得とはどのような概念なの
か、国民所得を動かす要因はどのようなものなのか、本講義ではこうしたマクロ経済学の基本的な
諸課題を考察すると同時に、貨幣や信用、財政投融資などの諸範疇にも視野を広げて説明する。
また、バブル経済崩壊以後の日本における低成長、失われた十年など悲観的、否定的な経済動向
の中、これを打開しようと「アベノミクス」や「新しい資本主義」など、新たな経済政策も打ち出さ
れている。今進行中のこうした経済政策の内容や特徴についても新聞などを参考に具体的に解説
したい。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

受講学生が、
１、有効需要の原理を習得するなかで、戦後の経済成長にとってなぜこの経済理論が有効なのか
　　を説明できるようにする。
２、総需要における消費関数、投資関数の相違をモデル化する。
３、乗数理論が説明できる。
４、有効需要における政府の役割や税について文章化する。
５、金融政策における日銀の役割にかんする質疑に答える。

テキスト（教科書） なし
参考書および参考文献 拙著『ヨーロッパ貨幣学説史と現代』（梓出版社）
受講条件 講義の中での質問にしっかり対応すること。私語を慎むこと。

事前・事後学修（内容・時間）

１、授業開始前までに前回のノート内容を再読・復習する（第２回～１４回/１５分程度）
２、前回までの授業内容から新たな疑問・質問を一つ以上考え、自分なりの回答を用意する（第2
　　回～１４回１５分程度）
３、１５回の授業回数の中で、2回以上のリポートを作成する（各６０分程度）
４、中間・期末テストの準備のための復習する（１００分以上）

成績評価
期末テスト、中間テストの評価に授業での発表や授業態度を加味して判断します。
定期テスト：期末テスト５０％・中間テスト２０％
授業での質問や発表内容：３０％
評価項目 割合 評価基準

定期テスト（中間・期末テスト） 中間20％
期末50％ 筆記試験で理解度を確認。

授業発表 30% 発表内容・オリジナリティーを評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

1　ガイダンス（講義）
2　経済学の歴史と体系（１）ー資本主義経済とはー（講義】
3　経済学の歴史と体系（２）ースミスとリカードー（講義）
4  国民所得論（１）需要と供給、消費と生産（講義）
5  国民所得論（２）均衡国民所得（講義）
6  有効需要論（１）財市場の分析（講義）
7  有効需要論（２）乗数理論の解説（講義）
8  政府の機能　政府部門の導入と税（講義）
9  海外部門の導入（講義）
10 貨幣市場分析（１）キャピタルゲインと債券価格の決定（講義）
11 貨幣市場分析（２）金融政策と日本銀行（講義）
12 信用創造（講義）
13 労働市場（講義）
14 国際経済と為替理論（講義）
15 まとめ（講義）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。

受講生により提出されたリポート、質問用紙等については添削し、直接解答できるものは時間をか
けて説明します。また、授業中の質疑・応答については文章化し、受講学生のあいだで共有できる
ようにします。中間・期末テストについては要望がある限りで解説し、受講生の今後の学習に役立
つよう指導します。

ナンバリング BAFM3018
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57350
科目 5735 マクロ経済学 授業種別 週間授業
担当教員 渡辺　眞登 単位数 2
その他担当者  

授業概要

失業やインフレーションなどこれまで様々な経済的な諸問題が生じる中で、国民所得の大きさが
近、現代における豊かさの一つの指標になってきました。では、国民所得とはどのような概念なの
か、国民所得を動かす要因はどのようなものなのか、本講義ではこうしたマクロ経済学の基本的な
諸課題を考察すると同時に、貨幣や信用、財政投融資などの諸範疇にも視野を広げて説明する。
また、バブル経済崩壊以後の日本における低成長、失われた十年など悲観的、否定的な経済動向
の中、これを打開しようと「アベノミクス」や「新しい資本主義」など、新たな経済政策も打ち出さ
れている。今進行中のこうした経済政策の内容や特徴についても新聞などを参考に具体的に解説
したい。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

受講学生が、
１、有効需要の原理を習得するなかで、戦後の経済成長にとってなぜこの経済理論が有効なのか
　　を説明できるようにする。
２、総需要における消費関数、投資関数の相違をモデル化する。
３、乗数理論が説明できる。
４、有効需要における政府の役割や税について文章化する。
５、金融政策における日銀の役割にかんする質疑に答える。

テキスト（教科書） なし
参考書および参考文献 拙著『ヨーロッパ貨幣学説史と現代』（梓出版社）
受講条件 講義の中での質問にしっかり対応すること。私語を慎むこと。

事前・事後学修（内容・時間）

１、授業開始前までに前回のノート内容を再読・復習する（第２回～１４回/１５分程度）
２、前回までの授業内容から新たな疑問・質問を一つ以上考え、自分なりの回答を用意する（第2
　　回～１４回１５分程度）
３、１５回の授業回数の中で、2回以上のリポートを作成する（各６０分程度）
４、中間・期末テストの準備のための復習する（１００分以上）

成績評価
期末テスト、中間テストの評価に授業での発表や授業態度を加味して判断します。
定期テスト：期末テスト５０％・中間テスト２０％
授業での質問や発表内容：３０％
評価項目 割合 評価基準

定期テスト（中間・期末テスト） 中間20％
期末50％ 筆記試験で理解度を確認。

授業発表 30% 発表内容・オリジナリティーを評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

1　ガイダンス（講義）
2　経済学の歴史と体系（１）ー資本主義経済とはー（講義】
3　経済学の歴史と体系（２）ースミスとリカードー（講義）
4  国民所得論（１）需要と供給、消費と生産（講義）
5  国民所得論（２）均衡国民所得（講義）
6  有効需要論（１）財市場の分析（講義）
7  有効需要論（２）乗数理論の解説（講義）
8  政府の機能　政府部門の導入と税（講義）
9  海外部門の導入（講義）
10 貨幣市場分析（１）キャピタルゲインと債券価格の決定（講義）
11 貨幣市場分析（２）金融政策と日本銀行（講義）
12 信用創造（講義）
13 労働市場（講義）
14 国際経済と為替理論（講義）
15 まとめ（講義）
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。

受講生により提出されたリポート、質問用紙等については添削し、直接解答できるものは時間をか
けて説明します。また、授業中の質疑・応答については文章化し、受講学生のあいだで共有できる
ようにします。中間・期末テストについては要望がある限りで解説し、受講生の今後の学習に役立
つよう指導します。

ナンバリング BAFM3018

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57380
科目 5738 経営管理論 授業種別 週間授業
担当教員 上原　衞 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　現代社会では，組織を管理運営するための，適切な知識と方法を身につけておく必要がある．経
営管理は，組織の運営管理に関する学問分野であり，経営管理論の知識は，経営者のみならず組
織に参加するメンバーすべてにとって必要な知識である．
　本科目は，経営管理に関する基本的な概念を整理しながら，演習やディスカッションを通じて体
系的に理解することを目的とする．
　この科目は，当該授業内容に関する経営戦略・人的資源管理，組織論について，メガバンクの融
資企画部，グローバル企画室，人事部における実務経験を有する教員が，その経験を活かして講
義・演習を行う科目である．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎  ◯ ◯    

到達目標

ディプロマポリシーに沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
１．経営管理全体を理解し説明できる．
２．経営管理における組織デザイン，経営戦略について説明できる．
３．経営資源の活用について説明できる．
４．組織メンバーのモチベーション，リーダーシップについて理解し説明できる．
５．組織文化について説明できる．
６．日本企業ならびにグローバルな経営管理について理解し説明できる．

テキスト（教科書）
塩次喜代明・高橋伸夫・小林　敏男（著）「経営管理〔新版〕」有斐閣アルマ，2009年
ISBN 978-4-641-12375-5
また，講義で用いるパワーポイントをClassroomに掲載しておくので，それをコピーするなどして
授業に持参し，適宜メモを取ること．毎回必ずiPadを持参すること．

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布します．

受講条件 必修科目である。
「経営学入門」の単位を取得していることが望ましい．

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習：毎回，テキストの該当ページを読んで予習を行っておくこと．（第2～15回／60分から
90分）
事後学習：毎回，テキスト各章の末尾にある「演習問題」を用いて復習すること．（第1～15回／60
分から90分）
：毎回，講義資料ならびに講義中にとったメモを用いて復習すること．（第1～15回／60分から90
分）
：授業中に行った「リアクションペーパー」を復習すること. （第1～15回／60分程度）

成績評価
講義内の課題・リアクションペーパー，定期試験またはレポートによる総合評価を行う．
評価項目・評価割合
評価項目 割合 評価基準

課題・リアクションペーパー 50% 課題に対して適切な記載内容になっているか，また，十分な分量で記載さ
れているかを評価する．

定期試験またはレポート 50% 講義内容の理解度
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義・演習）イントロダクション，現代の企業社会・企業の発展と経営管理
第2回（講義・演習）経営管理の時代
第3回（講義・演習）経営管理の発展
第4回（講義・演習）組織のデザイン
第5回（講義・演習）経営戦略
第6回（講義・演習）経営資源の管理
第7回（講義・演習）組織間関係の管理
第8回（講義・演習）モチベーションと組織活性化（１）
第9回（講義・演習）モチベーションと組織活性化（２）
第10回（講義・演習）経営のリーダーシップ（１）
第11回（講義・演習）経営のリーダーシップ（２）
第12回（講義・演習）企業文化の創造と変革
第13回（講義・演習）日本の経営管理
第14回（講義・演習）グルーバル戦略
第15回（講義・演習）育てる経営の管理，まとめ

※課題・リアクションペーパーのフィードバックは授業にて行う．
※学生の理解度や要望により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAFM2002
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 573B0
科目 573B 経営情報管理論 授業種別 週間授業
担当教員 上原　衞 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本科目は，企業経営における情報に対する基本的な考え方と，新しい経営情報論の考え方につ
いて概説し，経営情報管理の知識を理解することを目的とする．加えて，近年急速に進展しつつあ
るDX（Digital Transformation）環境を踏まえた経営情報管理論を概説する．これによって，ビ
ジネスの世界における最新の経営情報の考え方と知識を理解し，身につけることを目的とする．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎  ◯ ◯    

到達目標

ディプロマポリシーに沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
１．情報通信技術（ICT）を活用し，経営情報の考え方や経営情報システムの特性を理解し説明で
きる．
２．現代のDX（Digital Transformation）環境において，責任感があり自律的な経営情報管理を
実践し社会に主体的・積極艇に貢献できる．

テキスト（教科書）
遠山暁・村田潔・古賀広志（著）「現代経営情報論」有斐閣アルマ，2023年
ISBN 978-4-641-22178-9
また，講義で用いるパワーポイントは，Classroomに掲載しておくので，それをコピーするなどして
授業に持参に，適宜メモを取ること．毎回必ずiPadを持参すること．

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布する．

受講条件
経営における情報の重要性について知識を深め身につけたいと考え，将来のキャリア形成に役立
てたいと考えていること．
ICT入門，経営システム基礎を受講していることが望ましい．

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習：毎回，テキストの該当ページを読んでおくこと．また，毎回，Classroomに掲載した講義
資料を読んで予習をしておくこと．（第2～15回／60分から90分）
事後学習：毎回，テキスト各章の末尾にある「練習問題」を用いて復習すること．（第1～15回／60
分から90分）
毎回，講義資料ならびに講義中にとったメモを用いて復習すること．（6第1～15回／0分から90
分）
：授業中に行った「リアクションペーパー」を復習すること. （第1～15回／60分程度）

成績評価
講義内の課題・リアクションペーパー，定期試験またはレポートによる総合評価を行う．
評価項目 割合 評価基準

課題・リアクションペーパー 50% 課題に対して適切な記載内容になっているか，また，十分な分量で記載さ
れているかを評価する．

定期試験またはレポート 50% 講義内容の理解度
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義・演習）イントロダクション，経営情報論とはなにか，経営情報論の基礎
第2回（講義・演習）経営情報論の基礎理論
第3回（講義・演習）
第4回（講義・演習）経営情報システム観の変遷
第5回（講義・演習）情報通信技術の進展と組織（１）
第6回（講義・演習）情報通信技術の進展と組織（２）
第7回（講義・演習）経営情報システムの設計・開発
第8回（講義・演習）経営情報システムの管理（ITガバナンス，情報セキュリティ）
第9回（講義・演習）情報通信技術を活用したビジネス・イノベーション
第10回（講義・演習）ネット・ビジネス
第11回（講義・演習）情報通信技術と組織コミュニケーション（１）
第12回（講義・演習）情報通信技術と組織コミュニケーション（２）
第13回（講義・演習）ビジネス・インテリジェンスとナレッジ・マネジメント
第14回（講義・演習）情報通信技術と社会，情報倫理（１）
第15回（講義・演習）情報通信技術と社会，情報倫理（２），まとめ

※課題・リアクションペーパーのフィードバックは授業内で行う．
※学生の理解度や要望により講義内容を変更することもある．

ナンバリング BAFM2016
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 573B0
科目 573B 経営情報管理論 授業種別 週間授業
担当教員 上原　衞 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本科目は，企業経営における情報に対する基本的な考え方と，新しい経営情報論の考え方につ
いて概説し，経営情報管理の知識を理解することを目的とする．加えて，近年急速に進展しつつあ
るDX（Digital Transformation）環境を踏まえた経営情報管理論を概説する．これによって，ビ
ジネスの世界における最新の経営情報の考え方と知識を理解し，身につけることを目的とする．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎  ◯ ◯    

到達目標

ディプロマポリシーに沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
１．情報通信技術（ICT）を活用し，経営情報の考え方や経営情報システムの特性を理解し説明で
きる．
２．現代のDX（Digital Transformation）環境において，責任感があり自律的な経営情報管理を
実践し社会に主体的・積極艇に貢献できる．

テキスト（教科書）
遠山暁・村田潔・古賀広志（著）「現代経営情報論」有斐閣アルマ，2023年
ISBN 978-4-641-22178-9
また，講義で用いるパワーポイントは，Classroomに掲載しておくので，それをコピーするなどして
授業に持参に，適宜メモを取ること．毎回必ずiPadを持参すること．

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布する．

受講条件
経営における情報の重要性について知識を深め身につけたいと考え，将来のキャリア形成に役立
てたいと考えていること．
ICT入門，経営システム基礎を受講していることが望ましい．

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習：毎回，テキストの該当ページを読んでおくこと．また，毎回，Classroomに掲載した講義
資料を読んで予習をしておくこと．（第2～15回／60分から90分）
事後学習：毎回，テキスト各章の末尾にある「練習問題」を用いて復習すること．（第1～15回／60
分から90分）
毎回，講義資料ならびに講義中にとったメモを用いて復習すること．（6第1～15回／0分から90
分）
：授業中に行った「リアクションペーパー」を復習すること. （第1～15回／60分程度）

成績評価
講義内の課題・リアクションペーパー，定期試験またはレポートによる総合評価を行う．
評価項目 割合 評価基準

課題・リアクションペーパー 50% 課題に対して適切な記載内容になっているか，また，十分な分量で記載さ
れているかを評価する．

定期試験またはレポート 50% 講義内容の理解度
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義・演習）イントロダクション，経営情報論とはなにか，経営情報論の基礎
第2回（講義・演習）経営情報論の基礎理論
第3回（講義・演習）
第4回（講義・演習）経営情報システム観の変遷
第5回（講義・演習）情報通信技術の進展と組織（１）
第6回（講義・演習）情報通信技術の進展と組織（２）
第7回（講義・演習）経営情報システムの設計・開発
第8回（講義・演習）経営情報システムの管理（ITガバナンス，情報セキュリティ）
第9回（講義・演習）情報通信技術を活用したビジネス・イノベーション
第10回（講義・演習）ネット・ビジネス
第11回（講義・演習）情報通信技術と組織コミュニケーション（１）
第12回（講義・演習）情報通信技術と組織コミュニケーション（２）
第13回（講義・演習）ビジネス・インテリジェンスとナレッジ・マネジメント
第14回（講義・演習）情報通信技術と社会，情報倫理（１）
第15回（講義・演習）情報通信技術と社会，情報倫理（２），まとめ

※課題・リアクションペーパーのフィードバックは授業内で行う．
※学生の理解度や要望により講義内容を変更することもある．

ナンバリング BAFM2016

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57300
科目 5730 経営ビジネス講座 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者 鈴木　宏幸

授業概要

現在の日本の経済・産業は、グローバル化,デジタル化の中で大きな変貌をとげつつある。本講座で
は、ふだんの講義では聴けない、生きた学問を、日々企業活動に取り組まれている方がたからお話を
伺うことにより、現実の企業・産業について理解を深めることを目的としている。外部からお招きする
講師がたずさわっておられる業種分野は種々様々であるが、特長ある企業あるいは経営方式がユニー
クである企業の方に講師をお願いしている。
この講義は、次の二つの講義がワンセットとして構成される。
①教師がお招きする講師の企業や業界,あるいは関連する知識について講義をする。教師の講義の狙
いは、企業環境、企業、関係業界、さらに関連する経営知識について予備知識を与え、問題意識を持た
せることである。
②講師から直接にお話を聞き、企業経営や業界の諸問題　について理解を深める。また、質疑応答の
時間を設けているので積極的に質問することを強く要請する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標
①招聘講師の講義内容を理解しその要点をまとめることができる
②①でまとめたことに対して自己の主張を提示しその内容を説明できる
③事前講義の内容と講師の講義内容を結びつけて説明できる

テキスト（教科書）
テキスト：毎回、教師が資料を用意し、配布する。あるいは、Classroomの講義ファイルを参照するこ
と。
参考文献：なし

参考書および参考文献 なし
受講条件 必修科目。

事前・事後学修（内容・時間）
各回の講義で提示されたレポート課題に取り組む（第1～15回／90分程度）
各回の講義内容を配付資料等を確認し、講義内容に関連する情報を日本経済新聞などの新聞やイン
ターネットにより政治・経済で調べてまとめる。分からない内容については各自調べておく（第1～15
回／90分程度）

成績評価
各回の講義にて提示されるレポートの点数（10点満点）の合計点（100点満点換算）で評価する。
なお、欠席したテーマについては0点となる。
また、欠席回数が5回を超えると、失格となる。
詳細については、ガイダンス時に説明する。
評価項目 割合 評価基準
課題（各コマごとの）に対する内容の
理解度 80% １５回の各コマごとの課題対する理解度の成績の集計と最終まとめ(１回）

の成績の合計
課題レポートにおける提案意見のユ
ニークさ 20% １５回の各コマごとの課題対する提案意見のユニークさの成績の集計と最

終まとめ(１回）の成績の合計
   
   

授業の実施方法と授業計画

教師が分担してＡ社からE社までの合計５社の経営に関する学習を通して授業を展開する。
各回において、レポートの提出を求める。提出物に対するフィードバックのコメントをつけて次回の授
業の最後に返却をする。
第１回　（講義）ガイダンス
第２回　（講義）公正取引委員会の事前学習ゼミナール
第３回　（講義）独占禁止法教室（公正取引委員会中部事業所）
第４回　（講義）Ａ社の事前学習ゼミナール
第５回　（講義）Ａ社のお話と質疑応答
第６回　（講義）Ｂ社の事前学習ゼミナール
第７回　（講義）Ｂ社のお話と質疑応答
第８回　（講義）Ｃ社の事前学習ゼミナール
第９回　（講義）Ｃ社のお話と質疑応答
第10回　（講義）Ｄ社の事前学習ゼミナール
第11回　（講義）Ｄ社のお話と質疑応答
第12回　（講義）Ｅ社の事前学習ゼミナール
第13回　（講義）Ｅ社のお話と質疑応答
第14回　（講義）経営者に学ぶ企業経営の諸問題
第15回　（講義）経営者と企業経営

外部講師の都合により、変更することがあります。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフ
ィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 573C0
科目 573C マーケティングマネジメント 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　私たちの日常生活は，マーケティングを見たり，聞いたり，触ったりすることによって成り立ってい
る。ソーシャル・メディアを通じて提供される様々な情報，テレビや雑誌で目にするカラフルで楽し
げな広告，次々に発売される新製品，華やかな表通りのブランドショップ，街角でのキャンペーングッ
ズの配布。これらを支えているのは，マーケティングの論理である。
　本講義では，「マーケティング入門」で学修したことをもとに，企業経営におけるマーケティング
の実例やケーススタディを通じて，マーケティングの基礎的概念や理論を理解することを目的として
いる。特に商品の特性や業界内でのポジション等によって変化するマーケティングを捉えるととも
に，マーケティングのマネジメントに関する考察力を養う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎   

到達目標
・マーケティングの基礎概念・理論を理解し，説明できる。
・マーケティングの理論に基づき，実際の企業活動の特性・競争優位性について分析・説明できる。
・現実の企業のマーケティング活動に関心を持ち，身近な問題として考える習慣を身につける。

テキスト（教科書） なし（毎回レジュメを用意し、クラスルームにて配布する）
参考書および参考文献 授業中に適宜紹介する

受講条件 必修科目。「マーケティング入門」の内容を十分に理解していること。同科目の知識を所与のものと
して進行する点に注意。

事前・事後学修（内容・時間）

インターネットや新聞の記事などからヒット商品の情報を収集し，それらがなぜ売れているかを考
えておく（2時間）
毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（1時間×15回）
講義中に配布する資料（事例紹介の記事等）を読み，小テストにむけて復習しておく（1時間×15
回）

成績評価
＊授業の内容がどの程度理解できているのかを授業終了後の小テスト（感想文），期末試験で評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30
分を超えた早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため
注意（正当な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準
小テスト（感想文） 40% 講義内容の理解度を確認する。
期末試験 60% 課題に対する適切な内容・記述になっているのかを評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

ケーススタディを軸にした授業を計画している。
第1回　（講義と演習）ガイダンス　マーケティングマネジメント
第2回　（講義と演習）新商品開発への集中化モデル
第3回　（講義と演習）商品の本質価値とマーケティング管理
第4回　（講義と演習）チェーン店台頭による卸売業の業態転換
第5回　（講義と演習）サプライチェーン再編成によるチャネル開発
第6回　（講義と演習）全方位型チャネルリーダー
第7回　（講義と演習）日本型ホスピタリティ
第8回　（講義と演習）日本産農作物ベンチャー企業
第9回　（講義と演習）社会的課題を解決するソーシャルビジネス
第10回　（講義と演習）グローバル化とベンチャー企業
第11回　（講義と演習）日本における起業の実態とベンチャー企業
第12回　（講義と演習）ベンチャー企業の創造と経営支援
第13回　（講義と演習）コロナウイルスによる環境変化とベンチャー企業
第14回　（講義と演習）倫理的消費者
第15回　（講義）振り返りとまとめ
第16回　　期末試験
＊ただし，受講学生の理解度や習熟度により進め方の変更があり得る

【課題に対するフィードバックについて】
●各回実施予定の小テストに対するフィードバック：小テスト実施後に，解説を行う。
●ケーススタディに対するフィードバック：採点後に全体の傾向を踏まえて解説を行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 573C0
科目 573C マーケティングマネジメント 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　私たちの日常生活は，マーケティングを見たり，聞いたり，触ったりすることによって成り立ってい
る。ソーシャル・メディアを通じて提供される様々な情報，テレビや雑誌で目にするカラフルで楽し
げな広告，次々に発売される新製品，華やかな表通りのブランドショップ，街角でのキャンペーングッ
ズの配布。これらを支えているのは，マーケティングの論理である。
　本講義では，「マーケティング入門」で学修したことをもとに，企業経営におけるマーケティング
の実例やケーススタディを通じて，マーケティングの基礎的概念や理論を理解することを目的として
いる。特に商品の特性や業界内でのポジション等によって変化するマーケティングを捉えるととも
に，マーケティングのマネジメントに関する考察力を養う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎   

到達目標
・マーケティングの基礎概念・理論を理解し，説明できる。
・マーケティングの理論に基づき，実際の企業活動の特性・競争優位性について分析・説明できる。
・現実の企業のマーケティング活動に関心を持ち，身近な問題として考える習慣を身につける。

テキスト（教科書） なし（毎回レジュメを用意し、クラスルームにて配布する）
参考書および参考文献 授業中に適宜紹介する

受講条件 必修科目。「マーケティング入門」の内容を十分に理解していること。同科目の知識を所与のものと
して進行する点に注意。

事前・事後学修（内容・時間）

インターネットや新聞の記事などからヒット商品の情報を収集し，それらがなぜ売れているかを考
えておく（2時間）
毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（1時間×15回）
講義中に配布する資料（事例紹介の記事等）を読み，小テストにむけて復習しておく（1時間×15
回）

成績評価
＊授業の内容がどの程度理解できているのかを授業終了後の小テスト（感想文），期末試験で評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30
分を超えた早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため
注意（正当な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準
小テスト（感想文） 40% 講義内容の理解度を確認する。
期末試験 60% 課題に対する適切な内容・記述になっているのかを評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

ケーススタディを軸にした授業を計画している。
第1回　（講義と演習）ガイダンス　マーケティングマネジメント
第2回　（講義と演習）新商品開発への集中化モデル
第3回　（講義と演習）商品の本質価値とマーケティング管理
第4回　（講義と演習）チェーン店台頭による卸売業の業態転換
第5回　（講義と演習）サプライチェーン再編成によるチャネル開発
第6回　（講義と演習）全方位型チャネルリーダー
第7回　（講義と演習）日本型ホスピタリティ
第8回　（講義と演習）日本産農作物ベンチャー企業
第9回　（講義と演習）社会的課題を解決するソーシャルビジネス
第10回　（講義と演習）グローバル化とベンチャー企業
第11回　（講義と演習）日本における起業の実態とベンチャー企業
第12回　（講義と演習）ベンチャー企業の創造と経営支援
第13回　（講義と演習）コロナウイルスによる環境変化とベンチャー企業
第14回　（講義と演習）倫理的消費者
第15回　（講義）振り返りとまとめ
第16回　　期末試験
＊ただし，受講学生の理解度や習熟度により進め方の変更があり得る

【課題に対するフィードバックについて】
●各回実施予定の小テストに対するフィードバック：小テスト実施後に，解説を行う。
●ケーススタディに対するフィードバック：採点後に全体の傾向を踏まえて解説を行う。

ナンバリング BAFM2017

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58050
科目 5805 経営戦略論 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

経営戦略とは、企業等が競争環境の中で持続的に生き残りを図る方針、またはその戦略のことであ
る。現代はグローバル化・デジタル化・多様性などの社会変化が著しい中で、ますます、経営戦略の
重要性が高まっている。企業等も個人も経営戦略を理解し考察することは、様々な局面で有用性が
高い。本講義では、経営戦略の理論や概念ばかりでなく、具体的で豊富な事例等から学修するととも
に、実際の企業活動等の内容研究を通して、経営戦略論の基礎スキルを習得できるように講義を進め
る。
全15回講義の中間地点で事前に作成した課題を発表し、相互意見交換を行い、フィードバックする。
この科目は当該授業内容に関する経営戦略の立案と実践の実務経験を有する教員等がその経験を活
かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

・企業と環境の関係を理解できている。
・経営戦略の全体像を理解できている。
　特に、企業の基本戦略/競争優位性、ポジショニング・アプローチ、リソース・ベースト・ビューの概
要について理解できている。
・経営戦略論における分析フレームワークを用いて、産業・企業の分析ができる。
・企業・産業における動きについて、経営戦略論の視点から分析し、説明できる。
・今日的なデジタル戦略やSDGsに関する戦略を理解している。

テキスト（教科書） 『よくわかる経営戦略論』、井上善海・佐久間信夫 編著、ミネルヴァ書房
ISBN978-4-623-05069-7

参考書および参考文献 特になし。
受講条件 受講予定者は、第1回講義に必ず出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：テキストの指定個所を読む（各60分×15回）
・事後学習
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。（90分×15回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向について
の情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
・課題の提出（30％）、定期試験（70％）
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 30% 課題に対する適切な記述になっているのかを評価する。
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

テキストに加えて、毎回授業で配布する講義資料に沿って、基本的な理論に紐づけながら事例ケース
等を通じて経営戦略の基本の修得を図る。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニクイズテストを実施する。

第１回（講義）ガイダンス、講義の概要
第２回（講義）経営戦略の概念と体系（主要な2つのアプローチ論の概要を含む）
第３回（講義）製品市場戦略と多角化の理解
第４回（講義）資源展開戦略とプロダクト・ポートフォリオ・マネジメントの理解
第５回（講義）競争戦略と競争優位性の理解
第６回（講義）リソース・ベースト・ビューと知識創造の理解
第７回（講義）経営戦略と組織展開
第８回（講義）Ｍ＆Ａ
第９回（講義）課題の発表と意見交換、フィードバック
第１０回（講義）デジタル戦略
第１１回（講義）グローバル戦略
第１２回（講義）SDGｓと経営戦略
第１３回（講義）スタートアップ戦略
第１４回（講義）イノベーション戦略
第１５回（講義）まとめ

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。
ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3011
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58110
科目 5811 組織行動論 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

組織行動論とは、組織の中の人間行動を探るものである。主な内容は、組織におけるリーダシッ
プ・マネジメント・動機付け・モチベーションなどの多様な人間行動について研究・修得することを
図る。ここでは、組織行動論の理論や概念ばかりでなく、具体的で豊富な事例等から学修するとと
もに、ケースタディを通じたグループ討議などを通して、実際に自分自身のこととして将来活用で
きるような知見を身に着けるように努める。全15回講義の中間地点で課題を発表し、相互意見交
換を行い、フィードバックする。
この科目は当該授業内容に関する組織行動及び人事組織マネジメントの立案と実践の実務経験を
有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◯ ◎  ◯  

到達目標 1. 組織行動論の基本的な理論を習得する
2. 理論を用いて，身の回りの組織を分析・理解・説明できるようになる

テキスト（教科書） 『組織行動』、鈴木竜太・服部泰宏 著、「有斐閣」有斐閣ストゥディア
ISBN978-4-641-15066-9

参考書および参考文献 特になし。
受講条件 受講予定者は、第1回講義に必ず出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：テキストの指定個所を読む（各90分）
・事後学習
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。（90分×15
回）
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向につ
いての情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
・課題の提出（30％）、定期試験（70％）
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 30% 課題に対する適切な記述になっているのかを評価する。
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

テキストに加えて、毎回授業で配布する講義資料に沿って、基本的な理論に紐づけながら事例ケー
ス等を通じて組織行動の基本の修得を図る。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニクイズテストを実施する。

第1回（講義） ガイダンス、講義の概要
第2回（講義）モチベーション論
第3回（講義）動機付けとやりがい
第4回（講義）やる気と評価
第5回（講義）ケーススタディ：モチベーション
第6回（講義） リーダーシップ論
第7回（講義） リーダーシップとマネジメント
第8回（講義）ケーススタディ：モチベーション
第9回（講義）課題の発表と意見交換、フィードバック
第10回（講義）組織社会／組織と個人
第11回（講義）ケーススタディ：組織における個人
第12回（講義）組織文化とコミットメント
第13回（講義）組織アイデンティティ
第14回（講義） 職場ストレスとメンタルヘルス
第15回（講義）まとめ

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

ナンバリング BAGM3014
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58110
科目 5811 組織行動論 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

組織行動論とは、組織の中の人間行動を探るものである。主な内容は、組織におけるリーダシッ
プ・マネジメント・動機付け・モチベーションなどの多様な人間行動について研究・修得することを
図る。ここでは、組織行動論の理論や概念ばかりでなく、具体的で豊富な事例等から学修するとと
もに、ケースタディを通じたグループ討議などを通して、実際に自分自身のこととして将来活用で
きるような知見を身に着けるように努める。全15回講義の中間地点で課題を発表し、相互意見交
換を行い、フィードバックする。
この科目は当該授業内容に関する組織行動及び人事組織マネジメントの立案と実践の実務経験を
有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◯ ◎  ◯  

到達目標 1. 組織行動論の基本的な理論を習得する
2. 理論を用いて，身の回りの組織を分析・理解・説明できるようになる

テキスト（教科書） 『組織行動』、鈴木竜太・服部泰宏 著、「有斐閣」有斐閣ストゥディア
ISBN978-4-641-15066-9

参考書および参考文献 特になし。
受講条件 受講予定者は、第1回講義に必ず出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：テキストの指定個所を読む（各90分）
・事後学習
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。（90分×15
回）
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向につ
いての情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
・課題の提出（30％）、定期試験（70％）
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 30% 課題に対する適切な記述になっているのかを評価する。
定期試験 70% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

テキストに加えて、毎回授業で配布する講義資料に沿って、基本的な理論に紐づけながら事例ケー
ス等を通じて組織行動の基本の修得を図る。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニクイズテストを実施する。

第1回（講義） ガイダンス、講義の概要
第2回（講義）モチベーション論
第3回（講義）動機付けとやりがい
第4回（講義）やる気と評価
第5回（講義）ケーススタディ：モチベーション
第6回（講義） リーダーシップ論
第7回（講義） リーダーシップとマネジメント
第8回（講義）ケーススタディ：モチベーション
第9回（講義）課題の発表と意見交換、フィードバック
第10回（講義）組織社会／組織と個人
第11回（講義）ケーススタディ：組織における個人
第12回（講義）組織文化とコミットメント
第13回（講義）組織アイデンティティ
第14回（講義） 職場ストレスとメンタルヘルス
第15回（講義）まとめ

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

ナンバリング BAGM3014

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58130
科目 5813 人的資源管理論 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　本講義では，人的資源管理の基本的な知識を学び，実際の組織を理解，分析する能力を培うこ
とを目的としています．企業をはじめとする組織は，ヒト・モノ・カネ・情報といった経営資源を活
用して組織目標の達成を目指しています．特にヒトはその組織が成功するか否かの鍵を握っていま
す．ヒトは他の経営資源とは異なり，自分で思考し，学習する能力を持つ。ヒトを適切にマネジメン
トすることができれば，組織のために大いに貢献してくれるし，その能力を伸ばしていくことも可
能です．この講義では，ヒトのマネジメントについての理論や実際の組織の実践について学習しま
す．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ 〇    

到達目標
・人的資源管理論の基本的な理論を解説できる．
・理論を用いて，身の回りの組織における人的資源管理を分析・理解・説明できる．
・現代の社会で特に考慮しなければならなくなった，「高齢者雇用」，「ダイバーシティ」，「国際人
事」などについて理解し，説明できる．

テキスト（教科書） 西村孝史・島貫智行・西岡由美（編著）「1からの人的資源管理」碩学舎，2022年
ISBN-13:978-4502407017

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布します．
受講条件 特になし．

事前・事後学修（内容・時間）
事前学習：毎回，テキストの該当ページを熟読し、分からない言葉の意味を調べておく．（90分程
度）
事後学習：毎回，講義ノートに講義で学んだ内容をまとめる．（90分程度）

成績評価
課題，定期試験による総合評価を行う．
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは，減点の対象とする場合があります．
評価項目 割合 評価基準

課題の提出 30% 講義内容の理解度，課題に対する適切な記述になっているのかを評価す
る．

期末試験 70% 講義内容の理解度
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義）人的資源管理とは何か
第2回（講義）組織構造・職場マネジメント
第3回（講義）日本的経営の成り立ち
第4回（講義・演習）社員区分制度と格付け制度
第5回（講義）採用・定着
第6回（講義）評価
第7回（講義）配置・異動
第8回（講義・演習）人材育成とキャリア
第9回（講義）報酬管理
第10回（講義・演習）退職管理・雇用調整
第11回（講義）労働時間管理
第12回（講義）健康経営・安全衛生
第13回（講義）労使関係
第14回（講義）ダイバーシティと多様な働き方
第15回（講義）国際人事

※課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．
※学生の理解度や要望により授業計画を変更することもあります．

ナンバリング BAHM3001
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 572A0
科目 572A コンピュータの基礎 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本科目では，「ICTと現代社会」で学んだ知識を背景に，コンピュータに関するより具体的な知識や技術を獲得するた
めの講義・実習を行う．コンピュータ（PC）のサービスを利用可能にするまでの一連の流れを理解すると同時に，実機
実習を通じて体験してみることで，ハードウェア，ソフトウェア，ネットワークやプロトコルなど，ICTの基礎的な知識
を習得する．個人のPCの管理や周辺機器（プリンタや無線AP）の設定・接続，組織内でのPC利用の際にも，本講義で
学んだ知識を活用できることを目標とする．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標

・コンピュータを構成するハードウェアについて説明することができる
・コンピュータの基本ソフト（OS）の基本的な機能を説明することができる
・コンピュータのセットアップ（OSインストール，アプリケーションインストール，ユーザーアカウント作成，ネットワー
ク接続，セキュリティ設定，他）ができる
・周辺機器をセットアップし，コンピュータと接続することができる
・自分の環境（個人所有PC）の管理に学んだ知識を生かすことができる

テキスト（教科書）
開講時に指示する．
また，教員作成の資料を学内LANのPublicフォルダあるいはClassroomで配布するため，毎回必ず iPad を持参する
こと．

参考書および参考文献 適宜，授業中に案内する．

受講条件 特になし．
1年必修科目「ICTと現代社会」で学んだ知識に基づく授業のため，必ず復習しておくこと．

事前・事後学修（内容・時間）

授業時間以外の時間も使って，与えられた課題に積極的に取り組むこと．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所について事前に調査しておくこと（図書館，インターネット）．
事前に情報を得ておくことは，講義内容についての理解を深める手助けとなる．（各回分1時間程度，計15時間相当）

復習）授業終了後は，その回の内容について各自でまとめノートを作成すること．教員による板書や配布プリント等
の資料だけで満足せず，自らが理解した内容をテキスト・図・表として整理することで，知識を定着させることができ
る．さらに，学んだ知識を基にあらためて調査（情報収集）を行ってみること．予習ではよくわからなかった記述も，
講義後には理解できる箇所が増えているはずである．様々な情報に触れることで，知識の幅を広げることができる．
授業内に終わらせることができなかった演習があった場合は，次回の授業前までに終わらせておくこと（各回分2時間
程度，計30時間相当）

成績評価
課題・実習レポート提出（50%），小テスト（10%），定期試験（40%）の結果から評価する．
原則として毎回出席すること．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
課題・実習レポート 50% 課題の指示に対して適切な内容のレポートになっているか評価する
小テスト 10% 筆記試験により講義・実習内容の理解度を確認する
定期試験 40% 筆記試験により講義・実習内容の理解度を確認する
   

授業の実施方法と授業計画

講義と実機実習により授業を行う．実習はグループ形式で実施する（履修登録学生数によって変わることがある）．

第 01 回　ガイダンス
　　　　（講義）ハードウェア　5大装置（１）概要
第 02 回　（講義）ハードウェア　5大装置（２）メモリ，補助記憶装置，入出力装置，インターフェース
第 03 回　（講義）ソフトウェア　ソフトウェアの種類，ライセンス
第 04 回　（講義）ソフトウェア　ファイルシステム，パス
第 05 回　（講義）ネットワーク　ネットワーク機器，IPアドレス
第 06 回　（講義）ネットワーク　ドメイン名，無線LAN
第 07 回　（講義・演習）コンピュータのセットアップ（１）BIOS，OS（グループワーク）
第 08 回　（講義・演習）コンピュータのセットアップ（２）ネットワーク接続，サーバ接続（グループワーク）
第 09 回　（講義・演習）コンピュータのセットアップ（３）アプリケーション（グループワーク）
第 10 回　（講義・演習）コンピュータの管理（１）コントロールパネル（グループワーク）
第 11 回　（講義・演習）コンピュータの管理（２）周辺機器の接続（グループワーク）
第 12 回　（講義・演習）コンピュータの管理（３）ログ確認，システムの復元，システム管理スクリプト（グループワ
ーク）
第 13 回　（講義・演習）スマートデバイスの利用（グループワーク）
第 14 回　（演習）コンピュータの再セットアップ（１）（グループワーク）
第 15 回　（演習）コンピュータの再セットアップ（２）（グループワーク）

なお，適宜セキュリティに関する説明（ユーザー認証，アクセス管理，ウイルス対策，ネットワークセキュリティ）を行
う．

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるい
はメールを用いて個別コメント（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BADM2002
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 572A0
科目 572A コンピュータの基礎 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本科目では，「ICTと現代社会」で学んだ知識を背景に，コンピュータに関するより具体的な知識や技術を獲得するた
めの講義・実習を行う．コンピュータ（PC）のサービスを利用可能にするまでの一連の流れを理解すると同時に，実機
実習を通じて体験してみることで，ハードウェア，ソフトウェア，ネットワークやプロトコルなど，ICTの基礎的な知識
を習得する．個人のPCの管理や周辺機器（プリンタや無線AP）の設定・接続，組織内でのPC利用の際にも，本講義で
学んだ知識を活用できることを目標とする．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標

・コンピュータを構成するハードウェアについて説明することができる
・コンピュータの基本ソフト（OS）の基本的な機能を説明することができる
・コンピュータのセットアップ（OSインストール，アプリケーションインストール，ユーザーアカウント作成，ネットワー
ク接続，セキュリティ設定，他）ができる
・周辺機器をセットアップし，コンピュータと接続することができる
・自分の環境（個人所有PC）の管理に学んだ知識を生かすことができる

テキスト（教科書）
開講時に指示する．
また，教員作成の資料を学内LANのPublicフォルダあるいはClassroomで配布するため，毎回必ず iPad を持参する
こと．

参考書および参考文献 適宜，授業中に案内する．

受講条件 特になし．
1年必修科目「ICTと現代社会」で学んだ知識に基づく授業のため，必ず復習しておくこと．

事前・事後学修（内容・時間）

授業時間以外の時間も使って，与えられた課題に積極的に取り組むこと．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所について事前に調査しておくこと（図書館，インターネット）．
事前に情報を得ておくことは，講義内容についての理解を深める手助けとなる．（各回分1時間程度，計15時間相当）

復習）授業終了後は，その回の内容について各自でまとめノートを作成すること．教員による板書や配布プリント等
の資料だけで満足せず，自らが理解した内容をテキスト・図・表として整理することで，知識を定着させることができ
る．さらに，学んだ知識を基にあらためて調査（情報収集）を行ってみること．予習ではよくわからなかった記述も，
講義後には理解できる箇所が増えているはずである．様々な情報に触れることで，知識の幅を広げることができる．
授業内に終わらせることができなかった演習があった場合は，次回の授業前までに終わらせておくこと（各回分2時間
程度，計30時間相当）

成績評価
課題・実習レポート提出（50%），小テスト（10%），定期試験（40%）の結果から評価する．
原則として毎回出席すること．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
課題・実習レポート 50% 課題の指示に対して適切な内容のレポートになっているか評価する
小テスト 10% 筆記試験により講義・実習内容の理解度を確認する
定期試験 40% 筆記試験により講義・実習内容の理解度を確認する
   

授業の実施方法と授業計画

講義と実機実習により授業を行う．実習はグループ形式で実施する（履修登録学生数によって変わることがある）．

第 01 回　ガイダンス
　　　　（講義）ハードウェア　5大装置（１）概要
第 02 回　（講義）ハードウェア　5大装置（２）メモリ，補助記憶装置，入出力装置，インターフェース
第 03 回　（講義）ソフトウェア　ソフトウェアの種類，ライセンス
第 04 回　（講義）ソフトウェア　ファイルシステム，パス
第 05 回　（講義）ネットワーク　ネットワーク機器，IPアドレス
第 06 回　（講義）ネットワーク　ドメイン名，無線LAN
第 07 回　（講義・演習）コンピュータのセットアップ（１）BIOS，OS（グループワーク）
第 08 回　（講義・演習）コンピュータのセットアップ（２）ネットワーク接続，サーバ接続（グループワーク）
第 09 回　（講義・演習）コンピュータのセットアップ（３）アプリケーション（グループワーク）
第 10 回　（講義・演習）コンピュータの管理（１）コントロールパネル（グループワーク）
第 11 回　（講義・演習）コンピュータの管理（２）周辺機器の接続（グループワーク）
第 12 回　（講義・演習）コンピュータの管理（３）ログ確認，システムの復元，システム管理スクリプト（グループワ
ーク）
第 13 回　（講義・演習）スマートデバイスの利用（グループワーク）
第 14 回　（演習）コンピュータの再セットアップ（１）（グループワーク）
第 15 回　（演習）コンピュータの再セットアップ（２）（グループワーク）

なお，適宜セキュリティに関する説明（ユーザー認証，アクセス管理，ウイルス対策，ネットワークセキュリティ）を行
う．

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるい
はメールを用いて個別コメント（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BADM2002

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57490
科目 5749 データサイエンス概論 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

サイエンスとは，ある分野を対象として科学的な方法により知識体型を築く活動のことをいう．このことからデータサイエン
スとは，データを科学的に扱うことである．つまり，科学的な方法（データの収集，可視化，分析と解析，評価，考察）により，
データを処理し，意思決定や行動に役立たせることである．
IT技術の進歩により，企業は多種多様なデータをリアルタイムで入手することが可能となった．ビジネスの分野（マーケティ
ング，経営，広告など）においては，この膨大なデータからデータ分析・解析を行い，問題発見・解決手法の提案をする力が求
められる．これからの社会では，データサイエンスは必須のスキルとなりつつある．

本講義では，データサイエンスの基礎・基本である統計学（データを分析・解析），機械学習（データを分類・データから予
測）について説明する．また，演習を交え分析・解析力を鍛える．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

現代のビジネスでは，経験や感ではなく，実際のデータにもとづく意思決定が求めらている．そこで目的達成に向けた本講義
の到達目標を以下の通りとする．

・基本的用語について説明ができる
・パラメトリックとノンパラメトリックの違いを説明できる
・統計学的仮説検定の流れが説明できる
・2群間のデータに差があるかどうかの仮説検定を行うことができる
・機械学習を行うことができる
・分析結果・学習結果から説明することができる

テキスト（教科書）
レジュメを配布する
※講義資料は，LMSを通じて配布する
※科目履修生は適宜個別に対応する

参考書および参考文献

増井敏克: “RとPythonで学ぶ統計学入門”, オーム社, 2021.5.27., 978-4-274-22705-9
森巧尚: “Python3年生 機械学習のしくみ 体験してわかる！会話でまなべる！”, 翔泳社, 2021.12.6.,  978-4-7981-6657-5
阿部真人:”データ分析に必須の知識・考え方　統計学入門”, ソシム, 2021.11.27., 978-4-8026-1319-4
石村貞夫:”入門はじめての統計解析”, 東京図書, 2006.11.1., 978-4-489-00746-0
羽山博: “やさしく学ぶ データ分析に必要な統計の教科書”, 978-4-295-00365-6

受講条件
＜選択科目＞
アンケート調査やマーケティング，人工知能(AI)に興味がある学生は履修を強く勧める．
また，演習で実際に処理を行うため，基礎的なPC操作に関しては修得していることが望ましい．

事前・事後学修（内容・時間）

（事前学習）
・講義資料を熟読する（90分×15回）
・テーマに関連する基礎的な数学知識を復習する（240分相当）

（事後学習）
・講義で学んだ分析手法等を復習する（60分×15回）

講義ではデータサイエンスすべてをカバーすることが時間的に困難なため，関連する事柄を随時紹介する．
また，各自の専門により深く学ぶ必要があることは個別に資料を紹介する．

成績評価
演習課題（30％，LMSで提出．ほぼ毎回），小テスト（30%，LMSまたはペーパーで出題．3回程度），定期試験（40％，レポート課題）の結果から，到達目標
が達成できているか評価する．

評価項目 割合 評価基準
演習課題 30% テーマの理解度を確認する
小テスト 30% 基本的な用語や分析などの手順を理解しているか確認する
定期試験（レポート課題） 40% 到達目標が達成できているかを確認する
   

授業の実施方法と授業計画

本講義は，座学と演習を交えて進める．
また，Pythonを用いて演習を行う．（プログラミング等が主目的ではない．）

01.（講義・演習）イントロダクション，データの種類と尺度，Pythonの基礎
02.（講義・演習）代表値やばらつき具合いとデータの可視化（ヒストグラム・箱ひげ図）
03.（講義・演習）相関係数と散布図
04.（講義・演習）区間推定，母集団の調査（z検定，t検定，F検定）
05.（講義・演習）対応のないデータと対応のあるデータ（t検定）
06.（講義・演習）比率の検定（カイ二乗検定，マクネマー検定）
07.（講義・演習）3群以上の平均値の差の検定（分散分析，多重比較）
08.（講義・演習）ノンパラメトリック検定（2群：Mann-Whitney の U 検定，ウィルコクソンの符号付順位検定，3群以上：ク
ラスカル・ウォリス検定，フリードマン検定）
09.（講義・演習）機械学習とは，機械学習の手順
10.（講義・演習）回帰：線形回帰
11.（講義・演習）分類：ロジスティック回帰，SVM（サポートベクターマシン）
12.（講義・演習）分類：決定木，ランダムフォレスト
13.（講義・演習）分類：k-NN（k近傍法）
14.（講義・演習）クラスタリング：k-means（k平均法）
15.（講義・演習）まとめ・画像から数字の予測，PCA（主成分分析）
（※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある）

※演習課題は，提出締め切り後に解説とともにフィードバックを行う．

ナンバリング BAFM3020
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58030
科目 5803 日本経営史 授業種別 週間授業
担当教員 児玉　和人 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　日本経営史の講義では、江戸時代から現在までの企業家（経営者）の活動、並びに企業発展を
事例（ケース）で解説していきます。いつの時代でも閉塞した状況を突破したいと考える人たち存
在します。この講義では、企業家の活動を通して現在でも使える教訓を学習していきます。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

日本の現代企業経営が、どのように形成･発展してきたのかを把握し、その本質を理解できるよう
になることを、この講義の目標とします。具体的に到達目標としては以下の通りです。
１．日本企業の成立、発展、現状を歴史的に理解が出来るようになること。
２．愛知県の企業（名古屋鉄道、松坂屋、トヨタ自動車）等の理解が深めることでビジネス、就職
活動で活用ができること。

テキスト（教科書） テキストは使用しません。
参考書および参考文献 講義中に、適宜紹介します。
受講条件 特にありません。

事前・事後学修（内容・時間）

講義レジュメはClassroomを通して配布しています。講義レジュメは、各受講者が事前に目を通し
て、事前に課題に取り組み、講義内容の理解を深めるように学習を行って下さい。（90分程度×15
回）。各回の課題は、事後の学修として授業後、各自で復習して修正し、再提出して下さい（90分程
度×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開、配布します。繰り返しとなりま
すが、受講生には事前に資料に目を通して、予習を行って講義の準備を怠らないようにお願いしま
す。

成績評価
各回講義レポート:45% (各回講義で出題された小課題、小テスト、質問・感想カードの提出。３点×15回)
期末レポート:55% (講義内容を踏まえた課題レポートを作成します。学期末に出題します。1,500字以上)
各回講義ミニレポート、期末には期末のレポート提出があります。提出日時は後日指定します。Cassroomを通しての提出
をお願いします。提出期限厳守でお願いします。
評価項目 割合 評価基準
課題提出 45% 各回での講義課題に対して適切な解答、理解があるのかで評価する。
期末レポート課題 55% 期末レポート課題の解答で理解度を確認した上で成績評価を実施する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 1 回（講義）　経営史とは何か
第 2 回（講義）　殖産興業政策と官営事業払下
第 3 回（講義）　企業家の発生
第 4 回（講義）　最初の株式会社
第 5 回（講義）　財閥とは何か
第 6 回（講義）　三井財閥の三野村利左衛門と中三川彦次郎
第 7 回（講義）　三菱財閥の資本蓄積
第 8 回（講義）　住友財閥と古河財閥
第 9 回（講義）　鈴木商店の挫折
第10回（講義）　経営家族主義
第11回（講義）　財閥解体と企業集団の成立
第12回（講義）　鉄鋼業における革新的企業者活動
第13回（講義）　松下電器を中心とした家電産業の展開
第14回（講義）　自動車産業の発展
第15回（講義）　日本的経営
各回で課される課題については、総評として講義内あるいはClassroomを通してフィードバックを
行う。各自で修正して再提出すること。講義内あるいは終了後での質問等には理解を深めるため
に、文献等の学習方法の提案、フィードバックを行う。
受講学生の理解度、習熟度、並びに環境で講義計画を変更がある。

ナンバリング BAGM3229
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58030
科目 5803 日本経営史 授業種別 週間授業
担当教員 児玉　和人 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　日本経営史の講義では、江戸時代から現在までの企業家（経営者）の活動、並びに企業発展を
事例（ケース）で解説していきます。いつの時代でも閉塞した状況を突破したいと考える人たち存
在します。この講義では、企業家の活動を通して現在でも使える教訓を学習していきます。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

日本の現代企業経営が、どのように形成･発展してきたのかを把握し、その本質を理解できるよう
になることを、この講義の目標とします。具体的に到達目標としては以下の通りです。
１．日本企業の成立、発展、現状を歴史的に理解が出来るようになること。
２．愛知県の企業（名古屋鉄道、松坂屋、トヨタ自動車）等の理解が深めることでビジネス、就職
活動で活用ができること。

テキスト（教科書） テキストは使用しません。
参考書および参考文献 講義中に、適宜紹介します。
受講条件 特にありません。

事前・事後学修（内容・時間）

講義レジュメはClassroomを通して配布しています。講義レジュメは、各受講者が事前に目を通し
て、事前に課題に取り組み、講義内容の理解を深めるように学習を行って下さい。（90分程度×15
回）。各回の課題は、事後の学修として授業後、各自で復習して修正し、再提出して下さい（90分程
度×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開、配布します。繰り返しとなりま
すが、受講生には事前に資料に目を通して、予習を行って講義の準備を怠らないようにお願いしま
す。

成績評価
各回講義レポート:45% (各回講義で出題された小課題、小テスト、質問・感想カードの提出。３点×15回)
期末レポート:55% (講義内容を踏まえた課題レポートを作成します。学期末に出題します。1,500字以上)
各回講義ミニレポート、期末には期末のレポート提出があります。提出日時は後日指定します。Cassroomを通しての提出
をお願いします。提出期限厳守でお願いします。
評価項目 割合 評価基準
課題提出 45% 各回での講義課題に対して適切な解答、理解があるのかで評価する。
期末レポート課題 55% 期末レポート課題の解答で理解度を確認した上で成績評価を実施する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 1 回（講義）　経営史とは何か
第 2 回（講義）　殖産興業政策と官営事業払下
第 3 回（講義）　企業家の発生
第 4 回（講義）　最初の株式会社
第 5 回（講義）　財閥とは何か
第 6 回（講義）　三井財閥の三野村利左衛門と中三川彦次郎
第 7 回（講義）　三菱財閥の資本蓄積
第 8 回（講義）　住友財閥と古河財閥
第 9 回（講義）　鈴木商店の挫折
第10回（講義）　経営家族主義
第11回（講義）　財閥解体と企業集団の成立
第12回（講義）　鉄鋼業における革新的企業者活動
第13回（講義）　松下電器を中心とした家電産業の展開
第14回（講義）　自動車産業の発展
第15回（講義）　日本的経営
各回で課される課題については、総評として講義内あるいはClassroomを通してフィードバックを
行う。各自で修正して再提出すること。講義内あるいは終了後での質問等には理解を深めるため
に、文献等の学習方法の提案、フィードバックを行う。
受講学生の理解度、習熟度、並びに環境で講義計画を変更がある。

ナンバリング BAGM3229

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58040
科目 5804 日本経済史 授業種別 週間授業
担当教員 児玉　和人 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　歴史とは、今ある現象の本質を歴史的因果関係をもって把握するものです。従って経済史は、現在
の日本経済の本質を見極めるための学問と言うことができるでしょう。本質を見誤ると、その現象に
対する判断を誤ることにつながります。経済は政治と密接な関係にありますから、誤った経済政策を
防ぐためのものとも言えますが、多くの人は経済政策に携わるわけではありません。しかし、経済政
策に対する自分なりの意見を持ち、評価することはできますし、そうした能力を持つことは、成熟した
市民として大変に重要なことです。
　本講義は、「日本経済史」ですから、日本の経済の歴史を学習しますが、上記の問題関心に基づ
き、時間的制約もあるので、話題を戦後の日本経済史に絞り、戦後日本経済の体験した、重要な、ある
意味エポックメイキングとも言える経済的現象をトピックとして取り上げる方式を採用したいと考え
ています。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

　この講義での到達目標は以下の通りです。
１．受講者一人ひとりが、戦前、戦後日本経済の重要な出来事に関する因果関係を理解を深めるこ
と。
２．戦前、戦後日本経済と愛知県経済発展の関連性を理解することで、ビジネス、就職活動での実際
の現場で役に立つような教養を身に付けることが出来る。
３．これらの活用して、受講者自身が意見を持ち、評価判断ができるようになることをになる。

テキスト（教科書） 　テキストは使用しません。

参考書および参考文献 　『新版　日本経済の事件簿　開国からバブル崩壊まで』（武田晴人著、日本経済評論社、978-4-
8188-2073-9）を参考書としておきます。

受講条件 特にありません。

事前・事後学修（内容・時間）

　講義レジュメはClassroomを通して配布しています。講義レジュメは、事前に配布資料なので各受
講者が目を通して、事前に課題や講義内容の理解を深めるようにお願いします。（90分程度×15回）
。各回の課題は、事後の学修として授業後、各自で復習して修正し、再提出して下さい（90分程度×15
回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開、配布します。繰り返しとなりあま
すが、受講生には事前に資料に目を通して、予習を行って講義の準備を怠らないようにお願いします。

成績評価
各回講義レポート:45% (各回講義で出題された小課題、小テスト、質問・感想カードの提出。３点×15回)
期末レポート:55% (講義内容を踏まえた課題レポートを作成します。学期末に提出します。1,500字以上)
各回講義ミニレポート、期末には期末のレポート提出があります。提出日時は後日指定します。Cassroomを通しての提出をお
願いします。提出期限厳守でお願いします。
評価項目 割合 評価基準
課題 45% 各回の講義内容の理解しているか、適切な内容かを持って評価する。

期末レポート課題 55% 期末レポートでは、適切な用語、文章の表現、並びに参考文献を明記してい
るか、講義内容を理解度によって評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第 1 回（講義）　経済史を学ぶ意義
第 2 回（講義）　戦後経済の始まり
第 3 回（講義）　ドッジ・ライン①
第 4 回（講義）　ドッジ・ライン②
第 5 回（講義）　保守合同と55年体制①
第 6 回（講義）　保守合同と55年体制②
第 7 回（講義）　ドル・ショックと石油危機①
第 8 回（講義）　ドル・ショックと石油危機②
第 9 回（講義）　財政再建と民営化①
第10回（講義）　財政再建と民営化②
第11回（講義）　プラザ合意とバブル経済①
第12回（講義）　プラザ合意とバブル経済②
第13回（講義）　不良債権と経済危機①
第14回（講義）　不良債権と経済危機②
第15回（講義）　日本経済史の見方
　各回で課される課題については、総評として講義内あるいはClassroomを通してフィードバックを
行う。各自で修正して再提出すること。講義内あるいは終了後での質問等には理解を深めるために、
文献等の学習方法の提案、フィードバックを行う。
受講学生の理解度、習熟度、並びに環境で講義計画を変更がある。

ナンバリング BAGM3010
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58080
科目 5808 イノベーションマネジメント 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

イノベーションマネジメントとは、革新的なアイデアの獲得、計画、組織化、推進、管理を含む、戦略的
なビジネス手法のことである。現代のイノベーションマネジメントには、オープンイノベーションやリ
バースイノベーションなど様々な手法が存在する。この授業では、イノベーションを生み出す組織やそ
のプロセスを理解修得する。豊富な事例を通して、自らもイノベーションに挑戦参画するような知見を
養うことを図る。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

①イノベーションの基礎的な概念を説明できる
②イノベーションの代表的なプロセスを説明できる
③イノベーションを生み出す代表的な手法を説明できる。
④イノベーションを生みだす組織及び進め方の代表的なものを説明できる。
⑤経営戦略と技術戦略の関係や推進の方法を説明できる
⑥知識創造経営の理論を説明できる

テキスト（教科書） 講義テキストは、別途、ガイダンス時に紹介する。
講義資料を毎回の授業で配布する。

参考書および参考文献 なし

受講条件
イノベーションに興味のある者
イノベーションの生み出し方に興味のある者
イノベーションを育む組織に興味のある者

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：テキストの指定個所を読む（各60分×15回）
・事後学習
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。（90分×15回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向について
の情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
授業の到達度目標に対する達成度。具体的には以下の評価項目と評価基準により評価する。
評価項目 割合 評価基準
中間レポート 30% 講義内容の理解度
定期試験あるいは最終レポート 70% 講義内容の理解度
   
   

授業の実施方法と授業計画

テキストに加えて、毎回授業で配布する講義資料に沿って、基本的な理論に紐づけながら事例ケース
等を通じて経営戦略の基本の修得を図る。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニクイズテストを実施する。

第１回（講義）ガイダンス、講義の概要
第２回（講義）イノベーションの概念と事例１
第３回（講義）イノベーションの概念と事例２
第４回（講義）イノベーションのジレンマ
第５回（講義）スタートアップとイノベーション
第６回（講義）オープンイノベーション
第７回（講義）リバースイノベーション
第８回（講義）課題の発表と意見交換、フィードバック
第９回（講義）コーゼーションとエフェクチュエーション１
第１０回（講義）コーゼーションとエフェクチュエーション２
第１１回（講義）組織とイノベーション１
第１２回（講義）組織とイノベーション２
第１３回（講義）組織とイノベーション3
第１４回（講義）イノベーション戦略
第１５回（講義）まとめ

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
★受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3012
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58080
科目 5808 イノベーションマネジメント 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

イノベーションマネジメントとは、革新的なアイデアの獲得、計画、組織化、推進、管理を含む、戦略的
なビジネス手法のことである。現代のイノベーションマネジメントには、オープンイノベーションやリ
バースイノベーションなど様々な手法が存在する。この授業では、イノベーションを生み出す組織やそ
のプロセスを理解修得する。豊富な事例を通して、自らもイノベーションに挑戦参画するような知見を
養うことを図る。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

①イノベーションの基礎的な概念を説明できる
②イノベーションの代表的なプロセスを説明できる
③イノベーションを生み出す代表的な手法を説明できる。
④イノベーションを生みだす組織及び進め方の代表的なものを説明できる。
⑤経営戦略と技術戦略の関係や推進の方法を説明できる
⑥知識創造経営の理論を説明できる

テキスト（教科書） 講義テキストは、別途、ガイダンス時に紹介する。
講義資料を毎回の授業で配布する。

参考書および参考文献 なし

受講条件
イノベーションに興味のある者
イノベーションの生み出し方に興味のある者
イノベーションを育む組織に興味のある者

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：テキストの指定個所を読む（各60分×15回）
・事後学習
・毎回授業の最後にミニクイズを行う。（10分×15回）
・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。（90分×15回）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向について
の情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。（60分×15回）

成績評価
授業の到達度目標に対する達成度。具体的には以下の評価項目と評価基準により評価する。
評価項目 割合 評価基準
中間レポート 30% 講義内容の理解度
定期試験あるいは最終レポート 70% 講義内容の理解度
   
   

授業の実施方法と授業計画

テキストに加えて、毎回授業で配布する講義資料に沿って、基本的な理論に紐づけながら事例ケース
等を通じて経営戦略の基本の修得を図る。
事前課題について冒頭、学生間で情報共有と意見交換を行う。
最後に授業内容の理解修得度を確認すべく、毎回、ミニクイズテストを実施する。

第１回（講義）ガイダンス、講義の概要
第２回（講義）イノベーションの概念と事例１
第３回（講義）イノベーションの概念と事例２
第４回（講義）イノベーションのジレンマ
第５回（講義）スタートアップとイノベーション
第６回（講義）オープンイノベーション
第７回（講義）リバースイノベーション
第８回（講義）課題の発表と意見交換、フィードバック
第９回（講義）コーゼーションとエフェクチュエーション１
第１０回（講義）コーゼーションとエフェクチュエーション２
第１１回（講義）組織とイノベーション１
第１２回（講義）組織とイノベーション２
第１３回（講義）組織とイノベーション3
第１４回（講義）イノベーション戦略
第１５回（講義）まとめ

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
★受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3012

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58100
科目 5810 生産管理 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要
ものづくり（生産）をしている企業の目的は，より良い品質の製品を低価格で生産することです．
また，製品を顧客の求める納期に間に合わせるようなものづくりのマネジメントをすることです．
本科目は，品質・原価・納期を基本の柱とした生産管理の基礎を解説し，競争力の源泉となるもの
づくりの考え方について学びます．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   〇 ◎ 〇    

到達目標
① 生産管理の基礎となる技法を説明できる．
② 生産の種類及びそれらに対して生産管理の方法を説明できる．
③ ものづくり企業の競争力について理解し，説明できる．

テキスト（教科書） 富野貴弘（著）「この1冊ですべてわかる　生産管理の基本」日本実業出版社，2017年
ISBN-13:978-4534054739

参考書および参考文献
石川和幸（著）「基本的なしくみから導入・改善まで 最新版 図解 生産管理のすべてがわかる本」
日本実業出版社，2022年
ISBN-13:978-4534059390
その他，適宜配布します．

受講条件 特になし．

事前・事後学修（内容・時間）
事前学習：毎回，テキストの該当ページを熟読し、分からない言葉の意味を調べておく．（90分程
度）
事後学習：毎回，ノートに講義で学んだ内容をまとめる．（90分程度）

成績評価
課題，定期試験による総合評価を行う．
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは，減点の対象とする場合があります．
評価項目 割合 評価基準
定期試験 70% 講義内容の理解度

課題の提出 30% 講義内容の理解度，課題に対する適切な記述になっているのかを評価す
る．

   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回（講義）生産管理とは ー イントロダクション
第02回（講義）ものづくり企業の競争力（Ⅰ）
第03回（講義・演習）ものづくり企業の競争力（Ⅱ）
第04回（講義）大量生産システムの誕生と進化（Ⅰ）
第05回（講義）大量生産システムの誕生と進化（Ⅱ）
第06回（講義）品質管理（Ⅰ）
第07回（講義・演習）品質管理（Ⅱ）
第08回（講義）コスト管理（Ⅰ）
第09回（講義）コスト管理（Ⅱ）
第10回（講義）納期管理（Ⅰ）
第11回（講義・演習）納期管理（Ⅱ）
第12回（講義）製品開発の基礎（Ⅰ）
第13回（講義）製品開発の基礎（Ⅱ）
第14回（講義）製品開発と競争力（Ⅰ）
第15回（講義）製品開発と競争力（Ⅱ）

※受講生の理解度により授業内容の変更があります．
なお、課題レポートは節目のコマにおいて課題を提示するので次回の授業前に提出のして下さ
い．
課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．

ナンバリング BAGM3013
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58120
科目 5812 経営組織論 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

『現代企業を取り巻く経営環境と組織上の課題について』
　グローバル化、IT化、進展する技術革新、人口減少・少子高齢化社会の到来など激変する経営
環境に対し、環境変化への適応とともに「いかに企業が自己革新を図っていくか」が現代企業にお
ける重要な課題となっています。
　本講義では、はじめに現代企業の経営環境をとらえる際にどのような視点が求められるのかを
示し、その上で環境変化への適応と求められる組織の方向性について企業の諸事例を通して解説
していきます。
この科目は当該授業内容に関する実務経験を有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目で
ある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ ◯ ◯ ◎ △ △  

到達目標
１．企業を取り巻く経営環境を学ぶことで、現代社会の課題を把握する。
２．経営組織論の基本的な理論を習得する。
３．興味のある業界・企業について、直面する課題と求められる組織対応やマネジメントを分析・
説明できるようになる。

テキスト（教科書） 別途、ガイダンス時に提示する。
参考書および参考文献 講義の中で随時、講義資料を提示紹介する。
受講条件 経営戦略論・組織行動論とともに履修することが望ましい。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：企業の経営活動に幅広い関心を持ち、新聞・ビジネス誌、参考文献等から理解を
深める（各90分）。
・事後学習
第1回～第15回：授業で学習した内容を復習する（各90分）。

成績評価
中間課題レポート：30％
授業における受講状況（課題等）：20％
定期試験あるいは最終課題レポート：50％
評価項目 割合 評価基準

中間課題レポート 30% 現代企業を取り巻く経営環境と企業の環境適応行動について、実際企業
を取り上げて考察することにより、講義内容の理解度を確認する。

授業における受講状況 20% 講義への参画、課題等から評価する。
定期試験あるいは最終課題レポー
ト 50% 筆記試験あるいは最終課題レポートにて理解度を確認する。

   

授業の実施方法と授業計画

＊各回の課題に関しては次回講義で講評や解説を行う他、レポートにはコメントを付してフィード
バックします。
第０１回（講義）　経営環境の重要性
第０２回（講義）　経営環境の体系と企業の環境適応行動
第０３回（講義）　外部環境分析１
第０４回（講義）　外部環境分析２
第０５回（講義）　組織と戦略
第０６回（講義）　組織構造・組織形態 1
第０７回（講義）　組織構造・組織形態 2
第０８回（講義）　組織文化1
第０９回（講義）　組織文化2
第１０回（講義）　企業のインセンティブシステム
第１１回（講義）　組織におけるリーダーシップ
第１２回（講義）　組織におけるイノベーション
第１３回（講義）　組織開発、組織学習
第１４回（講義）　グローバルと日本的経営
第１５回（講義）　本講義のまとめ
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58120
科目 5812 経営組織論 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

『現代企業を取り巻く経営環境と組織上の課題について』
　グローバル化、IT化、進展する技術革新、人口減少・少子高齢化社会の到来など激変する経営
環境に対し、環境変化への適応とともに「いかに企業が自己革新を図っていくか」が現代企業にお
ける重要な課題となっています。
　本講義では、はじめに現代企業の経営環境をとらえる際にどのような視点が求められるのかを
示し、その上で環境変化への適応と求められる組織の方向性について企業の諸事例を通して解説
していきます。
この科目は当該授業内容に関する実務経験を有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目で
ある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ ◯ ◯ ◎ △ △  

到達目標
１．企業を取り巻く経営環境を学ぶことで、現代社会の課題を把握する。
２．経営組織論の基本的な理論を習得する。
３．興味のある業界・企業について、直面する課題と求められる組織対応やマネジメントを分析・
説明できるようになる。

テキスト（教科書） 別途、ガイダンス時に提示する。
参考書および参考文献 講義の中で随時、講義資料を提示紹介する。
受講条件 経営戦略論・組織行動論とともに履修することが望ましい。

事前・事後学修（内容・時間）

・事前学習
第1回～第15回：企業の経営活動に幅広い関心を持ち、新聞・ビジネス誌、参考文献等から理解を
深める（各90分）。
・事後学習
第1回～第15回：授業で学習した内容を復習する（各90分）。

成績評価
中間課題レポート：30％
授業における受講状況（課題等）：20％
定期試験あるいは最終課題レポート：50％
評価項目 割合 評価基準

中間課題レポート 30% 現代企業を取り巻く経営環境と企業の環境適応行動について、実際企業
を取り上げて考察することにより、講義内容の理解度を確認する。

授業における受講状況 20% 講義への参画、課題等から評価する。
定期試験あるいは最終課題レポー
ト 50% 筆記試験あるいは最終課題レポートにて理解度を確認する。

   

授業の実施方法と授業計画

＊各回の課題に関しては次回講義で講評や解説を行う他、レポートにはコメントを付してフィード
バックします。
第０１回（講義）　経営環境の重要性
第０２回（講義）　経営環境の体系と企業の環境適応行動
第０３回（講義）　外部環境分析１
第０４回（講義）　外部環境分析２
第０５回（講義）　組織と戦略
第０６回（講義）　組織構造・組織形態 1
第０７回（講義）　組織構造・組織形態 2
第０８回（講義）　組織文化1
第０９回（講義）　組織文化2
第１０回（講義）　企業のインセンティブシステム
第１１回（講義）　組織におけるリーダーシップ
第１２回（講義）　組織におけるイノベーション
第１３回（講義）　組織開発、組織学習
第１４回（講義）　グローバルと日本的経営
第１５回（講義）　本講義のまとめ

ナンバリング BAGM3015

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 580A0
科目 580A ビジネスエシックス 授業種別 週間授業
担当教員 上原　衞 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　近年，企業は単に利益を追求するのではなく，人権・労働・地域社会への社会的責任や環境対策
を考慮した倫理観の有る経営が求められている．したがって，投資家も，環境，社会的課題，ガバナ
ンスの取組姿勢によって投資先を決定する，ESG投資に注目している．
　本科目は，企業や組織が，顧客・株主・従業員などの利害関係者から信頼と評価を得られるマネ
ジメントシステムを構築する際に考慮すべき，基本的な考え方とその枠組みを理解することを目的
とする．
　この科目は，当該授業内容に関するコンプライアンス・リスクマネジメントにおけるメガバンク
での実務経験を有する教員が，その経験を活かして講義・演習を行う科目である．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

ディプロマポリシーに沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
１．経営倫理の概要を自分の言葉で説明できる．
２．経営倫理とCSR，CSV，ESG，SDGsとの関連性について説明できる．
３．経営倫理とコーポレートガバナンス，ダイバーシティ，コンプライアンスとの関連性について説
明できる．
４．経営倫理の体制構築と運用について説明できる．
５．グローバル化の進展に伴う経営倫理の方向性について理解し説明できる．

テキスト（教科書） テキスト（講義で用いるパワーポイント）は，Classroomに掲載しておくので，それをコピーするな
どして授業に持参に，適宜メモを取ること．また，毎回必ずiPadを持参すること．

参考書および参考文献
日本経営倫理学会（編）「経営倫理入門　－サステナビリティ経営をめざして－」文眞堂，2023
年，ISBN 978-4-8309-5220-3
必要に応じて資料を配布する．

受講条件 組織の社会的責任，サステナビリティ，コンプライアンスなど，非財務的なポイントである経営倫
理について理解を深めたいと考えるもの．

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習：毎回，Classroomに掲載した講義資料を読んで予習を行っておくこと．（第2～15
回／60分から90分）
事後学習：毎回，講義資料ならびに講義中にとったメモを用いて復習すること．（第1～15回／60
分から90分）
　　　　：授業中に行った「リアクションペーパー」を復習すること. （第1～15回／60分程度）

成績評価
受講態度，講義内の課題・リアクションペーパー，定期試験またはレポートによる総合評価を行う．
評価項目 割合 評価基準

課題・リアクションペーパー 50% 課題に対して適切な記載内容になっているか，また，十分な分量で記載さ
れているかを評価する．

定期試験またはレポート 50% 講義内容の理解度
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義・演習）イントロダクション，ビジネスエシックス（経営倫理）とはなにか
第2回（講義・演習）経営倫理とサステナビリティ
第3回（講義・演習）経営倫理とCSR・CSV
第4回（講義・演習）経営倫理とESG・SDGs
第5回（講義・演習）経営倫理とコーポレートガバナンス
第6回（講義・演習）経営倫理とダイバーシティ
第7回（講義・演習）経営倫理とコンプライアンス
第8回（講義・演習）サステナビリティ経営に求められる価値基準
第9回（講義・演習）カーボンニュートラルへの対応と企業開示
第10回（講義・演習）サステナビリティを高める「守り」と「攻め」のCSR・CSV
第11回（講義・演習）ESG時代に主流化するSDGs
第12回（講義・演習）日本企業のダイバーシティへの進化プロセス
第13回（講義・演習）コンプライアンス体制の構築と運用
第14回（講義・演習）ソーシャルアントレプレナーシップと経営倫理
第15回（講義・演習）企業のグローバル化と経営倫理，まとめ

※課題・リアクションペーパーに対するフィードバックは授業において行う．
※学生の理解度や要望により講義内容を変更することもある．

ナンバリング BAGM3030
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58150
科目 5815 広告論 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　成熟期を迎えた現代社会では、どの商品サービスも品質は高いが思うようには売れない。この問題を
解決するための一つにブランド戦略が挙げられる。この講義では商品サービスのブランド開発に注目し、
実例を用いながら「ブランドづくりのポイント」を解説し、その理論や実務上の知識を学ぶ事を目的とす
る。
　最終的には講義で学修した手法をもとにブランディングのプレゼンテーションを行う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を活かし
て講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ 〇 ◯ ◎ 〇   

到達目標
・「経営」，「マーケティング」と「ブランド」の関係を理解し，説明できる。
・ブランドの機能／役割について理解し，説明できる。
・ブランド戦略／ブランディング計画の立案手順を理解し，説明・立案できる。

テキスト（教科書） 乙幡満男「ブランディングが9割」青春出版社 (2020/6/20)　ISBN-10:4413231619
　ISBN-13:978-4413231619

参考書および参考文献

西澤明洋「ブランディングデザインの教科書」パイインターナショナル (2020/12/11)ISBN-13:978-
4756252524
羽田康祐「ブランディングの教科書 ブランド戦略の理論と実践がこれ一冊でわかる」NextPublishing 
Authors Press; 第3版 (2020/8/1) ISBN-13:978-4802098915
その他、授業中に適宜紹介する

受講条件 「マーケティング入門」，「マーケティングマネジメント」の内容を十分に理解していること。単位取得を
必須要件とはしないが，それらの知識を所与のものとして進行する点に注意。

事前・事後学修（内容・時間）
・インターネットや新聞の記事などから話題のブランディングなどの情報を収集しておくこと（120分）
・毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（60分×15回）
・講義中に配布する資料（事例紹介の記事等）を読み，小テストにむけて復習しておくこと（60分×15
回）

成績評価
授業への参加度及び最終プレゼンテーション（レポート提出）の内容により評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を超
えた早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため注意（
正当な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準

授業参加度（各レポート） 60% 特に演習で提出を求める各レポートについて、授業の理解度、適切な内容と記
述、独自の発想を評価する。

最終レポートとプレゼンテーション 40%
授業全体を通じた総合的なレポートとして、理解度、内容、表現、新規性、斬新
さ等を総合的に評価する。及び適切なプレゼンテーションになっているか評
価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，講義の概要
第2回 （講義）ブランドとは何か
第3回 （講義・演習）ケーススタディ
第4回 （講義）成功するブランド
第5回 （講義・演習）自社分析
第6回 （講義）セグメントとターゲット
第7回 （講義・演習）ペルソナ設定
第8回 （講義）差別化とポジショニング
第9回 （講義・演習）情緒的価値と自己表現的価値
第10回（講義）視覚的ブランドと言語的ブランド
第11回（講義・演習）ブランド管理と認知活動
第12回（講義）ブランディングのプロセス
第13回（講義）ブランディング実習（グループワーク）
第14回（実技）最終プレゼンテーション
第15回（講義）講義の総括，振り返り
※ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

【課題に対するフィードバックについて】
●演習で求める各レポート：レポート提出後に解説を行う。
●最終レポートとプレゼンテーションに対するフィードバック：レポート採点後に全体の傾向を踏まえて
解説を行う。プレゼンテーション発表後に口頭でフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58150
科目 5815 広告論 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　成熟期を迎えた現代社会では、どの商品サービスも品質は高いが思うようには売れない。この問題を
解決するための一つにブランド戦略が挙げられる。この講義では商品サービスのブランド開発に注目し、
実例を用いながら「ブランドづくりのポイント」を解説し、その理論や実務上の知識を学ぶ事を目的とす
る。
　最終的には講義で学修した手法をもとにブランディングのプレゼンテーションを行う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を活かし
て講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ 〇 ◯ ◎ 〇   

到達目標
・「経営」，「マーケティング」と「ブランド」の関係を理解し，説明できる。
・ブランドの機能／役割について理解し，説明できる。
・ブランド戦略／ブランディング計画の立案手順を理解し，説明・立案できる。

テキスト（教科書） 乙幡満男「ブランディングが9割」青春出版社 (2020/6/20)　ISBN-10:4413231619
　ISBN-13:978-4413231619

参考書および参考文献

西澤明洋「ブランディングデザインの教科書」パイインターナショナル (2020/12/11)ISBN-13:978-
4756252524
羽田康祐「ブランディングの教科書 ブランド戦略の理論と実践がこれ一冊でわかる」NextPublishing 
Authors Press; 第3版 (2020/8/1) ISBN-13:978-4802098915
その他、授業中に適宜紹介する

受講条件 「マーケティング入門」，「マーケティングマネジメント」の内容を十分に理解していること。単位取得を
必須要件とはしないが，それらの知識を所与のものとして進行する点に注意。

事前・事後学修（内容・時間）
・インターネットや新聞の記事などから話題のブランディングなどの情報を収集しておくこと（120分）
・毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（60分×15回）
・講義中に配布する資料（事例紹介の記事等）を読み，小テストにむけて復習しておくこと（60分×15
回）

成績評価
授業への参加度及び最終プレゼンテーション（レポート提出）の内容により評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を超
えた早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため注意（
正当な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準

授業参加度（各レポート） 60% 特に演習で提出を求める各レポートについて、授業の理解度、適切な内容と記
述、独自の発想を評価する。

最終レポートとプレゼンテーション 40%
授業全体を通じた総合的なレポートとして、理解度、内容、表現、新規性、斬新
さ等を総合的に評価する。及び適切なプレゼンテーションになっているか評
価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，講義の概要
第2回 （講義）ブランドとは何か
第3回 （講義・演習）ケーススタディ
第4回 （講義）成功するブランド
第5回 （講義・演習）自社分析
第6回 （講義）セグメントとターゲット
第7回 （講義・演習）ペルソナ設定
第8回 （講義）差別化とポジショニング
第9回 （講義・演習）情緒的価値と自己表現的価値
第10回（講義）視覚的ブランドと言語的ブランド
第11回（講義・演習）ブランド管理と認知活動
第12回（講義）ブランディングのプロセス
第13回（講義）ブランディング実習（グループワーク）
第14回（実技）最終プレゼンテーション
第15回（講義）講義の総括，振り返り
※ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

【課題に対するフィードバックについて】
●演習で求める各レポート：レポート提出後に解説を行う。
●最終レポートとプレゼンテーションに対するフィードバック：レポート採点後に全体の傾向を踏まえて
解説を行う。プレゼンテーション発表後に口頭でフィードバックを行う。

ナンバリング BAGM4036

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 581A0

科目 581A インターネット･マーケティ
ング 授業種別 週間授業

担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　デジタル技術の進化に伴い，続々と新しい製品・サービス，ビジネスモデルが誕生しており，私たちの
日常生活にも大きな変化が生まれてきている。今までの価値観や枠組みを根底から覆すような革新的な
イノベーションをもたらすものとして現在注目されているのが，デジタルトランスフォーメーション（DX: 
Digital Transformation）である。しかし，DXの基幹戦略であるデジタル・マーケティングは複雑怪奇であ
り，SEO（検索エンジン最適化）にリスティング，ディスプライにSNS，コンテンツマーケティング，ネイティ
ブ広告，オムニチャネル等，多岐に渡る。
　本講義では，このような現状を踏まえ，「基幹戦略を自分で建てられる」ことを目標とし，網羅的にデジタ
ル・マーケティングの知識を学修する。
※この科目は当該授業内容に関するインターネット・マーケティングの実務経験を有する教員等がその実務
経験を活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◎ △ ◎ 〇  △  

到達目標
・デジタル・マーケティングの動向と課題について理解し，説明できる。
・デジタル・マーケティングと企業戦略や流通戦略との関係性を理解し，説明できる。
・デジタル・マーケティング戦略を立案できる。

テキスト（教科書） 「いちばんやさしいデジタルマーケティングの教本」田村修、インプレス; 第2版 (2021/9/22)
ISBN-10:4295012548　ISBN-13:978-4295012542

参考書および参考文献

・敷田憲司／徳井ちひろ『KPI・目標必達のコンテンツマーケティング 成功の最新メソッド』エムディエヌコ
ーポレーション（ISBN-13: 978-4844369332）
・奥谷孝司／岩井琢磨『世界最先端のマーケティング 顧客とつながる企業のチャネルシフト戦略』日経BP社
（ISBN-13: 978-4822255589）
その他、授業中に適宜紹介する

受講条件 「マーケティング入門」，「マーケティングマネジメント」の内容を十分に理解していること。単位取得を必須
要件とはしないが，それらの知識を所与のものとして進行する点に注意。

事前・事後学修（内容・時間）
・インターネットや新聞の記事などから話題の広告などの情報を収集しておくこと（2時間×15回）
・毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（1時間×15回）
・講義中に配布する資料（事例紹介の記事等）を読み，小テストにむけて復習しておくこと（1時間×15回）

成績評価
授業への参加度及び最終プレゼンテーション（レポート提出）の内容により評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を超えた
早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため注意（正当
な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準

授業参加度 60% 授業終了時に提出を求める小テスト（授業で学んだこと）や演習レポートについ
て評価する。

最終レポートとプレゼンテーション 40% 最終レポートは、授業の理解度、内容、表現、新規性、斬新さ等を総合的に評価
する。プレゼンテーションは課題に対する適切な表現になっているか評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，講義の概要
第2回 （講義と演習）事例研究、レポートテーマの設定
第3回 （講義）デジタルとマーケティングの関係
第4回 （演習）研究テーマとデジタル化の動向
第5回 （講義）オウンドメディアの運営
第6回 （演習）研究テーマで考えられるオウンドメディア
第7回 （講義）ネット広告
第8回 （演習）研究テーマとネット広告
第9回 （講義）ソーシャルメディア
第10回（演習）研究テーマとソーシャルメディア
第11回（講義）消費行動
第12回（演習）研究テーマと消費者行動
第13回（講義・演習）トータルプラニング
第14回（演習）プレゼンテーション
第15回（講義）講義の総括，振り返り
※ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

【課題に対するフィードバックについて】
●各回実施予定の小テストや演習レポートに対するフィードバック：実施後に，解説を行う。
●最終レポートとプレゼンテーションに対するフィードバック：レポート採点後に全体の傾向を踏まえて解説
を行う。プレゼンテーションの発表後に口頭によるフィードバックを行う。

ナンバリング BAGM3032
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58170
科目 5817 会社法 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　会社法とは、会社の設立、組織、運営及び管理について定めた法律であり、会社をめぐる利害関
係者の利害を調整するための法律である。
　本講義では、株式会社制度を中心に、会社の設立、株式、機関、資金調達、組織再編等につい
て、基礎的知識を理解・修得することを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ○  ○ ◎    

到達目標 会社をとりまく利害関係者の利害調整の基本的なルールを修得し、実社会における会社法の役割
を理解することができる。

テキスト（教科書）
・田﨑晴久著『はじめての会社法 第６版』ＴＡＣ出版　ISBN：9784300109021
・道垣内弘人、荒木尚志【編集代表】『有斐閣 判例六法 〈令和７年版〉』有斐閣
　ISBN：9784641003453

参考書および参考文献
・神田秀樹著『会社法〈第26版〉』弘文堂　ISBN：9784335315619
・柳明昌【編著】『プレステップ会社法〈第２版〉』弘文堂　ISBN：9784335001574
・川井信之著『手にとるようにわかる会社法入門』 かんき出版　ISBN：9784761275297

受講条件
「法学概論」を履修済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※六法等で会社法の条文を参照しつつ、テキストを熟読することができること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読むとともに、六法で条文を確認をすること。(各回90分程度)
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、テキストおよび六法で復習をすること。(各回90分程度)
・講義で学習した知識の定着を図るために、テキスト等の内容について繰り返し熟読をして、
　基礎力を身につけるよう努めること。

成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて、理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義〕 ガイダンス、会社の概念
第２回〔講義〕 株式会社の設立（発起設立と募集設立、変態設立事項）
第３回〔講義〕 株式会社の運営機構のあり方（株式会社の機関設計）
第４回〔講義〕 株主総会
第５回〔講義〕 取締役・取締役会・代表取締役
第６回〔講義〕 会社と取締役の利益衝突の防止、監査役、監査役会、会計監査人、会計参与
第７回〔講義〕 指名委員会等設置会社、監査等委員会設置会社
第８回〔講義〕 損害賠償責任による取締役の違法行為の抑止、株主によるコントロール
第９回〔講義〕 株式の意義、株主の権利・義務、株式の内容と種類、株主平等の原則
第10回〔講義〕 株式譲渡自由の原則、譲渡制限株式、株主名簿、自己株式の取得規制
第11回〔講義〕 資金調達の仕組み、出資単位の調整
第12回〔講義〕 情報開示（株主・会社債権者への情報開示、計算書類等の情報開示等）
第13回〔講義〕 組織再編（合併、会社分割、株式交換・株式移転）
第14回〔講義〕 組織再編の手続（株主保護のための手続、債権者保護（意義）手続）
第15回〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3016
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58170
科目 5817 会社法 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　会社法とは、会社の設立、組織、運営及び管理について定めた法律であり、会社をめぐる利害関
係者の利害を調整するための法律である。
　本講義では、株式会社制度を中心に、会社の設立、株式、機関、資金調達、組織再編等につい
て、基礎的知識を理解・修得することを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ○  ○ ◎    

到達目標 会社をとりまく利害関係者の利害調整の基本的なルールを修得し、実社会における会社法の役割
を理解することができる。

テキスト（教科書）
・田﨑晴久著『はじめての会社法 第６版』ＴＡＣ出版　ISBN：9784300109021
・道垣内弘人、荒木尚志【編集代表】『有斐閣 判例六法 〈令和７年版〉』有斐閣
　ISBN：9784641003453

参考書および参考文献
・神田秀樹著『会社法〈第26版〉』弘文堂　ISBN：9784335315619
・柳明昌【編著】『プレステップ会社法〈第２版〉』弘文堂　ISBN：9784335001574
・川井信之著『手にとるようにわかる会社法入門』 かんき出版　ISBN：9784761275297

受講条件
「法学概論」を履修済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※六法等で会社法の条文を参照しつつ、テキストを熟読することができること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読むとともに、六法で条文を確認をすること。(各回90分程度)
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、テキストおよび六法で復習をすること。(各回90分程度)
・講義で学習した知識の定着を図るために、テキスト等の内容について繰り返し熟読をして、
　基礎力を身につけるよう努めること。

成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて、理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義〕 ガイダンス、会社の概念
第２回〔講義〕 株式会社の設立（発起設立と募集設立、変態設立事項）
第３回〔講義〕 株式会社の運営機構のあり方（株式会社の機関設計）
第４回〔講義〕 株主総会
第５回〔講義〕 取締役・取締役会・代表取締役
第６回〔講義〕 会社と取締役の利益衝突の防止、監査役、監査役会、会計監査人、会計参与
第７回〔講義〕 指名委員会等設置会社、監査等委員会設置会社
第８回〔講義〕 損害賠償責任による取締役の違法行為の抑止、株主によるコントロール
第９回〔講義〕 株式の意義、株主の権利・義務、株式の内容と種類、株主平等の原則
第10回〔講義〕 株式譲渡自由の原則、譲渡制限株式、株主名簿、自己株式の取得規制
第11回〔講義〕 資金調達の仕組み、出資単位の調整
第12回〔講義〕 情報開示（株主・会社債権者への情報開示、計算書類等の情報開示等）
第13回〔講義〕 組織再編（合併、会社分割、株式交換・株式移転）
第14回〔講義〕 組織再編の手続（株主保護のための手続、債権者保護（意義）手続）
第15回〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3016

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 581B0
科目 581B 流通論 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　本授業では、金銭との交換によって得る財、サービス全ての行為に対する経営体を構造的に明らかに
する流通論を教授する。流通は、生産と消費の間の経済的隔離を除去、調整することによって、豊かで
質の高い消費生活を支える役割を果たし、生産者から消費者へ財またはサービスが移転（社会的・経済
的）する社会的構造体全般が研究対象である。従って、製造業、卸売業、小売業、物流業、サービス業は
もとより、様々なビジネスが対象となる。
　本講義では，人口減少，情報化，グローバル化が進展する社会動向を踏まえつつ，商品及びサービス
の生産から消費に至るまでの流通現象を解明する基礎的概念，基礎理論の解説と，先進的な流通企業
事例の紹介を行い，流通システムの体系的な知識獲得を目的とする。

※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその経験を活かし講
義等を行う科目である。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎  ◯      

到達目標

・流通とマーケティングの関係について理解し，説明できる。
・流通の基礎概念・理論を理解し，説明できる（特に，流通の機能，流通企業の変遷，メーカーとの関
係）。
・流通の理論に基づき，実際の流通システムの特性・競争優位性について分析・説明できる。
・現実のメーカー，流通業者の展開に関心を持ち，流通を身近な問題として考える習慣を身につける。

テキスト（教科書） 原田 英生, 向山 雅夫 , 渡辺 達朗『ベーシック流通と商業〔第3版〕: 現実から学ぶ理論と仕組み 』有斐
閣アルマ（2021/3/13）（ISBN-10? :? 4641221715　ISBN-13? :? 978-4641221710）

参考書および参考文献 授業中に適宜紹介する

受講条件 「マーケティング入門」，「マーケティングマネジメント」の内容を十分に理解していること。単位取得
を必須要件とはしないが，それらの知識を所与のものとして進行する点に注意。

事前・事後学修（内容・時間）
インターネットや新聞の記事などから流通機能（商流，物流，情報流）に関するトピックを収集し，その
背景を考えておく（120分）
毎授業前に指定箇所まで指定する資料や文献を読んでおくこと（60分×15回）
講義中に配布する資料を読み，小テストにむけて復習しておく（60分×15回）

成績評価
授業の内容がどの程度理解できているのかを小テスト及び期末試験で評価する。
＊原則、毎回出席を必須とする。遅刻・早退は、3回をもって欠席1回とみなす。授業開始後30分を超えた遅刻、授業終了前30分を
超えた早退は欠席とみなす。
＊遅刻や早退，劣悪な授業態度は減点の対象となる。特に常習者は10分以上の遅刻で入室を遠慮してもらう場合があるため注意
（正当な理由や交通機関の遅延証明書などがある場合は除く）。
評価項目 割合 評価基準
小テスト 40% 課題に対する適切な記述になっているのかを評価する。
期末試験 60% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，講義の概要
第2回 （講義）流通と商業のはたらき
第3回 （講義）発展する商業
第4回 （講義）流通・商業とそれを取り巻く環境
第5回 （講義）ケーススタディ（流通とマーケティング）
第6回 （講義）システム革新と流通・商業
第7回 （講義）発展する流通チャネルの再編成
第8回 （講義）激変する小売業
第9回 （講義）存在意義を問われている卸売業
第10回（講義）ケーススタディ（流通とICT）
第11回（講義）時空間を超えるニュービジネス
第12回（講義）流通活動空間の広がり
第13回（講義）流通・商業と社会
第14回（講義）流通・商業を考える視点
第15回（講義）講義の総括，振り返り
※ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

【課題に対するフィードバックについて】
●各回実施予定の小テストに対するフィードバック：小テスト実施後に，解説を行う。
●ケーススタディに対するフィードバック：採点後に全体の傾向を踏まえて解説を行う。

ナンバリング BAGM3033
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57390
科目 5739 社会政策と市場経済 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この授業では、西欧諸国の「コーポラティズム(政労使、市民団体の協調と参加による政策形成システム)
」をキーコンセプトに、西欧諸国とEUの雇用・労働市場政策、社会保障政策、成長戦略の現代史を学ぶ。
導入部分では、社会政策と市場経済に関する基礎的な理論を概観し、後半では、特に戦後体制から1980
年代以降の「ネオリベラリズム(新自由主義)の時代」または「多様な資本主義(varieties of capitalism)
の時代」への転換期における社会経済政策の変化を概観する。講義における概念・理論部分と各国
史、EU(欧州連合)の社会経済政策の順序と重心は、変更する場合がある。また、受講者数が少人数の場
合には、同一または類似テーマのテキスト輪読に変更する場合がある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標 参加者は、①異なる先進資本主義諸国における政治と社会経済政策のあり方、および、②その帰結の差異
を学び、③わが国の現況を考察する一助とする。

テキスト（教科書） なし

参考書および参考文献
P.シュミッター＆G.レームブルッフ『現代コーポラティズム』木鐸社 1997年(978-4833202060)、稲上
毅他編『ネオ・コーポラティズムの国際比較』日本労働研究機構 1994年(978-4538411088)、中野聡『
社会的パートナーシップ』日本評論社 2018年(978-4535559134)など。

受講条件 現代ヨーロッパ経済史を履修済みであることが望ましい。講義内容がやや特殊である点に留意し、関心が
ある場合にのみ履修すること。

事前・事後学修（内容・時間）
①日常的に新聞等を通してニュースに接し、社会系をテーマとする読書の機会をもつこと(2.5時間×15回
を適宜分散)。また、②授業中および授業後に復習レポートを作成し(各回30分程度)、④定期試験前に課
題を作成すること(3時間程度)。

成績評価
授業参加(レポートや受講態度)および試験(選択論述式)。受講者数に応じ、試験を期末レポート・小論文に変更することがある。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート 30% テーマの基礎理解
期末試験 70% 選択テーマの基礎理解(選択論述式)
   
   

授業の実施方法と授業計画

別途指示がない限り授業は講義を中心に進めるが、適宜復習レポートの作成を課す。講義内容は、履修者
数や進度により変更することがある。

I 社会政策と市場経済
第1-2回 多様な資本主義論(講義)  多様な資本主義の時代(?)、ポスト・フォード主義の時代―R.ボワイ
エ、調整型市場経済論―D.ソスキス、現代社会の理論―A.ネグリなど
第3-5回 コーポラティズム論(講義)  コーポラティズム論―P.シュミッターとG.レームブルッフ、G.ミュル
ダール、収斂の終焉―J.ゴールドソープ、コーポラティズム型福祉国家論―R.ミシュラ、サプライサイド・コ
ーポラティズムの形成―F.トラクスラー、ポスト・コーポラティズムの時代―R.オドネルとL.バッカロ、コ
ーポラティズムの形態変化―F.トラクスラーなど

II EU(欧州連合)社会経済モデルの現在と未来【IIとIIIの順序は変更することがある】
第6-7回 EU雇用・社会政策と社会対話―機能(講義)  EU社会経済モデルのコンポーネント、EU雇用・社
会政策の機能、EU雇用・社会政策の機構
第8回 EU雇用・社会政策―歴史(講義)  ローマ条約と経済統合の時代―1950-70年代、ドロールEC委員
会と社会的側面の形成―1980年代、成長・雇用戦略の起源
第9回 EU雇用・社会政策―歴史(講義)  マーストリヒト条約と社会統合―1990年代、雇用・リスボン戦略
の形成と展開―2000年代
第10回 欧州社会対話の制度と機能(講義)  欧州社会対話と西欧コーポラティズム、EU社会政策協議、フ
レクシキュリティー政策、EU情報・協議制度―EU社会経済モデルの制度的基礎など

III 西欧コーポラティズムの転換と持続【対象は適宜選択】
第11回 スウェーデン(講義)  連帯賃金政策の時代、スウェーデン・モデルの形成と転換、ネオリベラリズ
ムとポスト・コーポラティズム
第12回 イギリス(講義)  イギリス社会とネオ・コーポラティズム、労使関係システムの形成、コーポラテ
ィズムの時代―形成期、コーポラティズムの時代―展開・動揺期、ネオリベラリズムの時代、第3の道と社
会政策
第13回 オランダ(講義)  ポルダーモデルの形成と展開、ネオリベラリズムの時代
第14回 ドイツ(講義)  社会的市場経済の時代、経営参加制度とコーポラティズム、協調行動・賃金調整と
コーポラティズム、ドイツ型モデルの動揺
第15回 アイルランド(講義)  コーポラティズムと地域パートナーシップ
その他、オーストリア・マクロ経済モデルの形成と展開、ネオリベラリズムの時代など

授業レポートはフィードバック(コメントや解説)を行い、期末試験を解説する機会を設ける。

ナンバリング BAFM3019
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57390
科目 5739 社会政策と市場経済 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

この授業では、西欧諸国の「コーポラティズム(政労使、市民団体の協調と参加による政策形成システム)
」をキーコンセプトに、西欧諸国とEUの雇用・労働市場政策、社会保障政策、成長戦略の現代史を学ぶ。
導入部分では、社会政策と市場経済に関する基礎的な理論を概観し、後半では、特に戦後体制から1980
年代以降の「ネオリベラリズム(新自由主義)の時代」または「多様な資本主義(varieties of capitalism)
の時代」への転換期における社会経済政策の変化を概観する。講義における概念・理論部分と各国
史、EU(欧州連合)の社会経済政策の順序と重心は、変更する場合がある。また、受講者数が少人数の場
合には、同一または類似テーマのテキスト輪読に変更する場合がある。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標 参加者は、①異なる先進資本主義諸国における政治と社会経済政策のあり方、および、②その帰結の差異
を学び、③わが国の現況を考察する一助とする。

テキスト（教科書） なし

参考書および参考文献
P.シュミッター＆G.レームブルッフ『現代コーポラティズム』木鐸社 1997年(978-4833202060)、稲上
毅他編『ネオ・コーポラティズムの国際比較』日本労働研究機構 1994年(978-4538411088)、中野聡『
社会的パートナーシップ』日本評論社 2018年(978-4535559134)など。

受講条件 現代ヨーロッパ経済史を履修済みであることが望ましい。講義内容がやや特殊である点に留意し、関心が
ある場合にのみ履修すること。

事前・事後学修（内容・時間）
①日常的に新聞等を通してニュースに接し、社会系をテーマとする読書の機会をもつこと(2.5時間×15回
を適宜分散)。また、②授業中および授業後に復習レポートを作成し(各回30分程度)、④定期試験前に課
題を作成すること(3時間程度)。

成績評価
授業参加(レポートや受講態度)および試験(選択論述式)。受講者数に応じ、試験を期末レポート・小論文に変更することがある。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート 30% テーマの基礎理解
期末試験 70% 選択テーマの基礎理解(選択論述式)
   
   

授業の実施方法と授業計画

別途指示がない限り授業は講義を中心に進めるが、適宜復習レポートの作成を課す。講義内容は、履修者
数や進度により変更することがある。

I 社会政策と市場経済
第1-2回 多様な資本主義論(講義)  多様な資本主義の時代(?)、ポスト・フォード主義の時代―R.ボワイ
エ、調整型市場経済論―D.ソスキス、現代社会の理論―A.ネグリなど
第3-5回 コーポラティズム論(講義)  コーポラティズム論―P.シュミッターとG.レームブルッフ、G.ミュル
ダール、収斂の終焉―J.ゴールドソープ、コーポラティズム型福祉国家論―R.ミシュラ、サプライサイド・コ
ーポラティズムの形成―F.トラクスラー、ポスト・コーポラティズムの時代―R.オドネルとL.バッカロ、コ
ーポラティズムの形態変化―F.トラクスラーなど

II EU(欧州連合)社会経済モデルの現在と未来【IIとIIIの順序は変更することがある】
第6-7回 EU雇用・社会政策と社会対話―機能(講義)  EU社会経済モデルのコンポーネント、EU雇用・社
会政策の機能、EU雇用・社会政策の機構
第8回 EU雇用・社会政策―歴史(講義)  ローマ条約と経済統合の時代―1950-70年代、ドロールEC委員
会と社会的側面の形成―1980年代、成長・雇用戦略の起源
第9回 EU雇用・社会政策―歴史(講義)  マーストリヒト条約と社会統合―1990年代、雇用・リスボン戦略
の形成と展開―2000年代
第10回 欧州社会対話の制度と機能(講義)  欧州社会対話と西欧コーポラティズム、EU社会政策協議、フ
レクシキュリティー政策、EU情報・協議制度―EU社会経済モデルの制度的基礎など

III 西欧コーポラティズムの転換と持続【対象は適宜選択】
第11回 スウェーデン(講義)  連帯賃金政策の時代、スウェーデン・モデルの形成と転換、ネオリベラリズ
ムとポスト・コーポラティズム
第12回 イギリス(講義)  イギリス社会とネオ・コーポラティズム、労使関係システムの形成、コーポラテ
ィズムの時代―形成期、コーポラティズムの時代―展開・動揺期、ネオリベラリズムの時代、第3の道と社
会政策
第13回 オランダ(講義)  ポルダーモデルの形成と展開、ネオリベラリズムの時代
第14回 ドイツ(講義)  社会的市場経済の時代、経営参加制度とコーポラティズム、協調行動・賃金調整と
コーポラティズム、ドイツ型モデルの動揺
第15回 アイルランド(講義)  コーポラティズムと地域パートナーシップ
その他、オーストリア・マクロ経済モデルの形成と展開、ネオリベラリズムの時代など

授業レポートはフィードバック(コメントや解説)を行い、期末試験を解説する機会を設ける。

ナンバリング BAFM3019

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58190
科目 5819 経営分析 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本講義では、財務諸表から得られる情報を中心に利用し、そこから算定される経営指標などによっ
て、企業の経営状態の実像や課題を観察する眼を養うことを目標とする。
財務諸表分析における、企業の収益性、生産性、安全性、成長性などに関する伝統的な分析方法を中
心としつつ、また近年話題のテーマの指標等についても、設例や上場企業のデータを用いて講義して
いく。
テキストに沿って、わかりやすい事例も活用しながら学修を進める。
経営分析は、様々なビジネスの現場での適切な意思決定をサポートする有用性の高いツールでもあ
る。最初に財務諸表の基本の理解確認をしたうえで、実際の会社の実例に基づき多面的な視点から分
析手法を学ぶ。また同時に、分析した内容をわかりやすくレポートにまとめる訓練も行う。
この科目は当該授業内容に関する経営分析の立案と実践の実務経験を有する教員等がその経験を活
かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標 自身の関心ある企業について、収益性分析や安全性分析といった代表的な経営分析手法を実践でき
るようになる。

テキスト（教科書） 髙橋　聡・福川裕徳・三浦　敬［編著］『学部生のための企業分析テキスト―業界・経営・財務分析の
基本―  』 創成社　ISBN: 978-4-7944-1555-4

参考書および参考文献 講義内に、適宜提示する。講義内で適宜提示する。

受講条件
・経営戦略/事業戦略及び経営分析に関心があること。
・「簿記入門２」の単位を修得済みが望ましい。
・「財務諸表論」を履修していることが望ましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、講義テーマに関する内容を確認すること。（各回90分程度）
・日頃から、新聞、雑誌、インターネット記事、ＴＶ番組などの媒体を用い、企業・社会の動向について
の情報に触れ、修得した知識とどのように結びつくのか考える。
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について確実に実施できるよう復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある事例について繰り返して確認し、基礎力
を身につけるよう努めること。

・講義毎にレジュメを配布する。配布したレジュメを読み返し、講義内容を復習する。
成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、課題レポートによる総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて、理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義〕 ガイダンス
第２回〔講義〕 経営分析の視点と方法
第３回〔講義〕 分析対象企業の選択
第４回〔講義〕 業界分析
第５回〔講義〕 収益性の分析１
第６回〔講義〕 収益性の分析２
第７回〔講義〕 生産性の分析１
第８回〔講義〕 生産性の分析２
第９回〔講義〕 安全性の分析１
第10回〔講義〕 安全性の分析２
第11回〔講義〕 成長性の分析１
第12回〔講義〕 成長性の分析２
第13回〔講義〕 総合判断の進め方
第14回〔講義〕 分析結果を踏まえた考察
第15回〔講義〕 振り返りと総括

※小テストや課題の内容については、授業内で適宜フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3017
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58200
科目 5820 キャッシュフロー会計 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　企業の実績は、財務会計の手続きにより作成された損益計算書や貸借対照表といった財務諸表
により利害関係者に開示される。しかし、企業の実態をより正確に把握するには、キャッシュ・フロ
ーの状況も確認する必要がある。そのために必要なのが、キャッシュ・フロー会計により作成され
たキャッシュ・フロー計算書である。
　本授業では、キャッシュ・フロー会計の意義・概要を学ぶとともに、実際にキャッシュ・フロー計
算書を作成する。

※この科目は、当該授業内容に関する財務分析業務の実務経験を有する教員等が、その実務経験
を活かして講義等を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標 キャッシュ・フロー会計の意義、概要を理解した上で、キャッシュ・フロー計算書を作成することが
できる。

テキスト（教科書） 新日本有限責任監査法人『 図解でざっくり会計シリーズ キャッシュ・フロー計算書のしくみ 』
中央経済社　ISBN：9784502473005

参考書および参考文献 『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅲ）』Ver.18.0
 〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106617

受講条件

・「商業簿記（上級）１」、「商業簿記（上級）２」の単位を修得済みであること。
　ただし、日商簿記検定２級レベル以上の資格取得者は、この限りではない。
・「財務諸表論」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には電卓等計算用具を持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、
　基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて、理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 個別キャッシュ・フロー計算書の概要
第２回 〔講義〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（直接法）
第３回 〔講義〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（間接法）
第４回 〔講義〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（直接法と間接法との比較）
第５回 〔講義・演習〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（問題演習）
第６回 〔講義〕 投資活動によるキャッシュ・フロー
第７回 〔講義・演習〕 投資活動によるキャッシュ・フロー（問題演習）
第８回 〔講義〕 財務活動によるキャッシュ・フロー
第９回 〔講義・演習〕 財務活動によるキャッシュ・フロー（問題演習）
第10回 〔講義〕 連結キャッシュ・フロー計算書の概要
第11回 〔講義〕 連結キャッシュ・フロー計算書（原則法・直接法）
第12回 〔講義〕 連結キャッシュ・フロー計算書（間便法・間接法）
第13回 〔講義・演習〕 連結キャッシュ・フロー計算書（問題演習）
第14回 〔講義・演習〕 総合問題演習
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAHM4002
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58200
科目 5820 キャッシュフロー会計 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　企業の実績は、財務会計の手続きにより作成された損益計算書や貸借対照表といった財務諸表
により利害関係者に開示される。しかし、企業の実態をより正確に把握するには、キャッシュ・フロ
ーの状況も確認する必要がある。そのために必要なのが、キャッシュ・フロー会計により作成され
たキャッシュ・フロー計算書である。
　本授業では、キャッシュ・フロー会計の意義・概要を学ぶとともに、実際にキャッシュ・フロー計
算書を作成する。

※この科目は、当該授業内容に関する財務分析業務の実務経験を有する教員等が、その実務経験
を活かして講義等を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標 キャッシュ・フロー会計の意義、概要を理解した上で、キャッシュ・フロー計算書を作成することが
できる。

テキスト（教科書） 新日本有限責任監査法人『 図解でざっくり会計シリーズ キャッシュ・フロー計算書のしくみ 』
中央経済社　ISBN：9784502473005

参考書および参考文献 『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅲ）』Ver.18.0
 〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106617

受講条件

・「商業簿記（上級）１」、「商業簿記（上級）２」の単位を修得済みであること。
　ただし、日商簿記検定２級レベル以上の資格取得者は、この限りではない。
・「財務諸表論」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には電卓等計算用具を持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、
　基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて、理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 個別キャッシュ・フロー計算書の概要
第２回 〔講義〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（直接法）
第３回 〔講義〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（間接法）
第４回 〔講義〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（直接法と間接法との比較）
第５回 〔講義・演習〕 営業活動によるキャッシュ・フロー（問題演習）
第６回 〔講義〕 投資活動によるキャッシュ・フロー
第７回 〔講義・演習〕 投資活動によるキャッシュ・フロー（問題演習）
第８回 〔講義〕 財務活動によるキャッシュ・フロー
第９回 〔講義・演習〕 財務活動によるキャッシュ・フロー（問題演習）
第10回 〔講義〕 連結キャッシュ・フロー計算書の概要
第11回 〔講義〕 連結キャッシュ・フロー計算書（原則法・直接法）
第12回 〔講義〕 連結キャッシュ・フロー計算書（間便法・間接法）
第13回 〔講義・演習〕 連結キャッシュ・フロー計算書（問題演習）
第14回 〔講義・演習〕 総合問題演習
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAHM4002

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58220
科目 5822 管理会計 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　企業の経営者や管理者は、適切な企業経営を行うため、管理会計を使って必要な情報を収集し、意思決定等を
行っている。管理会計は、意思決定等に必要な情報を数値化し、数量的に比較検討の上、最も有利な選択肢を導
き出すものである。
　本授業では、管理会計に係る基礎的なトピックスについて、概括的な説明を行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    
到達目標 管理会計に係る基礎的な知識を習得する。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　望月恒男・細海昌一郎［編著］『 原価会計の基礎と応用 』 創成社 ISBN：9784794415462
　※「原価計算」と同様のテキストを使用します。

【設例問題集】
　『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 工業簿記・原価計算（Ⅲ）』Ver.8.0
　〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕 ISBN：9784300106648
　※最新版を購入し、設例問題を通じて基礎力を高めていただきたい。

参考書および参考文献

・岡本清、廣本敏郎、尾畑裕、挽文子著 『管理会計（第２版）』 中央経済社
　ISBN：9784502281105
・櫻井通晴『管理会計（第７版）』 同文舘出版 ISBN：9784495161477
・山本浩二／小倉昇／尾畑裕／小菅正伸／中村博之【編著】『スタンダードテキスト管理会計論
　（第２版）』 中央経済社 ISBN：9784502162213
・千賀秀信 著 『管理会計の基本』 日本実業出版社 ISBN：9784534048455
・伊藤嘉博、目時壮浩 著 『異論・正論 管理会計』 中央経済社 ISBN：9784502394515

受講条件

・「工業簿記（上級）２」の単位を修得済みであること。
　ただし、日商簿記検定２級レベル以上の資格取得者は、この限りではない。
・「原価計算」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストおよび電卓等計算用具を持参すること。
※日商簿記検定１級の内容も学習範囲に含まれるので、履修する際に注意をして欲しい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、
　基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験および小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、対面形式での実施が難しい場合には、課題レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度は減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験にて理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 管理会計の概要、固定費と変動費の復習
第２回 〔講義〕 短期利益計画、ＣＶＰ分析の復習
第３回 〔講義〕 利益図表とＣＶＰ分析（損益分岐点分析、安全余裕率）
第４回 〔講義〕 事業部の業績測定の概要、事業部損益計算書、事業部の業績管理指標
第５回 〔講義〕 多元的業績指標（ＢＳＣ）、本社費・共通費の配賦、内部振替価格の設定
第６回 〔講義〕 意思決定会計の概要、業務的意思決定会計
第７回 〔講義〕 業務的意思決定会計の問題演習
第８回 〔講義〕 設備投資意思決定会計の概要（貨幣の時間価値、資本コストの論点を含む）
第９回 〔講義〕 設備投資意思決定モデル（正味現在価値法、内部利益率法、収益性指数法）
第10回 〔講義〕 設備投資意思決定会計の問題演習
第11回 〔講義〕 活動基準原価計算（ＡＢＣ）、活動基準管理（ＡＢＭ）
第12回 〔講義〕 原価企画、原価維持、原価改善
第13回 〔講義〕 品質原価計算
第14回 〔講義〕 ライフサイクル・コスティング
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3019
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58250
科目 5825 税務会計 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　日本の会計は会社法（商法）、金融商品取引法、税法という法の基に制度会計として成り立っている。いず
れも企業を対象とするものの、会社法（商法）会計は株主のための配当可能利益の計算と債権者保護を、
金融商品取引法会計は株式を公開して資金調達を行うため投資家保護を、税務会計は法人税の課税所得及
び税額の計算を行うことを目的としている。
　本講義では、税法の規定に従い、課税所得の計算を行うための会計である税務会計を学習する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

授業の到達目標は、以下の通りである。
・課税所得の計算ができるようになる。
・法人税の金額を計算できるようになる。
・実務的（税務上の取扱い）な処理ができるようになる。
・実務的な数値を読み取ることができるようになる。
・簡単な申告書が作成できるようになる。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　金子友裕 『 法人税法入門講義 第８版 』 中央経済社 ISBN：9784502497414
　※最新版を購入し、授業時には忘れずに持参すること。

【設例問題集】
　ネットスクール株式会社『 全経法人税法能力検定試験公式テキスト３級／２級（第３版） 』
　中央経済社 ISBN：9784781003504
　※最新版を購入し、設例問題を通じて基礎力を高めていただきたい。

参考書および参考文献 ・谷川喜美江 『 入門税務会計 第４版 』 税務経理協会　ISBN：9784419068462
・中里実、佐藤英明『租税判例百選（第７版）』有斐閣　ISBN：9784641115538

受講条件

・「商業簿記（上級）１」、「商業簿記（上級）２」の単位を修得済みであること。
　ただし、日商簿記検定２級レベル以上の資格取得者は、この限りではない。
・「財務諸表論」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストおよび電卓等計算用具を持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、講義テーマに関する内容を確認すること。(各回90分程度)
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある問題演習を繰り返して復習し、
　基礎力を身につけるよう努めること。

成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて、理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義〕 法人税法の基礎的事項
第２回〔講義〕 所得金額と法人税額の計算〔課税標準と所得の概念、別表四、別表一〕
第３回〔講義〕 益金の額と損金の額
第４回〔講義〕 交際費等
第５回〔講義〕 寄附金
第６回〔講義〕 同族会社に対する課税と役員給与の損金不算入
第７回〔講義〕 租税公課
第８回〔講義〕 受取配当等の益金不算入と所得税額控除
第９回〔講義〕 有価証券、棚卸資産
第10回〔講義〕 減価償却(1)〔減価償却資産の範囲、取得価額、減価償却方法と償却限度額〕
第11回〔講義〕 減価償却(2)〔耐用年数、特別償却、償却超過額・償却不足額の計算〕
第12回〔講義〕 繰延資産、貸倒損失
第13回〔講義〕 貸倒引当金
第14回〔講義〕 資産の評価損益、外貨建取引の換算等、繰越欠損金
第15回〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3022
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58250
科目 5825 税務会計 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　日本の会計は会社法（商法）、金融商品取引法、税法という法の基に制度会計として成り立っている。いず
れも企業を対象とするものの、会社法（商法）会計は株主のための配当可能利益の計算と債権者保護を、
金融商品取引法会計は株式を公開して資金調達を行うため投資家保護を、税務会計は法人税の課税所得及
び税額の計算を行うことを目的としている。
　本講義では、税法の規定に従い、課税所得の計算を行うための会計である税務会計を学習する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

授業の到達目標は、以下の通りである。
・課税所得の計算ができるようになる。
・法人税の金額を計算できるようになる。
・実務的（税務上の取扱い）な処理ができるようになる。
・実務的な数値を読み取ることができるようになる。
・簡単な申告書が作成できるようになる。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　金子友裕 『 法人税法入門講義 第８版 』 中央経済社 ISBN：9784502497414
　※最新版を購入し、授業時には忘れずに持参すること。

【設例問題集】
　ネットスクール株式会社『 全経法人税法能力検定試験公式テキスト３級／２級（第３版） 』
　中央経済社 ISBN：9784781003504
　※最新版を購入し、設例問題を通じて基礎力を高めていただきたい。

参考書および参考文献 ・谷川喜美江 『 入門税務会計 第４版 』 税務経理協会　ISBN：9784419068462
・中里実、佐藤英明『租税判例百選（第７版）』有斐閣　ISBN：9784641115538

受講条件

・「商業簿記（上級）１」、「商業簿記（上級）２」の単位を修得済みであること。
　ただし、日商簿記検定２級レベル以上の資格取得者は、この限りではない。
・「財務諸表論」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストおよび電卓等計算用具を持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、講義テーマに関する内容を確認すること。(各回90分程度)
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある問題演習を繰り返して復習し、
　基礎力を身につけるよう努めること。

成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて、理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義〕 法人税法の基礎的事項
第２回〔講義〕 所得金額と法人税額の計算〔課税標準と所得の概念、別表四、別表一〕
第３回〔講義〕 益金の額と損金の額
第４回〔講義〕 交際費等
第５回〔講義〕 寄附金
第６回〔講義〕 同族会社に対する課税と役員給与の損金不算入
第７回〔講義〕 租税公課
第８回〔講義〕 受取配当等の益金不算入と所得税額控除
第９回〔講義〕 有価証券、棚卸資産
第10回〔講義〕 減価償却(1)〔減価償却資産の範囲、取得価額、減価償却方法と償却限度額〕
第11回〔講義〕 減価償却(2)〔耐用年数、特別償却、償却超過額・償却不足額の計算〕
第12回〔講義〕 繰延資産、貸倒損失
第13回〔講義〕 貸倒引当金
第14回〔講義〕 資産の評価損益、外貨建取引の換算等、繰越欠損金
第15回〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3022

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58260
科目 5826 監査論 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　企業の監査には、内部の経営者のための内部監査と、外部の投資家や利害関係者のための外部監
査がある。近代企業の監査要請はこのように二つの側面を持つと考えられるために、監査論は組織の
内部の人によって行われる内部監査と、組織体から独立した外部の専門家によって実施される外部監
査が研究されている。
　本講義では、履修者が財務会計制度を理解した上で、財務諸表の外部監査を中心とした監査の歴史
や監査基準の概要を学ぶ。また、実際に生じた粉飾決算の事件などのケースも学習することにより、
理解を深める。

※この科目は、当該授業内容に関する会計・監査業務の実務経験を有する教員等が、その実務経験を
活かして講義等を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標
授業の到達目標は、以下の通りである。
・企業社会における会計監査の役割を理解できるようになる。
・組織内の行為は監査の対象であることを理解し、絶対に不正行為を行わないなどの健全な
　就業観を養う。

テキスト（教科書） 盛田良久、百合野正博、朴大栄【編著】『はじめてまなぶ監査論（第２版）』中央経済社
ISBN：9784502342110

参考書および参考文献
・蟹江章、井上善弘、栗濱竜一郎【編著】『スタンダードテキスト監査論（第７版）』
　中央経済社　ISBN：9784502510311
・栗濱竜一郎『社会的存在としての財務諸表監査』中央経済社　ISBN： 9784502237706

受講条件
・「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「商業簿記（上級）１」、「商業簿記（上級）２」、「財務諸表論」の単位を修得済みで
　あることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、
　基礎力を身につけるよう努めること。

成績評価
定期試験（あるいは期末レポート）、小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度は減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験あるいは期末レポート 60% 定期試験あるいは期末レポートにて理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 財務諸表監査制度の成立とその目的〔公認会計士監査の必要性〕
第２回 〔講義〕 経済社会を支える財務情報〔取引の公正性確保、ディスクロージャー制度〕
第３回 〔講義〕 監査を要請する法律〔法定監査（金融商品取引法監査、会社法監査）〕
第４回 〔講義〕 監査を担当する専門家〔公認会計士・監査法人、監査人の独立性〕
第５回 〔講義〕 監査を取り巻く組織〔日本の組織、米国の組織、国際的な組織〕
第６回 〔講義〕 監査基準〔目的基準と一般基準〕
第７回 〔講義〕 監査の実施(1)〔試査、リスク・アプローチ、監査リスク・モデル〕
第８回 〔講義〕 監査の実施(2)〔監査リスクと重要性、不正リスク対応基準〕
第９回 〔講義〕 監査の手続(1)〔リスク評価、監査要点の設定、リスク対応〕
第10回 〔講義〕 監査の手続(2)〔監査証拠の評価、経営者確認書、監査調書〕
第11回 〔講義〕 監査結果の報告(1)〔監査報告書の構成と記載内容〕
第12回 〔講義〕 監査結果の報告(2)〔除外事項と監査意見、継続企業の前提と監査報告書〕
第13回 〔講義〕 監査結果の報告(3)〔追記情報、監査上の主要な検討事項〕
第14回 〔講義〕 社会を揺るがす経済事件〔粉飾決算、具体的事例〕
第15回 〔講義〕 会社以外のさまざまな監査、総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAHM4003
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58270
科目 5827 国際会計 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

会計は、貨幣額で測定できるものだけを対象として金額・数字にもとづくところから、普遍性をも
ち、グローバルに通用するビジネス言語であるといわれる。その一方で、会計の、とくに財務報告の
機能は、各国の資本市場制度や税制等、高度な社会文化と密接に結びついて発展してきた経緯が
あり、きわめてローカルな側面をあわせもつ。簿記・会計の科目においても、おもに日本の会計制
度・会計基準を中心に学習してきたが、この講義では、各国の会計制度・会計基準が、国際的に統
合され、国際財務報告基準（IFRS）の導入がすすめられている現在の会計について、その歴史的
背景やIFRSの基礎概念・会計思考をふまえて、広く学習する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

各国の会計制度・会計基準が国際的に統合され、国際財務報告基準（IFRS）の導入がすすめられ
ている現在の会計について、その歴史的背景やIFRSの基礎概念・会計思考をふまえて、広く学習す
る。到達目標は、以下である。
①国際会計基準（IAS）・国際財務報告基準（IFRS）の設定に関連付けて、会計基準の国際統合（
コンバージェンス）を説明できる。
②国際会計基準審議会（IASB）に対する日本の立場をふまえて、概念フレームワークの意義と内
容を説明できる。
③IFRSにもとづく企業の開示情報を、日本基準にもとづく開示との相違をふまえて説明できる。

テキスト（教科書） ・『はじめて学ぶ国際会計論』池田健一著、同文館出版、ISBN 978-4-495-20763-2

参考書および参考文献
・『新訂第2版 テキスト国際会計基準』桜井久勝、白桃書房、ISBN978-4-561-35236-5
・必要に応じてレジュメを配布する。

受講条件 ・簿記・会計の科目を履修していることがのぞましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回６０分程度）
・次回の学習範囲について、例題を解き、要約・質問事項等をまとめる。（各回３０分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回６０分程度）
・小テストの復習・課題レポートの作成（各回３０分程度）

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。

評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 【講義】ガイダンス
第２回 【講義】国際会計論概説①
第３回 【講義】国際会計論概説②
第４回 【講義】概念フレームワーク（１）
第５回 【講義】概念フレームワーク（２）
第６回 【講義】財務諸表の表示①（IAS1/IFRS18）
第７回 【講義】財務諸表の表示②（IAS1/IFRS18)
第８回 【講義】たな卸資産（IAS2）
第９回 【講義】キャッシュ・フロー計算書（IAS7）
第１０回 【講義】法人所得税（IAS12）
第１１回 【講義】有形固定資産（IAS16）
第１２回 【講義】無形資産（IAS38）
第１３回 【講義】連結財務諸表（IFRS10）
第１４回 【講義】顧客との契約から生じる収益（IFRS15）
第１５回【講義】総論【IFRSの会計思考】
※　小テスト・課題レポートの実施により適宜フィードバックする。
※　習熟度により授業計画を変更する場合がある。

ナンバリング BAHM4004
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58270
科目 5827 国際会計 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

会計は、貨幣額で測定できるものだけを対象として金額・数字にもとづくところから、普遍性をも
ち、グローバルに通用するビジネス言語であるといわれる。その一方で、会計の、とくに財務報告の
機能は、各国の資本市場制度や税制等、高度な社会文化と密接に結びついて発展してきた経緯が
あり、きわめてローカルな側面をあわせもつ。簿記・会計の科目においても、おもに日本の会計制
度・会計基準を中心に学習してきたが、この講義では、各国の会計制度・会計基準が、国際的に統
合され、国際財務報告基準（IFRS）の導入がすすめられている現在の会計について、その歴史的
背景やIFRSの基礎概念・会計思考をふまえて、広く学習する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

各国の会計制度・会計基準が国際的に統合され、国際財務報告基準（IFRS）の導入がすすめられ
ている現在の会計について、その歴史的背景やIFRSの基礎概念・会計思考をふまえて、広く学習す
る。到達目標は、以下である。
①国際会計基準（IAS）・国際財務報告基準（IFRS）の設定に関連付けて、会計基準の国際統合（
コンバージェンス）を説明できる。
②国際会計基準審議会（IASB）に対する日本の立場をふまえて、概念フレームワークの意義と内
容を説明できる。
③IFRSにもとづく企業の開示情報を、日本基準にもとづく開示との相違をふまえて説明できる。

テキスト（教科書） ・『はじめて学ぶ国際会計論』池田健一著、同文館出版、ISBN 978-4-495-20763-2

参考書および参考文献
・『新訂第2版 テキスト国際会計基準』桜井久勝、白桃書房、ISBN978-4-561-35236-5
・必要に応じてレジュメを配布する。

受講条件 ・簿記・会計の科目を履修していることがのぞましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回６０分程度）
・次回の学習範囲について、例題を解き、要約・質問事項等をまとめる。（各回３０分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回６０分程度）
・小テストの復習・課題レポートの作成（各回３０分程度）

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。

評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 【講義】ガイダンス
第２回 【講義】国際会計論概説①
第３回 【講義】国際会計論概説②
第４回 【講義】概念フレームワーク（１）
第５回 【講義】概念フレームワーク（２）
第６回 【講義】財務諸表の表示①（IAS1/IFRS18）
第７回 【講義】財務諸表の表示②（IAS1/IFRS18)
第８回 【講義】たな卸資産（IAS2）
第９回 【講義】キャッシュ・フロー計算書（IAS7）
第１０回 【講義】法人所得税（IAS12）
第１１回 【講義】有形固定資産（IAS16）
第１２回 【講義】無形資産（IAS38）
第１３回 【講義】連結財務諸表（IFRS10）
第１４回 【講義】顧客との契約から生じる収益（IFRS15）
第１５回【講義】総論【IFRSの会計思考】
※　小テスト・課題レポートの実施により適宜フィードバックする。
※　習熟度により授業計画を変更する場合がある。

ナンバリング BAHM4004

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58290
科目 5829 データベース論１ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　ビジネスの現場で求められる情報活用力を身につけるために、リレーショナル・データベースを扱うための標準
言語 SQL の基礎的な使用方法を、Oracle を用いて修得する。また、リレーショナルデータベースの基本操作を理
解し、SQL によるデータベースの基本的な作成・管理方法を修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

以下のような SQL の基本的な操作ができる。
　・条件に合致するデータを選択することができる。
　・選択したデータの表示フォーマットを指定することができる。
　・条件により複数の処理内容に対応することができる。
　・複数の表を関連付けてデータを取り出すことができる。
　・グループでデータを取り扱い、合計値などの結果を求めることができる。
　・データのトランザクション処理の簡単な制御ができる。
以上のことを通して、オラクルマスター（Silver SQL）相当の実力を身につけることを目指す。

テキスト（教科書） 　講義の際に資料を配付する。
　なお、補足資料を Classroom に掲示するため、毎回 iPad やノートPCを持参することが望ましい。

参考書および参考文献 　状況により、適宜提示する。

受講条件 　データベース論１・実習１の両科目を同時履修すること。
　また、引き続きデータベース論２・実習２を履修することが望ましい。

事前・事後学修（内容・時間）
各回の授業内容を配付資料を基に再確認するとともに、授業内で提示される演習課題に取り組むこと（第1～30
回／90分程度）。
各章の章末問題や課題に取り組むこと（第1～30回／90分程度）。
その他、日常的に SQL文を作成し、データベースに慣れ親しむことが望まれる。

成績評価
　課題レポートの内容（20％）、定期試験の結果（80％）によって評価する。

評価項目 割合 評価基準
課題レポート 20% 課題レポートの内容にて理解度を確認する。
定期試験 80% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

　データベース論１とデータベース実習１は、各15回・計30回を通して行う。そのため、データベース論１・実習１の
両科目を必ず同時に履修すること。

第01回　（講義）ガイダンス（データベースとは何か）
第02回　（実習）Accessによるリレーショナルデータベースの作成
第03回　（講義・演習）リレーショナル・データベースの概念と用語
第04回　（講義・演習）基本的なSELECT文の作成（列の選択、算術式、列別）
第05回　（講義・演習）基本的なSELECT文の作成（重複する行の排除）
第06回　（講義・演習）データの制限（行の制限、比較条件）
第07回　（講義・演習）データの制限（比較演算子、NULL値）
第08回　（講義・演習）データの制限（論理条件、ソート）
第09回　（講義・演習）単一行関数（文字関数、数値関数）
第10回　（講義・演習）単一行関数（日付関数）
第11回　（講義・演習）変換関数と条件式の使用（変換関数、関数のネスト）
第12回　（講義・演習）変換関数と条件式の使用（一般関数、CASE式、DECODE関数）
第13回　（講義・演習）グループ関数を使用したデータの集約（グループ関数）
第14回　（講義・演習）グループ関数を使用したデータの集約（グループ関数の結果の制限）
第15回　（講義・演習）複数の表からのデータの表示（表の結合の概念、等価結合）
第16回　（講義・演習）複数の表からのデータの表示（自己結合、比等価結合、外部結合）
第17回　（講義・演習）副問合せ（単一行副問合せ）
第18回　（講義・演習）副問合せ（複数行副問合せ）
第19回　（講義・演習）集合演算子の使用
第20回　（講義・演習）データの操作（INSERT、UPDATE、DELETE）
第21回　（講義・演習）データの操作（トランザクション処理）
第22回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（CREATE）
第23回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（副問合せの使用）
第24回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（制約の設定）
第25回　（演習）DDL文を使用した表の作成および管理（制約を含めた表の作成）
第26回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（ビューの概要）
第27回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（ビューのDML操作）
第28回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（順序、索引）
第29回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（シノニム）
第30回　（演習）スキーマオブジェクトの作成

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバッ
クを行う。
※受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3023
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58300
科目 5830 データベース実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要
　ビジネスの現場で求められる情報活用力を身につけるために、リレーショナル・データベースを扱うための標準
言語 SQL の基礎的な使用方法を、Oracle を用いて修得する。また、リレーショナルデータベースの基本操作を理
解し、SQL によるデータベースの基本的な作成・管理方法を修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

以下のような SQL の基本的な操作ができる。
　・条件に合致するデータを選択することができる。
　・選択したデータの表示フォーマットを指定することができる。
　・条件により複数の処理内容に対応することができる。
　・複数の表を関連付けてデータを取り出すことができる。
　・グループでデータを取り扱い、合計値などの結果を求めることができる。
　・データのトランザクション処理の簡単な制御ができる。
以上のことを通して、オラクルマスター（Silver SQL）相当の実力を身につけることを目指す。

テキスト（教科書） 　講義の際に資料を配付する。
　なお、補足資料を Classroom に掲示するため、毎回 iPad やノートPCを持参することが望ましい。

参考書および参考文献 　状況により、適宜提示する。

受講条件 　データベース論１・実習１の両科目を同時履修すること。
　また、引き続きデータベース論２・実習２を履修することが望ましい。

事前・事後学修（内容・時間）
各回の授業内容を配付資料を基に再確認するとともに、授業内で提示される演習課題に取り組むこと（第1～30
回／90分程度）。
各章の章末問題や課題に取り組むこと（第1～30回／90分程度）。
その他、日常的に SQL文を作成し、データベースに慣れ親しむことが望まれる。

成績評価
　課題レポートの内容（20％）、定期試験の結果（80％）によって評価する。

評価項目 割合 評価基準
課題レポート 20% 課題レポートの内容にて理解度を確認する。
定期試験 80% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

　データベース論１とデータベース実習１は、各15回・計30回を通して行う。そのため、データベース論１・実習１の
両科目を必ず同時に履修すること。

第01回　（講義）ガイダンス（データベースとは何か）
第02回　（実習）Accessによるリレーショナルデータベースの作成
第03回　（講義・演習）リレーショナル・データベースの概念と用語
第04回　（講義・演習）基本的なSELECT文の作成（列の選択、算術式、列別）
第05回　（講義・演習）基本的なSELECT文の作成（重複する行の排除）
第06回　（講義・演習）データの制限（行の制限、比較条件）
第07回　（講義・演習）データの制限（比較演算子、NULL値）
第08回　（講義・演習）データの制限（論理条件、ソート）
第09回　（講義・演習）単一行関数（文字関数、数値関数）
第10回　（講義・演習）単一行関数（日付関数）
第11回　（講義・演習）変換関数と条件式の使用（変換関数、関数のネスト）
第12回　（講義・演習）変換関数と条件式の使用（一般関数、CASE式、DECODE関数）
第13回　（講義・演習）グループ関数を使用したデータの集約（グループ関数）
第14回　（講義・演習）グループ関数を使用したデータの集約（グループ関数の結果の制限）
第15回　（講義・演習）複数の表からのデータの表示（表の結合の概念、等価結合）
第16回　（講義・演習）複数の表からのデータの表示（自己結合、比等価結合、外部結合）
第17回　（講義・演習）副問合せ（単一行副問合せ）
第18回　（講義・演習）副問合せ（複数行副問合せ）
第19回　（講義・演習）集合演算子の使用
第20回　（講義・演習）データの操作（INSERT、UPDATE、DELETE）
第21回　（講義・演習）データの操作（トランザクション処理）
第22回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（CREATE）
第23回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（副問合せの使用）
第24回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（制約の設定）
第25回　（演習）DDL文を使用した表の作成および管理（制約を含めた表の作成）
第26回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（ビューの概要）
第27回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（ビューのDML操作）
第28回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（順序、索引）
第29回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（シノニム）
第30回　（演習）スキーマオブジェクトの作成

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバッ
クを行う。
※受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3023
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58300
科目 5830 データベース実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要
　ビジネスの現場で求められる情報活用力を身につけるために、リレーショナル・データベースを扱うための標準
言語 SQL の基礎的な使用方法を、Oracle を用いて修得する。また、リレーショナルデータベースの基本操作を理
解し、SQL によるデータベースの基本的な作成・管理方法を修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

以下のような SQL の基本的な操作ができる。
　・条件に合致するデータを選択することができる。
　・選択したデータの表示フォーマットを指定することができる。
　・条件により複数の処理内容に対応することができる。
　・複数の表を関連付けてデータを取り出すことができる。
　・グループでデータを取り扱い、合計値などの結果を求めることができる。
　・データのトランザクション処理の簡単な制御ができる。
以上のことを通して、オラクルマスター（Silver SQL）相当の実力を身につけることを目指す。

テキスト（教科書） 　講義の際に資料を配付する。
　なお、補足資料を Classroom に掲示するため、毎回 iPad やノートPCを持参することが望ましい。

参考書および参考文献 　状況により、適宜提示する。

受講条件 　データベース論１・実習１の両科目を同時履修すること。
　また、引き続きデータベース論２・実習２を履修することが望ましい。

事前・事後学修（内容・時間）
各回の授業内容を配付資料を基に再確認するとともに、授業内で提示される演習課題に取り組むこと（第1～30
回／90分程度）。
各章の章末問題や課題に取り組むこと（第1～30回／90分程度）。
その他、日常的に SQL文を作成し、データベースに慣れ親しむことが望まれる。

成績評価
　課題レポートの内容（20％）、定期試験の結果（80％）によって評価する。

評価項目 割合 評価基準
課題レポート 20% 課題レポートの内容にて理解度を確認する。
定期試験 80% 筆記試験にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

　データベース論１とデータベース実習１は、各15回・計30回を通して行う。そのため、データベース論１・実習１の
両科目を必ず同時に履修すること。

第01回　（講義）ガイダンス（データベースとは何か）
第02回　（実習）Accessによるリレーショナルデータベースの作成
第03回　（講義・演習）リレーショナル・データベースの概念と用語
第04回　（講義・演習）基本的なSELECT文の作成（列の選択、算術式、列別）
第05回　（講義・演習）基本的なSELECT文の作成（重複する行の排除）
第06回　（講義・演習）データの制限（行の制限、比較条件）
第07回　（講義・演習）データの制限（比較演算子、NULL値）
第08回　（講義・演習）データの制限（論理条件、ソート）
第09回　（講義・演習）単一行関数（文字関数、数値関数）
第10回　（講義・演習）単一行関数（日付関数）
第11回　（講義・演習）変換関数と条件式の使用（変換関数、関数のネスト）
第12回　（講義・演習）変換関数と条件式の使用（一般関数、CASE式、DECODE関数）
第13回　（講義・演習）グループ関数を使用したデータの集約（グループ関数）
第14回　（講義・演習）グループ関数を使用したデータの集約（グループ関数の結果の制限）
第15回　（講義・演習）複数の表からのデータの表示（表の結合の概念、等価結合）
第16回　（講義・演習）複数の表からのデータの表示（自己結合、比等価結合、外部結合）
第17回　（講義・演習）副問合せ（単一行副問合せ）
第18回　（講義・演習）副問合せ（複数行副問合せ）
第19回　（講義・演習）集合演算子の使用
第20回　（講義・演習）データの操作（INSERT、UPDATE、DELETE）
第21回　（講義・演習）データの操作（トランザクション処理）
第22回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（CREATE）
第23回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（副問合せの使用）
第24回　（講義・演習）DDL文を使用した表の作成および管理（制約の設定）
第25回　（演習）DDL文を使用した表の作成および管理（制約を含めた表の作成）
第26回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（ビューの概要）
第27回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（ビューのDML操作）
第28回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（順序、索引）
第29回　（講義・演習）その他のスキーマオブジェクトの作成（シノニム）
第30回　（演習）スキーマオブジェクトの作成

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバッ
クを行う。
※受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3023

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58350
科目 5835 ビジュアルデザイン 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本講義では、デジタル画像の基本的な概念や用語を理解し、適切にデジタル画像を扱うための知識と技術を身に付ける
ことを目標とする。本授業においては、広く一般に使われているデザインツールであるAdobe Illustrator,Photoshopを
用いてデザイン素材の作成、写真加工について理解を深める。
また、作品の制作においてインターネット上のフリー素材を使用することがあるため、情報モラルや知的財産権に関する
一般的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）ベクタデータについて
・Illustratorのパスを操作し、所望の図形を描画することができる。
・Illustratorの塗りの色／線の色を操作することができる。
・Illustratorのパスで描画した図形や文字をアウトライン化することができる。
（２）ラスタデータについて
・Photoshopを用いて写真の明るさや色調を補正することができる。
・Photoshopのフィルタ機能を使うことができる。
・Photoshopのレイヤー効果を使い、文字や画像にスタイルを設定することができる。
・Photoshopで複数の写真を合成することができる。
（３）紙面デザインについて
・IllustratorとPhotoshopを適切に用いて、ビジュアル的な紙面を作成することができる。
・ガイドや定規の機能を用いて、レイアウトを計画することができる。

テキスト（教科書）

書　名：世界一わかりやすい Illustrator & Photoshop 操作とデザインの教科書 [改訂3版]
著者名：ピクセルハウス
出版社：技術評論社
ISBN-10 ? : ? 4297118904
ISBN-13 ? : ? 978-4297118907

参考書および参考文献 指定なし

受講条件 『ビジュアルデザイン実習』と同時履修であること
（「ビジュアルデザイン」と「ビジュアルデザイン実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

※コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。
(1)テキストの該当箇所を事前に読んでおくこと（1～14回目／60分）
(2)毎回の講義で出される課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～14回目／120分）
(3)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（15回目／180分）

課題について必要なファイル（資料、指示内容、等）は学内LANの共有フォルダ（Public）において公開する。欠席した場
合は各自で課題を完成させること。
また、提出された作品については同共有フォルダにおいて相互閲覧可能とする。積極的に他人の作品を鑑賞し、得た知
見を自分の作品に反映させるよう努力すること。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（60%）、自由制作の完成度（40%）により評価する。
　なお、実技科目であるため受講状況、受講態度および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合

評価項目 割合 評価基準
課題 60% 各種ソフトウェアの機能について理解し、作品の提出要件を満たしていること。

自由制作 40% コンセプトの設定、レイアウト、配色、素材の加工を含む総合的な作品の完成度により評
価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（講義・演習）図形や線を描く
３回　（講義・演習）オブジェクトの選択と基本的な変形
４回　（講義・演習）色と透明度の設定
５回　（講義・演習）オブジェクトの編集と合成
６回　（講義・演習）線と文字の設定
７回　（講義・演習）覚えておきたい機能
８回　（講義・演習）レイヤーの操作と色調補正
９回　（講義・演習）選択範囲の作成
１０回　（講義・演習）色の設定とペイントの操作
１１回　（講義・演習）レイヤーマスクを使う
１２回　（講義・演習）文字、パス、シェイプ
１３回　（講義・演習）画像の修正・加工
１４回　（講義・演習）フィルターとレイヤースタイル
１５回　（講義・演習）IllustratorとPhotoshopの連携（自由制作）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課す。
授業内あるいはC lassroom を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM2001
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58360
科目 5836 ビジュアルデザイン実習 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者  

授業概要

本講義では、デジタル画像の基本的な概念や用語を理解し、適切にデジタル画像を扱うための知識と技術
を身に付けることを目標とする。本授業においては、広く一般に使われているデザインツールであるAdobe 
Illustrator,Photoshopを用いてデザイン素材の作成、写真加工について理解を深める。
また、作品の制作においてインターネット上のフリー素材を使用することがあるため、情報モラルや知的財産権に関す
る一般的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）ベクタデータについて
・Illustratorのパスを操作し、所望の図形を描画することができる。
・Illustratorの塗りの色／線の色を操作することができる。
・Illustratorのパスで描画した図形や文字をアウトライン化することができる。
（２）ラスタデータについて
・Photoshopを用いて写真の明るさや色調を補正することができる。
・Photoshopのフィルタ機能を使うことができる。
・Photoshopのレイヤー効果を使い、文字や画像にスタイルを設定することができる。
・Photoshopで複数の写真を合成することができる。
（３）紙面デザインについて
・IllustratorとPhotoshopを適切に用いて、ビジュアル的な紙面を作成することができる。
・ガイドや定規の機能を用いて、レイアウトを計画することができる。

テキスト（教科書）

書　名：世界一わかりやすい Illustrator & Photoshop 操作とデザインの教科書 [改訂3版]
著者名：ピクセルハウス
出版社：技術評論社
ISBN-10 ? : ? 4297118904
ISBN-13 ? : ? 978-4297118907

参考書および参考文献 指定なし

受講条件 『ビジュアルデザイン』と同時履修であること
（「ビジュアルデザイン」と「ビジュアルデザイン実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

※コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。
(1)テキストの該当箇所を事前に読んでおくこと（1～14回目／60分）
(2)毎回の講義で出される課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～14回目／120分）
(3)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（15回目／180分）

課題について必要なファイル（資料、指示内容、等）は学内LANの共有フォルダ（Public）において公開する。欠席した
場合は各自で課題を完成させること。
また、提出された作品については同共有フォルダにおいて相互閲覧可能とする。積極的に他人の作品を鑑賞し、得た
知見を自分の作品に反映させるよう努力すること。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（60%）、自由制作の完成度（40%）により評価する。
　なお、実技科目であるため受講状況、受講態度および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合

評価項目 割合 評価基準
課題 60% 各種ソフトウェアの機能について理解し、作品の提出要件を満たしていること。

自由制作 40% コンセプトの設定、レイアウト、配色、素材の加工を含む総合的な作品の完成度により
評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（講義・演習）図形や線を描く
３回　（講義・演習）オブジェクトの選択と基本的な変形
４回　（講義・演習）色と透明度の設定
５回　（講義・演習）オブジェクトの編集と合成
６回　（講義・演習）線と文字の設定
７回　（講義・演習）覚えておきたい機能
８回　（講義・演習）レイヤーの操作と色調補正
９回　（講義・演習）選択範囲の作成
１０回　（講義・演習）色の設定とペイントの操作
１１回　（講義・演習）レイヤーマスクを使う
１２回　（講義・演習）文字、パス、シェイプ
１３回　（講義・演習）画像の修正・加工
１４回　（講義・演習）フィルターとレイヤースタイル
１５回　（講義・演習）IllustratorとPhotoshopの連携（自由制作）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課す。
授業内あるいはC lassroom を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58360
科目 5836 ビジュアルデザイン実習 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者  

授業概要

本講義では、デジタル画像の基本的な概念や用語を理解し、適切にデジタル画像を扱うための知識と技術
を身に付けることを目標とする。本授業においては、広く一般に使われているデザインツールであるAdobe 
Illustrator,Photoshopを用いてデザイン素材の作成、写真加工について理解を深める。
また、作品の制作においてインターネット上のフリー素材を使用することがあるため、情報モラルや知的財産権に関す
る一般的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）ベクタデータについて
・Illustratorのパスを操作し、所望の図形を描画することができる。
・Illustratorの塗りの色／線の色を操作することができる。
・Illustratorのパスで描画した図形や文字をアウトライン化することができる。
（２）ラスタデータについて
・Photoshopを用いて写真の明るさや色調を補正することができる。
・Photoshopのフィルタ機能を使うことができる。
・Photoshopのレイヤー効果を使い、文字や画像にスタイルを設定することができる。
・Photoshopで複数の写真を合成することができる。
（３）紙面デザインについて
・IllustratorとPhotoshopを適切に用いて、ビジュアル的な紙面を作成することができる。
・ガイドや定規の機能を用いて、レイアウトを計画することができる。

テキスト（教科書）

書　名：世界一わかりやすい Illustrator & Photoshop 操作とデザインの教科書 [改訂3版]
著者名：ピクセルハウス
出版社：技術評論社
ISBN-10 ? : ? 4297118904
ISBN-13 ? : ? 978-4297118907

参考書および参考文献 指定なし

受講条件 『ビジュアルデザイン』と同時履修であること
（「ビジュアルデザイン」と「ビジュアルデザイン実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

※コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。
(1)テキストの該当箇所を事前に読んでおくこと（1～14回目／60分）
(2)毎回の講義で出される課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～14回目／120分）
(3)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（15回目／180分）

課題について必要なファイル（資料、指示内容、等）は学内LANの共有フォルダ（Public）において公開する。欠席した
場合は各自で課題を完成させること。
また、提出された作品については同共有フォルダにおいて相互閲覧可能とする。積極的に他人の作品を鑑賞し、得た
知見を自分の作品に反映させるよう努力すること。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（60%）、自由制作の完成度（40%）により評価する。
　なお、実技科目であるため受講状況、受講態度および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合

評価項目 割合 評価基準
課題 60% 各種ソフトウェアの機能について理解し、作品の提出要件を満たしていること。

自由制作 40% コンセプトの設定、レイアウト、配色、素材の加工を含む総合的な作品の完成度により
評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（講義・演習）図形や線を描く
３回　（講義・演習）オブジェクトの選択と基本的な変形
４回　（講義・演習）色と透明度の設定
５回　（講義・演習）オブジェクトの編集と合成
６回　（講義・演習）線と文字の設定
７回　（講義・演習）覚えておきたい機能
８回　（講義・演習）レイヤーの操作と色調補正
９回　（講義・演習）選択範囲の作成
１０回　（講義・演習）色の設定とペイントの操作
１１回　（講義・演習）レイヤーマスクを使う
１２回　（講義・演習）文字、パス、シェイプ
１３回　（講義・演習）画像の修正・加工
１４回　（講義・演習）フィルターとレイヤースタイル
１５回　（講義・演習）IllustratorとPhotoshopの連携（自由制作）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課す。
授業内あるいはC lassroom を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM2001

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58370
科目 5837 ＣＧ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　TVゲームやアニメーション、映画などで多く用いられているコンピュータグラフィックスについて、基
本的な概念や用語を理解するとともに、３DCGソフトウェア（Maya）の基本的な操作方法を習得するこ
とを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）モデリングについて
・NURBSプリミティブに対して拡大縮小／回転／移動、および、複製を用いることで、所望の立体を作成
できる。
・ポリゴンプリミティブに対して、エッジの挿入／頂点の移動、および、スムースを用いる事で、所望の立
体を作成できる。
（２）マテリアルについて
・立体に質感を割り当て、色付けすることができる。
・ペイントツールを用いて立体に着色することができる。
・立体をUV平面に展開し、グラフィックソフトウェアを用いて着色することができる。
（３）ライティングについて
・ライトを作成し、目的の方角から立体を照らすことができる。
・影を付けることができる。
（４）レンダリングについて
・作成した立体からCG画像を作成することができる。
・レイトレーシングを用いて反射、屈折を含む高度なレンダリングを使うことができる。

テキスト（教科書） iPadで資料を配布する
参考書および参考文献 指定なし

受講条件 『CG実習』と同時履修であること
（「CG」と「CG実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

(1)iPadの資料（テキスト）の該当箇所を事前に読んでおくこと（1～14回目／60分）
(2)毎回の講義で出される課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～14回目／120分）
(3)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（15回目／180分）
〇コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。
〇専門用語（英語）について、不明な点は辞書などで各自調べておくこと。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（50%）、自由制作の完成度（50%）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の抗議への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象外
とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
評価項目 割合 評価基準

課題 50% 提出要件を満たしていることを最低条件とし、提出物の完成度により理解度
を図る

自由制作 50% オリジナリティ、作りこみ、丁寧さ、等を総合的に判断する
   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（講義・演習）モデリング手法１（NURBSプリミティブオブジェクト）
３回　（講義・演習）NURBSによるシーンの作成
４回　（講義・演習）モデリング手法２（スカルプト）
５回　（講義・演習）モデリング手法３（リボルブ）
６回　（講義・演習）モデリング手法４（ポリゴン）
７回　（講義・演習）ポリゴンの機能１（分割，押し出し，etc）
８回　（講義・演習）ポリゴンの機能２（スムース）
９回　（講義・演習）ポリゴン立体への着色（マテリアル）
１０回　（講義・演習）ポリゴン立体への着色（ペイントツール）
１１回　（講義・演習）ポリゴン立体への着色（ＵＶテクスチャ）
１２回　（講義・演習）ライティングとカメラワーク
１３回　（講義・演習）作品制作１（計画，キャラクタモデリング）
１４回　（講義・演習）作品制作２（キャラクタ完成，着色）
１５回　（講義・演習）作品制作３（背景制作，レンダリング）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課す。
授業内あるいはC lassroom を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM2029
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58380
科目 5838 ＣＧ実習 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者  

授業概要
　TVゲームやアニメーション、映画などで多く用いられているコンピュータグラフィックスについて、
基本的な概念や用語を理解するとともに、３DCGソフトウェア（Maya）の基本的な操作方法を習得す
ることを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）モデリングについて
・NURBSプリミティブに対して拡大縮小／回転／移動、および、複製を用いることで、所望の立体を作
成できる。
・ポリゴンプリミティブに対して、エッジの挿入／頂点の移動、および、スムースを用いる事で、所望の
立体を作成できる。
（２）マテリアルについて
・立体に質感を割り当て、色付けすることができる。
・ペイントツールを用いて立体に着色することができる。
・立体をUV平面に展開し、グラフィックソフトウェアを用いて着色することができる。
（３）ライティングについて
・ライトを作成し、目的の方角から立体を照らすことができる。
・影を付けることができる。
（４）レンダリングについて
・作成した立体からCG画像を作成することができる。
・レイトレーシングを用いて反射、屈折を含む高度なレンダリングを使うことができる。

テキスト（教科書） iPadで資料を配布する
参考書および参考文献 指定なし

受講条件 『CG』と同時履修であること
（「CG」と「CG実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）
(1)毎回の課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～14回／60分）
(2)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（15回目／60分）
〇コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。
〇専門用語（英語）について、不明な点は辞書などで各自調べておくこと。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（50%）、自由制作の完成度（50%）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の抗議への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象
外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
評価項目 割合 評価基準

課題 50% 提出要件を満たしていることを最低条件とし、提出物の完成度により理解度
を図る

自由制作 50% オリジナリティ、作りこみ、丁寧さ、等を総合的に判断する
   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（演習）モデリング手法１（NURBSプリミティブオブジェクト）
３回　（演習）NURBSによるシーンの作成
４回　（演習）モデリング手法２（スカルプト）
５回　（演習）モデリング手法３（リボルブ）
６回　（演習）モデリング手法４（ポリゴン）
７回　（演習）ポリゴンの機能１（分割，押し出し，etc）
８回　（演習）ポリゴンの機能２（スムース）
９回　（演習）ポリゴン立体への着色（マテリアル）
１０回　（演習）ポリゴン立体への着色（ペイントツール）
１１回　（演習）ポリゴン立体への着色（ＵＶテクスチャ）
１２回　（演習）ライティングとカメラワーク
１３回　（演習）作品制作１（計画，キャラクタモデリング）
１４回　（演習）作品制作２（キャラクタ完成，着色）
１５回　（演習）作品制作３（背景制作，レンダリング）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課す。
授業内あるいはC lassroom を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM2004
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58380
科目 5838 ＣＧ実習 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者  

授業概要
　TVゲームやアニメーション、映画などで多く用いられているコンピュータグラフィックスについて、
基本的な概念や用語を理解するとともに、３DCGソフトウェア（Maya）の基本的な操作方法を習得す
ることを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）モデリングについて
・NURBSプリミティブに対して拡大縮小／回転／移動、および、複製を用いることで、所望の立体を作
成できる。
・ポリゴンプリミティブに対して、エッジの挿入／頂点の移動、および、スムースを用いる事で、所望の
立体を作成できる。
（２）マテリアルについて
・立体に質感を割り当て、色付けすることができる。
・ペイントツールを用いて立体に着色することができる。
・立体をUV平面に展開し、グラフィックソフトウェアを用いて着色することができる。
（３）ライティングについて
・ライトを作成し、目的の方角から立体を照らすことができる。
・影を付けることができる。
（４）レンダリングについて
・作成した立体からCG画像を作成することができる。
・レイトレーシングを用いて反射、屈折を含む高度なレンダリングを使うことができる。

テキスト（教科書） iPadで資料を配布する
参考書および参考文献 指定なし

受講条件 『CG』と同時履修であること
（「CG」と「CG実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）
(1)毎回の課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～14回／60分）
(2)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（15回目／60分）
〇コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。
〇専門用語（英語）について、不明な点は辞書などで各自調べておくこと。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（50%）、自由制作の完成度（50%）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の抗議への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象
外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
評価項目 割合 評価基準

課題 50% 提出要件を満たしていることを最低条件とし、提出物の完成度により理解度
を図る

自由制作 50% オリジナリティ、作りこみ、丁寧さ、等を総合的に判断する
   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（演習）モデリング手法１（NURBSプリミティブオブジェクト）
３回　（演習）NURBSによるシーンの作成
４回　（演習）モデリング手法２（スカルプト）
５回　（演習）モデリング手法３（リボルブ）
６回　（演習）モデリング手法４（ポリゴン）
７回　（演習）ポリゴンの機能１（分割，押し出し，etc）
８回　（演習）ポリゴンの機能２（スムース）
９回　（演習）ポリゴン立体への着色（マテリアル）
１０回　（演習）ポリゴン立体への着色（ペイントツール）
１１回　（演習）ポリゴン立体への着色（ＵＶテクスチャ）
１２回　（演習）ライティングとカメラワーク
１３回　（演習）作品制作１（計画，キャラクタモデリング）
１４回　（演習）作品制作２（キャラクタ完成，着色）
１５回　（演習）作品制作３（背景制作，レンダリング）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課す。
授業内あるいはC lassroom を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM2004

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 584A0
科目 584A WEBデザイン 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

Webページは、文字や画像、動画、音楽といったマルチメディアコンテンツを統合的に表現することのできる非常に優れた情報
媒体であり、一般的にはHTML（Hyper Text Markup Language）によって記述されている。しかし、一般人が作成するWebペ
ージでは、製作者の環境（OSの違い、webブラウザの種類、等）や主観に依存する表現が多用され、HTMLの原則が守られてい
ないのが現状である。本講義では、Webページ制作に求められるコンテクストデザイン、ユーザビリティ、ビジュアルデザイン、
アクセシビリティの４要素を正確に理解し、Webページ製作の実務に耐えうる技能を身に付けることを目標とする。
また、作品の制作においてインターネット上のフリー素材を使用することがあるため、情報モラルや知的財産権に関する一般的
な知識を身に付ける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）ページ制作について
・文法規則に則って与えられた情報（文書）を適切にHTML化できる。また、CSSを用いて目的のデザイン表現を記述できる。
・人間の視覚特性について学習し、Webページ上で効果的な導線を作ることができる。
（２）サイト構造について
・情報の収集から構造化までの一連の作業について学習し、Webサイト構造を設計することができる。
・保守管理の側面から、適切な階層構造、ファイル名、等を用いて、複数のページからなるWebサイトを構築できる。
（３）素材の管理について
Webサイト上で様々な素材（マルチメディアコンテンツ）を利用できる。また、知的財産権について正しい知識を身に付け、一般
の素材サイト等を正しく利用できる。
（４）Web制作について
・インターネットの基礎用語やWeb制作に関わる各種ソフトウェアの機能を理解し、説明することができる。

テキスト（教科書）
書　名：スラスラわかるHTML&CSSのきほん 第3版
著者名：狩野祐東
出版社：SBクリエイティブ
ISBN：978-4815611651

参考書および参考文献
書　名：入門Webデザイン
出版社：CG-ARTS協会
ISBN：978-4-903474-27-4

受講条件
『WEBデザイン実習』と同時履修であること
『ビジュアルデザイン』を履修していることが望ましい
（「WEBデザイン」と「WEBデザイン実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

※コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。

(1)テキスト、資料の該当箇所を事前に読んでおくこと（1～15回目／60分）
(2)毎回の講義で出される課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（2～11回目／120分）
(3)講義内容について復習し、関連する書籍やインターネットを利用して知識を深めること（12～15回目／120分）

補足資料、素材等については学内LANの共有フォルダ（Public）を通じて配布する。また、iPadのHandbokを使用した資料公開
も予定しているため、毎回iPadを持参すること。

なお、学内のみ公開のWebサーバを用意し、ファイルのアップロードに関する各種設定についても実習の範囲とする。課題につ
いては全てこのWebサーバ上で公開するものとし、相互閲覧の機会を設ける。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（30%）、期末試験（70%）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の抗議への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合

評価項目 割合 評価基準
課題 30% HTML，CSSについて理解し、提出要件を満たしている点を評価する
期末試験 70% 筆記試験で理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義）ガイダンス
２回　（講義）HTMLの基礎（制作を始める前に、HTMLの基礎）
３回　（講義・演習）基本のHTML
４回　（講義・演習）HTMLタグ1（見出し、段落、リスト、他）
５回　（講義・演習）HTMLタグ2（リンク、画像の挿入、他）
６回　（講義・演習）HTMLタグ3（テキスト、テーブル、他）
７回　（講義・演習）cssの基礎（基本的な書式、cssの使い方）
８回　（講義・演習）css1（色、文字サイズ、マージン、他）
９回　（講義・演習）css2（ブロックレベル要素、インラインレベル要素、他）
１０回　（講義・演習）css3（背景、ページレイアウト、他）
１１回　（講義・演習）css4（フォーム、他）
１２回　（講義）Webデザインの基礎1（コンセプト、他）
１３回　（講義）Webデザインの基礎2（Webサイト構築）
１４回　（講義）知的財産権
１５回　（講義）インターネットの基礎

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課すことでフィードバックする。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM3034
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 584B0
科目 584B WEBデザイン実習 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者  

授業概要

Webページは、文字や画像、動画、音楽といったマルチメディアコンテンツを統合的に表現することのできる非常に優れた情
報媒体であり、一般的にはHTML（Hyper Text Markup Language）によって記述されている。しかし、一般人が作成する
Webページでは、製作者の環境（OSの違い、webブラウザの種類、等）や主観に依存する表現が多用され、HTMLの原則が
守られていないのが現状である。本講義では、Webページ制作に求められるコンテクストデザイン、ユーザビリティ、ビジュ
アルデザイン、アクセシビリティの４要素を正確に理解し、Webページ製作の実務に耐えうる技能を身に付けることを目標と
する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）ページ制作について
・文法規則に則って与えられた情報（文書）を適切にHTML化できる。また、CSSを用いて目的のデザイン表現を記述でき
る。
・人間の視覚特性について学習し、Webページ上で効果的な導線を作ることができる。
（２）サイト構造について
・情報の収集から構造化までの一連の作業について学習し、Webサイト構造を設計することができる。
・保守管理の側面から、適切な階層構造、ファイル名、等を用いて、複数のページからなるWebサイトを構築できる。
（３）素材の管理について
・Webサイト上で様々な素材（マルチメディアコンテンツ）を利用できる。また、知的財産権について正しい知識を身に付け、
一般の素材サイト等を正しく利用できる。
（４）Web制作について
・コンセプトの設定からデザイン、素材の準備、サイト構造の設計、適切なナビゲーションの設計など、Web制作に関わる一
連の作業手順を理解し、実際に制作することができる。

テキスト（教科書）
書　名：スラスラわかるHTML&CSSのきほん 第3版
著者名：狩野祐東
出版社：SBクリエイティブ
ISBN：978-4815611651

参考書および参考文献
書　名：入門Webデザイン
出版社：CG-ARTS協会
ISBN：978-4-903474-27-4

受講条件
『WEBデザイン』と同時履修であること
『ビジュアルデザイン』を履修していることが望ましい
（「WEBデザイン」と「WEBデザイン実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

※コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。

(1)毎回の課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～11回／60分）
(2)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（12～15回目／60分）

補足資料、素材等については学内LANの共有フォルダ（Public）を通じて配布する。また、iPadのHandbokを使用した資料
公開も予定しているため、毎回iPadを持参すること。
なお、学内のみ公開のWebサーバを用意し、ファイルのアップロードに関する各種設定についても実習の範囲とする。課題に
ついては全てこのWebサーバ上で公開するものとし、相互閲覧の機会を設ける。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（40%）、自由制作の完成度（60%）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の抗議への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合

評価項目 割合 評価基準
課題 40% HTML，CSSについて理解し、提出要件を満たして点を評価する。

自由制作 60% コンセプトの設定、素材の利用、コンテンツの内容を含む総合的な作品の完成度により評価
する

   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（演習）HTMLの基礎（制作を始める前に、HTMLの基礎）
３回　（演習）基本のHTML
４回　（演習）HTMLタグ1（見出し、段落、リスト、他）
５回　（演習）HTMLタグ2（リンク、画像の挿入、他）
６回　（演習）HTMLタグ3（テキスト、テーブル、他）
７回　（演習）cssの基礎（基本的な書式、cssの使い方）
８回　（演習）css1（色、文字サイズ、マージン、他）
９回　（演習）css2（ブロックレベル要素、インラインレベル要素、他）
１０回　（演習）css3（背景、ページレイアウト、他）
１１回　（演習）css4（フォーム、他）
１２回　（演習）自由制作1（コンセプト、他）
１３回　（演習）自由制作2（サイト構造）
１４回　（演習）自由制作2（素材作成）
１５回　（演習）自由制作2（Webサイト制作）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課すことでフィードバックす
る。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM3035
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 584B0
科目 584B WEBデザイン実習 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者  

授業概要

Webページは、文字や画像、動画、音楽といったマルチメディアコンテンツを統合的に表現することのできる非常に優れた情
報媒体であり、一般的にはHTML（Hyper Text Markup Language）によって記述されている。しかし、一般人が作成する
Webページでは、製作者の環境（OSの違い、webブラウザの種類、等）や主観に依存する表現が多用され、HTMLの原則が
守られていないのが現状である。本講義では、Webページ制作に求められるコンテクストデザイン、ユーザビリティ、ビジュ
アルデザイン、アクセシビリティの４要素を正確に理解し、Webページ製作の実務に耐えうる技能を身に付けることを目標と
する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

（１）ページ制作について
・文法規則に則って与えられた情報（文書）を適切にHTML化できる。また、CSSを用いて目的のデザイン表現を記述でき
る。
・人間の視覚特性について学習し、Webページ上で効果的な導線を作ることができる。
（２）サイト構造について
・情報の収集から構造化までの一連の作業について学習し、Webサイト構造を設計することができる。
・保守管理の側面から、適切な階層構造、ファイル名、等を用いて、複数のページからなるWebサイトを構築できる。
（３）素材の管理について
・Webサイト上で様々な素材（マルチメディアコンテンツ）を利用できる。また、知的財産権について正しい知識を身に付け、
一般の素材サイト等を正しく利用できる。
（４）Web制作について
・コンセプトの設定からデザイン、素材の準備、サイト構造の設計、適切なナビゲーションの設計など、Web制作に関わる一
連の作業手順を理解し、実際に制作することができる。

テキスト（教科書）
書　名：スラスラわかるHTML&CSSのきほん 第3版
著者名：狩野祐東
出版社：SBクリエイティブ
ISBN：978-4815611651

参考書および参考文献
書　名：入門Webデザイン
出版社：CG-ARTS協会
ISBN：978-4-903474-27-4

受講条件
『WEBデザイン』と同時履修であること
『ビジュアルデザイン』を履修していることが望ましい
（「WEBデザイン」と「WEBデザイン実習」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

※コンピュータについての基礎的な知識、操作方法を習得していること。

(1)毎回の課題は、次回の講義までに完成させて提出すること（1～11回／60分）
(2)作品制作の課題については、指示した締め切りまでに完成させ提出すること（12～15回目／60分）

補足資料、素材等については学内LANの共有フォルダ（Public）を通じて配布する。また、iPadのHandbokを使用した資料
公開も予定しているため、毎回iPadを持参すること。
なお、学内のみ公開のWebサーバを用意し、ファイルのアップロードに関する各種設定についても実習の範囲とする。課題に
ついては全てこのWebサーバ上で公開するものとし、相互閲覧の機会を設ける。

成績評価
　最終的な成績は、講義内で課した課題（40%）、自由制作の完成度（60%）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の抗議への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は成績評価の対象外とする。
(1)3回の遅刻を1回の欠席と同等とし、授業回数の1/3以上を欠席した場合
(2)授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合

評価項目 割合 評価基準
課題 40% HTML，CSSについて理解し、提出要件を満たして点を評価する。

自由制作 60% コンセプトの設定、素材の利用、コンテンツの内容を含む総合的な作品の完成度により評価
する

   
   

授業の実施方法と授業計画

１回　（講義・演習）ガイダンス
２回　（演習）HTMLの基礎（制作を始める前に、HTMLの基礎）
３回　（演習）基本のHTML
４回　（演習）HTMLタグ1（見出し、段落、リスト、他）
５回　（演習）HTMLタグ2（リンク、画像の挿入、他）
６回　（演習）HTMLタグ3（テキスト、テーブル、他）
７回　（演習）cssの基礎（基本的な書式、cssの使い方）
８回　（演習）css1（色、文字サイズ、マージン、他）
９回　（演習）css2（ブロックレベル要素、インラインレベル要素、他）
１０回　（演習）css3（背景、ページレイアウト、他）
１１回　（演習）css4（フォーム、他）
１２回　（演習）自由制作1（コンセプト、他）
１３回　（演習）自由制作2（サイト構造）
１４回　（演習）自由制作2（素材作成）
１５回　（演習）自由制作2（Webサイト制作）

なお、提出された課題に不備がある場合には、個別に間違い箇所を指摘するとともに再提出を課すことでフィードバックす
る。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAGM3035

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58430
科目 5843 情報ネットワーク論１ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要
シスコネットワーキングアカデミープログラムを通して、コンピュータおよびネットワークの
知識を深めます。この科目ではCCNA Routing and Switching最初のカリキュラムである
Introduction to Networks(Network Basics)を実施します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を経
営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「自ら持つ知識や
情報処理技能を適切に活用して、現状を正しく把握することができる。」「直面する問題解決のた
めに必要な知識や情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」に沿って、本科目
の到達目標を以下のとおりとする。
・カリキュラムの小テスト問題を通じてCCNAの基礎知識を修得する。
・Final Examを通じて、次のカリキュラム、試験合格レベルの知識を修得する。
・最終的にはCCNA Routing and Switchingの取得を目指します。

テキスト（教科書） web教材を使用します。初回にラボマニュアル（実習マニュアル）を配布。

参考書および参考文献 シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集 200-301対応, 林口 裕志, 浦川 晃, 中
道 賢, 2020 翔泳社 ISBN:978-4798165776

受講条件 情報ネットワーク実習1を同時に履修すること。

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、Web教材、演習課題に目を通し予習しておく（90分×15回）。各回の小テス
トについて、理解な不十分な項目については事後に十分に学習すること（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通
し予習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
講義および実習を取り混ぜながら行いますが、毎回Web小テストを行い評価します：20％。最終評価は期末テスト（オンラ
イン試験と実技試験）によって評価します：80％。
評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 小テストによって毎回の内容の理解度によって評価する
期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

CCNA Routing and Switching
Introduction to Networks(Network Basics)
第1回　（講義）ガイダンス
第2回　（講義・演習）ネットワークについて
第3回　（講義・演習）ネットワーク OS の設定
第4回　（講義・演習）ネットワーク プロトコルと通信
第5回　（講義・演習）ネットワーク アクセス層
第6回　（講義・演習）イーサネット
第7回　（講義・演習）ネットワーク層
第8回　（講義・演習）トランスポート層
第9回　（講義・演習）IP アドレス
第10回　（講義・演習）IP ネットワークのサブネット化
第11回　（講義・演習）アプリケーション層
第12回　（講義・演習）ネットワークとは
第13回　（講義・演習）まとめと振り返り（グループワーク・ディスカッション）
第14回　（講義・演習）Webオンライン模擬試験
第15回　（演習）実技模擬試験

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参
すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対する
フィードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAGM2005
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58440
科目 5844 情報ネットワーク論２ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要
シスコネットワーキングアカデミープログラムを通して，コンピュータおよびネットワークの知識を深める．最終的に
は，CCNA R&S（Cisco Certified Network Associate Routing and Switching）の取得を目指す．この科目では，カ
リキュラムの CCNA R&S: IN（Introduction to Networks）の知識を基に CCNA R&S: RSE（Routing and Switing 
Essentials）を実施し，Cisco ルータ・スイッチの基本設定等について実機実習を通じて学ぶ．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

・CCNA R&S: RSE カリキュラムの章末試験および最終試験において，70%以上の得点を取得できる
・OSI モデルおよびTCP/IP モデルを説明できる
・要件にしたがいサブネット作成（計算）ができる
・PC の基本ネットワーク設定（IPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウェイ，DNS）ができる
・ルータおよびスイッチの基本構成（コンポーネント）を理解し機器を適切に扱うことができる
・Cisco IOS CLI を通じてルータおよびスイッチに対して基本的な設定を行うことができる
・ネットワークトポロジ図にしたがい適切なケーブルを用いて正しく配線（ケーブリング）できる

テキスト（教科書） オンライン教材（Web教材）を利用して授業を行う．

参考書および参考文献
シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集 200-301対応, 林口 裕志, 浦川 晃, 中道 賢, 2020 翔泳
社 ISBN:978-4798165776
教員作成の補足資料（プリント）を随時配布するとともに，Classroomにも掲示するため，毎回必ず iPad を持参するこ
と．

受講条件 情報ネットワーク論1，情報ネットワーク実習1 の単位を修得済みであること．
情報ネットワーク実習2 を同時に履修すること．

事前・事後学修（内容・時間）

毎回の授業計画に沿って予習・復習すること．学ぶべきことが非常に多いため，授業時間外での学習は必須となる．
なお，Web教材は，学外からも（自宅からでも）24時間閲覧可能である．本講義の受講生は，実機演習を補助するシミュ
レーションプログラム（PacketTracer）を利用することができるため，講義時間外も積極的に活用して勉強すること．

予習）事前に該当箇所のWeb教材をよく読んでおくこと（必須）．授業時間は原則として難しい箇所に関する講義（教材
の追加説明）になるため，授業時間内に教材を読み進めていては間に合わない．不明点を事前に洗い出して授業に臨む
ことが重要である．（毎回120分以上）

復習）授業終了後は練習問題および章末試験を受験し，知識を定着させることに努めること．実機（あるいはシミュレ
ータ）による実習を繰り返し行うことが望ましい．（毎回60分以上）
Web教材のみに頼るのではなく，自分自身で教材のまとめノートを作成するとよい．

※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業にの
ぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
講義および実習を取り混ぜながら行いますが、毎回Web小テストを行い評価します：20％。最終評価は期末テスト（オンライン試験と実技試験）によ
って評価します：80％。

評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 小テストによって毎回の内容の理解度によって評価する
期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

CCNA R&S: SRWE
(Switching, Routing, and Wireless Essentials)
情報ネットワーク論２と情報ネットワーク実習２の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第１回　　（講義）ガイダンス，第1章：スイッチ導入ネットワークの概要
第２回　　（講義）第２章：基本的なスイッチの概念と設定
第３回　　（講義）第３章：VLAN
第４回　　（講義）第２章～第３章　実機実習補足
第５回　　（講義）第４章：ルーティングの概念
第６回　　（講義）第５章：VLAN間ルーティング
第７回　　（講義）第６章：スタティックルーティング
第８回　　（講義）第７章：ダイナミックルーティング
第９回　　（講義・実習）第４章～第７章　実機実習補足
第１０回　（講義）第８章：シングルエリアOSPF
第１１回　（講義）第９章：アクセスコントロールリスト
第１２回　（講義）第１０章：DHCP
第１３回　（講義）第１１章：IPv4のネットワークアドレス変換
第１４回　（講義・実習）第８章～第１１章　実機実習補足
第１５回　（講義・実習）実機実習のまとめ（総合的な実習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行
う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAGM2006
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58440
科目 5844 情報ネットワーク論２ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要
シスコネットワーキングアカデミープログラムを通して，コンピュータおよびネットワークの知識を深める．最終的に
は，CCNA R&S（Cisco Certified Network Associate Routing and Switching）の取得を目指す．この科目では，カ
リキュラムの CCNA R&S: IN（Introduction to Networks）の知識を基に CCNA R&S: RSE（Routing and Switing 
Essentials）を実施し，Cisco ルータ・スイッチの基本設定等について実機実習を通じて学ぶ．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

・CCNA R&S: RSE カリキュラムの章末試験および最終試験において，70%以上の得点を取得できる
・OSI モデルおよびTCP/IP モデルを説明できる
・要件にしたがいサブネット作成（計算）ができる
・PC の基本ネットワーク設定（IPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウェイ，DNS）ができる
・ルータおよびスイッチの基本構成（コンポーネント）を理解し機器を適切に扱うことができる
・Cisco IOS CLI を通じてルータおよびスイッチに対して基本的な設定を行うことができる
・ネットワークトポロジ図にしたがい適切なケーブルを用いて正しく配線（ケーブリング）できる

テキスト（教科書） オンライン教材（Web教材）を利用して授業を行う．

参考書および参考文献
シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集 200-301対応, 林口 裕志, 浦川 晃, 中道 賢, 2020 翔泳
社 ISBN:978-4798165776
教員作成の補足資料（プリント）を随時配布するとともに，Classroomにも掲示するため，毎回必ず iPad を持参するこ
と．

受講条件 情報ネットワーク論1，情報ネットワーク実習1 の単位を修得済みであること．
情報ネットワーク実習2 を同時に履修すること．

事前・事後学修（内容・時間）

毎回の授業計画に沿って予習・復習すること．学ぶべきことが非常に多いため，授業時間外での学習は必須となる．
なお，Web教材は，学外からも（自宅からでも）24時間閲覧可能である．本講義の受講生は，実機演習を補助するシミュ
レーションプログラム（PacketTracer）を利用することができるため，講義時間外も積極的に活用して勉強すること．

予習）事前に該当箇所のWeb教材をよく読んでおくこと（必須）．授業時間は原則として難しい箇所に関する講義（教材
の追加説明）になるため，授業時間内に教材を読み進めていては間に合わない．不明点を事前に洗い出して授業に臨む
ことが重要である．（毎回120分以上）

復習）授業終了後は練習問題および章末試験を受験し，知識を定着させることに努めること．実機（あるいはシミュレ
ータ）による実習を繰り返し行うことが望ましい．（毎回60分以上）
Web教材のみに頼るのではなく，自分自身で教材のまとめノートを作成するとよい．

※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業にの
ぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
講義および実習を取り混ぜながら行いますが、毎回Web小テストを行い評価します：20％。最終評価は期末テスト（オンライン試験と実技試験）によ
って評価します：80％。

評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 小テストによって毎回の内容の理解度によって評価する
期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

CCNA R&S: SRWE
(Switching, Routing, and Wireless Essentials)
情報ネットワーク論２と情報ネットワーク実習２の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第１回　　（講義）ガイダンス，第1章：スイッチ導入ネットワークの概要
第２回　　（講義）第２章：基本的なスイッチの概念と設定
第３回　　（講義）第３章：VLAN
第４回　　（講義）第２章～第３章　実機実習補足
第５回　　（講義）第４章：ルーティングの概念
第６回　　（講義）第５章：VLAN間ルーティング
第７回　　（講義）第６章：スタティックルーティング
第８回　　（講義）第７章：ダイナミックルーティング
第９回　　（講義・実習）第４章～第７章　実機実習補足
第１０回　（講義）第８章：シングルエリアOSPF
第１１回　（講義）第９章：アクセスコントロールリスト
第１２回　（講義）第１０章：DHCP
第１３回　（講義）第１１章：IPv4のネットワークアドレス変換
第１４回　（講義・実習）第８章～第１１章　実機実習補足
第１５回　（講義・実習）実機実習のまとめ（総合的な実習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行
う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAGM2006

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58450
科目 5845 情報ネットワーク実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 1
その他担当者  

授業概要
シスコネットワーキングアカデミープログラムを通して、コンピュータおよびネットワークの
知識を深めます。この科目ではCCNA Routing and Switching最初のカリキュラムである
Introduction to Networks(Network Basics)を実施します。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を経
営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「自ら持つ知識や
情報処理技能を適切に活用して、現状を正しく把握することができる。」「直面する問題解決のた
めに必要な知識や情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」に沿って、本科目
の到達目標を以下のとおりとする。
・カリキュラムの小テスト問題を通じてCCNAの基礎知識を修得する。
・Final Examを通じて、次のカリキュラム、試験合格レベルの知識を修得する。
・最終的にはCCNA Routing and Switchingの取得を目指します。

テキスト（教科書） web教材を使用します。初回にラボマニュアル（実習マニュアル）を配布。

参考書および参考文献 シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集 200-301対応, 林口 裕志, 浦川 晃, 中
道 賢, 2020 翔泳社 ISBN:978-4798165776

受講条件 情報ネットワーク論1を同時に履修すること。

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、Web教材、演習課題に目を通し予習しておく（90分×15回）。各回の小テス
トについて、理解な不十分な項目については事後に十分に学習すること（60分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通
し予習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
講義および実習を取り混ぜながら行いますが、毎回Web小テストを行い評価します：20％。最終評価は期末テスト（オンラ
イン試験と実技試験）によって評価します：80％。
評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 小テストによって毎回の内容の理解度によって評価する
期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

CCNA Routing and Switching
Introduction to Networks(Network Basics)
第1回　（講義）ガイダンス
第2回　（講義・演習）ネットワークについて
第3回　（講義・演習）ネットワーク OS の設定
第4回　（講義・演習）ネットワーク プロトコルと通信
第5回　（講義・演習）ネットワーク アクセス層
第6回　（講義・演習）イーサネット
第7回　（講義・演習）ネットワーク層
第8回　（講義・演習）トランスポート層
第9回　（講義・演習）IP アドレス
第10回　（講義・演習）IP ネットワークのサブネット化
第11回　（講義・演習）アプリケーション層
第12回　（講義・演習）ネットワークとは
第13回　（講義・演習）まとめと振り返り（グループワーク・ディスカッション）
第14回　（講義・演習）Webオンライン模擬試験
第15回　（演習）実技模擬試験

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参
すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対する
フィードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAGM2007
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58460
科目 5846 情報ネットワーク実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 1
その他担当者  

授業概要
シスコネットワーキングアカデミープログラムを通して，コンピュータおよびネットワークの知識を深める．最終的
には，CCNA R&S（Cisco Certified Network Associate Routing and Switching）の取得を目指す．この科目で
は，カリキュラムの CCNA R&S: IN（Introduction to Networks）の知識を基に CCNA R&S: RSE（Routing and 
Switing Essentials）を実施し，Cisco ルータ・スイッチの基本設定等について実機実習を通じて学ぶ．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

・CCNA R&S: RSE カリキュラムの章末試験および最終試験において，70%以上の得点を取得できる
・OSI モデルおよびTCP/IP モデルを説明できる
・要件にしたがいサブネット作成（計算）ができる
・PC の基本ネットワーク設定（IPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウェイ，DNS）ができる
・ルータおよびスイッチの基本構成（コンポーネント）を理解し機器を適切に扱うことができる
・Cisco IOS CLI を通じてルータおよびスイッチに対して基本的な設定を行うことができる
・ネットワークトポロジ図にしたがい適切なケーブルを用いて正しく配線（ケーブリング）できる

テキスト（教科書） オンライン教材（Web教材）を利用して授業を行う．

参考書および参考文献
シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集 200-301対応, 林口 裕志, 浦川 晃, 中道 賢, 2020 翔泳
社 ISBN:978-4798165776
教員作成の補足資料（プリント）を随時配布するとともに，Classroomにも掲示するため，毎回必ず iPad を持参する
こと．

受講条件 情報ネットワーク論1，情報ネットワーク実習1 の単位を修得済みであること．
情報ネットワーク論2 を同時に履修すること．

事前・事後学修（内容・時間）

毎回の授業計画に沿って予習・復習すること．学ぶべきことが非常に多いため，授業時間外での学習は必須となる．
なお，Web教材は，学外からも（自宅からでも）24時間閲覧可能である．本講義の受講生は，実機演習を補助するシミ
ュレーションプログラム（PacketTracer）を利用することができるため，講義時間外も積極的に活用して勉強するこ
と．

予習）該当箇所のWeb教材をよく読むとともに，事前にシミュレータを利用して各回のラボ実習に取り組み，不明点を
洗い出しておくこと（毎回90分以上）

復習）授業終了後はあらためて実機（あるいはシミュレータ）による実習を行い，知識の定着に取り組むこと．CLIコ
マンド類について，資料を参照しなくとも入力できることを目標に復習する（毎回90分以上）

※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業に
のぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
講義および実習を取り混ぜながら行いますが、毎回Web小テストを行い評価します：20％。最終評価は期末テスト（オンライン試験と実技試験）
によって評価します：80％。

評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 小テストによって毎回の内容の理解度によって評価する
期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

CCNA R&S: SRWE
(Switching, Routing, and Wireless Essentials)
情報ネットワーク論２と情報ネットワーク実習２の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第１回　　（講義）ガイダンス，第1章：スイッチ導入ネットワークの概要
第２回　　（講義）第２章：基本的なスイッチの概念と設定
第３回　　（講義）第３章：VLAN
第４回　　（講義）第２章～第３章　実機実習補足
第５回　　（講義）第４章：ルーティングの概念
第６回　　（講義）第５章：VLAN間ルーティング
第７回　　（講義）第６章：スタティックルーティング
第８回　　（講義）第７章：ダイナミックルーティング
第９回　　（講義・実習）第４章～第７章　実機実習補足
第１０回　（講義）第８章：シングルエリアOSPF
第１１回　（講義）第９章：アクセスコントロールリスト
第１２回　（講義）第１０章：DHCP
第１３回　（講義）第１１章：IPv4のネットワークアドレス変換
第１４回　（講義・実習）第８章～第１１章　実機実習補足
第１５回　（講義・実習）実機実習のまとめ（総合的な実習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行
う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAGM2008
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58460
科目 5846 情報ネットワーク実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 1
その他担当者  

授業概要
シスコネットワーキングアカデミープログラムを通して，コンピュータおよびネットワークの知識を深める．最終的
には，CCNA R&S（Cisco Certified Network Associate Routing and Switching）の取得を目指す．この科目で
は，カリキュラムの CCNA R&S: IN（Introduction to Networks）の知識を基に CCNA R&S: RSE（Routing and 
Switing Essentials）を実施し，Cisco ルータ・スイッチの基本設定等について実機実習を通じて学ぶ．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

・CCNA R&S: RSE カリキュラムの章末試験および最終試験において，70%以上の得点を取得できる
・OSI モデルおよびTCP/IP モデルを説明できる
・要件にしたがいサブネット作成（計算）ができる
・PC の基本ネットワーク設定（IPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウェイ，DNS）ができる
・ルータおよびスイッチの基本構成（コンポーネント）を理解し機器を適切に扱うことができる
・Cisco IOS CLI を通じてルータおよびスイッチに対して基本的な設定を行うことができる
・ネットワークトポロジ図にしたがい適切なケーブルを用いて正しく配線（ケーブリング）できる

テキスト（教科書） オンライン教材（Web教材）を利用して授業を行う．

参考書および参考文献
シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集 200-301対応, 林口 裕志, 浦川 晃, 中道 賢, 2020 翔泳
社 ISBN:978-4798165776
教員作成の補足資料（プリント）を随時配布するとともに，Classroomにも掲示するため，毎回必ず iPad を持参する
こと．

受講条件 情報ネットワーク論1，情報ネットワーク実習1 の単位を修得済みであること．
情報ネットワーク論2 を同時に履修すること．

事前・事後学修（内容・時間）

毎回の授業計画に沿って予習・復習すること．学ぶべきことが非常に多いため，授業時間外での学習は必須となる．
なお，Web教材は，学外からも（自宅からでも）24時間閲覧可能である．本講義の受講生は，実機演習を補助するシミ
ュレーションプログラム（PacketTracer）を利用することができるため，講義時間外も積極的に活用して勉強するこ
と．

予習）該当箇所のWeb教材をよく読むとともに，事前にシミュレータを利用して各回のラボ実習に取り組み，不明点を
洗い出しておくこと（毎回90分以上）

復習）授業終了後はあらためて実機（あるいはシミュレータ）による実習を行い，知識の定着に取り組むこと．CLIコ
マンド類について，資料を参照しなくとも入力できることを目標に復習する（毎回90分以上）

※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業に
のぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
講義および実習を取り混ぜながら行いますが、毎回Web小テストを行い評価します：20％。最終評価は期末テスト（オンライン試験と実技試験）
によって評価します：80％。

評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 小テストによって毎回の内容の理解度によって評価する
期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

CCNA R&S: SRWE
(Switching, Routing, and Wireless Essentials)
情報ネットワーク論２と情報ネットワーク実習２の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第１回　　（講義）ガイダンス，第1章：スイッチ導入ネットワークの概要
第２回　　（講義）第２章：基本的なスイッチの概念と設定
第３回　　（講義）第３章：VLAN
第４回　　（講義）第２章～第３章　実機実習補足
第５回　　（講義）第４章：ルーティングの概念
第６回　　（講義）第５章：VLAN間ルーティング
第７回　　（講義）第６章：スタティックルーティング
第８回　　（講義）第７章：ダイナミックルーティング
第９回　　（講義・実習）第４章～第７章　実機実習補足
第１０回　（講義）第８章：シングルエリアOSPF
第１１回　（講義）第９章：アクセスコントロールリスト
第１２回　（講義）第１０章：DHCP
第１３回　（講義）第１１章：IPv4のネットワークアドレス変換
第１４回　（講義・実習）第８章～第１１章　実機実習補足
第１５回　（講義・実習）実機実習のまとめ（総合的な実習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行
う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAGM2008

開講年度・開講学期 2025年度 春学期～秋学期 授業コード 58470

科目 5847 ネットワーク構築 授業種別 春学期（集中講義）、秋学期（集中
講義）

担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

LANやインターネットなどの情報ネットワークの実際は，ルータやスイッチなどのネットワークデバイス，UTPケーブルやファイ
バケーブルなどの各種メディア，そしてサーバによって構成されている．現代における情報ネットワーク上の通信はすべて「クラ
イアント／サーバ方式」であり，サーバによりサービスが提供されて，はじめて「ネットワーク」の存在価値があるといえる．この
ため，サーバに関する知識を深めることは，ネットワークを理解するうえで非常に重要である．
本科目では，ネットワークに不可欠であるサーバに注目し，実際にサーバシステムの構築を行うことによって，サーバおよびネッ
トワークに関する知識を深めることを目的とする．構築にあたっては，サービスをインストールして動作させることにとどまら
ず，安定運用のための管理方法やセキュリティ対策についても知識・技術を学ぶ．
なお、実習は実機での演習と併せて、アマゾンクラウドサービスを用いてAWS Academy Cloud Foundations（ACF）を実施
する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を経営、会計・財務に利用して適切
にビジネス展開できる能力を身につけている。」「自ら持つ知識や情報処理技能を適切に活用して、現状を正しく把握すること
ができる。」「直面する問題解決のために必要な知識や情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」に沿って、
本科目の到達目標を以下のとおりとする。
・基本的なUNIXコマンドについて参考書なしで使いこなすことができる
・UNIX OS（Linux）を計算機にインストールできる
・UNIX OS（Linux）のディレクトリツリーの概要を理解して説明できる
・テキストを参照しながら所望のサービスやアプリケーションをインストールできる
・テキストを参照しながら所望のサービスやアプリケーションを適切に設定・起動し提供できる
・サーバログや統計情報などのステータスをチェックして説明できる
・AWS Academy Cloud Foundations（ACF）のWebテストを通してACFの基礎を学ぶ
・最終的にはAWS Academy Cloud Foundations（ACF）の取得を目指す

テキスト（教科書）
講義時に別途指示、あるいは講義プリントを配布します。
図解即戦力 Amazon Web Servicesのしくみと技術がこれ1冊でしっかりわかる教科書、技術評論社 、2019、ISBN:978-
4297108892

参考書および参考文献
TECHNICAL MASTER はじめてのCentOS7 Linuxサーバ構築編 1810対応 第2版、秀和システム、2019、ISBN:978-
4798056982
AWSクラウドの基本と仕組み、亀田治伸、山田裕進、翔泳社、2019
改訂新版 28日で即戦力！サーバ技術者養成講座、笠野英松、技術評論社、2010

受講条件
情報ネットワーク論1および2を履修していることが望ましい．
本科目で学ぶ内容は，ネットワークエンジニアを目指す学生のみならず，データベースやプログラミングを学ぶ学生にとっても
有益であり，履修することを推奨する．
受講に当たって不明な点や質問事項がある場合は，教員に問い合わせること．

事前・事後学修（内容・時間）

各回で必要となるので、ネットワークの基礎的事項（TCP/IP，アプリケーションプロトコル，ポート番号／サービス，Windows 
PCの基本ネットワーク設定，等々）は復習しておくこと（90分×15回）．
同様にUNIX基本コマンドの知識を持っておくと，実習を円滑に進めることができる．
ネットワーク構築用のノートPCで練習することができるので，事前に触れて学習しておくこと（45分×15回）．
なお，事前学習のための補足資料は事前配布するので，事前に目を通しておくこと（45分×15回）．
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業にのぞみ、
また、授業中にも参照すること。

成績評価
本科目は集中講義のため，原則として欠席を認めない．
サーバ構築実習の結果・成果：80%および試問の結果：20%に基づき評価する．定期試験は実施しない．

評価項目 割合 評価基準
実習の結果・成果 80% 課題に対して適切な設定内容・結果として正常な動作になっているかで評価する
試問 20% 課題に対しての理解度で評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス サーバ技術の概要
第2回　（講義・演習）学習環境の構築
第3回　（講義・演習）OSの導入
第4回　（講義・演習）UNIXコマンドの使い方、OSの環境設定
第5回　（講義・演習）DNSサーバの構築と運用
第6回　（講義・演習）WWWサーバの構築と運用
第7回　（講義・演習）Sambaサーバの構築と運用
第8回　（講義・演習）（FTPサーバ）、SSHとSSLの導入と運用
第9回　（講義・演習）ファイアウォール、ログチェックとバックアップ／リストア
第10回　（演習）総合演習1（ネットワーク構築実習、グループワーク）
第11回　（講義・演習）AWS Academy Cloud Foundations（ACF）モジュール1: クラウドコンピューティングの紹介（実習、
ディスカッション）
第12回　（講義・演習）ACFモジュール 2: AWS の主要なサービス（実習、ディスカッション）
第13回　（講義・演習）ACFモジュール 3: AWS クラウドのセキュリティ（実習、ディスカッション）
第14回　（講義・演習）ACFモジュール 4: クラウドアーキテクチャ（実習、ディスカッション）
第15回　（講義・演習）ACFモジュール 5: クラウドの請求とサポート（実習、ディスカッション）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAGM3257
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57250
科目 5725 ICT応用 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者 三輪　多恵子

授業概要
　専門科目や卒業研究において、自ら情報コミュニケーション技術を活用して合理的・理論的にものごと
を実践できるようになることを目的として、ビジネス社会において必要となる情報コミュニケーション技
術の具体的な活用法を実践的な課題を題材に実習する。
　また、グループによる演習および発表を通して、学びにおけるPDCAを実践する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎  ◯ ◎ ◯ ◎  

到達目標

　・Excel、VBAマクロ、データベースの基本的な活用方法を習得して、必要なデータを抽出し、
　　それらの処理・分析ができる。
　・実習内容、計算手法、結果などを図表にまとめ、論理的なプレゼンテーション資料を作成
　　できる。
　・一連の演習および発表を通して、学びにおけるPDCAを実践できる。

テキスト（教科書） 　各回の講義でテキストを配布する。
　　※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 　テーマごとに必要に応じて参考文献を提示したり、参考資料を配付する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

毎回の演習を円滑に進めるために、予めテキストを熟読して内容を把握するとともに、分からない部分に
ついては事前に調べておくこと（第1～7回、第9～15回／90分程度）
講義時間内に提示された問題を、テキスト・書籍等を活用して次回までに必ず解決しておくこと（第1～7
回、第9～15回／90分程度）
各テーマの前半・後半で、実習内容を確認しながら発表資料を作成すること（第4・7回、第12・15
回／120分程度）
なお、情報コミュニケーション技術の実践的な活用法の修得のために、これまでに履修したビジネス基
礎科目（経営学入門、経済学入門、会計学入門）、および情報基礎科目（ICTと現代社会、コンピュータの
基礎１，経営システム入門）の内容を適宜見直すこと。

成績評価
　成績は、演習時間内に実施する小テスト（40%）、ポスターによる発表とその内容（30%）、個人レポート（30%）により総合的に
評価する。
　本科目ではグループで課題に取り組むため、グループワークへの積極的な参加が求められる。そのため、各テーマで遅刻および欠
席回数が3回以上となった場合には失格とする。遅刻や早退の取り扱いについては、授業内ガイダンスにて説明する。
評価項目 割合 評価基準
小テスト 40% 小テストにて内容の理解度を確認する。
ポスター発表 30% ポスター発表の内容、および発表資料作成の作業量にて評価する。
個人レポート 30% レポートの内容にて理解度を確認する。
   

授業の実施方法と授業計画

　全16回で2つの実習テーマについてグループ（3～7名）で取り組む。
　　テーマ１　データベースを利用した顧客管理システムの構築
　　テーマ２　アンケートデータを用いた顧客行動の分析

　1つのテーマは8回の講義時間を使って取り組む。
　【前半】テーマ１ もしくは テーマ２
　　第 01 回　（講義・演習）課題の説明、演習１　（グループワーク）
　　第 02 回　（講義・演習）課題の説明、演習２　（グループワーク）
　　第 03 回　（講義・演習）課題の説明、演習３　（グループワーク）
　　第 04 回　（演習）中間発表ポスターの作成　（グループワーク）
　　第 05 回　（演習）中間発表、発表内容の振り返り　（プレゼンテーション）
　　第 06 回　（講義・演習）課題の説明、演習４　（グループワーク）
　　第 07 回　（講義・演習）課題の説明、演習５　（グループワーク）
　　第 08 回　（演習）最終発表と評価　（プレゼンテーション）

　【後半】前半とは別のテーマ
　　第 09 回　（講義・演習）課題の説明、演習１　（グループワーク）
　　第 10 回　（講義・演習）課題の説明、演習２　（グループワーク）
　　第 11 回　（講義・演習）課題の説明、演習３　（グループワーク）
　　第 12 回　（演習）中間発表ポスターの作成　（グループワーク）
　　第 13 回　（演習）中間発表、発表内容の振り返り　（プレゼンテーション）
　　第 14 回　（講義・演習）課題の説明、演習４　（グループワーク）
　　第 15 回　（講義・演習）課題の説明、演習５　（グループワーク）
　　第 16 回　（演習）最終発表と評価　（プレゼンテーション）

　※小テストや演習内容の質問・疑問、および、発表ポスターの作成方法等については、授業内で適宜フ
ィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57250
科目 5725 ICT応用 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者 三輪　多恵子

授業概要
　専門科目や卒業研究において、自ら情報コミュニケーション技術を活用して合理的・理論的にものごと
を実践できるようになることを目的として、ビジネス社会において必要となる情報コミュニケーション技
術の具体的な活用法を実践的な課題を題材に実習する。
　また、グループによる演習および発表を通して、学びにおけるPDCAを実践する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎  ◯ ◎ ◯ ◎  

到達目標

　・Excel、VBAマクロ、データベースの基本的な活用方法を習得して、必要なデータを抽出し、
　　それらの処理・分析ができる。
　・実習内容、計算手法、結果などを図表にまとめ、論理的なプレゼンテーション資料を作成
　　できる。
　・一連の演習および発表を通して、学びにおけるPDCAを実践できる。

テキスト（教科書） 　各回の講義でテキストを配布する。
　　※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 　テーマごとに必要に応じて参考文献を提示したり、参考資料を配付する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

毎回の演習を円滑に進めるために、予めテキストを熟読して内容を把握するとともに、分からない部分に
ついては事前に調べておくこと（第1～7回、第9～15回／90分程度）
講義時間内に提示された問題を、テキスト・書籍等を活用して次回までに必ず解決しておくこと（第1～7
回、第9～15回／90分程度）
各テーマの前半・後半で、実習内容を確認しながら発表資料を作成すること（第4・7回、第12・15
回／120分程度）
なお、情報コミュニケーション技術の実践的な活用法の修得のために、これまでに履修したビジネス基
礎科目（経営学入門、経済学入門、会計学入門）、および情報基礎科目（ICTと現代社会、コンピュータの
基礎１，経営システム入門）の内容を適宜見直すこと。

成績評価
　成績は、演習時間内に実施する小テスト（40%）、ポスターによる発表とその内容（30%）、個人レポート（30%）により総合的に
評価する。
　本科目ではグループで課題に取り組むため、グループワークへの積極的な参加が求められる。そのため、各テーマで遅刻および欠
席回数が3回以上となった場合には失格とする。遅刻や早退の取り扱いについては、授業内ガイダンスにて説明する。
評価項目 割合 評価基準
小テスト 40% 小テストにて内容の理解度を確認する。
ポスター発表 30% ポスター発表の内容、および発表資料作成の作業量にて評価する。
個人レポート 30% レポートの内容にて理解度を確認する。
   

授業の実施方法と授業計画

　全16回で2つの実習テーマについてグループ（3～7名）で取り組む。
　　テーマ１　データベースを利用した顧客管理システムの構築
　　テーマ２　アンケートデータを用いた顧客行動の分析

　1つのテーマは8回の講義時間を使って取り組む。
　【前半】テーマ１ もしくは テーマ２
　　第 01 回　（講義・演習）課題の説明、演習１　（グループワーク）
　　第 02 回　（講義・演習）課題の説明、演習２　（グループワーク）
　　第 03 回　（講義・演習）課題の説明、演習３　（グループワーク）
　　第 04 回　（演習）中間発表ポスターの作成　（グループワーク）
　　第 05 回　（演習）中間発表、発表内容の振り返り　（プレゼンテーション）
　　第 06 回　（講義・演習）課題の説明、演習４　（グループワーク）
　　第 07 回　（講義・演習）課題の説明、演習５　（グループワーク）
　　第 08 回　（演習）最終発表と評価　（プレゼンテーション）

　【後半】前半とは別のテーマ
　　第 09 回　（講義・演習）課題の説明、演習１　（グループワーク）
　　第 10 回　（講義・演習）課題の説明、演習２　（グループワーク）
　　第 11 回　（講義・演習）課題の説明、演習３　（グループワーク）
　　第 12 回　（演習）中間発表ポスターの作成　（グループワーク）
　　第 13 回　（演習）中間発表、発表内容の振り返り　（プレゼンテーション）
　　第 14 回　（講義・演習）課題の説明、演習４　（グループワーク）
　　第 15 回　（講義・演習）課題の説明、演習５　（グループワーク）
　　第 16 回　（演習）最終発表と評価　（プレゼンテーション）

　※小テストや演習内容の質問・疑問、および、発表ポスターの作成方法等については、授業内で適宜フ
ィードバックを行う。

ナンバリング BAEM2001

開講年度・開講学期 2025年度 春学期～秋学期 授業コード 585B0

科目 585B 演習B 授業種別 春学期（集中講義）、秋学期（集中
講義）

担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

地域活性化とは、地域の経済、社会、文化などを活性化させ、地域に暮らす人々の意欲向上を後押
しし、持続的な発展を促すことを指します。地域活性化には、地域の価値向上や人や経済効果を増
大させることも含まれる。
本演習科目では、地元企業あるいは公共団体と連携して「地域活性化」を目的とした企画の立案
や運営を行う。演習をグループ活動として行うことで、主体的にかつ協調的に物事を推進する能力
を養うと共に、グループ全体として企画・計画を遂行し、実践する能力を身に付けることを図る。ま
た、演習を通じて自分の興味や強みを発見し、専門性を高めるための機会とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎     ◯ ◯  

到達目標

・「地域活性化」の意味や状況の基礎的な知見を身に付ける。
・企画、計画、演習の進捗管理などの基礎的な知見を身に付ける。
・ミーティングや会議において、積極的に自分の意見を発信し、話し合いができる。
・「地域活性化」に向けて、様々な角度から調査し、問題点や改善点を多面的に分析することがで
きる。
・「地域活性化」に関する具体的なアイディアやプランを考え、実現するための具体的な提案がで
きる。
・説得力のあるプレゼン資料を作成することができる。
・グループ活動であることを理解して、不公平の無いように役割分担し、互いに進捗管理や報告が
できる。

テキスト（教科書） 必要に応じて授業内で指示する。
参考書および参考文献 必要に応じて授業内で指示する。
受講条件 選択科目

事前・事後学修（内容・時間）

・各回のミーティングで話し合った内容について、関連する文献やWebサイト等を調査する（第1
～7，11～14回／60分）
・調査した内容をグループメンバー間で共有できるように資料（レポート）としてまとめる（第1～7
，11～14回／60分）
・グループメンバーと協力してフィールドワークを実施するための事前調査を行う（8回～10
回／90分）
・フィールドワークの結果について報告書を作成する（8回～10回／90分）
★進捗状況や協力企業からの依頼により、事前・事後学修の内容や時間を変更することがある。

成績評価
発表・議論の内容、提出資料（レポート）、活動での取組内容、報告書により総合的に判断する。
評価項目 割合 評価基準
発表・議論の内容 30% 発表・議論の内容で評価する
提出資料（レポート） 20% レポートの内容で、活動内容への理解度を確認する
活動での取組内容 30% 具体的な取り組み内容と進捗状況により評価する
報告書 20% 報告書の内容で、活動への取組状況を評価する

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義）ガイダンス
第2回（実習）企画検討・ゴール検討（グループワーク）
第3回（実習）現地視察1（グループワーク）
第4回（実習）活動計画（グループワーク）
第5回（実習）現地視察2（グループワーク）
第6回（実習）企画錬成1（ディスカッション）
第7回（実習）企画錬成2（プレゼンテーション）
第8回（実習）フィールドワーク1
第9回（実習）フィールドワーク2
第10回（実習）フィールドワーク3
第11回（実習）企画提案（グループワーク）
第12回（実習）制作1（グループワーク）
第13回（実習）制作2（グループワーク）
第14回（実習）外部活動（グループワーク）
第15回（実習）報告書作成
＊現地視察及びフィールドワークは授業時間を超えて対応することがある。
＊活動の中で出された質問等には授業時間ないし授業時間外に個別に対応する。
★進捗状況や協力企業からの依頼によって授業計画を変更することがある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58480
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代(ヨーロッパ)経済史・社会史および比較資本主義論の視点から、経済と社会のあり方を学
び、考え、各自の社会をみる視点を涵養することを目的とする。ゼミ共通テーマ(これまでのテーマ
は、「世界経済史」、「市場経済と社会格差」、「先進諸国の経済・社会構造の転換」など)を設定
し、前半では、そのテーマに関する基礎テキストの輪読とプレゼンテーション、レポートの作成を
通して基礎事項や社会科学的な学習・思考方法を確認する。後半では、各自が関心のあるテーマに
ついて小論文を作成、または領域の学術論文の要約・批評を行う。論文作成に際してはチュートリ
アル(個別指導)の時間を設ける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 参加者が、①近現代経済史・社会史の基礎概念を学び、②各自関心を抱くテーマに対する理解を
深化させることを通して、自らの歴史・現実認識および思考力を涵養すること。

テキスト（教科書）
受講者の関心を考慮しつつ、1回目の授業で決定。過去のテキストは、宮本太郎『生活保障』岩波
新書 2009年(978-4-00-431216-1)、T.ピケッティ『21世紀の資本』みすず書房 2018年(978-4-
622-07876-0)、中野聡『社会的パートナーシップ』日本評論社 2018年(978-4-535-55913-4)な
ど。

参考書および参考文献 授業中に指示する。

受講条件
必修科目。現代社会のあり方や歴史学、社会学、社会科学領域に関心があり、自ら学ぶ意欲をもつ
こと。無関心な学生の履修は、推奨できない。なるべく、現代ヨーロッパ経済史(または社会政策と
市場経済)を履修していること。

事前・事後学修（内容・時間）
①日常的に関連する書籍、および新聞等を通して時事ニュースに接すること(2.5時間×15回を適
宜分散)、②授業の予習、特に輪読担当箇所の発表準備(各回30分程度)、および、③期末小論文ま
たは論文の作成(後半各回3時間程度)を行うこと。

成績評価
授業への参加(レポートや輪読の準備)および学期末小論文(口頭発表を含む)を総合的に評価する。欠席する場合
は、nakano@ sozo.ac.jpまで事前連絡すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート等 60% レジュメの準備と発表、レポートの提出
期末論文 40% 論文の適切性
   
   

授業の実施方法と授業計画

授業は、原則としてプレゼンテーションとディスカッションを含むセミナー(演習)形式で進める。

第1回  テキストの講読、発表とレポートの作成(演習)
第2回      〃
第3回      〃
第4回      〃
第5回      〃
第6回      〃
第7回  小論文の作成(演習)
第8回      〃
第9回      〃
第10回    〃
第11回  小論文の校正(演習)
第12回    〃
第13回    〃
第14回   小論文の提出とプレゼンテーション・ディスカッション(演習)
第15回-  小論文の返却とチュートリアル(演習)

レポートと論文に関しては、フィードバック(校正と再提出)を行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58480
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代(ヨーロッパ)経済史・社会史および比較資本主義論の視点から、経済と社会のあり方を学
び、考え、各自の社会をみる視点を涵養することを目的とする。ゼミ共通テーマ(これまでのテーマ
は、「世界経済史」、「市場経済と社会格差」、「先進諸国の経済・社会構造の転換」など)を設定
し、前半では、そのテーマに関する基礎テキストの輪読とプレゼンテーション、レポートの作成を
通して基礎事項や社会科学的な学習・思考方法を確認する。後半では、各自が関心のあるテーマに
ついて小論文を作成、または領域の学術論文の要約・批評を行う。論文作成に際してはチュートリ
アル(個別指導)の時間を設ける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 参加者が、①近現代経済史・社会史の基礎概念を学び、②各自関心を抱くテーマに対する理解を
深化させることを通して、自らの歴史・現実認識および思考力を涵養すること。

テキスト（教科書）
受講者の関心を考慮しつつ、1回目の授業で決定。過去のテキストは、宮本太郎『生活保障』岩波
新書 2009年(978-4-00-431216-1)、T.ピケッティ『21世紀の資本』みすず書房 2018年(978-4-
622-07876-0)、中野聡『社会的パートナーシップ』日本評論社 2018年(978-4-535-55913-4)な
ど。

参考書および参考文献 授業中に指示する。

受講条件
必修科目。現代社会のあり方や歴史学、社会学、社会科学領域に関心があり、自ら学ぶ意欲をもつ
こと。無関心な学生の履修は、推奨できない。なるべく、現代ヨーロッパ経済史(または社会政策と
市場経済)を履修していること。

事前・事後学修（内容・時間）
①日常的に関連する書籍、および新聞等を通して時事ニュースに接すること(2.5時間×15回を適
宜分散)、②授業の予習、特に輪読担当箇所の発表準備(各回30分程度)、および、③期末小論文ま
たは論文の作成(後半各回3時間程度)を行うこと。

成績評価
授業への参加(レポートや輪読の準備)および学期末小論文(口頭発表を含む)を総合的に評価する。欠席する場合
は、nakano@ sozo.ac.jpまで事前連絡すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート等 60% レジュメの準備と発表、レポートの提出
期末論文 40% 論文の適切性
   
   

授業の実施方法と授業計画

授業は、原則としてプレゼンテーションとディスカッションを含むセミナー(演習)形式で進める。

第1回  テキストの講読、発表とレポートの作成(演習)
第2回      〃
第3回      〃
第4回      〃
第5回      〃
第6回      〃
第7回  小論文の作成(演習)
第8回      〃
第9回      〃
第10回    〃
第11回  小論文の校正(演習)
第12回    〃
第13回    〃
第14回   小論文の提出とプレゼンテーション・ディスカッション(演習)
第15回-  小論文の返却とチュートリアル(演習)

レポートと論文に関しては、フィードバック(校正と再提出)を行う。

ナンバリング BAIM3005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58481
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　脱原子力発電や地球温暖化などのエネルギー・環境問題に取り組み、『持続可能な社会』を構築
することが求められている。本ゼミナールでは、化石エネルギーに依存しない『ゼロ・エミッション
社会』の構築を目標として、公共・民生施設における再生可能エネルギー利用や、企業活動・ビジ
ネスにおける諸政策の省エネルギー効果、CO2排出削減効果ならびに経済性を検討する。検討に
当たっては、システムのエネルギーフローモデルを構築するとともに、経済性、省エネルギー性を
評価する。
　また、一連の活動を通して、「何のために、何を、どのようにすべきであるのか」を考えることを
習慣づける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・日本のエネルギー・環境問題について、基礎的な事項を説明できる。
・エクセルやデータベースを活用して、基礎的なデータ管理ができる。
・課題の内容を論理的に説明するプレゼンテーションができる。

テキスト（教科書） 　必要に応じて提示する。
参考書および参考文献 　テーマに応じて必要なテキスト、参考資料、学会論文等を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で提示された課題について、その内容を熟考してレポートや発表資料を作成すること（第1
～15回／90分程度）。
発表で指摘された問題点や課題について、提示された書籍・文献等を活用して調べ、その内容を資
料としてまとめること（第1～15回／90分程度）。
なお、授業時間外の空き時間にはゼミナール室にて積極的に事前・事後学習に取り組み、疑問点や
問題点が生じた場合には速やかに教員とコンタクトをとること。

成績評価
　評価は各回のレポート課題（50%）と個人発表（50%）により行う。
評価項目 割合 評価基準
レポート課題 50% レポートの内容にて理解度を確認する。

個人発表 50% 発表の内容にて理解度を確認するとともに、プレゼンテーション力を評
価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回　（講義）ガイダンス
第02回　（講義）日本および世界のエネルギー・環境問題の現状について　（ディスカッショ
ン）
第03回　（講義）持続可能な社会の構築に向けた日本の取り組み(1)　（ディスカッション）
第04回　（講義）持続可能な社会の構築に向けた世界の取り組み(2)　（ディスカッション）
第05回　（実習）中間発表 (1)　（プレゼンテーション）
第06回  　(実習） 再生可能エネルギーに関する調査(1)　（ディスカッション）
第07回  　(実習） 再生可能エネルギーに関する調査(2)　（ディスカッション）
第08回  　(実習） 再生可能エネルギーに関する調査(3)　（ディスカッション）
第09回  　(実習） 再生可能エネルギーに関する発表(1)　（ディスカッション、プレゼンテーショ
ン）
第10回  　(実習） 再生可能エネルギーに関する発表(2)　（ディスカッション、プレゼンテーショ
ン）
第11回　（実習） 中間発表 (2)　（プレゼンテーション）
第12回　（実習）エネルギー政策と企業の取組に関する調査および発表(1)　（ディスカッショ
ン、プレゼンテーション）
第13回　（実習）エネルギー政策と企業の取組に関する調査および発表(2)　（ディスカッショ
ン、プレゼンテーション）
第14回　（実習）エネルギー政策と企業の取組に関する調査および発表(3)　（ディスカッショ
ン、プレゼンテーション）
第15回　（実習）最終発表　（プレゼンテーション）

　なお、受講学生の習熟度・進捗状況により授業計画を変更することもある。
　また、研究の遂行上必要となる資料の収集・分析方法、各種計算方法などに対する疑問・質問に
対しては、講義時間や空き時間、またClassroomを活用して適宜個別にフィードバックする。

ナンバリング BAIM3005
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58482
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

専門ゼミナールでは、講義で修得した経営、会計、財務、情報処理に関する知識に基づき具体的テーマを選択し
て、それに対する調査や学習などの知的活動を通して、(1)専門領域の知識の修得、(2) 正しい状況の認識とそ
れを踏まえた判断できる能力、(3)ビジネス社会において積極的・主体的に取り組むことのできる態度・志向を
育成する。
具体的には、経営システムにおける様々な問題とその解決法をソフトコンピューティングを中心にして講義と演
習によって学習していく。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経営、会計・
財務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技
術を経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「直面する問題解決のた
めに必要な知識や情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」「変化する情報ビジネス社会に
おいて、自律的・積極的に知識探求する意欲と能力を備えている。」に沿って、本科目の到達目標を以下のとお
りとする。
・担当教員の専門分野を中心に、課題決定のための基礎的な知識の修得や論文調査などをすすめる。
・それらを集約して課題決定とその取組方法の計画を検討する。
（春学期期は講義と演習、プログラミング実習によって基礎知識を習得する。秋学期は個別にテーマを決めて
文献調査・シミュレーションなどによって経営システムにおける問題解決法を学習する。）

テキスト（教科書） 『経営のためのシステム工学』（西川智登、清水静江著　朝倉書店　ISBN:978-4254120769）

参考書および参考文献
VisualBasicによるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:4-7741-0782-4）
C言語によるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:978-4774193731）
必要に応じて、個別テーマに応じてテキストを指定、貸与または配布します。

受講条件 必修科目
特になし

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、配布資料に目を通し、課題をやっておくようにしてください（90分×15回）。
各回の提出された課題について、修正指示をだすので、授業後に修正して再提出してください（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして
授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
ゼミナールですので、課題成果：50％、レポート提出状況、内容：50％によって評価します。
また、個別のシミュレーション等がありますので、時間外の自習が必要になります。
評価項目 割合 評価基準
課題成果 50% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
レポート 50% 課題に対して適切なレポート内容・記述になっているかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

科目の目標に示したように、研究およびシミュレーションを中心に行う事になります。

春学期：基礎知識の習得
・コンピュータの利用による経営システムにおける様々な問題と最適化の手法、解決案の評価法
  ＊特に、最適化の手法を中心に講義するので、数学の知識が必要になるが、これについては指導をする。
(1)　（講義）ガイダンス
(2)　（講義）卒業研究とプログラミングの関係についての講義（ディスカッション）
(3)　（講義）プログラミング課題1に関する講義
(4)　（講義）プログラミング演習1(その1)
(5)　（演習）          〃         (その2)
(6)　（講義）プログラミング課題2に関する講義
(7)　（講義）プログラミング演習2(その1)
(8)　（演習）          〃         (その2)
(9)　（講義）プログラミング課題3に関する講義
(10)　（講義）プログラミング演習3(その1)
(11)　（演習）         〃         (その2)
(12)　（講義）プログラミング課題4に関する講義
(13)　（講義）プログラミング演習4(その1)
(14)　（演習）         〃         (その2)
(15)　（講義） 研究スケジュール打ち合わせおよび調整（ディスカッション）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバッ
クを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAIM3005
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58482
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

専門ゼミナールでは、講義で修得した経営、会計、財務、情報処理に関する知識に基づき具体的テーマを選択し
て、それに対する調査や学習などの知的活動を通して、(1)専門領域の知識の修得、(2) 正しい状況の認識とそ
れを踏まえた判断できる能力、(3)ビジネス社会において積極的・主体的に取り組むことのできる態度・志向を
育成する。
具体的には、経営システムにおける様々な問題とその解決法をソフトコンピューティングを中心にして講義と演
習によって学習していく。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経営、会計・
財務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技
術を経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「直面する問題解決のた
めに必要な知識や情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」「変化する情報ビジネス社会に
おいて、自律的・積極的に知識探求する意欲と能力を備えている。」に沿って、本科目の到達目標を以下のとお
りとする。
・担当教員の専門分野を中心に、課題決定のための基礎的な知識の修得や論文調査などをすすめる。
・それらを集約して課題決定とその取組方法の計画を検討する。
（春学期期は講義と演習、プログラミング実習によって基礎知識を習得する。秋学期は個別にテーマを決めて
文献調査・シミュレーションなどによって経営システムにおける問題解決法を学習する。）

テキスト（教科書） 『経営のためのシステム工学』（西川智登、清水静江著　朝倉書店　ISBN:978-4254120769）

参考書および参考文献
VisualBasicによるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:4-7741-0782-4）
C言語によるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:978-4774193731）
必要に応じて、個別テーマに応じてテキストを指定、貸与または配布します。

受講条件 必修科目
特になし

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、配布資料に目を通し、課題をやっておくようにしてください（90分×15回）。
各回の提出された課題について、修正指示をだすので、授業後に修正して再提出してください（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして
授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
ゼミナールですので、課題成果：50％、レポート提出状況、内容：50％によって評価します。
また、個別のシミュレーション等がありますので、時間外の自習が必要になります。
評価項目 割合 評価基準
課題成果 50% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
レポート 50% 課題に対して適切なレポート内容・記述になっているかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

科目の目標に示したように、研究およびシミュレーションを中心に行う事になります。

春学期：基礎知識の習得
・コンピュータの利用による経営システムにおける様々な問題と最適化の手法、解決案の評価法
  ＊特に、最適化の手法を中心に講義するので、数学の知識が必要になるが、これについては指導をする。
(1)　（講義）ガイダンス
(2)　（講義）卒業研究とプログラミングの関係についての講義（ディスカッション）
(3)　（講義）プログラミング課題1に関する講義
(4)　（講義）プログラミング演習1(その1)
(5)　（演習）          〃         (その2)
(6)　（講義）プログラミング課題2に関する講義
(7)　（講義）プログラミング演習2(その1)
(8)　（演習）          〃         (その2)
(9)　（講義）プログラミング課題3に関する講義
(10)　（講義）プログラミング演習3(その1)
(11)　（演習）         〃         (その2)
(12)　（講義）プログラミング課題4に関する講義
(13)　（講義）プログラミング演習4(その1)
(14)　（演習）         〃         (その2)
(15)　（講義） 研究スケジュール打ち合わせおよび調整（ディスカッション）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバッ
クを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAIM3005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58483
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本ゼミでは，経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）を研究テーマとします．
こでは，まず消費者行動の基本的な理論や概念を理解し，思考力を鍛えることを目的とします．4
年時の卒業論文作成に向けて、消費者行動の体系的な知識および具体的な事例や事象について，
報告（発表）と議論を通して共同で学修する．また，卒論のテーマ候補の検討と議論を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ △ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・消費者行動の体系的な知識を修得する．
・理論と具体的な事象・事例との関係を主体的に考えることができるようになる．

テキスト（教科書） 適宜資料を配布します．

参考書および参考文献 松井剛・西川英彦（編著）「1からの消費者行動（第2版）」碩学舎，2020年
 ISBN-13 ? : ? 978-4502333415

受講条件
必修科目．
ゼミではより積極的な貢献が求められるため，課題対応や出席は注意する．
★「経営戦略論」，「消費者経済論」，「ミクロ経済学」の科目履修が望ましい．

事前・事後学修（内容・時間） 配布資料の内容を事前に熟読して要点をまとめておき，議論に参加できるようにする．(180分×15
回)

成績評価
指定された課題提出，卒業論文の方向性の報告，議論への貢献度によって，総合的に判断する．
評価項目 割合 評価基準
課題の提出・発表 60% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する．
専攻テーマの検討報告 10% 報告内容の適切性を評価する．
議論への参加度 30% 議論への積極的な参加を評価する．
   

授業の実施方法と授業計画

＊毎回，章末の「考えてみよう」の発表担当者を決める．発表担当者は報告書を取りまとめてく
る．
＊発表者の報告について討議を行い，消費者行動の知見を研鑽錬成する．
＊次年度の卒業研究論文のテーマにつながる関心項目を検討する．

第1回（講義・演習）イントロダクション（ゼミナールの概要説明など）
第2回（講義・演習）知覚
第3回（講義・演習）学習
第4回（講義・演習）記憶
第5回（講義・演習）態度
第6回（講義・演習）意思決定
第7回（講義・演習）セグメンテーション
第8回（講義・演習）コミュニケーション
第9回（講義・演習）店頭マーケティング
第10回（講義・演習）アイデンティティ
第11回（講義・演習）家族
第12回（講義・演習）集団による消費
第13回（講義・演習）ステイタス
第14回（講義・演習）サブカルチャー
第15回（講義・演習）文化

課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58484
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年のコンピュータ・ソフトウェア技術の発達に伴い、コンテンツ制作の現場では、ほとんどの作業が
コンピュータ上で行われるようになっている。本ゼミナールでは、3次元CG、DTP（紙媒体）、webサイト
等、情報発信のためのコンテンツの取り扱いを主なテーマとしており、
　(1)デジタルコンテンツ（2D，3D，webページ等）の作成
　(2)デザイン、レイアウトによる視覚表現
　(3)導線、色彩の工夫による効果的な表現方法の理解と実現
等についての理解を深め、学習した知識を実践できるだけの技術を習得することを目的としている。
なお、専門ゼミナールは1～4までの2年間を通して自らが「学びたい」と思う事柄について、積極的に知
識を吸収・発展させるための時間であり、専門ゼミナール1では、そのための前準備として、この分野に
おける幅広い知識の習得を目標とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・関連分野の背景、歴史的な経緯を理解し、自らが設定したテーマについて、社会的な意義を自分の言
葉で説明できる。
・各テーマについて、基礎的な用語や概念を理解し、簡単な実践ができる。

テキスト（教科書） テーマに合わせて指示する。また、必要に応じてプリントを配布する。
参考書および参考文献 テーマに合わせて指示する。

受講条件
必修科目
希望するテーマに合わせてCG、ビジュアルデザイン、WEBデザインのいずれかを受講していることが望
ましい。

事前・事後学修（内容・時間）

(1)各自のテーマに応じてインターネットや市販の書籍，雑誌等で積極的に最新の知識を修得すること
（1～15回目／60分）。
(2)授業内で指示した内容について、事前に調べて議論の準備を行うこと（2～13回目／60分）。
(3)各回の内容に応じて簡単な作品作りを行い、ソフトウェアの習熟度を上げること（2～13回目／60
分）。
(4)課題を制作し、発表の準備を行う（14,15回目／120分）

各テーマに関して必要な資料等は、ゼミ室のLANの共有フォルダ（Share）やGoogleドライブ等のイン
ターネットサービスを利用して配布する。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価する。
評価項目 割合 評価基準
演習 60% 各回で課した演習について、講義内容を理解し実践できているかを評価する

ディスカッション 40% 指定した参考資料や講義内容を理解し、適切な専門用語や周辺知識を用いて
議論を進められるのかを評価する

   
   

授業の実施方法と授業計画

※　ゼミナールはテーマごとに内容が分かれるため、この限りではない。
※「プロジェクト実習」と連動しながら、実践を通じて理解を深める。

１回　（講義）ガイダンス
２回　（講義・演習）レイアウトの基礎用語・原理と原則
３回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法１（タイトルとビジュアル）
４回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法２（要素の配置とバランス）
５回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法３（タイトルをアイキャッチに使用）
６回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法４（情報整理と配置）
７回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法５（ページの目的）
８回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法６（視覚要素の強調）
９回　（講義・演習）文字組みの基礎用語
１０回　（講義・演習）文字組みの操作と書体の選択
１１回　（講義・演習）配色の基礎用語
１２回　（講義・演習）一般的な配色例，典型的なパターン
１３回　（講義・演習）タイトル・見出しの作成と配置
１４回　（演習）課題制作
１５回　（演習・ディスカッション）報告会

議論の時間を設けて理解度を確認するとともに、必要に応じて補足説明や課題を出すことでフィードバ
ックとする。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58484
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年のコンピュータ・ソフトウェア技術の発達に伴い、コンテンツ制作の現場では、ほとんどの作業が
コンピュータ上で行われるようになっている。本ゼミナールでは、3次元CG、DTP（紙媒体）、webサイト
等、情報発信のためのコンテンツの取り扱いを主なテーマとしており、
　(1)デジタルコンテンツ（2D，3D，webページ等）の作成
　(2)デザイン、レイアウトによる視覚表現
　(3)導線、色彩の工夫による効果的な表現方法の理解と実現
等についての理解を深め、学習した知識を実践できるだけの技術を習得することを目的としている。
なお、専門ゼミナールは1～4までの2年間を通して自らが「学びたい」と思う事柄について、積極的に知
識を吸収・発展させるための時間であり、専門ゼミナール1では、そのための前準備として、この分野に
おける幅広い知識の習得を目標とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・関連分野の背景、歴史的な経緯を理解し、自らが設定したテーマについて、社会的な意義を自分の言
葉で説明できる。
・各テーマについて、基礎的な用語や概念を理解し、簡単な実践ができる。

テキスト（教科書） テーマに合わせて指示する。また、必要に応じてプリントを配布する。
参考書および参考文献 テーマに合わせて指示する。

受講条件
必修科目
希望するテーマに合わせてCG、ビジュアルデザイン、WEBデザインのいずれかを受講していることが望
ましい。

事前・事後学修（内容・時間）

(1)各自のテーマに応じてインターネットや市販の書籍，雑誌等で積極的に最新の知識を修得すること
（1～15回目／60分）。
(2)授業内で指示した内容について、事前に調べて議論の準備を行うこと（2～13回目／60分）。
(3)各回の内容に応じて簡単な作品作りを行い、ソフトウェアの習熟度を上げること（2～13回目／60
分）。
(4)課題を制作し、発表の準備を行う（14,15回目／120分）

各テーマに関して必要な資料等は、ゼミ室のLANの共有フォルダ（Share）やGoogleドライブ等のイン
ターネットサービスを利用して配布する。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価する。
評価項目 割合 評価基準
演習 60% 各回で課した演習について、講義内容を理解し実践できているかを評価する

ディスカッション 40% 指定した参考資料や講義内容を理解し、適切な専門用語や周辺知識を用いて
議論を進められるのかを評価する

   
   

授業の実施方法と授業計画

※　ゼミナールはテーマごとに内容が分かれるため、この限りではない。
※「プロジェクト実習」と連動しながら、実践を通じて理解を深める。

１回　（講義）ガイダンス
２回　（講義・演習）レイアウトの基礎用語・原理と原則
３回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法１（タイトルとビジュアル）
４回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法２（要素の配置とバランス）
５回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法３（タイトルをアイキャッチに使用）
６回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法４（情報整理と配置）
７回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法５（ページの目的）
８回　（講義・演習）基本的なレイアウト方法６（視覚要素の強調）
９回　（講義・演習）文字組みの基礎用語
１０回　（講義・演習）文字組みの操作と書体の選択
１１回　（講義・演習）配色の基礎用語
１２回　（講義・演習）一般的な配色例，典型的なパターン
１３回　（講義・演習）タイトル・見出しの作成と配置
１４回　（演習）課題制作
１５回　（演習・ディスカッション）報告会

議論の時間を設けて理解度を確認するとともに、必要に応じて補足説明や課題を出すことでフィードバ
ックとする。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAIM3005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58485
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年，GPS(Global Positioning System)をはじめとした衛星位置計測システムが組み込まれた
携帯端末（スマートフォン等）の個人利用が広がり，地理空間情報を活用したサービスがさらに身
近になりつつある．本ゼミナールでは，地理空間情報サービスと具体的な測位手法をテーマに，文
献の輪読・議論や文献調査、実験などを通じて科学的な思考方法や論理的な表現方法について学
ぶ．
具体的には，各回の授業で事前に指定した論文の各自の担当箇所について発表を行い，その内容
についてメンバー全員でディスカッションを行う．また，文献調査等を通じて習得した上記専門領
域に関する知識について，レポートとしてまとめて発表を行う．あわせて，卒業論文執筆に向けた
テーマ候補の選定を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標
・自分の考えをレポートにまとめ，論理的に発表・議論することができる．
・自分で課題を発見し，卒業研究のためのテーマとして具体化できる．
・地理空間情報サービスや位置計測手段に関する基本的な用語について解説できる．

テキスト（教科書） 適宜，授業内で指示する．
参考書および参考文献 適宜，授業内で指示する．
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

【事前学習（90分×15回）】
・各回の授業で議論に参加できるよう，指定された論文・テキストの該当箇所を事前に熟読する
・特に自分の担当回では，テキストの担当箇所について精読しレジュメの準備を行う
【事後学習（90分×15回）】
・各回の授業で学習した内容について復習し，ノートにまとめる
・授業中の不明点や登場した専門用語についてインターネットなどで調査し疑問点を解消してお
く

成績評価
担当回の報告内容や中間報告の内容と議論への参加度、期末レポートの内容によって評価を行う．無断欠席は認めない．や
むを得ず欠席する場合は事前に必ず担当教員に連絡すること．
評価項目 割合 評価基準
担当回の報告内容と中間報告の内
容 60% 課題に対して適切な内容・記述になっているか評価する

議論への参加度 10% 議論の内容や参加の積極性を評価する
期末レポート 30% レポートの内容や表現が適切か評価する
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス、基礎知識の修得
第2回　（講義）基礎知識の修得
第3回　（講義・演習）基礎知識の修得、文献の輪読・発表・議論
第4回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第5回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第6回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第7回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第8回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第9回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第10回　（講義・演習）中間報告
第11回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第12回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論
第13回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論、研究テーマ候補の選定、期末レポートの執筆
第14回　（講義・演習）文献の輪読・発表・議論、研究テーマ候補の選定、期末レポートの執筆
第15回　（講義）期末レポート提出

各回の授業では，事前に定めた論文の担当箇所をレポートとしてまとめ，各自で発表を行う．発表
内容に対してはディスカッションを行い，その内容に関して口頭でフィードバックを行う．その過程
で卒論論文のテーマ候補の選定を進める．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58486
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本ゼミナールでは，”Web” や “プログラミング” “ネットワーク” をキーワードとして，実践を通じて ICT 
の基本と応用について理解を深め，それらが現代社会においてどのように利活用されているのかを調
査・考察する．専門ゼミナール1では，ICT の基本を理解することを目的とした学習や演習に取り組む．
「プロジェクト実習」の活動を行ううえで必要となる知識や技術の学習も行う．なお，希望者には，ゼミ
ナール時間外にICT系科目に関する補足説明等を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

・共同ゼミ室ネットワーク・計算機（サーバ，PC，ネットワークデバイス）の役割を理解して活用できる
・自分が使用する Windows PC を適切に管理できる
・Word, Excel を利用して報告書を作成できる
・PowerPoint を利用してプレゼンテーション資料を作成できる
・インターネットサービスを日常の学習活動等のために活用できる

テキスト（教科書） 適宜，必要な書籍について提示する．また，プリント等の資料を配布する．
参考書および参考文献 必要に応じて指示する．

受講条件
必修科目
プログラミング科目やWEBデザイン等のICT系科目を履修していることが望ましい．
目的意識を持ち，意欲的に活動する学生を希望する．

事前・事後学修（内容・時間）

教員が教授する内容にとどまらず，より一層知識の幅を広げられるよう，自ら様々なことを調べて実践
できるように努めること．

予習）授業終了前に次回の予定を説明するので，事前に調査しておくこと（図書館，インターネット）．（
毎週計1時間程度，15時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，取り組んだ内容をまとめて個人ノートを整理すること．座学形
式での講義は少ないため，板書内容のみならず教員が口頭で説明した内容をまとめること．自分の理
解した内容をしっかり記録することで，知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，30時間相
当）

成績評価
レポート，および，演習課題の達成度により評価する．無断欠席は認めない．
ゼミ時間のみならず，空き時間にも積極的に課題に取り組むこと．
評価項目 割合 評価基準

レポート 60% 与えられたテーマに沿って適切な解答あるいは考察が記述されているかによ
り評価する

演習課題 40% 指示された内容に基づき適切に課題を作成できているかについて評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

「プロジェクト実習」と連動しながら，実践を通じて理解を深める．

第 01 回　（講義）ガイダンス
第 02 回　（講義・演習）Windows PC の利用と管理（1）
第 03 回　（講義・演習）Windows PC の利用と管理（2）
第 04 回　（講義・演習）ネットワークに関する基礎知識（1）
第 05 回　（講義・演習）ネットワークに関する基礎知識（2）
第 06 回　（講義・演習）ネットワークに関する基礎知識（3）
第 07 回　（講義・演習）インターネット
第 08 回　（講義・演習）クライアント・サーバシステム
第 09 回　（講義・演習）インターネットサービス
第 10 回　（講義・演習）Webシステム（1）
第 11 回　（講義・演習）Webシステム（2）
第 12 回　（講義・演習）Webプログラミングの概要（1）
第 13 回　（講義・演習）Webプログラミングの概要（2）
第 14 回　（演習）春学期課題指示（調査と考察）
第 15 回　（演習）報告書作成
　　　　※ 随時，進捗状況報告，プレゼンテーション

レポート等については授業内でフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用
いて個別コメント（修正指示等）を返却する．

＊上記は実施内容（例）であり，プロジェクト活動における取組課題，理解度や授業実施時点での普及
技術，トレンド，受講生の興味に応じて内容を変更することがある．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58486
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本ゼミナールでは，”Web” や “プログラミング” “ネットワーク” をキーワードとして，実践を通じて ICT 
の基本と応用について理解を深め，それらが現代社会においてどのように利活用されているのかを調
査・考察する．専門ゼミナール1では，ICT の基本を理解することを目的とした学習や演習に取り組む．
「プロジェクト実習」の活動を行ううえで必要となる知識や技術の学習も行う．なお，希望者には，ゼミ
ナール時間外にICT系科目に関する補足説明等を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

・共同ゼミ室ネットワーク・計算機（サーバ，PC，ネットワークデバイス）の役割を理解して活用できる
・自分が使用する Windows PC を適切に管理できる
・Word, Excel を利用して報告書を作成できる
・PowerPoint を利用してプレゼンテーション資料を作成できる
・インターネットサービスを日常の学習活動等のために活用できる

テキスト（教科書） 適宜，必要な書籍について提示する．また，プリント等の資料を配布する．
参考書および参考文献 必要に応じて指示する．

受講条件
必修科目
プログラミング科目やWEBデザイン等のICT系科目を履修していることが望ましい．
目的意識を持ち，意欲的に活動する学生を希望する．

事前・事後学修（内容・時間）

教員が教授する内容にとどまらず，より一層知識の幅を広げられるよう，自ら様々なことを調べて実践
できるように努めること．

予習）授業終了前に次回の予定を説明するので，事前に調査しておくこと（図書館，インターネット）．（
毎週計1時間程度，15時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，取り組んだ内容をまとめて個人ノートを整理すること．座学形
式での講義は少ないため，板書内容のみならず教員が口頭で説明した内容をまとめること．自分の理
解した内容をしっかり記録することで，知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，30時間相
当）

成績評価
レポート，および，演習課題の達成度により評価する．無断欠席は認めない．
ゼミ時間のみならず，空き時間にも積極的に課題に取り組むこと．
評価項目 割合 評価基準

レポート 60% 与えられたテーマに沿って適切な解答あるいは考察が記述されているかによ
り評価する

演習課題 40% 指示された内容に基づき適切に課題を作成できているかについて評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

「プロジェクト実習」と連動しながら，実践を通じて理解を深める．

第 01 回　（講義）ガイダンス
第 02 回　（講義・演習）Windows PC の利用と管理（1）
第 03 回　（講義・演習）Windows PC の利用と管理（2）
第 04 回　（講義・演習）ネットワークに関する基礎知識（1）
第 05 回　（講義・演習）ネットワークに関する基礎知識（2）
第 06 回　（講義・演習）ネットワークに関する基礎知識（3）
第 07 回　（講義・演習）インターネット
第 08 回　（講義・演習）クライアント・サーバシステム
第 09 回　（講義・演習）インターネットサービス
第 10 回　（講義・演習）Webシステム（1）
第 11 回　（講義・演習）Webシステム（2）
第 12 回　（講義・演習）Webプログラミングの概要（1）
第 13 回　（講義・演習）Webプログラミングの概要（2）
第 14 回　（演習）春学期課題指示（調査と考察）
第 15 回　（演習）報告書作成
　　　　※ 随時，進捗状況報告，プレゼンテーション

レポート等については授業内でフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用
いて個別コメント（修正指示等）を返却する．

＊上記は実施内容（例）であり，プロジェクト活動における取組課題，理解度や授業実施時点での普及
技術，トレンド，受講生の興味に応じて内容を変更することがある．

ナンバリング BAIM3005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58487
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この専門ゼミナールは、社会において必須の会計の知識を適切にビジネス展開できる能力を身に付けるとと
もに、直面する問題解決のために当該知識を応用できる思考力・判断力を養うことを目的とする。
　専門ゼミナール１では、主に財務会計に関する基本文献の輪読を通じて、会計理論の基礎的知識を修得す
る。そのプロセスでは、学生によるプレゼンテーション、およびそれに対するディスカッションを通じて、考える
力を養う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

履修者が到達すべき目標は、以下のとおりである。
①問題意識をもち、卒業研究のためのテーマを具体化する。
②輪読の担当部分について、調査結果をレジュメに端的にまとめることができる。
③ゼミの学生全体の前で論理的に調査結果を報告することができる。
④ディスカッションに際し、批判的に検討し、自らの意見を述べることができる。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　桜井久勝 『財務会計講義（第２５版）』中央経済社　ISBN：9784502500718
　※「財務諸表論」と同様のテキストを使用する。最新版とする。

【設例問題集】
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅰ）』Ver.18.0
　  〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106594
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅱ）』Ver.18.0
　  〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106600

参考書および参考文献 『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅲ）』Ver.18.0
 〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106617

受講条件
・必修科目である。
・「簿記入門２」、「会計学入門」の単位を修得済みであること（３年次編入学生を除く）。
・「商業簿記（上級）２」、「工業簿記（上級）２」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。なお、欠席の場合には、事前に連絡をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・各回の講義テーマについて事前にテキストの該当箇所を熟読する。（各回90分程度）
・輪読の発表担当回は、事前にレジュメ作成および発表準備をする。（該当回120分程度）
・ゼミの仲間の研究発表がより良いものとなるよう、自身が報告しないときもゼミ生の報告を
　しっかり聞いて、質問準備をすること（各回30分程度）。
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について理解・修得できるよう復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキストの内容を繰り返して熟読し、基礎力を身に
　つけることができるよう努めること。

成績評価
輪読した箇所に関する発表用資料の内容およびプレゼンテーション、加えてディスカッションでの発言内容・頻度を勘案し、総合的に評価
する。
評価項目 割合 評価基準
発表用資料の内容およびプレゼンテー
ション 80% 発表用資料の内容およびプレゼンテーションにより、研究課題に対する理解度を

評価する。
ディスカッションでの発言内容・頻度 20% ディスカッションでの発言内容・頻度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義〕 ガイダンス、財務会計の機能と制度
第２回〔講義・演習〕 企業活動と財務諸表、複式簿記の構造、利益計算と財務諸表
第３回〔講義・演習〕 会計基準の必要性、会計基準の設定と問題点、演繹的アプローチの展開
第４回〔講義・演習〕 企業会計原則の一般原則、会計情報の質的特性
第５回〔講義・演習〕 現金主義会計と発生主義会計、発生主義会計の基本原則
第６回〔講義・演習〕 資産評価の基準
第７回〔講義・演習〕 資金運用活動の資産と収益、現金および預金、有価証券
第８回〔講義・演習〕 デリバティブとヘッジ会計、キャッシュ・フロー計算書
第９回〔講義・演習〕 営業循環における収益の認識、収益認識に関する会計基準
第10回〔講義・演習〕 一時点での収益認識、一定期間にわたる収益認識、売上債権
第11回〔講義・演習〕 棚卸資産の取得原価・原価配分・払出単価・期末評価、仮想通貨
第12回〔講義・演習〕 有形固定資産の取得原価・減価償却・期末評価
第13回〔講義・演習〕 リース会計、無形固定資産と繰延資産
第14回〔講義・演習〕 負債の範囲と区分、引当金、納税義務と税効果会計
第15回〔講義・演習〕 流動負債、固定負債、偶発債務、総括

※発表用資料の内容等については、授業内で適宜フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58488
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　マーケティングは身近で実践的な学問領域であり，経営の指針として欠かすことのできない領域
である。「誰に」，「何を」，「どのように販売するか」に関わる一連の諸活動について，基本的な概
念，理論を理解し，実践していくための力を養うために，本ゼミナールでは研究活動の基本スキル
を身に付ける。
　具体的な内容は，社会調査法及び統計解析技法の修得であり，授業の進め方は，各回の担当者
を決め，指定のテキストの内容について要約したものを発表・報告してもらい，その内容について
メンバー全員で議論を行う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ○  

到達目標
・マーケティングの基本的な理論を学修する。
・理論を用いて，身の回りの企業・組織のマーケティング活動を分析・説明できる。
・マーケティングの学習，研究の実施により，論理的思考，分析能力を身につける。

テキスト（教科書） 必要に応じて適宜指示する。
参考書および参考文献 必要に応じて適宜指示する。

受講条件
必修科目
「マーケティング入門」，「マーケテイングマネジメント」の単位が修得済みであること。「広告
論」，「インターネット・マーケティング」を履修することが望ましい。
ゼミナールには必ず毎回参加すること。積極的に発言することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
・新聞・雑誌のスクラップ：マーケティング関係の記事に対してコメントを付ける（90分×15回）。
・テキストの指定された範囲を読み，良い点・悪い点（あるいは分からなかった点）について3点ず
つまとめる（90分×15回）。
・自分の担当会の報告資料を作成し，発表に備える。

成績評価
以下3点より評価する。
・報告担当回の報告内容
・ディスカッションへの参加度（発言内容，積極性）
評価項目 割合 評価基準
担当箇所の発表 60% 発表内容の適切度で評価する
ディスカッション 40% 他のゼミ生の発表に対して質問やコメントを行う。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，テキストの指定
第2回 （講義と演習）社会調査の意義と目的
第3回 （講義と演習）量的調査の方法
第4回 （講義と演習）アンケート調査票の作成
第5回 （講義と演習）量的調査におけるデータ解析
第6回 （講義と演習）質的調査の方法
第7回 （講義と演習）ヒアリング調査票の作成
第8回 （講義と演習）調査手法
第9回 （講義と演習）質的調査におけるデータ解析
第10回（講義と演習）社会調査の実施にあたってのIT活用
第11回（講義と演習）統計解析（データ分析の全体像）
第12回（講義と演習）統計解析（基本統計量）
第13回（講義と演習）統計解析（データの可視化）
第14回（講義と演習）卒論執筆に向けたテーマ選定
第15回（講義と演習）予備調査・研究構想の発表

【課題に対するフィードバックについて】
●担当論文の発表に対するフィードバック：発表後に口頭でフィードバックを行う。

ナンバリング BAIM3005

196



開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58488
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　マーケティングは身近で実践的な学問領域であり，経営の指針として欠かすことのできない領域
である。「誰に」，「何を」，「どのように販売するか」に関わる一連の諸活動について，基本的な概
念，理論を理解し，実践していくための力を養うために，本ゼミナールでは研究活動の基本スキル
を身に付ける。
　具体的な内容は，社会調査法及び統計解析技法の修得であり，授業の進め方は，各回の担当者
を決め，指定のテキストの内容について要約したものを発表・報告してもらい，その内容について
メンバー全員で議論を行う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ○  

到達目標
・マーケティングの基本的な理論を学修する。
・理論を用いて，身の回りの企業・組織のマーケティング活動を分析・説明できる。
・マーケティングの学習，研究の実施により，論理的思考，分析能力を身につける。

テキスト（教科書） 必要に応じて適宜指示する。
参考書および参考文献 必要に応じて適宜指示する。

受講条件
必修科目
「マーケティング入門」，「マーケテイングマネジメント」の単位が修得済みであること。「広告
論」，「インターネット・マーケティング」を履修することが望ましい。
ゼミナールには必ず毎回参加すること。積極的に発言することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
・新聞・雑誌のスクラップ：マーケティング関係の記事に対してコメントを付ける（90分×15回）。
・テキストの指定された範囲を読み，良い点・悪い点（あるいは分からなかった点）について3点ず
つまとめる（90分×15回）。
・自分の担当会の報告資料を作成し，発表に備える。

成績評価
以下3点より評価する。
・報告担当回の報告内容
・ディスカッションへの参加度（発言内容，積極性）
評価項目 割合 評価基準
担当箇所の発表 60% 発表内容の適切度で評価する
ディスカッション 40% 他のゼミ生の発表に対して質問やコメントを行う。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義）ガイダンス，テキストの指定
第2回 （講義と演習）社会調査の意義と目的
第3回 （講義と演習）量的調査の方法
第4回 （講義と演習）アンケート調査票の作成
第5回 （講義と演習）量的調査におけるデータ解析
第6回 （講義と演習）質的調査の方法
第7回 （講義と演習）ヒアリング調査票の作成
第8回 （講義と演習）調査手法
第9回 （講義と演習）質的調査におけるデータ解析
第10回（講義と演習）社会調査の実施にあたってのIT活用
第11回（講義と演習）統計解析（データ分析の全体像）
第12回（講義と演習）統計解析（基本統計量）
第13回（講義と演習）統計解析（データの可視化）
第14回（講義と演習）卒論執筆に向けたテーマ選定
第15回（講義と演習）予備調査・研究構想の発表

【課題に対するフィードバックについて】
●担当論文の発表に対するフィードバック：発表後に口頭でフィードバックを行う。

ナンバリング BAIM3005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58489
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 上原　衞 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本ゼミナールでは，経営資源（「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」）の内，「カネ（ファイナンス）」「
ヒト（モチベーション・リーダーシップ）」「情報」という切り口を中心に，ビジネスの世界を理解す
る．また，新商品開発・企画や新規事業企画・起業について理解する．そして，社会に役立つ人材と
しての知識・スキルを学習するとともに，ビジネスパーソンとして活躍できるマインドを育成する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標

ディプロマポリシーに沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
１．経営，ビジネスの世界，そして，個々人の資金調達・資金運用・ファイナンスについて理解し，実社
会で利用できるようになること．
２．経営・ビジネスの世界における，モチベーション・リーダーシップ・組織運営などの人的資源管理
について理解し，実社会で活用できるようになること．
３．経営，ビジネスの世界での情報の重要性を理解し，情報を活用できるようになること．
４．新商品開発・企画や新規事業企画・起業について理解し，実社会で応用できるようになること．
５．ゼミでのディスカッションと各自のプレゼンテーションを通し，コミュニケーション能力，発言
力，表現力を養い，自らの目標を明確にしたうえで，実社会で即戦力となる能力を身につけること．

テキスト（教科書） テキスト（講義で用いるパワーポイント）は，Classroomに掲載しておくので，それをコピーするなど
して授業に持参に，適宜メモを取ること．また，毎回必ずiPadを持参すること．

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布する．

受講条件
必修科目．
創造力，企画力，コミュニケーション能力，発言力，表現力を養い，自らの目標を明確にしたうえで，
実社会で活躍したいと考えているもの．

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習：毎回，Classroomに掲載した講義資料を読んで予習を行っておくこと．（第2～15回／60
分から90分）
事後学習：毎回，講義資料ならびに講義中にとったメモを用いて復習すること．（第1～15回／60分
から90分）
：授業中に行った「リアクションペーパー・レポート」を復習すること. （第1～15回／60分程度）

成績評価
各人の授業でのディスカッション，プレゼンテーション，発言回数と内容（50%），課題・リアクションペーパー，レポート
（50%）による総合評価を行う．
評価項目 割合 評価基準
課題・リアクションペーパー, レポ
ート 50% 課題に対して適切な記載内容になっているか，また，十分な分量で記載さ

れているかを評価する．
講義でのディスカッション，プレゼ
ンテーション，発言 50% 各人の授業でのディスカッション，プレゼンテーション，発言回数と内容を

評価する．
   
   

授業の実施方法と授業計画

講義では、適宜ビデオを用いて事例研究を行い，理解を深める．講義を踏まえたディスカッションを
行い，コミュニケーション能力，発言力，表現力を養う．また，自分の意見やアイディアをリアクショ
ンペーパーやレポートで表現する力を養う．
第1回（講義）イントロダクション
第2回（講義・演習）経営とファイナンス（１）
第3回（講義・演習）経営とファイナンス（２）
第4回（講義・演習）経営とファイナンス（３）
第5回（講義・演習）経営における人的資源の重要性（１）
第6回（講義・演習）経営における人的資源の重要性（２）
第7回（講義・演習）経営における情報の重要性と情報分析（１）
第8回（講義・演習）経営における情報の重要性と情報分析（２）
第9回（講義・演習）経営における情報の重要性と情報分析（３）
第10回（講義・演習）経営における情報の重要性と情報分析（４）
第11回（講義・演習）経営における情報の重要性と情報分析（５）
第12回（講義・演習）経営における情報の重要性と情報分析（６）
第13回（講義・演習）e-ビジネス（１）
第14回（講義・演習）e-ビジネス（２）
第15回（講義・演習）e-ビジネス（３），まとめ

※課題・リアクションペーパーのフィードバックは授業にて行う．
※学生の理解度や要望により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAIM3005
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 5848A
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本ゼミでは、経営学の中でも特に経営戦略と組織行動を研究テーマとする。ここでは、環境―戦
略―組織―人間の関係性も踏まえて、通説を理解しつつ、思考力を錬成する。4年時の卒業論文作
成に向けて、前期では経営戦略論と組織行動論の体系的な知識および具体的な事例や事象につい
て、論文やケース事例を中心に報告と議論を通して共同で学修する。また、実際の企業や市場の調
査を行うべく、外部フィードワークを実施する。加えて、卒論のテーマ候補の検討と議論を行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・経営戦略論・組織行動論の体系的な知識を修得すること。
・理論と具体的な事象・事例との関係を主体的に考えることができるようにすること。

テキスト（教科書） 『ケースに学ぶ経営学（第3版）』　東北大学経営学グループ（著）
ISBN　978-4-641-18448-0

参考書および参考文献 別途、連絡する。

受講条件
必修科目。
ゼミではより積極的な貢献が求められるため、課題対応や出席は注意すること。
★「経営戦略論」及び「組織行動論」の科目履修を強く勧める。

事前・事後学修（内容・時間） テキストの内容を事前に熟読して、報告資料を必ず事前に作成して、議論に参加できるようにする
こと。（180分×15回）

成績評価
指定された課題提出、卒業論文の方向性の報告、議論への貢献度によって、総合的に判断する。
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 60% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する。
専攻テーマの検討報告 10% 報告内容の適切性を評価する。
議論への参加度 30% 議論への積極的な参加を評価する。
   

授業の実施方法と授業計画

＊毎回、事前にテーマと発表担当者を決めて、報告発表担当者は報告書を取りまとめてくる。
＊論文や文献の輪読および事例ケースの輪読をグループ討議を通じて行い、経営戦略及び組織人
事の知見を研鑽錬成する。
＊実際の企業や市場の調査を行うべく、外部フィードワークを実施する。
＊次年度の卒業研究論文のテーマにつながる関心項目を検討する。

第1回（講義）ガイダンス、ゼミナールの概要説明
第2回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第3回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第4回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第5回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第6回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第7回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第8回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第9回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第10回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第11回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第12回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第13回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第14回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第15回　振り返りと取り纏め

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 5848A
科目 5848 専門ゼミナール１ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本ゼミでは、経営学の中でも特に経営戦略と組織行動を研究テーマとする。ここでは、環境―戦
略―組織―人間の関係性も踏まえて、通説を理解しつつ、思考力を錬成する。4年時の卒業論文作
成に向けて、前期では経営戦略論と組織行動論の体系的な知識および具体的な事例や事象につい
て、論文やケース事例を中心に報告と議論を通して共同で学修する。また、実際の企業や市場の調
査を行うべく、外部フィードワークを実施する。加えて、卒論のテーマ候補の検討と議論を行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・経営戦略論・組織行動論の体系的な知識を修得すること。
・理論と具体的な事象・事例との関係を主体的に考えることができるようにすること。

テキスト（教科書） 『ケースに学ぶ経営学（第3版）』　東北大学経営学グループ（著）
ISBN　978-4-641-18448-0

参考書および参考文献 別途、連絡する。

受講条件
必修科目。
ゼミではより積極的な貢献が求められるため、課題対応や出席は注意すること。
★「経営戦略論」及び「組織行動論」の科目履修を強く勧める。

事前・事後学修（内容・時間） テキストの内容を事前に熟読して、報告資料を必ず事前に作成して、議論に参加できるようにする
こと。（180分×15回）

成績評価
指定された課題提出、卒業論文の方向性の報告、議論への貢献度によって、総合的に判断する。
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 60% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する。
専攻テーマの検討報告 10% 報告内容の適切性を評価する。
議論への参加度 30% 議論への積極的な参加を評価する。
   

授業の実施方法と授業計画

＊毎回、事前にテーマと発表担当者を決めて、報告発表担当者は報告書を取りまとめてくる。
＊論文や文献の輪読および事例ケースの輪読をグループ討議を通じて行い、経営戦略及び組織人
事の知見を研鑽錬成する。
＊実際の企業や市場の調査を行うべく、外部フィードワークを実施する。
＊次年度の卒業研究論文のテーマにつながる関心項目を検討する。

第1回（講義）ガイダンス、ゼミナールの概要説明
第2回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第3回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第4回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第5回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第6回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第7回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第8回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第9回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第10回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第11回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第12回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第13回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第14回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第15回　振り返りと取り纏め

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

ナンバリング BAIM3005

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58490
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代(ヨーロッパ)経済史・社会史および比較資本主義論の視点から、経済と社会のあり方を学
び、考え、また論じることを目標とする。ゼミ共通テーマ(これまでのテーマは、「世界経済史」、
「市場経済と社会格差」、「先進諸国の経済・社会構造の転換」など)を設定し、前半では、そのテ
ーマに関する基礎テキストの輪読とプレゼンテーション、レポートの作成を通して基礎事項や社会
科学的な学習・思考方法を確認する。後半では、一般的な学術論文の要約・批評、または各自が関
心のあるテーマについて小論文を作成する。論文作成に際してはチュートリアル(個別指導)の時間
を設ける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 参加者が、①近現代経済史・社会史の基礎概念を学び、②各自関心を抱くテーマに対する理解を
深化させることを通して、自らの歴史・現実認識および思考力を獲得すること。

テキスト（教科書） 受講者の関心を考慮しつつ、1回目の授業で決定する。各自が選択する学術論文をテキストとして
利用することがある。

参考書および参考文献 授業中に指示する。

受講条件
必修科目。現代社会のあり方や歴史学、社会学、政治学、経済学などの社会科学領域に関心があ
り、自ら学ぶ意欲をもつこと。無関心な学生の履修は、推奨できない。なるべく、現代ヨーロッパ経
済史(または社会政策と市場経済)を履修していること。

事前・事後学修（内容・時間）
①関連する書籍、および新聞等を通して時事ニュースに日常的に接すること(2.5時間×15回を適
宜分散)、②授業の予習、特に輪読担当箇所の発表準備(各回30分程度)、および、③期末小論文ま
たは論文の作成(後半各回3時間程度)を行うこと。

成績評価
授業への参加(レポートや輪読の準備)および学期末レポート(口頭発表を含む)を総合的に評価する。欠席する場合
は、nakano@ sozo.ac.jpまで事前連絡すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート等 30%程度 レジュメの準備と発表、レポートの提出
期末論文 70%程度 論文の適切性
   
   

授業の実施方法と授業計画

授業は、原則としてプレゼンテーションとディスカッションを含むセミナー(演習)形式で進める。

第1回  テキストの講読、論文作成チュートリアル(演習)
第2回     〃
第3回     〃
第4回     〃
第5回     〃
第6回     〃
第7回     〃
第8回   論文作成チュートリアル(演習)
第9回     〃
第10回     〃
第11回     〃
第12回  論文の校正とプレゼンテーション(演習)
第13回     〃
第14回  論文の提出(演習)
第15回     〃

レポートと論文に関しては、フィードバック(校正と再提出)を行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58491
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　脱原子力発電や地球温暖化などのエネルギー・環境問題に取り組み、『持続可能な社会』を構築
することが求められている。本ゼミナールでは、化石エネルギーに依存しない『ゼロ・エミッション社
会』の構築を目標として、公共・民生施設における再生可能エネルギー利用や、企業活動・ビジネス
における諸政策の省エネルギー効果、CO2排出削減効果ならびに経済性を検討する。検討に当たっ
ては、システムのエネルギーフローモデルを構築するとともに、経済性、省エネルギー性を評価する。
　また、一連の活動を通して、「何のために、何を、どのようにすべきであるのか」を考えることを習慣
づける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・日本のエネルギー・環境問題について、基礎的な事項を具体的に説明できる。
・エクセルやデータベースを活用して、効率的なデータ管理ができる
・課題の内容を論理的に説明するプレゼンテーションができる。

テキスト（教科書） 　必要に応じて提示する。
参考書および参考文献 　テーマに応じて必要なテキスト、参考資料、学会論文等を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で提示された課題について、その内容を熟考してレポートや発表資料を作成すること（第1～15
回／90分程度）。
発表で指摘された問題点や課題について、提示された書籍・文献等を活用して調べ、その内容を資料
としてまとめること（第1～15回／90分程度）。
なお、授業時間外の空き時間にはゼミナール室にて積極的に事前・事後学習に取り組み、疑問点や問
題点が生じた場合には速やかに教員とコンタクトをとること。

成績評価
　評価は各回のレポート課題（50%）と個人発表（50%）により行う。
評価項目 割合 評価基準
レポート課題 50% レポートの内容にて理解度を確認する。

個人発表 50% 発表の内容にて理解度を確認するとともに、プレゼンテーション力を評価
する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回　（講義）ガイダンス
第02回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関する調査(1)　（ディスカッシ
ョン）
第03回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関する調査(2)　（ディスカッシ
ョン）
第04回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関する調査(3)　（ディスカッシ
ョン）
第05回　（実習）中間発表(1)　（プレゼンテーション）
第06回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関するデータ分析(1)　（ディス
カッション）
第07回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関するデータ分析(2)　（ディス
カッション）
第08回　（実習）中間発表(2)　（プレゼンテーション）
第09回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関する調査(1)　（ディスカッション）
第10回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関する調査(2)　（ディスカッション）
第11回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関する調査(3)　（ディスカッション）
第12回　（実習）中間発表(3)　（プレゼンテーション）
第13回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関するデータ分析(1)　（ディスカッシ
ョン）
第14回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関するデータ分析(2)　（ディスカッシ
ョン）
第15回　（実習）最終発表　（プレゼンテーション）

　なお、受講学生の習熟度・進捗状況により授業計画を変更することもある。
　また、研究の遂行上必要となる資料の収集・分析方法、各種計算方法などに対する疑問・質問に対
しては、講義時間や空き時間、またClassroomを活用して適宜個別にフィードバックする。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58491
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　脱原子力発電や地球温暖化などのエネルギー・環境問題に取り組み、『持続可能な社会』を構築
することが求められている。本ゼミナールでは、化石エネルギーに依存しない『ゼロ・エミッション社
会』の構築を目標として、公共・民生施設における再生可能エネルギー利用や、企業活動・ビジネス
における諸政策の省エネルギー効果、CO2排出削減効果ならびに経済性を検討する。検討に当たっ
ては、システムのエネルギーフローモデルを構築するとともに、経済性、省エネルギー性を評価する。
　また、一連の活動を通して、「何のために、何を、どのようにすべきであるのか」を考えることを習慣
づける。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・日本のエネルギー・環境問題について、基礎的な事項を具体的に説明できる。
・エクセルやデータベースを活用して、効率的なデータ管理ができる
・課題の内容を論理的に説明するプレゼンテーションができる。

テキスト（教科書） 　必要に応じて提示する。
参考書および参考文献 　テーマに応じて必要なテキスト、参考資料、学会論文等を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で提示された課題について、その内容を熟考してレポートや発表資料を作成すること（第1～15
回／90分程度）。
発表で指摘された問題点や課題について、提示された書籍・文献等を活用して調べ、その内容を資料
としてまとめること（第1～15回／90分程度）。
なお、授業時間外の空き時間にはゼミナール室にて積極的に事前・事後学習に取り組み、疑問点や問
題点が生じた場合には速やかに教員とコンタクトをとること。

成績評価
　評価は各回のレポート課題（50%）と個人発表（50%）により行う。
評価項目 割合 評価基準
レポート課題 50% レポートの内容にて理解度を確認する。

個人発表 50% 発表の内容にて理解度を確認するとともに、プレゼンテーション力を評価
する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回　（講義）ガイダンス
第02回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関する調査(1)　（ディスカッシ
ョン）
第03回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関する調査(2)　（ディスカッシ
ョン）
第04回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関する調査(3)　（ディスカッシ
ョン）
第05回　（実習）中間発表(1)　（プレゼンテーション）
第06回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関するデータ分析(1)　（ディス
カッション）
第07回　（実習）再生可能エネルギー利用の環境性および経済性に関するデータ分析(2)　（ディス
カッション）
第08回　（実習）中間発表(2)　（プレゼンテーション）
第09回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関する調査(1)　（ディスカッション）
第10回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関する調査(2)　（ディスカッション）
第11回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関する調査(3)　（ディスカッション）
第12回　（実習）中間発表(3)　（プレゼンテーション）
第13回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関するデータ分析(1)　（ディスカッシ
ョン）
第14回  　(実習）エネルギー政策と企業の取組の実施効果に関するデータ分析(2)　（ディスカッシ
ョン）
第15回　（実習）最終発表　（プレゼンテーション）

　なお、受講学生の習熟度・進捗状況により授業計画を変更することもある。
　また、研究の遂行上必要となる資料の収集・分析方法、各種計算方法などに対する疑問・質問に対
しては、講義時間や空き時間、またClassroomを活用して適宜個別にフィードバックする。

ナンバリング BAIM3005

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58492
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

専門ゼミナールでは、講義で修得した経営、会計、財務、情報処理に関する知識に基づき具体的テーマを選択し
て、それに対する調査や学習などの知的活動を通して、(1)専門領域の知識の修得、(2) 正しい状況の認識とそれ
を踏まえた判断できる能力、(3)ビジネス社会において積極的・主体的に取り組むことのできる態度・志向を育成
する。
具体的には、経営システムにおける様々な問題とその解決法をソフトコンピューティングを中心にして講義と演習
によって学習していく。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経営、会計・財
務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を
経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「直面する問題解決のために必
要な知識や情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」「変化する情報ビジネス社会において、
自律的・積極的に知識探求する意欲と能力を備えている。」に沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
・専門ゼミナール１に引き続き、基礎的な知識の修得や論文調査などをすすめ、課題決定を行う。
・知識探求の方法を学び、実践させることで、知識の修得と探求姿勢を体得する。
（春学期期は講義と演習、プログラミング実習によって基礎知識を習得する。秋学期は個別にテーマを決めて文
献調査・シミュレーションなどによって経営システムにおける問題解決法を学習する。）

テキスト（教科書） 『経営のためのシステム工学』（西川智登、清水静江著　朝倉書店　ISBN:978-4254120769）

参考書および参考文献
VisualBasicによるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:4-7741-0782-4）
C言語によるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:978-4774193731）
必要に応じて、個別テーマに応じてテキストを指定、貸与または配布します。

受講条件 必修科目
特になし

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、配布資料に目を通し、課題をやっておくようにしてください（90分×15回）。
各回の提出された課題について、修正指示をだすので、授業後に修正して再提出してください（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授
業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
ゼミナールですので、課題成果：50％、レポート提出状況、内容：50％によって評価します。
また、個別のシミュレーション等がありますので、時間外の自習が必要になります。
評価項目 割合 評価基準
課題成果 50% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
レポート 50% 課題に対して適切なレポート内容・記述になっているかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

　科目の目標に示したように、研究およびシミュレーションを中心に行う事になります。

秋学期：個別のテーマの決定とテーマ別の調査・研究
・個別テーマの決定
・テーマ別の調査・研究
・調査に基づいた解決法の実践（シミュレート等）
・解決案の評価（様々なシミュレーションの比較）
(1)　（講義）ガイダンス
(2)　（講義）プログラミング課題5に関する講義
(3)　（講義・演習）プログラミング演習5(その1)
(4)　（演習）          〃         (その2)
(5)　（講義・演習）プログラミング課題6に関する講義
(6)　（演習）　プログラミング演習6(その1)
(7)　（演習）          〃         (その2)
(8)　（講義）個別テーマ決定のための講義(ソフトコンピューティングとは)
(9)　（講義）              〃            (遺伝的アルゴリズム入門)
(10)　（講義）             〃            (ニューラルネットワーク入門)
(11)　（講義）             〃            (カオス入門)
(12)　（講義・演習）個別テーマ決定（ディスカッション）
(13)　（演習）個別テーマ別プログラミング演習7(その1)
(14)　（演習）               〃               (その2)
(15)　（講義・演習）研究スケジュール打ち合わせおよび調整（ディスカッション）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバック
を行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58493
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本ゼミでは，経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）を研究テーマとします．
こでは，経営科学の基本的な理論や手法を理解し，思考力を鍛えることを目的とします．4年時の
卒業論文作成に向けて、経営科学の体系的な知識および具体的な事例や事象について，報告（発
表）と議論を通して共同で学修する．また，卒論のテーマ候補の検討と議論を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・経営科学の基本的な理論や手法を修得する．
・経営上の問題に対して，理論と具体的な解答（数値）から考察ができるようになる．

テキスト（教科書） 資料を配布します．
参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布します．

受講条件
必修科目．
ゼミではより積極的な貢献が求められるため，課題対応や出席は注意して下さい．
★「統計数学基礎」，「データサイエンス概論」の科目履修が望ましい．

事前・事後学修（内容・時間） 講義内容を復習して、課題に取り組み，次の議論に参加できるようにする．（180分×15回）
成績評価
必修科目
指定された課題提出、卒業論文の方向性の報告、議論への貢献度によって、総合的に判断する．
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 55% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する．
卒業論文の方向性の報告 10% 報告内容の適切性を評価する．
議論への参加度 35% 議論への積極的な参加を評価する．
   

授業の実施方法と授業計画

＊毎回，講義の最後に課題を出します．次の講義の初めに回答とディスカッションを行います．各
自，課題を終えて講義に参加して下さい．
＊講義内容や課題の結果（回答）から，経営科学（意思決定）の知見を研鑽錬成します．
＊次年度の卒業研究論文のテーマにつながる関心項目を検討します．

第1回（講義）ガイダンス，ゼミナールの概要説明
第2回（講義・演習）ソフトウェアの確認と操作（Microsoft Excel，Ｒ（R Commander））
第3回（講義・演習）データの視覚化（いろいろなグラフ）
第4回（講義・演習）経済性分析，貢献度分析，Zチャート
第5回（講義・演習）基本統計量
第6回（講義・演習）正規分布，区間推定
第7回（講義・演習）検定（ｔ検定，F検定，Χ2乗検定）
第8回（講義・演習）アンケート分析（独立性の検定：Χ2乗検定）
第9回（講義・演習）ものごとの関係を見つける．（相関と回帰分析）
第10回（講義・演習）定量的な関係を見つける．（重回帰分析）
第11回（講義・演習）何のために重回帰分析をするのか．（重回帰分析を利用した要因分析）
第12回（講義・演習）線形計画法１（図式解法，Excelによる解法）
第13回（講義・演習）線形計画法２（輸送問題，輸送問題のExcelによる解法）
第14回　卒論のテーマ候補の検討と議論
第15回　卒論のテーマ候補の検討と議論

課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58493
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本ゼミでは，経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）を研究テーマとします．
こでは，経営科学の基本的な理論や手法を理解し，思考力を鍛えることを目的とします．4年時の
卒業論文作成に向けて、経営科学の体系的な知識および具体的な事例や事象について，報告（発
表）と議論を通して共同で学修する．また，卒論のテーマ候補の検討と議論を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・経営科学の基本的な理論や手法を修得する．
・経営上の問題に対して，理論と具体的な解答（数値）から考察ができるようになる．

テキスト（教科書） 資料を配布します．
参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布します．

受講条件
必修科目．
ゼミではより積極的な貢献が求められるため，課題対応や出席は注意して下さい．
★「統計数学基礎」，「データサイエンス概論」の科目履修が望ましい．

事前・事後学修（内容・時間） 講義内容を復習して、課題に取り組み，次の議論に参加できるようにする．（180分×15回）
成績評価
必修科目
指定された課題提出、卒業論文の方向性の報告、議論への貢献度によって、総合的に判断する．
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 55% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する．
卒業論文の方向性の報告 10% 報告内容の適切性を評価する．
議論への参加度 35% 議論への積極的な参加を評価する．
   

授業の実施方法と授業計画

＊毎回，講義の最後に課題を出します．次の講義の初めに回答とディスカッションを行います．各
自，課題を終えて講義に参加して下さい．
＊講義内容や課題の結果（回答）から，経営科学（意思決定）の知見を研鑽錬成します．
＊次年度の卒業研究論文のテーマにつながる関心項目を検討します．

第1回（講義）ガイダンス，ゼミナールの概要説明
第2回（講義・演習）ソフトウェアの確認と操作（Microsoft Excel，Ｒ（R Commander））
第3回（講義・演習）データの視覚化（いろいろなグラフ）
第4回（講義・演習）経済性分析，貢献度分析，Zチャート
第5回（講義・演習）基本統計量
第6回（講義・演習）正規分布，区間推定
第7回（講義・演習）検定（ｔ検定，F検定，Χ2乗検定）
第8回（講義・演習）アンケート分析（独立性の検定：Χ2乗検定）
第9回（講義・演習）ものごとの関係を見つける．（相関と回帰分析）
第10回（講義・演習）定量的な関係を見つける．（重回帰分析）
第11回（講義・演習）何のために重回帰分析をするのか．（重回帰分析を利用した要因分析）
第12回（講義・演習）線形計画法１（図式解法，Excelによる解法）
第13回（講義・演習）線形計画法２（輸送問題，輸送問題のExcelによる解法）
第14回　卒論のテーマ候補の検討と議論
第15回　卒論のテーマ候補の検討と議論

課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．

ナンバリング BAIM3006

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58494
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年のコンピュータ・ソフトウェア技術の発達に伴い、コンテンツ制作の現場では、ほとんどの作
業がコンピュータ上で行われるようになっている。本ゼミナールでは、3次元CG、DTP（紙媒体）
、webサイト等、情報発信のためのコンテンツの取り扱いを主なテーマとしており、
　(1)デジタルコンテンツ（2D，3D，webページ等）の作成
　(2)デザイン、レイアウトによる視覚表現
　(3)導線、色彩の工夫による効果的な表現方法の理解と実現
等についての理解を深め、学習した知識を実践できるだけの技術を習得することを目的としてい
る。
専門ゼミナール2では、専門ゼミナール1で学習した内容を踏まえ、簡単な作品制作を通して自分に
不足している知識・技術を明らかにし、今後の学習計画を立てる。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・関連する分野の専門用語等について理解を深め、書籍や雑誌等を読んで内容を実践することが
できる。

テキスト（教科書） テーマに合わせて指示する。また、必要に応じてプリントを配布する。
参考書および参考文献 テーマに合わせて指示する。
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

(1)各自のテーマに応じてインターネットや市販の書籍，雑誌等で積極的に最新の知識を修得する
こと（1～15回目／60分）。
(2)選択した作品について、デザインを分析すること（2,3,8,9回目／120分）。
(3)選択した作品の模写を行い、ソフトウェアの習熟度を上げること（5,6,11,12回目／120分）。
(4)ディスカッションのための資料を事前に作成すること（4,7,10,13回目／120分）
(5)報告会のための資料を作成すること（14,15回目／120分）

各テーマに関して必要な資料等は、ゼミ室のLANの共有フォルダ（Share）やGoogleドライブ等の
インターネットサービスを利用して配布する。

成績評価
原則として毎回出席すること。授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価する。
評価項目 割合 評価基準

ディスカッション 60% 指定した参考資料の内容を理解し、適切な専門用語や周辺知識を用いて
議論を進められるのかを評価する

課題作品 40% 模写作品の作りこみ、丁寧さ、等を通して、ソフトウェアの習熟度や課題
に対する理解度を評価する

   
   

授業の実施方法と授業計画

※　ゼミナールはテーマごとに内容が分かれるため、この限りではない。
※「プロジェクト実習」と連動しながら、実践を通じて理解を深める。

１回　（講義）ガイダンス
２回　（演習）既存の作品の分析（事例１）作品選択
３回　（演習）既存の作品の分析（事例１）コンセプト、デザイン
４回　（講義・ディスカッション）分析に対する議論
５回　（演習）既存の作品の分析（事例１）模写（１）
６回　（演習）既存の作品の分析（事例１）模写（２）
７回　（講義・ディスカッション）模写作品に対する議論
８回　（演習）既存の作品の分析（事例１）作品選択
９回　（演習）既存の作品の分析（事例２）コンセプト、デザイン
１０回　（講義・ディスカッション）分析に対する議論
１１回　（演習）既存の作品の分析（事例２）模写（１）
１２回　（演習）既存の作品の分析（事例２）模写（２）
１３回　（講義・ディスカッション）模写作品に対する議論
１４回　（演習）報告資料作成
１５回　（ディスカッション）報告会

議論の時間を設けて理解度を確認するとともに、必要に応じて補足説明や課題を出すことでフィ
ードバックとする。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある
ナンバリング BAIM3006
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58495
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年，GPS(Global Positioning System)をはじめとした衛星位置計測システムが組み込まれた
携帯端末（スマートフォン等）の個人利用が広がり，地理空間情報を活用したサービスがさらに身
近になりつつある．本ゼミナールでは，地理空間情報サービスと具体的な測位手法をテーマに，文
献の輪読・議論や文献調査、実験などを通じて科学的な思考方法や論理的な表現方法について学
ぶ．
具体的には，春学期に選定した卒論論文のテーマ候補にもとづいて自分で収集した文献や研究内
容をレポートとしてまとめ，各回の授業で発表を行い，その内容についてメンバー全員でディスカ
ッションを行う．また，上記専門領域に関する基礎知識を学修しながら，引き続き卒業論文執筆に
向けたテーマ選定を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標
・自分の考えをレポートにまとめ，論理的に発表・議論することができる．
・自分で課題を発見し，卒業研究のためのテーマとして具体化できる．
・地理空間情報サービスや位置計測手段に関する基本的な用語について解説できる．

テキスト（教科書） 適宜，授業内で指示する．
参考書および参考文献 適宜，授業内で指示する．
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

【事前学習（90分×15回）】
・自分の担当回に向けて，文献調査や実験など研究を進めレジュメの準備を行う
【事後学習（90分×15回）】
・各回の授業で学習した内容について復習し，ノートにまとめる
・授業中の不明点や登場した専門用語についてインターネットなどで調査し疑問点を解消してお
く

成績評価
担当回の報告内容や中間報告の内容と議論への参加度、期末レポートの内容によって評価を行う．無断欠席は認めない．や
むを得ず欠席する場合は事前に必ず担当教員に連絡すること．
評価項目 割合 評価基準
担当回の報告内容と中間報告の内
容 60% 課題に対して適切な内容・記述になっているか評価する

議論への参加度 10% 議論の内容や参加の積極性を評価する
期末レポート 30% レポートの内容や表現が適切か評価する
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス、春学期の振り返り
第2回　（講義・演習）文献調査結果の発表・議論
第3回　（講義・演習）文献調査結果の発表・議論
第4回　（講義・演習）文献調査結果の発表・議論、研究テーマの選定
第5回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第6回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第7回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第8回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第9回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第10回　（講義・演習）中間報告
第11回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第12回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第13回　（講義・演習）研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第14回　（講義・演習）研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第15回　（講義）期末レポート提出

各回の授業では，春学期に選定した卒論論文のテーマ候補にもとづいて自分で収集した文献や
研究内容をレポートとしてまとめ，各自で発表を行う．発表内容に対してはディスカッションを行
い，その内容に関して口頭でフィードバックを行う．
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58495
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年，GPS(Global Positioning System)をはじめとした衛星位置計測システムが組み込まれた
携帯端末（スマートフォン等）の個人利用が広がり，地理空間情報を活用したサービスがさらに身
近になりつつある．本ゼミナールでは，地理空間情報サービスと具体的な測位手法をテーマに，文
献の輪読・議論や文献調査、実験などを通じて科学的な思考方法や論理的な表現方法について学
ぶ．
具体的には，春学期に選定した卒論論文のテーマ候補にもとづいて自分で収集した文献や研究内
容をレポートとしてまとめ，各回の授業で発表を行い，その内容についてメンバー全員でディスカ
ッションを行う．また，上記専門領域に関する基礎知識を学修しながら，引き続き卒業論文執筆に
向けたテーマ選定を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標
・自分の考えをレポートにまとめ，論理的に発表・議論することができる．
・自分で課題を発見し，卒業研究のためのテーマとして具体化できる．
・地理空間情報サービスや位置計測手段に関する基本的な用語について解説できる．

テキスト（教科書） 適宜，授業内で指示する．
参考書および参考文献 適宜，授業内で指示する．
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

【事前学習（90分×15回）】
・自分の担当回に向けて，文献調査や実験など研究を進めレジュメの準備を行う
【事後学習（90分×15回）】
・各回の授業で学習した内容について復習し，ノートにまとめる
・授業中の不明点や登場した専門用語についてインターネットなどで調査し疑問点を解消してお
く

成績評価
担当回の報告内容や中間報告の内容と議論への参加度、期末レポートの内容によって評価を行う．無断欠席は認めない．や
むを得ず欠席する場合は事前に必ず担当教員に連絡すること．
評価項目 割合 評価基準
担当回の報告内容と中間報告の内
容 60% 課題に対して適切な内容・記述になっているか評価する

議論への参加度 10% 議論の内容や参加の積極性を評価する
期末レポート 30% レポートの内容や表現が適切か評価する
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス、春学期の振り返り
第2回　（講義・演習）文献調査結果の発表・議論
第3回　（講義・演習）文献調査結果の発表・議論
第4回　（講義・演習）文献調査結果の発表・議論、研究テーマの選定
第5回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第6回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第7回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第8回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第9回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第10回　（講義・演習）中間報告
第11回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第12回　（講義・演習）各自のテーマに沿った研究内容の発表・議論
第13回　（講義・演習）研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第14回　（講義・演習）研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第15回　（講義）期末レポート提出

各回の授業では，春学期に選定した卒論論文のテーマ候補にもとづいて自分で収集した文献や
研究内容をレポートとしてまとめ，各自で発表を行う．発表内容に対してはディスカッションを行
い，その内容に関して口頭でフィードバックを行う．

ナンバリング BAIM3006

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58496
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本ゼミナールでは，”Web” や “プログラミング” “ネットワーク” をキーワードとして，実践を通じて ICT の
基本と応用について学び，それらが現代社会においてどのように利活用されているのかを調査・考察する．専
門ゼミナール2では，専門ゼミナール1で学んだ知識を基に，実践的課題な課題に取り組む．「プロジェクト実
習」の活動を行ううえで必要となる知識や技術の学習も行う．
課題解決への取り組みを通じて，各自の調査能力・問題解決能力の向上を目指す．適宜報告書の作成を行
い，文書作成・報告能力の向上を目指す．なお，希望者には，ゼミナール時間外にICT系科目に関する補足説
明等を行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

・共同ゼミ室の計算機（サーバ，PC，ネットワークデバイス）の役割を理解して基本的な管理ができる
・社会における ICT 活用に興味・関心を持ち，自らそれを調べて他者に説明することができる
・プログラムの意義を理解し，簡単なプログラミングができる（VBA, JavaScript, AppScript, PHP, C, 
Python，さらには HTML や CSS も含め，卒業研究に結びつくいずれかのものを習得）
・ネットワークやサーバシステムを理解するとともに，簡単なWebサイトを構築できる
・他者の取り組み内容や成果物に関して自分の意見を形成し，伝えることができる
・Word, Excel を利用して報告書を作成できる
・PowerPoint を利用してプレゼンテーション資料を作成できる

テキスト（教科書） 適宜，必要な書籍について提示する．また，プリント等の資料を配布する．
参考書および参考文献 必要に応じて指示する．

受講条件 必修科目
目的意識を持ち，意欲的に活動する学生を希望する．

事前・事後学修（内容・時間）

教員が教授する内容にとどまらず，より一層知識の幅を広げられるよう，自ら様々なことを調べて実践できる
ように努めること．

予習）授業終了前に次回の予定を説明するので，事前に調査しておくこと（図書館，インターネット）．（毎週
計1時間程度，15時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，取り組んだ内容をまとめて個人ノートを整理すること．座学形式での
講義は少ないため，板書内容のみならず教員が口頭で説明した内容をまとめること．自分の理解した内容を
しっかり記録することで，知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，30時間相当）

成績評価
レポート，演習課題の達成度により評価する．無断欠席は認めない．
ゼミ時間のみならず，空き時間にも積極的に課題に取り組むこと．
評価項目 割合 評価基準

レポート 60% 与えられたテーマに沿って適切な解答あるいは考察が記述されているかにより評
価する

演習課題 40% 指示された内容に基づき適切に課題を作成できているかについて評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

「プロジェクト実習」と連動しながら，実践を通じて理解を深める．

第 01 回　（講義）ガイダンス
第 02 回　（講義）ゼミナール1の復習
第 03 回　（講義・演習）Webサイト構築・HTML（1）
第 04 回　（講義・演習）Webサイト構築・HTML（2）
第 05 回　（講義・演習）Webサイト構築・Webサーバー，ファイル転送
第 06 回　（講義・演習）Webサイト構築・CSS（1）
第 07 回　（講義・演習）Webサイト構築・CSS（2）
第 08 回　（演習）相互評価（グループワーク）
第 09 回　（講義・演習）Webサイト構築・JavaScript概要
第 10 回　（講義・演習）Webサイト構築・ライブラリの活用
第 11 回　（講義・演習）Webサイト構築・外部サービスの活用（1）
第 12 回　（講義・演習）Webサイト構築・外部サービスの活用（2）
第 13 回　（演習）課題に対する取り組み（1）
第 14 回　（演習）課題に対する取り組み（2）
第 15 回　（演習）相互評価，報告書作成準備
　　　　※ 随時，進捗状況報告，プレゼンテーション

レポート等については授業内でフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用いて個
別コメント（修正指示等）を返却する．

＊上記は実施内容（例）であり，プロジェクト活動における取組課題，理解度や授業実施時点での普及技術，
トレンド，受講生の興味に応じて内容を変更することがある．
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58497
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この専門ゼミナールは、社会において必須の会計の知識を適切にビジネス展開できる能力を身に付ける
とともに、直面する問題解決のために当該知識を応用できる思考力・判断力を養うことを目的とする。
　専門ゼミナール２では、専門ゼミナール１に続き、主に財務会計に関する基本文献の輪読を通じて、会計
理論の基礎的知識を修得する。そのプロセスでは、学生によるプレゼンテーション、およびそれに対するデ
ィスカッションを通じて、考える力を養う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

履修者が到達すべき目標は、以下のとおりである。
①問題意識をもち、卒業研究のためのテーマを具体化する。
②輪読の担当部分について、調査結果をレジュメに端的にまとめることができる。
③ゼミの学生全体の前で論理的に調査結果を報告することができる。
④ディスカッションに際し、批判的に検討し、自らの意見を述べることができる。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　桜井久勝 『財務会計講義（第２５版）』中央経済社　ISBN：9784502500718
　※「専門ゼミナール１」で使用したテキスト（最新版）とする。

【設例問題集】
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅱ）』Ver.18.0
　  〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106600
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅲ）』Ver.18.0
　  〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106617

参考書および参考文献 『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅰ）』Ver.18.0
 〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106594

受講条件 必修科目である。
※原則として、毎回出席をすること。なお、欠席の場合には、事前に連絡をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・各回の講義テーマについて事前にテキストの該当箇所を熟読する。（各回90分程度）
・輪読の発表担当回は、事前にレジュメ作成および発表準備をする。（該当回120分程度）
・ゼミの仲間の研究発表がより良いものとなるよう、自身が報告しないときもゼミ生の報告を
　しっかり聞いて、質問準備をすること（各回30分程度）。
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について理解・修得できるよう復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキストの内容を繰り返して熟読し、基礎力を身に
　つけることができるよう努めること。

成績評価
輪読した内容に関する発表用資料の内容およびプレゼンテーション、ディスカッションでの発言内容・頻度を勘案し、
総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表用資料の内容およびプレゼンテー
ション 80% 発表用資料の内容およびプレゼンテーションにより、研究課題に対する理解度

を評価する。
ディスカッションでの発言内容・頻度 20% ディスカッションでの発言内容・頻度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義・演習〕 純資産の構成、払込資本（資本金と資本剰余金）
第２回〔講義・演習〕 組織再編（合併、株式交換と株式移転、会社の分割）
第３回〔講義・演習〕 稼得資本（留保利益）、純資産の区分表示
第４回〔講義・演習〕 財務諸表の体系、損益計算書、貸借対照表、株主資本等変動計算書
第５回〔講義・演習〕 注記と附属明細表、財務諸表の遡及処理、四半期財務諸表と臨時計算書類
第６回〔講義・演習〕 連結財務諸表作成の一般原則、連結決算の一般基準
第７回〔講義・演習〕 連結貸借対照表の作成手続
第８回〔講義・演習〕 連結損益計算書の作成手続
第９回〔講義・演習〕 連結株主資本等変動計算書、持分法
第10回〔講義・演習〕 連結キャッシュ・フロー計算書
第11回〔講義・演習〕 連結財務諸表の注記
第12回〔講義・演習〕 企業活動の国際化と会計問題、換算の諸方法、外貨建取引の換算
第13回〔講義・演習〕 為替予約
第14回〔講義・演習〕 在外支店の財務諸表項目の換算
第15回〔講義・演習〕 在外子会社等の財務諸表項目の換算、総括

※発表用資料の内容等については、授業内で適宜フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58497
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この専門ゼミナールは、社会において必須の会計の知識を適切にビジネス展開できる能力を身に付ける
とともに、直面する問題解決のために当該知識を応用できる思考力・判断力を養うことを目的とする。
　専門ゼミナール２では、専門ゼミナール１に続き、主に財務会計に関する基本文献の輪読を通じて、会計
理論の基礎的知識を修得する。そのプロセスでは、学生によるプレゼンテーション、およびそれに対するデ
ィスカッションを通じて、考える力を養う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

履修者が到達すべき目標は、以下のとおりである。
①問題意識をもち、卒業研究のためのテーマを具体化する。
②輪読の担当部分について、調査結果をレジュメに端的にまとめることができる。
③ゼミの学生全体の前で論理的に調査結果を報告することができる。
④ディスカッションに際し、批判的に検討し、自らの意見を述べることができる。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　桜井久勝 『財務会計講義（第２５版）』中央経済社　ISBN：9784502500718
　※「専門ゼミナール１」で使用したテキスト（最新版）とする。

【設例問題集】
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅱ）』Ver.18.0
　  〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106600
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅲ）』Ver.18.0
　  〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106617

参考書および参考文献 『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 商業簿記・会計学（Ⅰ）』Ver.18.0
 〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106594

受講条件 必修科目である。
※原則として、毎回出席をすること。なお、欠席の場合には、事前に連絡をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・各回の講義テーマについて事前にテキストの該当箇所を熟読する。（各回90分程度）
・輪読の発表担当回は、事前にレジュメ作成および発表準備をする。（該当回120分程度）
・ゼミの仲間の研究発表がより良いものとなるよう、自身が報告しないときもゼミ生の報告を
　しっかり聞いて、質問準備をすること（各回30分程度）。
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について理解・修得できるよう復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキストの内容を繰り返して熟読し、基礎力を身に
　つけることができるよう努めること。

成績評価
輪読した内容に関する発表用資料の内容およびプレゼンテーション、ディスカッションでの発言内容・頻度を勘案し、
総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
発表用資料の内容およびプレゼンテー
ション 80% 発表用資料の内容およびプレゼンテーションにより、研究課題に対する理解度

を評価する。
ディスカッションでの発言内容・頻度 20% ディスカッションでの発言内容・頻度を評価する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回〔講義・演習〕 純資産の構成、払込資本（資本金と資本剰余金）
第２回〔講義・演習〕 組織再編（合併、株式交換と株式移転、会社の分割）
第３回〔講義・演習〕 稼得資本（留保利益）、純資産の区分表示
第４回〔講義・演習〕 財務諸表の体系、損益計算書、貸借対照表、株主資本等変動計算書
第５回〔講義・演習〕 注記と附属明細表、財務諸表の遡及処理、四半期財務諸表と臨時計算書類
第６回〔講義・演習〕 連結財務諸表作成の一般原則、連結決算の一般基準
第７回〔講義・演習〕 連結貸借対照表の作成手続
第８回〔講義・演習〕 連結損益計算書の作成手続
第９回〔講義・演習〕 連結株主資本等変動計算書、持分法
第10回〔講義・演習〕 連結キャッシュ・フロー計算書
第11回〔講義・演習〕 連結財務諸表の注記
第12回〔講義・演習〕 企業活動の国際化と会計問題、換算の諸方法、外貨建取引の換算
第13回〔講義・演習〕 為替予約
第14回〔講義・演習〕 在外支店の財務諸表項目の換算
第15回〔講義・演習〕 在外子会社等の財務諸表項目の換算、総括

※発表用資料の内容等については、授業内で適宜フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAIM3006

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58498
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　マーケティングは身近で実践的な学問領域であり，経営の指針として欠かすことのできない領
域である。「誰に」，「何を」，「どのように販売するか」に関わる一連の諸活動について，基本的な
概念，理論を理解し，実践していくための力を養うために，本ゼミナールでは各個人の研究を進め
る。
　具体的な授業の進め方としては，各回の担当者を決め，担当者が選択した研究テーマの先行研究
を読み，その内容について要約したものを発表・報告してもら。その内容についてメンバー全員で
議論を行う。発表資料はパワーポイントを使用し，資料は事前に共有すること。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ○  

到達目標
・マーケティングの基本的な理論を学修する。
・理論を用いて，身の回りの企業・組織のマーケティング活動を分析・説明できる。
・マーケティングの学習，研究の実施により，論理的思考，分析能力を身につける。

テキスト（教科書） 受講学生の関心に合わせ適宜指示する。
参考書および参考文献 必要に応じて適宜指示する。

受講条件
必修科目
「マーケティング入門」，「マーケテイングマネジメント」の単位が修得済みであること。「広告
論」，「インターネット・マーケティング」を履修することが望ましい。
ゼミナールには必ず毎回参加すること。積極的に発言することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
・新聞・雑誌のスクラップ：マーケティング関係の記事に対してコメントを付ける（90分×15回）。
・テキストの指定された範囲を読み，良い点・悪い点（あるいは分からなかった点）について3点ず
つまとめる（90分×15回）。
・自分の担当会の報告資料を作成し，発表に備える。

成績評価
以下3点より評価する。
・報告担当回の報告内容
・ディスカッションへの参加度（発言内容，積極性）
評価項目 割合 評価基準
研究発表 60% 研究の進捗度合で評価する
ディスカッション 40% 他のゼミ生の発表に対して質問・コメントを行う
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義と演習）ガイダンス，発表担当者割り振り
第2回 （講義と演習）各自のテーマ発表とディスカッション①
第3回 （講義と演習）各自のテーマ発表とディスカッション②
第4回 （講義と演習）統計解析（推計統計、仮説検定）
第5回 （講義と演習）統計解析（確率分布、有意水準）
第6回 （講義と演習）統計解析（ｔ値とp値、カイ二乗検定）
第7回 （講義と演習）統計解析（線形回帰モデル）
第8回 （講義と演習）統計解析（重回帰分析）
第9回 （講義と演習）アンケート調査票の作成
第10回（講義と演習）forms活用
第11回（講義と演習）エクセル統計の活用
第12回（講義と演習）各自の研究発表とディスカッション①
第13回（講義と演習）各自の研究発表とディスカッション②
第14回（講義と演習）各自の研究発表とディスカッション③
第15回（講義と演習）各自の研究発表とディスカッション④

【研究発表に対するフィードバックについて】
●発表後に口頭でフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58499
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 上原　衞 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本ゼミナールでは，経営資源（「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」）の内，「カネ（ファイナンス）」「ヒト（
モチベーション・リーダーシップ）」「情報」という切り口を中心に，ビジネスの世界を理解する．また，
新商品開発・企画や新規事業企画・起業について理解する．そして，社会に役立つ人材としての知識・ス
キルを学習するとともに，ビジネスパーソンとして活躍できるマインドを育成する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標

ディプロマポリシーに沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
１．経営，ビジネスの世界，そして，個々人の資金調達・資金運用・ファイナンスについて理解し，実社会
で利用できるようになること．
２．経営・ビジネスの世界における，モチベーション・リーダーシップ・組織運営などの人的資源管理に
ついて理解し，実社会で活用できるようになること．
３．経営，ビジネスの世界での情報の重要性を理解し，情報を活用できるようになること．
４．新商品開発・企画や新規事業企画・起業について理解し，実社会で応用できるようになること．
５．ゼミでのディスカッションと各自のプレゼンテーションを通し，コミュニケーション能力，発言力，
表現力を養い，自らの目標を明確にしたうえで，実社会で即戦力となる能力を身につけること．

テキスト（教科書） テキスト（講義で用いるパワーポイント）は，Classroomに掲載しておくので，それをコピーするなどし
て授業に持参に，適宜メモを取ること．また，毎回必ずiPadを持参すること．

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布する．

受講条件
必修科目．
創造力，企画力，コミュニケーション能力，発言力，表現力を養い，自らの目標を明確にしたうえで，実
社会で活躍したいと考えているもの．

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習：毎回，Classroomに掲載した講義資料を読んで予習を行っておくこと．（第2～15回／60分
から90分）
事後学習：毎回，講義資料ならびに講義中にとったメモを用いて復習すること．（第1～15回／60分から
90分）
：授業中に行った「リアクションペーパー・レポート」を復習すること. （第1～15回／60分程度）

成績評価
各人の授業でのディスカッション，プレゼンテーション，発言回数と内容（50%），課題・リアクションペーパー，レポート（50%）
による総合評価を行う．
評価項目 割合 評価基準

課題・リアクションペーパー, レポート 50% 課題に対して適切な記載内容になっているか，また，十分な分量で記載されて
いるかを評価する．

講義でのディスカッション，プレゼン
テーション，発言 50% 各人の授業でのディスカッション，プレゼンテーション，発言回数と内容を評

価する．
   
   

授業の実施方法と授業計画

専門ゼミナール１で培った，経営資源（「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」）の内，「カネ（ファイナンス）」
「ヒト（モチベーション・リーダーシップ）」「情報」に基づき，新規事業企画・新商品開発企画の知識を
学び，実践する．
講義のみならず講義を踏まえたディスカッションを通した演習を行い，コミュニケーション能力，発言
力，表現力を養う．また，自分の意見やアイディアをリアクションペーパーやレポートで表現する力を養
う．
第1回（講義・演習）イントロダクション
第2回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（１）
第3回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（２）
第4回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（３）
第5回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（４）
第6回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（１）
第7回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（２）
第8回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（３）
第9回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（４）
第10回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（１）
第11回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（２）
第12回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（３）
第13回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（４）
第14回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の発表（１）
第15回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の発表（２），まとめ

※課題・リアクションペーパーのフィードバックは授業にて行う．
※学生の理解度や要望により授業計画を変更することもある．
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58499
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 上原　衞 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　本ゼミナールでは，経営資源（「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」）の内，「カネ（ファイナンス）」「ヒト（
モチベーション・リーダーシップ）」「情報」という切り口を中心に，ビジネスの世界を理解する．また，
新商品開発・企画や新規事業企画・起業について理解する．そして，社会に役立つ人材としての知識・ス
キルを学習するとともに，ビジネスパーソンとして活躍できるマインドを育成する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標

ディプロマポリシーに沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
１．経営，ビジネスの世界，そして，個々人の資金調達・資金運用・ファイナンスについて理解し，実社会
で利用できるようになること．
２．経営・ビジネスの世界における，モチベーション・リーダーシップ・組織運営などの人的資源管理に
ついて理解し，実社会で活用できるようになること．
３．経営，ビジネスの世界での情報の重要性を理解し，情報を活用できるようになること．
４．新商品開発・企画や新規事業企画・起業について理解し，実社会で応用できるようになること．
５．ゼミでのディスカッションと各自のプレゼンテーションを通し，コミュニケーション能力，発言力，
表現力を養い，自らの目標を明確にしたうえで，実社会で即戦力となる能力を身につけること．

テキスト（教科書） テキスト（講義で用いるパワーポイント）は，Classroomに掲載しておくので，それをコピーするなどし
て授業に持参に，適宜メモを取ること．また，毎回必ずiPadを持参すること．

参考書および参考文献 必要に応じて資料を配布する．

受講条件
必修科目．
創造力，企画力，コミュニケーション能力，発言力，表現力を養い，自らの目標を明確にしたうえで，実
社会で活躍したいと考えているもの．

事前・事後学修（内容・時間）

事前学習：毎回，Classroomに掲載した講義資料を読んで予習を行っておくこと．（第2～15回／60分
から90分）
事後学習：毎回，講義資料ならびに講義中にとったメモを用いて復習すること．（第1～15回／60分から
90分）
：授業中に行った「リアクションペーパー・レポート」を復習すること. （第1～15回／60分程度）

成績評価
各人の授業でのディスカッション，プレゼンテーション，発言回数と内容（50%），課題・リアクションペーパー，レポート（50%）
による総合評価を行う．
評価項目 割合 評価基準

課題・リアクションペーパー, レポート 50% 課題に対して適切な記載内容になっているか，また，十分な分量で記載されて
いるかを評価する．

講義でのディスカッション，プレゼン
テーション，発言 50% 各人の授業でのディスカッション，プレゼンテーション，発言回数と内容を評

価する．
   
   

授業の実施方法と授業計画

専門ゼミナール１で培った，経営資源（「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」）の内，「カネ（ファイナンス）」
「ヒト（モチベーション・リーダーシップ）」「情報」に基づき，新規事業企画・新商品開発企画の知識を
学び，実践する．
講義のみならず講義を踏まえたディスカッションを通した演習を行い，コミュニケーション能力，発言
力，表現力を養う．また，自分の意見やアイディアをリアクションペーパーやレポートで表現する力を養
う．
第1回（講義・演習）イントロダクション
第2回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（１）
第3回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（２）
第4回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（３）
第5回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画・起業について（４）
第6回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（１）
第7回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（２）
第8回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（３）
第9回（講義・演習）新規事業・新商品開発の企画の実践（４）
第10回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（１）
第11回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（２）
第12回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（３）
第13回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の完成（４）
第14回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の発表（１）
第15回（講義・演習）新規事業企画・新商品開発企画の発表（２），まとめ

※課題・リアクションペーパーのフィードバックは授業にて行う．
※学生の理解度や要望により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAIM3006

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 5849A
科目 5849 専門ゼミナール２ 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本ゼミでは、経営学の中でも特に経営戦略と組織行動を研究テーマとする。ここでは、環境―戦
略―組織―人間の関係性も踏まえて、通説を理解しつつ、思考力を錬成する。4年時の卒業論文作
成に向けて、前期では経営戦略論と組織行動論の体系的な知識および具体的な事例や事象につい
て、論文やケース事例を中心に報告と議論を通して共同で学修する。また、実際の企業や市場の調
査を行うべく、外部フィードワークを実施する。加えて、卒論のテーマ候補の検討と議論を行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・経営戦略論・組織行動論の体系的な知識を修得すること。
・理論と具体的な事象・事例との関係を主体的に考えることができるようにすること。

テキスト（教科書） 『新訂　経営学講義』、板倉宏昭、勁草書房
ISBN　978-4-326-50441-1

参考書および参考文献 別途、連絡する。

受講条件
必修科目。
ゼミではより積極的な貢献が求められるため、課題対応や出席は注意すること。
★「経営戦略論」及び「組織行動論」の科目履修を強く勧める。

事前・事後学修（内容・時間） テキストの内容を事前に熟読して、報告資料を必ず事前に作成して、議論に参加できるようにする
こと。（180分×15回）

成績評価
課題提出、卒業論文の報告、議論への貢献度によって、総合的に判断する。
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 50% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する。
卒業論文の報告 30% 報告内容の適切性を評価する。
議論への参加度 20% 議論への積極的な参加を評価する。
   

授業の実施方法と授業計画

＊毎回、事前にテーマと発表担当者を決めて、報告発表担当者は報告書を取りまとめてくる。
＊論文や文献の輪読および事例ケースの輪読をグループ討議を通じて行い、経営戦略及び組織人
事の知見を研鑽錬成する。
＊実際の企業や市場の調査を行うべく、外部フィードワークを実施する。
＊次年度の卒業研究論文のテーマにつながる関心項目を検討する。

第1回（講義）ガイダンス、ゼミナールの概要説明
第2回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第3回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第4回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第5回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第6回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第7回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第8回（講義と演習）論文及びケース事例の報告と議論
第9回（講義と演習）　論文及びケース事例の報告と議論
第10回（講義と演習）　論文及びケース事例の報告と議論
第11回（講義と演習）　論文及びケース事例の報告と議論
第12回（講義と演習）　卒論のテーマ候補の検討と議論
第13回（講義と演習）　卒論のテーマ候補の検討と議論
第14回　卒論のテーマ候補の検討と議論

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58501
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　マーケティングは身近で実践的な学問領域であり，経営の指針として欠かすことのできない領域
である。「誰に」，「何を」，「どのように販売するか」に関わる一連の諸活動について，基本的な概
念，理論を理解し，実践していくための力を養うために，本ゼミナールでは各自の関心テーマで研
究を進め，先行研究のまとめ及び発表を行う。
　具体的な授業の進め方としては，各回の担当者を決め，研究の内容についてその時点の進捗を
発表・報告してもらい，その内容についてメンバー全員で議論を行う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ○  

到達目標
・マーケティングの基本的な理論を学修する。
・理論を用いて，身の回りの企業・組織のマーケティング活動を分析・説明できる。
・マーケティングの学習，研究の実施により，論理的思考，分析能力を身につける。

テキスト（教科書） 受講学生の関心に合わせ適宜指示する。
参考書および参考文献 必要に応じて適宜指示する。

受講条件
必修科目
「マーケティング入門」の単位を修得していること。「マーケテイングマネジメント」，「流通論」，
「広告論」，「インターネット・マーケティング」を履修することが望ましい。
ゼミナールには必ず毎回参加すること。積極的に発言することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
・新聞・雑誌のスクラップ：マーケティング関係の記事に対してコメントを付ける（90分×15回）。
・テキストの指定された範囲を読み，良い点・悪い点（あるいは分からなかった点）について3点ず
つまとめる（90分×15回）。
・自分の担当会の報告資料を作成し，発表に備える。

成績評価
以下3点より評価する。
・報告担当回の報告内容
・ディスカッションへの参加度（発言内容，積極性）
評価項目 割合 評価基準
研究発表 60% 研究の進捗度合で評価する

ディスカッション 40% 他のゼミ生の発表に対して質問・コメントを行い，発表ゼミ生の研究に貢
献する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義と演習）ガイダンス，発表担当者割り振り
第2回 （講義と演習）各自の研究テーマ発表とディスカッション①
第3回 （講義と演習）各自の研究テーマ発表とディスカッション②
第4回 （講義と演習）発表担当者による中間発表とディスカッション①、および論文執筆
第5回 （講義と演習）発表担当者による中間発表とディスカッション②、および論文執筆
第6回 （講義と演習）発表担当者による中間発表とディスカッション③、および論文執筆
第7回 （講義と演習）調査票の中間発表とディスカッション①、および論文執筆
第8回 （講義と演習）調査票の中間発表とディスカッション②、および論文執筆
第9回 （講義と演習）調査票の中間発表とディスカッション③、および論文執筆
第10回（講義と演習）アンケート調査の実行（forms）
第11回（講義と演習）エクセル統計によるデータ解析①
第12回（講義と演習）エクセル統計によるデータ解析②
第13回（講義と演習）論文作成①
第14回（講義と演習）論文作成②
第15回（講義と演習）論文作成③

【研究発表に対するフィードバックについて】
●発表後に口頭でフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58501
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　マーケティングは身近で実践的な学問領域であり，経営の指針として欠かすことのできない領域
である。「誰に」，「何を」，「どのように販売するか」に関わる一連の諸活動について，基本的な概
念，理論を理解し，実践していくための力を養うために，本ゼミナールでは各自の関心テーマで研
究を進め，先行研究のまとめ及び発表を行う。
　具体的な授業の進め方としては，各回の担当者を決め，研究の内容についてその時点の進捗を
発表・報告してもらい，その内容についてメンバー全員で議論を行う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ○  

到達目標
・マーケティングの基本的な理論を学修する。
・理論を用いて，身の回りの企業・組織のマーケティング活動を分析・説明できる。
・マーケティングの学習，研究の実施により，論理的思考，分析能力を身につける。

テキスト（教科書） 受講学生の関心に合わせ適宜指示する。
参考書および参考文献 必要に応じて適宜指示する。

受講条件
必修科目
「マーケティング入門」の単位を修得していること。「マーケテイングマネジメント」，「流通論」，
「広告論」，「インターネット・マーケティング」を履修することが望ましい。
ゼミナールには必ず毎回参加すること。積極的に発言することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
・新聞・雑誌のスクラップ：マーケティング関係の記事に対してコメントを付ける（90分×15回）。
・テキストの指定された範囲を読み，良い点・悪い点（あるいは分からなかった点）について3点ず
つまとめる（90分×15回）。
・自分の担当会の報告資料を作成し，発表に備える。

成績評価
以下3点より評価する。
・報告担当回の報告内容
・ディスカッションへの参加度（発言内容，積極性）
評価項目 割合 評価基準
研究発表 60% 研究の進捗度合で評価する

ディスカッション 40% 他のゼミ生の発表に対して質問・コメントを行い，発表ゼミ生の研究に貢
献する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義と演習）ガイダンス，発表担当者割り振り
第2回 （講義と演習）各自の研究テーマ発表とディスカッション①
第3回 （講義と演習）各自の研究テーマ発表とディスカッション②
第4回 （講義と演習）発表担当者による中間発表とディスカッション①、および論文執筆
第5回 （講義と演習）発表担当者による中間発表とディスカッション②、および論文執筆
第6回 （講義と演習）発表担当者による中間発表とディスカッション③、および論文執筆
第7回 （講義と演習）調査票の中間発表とディスカッション①、および論文執筆
第8回 （講義と演習）調査票の中間発表とディスカッション②、および論文執筆
第9回 （講義と演習）調査票の中間発表とディスカッション③、および論文執筆
第10回（講義と演習）アンケート調査の実行（forms）
第11回（講義と演習）エクセル統計によるデータ解析①
第12回（講義と演習）エクセル統計によるデータ解析②
第13回（講義と演習）論文作成①
第14回（講義と演習）論文作成②
第15回（講義と演習）論文作成③

【研究発表に対するフィードバックについて】
●発表後に口頭でフィードバックを行う。

ナンバリング BAIM3006

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58502
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

専門ゼミナールでは、講義で修得した経営、会計、財務、情報処理に関する知識に基づき具体的テーマを選択し
て、それに対する調査や学習などの知的活動を通して、(1)専門領域の知識の修得、(2) 正しい状況の認識とそれ
を踏まえた判断できる能力、(3)ビジネス社会において積極的・主体的に取り組むことのできる態度・志向を育成
する。
具体的には、経営システムにおける様々な問題とその解決法をソフトコンピューティングを中心にして講義と演習
によって学習していく。ゼミナール1,2で習得した知識を基礎として、各自の個別にテーマを決めて文献調査・シミ
ュレーションを中心に進めていく。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経営、会計・財
務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を
経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「直面する問題解決のために必
要な知識や情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」「変化する情報ビジネス社会において、
自律的・積極的に知識探求する意欲と能力を備えている。」に沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
・専門ゼミナール２に引き続き、絞り込んだテーマに対する基礎的知識や知見を収集するとともに、課題の具体化
およびその解決方策を検討し、探求計画の立案と実行を行う。
・各学生は自らの研究課題に対するこれまでの研究とその成果を、中間レポートとしてまとめ発表を行う。
（春学期は講義、演習によって各分野の応用研究について述べていく。秋学期は各自テーマについて、プレゼンテ
ーション、卒業論文作成などを中心に行いう。）

テキスト（教科書） 『経営のためのシステム工学』（西川智登、清水静江著　朝倉書店　ISBN:978-4254120769）

参考書および参考文献
VisualBasicによるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:4-7741-0782-4）
C言語によるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:978-4774193731）
必要に応じて、個別テーマに応じてテキストを指定、貸与または配布します。

受講条件 必修科目
特になし

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、配布資料に目を通し、課題をやっておくようにしてください（90分×15回）。
各回の提出された課題について、修正指示をだすので、授業後に修正して再提出してください（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授
業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
ゼミナールですので、課題成果：50％、レポート提出状況、内容：50％によって評価します。
また、個別のシミュレーション等がありますので、時間外の自習が必要になります。
評価項目 割合 評価基準
課題成果 50% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
レポート 50% 課題に対して適切なレポート内容・記述になっているかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

　科目の目標に示したように、研究およびシミュレーションを中心に行う事になります。

春学期：基礎知識の習得
　・複雑システムにおける様々な問題と最適化の手法
　・ソフトコンピューティングの基礎（ニューロ・ファジィ・遺伝的アルゴリズム・カオス理論等）
　・個別テーマの決定、テーマ別の調査・研究
(1)　（講義）ガイダンス
(2)　（講義）卒業論文作成上の注意とスケジュールについて（ディスカッション）
(3)　（講義・演習）テーマ別プログラミング(その1)
(4)　（演習）            〃          (その2)
(5)　（演習）            〃          (その3)
(6)　（講義）プレゼンテーション方法に関する講義(デモ)（ディスカッション）
(7)　（講義・演習）個別プレゼンテーション準備(その1)
(8)　（演習）              〃            (その2)
(9)　（講義・演習）              〃            (その3)
(10)　（演習）            〃            (その4)
(11)　（講義・演習）個別プレゼンテーション(その1)（プレゼンテーション、ディスカッション）
(12)　（講義・演習）            〃         (その2)（プレゼンテーション、ディスカッション）
(13)　（講義・演習）            〃         (その3)（プレゼンテーション、ディスカッション）
(14)　（講義・演習）            〃         (その4)（プレゼンテーション、ディスカッション）
(15)　（講義）まとめ

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバック
を行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58503
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要
本ゼミでは，経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）を研究テーマとします．ここで
は，環境－戦略－組織－人間の関係性も踏まえて，通説を理解しつつ，思考力を錬成します．また，
具体的な事例研究や演習を通して，統合的な分析手法や体系的な知見を修得して，卒業論文を作
成します．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）の体系的な知識を修得する．
・理論と具体的な事象・事例との関係を主体的に考えることができるようにする．
・学術的な水準を保つ卒業論文を作成する．

テキスト（教科書） 必要に応じて資料を配布します．
参考書および参考文献  

受講条件 必修科目。
ゼミではより積極的な貢献が求められるため，課題対応や出席は注意する．

事前・事後学修（内容・時間） 報告資料を必ず事前に作成して，議論に参加できるようにする．（180分×15回）
成績評価
課題提出，卒業論文の報告，議論への貢献度によって，総合的に判断する．
中間発表の準備を行う．
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 50% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する．
卒業論文の報告 20% 報告内容の適切性を評価する．
議論への参加度 30% 議論への積極的な参加を評価する．
   

授業の実施方法と授業計画

＊論文や文献の輪読および事例ケースの輪読とグループ討議を通じて，各自の興味のある卒業論
文研究テーマを決めて，研究を進める．
＊卒業論文の作成における研究計画を立てて，予備調査・リサーチクエスチョン・先行研究・考察
検討・仮説検証・分析検討・総合考察のステップの適切な修得を図る．
＊中間発表の準備を行う．

第1回（講義）ガイダンス、ゼミナールの概要説明
第2回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第3回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第4回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第5回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第6回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第7回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第8回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第9回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第10回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第11回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第12回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第13回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第14回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第15回（講義・演習）　卒論の報告と議論

課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58503
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要
本ゼミでは，経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）を研究テーマとします．ここで
は，環境－戦略－組織－人間の関係性も踏まえて，通説を理解しつつ，思考力を錬成します．また，
具体的な事例研究や演習を通して，統合的な分析手法や体系的な知見を修得して，卒業論文を作
成します．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）の体系的な知識を修得する．
・理論と具体的な事象・事例との関係を主体的に考えることができるようにする．
・学術的な水準を保つ卒業論文を作成する．

テキスト（教科書） 必要に応じて資料を配布します．
参考書および参考文献  

受講条件 必修科目。
ゼミではより積極的な貢献が求められるため，課題対応や出席は注意する．

事前・事後学修（内容・時間） 報告資料を必ず事前に作成して，議論に参加できるようにする．（180分×15回）
成績評価
課題提出，卒業論文の報告，議論への貢献度によって，総合的に判断する．
中間発表の準備を行う．
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 50% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する．
卒業論文の報告 20% 報告内容の適切性を評価する．
議論への参加度 30% 議論への積極的な参加を評価する．
   

授業の実施方法と授業計画

＊論文や文献の輪読および事例ケースの輪読とグループ討議を通じて，各自の興味のある卒業論
文研究テーマを決めて，研究を進める．
＊卒業論文の作成における研究計画を立てて，予備調査・リサーチクエスチョン・先行研究・考察
検討・仮説検証・分析検討・総合考察のステップの適切な修得を図る．
＊中間発表の準備を行う．

第1回（講義）ガイダンス、ゼミナールの概要説明
第2回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第3回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第4回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第5回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第6回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第7回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第8回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第9回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第10回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第11回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第12回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第13回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第14回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第15回（講義・演習）　卒論の報告と議論

課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．

ナンバリング BAIM4007

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58504
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年のコンピュータ・ソフトウェア技術の発達に伴い、コンテンツ制作の現場では、ほとんどの作
業がコンピュータ上で行われるようになっている。本ゼミナールでは、3次元CG、DTP（紙媒体）
、webサイト等、情報発信のためのコンテンツの取り扱いを主なテーマとしており、
　(1)デジタルコンテンツ（2D，3D，webページ等）の作成
　(2)デザイン、レイアウトによる視覚表現
　(3)導線、色彩の工夫による効果的な表現方法の理解と実現
等についての理解を深め、学習した知識を実践できるだけの技術を習得することを目的としてい
る。
専門ゼミナール3では、専門ゼミナール1、2で学習した内容を踏まえ、卒業研究（卒業制作）のため
のテーマを選択し、対象についての情報収集、整理等を行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・卒業研究のためのテーマを具体化する。
・ソフトウェアやプログラミング言語を用いて実際の作品制作を行う。
・制作物、卒業論文の完成までの計画を立てる。

テキスト（教科書） テーマに合わせて指示する。また、必要に応じてプリントを配布する。
参考書および参考文献 テーマに合わせて指示する。
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

(1)各自のテーマに応じてインターネットや市販の雑誌等で積極的に最新の知識を修得すること（1
～15回目／60分）。
(2)各自のテーマに応じて作品制作、論文制作を行う（1～15回目／120分）。

各テーマに関して必要な資料等は、ゼミ室のLANの共有フォルダ（Share）やGoogleドライブ等の
インターネットサービスを利用して配布する。

成績評価
原則として毎回出席すること。毎回の議論、および、卒業制作、卒業論文の完成度、理解度により評価する。
評価項目 割合 評価基準

制作 30% 作品の作りこみ、丁寧さ、等を通して、ソフトウェアの習熟度や研究テー
マに関する理解度を評価する

論文 30% 卒業論文の内容について、背景や目的に対する調査が十分かどうか、ま
た、研究方法が論理的かどうか、等について総合的に判断する

議論 40% 指定した参考資料の内容を理解し、適切な専門用語や周辺知識を用いて
議論を進められるのかを評価する

   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義）ガイダンス
第2回（講義・演習）卒論テーマ設定のための調査1
第3回（講義・演習）卒論テーマ設定のための調査2
第4回（講義・演習）各自のテーマに取り組むための必要知識の習得1
第5回（講義・演習）各自のテーマに取り組むための必要知識の習得2
第6回（講義・演習）各自のテーマに取り組むための必要知識の習得3
第7回（講義・演習）各自のテーマに取り組むための必要知識の習得4
第8回（講義・演習）研究計画書の作成1（ディスカッション）
第9回（講義・演習）研究計画書の作成2（ディスカッション）
第10回（講義・演習）各自のテーマの検討と調査1
第11回（講義・演習）各自のテーマの検討と調査2
第12回（講義・演習）各自のテーマの検討と調査3
第13回（講義・演習）各自のテーマの検討と調査4
第14回（講義・演習）進捗状況の報告と情報の整理1（ディスカッション）
第15回（講義・演習）進捗状況の報告と情報の整理2（ディスカッション）

毎回議論の時間を設けて理解度を確認するとともに、必要に応じて補足説明や課題を出すことで
フィードバックとする

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58505
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　脱原子力発電や地球温暖化などのエネルギー・環境問題に取り組み、『持続可能な社会』を構築
することが求められている。本ゼミナールでは、化石エネルギーに依存しない『ゼロ・エミッション
社会』の構築を目標として、公共・民生施設における再生可能エネルギー利用や、企業活動・ビジ
ネスにおける諸政策の省エネルギー効果、CO2排出削減効果ならびに経済性について、各自で設
定したテーマに沿って研究を進める。なお、具体的な研究テーマは、「エネルギー」「環境」「経済
性」「社会性」をキーワードに各自で設定する。
　また、研究の実施、その成果報告とディスカッションといった一連の活動を通して、学びにおける
PDCAを実践する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・日本のエネルギー・環境問題について、基礎的な事項を説明できる。
・エクセルやデータベース、プログラミングにより、効率的なデータ管理ができる。
・基本的な計算を用いて、結果に対してより定量的な考察ができる。
・課題の内容を論理的に説明するプレゼンテーションができる。

テキスト（教科書） 　必要に応じて提示する。
参考書および参考文献 　テーマに応じて必要なテキスト、参考書、参考資料、学会論文等を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で提示された課題について、その内容を熟考してレポートや発表資料を作成すること（第1
～15回／90分程度）。
発表で指摘された問題点や課題は、提示された書籍・文献等を活用してその内容を調べ、資料と
してまとめること（第1～15回／90分程度）。
なお、授業時間外の空き時間にはゼミナール室にて積極的に事前・事後学習に取り組み、疑問点や
問題点が生じた場合には速やかに教員とコンタクトをとること。

成績評価
　成績は、各回の個人発表と期末レポートにより評価する（個人発表：40%、期末レポート：60%）。
評価項目 割合 評価基準

個人発表 40% 発表の内容にて理解度を確認するとともに、プレゼンテーション力を評
価する。

期末レポート 60% レポートの内容にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回　（講義）ガイダンス
第02回　（実習）研究テーマおよび研究方針の検討(1)　（ディスカッション）
第03回　（実習）研究テーマおよび研究方針の検討(2)　（ディスカッション）
第04回　（実習）研究テーマおよび研究方針の検討(3)　（ディスカッション）
第05回　（実習）中間発表会(1)　（プレゼンテーション）
第06回　（実習）研究テーマおよび研究方針の再検討(1)　（ディスカッション）
第07回　（実習）研究テーマおよび研究方針の再検討(2)　（ディスカッション）
第08回　（実習）中間発表会(2)　（プレゼンテーション）
第09回　（実習）研究計画の策定(1)　（ディスカッション）
第10回　（実習）研究計画の策定(2)　（ディスカッション）
第11回　（実習）中間発表会(3)　（プレゼンテーション）
第12回　（実習）研究内容・状況の発表(1)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第13回　（実習）研究内容・状況の発表(2)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第14回　（実習）研究内容・状況の発表(3)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第15回　（実習）最終発表　（プレゼンテーション）

　ただし、受講学生の習熟度および進捗状況により授業計画を変更することもある。
　なお、研究の遂行上必要となる資料の収集・分析方法、各種計算方法などに対する疑問・質問に
対しては、講義時間や空き時間、またClassroomを活用して適宜個別にフィードバックする。
　また、学生の進捗状況および希望により、テーマを変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58505
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　脱原子力発電や地球温暖化などのエネルギー・環境問題に取り組み、『持続可能な社会』を構築
することが求められている。本ゼミナールでは、化石エネルギーに依存しない『ゼロ・エミッション
社会』の構築を目標として、公共・民生施設における再生可能エネルギー利用や、企業活動・ビジ
ネスにおける諸政策の省エネルギー効果、CO2排出削減効果ならびに経済性について、各自で設
定したテーマに沿って研究を進める。なお、具体的な研究テーマは、「エネルギー」「環境」「経済
性」「社会性」をキーワードに各自で設定する。
　また、研究の実施、その成果報告とディスカッションといった一連の活動を通して、学びにおける
PDCAを実践する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・日本のエネルギー・環境問題について、基礎的な事項を説明できる。
・エクセルやデータベース、プログラミングにより、効率的なデータ管理ができる。
・基本的な計算を用いて、結果に対してより定量的な考察ができる。
・課題の内容を論理的に説明するプレゼンテーションができる。

テキスト（教科書） 　必要に応じて提示する。
参考書および参考文献 　テーマに応じて必要なテキスト、参考書、参考資料、学会論文等を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で提示された課題について、その内容を熟考してレポートや発表資料を作成すること（第1
～15回／90分程度）。
発表で指摘された問題点や課題は、提示された書籍・文献等を活用してその内容を調べ、資料と
してまとめること（第1～15回／90分程度）。
なお、授業時間外の空き時間にはゼミナール室にて積極的に事前・事後学習に取り組み、疑問点や
問題点が生じた場合には速やかに教員とコンタクトをとること。

成績評価
　成績は、各回の個人発表と期末レポートにより評価する（個人発表：40%、期末レポート：60%）。
評価項目 割合 評価基準

個人発表 40% 発表の内容にて理解度を確認するとともに、プレゼンテーション力を評
価する。

期末レポート 60% レポートの内容にて理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回　（講義）ガイダンス
第02回　（実習）研究テーマおよび研究方針の検討(1)　（ディスカッション）
第03回　（実習）研究テーマおよび研究方針の検討(2)　（ディスカッション）
第04回　（実習）研究テーマおよび研究方針の検討(3)　（ディスカッション）
第05回　（実習）中間発表会(1)　（プレゼンテーション）
第06回　（実習）研究テーマおよび研究方針の再検討(1)　（ディスカッション）
第07回　（実習）研究テーマおよび研究方針の再検討(2)　（ディスカッション）
第08回　（実習）中間発表会(2)　（プレゼンテーション）
第09回　（実習）研究計画の策定(1)　（ディスカッション）
第10回　（実習）研究計画の策定(2)　（ディスカッション）
第11回　（実習）中間発表会(3)　（プレゼンテーション）
第12回　（実習）研究内容・状況の発表(1)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第13回　（実習）研究内容・状況の発表(2)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第14回　（実習）研究内容・状況の発表(3)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第15回　（実習）最終発表　（プレゼンテーション）

　ただし、受講学生の習熟度および進捗状況により授業計画を変更することもある。
　なお、研究の遂行上必要となる資料の収集・分析方法、各種計算方法などに対する疑問・質問に
対しては、講義時間や空き時間、またClassroomを活用して適宜個別にフィードバックする。
　また、学生の進捗状況および希望により、テーマを変更することもある。

ナンバリング BAIM4007

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58506
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代(ヨーロッパ)経済史・社会史および比較資本主義論の視点から、経済と社会のあり方を学
び、考え、各自の社会をみる視点を涵養することを目的とする。参加者のニーズに応じ、ゼミ共通
テーマ(これまでのテーマは、「世界経済史」、「市場経済と社会格差」、「先進諸国の経済・社会構
造の転換」など)に関する輪読を継続し、また、各自(またはグループで)同領域から関心のあるテー
マを選択し、卒業論文のベースとなる論考を作成する。論文作成に際しては、チュートリアルおよび
プレゼンテーションの時間を設ける。論文の作成と発表は、各自就職活動などを考慮に入れて計
画的に取り組むこと。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 参加者が、①近現代経済史・社会史の基礎概念を学び、②各自関心を抱くテーマに対する理解を
深化させることを通して、自らの歴史・現実認識および思考力を涵養すること。

テキスト（教科書） 授業中に指示する。各自が選択する学術論文をテキストとして利用することがある。
参考書および参考文献 授業中に指示する。
受講条件 必修科目。歴史学や社会学、社会科学領域に関心があり、自ら学ぶ意欲をもつこと。

事前・事後学修（内容・時間）
①関連する書籍、および新聞等を通して時事ニュースに日常的に接すること(2.5時間×15回を適
宜分散)、②授業の予習、特に輪読担当箇所の発表準備(各回30分程度)、および、③期末小論文ま
たは論文の作成(後半各回3時間程度)を行うこと。

成績評価
授業への参加(レポートや輪読の準備)および学期末論文(口頭発表を含む)を総合的に評価する。欠席する場合
は、nakano@ sozo.ac.jpまで事前連絡すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート等 30%程度 レジュメの準備と発表、レポートの提出
卒業論文 70%程度 卒業論文(中間)の適切性
   
   

授業の実施方法と授業計画

授業は、全てディスカッションとプレゼンテーションを含むセミナー(演習)形式で進める。参加者
の希望などにより、テキストの講読を論文作成により代替することがある。

第1回  テキストの講読、論文作成チュートリアル(演習)
第2回     〃
第3回     〃
第4回     〃
第5回     〃
第6回     〃
第7回     〃
第8回   論文作成チュートリアル(演習)
第9回     〃
第10回     〃
第11回     〃
第12回  論文の校正とプレゼンテーション(演習)
第13回     〃
第14回  論文の提出(演習)
第15回     〃

レポートと論文に関しては、フィードバック(校正と再提出)を行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58507
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　専門ゼミナールは、社会において必須となる会計の知識を適切にビジネス展開できる能力を修
得するとともに、直面する問題解決のために当該知識を応用・発展できる思考力・判断力・創造力
を養うことを目的とする。
　専門ゼミナール３では、専門ゼミナール１及び２で培った基礎知識をさらに深め、ゼミ生各々の
問題意識に基づくテーマを設定し、卒業論文の執筆を行うことが中心となる。具体的には、
ゼミ生各々が取り組んでいる卒業研究についてのプレゼンテーション、質疑応答、修正を反復
する。そして、自らの論文に対して推敲を行い、より完成度の高い卒業研究の完成を目指す。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

履修者が到達すべき目標は、以下のとおりである。
①問題意識をもち、卒業研究のためのテーマを選定することができる。
②選定したテーマに対して、十分な資料収集を行うことができる。
③収集した資料に対して、批判的な検討をおこなうことができる。
④研究成果を報告書にまとめることができる。
⑤研究成果を論理的に報告することができる。
⑥ディスカッションに際し、自らの意見を積極的に述べることができる。

テキスト（教科書） 小熊英二『基礎からわかる　論文の書き方』 講談社　ISBN：9784065280867
参考書および参考文献 必要に応じて、レジュメを配付する。

受講条件 必修科目である。
※原則として、毎回出席をすること。なお、欠席の場合には、事前に連絡をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・テーマに関する資料収集を行う。また、資料を批判的に検討し、論文の執筆を行う。（各回90分
程度）
・ゼミの仲間の研究がより良いものとなるよう、自身が報告しないときもゼミ生の報告をしっかり
聞いて、質問し、ディスカッションに積極的に参加する。
〔事後学習〕
・資料を批判的に検討したうえで、卒業論文の執筆を行う。（各回120分程度）

成績評価
研究内容に関する報告書等の作成およびプレゼンテーション、ディスカッションでの発言内容・頻度を勘案し、総合的に評
価する。
評価項目 割合 評価基準

研究報告 80% 研究内容やプレゼンテーション内容により、研究課題に対する理解度を
評価する。

ディスカッションでの発言内容・
頻度 20% ディスカッションでの発言内容・頻度を評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

卒業論文の完成に向けた指導を行う。

第１回〔講義〕　　　 ガイダンス
第２回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の検討（１）
第３回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の検討（２）
第４回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の検討（３）
第５回〔講義・演習〕 研究テーマの発表およびディスカッション（１）
第６回〔講義・演習〕 研究テーマの発表およびディスカッション（２）
第７回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の再検討（１）
第８回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の再検討（２）
第９回〔講義・演習〕 研究計画の策定（１）
第10回〔講義・演習〕 研究計画の策定（２）
第11回〔講義・演習〕 研究内容の発表準備
第12回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（１）
第13回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（２）
第14回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（３）
第15回〔講義〕　　　 総括

※研究内容やプレゼンテーション内容等について、授業内で適宜フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58507
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　専門ゼミナールは、社会において必須となる会計の知識を適切にビジネス展開できる能力を修
得するとともに、直面する問題解決のために当該知識を応用・発展できる思考力・判断力・創造力
を養うことを目的とする。
　専門ゼミナール３では、専門ゼミナール１及び２で培った基礎知識をさらに深め、ゼミ生各々の
問題意識に基づくテーマを設定し、卒業論文の執筆を行うことが中心となる。具体的には、
ゼミ生各々が取り組んでいる卒業研究についてのプレゼンテーション、質疑応答、修正を反復
する。そして、自らの論文に対して推敲を行い、より完成度の高い卒業研究の完成を目指す。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

履修者が到達すべき目標は、以下のとおりである。
①問題意識をもち、卒業研究のためのテーマを選定することができる。
②選定したテーマに対して、十分な資料収集を行うことができる。
③収集した資料に対して、批判的な検討をおこなうことができる。
④研究成果を報告書にまとめることができる。
⑤研究成果を論理的に報告することができる。
⑥ディスカッションに際し、自らの意見を積極的に述べることができる。

テキスト（教科書） 小熊英二『基礎からわかる　論文の書き方』 講談社　ISBN：9784065280867
参考書および参考文献 必要に応じて、レジュメを配付する。

受講条件 必修科目である。
※原則として、毎回出席をすること。なお、欠席の場合には、事前に連絡をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・テーマに関する資料収集を行う。また、資料を批判的に検討し、論文の執筆を行う。（各回90分
程度）
・ゼミの仲間の研究がより良いものとなるよう、自身が報告しないときもゼミ生の報告をしっかり
聞いて、質問し、ディスカッションに積極的に参加する。
〔事後学習〕
・資料を批判的に検討したうえで、卒業論文の執筆を行う。（各回120分程度）

成績評価
研究内容に関する報告書等の作成およびプレゼンテーション、ディスカッションでの発言内容・頻度を勘案し、総合的に評
価する。
評価項目 割合 評価基準

研究報告 80% 研究内容やプレゼンテーション内容により、研究課題に対する理解度を
評価する。

ディスカッションでの発言内容・
頻度 20% ディスカッションでの発言内容・頻度を評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

卒業論文の完成に向けた指導を行う。

第１回〔講義〕　　　 ガイダンス
第２回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の検討（１）
第３回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の検討（２）
第４回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の検討（３）
第５回〔講義・演習〕 研究テーマの発表およびディスカッション（１）
第６回〔講義・演習〕 研究テーマの発表およびディスカッション（２）
第７回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の再検討（１）
第８回〔講義・演習〕 研究テーマおよび研究方針の再検討（２）
第９回〔講義・演習〕 研究計画の策定（１）
第10回〔講義・演習〕 研究計画の策定（２）
第11回〔講義・演習〕 研究内容の発表準備
第12回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（１）
第13回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（２）
第14回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（３）
第15回〔講義〕　　　 総括

※研究内容やプレゼンテーション内容等について、授業内で適宜フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58508
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要
専門ゼミナール3，4では，専門ゼミナール1，2で習得したICTに関する基礎知識を基に，個別に設
定した課題について年間を通じて調査研究を行う．また，研究の進捗状況について随時報告書の
作成を行い，文書記述能力の向上を目指す．更に，適宜ゼミ全体の進捗状況報告会を行い，プレゼ
ンテーション能力を養う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

・自ら課題（問題点）を発見し，それを解決するための手続きや調査方法を提案することができる
・個別テーマごとに設定した目標（知識，スキル）を達成し，卒業研究後半に活かすことができる
・他者に自分の取り組み内容および自分の考えを伝えることができる
・Word, Excel を利用して報告書を作成できる
・PowerPoint を利用してプレゼンテーション資料を作成できる

テキスト（教科書） 受講者と相談の上，指示する．
参考書および参考文献  

受講条件 必修科目
目的意識を持ち，意欲的に活動する学生を希望する．

事前・事後学修（内容・時間）

教員が教授する内容にとどまらず，より一層知識の幅を広げられるよう自ら様々なことを調べて
実践できるように努めること．卒業研究テーマ決定後は，授業時間以外を使って研究に取り組むこ
と．（授業時間は，進捗報告，不明点の解決，次のステップの検討のための議論，などに使う）

予習・復習）
研究テーマに関する調査およびまとめノートの作成を行うこと．ゼミ時間の際に，教員に進捗報告
をできるように資料を準備すること．（毎週計3時間程度，45時間相当）

成績評価
授業時間内の研究報告，および，研究報告書（前期まとめ）から総合的に評価する．
授業や行事の無断欠席は認めない．ゼミ時間のみならず，空き時間にも積極的に課題に取り組むこと．
評価項目 割合 評価基準
研究報告（定期） 50% 授業時間内で実施する研究報告および考察の内容について評価する
研究報告（前期まとめ） 50% 前期卒業研究の全体まとめ（報告書）の内容について評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　ガイダンス
第 02 回　（講義・演習）個別課題設定のための調査および課題設定1
第 03 回　（講義・演習）個別課題設定のための調査および課題設定2
第 04 回　（講義・演習）個別課題に取り組むための必要知識の習得1
第 05 回　（講義・演習）個別課題に取り組むための必要知識の習得2
第 06 回　（講義・演習）個別課題に取り組むための必要知識の習得3
第 07 回　（講義・演習）個別課題に取り組むための必要知識の習得4
第 08 回　（演習）研究計画書の作成
第 09 回　（講義・演習）個別課題の検討1
第 10 回　（講義・演習）個別課題の検討2
第 11 回　（講義・演習）個別課題の検討3
第 12 回　（講義・演習）個別課題の検討4
第 13 回　（講義・演習）個別課題の検討5
第 14 回　（講義・演習）個別課題の検討6
第 15 回　（演習）報告書の作成、進捗状況の整理

レポート等については授業内でフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメール
を用いて個別コメント（修正指示等）を返却する．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58509
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年，GPS(Global Positioning System)をはじめとした衛星位置計測システムが組み込まれた
携帯端末（スマートフォン等）の個人利用が広がり，地理空間情報を活用したサービスがさらに身
近になりつつある．本ゼミナールでは，地理空間情報サービスと具体的な測位手法をテーマに，文
献の輪読・議論や文献調査、実験などを通じて科学的な思考方法や論理的な表現方法について学
ぶ．
具体的には，各自卒論論文のテーマを決定し，文献調査やアンケート・実験などによるデータ収集
や卒業論文の執筆を行う．卒業研究に取り組んだ内容をレポートとしてまとめ，各授業回で進捗報
告を実施し，その内容についてメンバー全員でディスカッションを行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標
・自分の考えをレポートにまとめ，論理的に発表・議論することができる．
・自分で課題を発見し，卒業研究のためのテーマとして具体化できる．
・地理空間情報サービスや位置計測手段に関する基本的な用語について解説できる．

テキスト（教科書） 適宜，授業内で指示する．
参考書および参考文献 適宜，授業内で指示する．
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

【事前学習（90分×15回）】
・自分の担当回に向けて，文献調査や実験など研究を進めレジュメの準備を行う
【事後学習（90分×15回）】
・各回の授業で学習した内容について復習し，ノートにまとめる
・授業中の不明点や登場した専門用語についてインターネットなどで調査し疑問点を解消してお
く

成績評価
担当回の報告内容や中間報告の内容と議論への参加度、期末レポートの内容によって評価を行う．無断欠席は認めない．や
むを得ず欠席する場合は事前に必ず担当教員に連絡すること．
評価項目 割合 評価基準
担当回の報告内容と中間報告の内
容 60% 課題に対して適切な内容・記述になっているか評価する

議論への参加度 10% 議論の内容や参加の積極性を評価する
期末レポート 30% レポートの内容や表現が適切か評価する
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス、前年度の振り返り
第2回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第3回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第4回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第5回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第6回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第7回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第8回　（講義・演習）ゼミ内中間報告
第9回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第10回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第11回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第12回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第13回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第14回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第15回　（講義）期末レポート提出

各回の授業では，卒論論文のテーマにもとづいて自分で収集した文献や研究内容をレポートとし
てまとめ，各自で発表を行う．発表内容に対してはディスカッションを行い，その内容に関して口頭
でフィードバックを行う．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58509
科目 5850 専門ゼミナール３ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年，GPS(Global Positioning System)をはじめとした衛星位置計測システムが組み込まれた
携帯端末（スマートフォン等）の個人利用が広がり，地理空間情報を活用したサービスがさらに身
近になりつつある．本ゼミナールでは，地理空間情報サービスと具体的な測位手法をテーマに，文
献の輪読・議論や文献調査、実験などを通じて科学的な思考方法や論理的な表現方法について学
ぶ．
具体的には，各自卒論論文のテーマを決定し，文献調査やアンケート・実験などによるデータ収集
や卒業論文の執筆を行う．卒業研究に取り組んだ内容をレポートとしてまとめ，各授業回で進捗報
告を実施し，その内容についてメンバー全員でディスカッションを行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標
・自分の考えをレポートにまとめ，論理的に発表・議論することができる．
・自分で課題を発見し，卒業研究のためのテーマとして具体化できる．
・地理空間情報サービスや位置計測手段に関する基本的な用語について解説できる．

テキスト（教科書） 適宜，授業内で指示する．
参考書および参考文献 適宜，授業内で指示する．
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

【事前学習（90分×15回）】
・自分の担当回に向けて，文献調査や実験など研究を進めレジュメの準備を行う
【事後学習（90分×15回）】
・各回の授業で学習した内容について復習し，ノートにまとめる
・授業中の不明点や登場した専門用語についてインターネットなどで調査し疑問点を解消してお
く

成績評価
担当回の報告内容や中間報告の内容と議論への参加度、期末レポートの内容によって評価を行う．無断欠席は認めない．や
むを得ず欠席する場合は事前に必ず担当教員に連絡すること．
評価項目 割合 評価基準
担当回の報告内容と中間報告の内
容 60% 課題に対して適切な内容・記述になっているか評価する

議論への参加度 10% 議論の内容や参加の積極性を評価する
期末レポート 30% レポートの内容や表現が適切か評価する
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス、前年度の振り返り
第2回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第3回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第4回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第5回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第6回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第7回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第8回　（講義・演習）ゼミ内中間報告
第9回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第10回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第11回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第12回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第13回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第14回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論、期末レポートの執筆
第15回　（講義）期末レポート提出

各回の授業では，卒論論文のテーマにもとづいて自分で収集した文献や研究内容をレポートとし
てまとめ，各自で発表を行う．発表内容に対してはディスカッションを行い，その内容に関して口頭
でフィードバックを行う．

ナンバリング BAIM4007

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58511
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 岩本　勇 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　マーケティングは身近で実践的な学問領域であり，経営の指針として欠かすことのできない領域
である。「誰に」，「何を」，「どのように販売するか」に関わる一連の諸活動について，基本的な概
念，理論を理解し，実践していくための力を養うために，本ゼミナールでは各自の関心テーマで研
究を進め，先行研究のまとめ及び発表を行う。
　具体的な授業の進め方としては，各回の担当者を決め，研究の内容についてその時点の進捗を
発表・報告してもらい，その内容についてメンバー全員で議論を行う。
※この科目は当該授業内容に関するマーケティングの実務経験を有する教員等がその実務経験を
活かして講義等を行う科目です。
※本講義の内容は変更になることがあります。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ○  

到達目標
・マーケティングの基本的な理論を学修する。
・理論を用いて，身の回りの企業・組織のマーケティング活動を分析・説明できる。
・マーケティングの学習，研究の実施により，論理的思考，分析能力を身につける。
・研究成果を学術論文としてまとめることができる。

テキスト（教科書） 受講学生の関心に合わせ適宜指示する。
参考書および参考文献 必要に応じて適宜指示する。

受講条件
必修科目
「マーケティング入門」，「マーケティングマネジメント」の単位が修得済みであること。「流通
論」，「広告論」，「インターネット・マーケティング」を履修することが望ましい。
ゼミナールには必ず毎回参加すること。積極的に発言することを期待する。

事前・事後学修（内容・時間）
・新聞・雑誌のスクラップ：マーケティング関係の記事に対してコメントを付ける（90分×15回）。
・テキストの指定された範囲を読み，良い点・悪い点（あるいは分からなかった点）について3点ず
つまとめる（90分×15回）。
・自分の担当会の報告資料を作成し，発表に備える。

成績評価
以下3点より評価する。
・報告担当回の報告内容
・ディスカッションへの参加度（発言内容，積極性）
・卒業論文の内容

なお、 創造祭で行われる中間発表会や学科で行われる卒業研究発表会などは、原則参加とする。
評価項目 割合 評価基準
研究発表 25% 研究の進捗度合で評価する
ディスカッション 25% 他のゼミ生の発表に対して質問・コメントを行う
卒業論文の内容 50%  
   

授業の実施方法と授業計画

第1回 （講義と演習）ガイダンス，発表担当者割り振り
第2回 （講義と演習）各自の研究テーマ発表とディスカッション①
第3回 （講義と演習）各自の研究テーマ発表とディスカッション②
第4回 （講義と演習）各自論文執筆演習①
第5回 （講義と演習）各自論文執筆演習②
第6回 （講義と演習）各自論文執筆演習③
第7回 （講義と演習）各自論文執筆演習④
第8回 （講義と演習）中間発表資料の作成①
第9回 （講義と演習）中間発表資料の作成②
第10回（講義と演習）アンケート調査の実行（forms）とエクセル統計によるデータ解析①
第11回（講義と演習）アンケート調査の実行（forms）とエクセル統計によるデータ解析②
第12回（講義と演習）アンケート調査の実行（forms）とエクセル統計によるデータ解析③
第13回（講義と演習）卒業論文の作成①
第14回（講義と演習）卒業論文の作成②
第15回（講義と演習）卒業論文の作成③

【研究発表に対するフィードバックについて】
●発表後に口頭でフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58512
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

専門ゼミナールでは、講義で修得した経営、会計、財務、情報処理に関する知識に基づき具体的テーマを選択して、そ
れに対する調査や学習などの知的活動を通して、(1)専門領域の知識の修得、(2) 正しい状況の認識とそれを踏まえた
判断できる能力、(3)ビジネス社会において積極的・主体的に取り組むことのできる態度・志向を育成する。
具体的には、経営システムにおける様々な問題とその解決法をソフトコンピューティングを中心にして講義と演習によ
って学習していく。ゼミナール1,2で習得した知識を基礎として、各自の個別にテーマを決めて文献調査・シミュレーシ
ョンを中心に進めていく。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経営、会計・財務
についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を経営、会
計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「直面する問題解決のために必要な知識や
情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」「変化する情報ビジネス社会において、自律的・積極的
に知識探求する意欲と能力を備えている。」に沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
・専門ゼミナール２に引き続き、絞り込んだテーマに対する基礎的知識や知見を収集するとともに、課題の具体化およ
びその解決方策を検討し、探求計画の立案と実行を行う。
・各学生は自らの研究課題に対するこれまでの研究とその成果を、中間レポートとしてまとめ発表を行う。
（春学期は講義、演習によって各分野の応用研究について述べていく。秋学期は各自テーマについて、プレゼンテーシ
ョン、卒業論文作成などを中心に行いう。）

テキスト（教科書） 『経営のためのシステム工学』（西川智登、清水静江著　朝倉書店　ISBN:978-4254120769）

参考書および参考文献
VisualBasicによるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:4-7741-0782-4）
C言語によるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:978-4774193731）
必要に応じて、個別テーマに応じてテキストを指定、貸与または配布します。

受講条件 必修科目
特になし

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、配布資料に目を通し、課題をやっておくようにしてください（90分×15回）。
各回の提出された課題について、修正指示をだすので、授業後に修正して再提出してください（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業に
のぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
ゼミナールですので、課題成果：50％、レポート提出状況、内容：50％によって評価します。
また、個別のシミュレーション等がありますので、時間外の自習が必要になります。
なお、創造祭で行われる中間発表会、学科で行われる卒業研究発表会への参加を必須とします。

評価項目 割合 評価基準
課題成果 50% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
レポート 50% 課題に対して適切なレポート内容・記述になっているかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

　科目の目標に示したように、研究およびシミュレーションを中心に行う事になります。

秋学期：個別のテーマの決定とテーマ別の調査・研究
　・個別テーマ別の調査・研究
　・個別テーマ別のシミュレーション等
　・プレゼンテーション、中間発表
　・卒業論文作成
(1)　（講義）ガイダンス
(2)　（講義・演習）大学祭中間発表展示準備(その1)（ディスカッション、グループワーク）
(3)　（講義・演習）          〃        (その2)（ディスカッション、グループワーク）
(4) 　（講義・演習）         〃        (その3)（ディスカッション、グループワーク）
（大学祭中間発表展示）
(5)　（講義・演習）卒業論文作成(その1)（ディスカッション）
(6)　（演習）      〃      (その2)
(7)　（演習）      〃      (その3)
(8)　（講義・演習）      〃      (その4)（ディスカッション）
(9)　（演習）      〃      (その5)
(10)　（演習）     〃      (その6)
(11)　（講義・演習）卒業論文仮提出及び修正（ディスカッション）
(12)　（講義・演習）卒業論文修正及び発表会パネル作成(その1)
(13)　（講義・演習）             〃            (その2)
(14)　（講義・演習）卒業論文修正及び研究レジメ集原稿作成(その1)
(15)　（講義・演習）             〃            (その2)

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行
う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58512
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

専門ゼミナールでは、講義で修得した経営、会計、財務、情報処理に関する知識に基づき具体的テーマを選択して、そ
れに対する調査や学習などの知的活動を通して、(1)専門領域の知識の修得、(2) 正しい状況の認識とそれを踏まえた
判断できる能力、(3)ビジネス社会において積極的・主体的に取り組むことのできる態度・志向を育成する。
具体的には、経営システムにおける様々な問題とその解決法をソフトコンピューティングを中心にして講義と演習によ
って学習していく。ゼミナール1,2で習得した知識を基礎として、各自の個別にテーマを決めて文献調査・シミュレーシ
ョンを中心に進めていく。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経営、会計・財務
についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を経営、会
計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「直面する問題解決のために必要な知識や
情報処理技能を修得して、それらを応用することができる。」「変化する情報ビジネス社会において、自律的・積極的
に知識探求する意欲と能力を備えている。」に沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
・専門ゼミナール２に引き続き、絞り込んだテーマに対する基礎的知識や知見を収集するとともに、課題の具体化およ
びその解決方策を検討し、探求計画の立案と実行を行う。
・各学生は自らの研究課題に対するこれまでの研究とその成果を、中間レポートとしてまとめ発表を行う。
（春学期は講義、演習によって各分野の応用研究について述べていく。秋学期は各自テーマについて、プレゼンテーシ
ョン、卒業論文作成などを中心に行いう。）

テキスト（教科書） 『経営のためのシステム工学』（西川智登、清水静江著　朝倉書店　ISBN:978-4254120769）

参考書および参考文献
VisualBasicによるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:4-7741-0782-4）
C言語によるはじめてのアルゴリズム入門（河西朝雄,技術評論社,ISBN:978-4774193731）
必要に応じて、個別テーマに応じてテキストを指定、貸与または配布します。

受講条件 必修科目
特になし

事前・事後学修（内容・時間）
各回の内容について、配布資料に目を通し、課題をやっておくようにしてください（90分×15回）。
各回の提出された課題について、修正指示をだすので、授業後に修正して再提出してください（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業に
のぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
ゼミナールですので、課題成果：50％、レポート提出状況、内容：50％によって評価します。
また、個別のシミュレーション等がありますので、時間外の自習が必要になります。
なお、創造祭で行われる中間発表会、学科で行われる卒業研究発表会への参加を必須とします。

評価項目 割合 評価基準
課題成果 50% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
レポート 50% 課題に対して適切なレポート内容・記述になっているかを評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

　科目の目標に示したように、研究およびシミュレーションを中心に行う事になります。

秋学期：個別のテーマの決定とテーマ別の調査・研究
　・個別テーマ別の調査・研究
　・個別テーマ別のシミュレーション等
　・プレゼンテーション、中間発表
　・卒業論文作成
(1)　（講義）ガイダンス
(2)　（講義・演習）大学祭中間発表展示準備(その1)（ディスカッション、グループワーク）
(3)　（講義・演習）          〃        (その2)（ディスカッション、グループワーク）
(4) 　（講義・演習）         〃        (その3)（ディスカッション、グループワーク）
（大学祭中間発表展示）
(5)　（講義・演習）卒業論文作成(その1)（ディスカッション）
(6)　（演習）      〃      (その2)
(7)　（演習）      〃      (その3)
(8)　（講義・演習）      〃      (その4)（ディスカッション）
(9)　（演習）      〃      (その5)
(10)　（演習）     〃      (その6)
(11)　（講義・演習）卒業論文仮提出及び修正（ディスカッション）
(12)　（講義・演習）卒業論文修正及び発表会パネル作成(その1)
(13)　（講義・演習）             〃            (その2)
(14)　（講義・演習）卒業論文修正及び研究レジメ集原稿作成(その1)
(15)　（講義・演習）             〃            (その2)

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを行
う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAIM4008

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58513
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 山田　洋巳 単位数 2
その他担当者  

授業概要
本ゼミでは，経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）を研究テーマとします．ここで
は，環境－戦略－組織－人間の関係性も踏まえて，通説を理解しつつ，思考力を錬成します．また，
具体的な事例研究や演習を通して，統合的な分析手法や体系的な知見を修得して，卒業論文を作
成します．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標
・経営科学や消費者の行動（特に「心理評価」，「選好」）の体系的な知識を修得する．
・理論と具体的な事象・事例との関係を主体的に考えることができるようにする．
・学術的な水準を保つ卒業論文を作成する．

テキスト（教科書） 必要に応じて資料を配布します．
参考書および参考文献  

受講条件 必修科目。
ゼミではより積極的な貢献が求められるため，課題対応や出席は注意する．

事前・事後学修（内容・時間） 報告資料を必ず事前に作成して，議論に参加できるようにする．（180分×15回）
成績評価
課題提出，卒業論文の報告，議論への貢献度によって，総合的に判断する．
中間発表，最終発表を行う．
卒業研究論文を提出する．
評価項目 割合 評価基準
課題の提出 50% 課題に対する適切な記述内容になっているかを評価する．
卒業論文の報告 20% 報告内容の適切性を評価する．
議論への参加度 30% 議論への積極的な参加を評価する．
   

授業の実施方法と授業計画

＊論文や文献の輪読および事例ケースの輪読とグループ討議を通じて，各自の興味のある卒業論
文研究テーマを決めて，研究を進める．
＊卒業論文の作成における研究計画を立てて，予備調査・リサーチクエスチョン・先行研究・考察
検討・仮説検証・分析検討・総合考察のステップの適切な修得を図る．
＊中間発表と最終発表を行う．
＊卒業論文を作成し提出する．

第1回（講義）ガイダンス、ゼミナールの概要説明
第2回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第3回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第4回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第5回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第6回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第7回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第8回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第9回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第10回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第11回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第12回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第13回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第14回（講義・演習）　卒論の報告と議論
第15回（講義・演習）　卒論の報告と議論

課題（テストやレポート等）については，授業内あるいはClassroom を通して質問
や疑問等に対するフィードバックを行います．

ナンバリング BAIM4007
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58514
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年のコンピュータ・ソフトウェア技術の発達に伴い、コンテンツ制作の現場では、ほとんどの作
業がコンピュータ上で行われるようになっている。本ゼミナールでは、3次元CG、DTP（紙媒体）
、webサイト等、情報発信のためのコンテンツの取り扱いを主なテーマとしており、
　(1)デジタルコンテンツ（2D，3D，webページ等）の作成
　(2)デザイン、レイアウトによる視覚表現
　(3)導線、色彩の工夫による効果的な表現方法の理解と実現
等についての理解を深め、学習した知識を実践できるだけの技術を習得することを目的としてい
る。
本授業（専門ゼミナール4）では、専門ゼミナール3の内容をさらに進め、卒業論文を完成させる。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・作品を完成させる。
・卒業論文を完成させる。

テキスト（教科書） テーマに合わせて指示する。また、必要に応じてプリントを配布する。
参考書および参考文献 テーマに合わせて指示する。
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

(1)各自のテーマに応じてインターネットや市販の雑誌等で積極的に最新の知識を修得すること（1
～5回目／60分）。
(2)各自のテーマに応じて作品制作、論文制作を行う（1～15回目／120分）。

各テーマに関して必要な資料等は、ゼミ室のLANの共有フォルダ（Share）やGoogleドライブ等の
インターネットサービスを利用して配布する。

成績評価
原則として毎回出席すること。毎回の議論、および、卒業制作、卒業論文の完成度により評価する。
なお、創造祭で行われる中間発表会、学科で行われる卒業研究発表会への参加を必須とする。
評価項目 割合 評価基準
作品 50% 制作物（プログラム、コンテンツ、等）の完成度により評価する
論文 50% 卒業論文の内容を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義）ガイダンス
第2回（ディスカッション）研究計画の報告
第3回（演習・ディスカッション）資料整理
第4回（演習）中間報告の準備１－資料収集，分析等
第5回（演習）中間報告の準備２－報告書作成
第6回（ディスカッション）中間報告，報告会
第7回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較1
第8回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較2
第9回（ディスカッション）経過報告
第10回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較3
第11回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較4
第12回（演習）論文作成1
第13回（演習）論文作成2
第14回（演習）論文作成3
第15回（演習）論文作成4

進捗に応じて議論の時間を設けて理解度や進捗を確認するとともに、必要に応じて補足説明や課
題を出すことでフィードバックとする。
また提出された論文については、必要に応じて学生ごとに時間を設けて個別に指導を行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAIM4008
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58514
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年のコンピュータ・ソフトウェア技術の発達に伴い、コンテンツ制作の現場では、ほとんどの作
業がコンピュータ上で行われるようになっている。本ゼミナールでは、3次元CG、DTP（紙媒体）
、webサイト等、情報発信のためのコンテンツの取り扱いを主なテーマとしており、
　(1)デジタルコンテンツ（2D，3D，webページ等）の作成
　(2)デザイン、レイアウトによる視覚表現
　(3)導線、色彩の工夫による効果的な表現方法の理解と実現
等についての理解を深め、学習した知識を実践できるだけの技術を習得することを目的としてい
る。
本授業（専門ゼミナール4）では、専門ゼミナール3の内容をさらに進め、卒業論文を完成させる。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 ・作品を完成させる。
・卒業論文を完成させる。

テキスト（教科書） テーマに合わせて指示する。また、必要に応じてプリントを配布する。
参考書および参考文献 テーマに合わせて指示する。
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

(1)各自のテーマに応じてインターネットや市販の雑誌等で積極的に最新の知識を修得すること（1
～5回目／60分）。
(2)各自のテーマに応じて作品制作、論文制作を行う（1～15回目／120分）。

各テーマに関して必要な資料等は、ゼミ室のLANの共有フォルダ（Share）やGoogleドライブ等の
インターネットサービスを利用して配布する。

成績評価
原則として毎回出席すること。毎回の議論、および、卒業制作、卒業論文の完成度により評価する。
なお、創造祭で行われる中間発表会、学科で行われる卒業研究発表会への参加を必須とする。
評価項目 割合 評価基準
作品 50% 制作物（プログラム、コンテンツ、等）の完成度により評価する
論文 50% 卒業論文の内容を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回（講義）ガイダンス
第2回（ディスカッション）研究計画の報告
第3回（演習・ディスカッション）資料整理
第4回（演習）中間報告の準備１－資料収集，分析等
第5回（演習）中間報告の準備２－報告書作成
第6回（ディスカッション）中間報告，報告会
第7回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較1
第8回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較2
第9回（ディスカッション）経過報告
第10回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較3
第11回（講義・演習）分析結果のまとめ，文献等との比較4
第12回（演習）論文作成1
第13回（演習）論文作成2
第14回（演習）論文作成3
第15回（演習）論文作成4

進捗に応じて議論の時間を設けて理解度や進捗を確認するとともに、必要に応じて補足説明や課
題を出すことでフィードバックとする。
また提出された論文については、必要に応じて学生ごとに時間を設けて個別に指導を行う。

※受講生の習熟度により授業計画を変更することもある

ナンバリング BAIM4008

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58515
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　脱原子力発電や地球温暖化などのエネルギー・環境問題に取り組み、『持続可能な社会』を構築
することが求められている。本ゼミナールでは、化石エネルギーに依存しない『ゼロ・エミッション
社会』の構築を目標として、公共・民生施設における再生可能エネルギー利用や、企業活動・ビジ
ネスにおける諸政策の省エネルギー効果、CO2排出削減効果ならびに経済性について、各自で設
定したテーマに沿って研究を進める。なお、具体的な研究テーマは、「エネルギー」「環境」「経済
性」「社会性」をキーワードに各自で設定する。
　また、研究の実施、その成果報告とディスカッションといった一連の活動を通して、学びにおける
PDCAを実践する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

・日本のエネルギー・環境問題について、基礎的な事項を説明できる。
・エクセルやデータベース、プログラミングにより、効率的なデータ管理ができる。
・基本的な計算を用いて、結果に対してより定量的な考察ができる。
・課題の内容を論理的に説明するプレゼンテーションができる。
・研究成果を卒業論文としてまとめることができる。

テキスト（教科書） 　必要に応じて提示する。
参考書および参考文献 　テーマに応じて必要なテキスト、参考書、参考資料、学会論文等を提示する。
受講条件 　必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

授業で提示された課題について、その内容を熟考してレポートや発表資料を作成すること（第1
～15回／90分程度）。
発表で指摘された問題点や課題は、提示された書籍・文献等を活用して調べ、その内容を資料とし
てまとめること（第1～15回／90分程度）。
なお、授業時間外の空き時間にはゼミナール室にて積極的に事前・事後学習に取り組み、疑問点や
問題点が生じた場合には速やかに教員とコンタクトをとること。

成績評価
　成績は、各回の個人発表と卒業論文により評価する（個人発表：30%、卒業論文：70%）。
　なお、創造祭で行われる中間発表会や学科で行われる卒業研究発表会などは、原則参加とする。
評価項目 割合 評価基準

個人発表 30% 発表の内容にて理解度を確認するとともに、プレゼンテーション力を評
価する。

卒業論文 70% 卒業論文の内容にて、研究テーマに対する最終的な理解度、論理的思考
力等を評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回　（講義）ガイダンス
第02回　（実習）研究内容・状況の発表(1)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第03回　（実習）研究内容・状況の発表(2)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第04回　（実習）研究内容・状況の発表(3)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第05回　（実習）中間発表(1)　（プレゼンテーション）
第06回　（実習）研究課題の見直し(1)　（ディスカッション）
第07回　（実習）研究課題の見直し(2)　（ディスカッション）
第08回　（実習）中間発表(2)　（プレゼンテーション）
第09回　（実習）研究内容・状況の発表(4)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第10回　（実習）研究内容・状況の発表(5)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第11回　（実習）研究内容・状況の発表(6)　（ディスカッション、プレゼンテーション）
第12回　（実習）中間発表(3)　（プレゼンテーション）
第13回　（実習）研究内容のまとめ(1)　（ディスカッション）
第14回　（実習）研究内容のまとめ(2)　（ディスカッション）
第15回　（実習）最終発表　（プレゼンテーション）

　ただし、受講学生の習熟度および進捗状況により授業計画を変更することもある。
　なお、研究の遂行上必要となる資料の収集・分析方法、各種計算方法などに対する疑問・質問に
対しては、講義時間や空き時間、またClassroomを活用して適宜個別にフィードバックする。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58516
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代(ヨーロッパ)経済史・社会史および比較資本主義論の視点から、経済と社会のあり方を学
び、考え、また論じることを目標とする。参加者のニーズに応じ、ゼミ共通テーマ(これまでのテー
マは、「世界経済史」、「市場経済と社会格差」、「先進諸国の経済・社会構造の転換」など)に関す
る輪読を継続し、また、各自(またはグループで)同領域から関心のあるテーマを選択し、卒業論文
を作成する。論文作成に際しては、チュートリアルおよびプレゼンテーションの時間を設ける。論
文の作成と発表は、各自就職活動などを考慮に入れて計画的に取り組むこと。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 参加者が、①近現代経済史・社会史の基礎概念を学び、特に、②卒業論文の作成を通して各自が関
心を抱くテーマに対する理解を深化させ、自らの歴史・現実認識および思考力を獲得すること。

テキスト（教科書） 授業中に指示する。
参考書および参考文献 授業中に指示する。
受講条件 必修科目。歴史学や社会学、社会科学領域に関心があり、自ら学ぶ意欲をもつこと。

事前・事後学修（内容・時間）
①関連する書籍、および新聞等を通して時事ニュースに日常的に接すること(2.5時間×15回を適
宜分散)、②授業の予習、特に輪読担当箇所の発表準備(各回30分程度)、および、③論文の作成(後
半各回3時間程度)を行うこと。

成績評価
授業への参加(レポートや輪読の準備)および卒業論文の作成過程とコンテンツを総合的に評価する。創造祭で行われる中
間発表会、学科で行われる卒業研究発表会への参加を必須とする。欠席する場合は、nakano@ sozo.ac.jpまで事前連絡
すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート等 30%程度 レジュメの準備と発表、レポートの提出
卒業論文 70%程度 卒業論文の適切性(基準は別途配布)
   
   

授業の実施方法と授業計画

授業は、全てディスカッションとプレゼンテーションを含むセミナー(演習)形式で進める。

第1回  テキストの講読、論文作成チュートリアル(演習)
第2回     〃
第3回     〃
第4回     〃
第5回     〃
第6回     〃
第7回     〃
第8回   論文作成チュートリアル(演習)
第9回     〃
第10回     〃
第11回     〃
第12回  論文の校正とプレゼンテーション(演習)
第13回     〃
第14回  卒業論文の提出(1月中)(演習)
第15回     〃

レポートと論文に関しては、フィードバック(校正と再提出)を行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58516
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代(ヨーロッパ)経済史・社会史および比較資本主義論の視点から、経済と社会のあり方を学
び、考え、また論じることを目標とする。参加者のニーズに応じ、ゼミ共通テーマ(これまでのテー
マは、「世界経済史」、「市場経済と社会格差」、「先進諸国の経済・社会構造の転換」など)に関す
る輪読を継続し、また、各自(またはグループで)同領域から関心のあるテーマを選択し、卒業論文
を作成する。論文作成に際しては、チュートリアルおよびプレゼンテーションの時間を設ける。論
文の作成と発表は、各自就職活動などを考慮に入れて計画的に取り組むこと。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標 参加者が、①近現代経済史・社会史の基礎概念を学び、特に、②卒業論文の作成を通して各自が関
心を抱くテーマに対する理解を深化させ、自らの歴史・現実認識および思考力を獲得すること。

テキスト（教科書） 授業中に指示する。
参考書および参考文献 授業中に指示する。
受講条件 必修科目。歴史学や社会学、社会科学領域に関心があり、自ら学ぶ意欲をもつこと。

事前・事後学修（内容・時間）
①関連する書籍、および新聞等を通して時事ニュースに日常的に接すること(2.5時間×15回を適
宜分散)、②授業の予習、特に輪読担当箇所の発表準備(各回30分程度)、および、③論文の作成(後
半各回3時間程度)を行うこと。

成績評価
授業への参加(レポートや輪読の準備)および卒業論文の作成過程とコンテンツを総合的に評価する。創造祭で行われる中
間発表会、学科で行われる卒業研究発表会への参加を必須とする。欠席する場合は、nakano@ sozo.ac.jpまで事前連絡
すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート等 30%程度 レジュメの準備と発表、レポートの提出
卒業論文 70%程度 卒業論文の適切性(基準は別途配布)
   
   

授業の実施方法と授業計画

授業は、全てディスカッションとプレゼンテーションを含むセミナー(演習)形式で進める。

第1回  テキストの講読、論文作成チュートリアル(演習)
第2回     〃
第3回     〃
第4回     〃
第5回     〃
第6回     〃
第7回     〃
第8回   論文作成チュートリアル(演習)
第9回     〃
第10回     〃
第11回     〃
第12回  論文の校正とプレゼンテーション(演習)
第13回     〃
第14回  卒業論文の提出(1月中)(演習)
第15回     〃

レポートと論文に関しては、フィードバック(校正と再提出)を行う。

ナンバリング BAIM4008

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58517
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　専門ゼミナールは、社会において必須となる会計の知識を適切にビジネス展開できる能力を修
得するとともに、直面する問題解決のために当該知識を応用・発展できる思考力・判断力・創造力
を養うことを目的とする。
　専門ゼミナール４では、専門ゼミナール１及び２で培った基礎知識をさらに深め、専門ゼミナー
ル３で設定したテーマに基づき、卒業論文の執筆を行うことが中心となる。具体的には、ゼミ生各
々が取り組んでいる卒業研究についてのプレゼンテーション、質疑応答、修正を反復する。そし
て、自らの論文に対して推敲を重ね、より完成度の高い卒業研究の完成を目指す。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

履修者が到達すべき目標は、以下のとおりである。
①問題意識をもち、卒業研究のためのテーマを選定することができる。
②選定したテーマに対して、十分な資料収集を行うことができる。
③収集した資料に対して、批判的な検討をおこなうことができる。
④研究成果を報告書にまとめることができる。
⑤研究成果を論理的に報告することができる。
⑥ディスカッションに際し、自らの意見を積極的に述べることができる。

テキスト（教科書） 必要に応じて、提示する。
参考書および参考文献 必要に応じて、レジュメを配付する。

受講条件 必修科目である。
※原則として、毎回出席をすること。なお、欠席の場合には、事前に連絡をすること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・資料を批判的に検討したうえで、卒業論文の執筆を行う。（各回120分程度）
・ゼミの仲間の研究がより良いものとなるよう、自身が報告しないときもゼミ生の報告をしっかり
聞いて、質問し、ディスカッションに積極的に参加する。
〔事後学習〕
・卒業論文の執筆および卒業研究発表用資料の作成を継続する。（各回120分程度）

成績評価
　卒業論文、卒業研究発表用資料の内容、加えてディスカッションでの発言内容・頻度を勘案し、総合的に評価する。
　なお、創造祭で行われる中間発表会や学科で行われる卒業研究発表会などは、原則参加とする。
評価項目 割合 評価基準

卒業論文、卒業研究発表 80% 研究内容や卒業研究発表用資料の内容により、研究課題に対する理解度
を評価する。

ディスカッションでの発言内容・
頻度 20% ディスカッションでの発言内容・頻度を評価する。

   
   

授業の実施方法と授業計画

卒業論文の完成に向けた指導を行う。

第１回〔講義〕　　　 ガイダンス
第２回〔講義・演習〕 卒業論文の作成状況についての状況報告
第３回〔講義・演習〕 卒業研究中間発表会に向けた準備（１）
第４回〔講義・演習〕 卒業研究中間発表会に向けた準備（２）
第５回〔講義・演習〕 卒業研究中間発表会に向けた準備（３）
第６回〔講義・演習〕 卒業研究中間発表会の振り返りおよび研究課題の見直し（１）
第７回〔講義・演習〕 卒業研究中間発表会の振り返りおよび研究課題の見直し（２）
第８回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（１）
第９回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（２）
第10回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（３）
第11回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（４）
第12回〔講義・演習〕 研究内容の発表および状況報告（５）
第13回〔講義・演習〕 卒業研究発表会に向けた準備（１）
第14回〔講義・演習〕 卒業研究発表会に向けた準備（２）
第15回〔講義・演習〕 卒業研究発表会に向けた準備（３）、総括

※研究内容やプレゼンテーション内容等について、授業内で適宜フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、計画を変更することもある。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58518
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要
専門ゼミナール3，4では，専門ゼミナール1，2で習得したICTに関する基礎知識を基に，個別に設
定した課題について年間を通じて調査研究を行う．また，研究の進捗状況について随時報告書の
作成を行い，文書記述能力の向上を目指す．更に，適宜ゼミ全体の進捗状況報告会を行い，プレゼ
ンテーション能力を養う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

・自ら課題（問題点）を発見し，それを解決するための手続きや調査方法を提案することができる
・他者に自分の取り組み内容および自分の考えを伝えることができる
・卒業研究として取り組んだ内容を論文としてまとめることができる
・Word, Excel を利用して報告書を作成できる
・PowerPoint を利用してプレゼンテーション資料を作成し，発表できる

テキスト（教科書） 受講者と相談の上，指示する．
参考書および参考文献  

受講条件 必修科目
目的意識を持ち，意欲的に活動する学生を希望する．

事前・事後学修（内容・時間）

教員が教授する内容にとどまらず，より一層知識の幅を広げられるよう自ら様々なことを調べて
実践できるように努めること．卒業研究テーマについて，授業時間以外を使って研究に取り組むこ
と．（授業時間は，進捗報告，不明点の解決，次のステップの検討のための議論，などに使う）

予習・復習）
研究テーマに関する調査およびまとめノートの作成を行うこと．ゼミ時間の際に，教員に進捗報告
をできるように資料を準備すること．（毎週計3時間程度，45時間相当）

成績評価
研究発表および卒業論文から総合的に評価する．また，創造祭で行われる中間発表会，学科で行われる卒業研究発表会へ
の参加を必須とする．
授業や行事の無断欠席は認めない．ゼミ時間のみならず，空き時間にも積極的に課題に取り組むこと．
評価項目 割合 評価基準

研究発表 50% 卒業研究の進捗報告，中間発表，卒業研究発表の内容を総合的に評価す
る

卒業論文（および成果物） 50% 卒業論文（成果物がある場合は成果物の質等）の内容について評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　ガイダンス（春学期進捗状況および活動計画の再確認）
第 02 回　（講義・演習）個別課題の検討1
第 03 回　（講義・演習）個別課題の検討2
第 04 回　（講義・演習）個別課題の検討3
第 05 回　（講義・演習）個別課題の検討4
第 06 回　（講義・演習）個別課題の検討5
第 07 回　（講義・演習）個別課題の検討6
第 08 回　（講義・演習）個別課題の検討7
第 09 回　（講義・演習）個別課題の検討8
第 10 回　（講義・演習）個別課題の検討9
（＊この間，適宜，進捗状況報告会を行う）
第 11 回　（講義・演習）研究のまとめ
第 12 回　（演習）卒業論文・アブストラクトの作成1
第 13 回　（演習）卒業論文・アブストラクトの作成2
第 14 回　（演習）卒業論文・アブストラクトの作成3
第 15 回　（演習）卒業研究発表会準備

なお，大学文化祭（創造祭）では卒業研究中間発表を行う．

レポート等については授業内でフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメール
を用いて個別コメント（修正指示等）を返却する．
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58518
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要
専門ゼミナール3，4では，専門ゼミナール1，2で習得したICTに関する基礎知識を基に，個別に設
定した課題について年間を通じて調査研究を行う．また，研究の進捗状況について随時報告書の
作成を行い，文書記述能力の向上を目指す．更に，適宜ゼミ全体の進捗状況報告会を行い，プレゼ
ンテーション能力を養う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎ △ △ ◎ ◎ ◯  

到達目標

・自ら課題（問題点）を発見し，それを解決するための手続きや調査方法を提案することができる
・他者に自分の取り組み内容および自分の考えを伝えることができる
・卒業研究として取り組んだ内容を論文としてまとめることができる
・Word, Excel を利用して報告書を作成できる
・PowerPoint を利用してプレゼンテーション資料を作成し，発表できる

テキスト（教科書） 受講者と相談の上，指示する．
参考書および参考文献  

受講条件 必修科目
目的意識を持ち，意欲的に活動する学生を希望する．

事前・事後学修（内容・時間）

教員が教授する内容にとどまらず，より一層知識の幅を広げられるよう自ら様々なことを調べて
実践できるように努めること．卒業研究テーマについて，授業時間以外を使って研究に取り組むこ
と．（授業時間は，進捗報告，不明点の解決，次のステップの検討のための議論，などに使う）

予習・復習）
研究テーマに関する調査およびまとめノートの作成を行うこと．ゼミ時間の際に，教員に進捗報告
をできるように資料を準備すること．（毎週計3時間程度，45時間相当）

成績評価
研究発表および卒業論文から総合的に評価する．また，創造祭で行われる中間発表会，学科で行われる卒業研究発表会へ
の参加を必須とする．
授業や行事の無断欠席は認めない．ゼミ時間のみならず，空き時間にも積極的に課題に取り組むこと．
評価項目 割合 評価基準

研究発表 50% 卒業研究の進捗報告，中間発表，卒業研究発表の内容を総合的に評価す
る

卒業論文（および成果物） 50% 卒業論文（成果物がある場合は成果物の質等）の内容について評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 01 回　ガイダンス（春学期進捗状況および活動計画の再確認）
第 02 回　（講義・演習）個別課題の検討1
第 03 回　（講義・演習）個別課題の検討2
第 04 回　（講義・演習）個別課題の検討3
第 05 回　（講義・演習）個別課題の検討4
第 06 回　（講義・演習）個別課題の検討5
第 07 回　（講義・演習）個別課題の検討6
第 08 回　（講義・演習）個別課題の検討7
第 09 回　（講義・演習）個別課題の検討8
第 10 回　（講義・演習）個別課題の検討9
（＊この間，適宜，進捗状況報告会を行う）
第 11 回　（講義・演習）研究のまとめ
第 12 回　（演習）卒業論文・アブストラクトの作成1
第 13 回　（演習）卒業論文・アブストラクトの作成2
第 14 回　（演習）卒業論文・アブストラクトの作成3
第 15 回　（演習）卒業研究発表会準備

なお，大学文化祭（創造祭）では卒業研究中間発表を行う．

レポート等については授業内でフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメール
を用いて個別コメント（修正指示等）を返却する．

ナンバリング BAIM4008

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58519
科目 5851 専門ゼミナール４ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要

近年，GPS(Global Positioning System)をはじめとした衛星位置計測システムが組み込まれた
携帯端末（スマートフォン等）の個人利用が広がり，地理空間情報を活用したサービスがさらに身
近になりつつある．本ゼミナールでは，地理空間情報サービスと具体的な測位手法をテーマに，文
献の輪読・議論や文献調査、実験などを通じて科学的な思考方法や論理的な表現方法について学
ぶ．
具体的には，各自卒論論文のテーマを決定し，文献調査やアンケート・実験などによるデータ収集
や卒業論文の執筆を行う．卒業研究に取り組んだ内容をレポートとしてまとめ，各授業回で進捗報
告を実施し，その内容についてメンバー全員でディスカッションを行う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 ◎ △ △ ◎ ◎ 〇  

到達目標
・自分の考えをレポートにまとめ，論理的に発表・議論することができる．
・自分で課題を発見し，卒業研究のためのテーマとして具体化できる．
・地理空間情報サービスや位置計測手段に関する基本的な用語について解説できる

テキスト（教科書） 適宜，授業内で指示する．
参考書および参考文献 適宜，授業内で指示する．
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）

【事前学習（90分×15回）】
・自分の担当回に向けて，文献調査や実験など研究を進めレジュメの準備を行う
【事後学習（90分×15回）】
・各回の授業で学習した内容について復習し，ノートにまとめる
・授業中の不明点や登場した専門用語についてインターネットなどで調査し疑問点を解消してお
く

成績評価
担当回の報告内容や中間報告の内容と議論への参加度、卒業論文の内容によって評価を行う．無断欠席は認めない．やむ
を得ず欠席する場合は事前に必ず担当教員に連絡すること．
創造祭で行われる中間発表会や学科で行われる卒業研究発表会などは，原則参加とする．
評価項目 割合 評価基準
各回の報告と中間報告の内容、議論
への参加 20% 報告内容や議論への参加の積極性を評価する

卒業論文、発表 80% 研究課題に対する理解度、内容や表現が適切か評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス、春学期の振り返り
第2回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第3回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第4回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第5回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第6回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第7回　（講義・演習）文献調査や研究内容の発表・議論
第8回　（講義・演習）ゼミ内中間報告
第9回　（講義・演習）卒業研究報告会に向けた準備
第10回　（講義・演習）卒業研究報告会に向けた準備
第11回　（講義・演習）卒業研究報告会に向けた準備
第12回　（講義・演習）卒業研究報告会に向けた準備
第13回　（講義・演習）卒業研究報告会に向けた準備
第14回　（講義・演習）卒業研究報告会に向けた準備
第15回　（講義）最終報告

各回の授業では，卒論論文のテーマにもとづいて自分で収集した文献や研究内容をレポートとし
てまとめ，各自で発表を行う．発表内容に対してはディスカッションを行い，その内容に関して口頭
でフィードバックを行う．

ナンバリング BAIM4008
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 570A0
科目 570A 職業研究 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者 鈴木　宏幸

授業概要

　この講義においては、キャリアを考えるために考える切り口として、以下の項目を念頭に理解促進を図
る。
　Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル

　具体的には、以下の項目の理解促進を図る。
　１）事業の業界動向・社会ニーズ、２）ビジネスの基礎知識、３）社会における自らの価値、
　４）自らのセルフポジショニング、５）社会貢献意識、６）あきらめない精神/プロ意識

　この科目では様々なキャリアを知ることで、学生１人ひとりの選択肢の幅、物の見方が更新されることを
目的としている。さまざまなキャリアを歩んできている人材と接する機会を提供し、彼らがどのようなキャ
リアを歩んできているのか、キャリア発達という軸のもと、提示していく。この科目は当該授業内容に関す
る実務経験を有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    ◎  

到達目標

　学科の卒業認定・学位授与方針「変化する情報ビジネス社会において、自律的・積極的に知識探究する
意欲と能力を備えている」に沿ったもので、その目的達成に向けた当授業の到達目標は以下の通りである。
　①キャリアデザインの基本的な必要性や概要について説明できる。
　②外部講師の話を理解し、自身のものの見方を更新することができる。
　③自身のキャリア観、キャリア像について他人に説明することができる。

テキスト（教科書） 学就Book 第4版 日経HR ISBN: 978-4-89112-167-9
参考書および参考文献 適宜、レジュメにて資料を配布する予定である。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

①講義前で指示された課題テーマについて事前に学習準備を行う。Classroomに掲示された資料等を精
読する。
（各回×60分程度）
②外部講師等による講演や講義について、Classroomに掲示された資料等を活用してレポートを作成す
る。（各回×60分程度）
③最終課題についてレポートを作成する。
（120分程度）

成績評価
リアクションペーパーや最終課題等の提出状況等から、授業の到達目標がどの程度達成できているか総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
リアクションペーパー 30% 課題に対する内容・記述の適切性を評価する。
最終課題 70% 課題への取り組み結果、真摯な取り組み姿勢等を総合的に評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

キャリア講義資料、外部企業の講師、キャリアセンターによる講義を通じて、毎回の授業で、自分ごとに落
とし込んで、「Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル」を考察
検討し、錬成する。

第１回　（講義）ガイダンス
第２回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第３回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第４回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第５回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第６回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第７回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅠ
第８回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅡ
第９回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第10回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第11回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第12回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第13回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第14回　（講義）これまでのまとめ、振り返り、課題への取り組み
第15回　（講義）一人ひとりのキャリア形成に向けて

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAJM1001
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 570A0
科目 570A 職業研究 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者 鈴木　宏幸

授業概要

　この講義においては、キャリアを考えるために考える切り口として、以下の項目を念頭に理解促進を図
る。
　Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル

　具体的には、以下の項目の理解促進を図る。
　１）事業の業界動向・社会ニーズ、２）ビジネスの基礎知識、３）社会における自らの価値、
　４）自らのセルフポジショニング、５）社会貢献意識、６）あきらめない精神/プロ意識

　この科目では様々なキャリアを知ることで、学生１人ひとりの選択肢の幅、物の見方が更新されることを
目的としている。さまざまなキャリアを歩んできている人材と接する機会を提供し、彼らがどのようなキャ
リアを歩んできているのか、キャリア発達という軸のもと、提示していく。この科目は当該授業内容に関す
る実務経験を有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    ◎  

到達目標

　学科の卒業認定・学位授与方針「変化する情報ビジネス社会において、自律的・積極的に知識探究する
意欲と能力を備えている」に沿ったもので、その目的達成に向けた当授業の到達目標は以下の通りである。
　①キャリアデザインの基本的な必要性や概要について説明できる。
　②外部講師の話を理解し、自身のものの見方を更新することができる。
　③自身のキャリア観、キャリア像について他人に説明することができる。

テキスト（教科書） 学就Book 第4版 日経HR ISBN: 978-4-89112-167-9
参考書および参考文献 適宜、レジュメにて資料を配布する予定である。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

①講義前で指示された課題テーマについて事前に学習準備を行う。Classroomに掲示された資料等を精
読する。
（各回×60分程度）
②外部講師等による講演や講義について、Classroomに掲示された資料等を活用してレポートを作成す
る。（各回×60分程度）
③最終課題についてレポートを作成する。
（120分程度）

成績評価
リアクションペーパーや最終課題等の提出状況等から、授業の到達目標がどの程度達成できているか総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
リアクションペーパー 30% 課題に対する内容・記述の適切性を評価する。
最終課題 70% 課題への取り組み結果、真摯な取り組み姿勢等を総合的に評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

キャリア講義資料、外部企業の講師、キャリアセンターによる講義を通じて、毎回の授業で、自分ごとに落
とし込んで、「Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル」を考察
検討し、錬成する。

第１回　（講義）ガイダンス
第２回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第３回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第４回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第５回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第６回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第７回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅠ
第８回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅡ
第９回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第10回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第11回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第12回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第13回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第14回　（講義）これまでのまとめ、振り返り、課題への取り組み
第15回　（講義）一人ひとりのキャリア形成に向けて

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAJM1001

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57020
科目 5702 キャリア形成 授業種別 週間授業
担当教員 鈴木　宏幸 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　この講義においては、キャリアを考えるために考える切り口として、以下の項目を念頭に理解促進を図
る。
　Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル

　具体的には、以下の項目の理解促進を図る。
　１）事業の業界動向・社会ニーズ、２）ビジネスの基礎知識、３）社会における自らの価値、
　４）自らのセルフポジショニング、５）社会貢献意識、６）あきらめない精神/プロ意識

　この科目では様々なキャリアを知ることで、学生１人ひとりの選択肢の幅、物の見方が更新されることを
目的としている。さまざまなキャリアを歩んできている人材と接する機会を提供し、彼らがどのようなキャ
リアを歩んできているのか、キャリア発達という軸のもと、提示していく。この科目は当該授業内容に関す
る実務経験を有する教員等がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◯    ◎  

到達目標

　学科の卒業認定・学位授与方針「変化する情報ビジネス社会において、自律的・積極的に知識探究する
意欲と能力を備えている」に沿ったもので、その目的達成に向けた当授業の到達目標は以下の通りである。
　①キャリアデザインの基本的な必要性や概要について説明できる。
　②外部講師の話を理解し、自身のものの見方を更新することができる。
　③自身のキャリア観、キャリア像について他人に説明することができる。

テキスト（教科書） 学就Book 第4版 日経HR ISBN: 978-4-89112-167-9
参考書および参考文献 適宜、レジュメにて資料を配布する予定である。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

①講義前で指示された課題テーマについて事前に学習準備を行う。Classroomに掲示された資料等を精
読する。
（各回×60分程度）
②外部講師等による講演や講義について、Classroomに掲示された資料等を活用してレポートを作成す
る。（各回×60分程度）
③最終課題についてレポートを作成する。
（120分程度）

成績評価
リアクションペーパーや最終課題等の提出状況等から、授業の到達目標がどの程度達成できているか総合的に評価する。
評価項目 割合 評価基準
リアクションペーパー 30% 課題に対する内容・記述の適切性を評価する。
最終課題 70% 課題への取り組み結果、真摯な取り組み姿勢等を総合的に評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

キャリア講義資料、外部企業の講師、キャリアセンターによる講義を通じて、毎回の授業で、自分ごとに落
とし込んで、「Ⅰ.自分の人生、自分の価値観、Ⅱ.自分が就きたい職業、Ⅲ.自分が身につけるスキル」を考察
検討し、錬成する。

第１回　（講義）ガイダンス
第２回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第３回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第４回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第５回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第６回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第７回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅠ
第８回　（講義）キャリアデザインについて考察するⅡ
第９回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第10回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第11回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第12回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第13回　（講義）様々なキャリアについて知る機会を得て考察する
第14回　（講義）これまでのまとめ、振り返り、課題への取り組み
第15回　（講義）一人ひとりのキャリア形成に向けて

課題については、授業内の質問に対してフィードバックを行う。

※スケジュールの詳細については、初回のガイダンスにて説明する。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAJM1001
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57040
科目 5704 社会人基礎 授業種別 週間授業
担当教員 中村　洋子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

社会人として働くためには、業種や業界に関わらずに共通に必要とされる能力があります。
それらを身につけることで仕事の成果があがり周囲とのコミュ二ケーションを円滑にすすめることができ
ます。授業では、どのような行動をとれば社会で必要とされる能力を身につけることができるのかを考えて
いきます。本科目は、メンタルヘルスや傾聴方法に関する臨床心理士の実務経験を有する講師が講義を行
う科目です。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎   ◎ ◎  

到達目標

社会人として自立していくためには、自らの意思で仕事に取り組む主体性や日々の出来事に対して深く考察
する課題発見力、ネガティブな感情を抱えながら仕事に向き合っていくストレス耐性が求められます。ま
た社会人としての信頼や責任を得ていくためには、倫理観、傾聴力、マナーを身につけていくことが必要で
す。授業では、社会で適応していく力を備えるためのスキルの習得を目標としていきます。

①社会において求められる基本的なマナーを理解する。また知識として習得したマナーを実際の社会で応
用していくための対人接触力を身に付けていく。
②コンセンサスワーク（集団の合意形成）を通して一人称で物事を考えることができる力、疑問を持ち自律
的な考え方ができる力、多様な人々と協働できる力を習得していく。
③発信力、傾聴力、今ここでの状況を客観的に把握できる力を養うことで、適度な対人的距離を築いていく
力ならびにストレスとの向き合い方を理解し社会で応用できるようにしていく。

  以上を到達目標とし、グループ演習やディスカッションなどを取り入れた能動的な授業を行っていき ま
す。

テキスト（教科書）
テキスト
書名：よくわかる改訂3版　自信がつくビジネスマナー
著者名・発行所：FOM出版
ISBN：978-4-86510-377-9

参考書および参考文献 授業内で必要に応じて教員の補足資料を適宜配布する。

受講条件 必須科目
履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）

①毎回、新聞の記事に注意を払い読むようにする（第1回～15回　30分程度）
②毎授業前に指定箇所まで教科書を読んでおくこと（第1回～15回　30分程度）
③社会人として目標とする人のどこに惹かれるのか言語化ができるように意識をする。
④第16回定期試験　定期試験範囲の復習を行うこと（第14回～15回　120分）

その都度、必要に応じて指示をします。
成績評価
授業の到達目標がどの程度できているかで総合的に評価します。
出席率は80%以上で遅刻などは減点の対象とします。原則として毎回出席をして下さい。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 75% 筆記試験にて理解度を確認します。
課題レポート 25% 課題に対する適切な内容、記述になっているのかを評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　オリエンテーション「他人から見たわたし」自己理解と他者理解  （講義）
第2回　自己紹介　(グループワーク) （演習）
第3回　社会人基礎力とは？　自己の価値観の気づき（講義）
第4回　聴く力（傾聴力）話す力・質問する力（講義）
第5回　ビジネスマナーの概要　就業中のルール　基本的な挨拶（講義）
第6回　職場のマナー　服装と身だしなみ・表情・立ち居振舞い（講義）
第7回　PDCAサイクル　紙テープを使って（グル―プワーク）（演習）
第8回　敬語 　接遇用語　クッション言葉　尊敬語と謙譲語の使い分け（講義）
第9回　報告・連絡・相談　事例　（グループワーク）（演習）
第10回　電話の基本マナー　ビジネスメールの基本マナー（講義）
第11回　ビジネス文書の基礎知識　文章の書き方（講義）
第12回　訪問時・来客時の基本マナー　出張時のマナー（講義）
第13回　組織においての受容と主張①　コンセンサス（グループワーク）（演習）
第14回　組織においての受容と主張②　コンセンサス（グループワーク）（演習）
第15回　メンタルヘルス　ストレスマネジメント　ストレスの対処法（講義）

※ただし受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。
　講義内容の質疑については講義内で回答します。

ナンバリング BAJM2003
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57040
科目 5704 社会人基礎 授業種別 週間授業
担当教員 中村　洋子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

社会人として働くためには、業種や業界に関わらずに共通に必要とされる能力があります。
それらを身につけることで仕事の成果があがり周囲とのコミュ二ケーションを円滑にすすめることができ
ます。授業では、どのような行動をとれば社会で必要とされる能力を身につけることができるのかを考えて
いきます。本科目は、メンタルヘルスや傾聴方法に関する臨床心理士の実務経験を有する講師が講義を行
う科目です。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎   ◎ ◎  

到達目標

社会人として自立していくためには、自らの意思で仕事に取り組む主体性や日々の出来事に対して深く考察
する課題発見力、ネガティブな感情を抱えながら仕事に向き合っていくストレス耐性が求められます。ま
た社会人としての信頼や責任を得ていくためには、倫理観、傾聴力、マナーを身につけていくことが必要で
す。授業では、社会で適応していく力を備えるためのスキルの習得を目標としていきます。

①社会において求められる基本的なマナーを理解する。また知識として習得したマナーを実際の社会で応
用していくための対人接触力を身に付けていく。
②コンセンサスワーク（集団の合意形成）を通して一人称で物事を考えることができる力、疑問を持ち自律
的な考え方ができる力、多様な人々と協働できる力を習得していく。
③発信力、傾聴力、今ここでの状況を客観的に把握できる力を養うことで、適度な対人的距離を築いていく
力ならびにストレスとの向き合い方を理解し社会で応用できるようにしていく。

  以上を到達目標とし、グループ演習やディスカッションなどを取り入れた能動的な授業を行っていき ま
す。

テキスト（教科書）
テキスト
書名：よくわかる改訂3版　自信がつくビジネスマナー
著者名・発行所：FOM出版
ISBN：978-4-86510-377-9

参考書および参考文献 授業内で必要に応じて教員の補足資料を適宜配布する。

受講条件 必須科目
履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）

①毎回、新聞の記事に注意を払い読むようにする（第1回～15回　30分程度）
②毎授業前に指定箇所まで教科書を読んでおくこと（第1回～15回　30分程度）
③社会人として目標とする人のどこに惹かれるのか言語化ができるように意識をする。
④第16回定期試験　定期試験範囲の復習を行うこと（第14回～15回　120分）

その都度、必要に応じて指示をします。
成績評価
授業の到達目標がどの程度できているかで総合的に評価します。
出席率は80%以上で遅刻などは減点の対象とします。原則として毎回出席をして下さい。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 75% 筆記試験にて理解度を確認します。
課題レポート 25% 課題に対する適切な内容、記述になっているのかを評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　オリエンテーション「他人から見たわたし」自己理解と他者理解  （講義）
第2回　自己紹介　(グループワーク) （演習）
第3回　社会人基礎力とは？　自己の価値観の気づき（講義）
第4回　聴く力（傾聴力）話す力・質問する力（講義）
第5回　ビジネスマナーの概要　就業中のルール　基本的な挨拶（講義）
第6回　職場のマナー　服装と身だしなみ・表情・立ち居振舞い（講義）
第7回　PDCAサイクル　紙テープを使って（グル―プワーク）（演習）
第8回　敬語 　接遇用語　クッション言葉　尊敬語と謙譲語の使い分け（講義）
第9回　報告・連絡・相談　事例　（グループワーク）（演習）
第10回　電話の基本マナー　ビジネスメールの基本マナー（講義）
第11回　ビジネス文書の基礎知識　文章の書き方（講義）
第12回　訪問時・来客時の基本マナー　出張時のマナー（講義）
第13回　組織においての受容と主張①　コンセンサス（グループワーク）（演習）
第14回　組織においての受容と主張②　コンセンサス（グループワーク）（演習）
第15回　メンタルヘルス　ストレスマネジメント　ストレスの対処法（講義）

※ただし受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。
　講義内容の質疑については講義内で回答します。

ナンバリング BAJM2003

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57050
科目 5705 キャリア開発１ 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　実用的な数的事例を対象にして、専門科目の理解ならびに就業時に求められる数的思考力を修
得する。また、多くの情報の中から必要な情報を整理して抜き出し、物事を抽象的に捉えて理論的
かつ合理的に思考する力、さらにより多くの事項に応用できる力を修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎ △     

到達目標

・物事を割合と比の概念により抽象化し、実用的な数的事例に応用できる。
・発生し得る状況を整理し、その組み合わせや確率を定量的に表すことができる。
・与えられた数的情報を正しく抽出して、必要な定量的情報を求めることができる。
・与えられた状況を正しく判断し、分かっていること、分かること、求めるべきことを整理して正し
く結びつけ、説明できる。

テキスト（教科書） 2027年度版　大手・人気企業突破　SPI3問題集≪完全版≫
　著者名： SPI3対策研究所　出版社：高橋書店　　ISBN：978-4471441050

参考書および参考文献 講義の中で適宜提示する。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

単元毎に出される事前問題に取り組むこと（15回／90分程度）
単元毎に出される演習問題・復習問題に取り組むこと（15回／90分程度）
なお、授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目
を通し予習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。事前・事後学習に当たっては、分
からない部分等を科目担当教員に質問するとともに、サポートセンター内の学習支援（個別指導）
を積極的に活用し、理解できるように努めること。

成績評価
　講義および補習に規程回数以上出席した学生に対して、中間テスト（40%）および期末テスト（40%）、課題（20%）によ
り評価する。
評価項目 割合 評価基準
中間テスト 40% 筆記試験にて理解度を確認する。
定期テスト 40% 筆記試験にて理解度を確認する。
課題 20% 自宅学習にて理解度を定着させる。
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス・情報の整理-精算の基本
第2回　（講義）情報の整理-精算の応用
第3回　（講義）情報の整理-推論
第4回　（講義）情報の整理-濃度算
第5回　（講義）情報の整理-速度算
第6回　（講義）情報の整理-順列・組合せ
第7回　（講義）情報の整理-確率
第8回　（講義）情報の整理-集合
第9回　（講義）前半部分の総復習・確認
第10回　（講義）抽象化の理解-表計算・資料解釈
第11回　（講義）抽象化の理解-長文の計算
第12回　（講義）抽象化の理解-損益算
第13回　（講義）抽象化の理解-仕事算・分割払い
第14回　（講義）抽象化の理解-売買の条件
第15回　（講義）抽象化の理解-グラフの領域

履修学生の習熟度により授業計画を変更することもある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対する
フィードバックを行う。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAAM1035
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57052
科目 5705 キャリア開発１ 授業種別 週間授業
担当教員 中島　剛 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　実用的な数的事例を対象にして、専門科目の理解ならびに就業時に求められる数的思考力を修
得する。また、多くの情報の中から必要な情報を整理して抜き出し、物事を抽象的に捉えて理論的
かつ合理的に思考する力、さらにより多くの事項に応用できる力を修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎ △     

到達目標

・物事を割合と比の概念により抽象化し、実用的な数的事例に応用できる。
・発生し得る状況を整理し、その組み合わせや確率を定量的に表すことができる。
・与えられた数的情報を正しく抽出して、必要な定量的情報を求めることができる。
・与えられた状況を正しく判断し、分かっていること、分かること、求めるべきことを整理して正し
く結びつけ、説明できる。

テキスト（教科書） 2024年度版 大手・人気企業突破　SPI3問題集≪完全版≫
著者名： SPI3対策研究所　出版社：高橋書店　　ISBN： 978-4471500252

参考書および参考文献 講義の中で適宜提示する。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

単元毎に出される事前問題に取り組むこと（15回／90分程度）
単元毎に出される演習問題・復習問題に取り組むこと（15回／90分程度）
なお、授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目
を通し予習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。事前・事後学習に当たっては、分
からない部分等を科目担当教員に質問するとともに、サポートセンター内の学習支援（個別指導）
を積極的に活用し、理解できるように努めること。

成績評価
　講義および補習に規程回数以上出席した学生に対して、中間テスト（40%）および期末テスト（40%）、課題（20%）によ
り評価する。
評価項目 割合 評価基準
中間テスト 40% 筆記試験にて理解度を確認する。
定期テスト 40% 筆記試験にて理解度を確認する。
課題 20% 自宅学習にて理解度を定着させる。
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス・情報の整理-精算の基本
第2回　（講義）情報の整理-精算の応用
第3回　（講義）情報の整理-推論
第4回　（講義）情報の整理-濃度算
第5回　（講義）情報の整理-速度算
第6回　（講義）情報の整理-順列・組合せ
第7回　（講義）情報の整理-確率
第8回　（講義）情報の整理-集合
第9回　（講義）前半部分の総復習・確認
第10回　（講義）抽象化の理解-表計算・資料解釈
第11回　（講義）抽象化の理解-長文の計算
第12回　（講義）抽象化の理解-損益算
第13回　（講義）抽象化の理解-仕事算・分割払い
第14回　（講義）抽象化の理解-売買の条件
第15回　（講義）抽象化の理解-グラフの領域

※課題の内容については、授業内で質問や疑問等に対してフィードバックを行う。
※履修学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1035
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57052
科目 5705 キャリア開発１ 授業種別 週間授業
担当教員 中島　剛 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　実用的な数的事例を対象にして、専門科目の理解ならびに就業時に求められる数的思考力を修
得する。また、多くの情報の中から必要な情報を整理して抜き出し、物事を抽象的に捉えて理論的
かつ合理的に思考する力、さらにより多くの事項に応用できる力を修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎ △     

到達目標

・物事を割合と比の概念により抽象化し、実用的な数的事例に応用できる。
・発生し得る状況を整理し、その組み合わせや確率を定量的に表すことができる。
・与えられた数的情報を正しく抽出して、必要な定量的情報を求めることができる。
・与えられた状況を正しく判断し、分かっていること、分かること、求めるべきことを整理して正し
く結びつけ、説明できる。

テキスト（教科書） 2024年度版 大手・人気企業突破　SPI3問題集≪完全版≫
著者名： SPI3対策研究所　出版社：高橋書店　　ISBN： 978-4471500252

参考書および参考文献 講義の中で適宜提示する。

受講条件 必修科目である。
※原則として毎回出席すること。

事前・事後学修（内容・時間）

単元毎に出される事前問題に取り組むこと（15回／90分程度）
単元毎に出される演習問題・復習問題に取り組むこと（15回／90分程度）
なお、授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目
を通し予習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。事前・事後学習に当たっては、分
からない部分等を科目担当教員に質問するとともに、サポートセンター内の学習支援（個別指導）
を積極的に活用し、理解できるように努めること。

成績評価
　講義および補習に規程回数以上出席した学生に対して、中間テスト（40%）および期末テスト（40%）、課題（20%）によ
り評価する。
評価項目 割合 評価基準
中間テスト 40% 筆記試験にて理解度を確認する。
定期テスト 40% 筆記試験にて理解度を確認する。
課題 20% 自宅学習にて理解度を定着させる。
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　（講義）ガイダンス・情報の整理-精算の基本
第2回　（講義）情報の整理-精算の応用
第3回　（講義）情報の整理-推論
第4回　（講義）情報の整理-濃度算
第5回　（講義）情報の整理-速度算
第6回　（講義）情報の整理-順列・組合せ
第7回　（講義）情報の整理-確率
第8回　（講義）情報の整理-集合
第9回　（講義）前半部分の総復習・確認
第10回　（講義）抽象化の理解-表計算・資料解釈
第11回　（講義）抽象化の理解-長文の計算
第12回　（講義）抽象化の理解-損益算
第13回　（講義）抽象化の理解-仕事算・分割払い
第14回　（講義）抽象化の理解-売買の条件
第15回　（講義）抽象化の理解-グラフの領域

※課題の内容については、授業内で質問や疑問等に対してフィードバックを行う。
※履修学生の習熟度により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1035

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57060
科目 5706 キャリア開発２ 授業種別 週間授業
担当教員 中村　洋子 単位数 2
その他担当者  

授業概要
社会人として信頼を得るためには、常識とされる基礎知識や社会の動きを読み取る鋭敏な感覚、自らの
考えを表明できる伝達力が求められます。授業では、就職活動を見据え、自己分析で自己を顧みながら社
会で必要とされる能力を体得していきます。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎   ◎ ◎  

到達目標

キャリアは開発するという志向のもと,就職活動や社会生活に必要な一般常識や文章作成などのスキル
を習得していきます。また他人の視点で物事を考えられる力を養い、社会で有用される能力を獲得してい
きます。さらに自己分析により俯瞰的に自己を認識していくことで自己表現ができる力を身につけていく
ことを目標とします。

①就職試験に必要な一般常識を習得し、エントリーシートや履歴書などの文章能力を身につける。
②自己分析により自分自身を認識し、なぜ働くのか、どんな職業に就きたいのかを明確にしていきながら
志望企業やキャリアを積む上で自らが獲得していきたい将来像をイメージしていく。
③時事問題に意識を向けることで社会の動向に対してアンテナを張りニュースや出来事に対して自分自
身の考えを表現していく力を身につけていく。

以上を到達目標としていきます。授業では、グループ演習やディスカッションを取り入れるなど、自らの意
思や考えを発信できる力を養っていきます。

テキスト（教科書）
テキスト
書名：SPI3&テストセンター完全対策　2027年度版
著書名：実務教育出版
ISBN：978-4-7889-8368-7

参考書および参考文献 教員作成の補足資料を適宜配布する。

受講条件 必修科目
履修条件はありません。

事前・事後学修（内容・時間）

①授業毎に指定箇所までテキストを読み予習すること。（第1回～15回  60分程度）
②ニュースや新聞を毎日見ること。ニュースに対する自分自身の捉え方の傾向を意識すること。
　（第1回～15回  60分程度）
③授業内で指示する内容について事前に調べて授業に参加すること。
　（第2回～15回 60分程度）
④第16回定期試験　定期試験の範囲の復習を行うこと（第14回～15回　120分）

その都度、必要に応じて指示をします。
成績評価
授業の到達目標がどの程度できているかで総合的に評価します。
出席率は80%以上で遅刻などは減点の対象とします。原則として毎回出席をして下さい。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 75% 筆記試験にて理解度を確認します。
課題レポート 25% 課題に対する適切な内容、記述になっているのかを評価します。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1回　ガイダンス　学生と社会人の違い　社会人として求められる資質（講義）
第2回　SPI対策：言語（同意語）「私の価値観」価値観シート　ワーク（講義）
第3回　SPI対策：言語（反意語）　エゴグラム　働く意義を考える　（講義）
第4回　SPI対策：言語（二語関係）コミュニケーションの検討のために①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（グループワーク）（演習）
第5回　SPI対策：言語（熟語）コミュニケーションの検討のために②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（グループワーク）（演習）
第6回　SPI対策：言語（語の用法）自己分析　会社選びのこだわりと優先順位（講義）
第7回　SPI対策：言語（長文読解）自己分析　過去から現在までの自分（講義）
第8回　SPI対策：言語（文章の並び替え）自己分析①（グループワーク）（演習）
第9回　SPI対策：言語　振り返り　自己分析②（グループワーク）（演習）
第10回　SPI対策：模擬問題　　自己分析③（グループワーク）（演習）
第11回　一般常識　好感をもたれる履歴書の書き方　志望動機シート（講義）
第12回　一般常識　自己PRシートを完成させよう　「私のセールスポイント」（講義）
第13回　一般常識　面接試験について　面接での受け答え（講義）
第14回　時事問題　面接に役立てよう　短所を長所に言い換える　リフレーミング（講義）
第15回　時事問題　企業研究の方法　企業研究シートを完成させよう（講義）

※ただし受講学生の習熟度により授業計画を変更することもあります。
　講義内容の質疑については講義内で回答します。

ナンバリング BAJM2004
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期～秋学期 授業コード 57070

科目 5707 就業体験講座 授業種別 春学期（集中講義）、秋学期（集中
講義）

担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者 鈴木　宏幸

授業概要
経営学では、企業や行政組織の仕組みや、経済的、人間的、技術的な諸側面が、より広範な社会科
学では、(個々の組織が置かれる)社会・経済上の政策や制度、構造が考察される。この授業は、①
実際の企業や行政・立法機関の見学を通して、現代の経営に関する諸問題の理解を深めるととも
に、②参加者に各自の将来の進路を考える契機を提供することを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性       ◎  

到達目標 参加者が、①事前学習と企業訪問を通して現代社会を支える多様な産業や(企業)組織に接し、②そ
れらの役割や機能、課題を学び、また、③各自の就業について考えられるようになること。

テキスト（教科書） 特に指定しない。
参考書および参考文献  
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）
①日頃から新聞などを通してニュース等に接し、地域の企業や行政機関が直面する課題について
の知識を吸収するとともに(2.5時間×15回を適宜分散)、②計4回の課題レポートの作成作業を行
うこと(各回3時間程度)。

成績評価
3回の企業見学とその事前・事後学習に関するレポート、および体験講座報告会での発表(または最終レポート)によって評
価する。なお、事前連絡を伴わない見学・講義の欠席は、失格対象となることがあるので注意すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート 70%程度 各自が関心をもつ関連テーマに関するレポートの作成
最終レポート 30%程度 レポートと発表の適切性
   
   

授業の実施方法と授業計画

この授業は、4回それぞれが講義と演習(レポート作成および学外見学から構成される。状況によ
り、見学を学内研修とレポート作成などにより代替することがある。

4月ガイダンス  履修上の注意の説明(講義)
第1回   第1回見学・講義と事前学習・春学期授業終了直後(8月上旬)(講義・演習)
第2回     〃
第3回     〃
第4回     〃
第5回     〃
第6回   第2回見学・講義と事前学習・秋学期授業開始直前(9月下旬)(講義・演習)
第7回     〃
第8回     〃
第9回     〃
第10回     〃
第11回   第3回見学と事前学習・秋学期授業終了直後(2月上旬)(講義・演習)
第12回     〃
第13回     〃
第14回  最終レポートの作成および発表会(〃)(講義・演習)
第15回     〃

授業計画と日程は、見学先や外部講師の都合等により変更する場合がある。レポートは、適切な範
囲でフィードバックを行う。

ナンバリング BAJM1002
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期～秋学期 授業コード 57070

科目 5707 就業体験講座 授業種別 春学期（集中講義）、秋学期（集中
講義）

担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者 鈴木　宏幸

授業概要
経営学では、企業や行政組織の仕組みや、経済的、人間的、技術的な諸側面が、より広範な社会科
学では、(個々の組織が置かれる)社会・経済上の政策や制度、構造が考察される。この授業は、①
実際の企業や行政・立法機関の見学を通して、現代の経営に関する諸問題の理解を深めるととも
に、②参加者に各自の将来の進路を考える契機を提供することを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性       ◎  

到達目標 参加者が、①事前学習と企業訪問を通して現代社会を支える多様な産業や(企業)組織に接し、②そ
れらの役割や機能、課題を学び、また、③各自の就業について考えられるようになること。

テキスト（教科書） 特に指定しない。
参考書および参考文献  
受講条件 必修科目

事前・事後学修（内容・時間）
①日頃から新聞などを通してニュース等に接し、地域の企業や行政機関が直面する課題について
の知識を吸収するとともに(2.5時間×15回を適宜分散)、②計4回の課題レポートの作成作業を行
うこと(各回3時間程度)。

成績評価
3回の企業見学とその事前・事後学習に関するレポート、および体験講座報告会での発表(または最終レポート)によって評
価する。なお、事前連絡を伴わない見学・講義の欠席は、失格対象となることがあるので注意すること。
評価項目 割合 評価基準
課題レポート 70%程度 各自が関心をもつ関連テーマに関するレポートの作成
最終レポート 30%程度 レポートと発表の適切性
   
   

授業の実施方法と授業計画

この授業は、4回それぞれが講義と演習(レポート作成および学外見学から構成される。状況によ
り、見学を学内研修とレポート作成などにより代替することがある。

4月ガイダンス  履修上の注意の説明(講義)
第1回   第1回見学・講義と事前学習・春学期授業終了直後(8月上旬)(講義・演習)
第2回     〃
第3回     〃
第4回     〃
第5回     〃
第6回   第2回見学・講義と事前学習・秋学期授業開始直前(9月下旬)(講義・演習)
第7回     〃
第8回     〃
第9回     〃
第10回     〃
第11回   第3回見学と事前学習・秋学期授業終了直後(2月上旬)(講義・演習)
第12回     〃
第13回     〃
第14回  最終レポートの作成および発表会(〃)(講義・演習)
第15回     〃

授業計画と日程は、見学先や外部講師の都合等により変更する場合がある。レポートは、適切な範
囲でフィードバックを行う。

ナンバリング BAJM1002

開講年度・開講学期 2025年度 春学期～秋学期 授業コード 570B0

科目 570B インターンシップ１ 授業種別 春学期（集中講義）、秋学期（集中
講義）

担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　インターンシップとは、学生が企業・行政機関などにおいて、用意された実習内容に従って様々な就業体験を行うものである。
　産学官連携で行う実践的教育を通して、問題を発見して解決する能力を滋養し、学生の学習意欲の喚起および高い就業意識の育成などの成果
を「学びの往還」により得ることを目的としている。就業体験の事前準備の調査で得られた知識や情報と就業体験中に得られた知識・体験を総
合し、独自のテーマに沿った分析や考察を就業体験後に報告することで、問題発見能力・解決力を習得することを目指す。
　また、就業体験を通して、起業家・経営者という職務の実態、経営意識のあり方、組織における人間関係の重要性、物作りや研究開発の重要性と
喜び、企業人に必要な専門的能力および起業家精神、企業活動における日々の小さな革新の重要性などを理解することを目指す。さらに、業務・
職種に対する自らの適正・能力を見極めることを目指す。
　※本科目のインターンシップは、産学協議会の分類上、「タイプ２」に相当する

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標
・実習先企業の概要・事業内容について説明できる。
・実習配属先が、実習先企業の中でどのような位置付けにあるのかを説明できる。
・実習内容が、実習配属先の業務の中でどのような位置付けにあるのかを説明できる。
・実習内容の理解を深め、その特徴について説明できる。
・上記の内容について報告書にまとめるとともに、口頭で発表することができる。

テキスト（教科書） 前年度のインターンシップ報告書をガイダンスで配布する。また、大学が用意する協力企業等の資料は順次配布する。その他、必要に応じてディス
カッション用資料を配布する。

参考書および参考文献 実習内容・テーマに合わせて、必要な資料を提示する。

受講条件 特になし

事前・事後学修（内容・時間）

2年生までに履修した科目と、社会、経済、政治などの基礎知識およびICT関連の技能を活かし、行政機関や企業の業務内容などの情報を入手し
て、資料としてまとめること（春学期：第1～15回／90分程度）。
インターンシップ実習先を対象として、自己の興味関心・参加目的を明確にし、それらを資料としてまとめること（春学期：第1～15回／90分程
度）。
業務日誌と春学期の事前学習を総合して、実習内容を再度見直し、報告会発表資料を作成すること（秋学期：第1～8回／180分程度）。
業務日誌と発表会資料を基にして、報告書を作成すること（秋学期：第9～15回／180分程度）。

成績評価
実習前の準備学習および実習後の実習作業に欠席せずに参加して、企業実習の終了後の報告会での発表、報告書の提出を行った学生に対して、実習先企業等からの実習評価（50%）
と報告書（50%、Classroomを活用して作成）により評価する。
このように、インターンシップ協力企業に対して誠実な態度で臨むことはもとより、出席や報告書等の提出についても責任ある行動が取られているかどうかを評価する。

評価項目 割合 評価基準
実習評価 50% 実習先での実習への取組から評価する

報告書 50% 報告書の内容から、実習内容への理解度を確認して評価する

   

   

授業の実施方法と授業計画

　春学期にガイダンスと実習準備、8-9月に5～10日間程度の実習、秋学期に実習後作業（実習報告書と発表スライド作成）を集中講義と通常講
義で、また10月中旬に学内報告会を行う。

＜春学期＞
　第01回　（講義）ガイダンス
　第02回　（講義・演習）業界・職種研究(1)　（グループワーク）
　第03回　（講義・演習）業界・職種研究(2)　（グループワーク）
　第04回　（講義・演習）ビジネスマナー研修(1)　（グループワーク）
　第05回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(1)　（グループワーク）
　第06回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(2)　（グループワーク）
　第07回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(3)　（グループワーク）
　第08回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(4)　（グループワーク）
　第09回　（演習）実習テーマの検討
　第10回　（演習）自己紹介書作成、個人面談(1)　（グループワーク）
　第11回　（演習）自己紹介書作成、個人面談(2)　（グループワーク）
　第12回　（演習）業務日誌と報告書の作成指導(1)
　第13回　（演習）業務日誌と報告書の作成指導(2)
　第14回　（講義・演習）ビジネスマナー研修(2)　（グループワーク）
　第15回　（演習）事前訪問の日程、提出書類と訪問記録の作成指導
　　　　　　　　　※企業等へ自己紹介書等を持参し実習日程等を調整
　　　　　　　　　※日程調整の結果など訪問記録と関係書類を事務局へ提出

実習（8-9月中 5～10日間程度の実習先企業などにおける研修や就業体験を実施）
　　・課題「業務日誌の作成」
　　・課題「報告書原稿および概要書原稿の作成」

＜秋学期＞
　第01回　（演習）学内報告会資料作成(1)　（ディスカッション）
　第02回　（演習）学内報告会資料作成(2)　（ディスカッション）
　第03回　（演習）学内報告会資料作成(3)　（ディスカッション）
　第04回　（演習）学内報告会資料作成(4)　（ディスカッション）
　　　　　　　　　※発表概要集、スライドの作成
　第05回　（演習）学内報告会発表練習(1)　（プレゼンテーション）
　第06回　（演習）学内報告会発表練習(2)　（プレゼンテーション）
　第07回　（演習）学内報告会発表練習(3)　（プレゼンテーション）
　第08回　（演習）学内報告会発表練習(4)　（プレゼンテーション）
　第09回　（演習）実習報告書作成(1)　（ディスカッション）
　第10回　（演習）実習報告書作成(2)　（ディスカッション）
　第11回　（演習）実習報告書作成(3)　（ディスカッション）
　第12回　（演習）実習報告書作成(4)　（ディスカッション）
　第13回　（演習）実習報告書作成(5)　（ディスカッション）
　第14回　（演習）実習報告書作成(6)　（ディスカッション）
　第15回　（演習）実習報告書作成(7)　（ディスカッション）

※実習準備、実習後作業の中でだされた質問・疑問に対しては、授業時間内およびClassroomを通してフィードバックを行う。
※自己紹介書、報告書等の作成においては Classroom を活用する。

ナンバリング BAJM2006
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期～秋学期 授業コード 570C0

科目 570C インターンシップ２ 授業種別 春学期（集中講義）、秋学期（集中
講義）

担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　インターンシップとは、学生が企業・行政機関などにおいて、用意された実習内容に従って様々な就業体験を行うものである。
　産学官連携で行う実践的教育を通して、問題を発見して解決する能力を滋養し、学生の学習意欲の喚起および高い就業意識の育成などの成果
を「学びの往還」により得ることを目的としている。就業体験の事前準備の調査で得られた知識や情報と就業体験中に得られた知識・体験を総
合し、独自のテーマに沿った分析や考察を就業体験後に報告することで、問題発見能力・解決力を習得することを目指す。
　また、就業体験を通して、起業家・経営者という職務の実態、経営意識のあり方、組織における人間関係の重要性、物作りや研究開発の重要性と
喜び、企業人に必要な専門的能力および起業家精神、企業活動における日々の小さな革新の重要性などを理解することを目指す。さらに、業務・
職種に対する自らの適正・能力を見極めることを目指す。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　・実習先企業の概要・事業内容について説明できる。
　・実習配属先が、実習先企業の中でどのような位置付けにあるのかを説明できる。
　・実習内容が、実習配属先の業務の中でどのような位置付けにあるのかを説明できる。
　・実習内容の理解を深め、問題点・改善点などを考察できる。
　・業務・職種に対する自らの適正・能力について説明できる。
　・上記の内容について報告書にまとめるとともに、口頭で発表することができる。

テキスト（教科書） 　前年度のインターンシップ報告書をガイダンスで配布する。また、大学が用意する協力企業等の資料は順次配布する。その他、必要に応じてディ
スカッション用資料を配布する。

参考書および参考文献 　実習内容・テーマに合わせて、必要な資料を提示する。

受講条件 インターンシップ１の単位を習得済みであること。

事前・事後学修（内容・時間）

2年生までに履修した科目と、社会、経済、政治などの基礎知識およびICT関連の技能を活かし、行政機関や企業の業務内容などの情報を入手し
て、資料としてまとめること（春学期：第1～15回／90分程度）。
インターンシップ実習先を対象として、自己の興味関心・参加目的を明確にし、それらを資料としてまとめること（春学期：第1～15回／90分程
度）。
業務日誌と春学期の事前学習を総合して、実習内容を再度見直し、報告会発表資料を作成すること（秋学期：第1～8回／180分程度）。
業務日誌と発表会資料を基にして、報告書を作成すること（秋学会：第9～15回／180分程度）。

成績評価
　実習前の準備学習および実習後の実習作業に欠席せずに参加して、企業実習の終了後の報告会での発表、報告書の提出を行った学生に対して、実習先企業等からの実習評価（50%
）と報告書（50%、Classroom を活用して作成）により評価する。
　このように、インターンシップ協力企業に対して誠実な態度で臨むことはもとより、出席や報告書等の提出についても責任ある行動が取られるように評価する。

評価項目 割合 評価基準
実習評価 50% 実習先での実習への取組から評価する。

報告書 50% 報告書の内容から、実習内容への理解度を確認して評価する。

   

   

授業の実施方法と授業計画

　春学期にガイダンスと実習準備、8-9月に5～10日間程度の実習、秋学期に実習後作業（実習報告書と発表スライド作成）を集中講義と通常講
義で、また10月中旬に学内報告会を行う。

＜春学期＞
　第01回　（講義）ガイダンス
　第02回　（講義・演習）業界・職種研究(1)　（グループワーク）
　第03回　（講義・演習）業界・職種研究(2)　（グループワーク）
　第04回　（講義・演習）ビジネスマナー研修(1)　（グループワーク）
　第05回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(1)　（グループワーク）
　第06回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(2)　（グループワーク）
　第07回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(3)　（グループワーク）
　第08回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(4)　（グループワーク）
　第09回　（演習）実習テーマの検討
　第10回　（演習）自己紹介書作成、個人面談(1)　（グループワーク）
　第11回　（演習）自己紹介書作成、個人面談(2)　（グループワーク）
　第12回　（演習）業務日誌と報告書の作成指導(1)
　第13回　（演習）業務日誌と報告書の作成指導(2)
　第14回　（講義・演習）ビジネスマナー研修(2)　（グループワーク）
　第15回　（演習）事前訪問の日程、提出書類と訪問記録の作成指導
　　　　　　　　　※企業等へ自己紹介書等を持参し実習日程等を調整
　　　　　　　　　※日程調整の結果など訪問記録と関係書類を事務局へ提出

実習（8-9月中 5～10日間程度の実習先企業などにおける研修や就業体験を実施）
　　・課題「業務日誌の作成」
　　・課題「報告書原稿および概要書原稿の作成」

＜秋学期＞
　第01回　（演習）学内報告会資料作成(1)　（ディスカッション）
　第02回　（演習）学内報告会資料作成(2)　（ディスカッション）
　第03回　（演習）学内報告会資料作成(3)　（ディスカッション）
　第04回　（演習）学内報告会資料作成(4)　（ディスカッション）
　　　　　　　　　※発表概要集、スライドの作成
　第05回　（演習）学内報告会発表練習(1)　（プレゼンテーション）
　第06回　（演習）学内報告会発表練習(2)　（プレゼンテーション）
　第07回　（演習）学内報告会発表練習(3)　（プレゼンテーション）
　第08回　（演習）学内報告会発表練習(4)　（プレゼンテーション）
　第09回　（演習）実習報告書作成(1)　（ディスカッション）
　第10回　（演習）実習報告書作成(2)　（ディスカッション）
　第11回　（演習）実習報告書作成(3)　（ディスカッション）
　第12回　（演習）実習報告書作成(4)　（ディスカッション）
　第13回　（演習）実習報告書作成(5)　（ディスカッション）
　第14回　（演習）実習報告書作成(6)　（ディスカッション）
　第15回　（演習）実習報告書作成(7)　（ディスカッション）

※実習準備、実習後作業の中でだされた質問・疑問に対しては、授業時間内およびClassroomを通してフィードバックを行う。
※自己紹介書、報告書等の作成においては Classroom を活用する。

ナンバリング BAJM3007
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期～秋学期 授業コード 570C0

科目 570C インターンシップ２ 授業種別 春学期（集中講義）、秋学期（集中
講義）

担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要

　インターンシップとは、学生が企業・行政機関などにおいて、用意された実習内容に従って様々な就業体験を行うものである。
　産学官連携で行う実践的教育を通して、問題を発見して解決する能力を滋養し、学生の学習意欲の喚起および高い就業意識の育成などの成果
を「学びの往還」により得ることを目的としている。就業体験の事前準備の調査で得られた知識や情報と就業体験中に得られた知識・体験を総
合し、独自のテーマに沿った分析や考察を就業体験後に報告することで、問題発見能力・解決力を習得することを目指す。
　また、就業体験を通して、起業家・経営者という職務の実態、経営意識のあり方、組織における人間関係の重要性、物作りや研究開発の重要性と
喜び、企業人に必要な専門的能力および起業家精神、企業活動における日々の小さな革新の重要性などを理解することを目指す。さらに、業務・
職種に対する自らの適正・能力を見極めることを目指す。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性      ◯ ◎  

到達目標

　・実習先企業の概要・事業内容について説明できる。
　・実習配属先が、実習先企業の中でどのような位置付けにあるのかを説明できる。
　・実習内容が、実習配属先の業務の中でどのような位置付けにあるのかを説明できる。
　・実習内容の理解を深め、問題点・改善点などを考察できる。
　・業務・職種に対する自らの適正・能力について説明できる。
　・上記の内容について報告書にまとめるとともに、口頭で発表することができる。

テキスト（教科書） 　前年度のインターンシップ報告書をガイダンスで配布する。また、大学が用意する協力企業等の資料は順次配布する。その他、必要に応じてディ
スカッション用資料を配布する。

参考書および参考文献 　実習内容・テーマに合わせて、必要な資料を提示する。

受講条件 インターンシップ１の単位を習得済みであること。

事前・事後学修（内容・時間）

2年生までに履修した科目と、社会、経済、政治などの基礎知識およびICT関連の技能を活かし、行政機関や企業の業務内容などの情報を入手し
て、資料としてまとめること（春学期：第1～15回／90分程度）。
インターンシップ実習先を対象として、自己の興味関心・参加目的を明確にし、それらを資料としてまとめること（春学期：第1～15回／90分程
度）。
業務日誌と春学期の事前学習を総合して、実習内容を再度見直し、報告会発表資料を作成すること（秋学期：第1～8回／180分程度）。
業務日誌と発表会資料を基にして、報告書を作成すること（秋学会：第9～15回／180分程度）。

成績評価
　実習前の準備学習および実習後の実習作業に欠席せずに参加して、企業実習の終了後の報告会での発表、報告書の提出を行った学生に対して、実習先企業等からの実習評価（50%
）と報告書（50%、Classroom を活用して作成）により評価する。
　このように、インターンシップ協力企業に対して誠実な態度で臨むことはもとより、出席や報告書等の提出についても責任ある行動が取られるように評価する。

評価項目 割合 評価基準
実習評価 50% 実習先での実習への取組から評価する。

報告書 50% 報告書の内容から、実習内容への理解度を確認して評価する。

   

   

授業の実施方法と授業計画

　春学期にガイダンスと実習準備、8-9月に5～10日間程度の実習、秋学期に実習後作業（実習報告書と発表スライド作成）を集中講義と通常講
義で、また10月中旬に学内報告会を行う。

＜春学期＞
　第01回　（講義）ガイダンス
　第02回　（講義・演習）業界・職種研究(1)　（グループワーク）
　第03回　（講義・演習）業界・職種研究(2)　（グループワーク）
　第04回　（講義・演習）ビジネスマナー研修(1)　（グループワーク）
　第05回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(1)　（グループワーク）
　第06回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(2)　（グループワーク）
　第07回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(3)　（グループワーク）
　第08回　（演習）実習先企業のマッチングと参加目的の明確化(4)　（グループワーク）
　第09回　（演習）実習テーマの検討
　第10回　（演習）自己紹介書作成、個人面談(1)　（グループワーク）
　第11回　（演習）自己紹介書作成、個人面談(2)　（グループワーク）
　第12回　（演習）業務日誌と報告書の作成指導(1)
　第13回　（演習）業務日誌と報告書の作成指導(2)
　第14回　（講義・演習）ビジネスマナー研修(2)　（グループワーク）
　第15回　（演習）事前訪問の日程、提出書類と訪問記録の作成指導
　　　　　　　　　※企業等へ自己紹介書等を持参し実習日程等を調整
　　　　　　　　　※日程調整の結果など訪問記録と関係書類を事務局へ提出

実習（8-9月中 5～10日間程度の実習先企業などにおける研修や就業体験を実施）
　　・課題「業務日誌の作成」
　　・課題「報告書原稿および概要書原稿の作成」

＜秋学期＞
　第01回　（演習）学内報告会資料作成(1)　（ディスカッション）
　第02回　（演習）学内報告会資料作成(2)　（ディスカッション）
　第03回　（演習）学内報告会資料作成(3)　（ディスカッション）
　第04回　（演習）学内報告会資料作成(4)　（ディスカッション）
　　　　　　　　　※発表概要集、スライドの作成
　第05回　（演習）学内報告会発表練習(1)　（プレゼンテーション）
　第06回　（演習）学内報告会発表練習(2)　（プレゼンテーション）
　第07回　（演習）学内報告会発表練習(3)　（プレゼンテーション）
　第08回　（演習）学内報告会発表練習(4)　（プレゼンテーション）
　第09回　（演習）実習報告書作成(1)　（ディスカッション）
　第10回　（演習）実習報告書作成(2)　（ディスカッション）
　第11回　（演習）実習報告書作成(3)　（ディスカッション）
　第12回　（演習）実習報告書作成(4)　（ディスカッション）
　第13回　（演習）実習報告書作成(5)　（ディスカッション）
　第14回　（演習）実習報告書作成(6)　（ディスカッション）
　第15回　（演習）実習報告書作成(7)　（ディスカッション）

※実習準備、実習後作業の中でだされた質問・疑問に対しては、授業時間内およびClassroomを通してフィードバックを行う。
※自己紹介書、報告書等の作成においては Classroom を活用する。

ナンバリング BAJM3007

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57100
科目 5710 数学基礎 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

自然科学や社会科学では種々の現象を関数で表し、その増減・減少の状態を調べたり、最大値・最
小値を求めることが多い。そのための有力な手段を与えてくれる微積分について学習する。経営学
や経済学などの学習上、必要不可欠とされる微積分に関する基本的なことがらについて学ぶとと
もに、有力な解析手法ならびに精密な叙述力、正確な推理力を身につけることを目指す。
授業ではUNIVERSAL PASSPORTやオンデマンド学習システム（Classroom）の機能を活用し、
教材公開、小テスト実施、課題提出、アンケートなどの双方向授業も行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎      

到達目標
1.基本的な方程式・不等式を解くことができる。
2.微分・積分の仕組みを説明することができる。
3.データの特徴や傾向をとらえることができる。

テキスト（教科書）
［改訂版］経済学で出る数学　高校数学からきちんと攻める
　（尾山大輔・安田洋祐編著、日本評論社、978-4-535-55659-1）
参考URL：{https://www.nippyo.co.jp/shop/book/6103.html}

参考書および参考文献
「基礎の数学（改訂版）」（矢野健太郎・石原　繁 編、裳華房、978-4785310592）
「数学の基本やりなおしテキスト」（小林敬子・松原望、ベレ出版、978-4860641672）
「なるほどなっとく！数学再挑戦」（増島高敬・石井孝子、日本評論社、978-4535784109）
その他、講義の中で適宜紹介する。

受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

次のような事前・事後学習を毎回4時間程度行うこと。（）内に目安の時間を示す。
・次回授業範囲の内容について教科書や配付資料などの該当箇所を熟読する。（30分程度）
・次回講義テーマに関する専門用語の意味やその内容を調べ、まとめる。（60分程度）
・毎回の授業で学んだ内容について整理し、理解を深める。（30分程度）
・教科書や配付資料などを活用して、予習と復習に励む。（60分程度）

その他、
・授業中に指定した問題・演習問題は必ず解くこと。
・講義で出された課題は次回の講義までに必ず解くこと。

成績評価
小テスト（40%：講義内容の理解度を確認する）
期末試験（60%：講義内容の基礎的問題、発展・応用問題）
評価項目 割合 評価基準
小テスト 40% 前回までの講義内容についての理解度を確認する。
期末試験 60% 筆記試験にて講義内容についての理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第01回　（講義・演習）ガイダンス・1次関数と市場メカニズム（１）・関連問題演習
第02回　（講義・演習）1次関数と市場メカニズム（２）・関連問題演習
第03回　（講義・演習）2次関数と独占・寡占市場（１）・関連問題演習
第04回　（講義・演習）2次関数と独占・寡占市場（２）・関連問題演習
第05回　（講義・演習）指数・対数と金利（１）・関連問題演習
第06回　（講義・演習）指数・対数と金利（２）・関連問題演習
第07回　（講義・演習）指数・対数と金利（３）・関連問題演習
第08回　（講義・演習）数列と貯蓄（１）・関連問題演習
第09回　（講義・演習）数列と貯蓄（２）・関連問題演習
第10回　（講義・演習）数列と貯蓄（３）・関連問題演習
第11回　（講義・演習）1変数の微分と利潤最大化（１）・関連問題演習
第12回　（講義・演習）1変数の微分と利潤最大化（２）・関連問題演習
第13回　（講義・演習）ベクトルと予算制約（１）・関連問題演習
第14回　（講義・演習）ベクトルと予算制約（２）・関連問題演習
第15回　（講義・演習）多変数の微分と効用最大化・関連問題演習

受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対する
フィードバックを行う。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57110
科目 5711 統計数学基礎 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本講義では、デジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこな
すことができる基礎的素養として「リテラシーレベル」の知識を身に付ける。また、学修した数理・データ
サイエンス・AIに関する知識・技能をもとに、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安な
く自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになることを目指す。なお、はじめ
て学ぶ者にとっても理解できるように理論よりも演習に重点をおき平易な授業展開を目指す。
授業では、Classroomを活用して、教材（ビデオ、スライド）をもとにした小テストおよび課題提出を実
施し、質疑応答やフィードバックなどはClassroomおよび双方向授業や対面授業の時間を設け併せて行
う。
※この科目は基本的にオンデマンド授業、一部を双方向授業や対面授業を併せて実施する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎      

到達目標

・データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化していることを理解できる
・「数理/データサイエンス/AI」が、今後の社会における「読み/書き/そろばん」であることを理解できる
・データ・AI活用領域の広がりを理解し、データ・AIを活用する価値を説明できる
・今のAIで出来ること、出来ないことを理解できる
・AIを活用した新しいビジネス/サービスは、複数の技術が組み合わされて実現していることを理解でき
る
・データ・AIが日常生活や社会/組織でどのように使われているかを知り、モラル・倫理・リスク・脅威（リ
スク）の理解を深め、適切に利用することを意識して、知識・スキルの重要性を理解できる
・帰納的推論と演繹的推論の違いと、それらの利点、欠点を理解できる

テキスト（教科書）
「教養としてのデータサイエンス」北川源四郎／竹村彰通・編　内田誠一／川崎能典／孝忠大輔／佐久間
淳／椎名洋／中川裕志／樋口知之 ／丸山宏・著、講談社サイエンティフィック、ISBN:978-4065238097
https://www.kspub.co.jp/book/detail/5238097.html

参考書および参考文献 講義の中で適宜紹介する。
受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）
次のような事前・事後学習を毎回3時間程度行うこと。（）内に目安の時間を示す。
・次回授業範囲の内容について教科書や配付資料などの該当箇所を熟読する。（30分程度）
・講義テーマに関する専門用語の意味やその内容を調べる。（60分程度）
・授業で学んだ内容について整理し、理解を深める。（90分程度）

成績評価
小テストおよび課題提出（60%：各章の講義内容の理解度を確認する）
定期試験（40%）
定期試験内訳：講義内容の基礎的事項に関する問題、発展・応用問題
評価項目 割合 評価基準
小テストおよび課題提出 60% 各回の講義内容についての理解度を確認する。
定期試験 40% 試験にて講義内容についての理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1章［導入］社会におけるデータ・AI利活用
第01回　（講義・演習）ガイダンス、1.1 社会でおきている変化
第02回　（講義・演習）1.2 社会で活用されているデータ
第03回　（講義・演習）1.3 データとAIの活用領域
第04回　（講義・演習）1.4 データ・AI利活用のための技術
第05回　（講義・演習）1.4 データ・AI利活用のための技術その2
第06回　（講義・演習）1.5 データ・AI活用の現場
第07回　（講義・演習）1.6 データ・AI利活用の最新動向
第2章［基礎］データリテラシー
第08回　（講義・演習）2.1 データを読む
第09回　（講義・演習）2.1 データを読むその2（Excel実習）
第10回　（講義・演習）2.2 データを説明する
第11回　（講義・演習）2.3 データを扱う（SSDSEデータ実習）
第12回　（講義・演習）2.3 データを扱うその2（SSDSEデータ実習）
第3 章［心得］データ・AI利活用における留意事項
第13回　（講義・演習）3.1 データ・AIを扱う上での留意事項
第14回　（講義・演習）3.2 データを守る上での留意事項
第15回　（講義）まとめ

ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することがあり得る。
課題（テストやレポート等）については、Classroomおよび双方向授業や対面授業の時間を通して質問や
疑問等に対するフィードバックを行う。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAAM2042

238



開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57110
科目 5711 統計数学基礎 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

本講義では、デジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこな
すことができる基礎的素養として「リテラシーレベル」の知識を身に付ける。また、学修した数理・データ
サイエンス・AIに関する知識・技能をもとに、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安な
く自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになることを目指す。なお、はじめ
て学ぶ者にとっても理解できるように理論よりも演習に重点をおき平易な授業展開を目指す。
授業では、Classroomを活用して、教材（ビデオ、スライド）をもとにした小テストおよび課題提出を実
施し、質疑応答やフィードバックなどはClassroomおよび双方向授業や対面授業の時間を設け併せて行
う。
※この科目は基本的にオンデマンド授業、一部を双方向授業や対面授業を併せて実施する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎      

到達目標

・データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化していることを理解できる
・「数理/データサイエンス/AI」が、今後の社会における「読み/書き/そろばん」であることを理解できる
・データ・AI活用領域の広がりを理解し、データ・AIを活用する価値を説明できる
・今のAIで出来ること、出来ないことを理解できる
・AIを活用した新しいビジネス/サービスは、複数の技術が組み合わされて実現していることを理解でき
る
・データ・AIが日常生活や社会/組織でどのように使われているかを知り、モラル・倫理・リスク・脅威（リ
スク）の理解を深め、適切に利用することを意識して、知識・スキルの重要性を理解できる
・帰納的推論と演繹的推論の違いと、それらの利点、欠点を理解できる

テキスト（教科書）
「教養としてのデータサイエンス」北川源四郎／竹村彰通・編　内田誠一／川崎能典／孝忠大輔／佐久間
淳／椎名洋／中川裕志／樋口知之 ／丸山宏・著、講談社サイエンティフィック、ISBN:978-4065238097
https://www.kspub.co.jp/book/detail/5238097.html

参考書および参考文献 講義の中で適宜紹介する。
受講条件 特になし。

事前・事後学修（内容・時間）
次のような事前・事後学習を毎回3時間程度行うこと。（）内に目安の時間を示す。
・次回授業範囲の内容について教科書や配付資料などの該当箇所を熟読する。（30分程度）
・講義テーマに関する専門用語の意味やその内容を調べる。（60分程度）
・授業で学んだ内容について整理し、理解を深める。（90分程度）

成績評価
小テストおよび課題提出（60%：各章の講義内容の理解度を確認する）
定期試験（40%）
定期試験内訳：講義内容の基礎的事項に関する問題、発展・応用問題
評価項目 割合 評価基準
小テストおよび課題提出 60% 各回の講義内容についての理解度を確認する。
定期試験 40% 試験にて講義内容についての理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第1章［導入］社会におけるデータ・AI利活用
第01回　（講義・演習）ガイダンス、1.1 社会でおきている変化
第02回　（講義・演習）1.2 社会で活用されているデータ
第03回　（講義・演習）1.3 データとAIの活用領域
第04回　（講義・演習）1.4 データ・AI利活用のための技術
第05回　（講義・演習）1.4 データ・AI利活用のための技術その2
第06回　（講義・演習）1.5 データ・AI活用の現場
第07回　（講義・演習）1.6 データ・AI利活用の最新動向
第2章［基礎］データリテラシー
第08回　（講義・演習）2.1 データを読む
第09回　（講義・演習）2.1 データを読むその2（Excel実習）
第10回　（講義・演習）2.2 データを説明する
第11回　（講義・演習）2.3 データを扱う（SSDSEデータ実習）
第12回　（講義・演習）2.3 データを扱うその2（SSDSEデータ実習）
第3 章［心得］データ・AI利活用における留意事項
第13回　（講義・演習）3.1 データ・AIを扱う上での留意事項
第14回　（講義・演習）3.2 データを守る上での留意事項
第15回　（講義）まとめ

ただし、受講学生の習熟度により授業計画を変更することがあり得る。
課題（テストやレポート等）については、Classroomおよび双方向授業や対面授業の時間を通して質問や
疑問等に対するフィードバックを行う。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAAM2042

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 571A7
科目 571A コンピュータリテラシ１ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本操作・実践的な活用法を修得する
ために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操
作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著作権、セキュリティ、SNS利用に
おけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても
学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「30時間アカデミック　Office2021　Windows11対応」、杉本くみ子・大澤栄子著、実教出版、ISBN：978-4-407-35943-5
　（コンピュータリテラシ２と共通）

参考書および参考文献 特になし。

受講条件
必修科目
「コンピュータリテラシ２」と同時履修であること。
（「コンピュータリテラシ１」と「コンピュータリテラシ２」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時復習のために活用すること。

(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、到達目標（1分間に100文字以上の
入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めない。
　(1) コンピュータリテラシ１・２の欠席回数が合計7回となった場合（失格）
　　　（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合

評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。

期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。

   

   

授業の実施方法と授業計画

　コンピュータリテラシ１とコンピュータリテラシ２の授業は、各15回・計30回を連動して行う。

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windowsの基礎、タイピング・ソフトのインストール
第 02 回　（講義・演習）電子メールの設定・使用方法の確認、タッチタイピングの練習
第 03 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、情報モラル

【Word】
第 04 回　（講義・演習）Word の基本（概要、起動と終了）、文字／文章の入力、入力の訂正、保存と読込
第 05 回　（講義・演習）文書の作成（基本的な文書の入力）、範囲の選択、フォント設定、等
第 06 回　（講義・演習）文書の印刷、ページ設定
第 07 回　（講義・演習）表の作成
第 08 回　（講義・演習）箇条書きと段落番号、インデント、ヘッダー・フッター
第 09 回　（講義・演習）文字や段落の装飾（網掛け、ルビ、段組み、スタイル、等）
第 10 回　（講義・演習）上を活用した文書の作成（１）
第 11 回　（講義・演習）オブジェクトの挿入、文字列の折り返し設定
第 12 回　（講義・演習）上を活用した文書の作成（２）
第 13 回　（講義・演習）ビジネス文書の作成（礼状／挨拶状）
第 14 回　（講義・演習）ビジネス文書の作成（依頼状／履歴書）

【Excel】
第 15 回　（講義・演習）Excel の基本（概要、起動と終了）、データ入力の基礎、保存と読込
第 16 回　（講義・演習）基本的なワークシート編集（計算式の入力、再計算と演算子、表示形式の変更等）
第 17 回　（講義・演習）関数の利用（合計、平均、等）
第 18 回　（講義・演習）条件付き書式、表の印刷
第 19 回　（講義・演習）絶対参照
第 20 回　（講義・演習）関数の利用（順位、条件分岐、等）
第 21 回　（講義・演習）関数の利用（集計関数、等）
第 22 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数、等）
第 23 回　（講義・演習）関数の入れ子（ネスト）
第 24 回　（講義・演習）グラフと図形の作成(1)
第 25 回　（講義・演習）グラフと図形の作成(2)
第 26 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 27 回　（講義・演習）Excelデータの利用（Word文書への貼り付け）
第 28 回　（講義・演習）情報の探索（図書館データベースの利用、文献探索）
第 29 回　（演習）総合課題(1) Excelによる情報分析の実践
第 30 回　（演習）総合課題(2) Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、提出された課題に不備がある（不合格）場合には、個別にClassroomやメール等で誤り箇所を指摘し（フィードバック）、課題の再提出を課
す。

※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1039
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 571B6
科目 571B コンピュータリテラシ２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本操作・実践的な活用法を修得する
ために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操
作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著作権、セキュリティ、SNS利用に
おけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても
学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「30時間アカデミック　Office2021　Windows11対応」、杉本くみ子・大澤栄子著、実教出版、ISBN：978-4-407-35943-5
　（コンピュータリテラシ１と共通）

参考書および参考文献 特になし。

受講条件
必修科目
「コンピュータリテラシ１」と同時履修であること。
（「コンピュータリテラシ１」と「コンピュータリテラシ２」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時復習のために活用すること。

(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、到達目標（1分間に100文字以上の
入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めない。
　(1) コンピュータリテラシ１・２の欠席回数が合計7回となった場合（失格）
　　（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合

評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。

期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。

   

   

授業の実施方法と授業計画

　コンピュータリテラシ１とコンピュータリテラシ２の授業は、各15回・計30回を連動して行う。

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windowsの基礎、タイピング・ソフトのインストール
第 02 回　（講義・演習）電子メールの設定・使用方法の確認、タッチタイピングの練習
第 03 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、情報モラル

【Word】
第 04 回　（講義・演習）Word の基本（概要、起動と終了）、文字／文章の入力、入力の訂正、保存と読込
第 05 回　（講義・演習）文書の作成（基本的な文書の入力）、範囲の選択、フォント設定、等
第 06 回　（講義・演習）文書の印刷、ページ設定
第 07 回　（講義・演習）表の作成
第 08 回　（講義・演習）箇条書きと段落番号、インデント、ヘッダー・フッター
第 09 回　（講義・演習）文字や段落の装飾（網掛け、ルビ、段組み、スタイル、等）
第 10 回　（講義・演習）上を活用した文書の作成（１）
第 11 回　（講義・演習）オブジェクトの挿入、文字列の折り返し設定
第 12 回　（講義・演習）上を活用した文書の作成（２）
第 13 回　（講義・演習）ビジネス文書の作成（礼状／挨拶状）
第 14 回　（講義・演習）ビジネス文書の作成（依頼状／履歴書）

【Excel】
第 15 回　（講義・演習）Excel の基本（概要、起動と終了）、データ入力の基礎、保存と読込
第 16 回　（講義・演習）基本的なワークシート編集（計算式の入力、再計算と演算子、表示形式の変更等）
第 17 回　（講義・演習）関数の利用（合計、平均、等）
第 18 回　（講義・演習）条件付き書式、表の印刷
第 19 回　（講義・演習）絶対参照
第 20 回　（講義・演習）関数の利用（順位、条件分岐、等）
第 21 回　（講義・演習）関数の利用（集計関数、等）
第 22 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数、等）
第 23 回　（講義・演習）関数の入れ子（ネスト）
第 24 回　（講義・演習）グラフと図形の作成(1)
第 25 回　（講義・演習）グラフと図形の作成(2)
第 26 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 27 回　（講義・演習）Excelデータの利用（Word文書への貼り付け）
第 28 回　（講義・演習）情報の探索（図書館データベースの利用、文献探索）
第 29 回　（演習）総合課題(1) Excelによる情報分析の実践
第 30 回　（演習）総合課題(2) Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、提出された課題に不備がある（不合格）場合には、個別にClassroomやメール等で誤り箇所を指摘し（フィードバック）、課題の再提出を課
す。

※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1040
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 571B6
科目 571B コンピュータリテラシ２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要

　大学での勉学と日常生活に必要なパソコンとWindowsの基本機能、ならびにアプリケーションソフトの基本操作・実践的な活用法を修得する
ために、ネットワーク（電子メールやWebブラウザ）とWindowsの基本操作、アプリケーションソフト（Word、Excel）の基本操作および高度な操
作方法を実習する。
　また、パソコン操作をより速く行えるようにするために、タッチタイピングを修得する。さらに、情報モラル（著作権、セキュリティ、SNS利用に
おけるトラブルとリスク回避、など）、情報の探索方法（データベース検索等）、情報の整理と分析および報告書作成に関する基礎知識についても
学ぶ。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 〇 〇 ◎      

到達目標

・パソコンとWindowsの基本操作ができる。
・Wordを使用して、指定された書式に従って文書を作成できる。
・Wordを使用して、図表を織り交ぜた文書を作成できる。
・Excelを使用して、指定された書式に従って図表を作成できる。
・Excelの関数を使用して、グループ化したデータに対する計算処理ができる。
・Excelの関数を使用して、条件に合った処理を実行できる。
・上記のような使用方法を修得して、レポートやビジネス文書の作成、数値演算、情報の探索・分析・整理などが日常的に行える。
・タッチタイピングにより、1分間に100文字以上の文字を入力できる。

テキスト（教科書） 「30時間アカデミック　Office2021　Windows11対応」、杉本くみ子・大澤栄子著、実教出版、ISBN：978-4-407-35943-5
　（コンピュータリテラシ１と共通）

参考書および参考文献 特になし。

受講条件
必修科目
「コンピュータリテラシ１」と同時履修であること。
（「コンピュータリテラシ１」と「コンピュータリテラシ２」の単位は一括して認定）

事前・事後学修（内容・時間）

授業で使用する資料の一部は、学内LANの共有フォルダ（Public）やClassroomにおいて公開予定である。随時復習のために活用すること。

(1)毎回の講義で出される課題は、講義外の時間も活用して次回の講義までに必ず完成させ提出すること（第1～30回／90分）。
(2)キーボード操作は積極的に練習することで高い習熟効果を示すので、 タッチタイピングの練習を毎日行い、到達目標（1分間に100文字以上の
入力）を達成できるように努力すること（1日あたり15分程度、1週間あたり90分相当×15週）。
〇Word/Excelを使って他の科目レポートなどを日常的に作るように努めること。

成績評価
　最終的な成績は、総合課題および期末試験（実技試験：Word、Excel）により評価する。
　ただし、実技科目であるため、通常の講義への出席および課題の提出状況を重視し、以下に当てはまる場合は期末試験の受験を認めない。
　(1) コンピュータリテラシ１・２の欠席回数が合計7回となった場合（失格）
　　（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）
　(2) 授業内で指示した課題が1つでも未提出の場合
　(3) タイピング速度が最低基準（授業内で連絡）を満たさない場合

評価項目 割合 評価基準
総合課題 10% 課題の達成状況により理解度・習熟度を評価する。

期末試験 90% 実技試験により理解度・習熟度を評価する。

   

   

授業の実施方法と授業計画

　コンピュータリテラシ１とコンピュータリテラシ２の授業は、各15回・計30回を連動して行う。

第 01 回　（講義・演習）ガイダンス、Windowsの基礎、タイピング・ソフトのインストール
第 02 回　（講義・演習）電子メールの設定・使用方法の確認、タッチタイピングの練習
第 03 回　（講義・演習）タイピングの練習・達成度の確認、情報モラル

【Word】
第 04 回　（講義・演習）Word の基本（概要、起動と終了）、文字／文章の入力、入力の訂正、保存と読込
第 05 回　（講義・演習）文書の作成（基本的な文書の入力）、範囲の選択、フォント設定、等
第 06 回　（講義・演習）文書の印刷、ページ設定
第 07 回　（講義・演習）表の作成
第 08 回　（講義・演習）箇条書きと段落番号、インデント、ヘッダー・フッター
第 09 回　（講義・演習）文字や段落の装飾（網掛け、ルビ、段組み、スタイル、等）
第 10 回　（講義・演習）上を活用した文書の作成（１）
第 11 回　（講義・演習）オブジェクトの挿入、文字列の折り返し設定
第 12 回　（講義・演習）上を活用した文書の作成（２）
第 13 回　（講義・演習）ビジネス文書の作成（礼状／挨拶状）
第 14 回　（講義・演習）ビジネス文書の作成（依頼状／履歴書）

【Excel】
第 15 回　（講義・演習）Excel の基本（概要、起動と終了）、データ入力の基礎、保存と読込
第 16 回　（講義・演習）基本的なワークシート編集（計算式の入力、再計算と演算子、表示形式の変更等）
第 17 回　（講義・演習）関数の利用（合計、平均、等）
第 18 回　（講義・演習）条件付き書式、表の印刷
第 19 回　（講義・演習）絶対参照
第 20 回　（講義・演習）関数の利用（順位、条件分岐、等）
第 21 回　（講義・演習）関数の利用（集計関数、等）
第 22 回　（講義・演習）関数の利用（検索関数、等）
第 23 回　（講義・演習）関数の入れ子（ネスト）
第 24 回　（講義・演習）グラフと図形の作成(1)
第 25 回　（講義・演習）グラフと図形の作成(2)
第 26 回　（講義・演習）データベース機能（並べ替え、フィルター）
第 27 回　（講義・演習）Excelデータの利用（Word文書への貼り付け）
第 28 回　（講義・演習）情報の探索（図書館データベースの利用、文献探索）
第 29 回　（演習）総合課題(1) Excelによる情報分析の実践
第 30 回　（演習）総合課題(2) Wordによる報告書の作成－Excelデータ・グラフの活用

なお、提出された課題に不備がある（不合格）場合には、個別にClassroomやメール等で誤り箇所を指摘し（フィードバック）、課題の再提出を課
す。

※受講学生の習熟度等により授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAAM1040

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 571C0
科目 571C 洋書講読演習 授業種別 週間授業
担当教員 中野　聡 単位数 2
その他担当者  

授業概要
1、2年次の英語学習を継続、深化させるために、基礎的な洋書講読練習を行う。その際、①主に社
会科学系の文献を用い、②ボキャブラリー(語彙)の習得や英語構文の把握とともに、③対象となる
社会・経済現象に関する意見交換やディスカッションの機会を設ける。必要に応じ、基礎構文・文
法クラッシュ(復習)コースを冒頭に行う。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性   ◎      

到達目標
① 社会科学系の文献リーディングに必要な基礎的ボキャブラリーを習得すること、② 基礎的な英
文の構成を把握できるようになること、③ 多面的な視野から社会経済現象を捉える方法を学ぶこ
と。

テキスト（教科書） 社会科学系の基礎文献または古典。授業中に指示する。
参考書および参考文献 辞書(電子辞書やPC、スマートフォン、タブレットも可)を持参すること。

受講条件
基礎英語を理解していること、および英語学習に対する関心と意欲があること。特に、継続的な自
主学習を通して機械(AI)翻訳に頼らない英文理解力を獲得しようとする意志があること。なお、授
業の性格により、希望者多数の場合は抽選となることがある。

事前・事後学修（内容・時間）
必ず予習を行い、文章の理解できない箇所を特定しておくこと(各回2時間程度)。特に、文献のボ
キャブラリーを事前に調べ、訳読するとともに、人名や社会経済的事象について調べておくこと。
授業前後、基礎ボキャブラリーなどを習得すること(各回1時間程度)。

成績評価
授業での発表、復習テストおよび期末試験による。
評価項目 割合 評価基準
授業参加 60% 予習および輪読箇所に関する事前学習、および復習テスト
期末試験 40% 平易な英文和訳試験
   
   

授業の実施方法と授業計画

セミナー(演習)形式で行う。必要に応じ、基礎構文・文法クラッシュコース(主に口頭練習)を冒頭
に行う。原則として、電子機器の自動(AI)翻訳機能を使うことは認めない。

第1回  授業方法の説明、テキストの決定【講義】
第2回  テキストの輪読【演習】
第3回     〃
第4回     〃
第5回  復習テストまたは関連社会経済事象の学習【演習】
第6回  テキストの輪読【演習】
第7回     〃
第8回     〃
第9回     〃
第10回    復習テストまたは関連社会経済事象の学習【演習】
第11回  テキストの輪読【演習】
第12回     〃
第13回     〃
第14回     〃
第15回  授業のまとめなど【講義】

復習テスト等を校正し、学生にフィードバックする。必要に応じ再提出を求める。

ナンバリング BAAM2043

241



開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57220
科目 5722 ICTと現代社会 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代は情報化時代と言われているように企業、医療、福祉などビジネス社会のあらゆる業務に関する情
報がコンピュータや情報ネットワークを介して処理されているといっても過言ではない。このような社
会においては、情報を活用する利用者としてコンピュータやネットワークに関する基礎的事項の修得は
必要不可欠である。
　本講義では、情報化社会における情報とネットワークすなわちICTに関する基礎的事項の修得を
目指す。ITに関連する営業職種、新たにIT関連の職務に就く、IT関連の就職を希望する学生などを
対象に作られた、ITに関する基本となる知識・スキルを評価する認定プログラムであるCompTIA IT 
Fundamentalsの合格を目指し、ICT知識や技能を身につけることを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ ◯      

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経
営、会計・財務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術
を理解し、その技術を経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。
」「ビジネス社会において必要となる幅広い教養や基礎知識を修得している。」に沿って、本科目の到達
目標を以下のとおりとする。
・ビジネスにおけるICTの必要性とその活用例を説明できる。
・情報化社会の問題点・課題について説明できる。
・教材の小テスト問題を通じてCompTIA IT Fundamentalsレベルの基礎知識について説明できる（
ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、セキュリティ他）。

テキスト（教科書） 講義内でiPad用教材を配布
参考書および参考文献 講義内で適宜紹介します。

受講条件 必修科目
特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

普段から新聞や雑誌に目を通し、情報関連や経営・経済に関する用語に慣れ親しむようしておくこと。
各回の内容について、iPad教材資料に目を通し、予習をやっておくようにしてください（90分×15回）。 
各回のオンラインテストで分からなかった問題については、授業後、各自で復習して再テストを受けて
おくようにすること（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予
習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
各回のオンラインテスト、グループ演習レポート、期末試験で評価する。
期末試験：80％、授業で行うグループ演習レポート：10％、各回のオンラインテスト：10％で評価する。
評価項目 割合 評価基準
期末試験 80% 期末オンラインテストによって内容の理解度を評価する
演習レポート 10% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
各回のオンラインテスト 10% 各回のオンラインテストによって内容の理解度を評価する
   

授業の実施方法と授業計画

1回　（講義）ICTと現代社会　ユビキタスネット社会からIoT社会へ
2回　（講義）ICTが活用されるビジネス例（Eコマース）
3回　（講義）デジタル化とメディア表現
4回　（講義）著作権と情報モラル
5回　（講義・演習）PCの概要（グループワーク）
6回　（講義・演習）データの保存（グループワーク）
7回　（講義・演習）Webブラウザー（グループワーク）
8回　（講義・演習）CPUとメモリ（グループワーク）
9回　（講義・演習）プリンター、接続端子（グループワーク）
10回　（講義・演習）ディスプレイ、様々なデバイス（グループワーク）
11回　（講義・演習）Windowsシステムツール、Windowsのセキュリティ（グループワーク）
12回　（講義・演習）ネットワーク入門（グループワーク）
13回　（講義・演習）ネットワークの規格（グループワーク）
14回　（講義・演習）コンピューターの安全な運用とメンテナンス（グループワーク）
15回　（講義）まとめ（第1回～14回までの復習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参する
こと。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィ
ードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BADM1001
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57220
科目 5722 ICTと現代社会 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

現代は情報化時代と言われているように企業、医療、福祉などビジネス社会のあらゆる業務に関する情
報がコンピュータや情報ネットワークを介して処理されているといっても過言ではない。このような社
会においては、情報を活用する利用者としてコンピュータやネットワークに関する基礎的事項の修得は
必要不可欠である。
　本講義では、情報化社会における情報とネットワークすなわちICTに関する基礎的事項の修得を
目指す。ITに関連する営業職種、新たにIT関連の職務に就く、IT関連の就職を希望する学生などを
対象に作られた、ITに関する基本となる知識・スキルを評価する認定プログラムであるCompTIA IT 
Fundamentalsの合格を目指し、ICT知識や技能を身につけることを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯ ◯      

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「ビジネス社会において経営体を適切に管理運営するために必要な経
営、会計・財務についての基礎的専門知識を修得している。」「情報活用に関して基礎的情報処理技術
を理解し、その技術を経営、会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。
」「ビジネス社会において必要となる幅広い教養や基礎知識を修得している。」に沿って、本科目の到達
目標を以下のとおりとする。
・ビジネスにおけるICTの必要性とその活用例を説明できる。
・情報化社会の問題点・課題について説明できる。
・教材の小テスト問題を通じてCompTIA IT Fundamentalsレベルの基礎知識について説明できる（
ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、セキュリティ他）。

テキスト（教科書） 講義内でiPad用教材を配布
参考書および参考文献 講義内で適宜紹介します。

受講条件 必修科目
特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

普段から新聞や雑誌に目を通し、情報関連や経営・経済に関する用語に慣れ親しむようしておくこと。
各回の内容について、iPad教材資料に目を通し、予習をやっておくようにしてください（90分×15回）。 
各回のオンラインテストで分からなかった問題については、授業後、各自で復習して再テストを受けて
おくようにすること（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予
習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
各回のオンラインテスト、グループ演習レポート、期末試験で評価する。
期末試験：80％、授業で行うグループ演習レポート：10％、各回のオンラインテスト：10％で評価する。
評価項目 割合 評価基準
期末試験 80% 期末オンラインテストによって内容の理解度を評価する
演習レポート 10% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
各回のオンラインテスト 10% 各回のオンラインテストによって内容の理解度を評価する
   

授業の実施方法と授業計画

1回　（講義）ICTと現代社会　ユビキタスネット社会からIoT社会へ
2回　（講義）ICTが活用されるビジネス例（Eコマース）
3回　（講義）デジタル化とメディア表現
4回　（講義）著作権と情報モラル
5回　（講義・演習）PCの概要（グループワーク）
6回　（講義・演習）データの保存（グループワーク）
7回　（講義・演習）Webブラウザー（グループワーク）
8回　（講義・演習）CPUとメモリ（グループワーク）
9回　（講義・演習）プリンター、接続端子（グループワーク）
10回　（講義・演習）ディスプレイ、様々なデバイス（グループワーク）
11回　（講義・演習）Windowsシステムツール、Windowsのセキュリティ（グループワーク）
12回　（講義・演習）ネットワーク入門（グループワーク）
13回　（講義・演習）ネットワークの規格（グループワーク）
14回　（講義・演習）コンピューターの安全な運用とメンテナンス（グループワーク）
15回　（講義）まとめ（第1回～14回までの復習）

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参する
こと。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィ
ードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BADM1001

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57260
科目 5726 経営システム入門 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要
この講義は、情報学科の立場から、広く経営活動とその管理活動の各フェーズに於いて必要になる情
報、並びにその情報の処理及び管理等について理解することを目的とする。さらに、経営活動のプロ
セスにおいてプロセスの最適化を目指すために、最適化情報、即ちベスト・プラクテイス（適用され
ている最善の方法）を如何に導出して行くかを事例と共に講義する。講義と演習を併用して進める。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◎  ◯ ◯ ◯   

到達目標

ディプロマポリシーの中から、「情報活用に関して基礎的情報処理技術を理解し、その技術を経営、
会計・財務に利用して適切にビジネス展開できる能力を身につけている。」「ビジネス社会において
必要となる幅広い教養や基礎知識を修得している。」「自ら持つ知識や情報処理技能を適切に活用し
て、現状を正しく把握することができる。」「直面する問題解決のために必要な知識や情報処理技能
を修得して、それらを応用することができる。」に沿って、本科目の到達目標を以下のとおりとする。
・経営活動とその管理活動の各フェーズに於いて必要になる基礎的な項目について記述できる。
・演習問題を通して、経営システムの基礎問題を解けるようになる。
・その他の経営システムの基本的・応用的な問題について解ける。

テキスト（教科書） 『経営のためのシステム工学』（西川智登、清水静江著　朝倉書店　ISBN:978-4254120769）

参考書および参考文献 『改訂版　統計のはなし』（大村　平　著　日科技連）
必要に応じて、プリントなどの資料を配布する。

受講条件 必修科目
特になし。

事前・事後学修（内容・時間）

各回の内容について、テキストや配布資料に目を通し、例題・課題を理解しておくようにしてください
（90分程度×15回）。各回の提出課題については、授業後、各自で復習して修正し、再提出すること
（90分程度×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予
習をして授業にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
評価方法：毎回の課題：20％、演習形式を含む期末テスト：80％によって行う。
受講上の注意：
(1)　毎回の課題があるので注意すること。未提出課題がある学生は評価しない。
(2)　数学を実用することに興味の持てる学生であることが望ましい。
※課題レポートは、ClassroomまたはSozo Passportを用いて提出すること（講義内で指示します）。
評価項目 割合 評価基準
課題 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

講義の目的から、システム工学の側面から重点を論述し、経営活動及びその管理活動に於いて、下記
の項目を演習を併せて講義する。
(1)　（講義）ガイダンス
(2)　（講義）経営活動と情報
(3)　（講義）情報管理の意義、情報と管理活動
(4)　（講義）情報とは、情報とシステム
(5)　（講義）情報とシステム解析
(6)　（講義）経営システムと最適化の手法（数理的アプローチの有効性）
(7)　（講義・演習）日程計画(PERTとは)
(8)　（講義・演習）日程計画2(PERT演習1)
(9)　（講義・演習）日程計画3(PERT演習2)
(10) （講義・演習）日程計画4(CPM演習)
(11) （講義・演習）統計量(平均と標準偏差、分散)
(12) （講義・演習）統計量2(基礎演習1)
(13) （講義・演習）統計量3(基礎演習2)
(14) （講義・演習）統計量4(応用例、平均と不良率)
(15) （講義・演習）補足とテストのポイント解説

受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフ
ィードバックを行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAEM2002
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57400
科目 5740 商業簿記（上級）１ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類であ
る。簿記は、財務諸表を作成する技術であり、簿記を学ぶことによって、財務諸表の作成だけでなく、
企業会計・企業活動に関する広い知識と理解を得ることができる。商業簿記（上級）１では、簿記入門
講義の学習内容をふまえ、一定規模以上の株式会社を主な対象として、より複雑な取引とその会計処
理を学習する。なお、この科目は、当該授業内容に関する会計の実務経験を有する教員が、その経験
を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

商業簿記（上級）は、日商簿記検定２級レベル（商業簿記）の内容を学習するものである。
商業簿記（上級）１では、簿記入門講義の学習内容をふまえ、一定規模以上の株式会社を主な対象と
して、より複雑な取引とその会計処理を学ぶ。到達目標は以下である。
①有価証券・圧縮記帳・リース・引当金・外貨換算等、実務上の論点となるような取引について正確な
会計処理ができる。
②法人税の算定と税効果会計について、財務諸表と関連付けて説明ができる。
③増資・剰余金の配当処分等を含め、純資産の変動内容について説明ができる。

テキスト（教科書） ・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記２級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

参考書および参考文献 ・『よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記２級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講
座）、TAC出版 〕

受講条件
「簿記入門１」及び「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
※原則として毎回出席すること。
※授業時には、テキストのほか、電卓等計算用具を毎回必ず持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回４５分程度）
・次回学習範囲のテキスト例題を解く。（各回４５分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・テキスト確認問題・講義で扱った問題・小テストの反復練習（各回４５分程度）
〔補足〕
・参考書を使用し問題の反復練習をすることがのぞましい。
・日商簿記検定試験の積極的な受験がのぞましい。

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】ガイダンス
第２回【講義】簿記一巡の手続き
第３回【講義】財務諸表
第４回【講義】商品売買
第５回【講義】現金及び預金
第６回【講義】債権・債務
第７回【講義】有価証券
第８回【講義】有形固定資産
第９回【講義】リース取引
第１０回【講義】無形固定資産と研究開発費 ・引当金
第１１回【講義】外貨換算会計
第１２回【講義】税金
第１３回【講義】税効果会計
第１４回【講義】株式の発行・剰余金の配当と処分
第１５回【講義】決算手続き
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAFM2003
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57400
科目 5740 商業簿記（上級）１ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類であ
る。簿記は、財務諸表を作成する技術であり、簿記を学ぶことによって、財務諸表の作成だけでなく、
企業会計・企業活動に関する広い知識と理解を得ることができる。商業簿記（上級）１では、簿記入門
講義の学習内容をふまえ、一定規模以上の株式会社を主な対象として、より複雑な取引とその会計処
理を学習する。なお、この科目は、当該授業内容に関する会計の実務経験を有する教員が、その経験
を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

商業簿記（上級）は、日商簿記検定２級レベル（商業簿記）の内容を学習するものである。
商業簿記（上級）１では、簿記入門講義の学習内容をふまえ、一定規模以上の株式会社を主な対象と
して、より複雑な取引とその会計処理を学ぶ。到達目標は以下である。
①有価証券・圧縮記帳・リース・引当金・外貨換算等、実務上の論点となるような取引について正確な
会計処理ができる。
②法人税の算定と税効果会計について、財務諸表と関連付けて説明ができる。
③増資・剰余金の配当処分等を含め、純資産の変動内容について説明ができる。

テキスト（教科書） ・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記２級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

参考書および参考文献 ・『よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記２級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講
座）、TAC出版 〕

受講条件
「簿記入門１」及び「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
※原則として毎回出席すること。
※授業時には、テキストのほか、電卓等計算用具を毎回必ず持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回４５分程度）
・次回学習範囲のテキスト例題を解く。（各回４５分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・テキスト確認問題・講義で扱った問題・小テストの反復練習（各回４５分程度）
〔補足〕
・参考書を使用し問題の反復練習をすることがのぞましい。
・日商簿記検定試験の積極的な受験がのぞましい。

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】ガイダンス
第２回【講義】簿記一巡の手続き
第３回【講義】財務諸表
第４回【講義】商品売買
第５回【講義】現金及び預金
第６回【講義】債権・債務
第７回【講義】有価証券
第８回【講義】有形固定資産
第９回【講義】リース取引
第１０回【講義】無形固定資産と研究開発費 ・引当金
第１１回【講義】外貨換算会計
第１２回【講義】税金
第１３回【講義】税効果会計
第１４回【講義】株式の発行・剰余金の配当と処分
第１５回【講義】決算手続き
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAFM2003

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57410
科目 5741 商業簿記（上級）２ 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類であ
る。簿記は、財務諸表を作成する技術であり、簿記を学ぶことによって、財務諸表の作成だけでなく、企
業会計・企業活動に関する広い知識と理解を得ることができる。商業簿記（上級）２では、企業の広域
的な事業活動を支える会計として、本支店会計・連結会計について、その構造と特殊論点を中心に学習
する。なお、この科目は、当該授業内容に関する会計の実務経験を有する教員が、その経験を活かし講
義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

商業簿記（上級）は、日商簿記検定２級レベル（商業簿記）の内容を学習するものである。商業簿記（上
級）２では、企業の広域的な事業活動を支える会計として、本支店会計・連結会計について、その構造と
特殊論点を中心に学ぶ。到達目標は以下である。
①本支店合併財務諸表を作成することができる。
②連結仕訳により、資本連結・修正取引にかかる正確な処理ができる。
③連結財務諸表を作成することができる。

テキスト（教科書） ・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記２級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

参考書および参考文献 ・『よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記２級 』最新版〔TAC株式会社（簿記検定講座）
、TAC出版 〕

受講条件
・「簿記入門１」及び「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「会計学入門」「商業簿記（上級）１」の単位を修得済みであることがのぞましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストのほか、電卓等計算用具を毎回必ず持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回４５分程度）
・次回学習範囲のテキスト例題を解く。（各回４５分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・テキスト確認問題・講義で扱った問題・小テストの反復練習（各回４５分程度）
〔補足〕
・参考書を使用し問題の反復練習をすることがのぞましい。
・日商簿記検定試験の積極的な受験がのぞましい。

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。

評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】「商業簿記（上級）１」の復習・収益認識会計基準
第２回【講義】決算手続①〔決算手続の概要・精算表の作成〕
第３回【講義】決算手続②〔勘定の締切り・月次損益の算定・決算整理仕訳など〕
第４回【講義】本支店会計①〔本支店会計の概要・本支店間取引・支店間取引〕
第５回【講義】本支店会計②〔決算手続・純損益の振替・本支店合併財務諸表の作成〕
第６回【講義】合併と事業譲渡〔合併・事業譲渡・のれんの償却〕
第７回【講義】連結会計①〔連結財務諸表の概要・支配獲得日の連結〕
第８回【講義】連結会計②〔投資と資本の相殺消去〕
第９回【講義】連結会計③〔支配獲得後１期目の連結・連結精算表の作成〕
第１０回【講義】連結会計④〔支配獲得後２期目の連結および３期目以降の連結〕
第１１回【講義】連結会計⑤〔成果連結と連結修正仕訳・内部取引及び債権債務相殺消去〕
第１２回【講義】連結会計⑥〔未実現利益の消去〕
第１３回【講義】連結会計⑦〔連結株主資本等変動計算書の作成〕
第１４回【講義】製造業会計
第１５回【講義】総合問題演習・総括
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAFM2004
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57420
科目 5742 工業簿記（上級）１ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　工業簿記とは、原材料を購入し、それに加工を施して製品を作り、外部に販売する経営すなわち
工業経営に対して適用される複式簿記の計算システムである。
　本講義では、履修者が原価の基本的な概念及び計算手続を理解し、その計算結果を工業簿記に
よって帳簿に記録するプロセスを中心に理解・修得することを目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    
到達目標 日商簿記２級程度の工業簿記の知識（主に個別原価計算）を修得する。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　『 よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記２級 Ver.10.0 』
　〔 TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106587
　※最新版を購入し、授業時には忘れずに持参すること。

【問題集】
　『 よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記２級 Ver.10.0 』
　〔 TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106662
　※最新版を購入し、多くの演習問題に取り組んでいただきたい。

参考書および参考文献 望月恒男・細海昌一郎［編著］『 原価会計の基礎と応用 』 創成社 ISBN：9784794415462

受講条件
・「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「会計学入門」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストおよび電卓等計算用具を持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、
　基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験および小テストによる総合評価とする。
※定期試験が対面形式で実施出来ない場合には、課題レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験にて理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 工業簿記の基礎
第２回 〔講義〕 工業簿記の勘定連絡
第３回 〔講義〕 材料費の分類、材料の購入（購入原価の計算）、材料副費の予定配賦
第４回 〔講義〕 材料費の消費（材料費の計算）、予定消費単価を用いた場合（予定価格法）
第５回 〔講義〕 月末材料の管理（棚卸減耗費の計算）
第６回 〔講義〕 労務費の分類、賃金の支払い（支払額の計算）
第７回 〔講義〕 賃金の消費（労務費の計算）、予定消費賃率を用いる計算
第８回 〔講義〕 経費の分類、経費の消費
第９回 〔講義〕 個別原価計算の概要、製造間接費の賦課（直課）、製造間接費の実際配賦
第10回 〔講義〕 原価計算表（総括表）と仕掛品勘定、仕損、製造間接費の予定配賦
第11回 〔講義〕 製造間接費配賦差異の分析、基準操業度、製造間接費予算
第12回 〔講義〕 部門別個別原価計算の概要、各製造部門と補助部門への集計（第１次集計）
第13回 〔講義〕 補助部門費の各製造部門への配賦（第２次集計）
第14回 〔講義〕 製造部門費の実際配賦、製造部門費の予定配賦
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAFM2005
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57420
科目 5742 工業簿記（上級）１ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者

授業概要
工業簿記とは、原材料を購入し、それに加工を施して製品を作り、外部に販売する経営すなわち

工業経営に対して適用される複式簿記の計算システムである。
本講義では、履修者が原価の基本的な概念及び計算手続を理解し、その計算結果を工業簿記に

よって帳簿に記録するプロセスを中心に理解・修得することを目的とする。
ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯ ◎ ◯
到達目標 日商簿記２級程度の工業簿記の知識（主に個別原価計算）を修得する。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　『 よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記２級 Ver.10.0 』
　〔 TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106587

※最新版を購入し、授業時には忘れずに持参すること。

【問題集】
　『 よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記２級 Ver.10.0 』
　〔 TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106662

※最新版を購入し、多くの演習問題に取り組んでいただきたい。
参考書および参考文献 望月恒男・細海昌一郎［編著］『 原価会計の基礎と応用 』 創成社 ISBN：9784794415462

受講条件
・「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「会計学入門」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストおよび電卓等計算用具を持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、

基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験および小テストによる総合評価とする。
※定期試験が対面形式で実施出来ない場合には、課題レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験にて理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 工業簿記の基礎
第２回 〔講義〕 工業簿記の勘定連絡
第３回 〔講義〕 材料費の分類、材料の購入（購入原価の計算）、材料副費の予定配賦
第４回 〔講義〕 材料費の消費（材料費の計算）、予定消費単価を用いた場合（予定価格法）
第５回 〔講義〕 月末材料の管理（棚卸減耗費の計算）
第６回 〔講義〕 労務費の分類、賃金の支払い（支払額の計算）
第７回 〔講義〕 賃金の消費（労務費の計算）、予定消費賃率を用いる計算
第８回 〔講義〕 経費の分類、経費の消費
第９回 〔講義〕 個別原価計算の概要、製造間接費の賦課（直課）、製造間接費の実際配賦
第10回 〔講義〕 原価計算表（総括表）と仕掛品勘定、仕損、製造間接費の予定配賦
第11回 〔講義〕 製造間接費配賦差異の分析、基準操業度、製造間接費予算
第12回 〔講義〕 部門別個別原価計算の概要、各製造部門と補助部門への集計（第１次集計）
第13回 〔講義〕 補助部門費の各製造部門への配賦（第２次集計）
第14回 〔講義〕 製造部門費の実際配賦、製造部門費の予定配賦
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
フィードバックを行う。

※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。
ナンバリング BAFM2005

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57430
科目 5743 工業簿記（上級）２ 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者

授業概要

　工業簿記とは、原材料を購入し、それに加工を施して製品を作り、外部に販売する経営すなわち工業
経営に対して適用される複式簿記の計算システムである。
　本講義では、「工業簿記（上級）１」の内容を踏まえて、履修者が連続大量生産に適した原価計算手
続を理解し、その計算結果を工業簿記によって帳簿に記録するプロセスを中心に理解・修得することを
目的とする。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯ ◎ ◯
到達目標 日商簿記２級程度の工業簿記（主に総合原価計算、標準原価計算、直接原価計算）の知識を習得する。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　『 よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト　日商簿記２級 Ver.10.0 』
　〔 TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106587

※最新版を購入し、授業時には忘れずに持参すること。

【問題集】
　『 よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記２級 Ver.10.0 』
　〔 TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕　ISBN：9784300106662

※最新版を購入し、多くの演習問題に取り組んでいただきたい。
参考書および参考文献 望月恒男・細海昌一郎［編著］『 原価会計の基礎と応用 』 創成社 ISBN：9784794415462

受講条件
・「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「会計学入門」、「工業簿記（上級）１」の単位を修得済みであることが望ましい。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストおよび電卓等計算用具を持参すること。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、

基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験および小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験が対面形式で実施出来ない場合には、課題レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度などは、減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験にて理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 総合原価計算の概要（個別原価計算と総合原価計算との違いについて）
第２回 〔講義〕 単純総合原価計算の概要、月末仕掛品原価の計算（月末仕掛品の評価）
第３回 〔講義〕 月初仕掛品がある場合の計算、直接材料の投入方法、加工費の予定配賦
第４回 〔講義〕 仕損の概要、正常仕損費の処理、総合原価計算における減損、副産物
第５回 〔講義〕 工程別総合原価計算の概要、工程別総合原価計算の手続き
第６回 〔講義〕 工程別総合原価計算の総合演習
第７回 〔講義〕 組別総合原価計算
第８回 〔講義〕 等級別別総合原価計算
第９回 〔講義〕 標準原価計算の概要、原価標準の設定、標準原価の計算、勘定記入の方法
第10回 〔講義〕 原価差異の計算、直接材料費差異の分析、直接労務費差異の分析
第11回 〔講義〕 製造間接費差異の分析
第12回 〔講義〕 直接原価計算の概要（全部原価計算と直接原価計算との違いについて）
第13回 〔講義〕 固定費調整、短期利益計画、ＣＶＰ分析の概要
第14回 〔講義〕 ＣＶＰ分析、原価の固変分解
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
フィードバックを行う。

※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAFM2006

247



開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57440
科目 5744 情報処理論１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要

ビジネス社会で広く利用されている表計算ソフト・Excelには，処理を自動化するマクロ機能や，マクロを作るためのVBA（Visual Basic for 
Applications）という機能が用意されている．VBAを用いて自動的に実行させたい処理を作成（プログラミング）することで，データ集計をはじめ
とする計算やグラフ作成などの定型処理を効率的に行うことが可能となる．

本講義・実習では，Excelを一層活用するためのVBAについて，プログラミングに関する基本的な知識とともに利用方法を修得することを目標と
する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標
・「マクロの記録」機能を使って，所望の処理の自動化・効率化を行うことができる
・問題解決のための処理の流れ（手続き）を整理して組み立て，説明することができる
・VBAプログラミングを通じて簡単なマクロを記述することができる
・実際的な問題の解決・作業効率化のためにVBAを活用できる

テキスト（教科書） 各回の講義では Classroom を通じて教員作成のテキストを配布する。
※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 授業の中で適宜紹介する．

受講条件 必修科目
「情報処理実習１」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習は必ず行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組む
こと．

＊情報処理論１・実習１（2+1=3単位）の授業は各15回・計30回を連動して実施する．以下は論・実習をあわせた事前・事後学修および内容と時
間を示したものである．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプルプログラムを記述して動作を確
認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．（毎週計2時間程度，60時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すことで，プログラミングに関す
る知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，60時間相当）
授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるようになるとよい．

Excel関数の知識を必要とするため，コンピュータリテラシで学んだ内容について随時再確認（復習）しておくこと．

成績評価
「情報処理論１」と「情報処理実習１」の単位は一括して認定する．
演習課題（30%），小テスト（10%），レポート（20%），定期試験（40%，実技試験）の結果から評価する．なお，演習課題（毎回の授業内で指示）をすべて提出し受理されていないも
のは，定期試験を受験できない．

一度の欠席や遅刻により授業内容の理解が大きく遅れ，その後の講義・演習に影響することがあるため，原則として毎回出席すること．定期試験受験資格を満たす出席数や遅刻や早
退の取り扱い等の基準については，授業内ガイダンスにて説明する．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
演習課題 30% 各回授業内で示す課題について，適切にプログラムが作成されているかを評価する

小テスト 10% 講義内容の理解度を確認する（5回～6回程度実施予定）

レポート 20% 指示にしたがい，適切にプログラムが作成されているかを評価する（5通程度）

定期試験 40% 実技試験（当日プログラミング）により理解度を確認する

授業の実施方法と授業計画

授業（1コマ）は，前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
情報処理論１と情報処理実習１の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第 01 回　（講義）ガイダンス，授業の進め方，事前事後学修の取り組み方
第 02 回　（講義・演習）マクロ作成(1) マクロの記録
第 03 回　（講義・演習）マクロ作成(2) マクロの実行
第 04 回　（講義・演習）VBEの利用(1) エディタ利用方法
第 05 回　（講義・演習）VBEの利用(2) マクロの中身を知る
第 06 回　（講義・演習）VBAプログラミング
第 07 回　（講義・演習）セルの操作(1) セル指定の基本
第 08 回　（講義・演習）セルの操作(2) アクティブセル、セル範囲
第 09 回　（講義・演習）セルの操作(3) セルの削除、罫線の設定
第 10 回　（講義・演習）ワークシートの操作
第 11 回　（講義・演習）変数の利用、四則演算
第 12 回　（講義・演習）その他の演算子、比較演算子
第 13 回　（講義・演習）フローチャート(1)
第 14 回　（講義・演習）フローチャート(2)
第 15 回　（講義・演習）繰り返し処理(1) For...Next
第 16 回　（講義・演習）繰り返し処理(2) データ表に対する処理
第 17 回　（講義・演習）繰り返し処理(3) Do Until...Loop、Do While...Loop
第 18 回　（講義・演習）条件分岐(1) If..Then..Else
第 19 回　（講義・演習）条件分岐(2) If..Then..Elseつづき、Withステートメント
第 20 回　（講義・演習）条件分岐(3) Select Case
第 21 回　（講義・演習）論理演算子
第 22 回　（演習）総合演習(1) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 23 回　（演習）総合演習(2) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 24 回　（講義・演習）VBA関数
第 25 回　（講義・演習）複数シートの処理、プロシージャ呼び出し
第 26 回　（講義・演習）情報処理(1)
第 27 回　（講義・演習）情報処理(2)
第 28 回　（演習）総合演習(3) 実践的課題1
第 29 回　（演習）総合演習(4) 実践的課題2
第 30 回　（演習）最終課題作成および提出

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用いて個別コメン
ト（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAFM2007
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57440
科目 5744 情報処理論１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要

ビジネス社会で広く利用されている表計算ソフト・Excelには，処理を自動化するマクロ機能や，マクロを作るためのVBA（Visual Basic for 
Applications）という機能が用意されている．VBAを用いて自動的に実行させたい処理を作成（プログラミング）することで，データ集計をはじめ
とする計算やグラフ作成などの定型処理を効率的に行うことが可能となる．

本講義・実習では，Excelを一層活用するためのVBAについて，プログラミングに関する基本的な知識とともに利用方法を修得することを目標と
する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標
・「マクロの記録」機能を使って，所望の処理の自動化・効率化を行うことができる
・問題解決のための処理の流れ（手続き）を整理して組み立て，説明することができる
・VBAプログラミングを通じて簡単なマクロを記述することができる
・実際的な問題の解決・作業効率化のためにVBAを活用できる

テキスト（教科書） 各回の講義では Classroom を通じて教員作成のテキストを配布する。
※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 授業の中で適宜紹介する．

受講条件 必修科目
「情報処理実習１」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習は必ず行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組む
こと．

＊情報処理論１・実習１（2+1=3単位）の授業は各15回・計30回を連動して実施する．以下は論・実習をあわせた事前・事後学修および内容と時
間を示したものである．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプルプログラムを記述して動作を確
認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．（毎週計2時間程度，60時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すことで，プログラミングに関す
る知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，60時間相当）
授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるようになるとよい．

Excel関数の知識を必要とするため，コンピュータリテラシで学んだ内容について随時再確認（復習）しておくこと．

成績評価
「情報処理論１」と「情報処理実習１」の単位は一括して認定する．
演習課題（30%），小テスト（10%），レポート（20%），定期試験（40%，実技試験）の結果から評価する．なお，演習課題（毎回の授業内で指示）をすべて提出し受理されていないも
のは，定期試験を受験できない．

一度の欠席や遅刻により授業内容の理解が大きく遅れ，その後の講義・演習に影響することがあるため，原則として毎回出席すること．定期試験受験資格を満たす出席数や遅刻や早
退の取り扱い等の基準については，授業内ガイダンスにて説明する．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
演習課題 30% 各回授業内で示す課題について，適切にプログラムが作成されているかを評価する

小テスト 10% 講義内容の理解度を確認する（5回～6回程度実施予定）

レポート 20% 指示にしたがい，適切にプログラムが作成されているかを評価する（5通程度）

定期試験 40% 実技試験（当日プログラミング）により理解度を確認する

授業の実施方法と授業計画

授業（1コマ）は，前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
情報処理論１と情報処理実習１の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第 01 回　（講義）ガイダンス，授業の進め方，事前事後学修の取り組み方
第 02 回　（講義・演習）マクロ作成(1) マクロの記録
第 03 回　（講義・演習）マクロ作成(2) マクロの実行
第 04 回　（講義・演習）VBEの利用(1) エディタ利用方法
第 05 回　（講義・演習）VBEの利用(2) マクロの中身を知る
第 06 回　（講義・演習）VBAプログラミング
第 07 回　（講義・演習）セルの操作(1) セル指定の基本
第 08 回　（講義・演習）セルの操作(2) アクティブセル、セル範囲
第 09 回　（講義・演習）セルの操作(3) セルの削除、罫線の設定
第 10 回　（講義・演習）ワークシートの操作
第 11 回　（講義・演習）変数の利用、四則演算
第 12 回　（講義・演習）その他の演算子、比較演算子
第 13 回　（講義・演習）フローチャート(1)
第 14 回　（講義・演習）フローチャート(2)
第 15 回　（講義・演習）繰り返し処理(1) For...Next
第 16 回　（講義・演習）繰り返し処理(2) データ表に対する処理
第 17 回　（講義・演習）繰り返し処理(3) Do Until...Loop、Do While...Loop
第 18 回　（講義・演習）条件分岐(1) If..Then..Else
第 19 回　（講義・演習）条件分岐(2) If..Then..Elseつづき、Withステートメント
第 20 回　（講義・演習）条件分岐(3) Select Case
第 21 回　（講義・演習）論理演算子
第 22 回　（演習）総合演習(1) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 23 回　（演習）総合演習(2) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 24 回　（講義・演習）VBA関数
第 25 回　（講義・演習）複数シートの処理、プロシージャ呼び出し
第 26 回　（講義・演習）情報処理(1)
第 27 回　（講義・演習）情報処理(2)
第 28 回　（演習）総合演習(3) 実践的課題1
第 29 回　（演習）総合演習(4) 実践的課題2
第 30 回　（演習）最終課題作成および提出

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用いて個別コメン
ト（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAFM2007

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57442
科目 5744 情報処理論１ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 2
その他担当者  

授業概要

ビジネス社会で広く利用されている表計算ソフト・Excelには，処理を自動化するマクロ機能や，マクロを作るためのVBA（Visual Basic for 
Applications）という機能が用意されている．VBAを用いて自動的に実行させたい処理を作成（プログラミング）することで，データ集計をはじめ
とする計算やグラフ作成などの定型処理を効率的に行うことが可能となる．

本講義・実習では，Excelを一層活用するためのVBAについて，プログラミングに関する基本的な知識とともに利用方法を修得することを目標と
する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標
・「マクロの記録」機能を使って，所望の処理の自動化・効率化を行うことができる
・問題解決のための処理の流れ（手続き）を整理して組み立て，説明することができる
・VBAプログラミングを通じて簡単なマクロを記述することができる
・実際的な問題の解決・作業効率化のためにVBAを活用できる

テキスト（教科書） 各回の講義では Classroom を通じて教員作成のテキストを配布する。
※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 授業の中で適宜紹介する．

受講条件 必修科目
「情報処理実習１」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習は必ず行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組む
こと．

＊情報処理論１・実習１（2+1=3単位）の授業は各15回・計30回を連動して実施する．以下は論・実習をあわせた事前・事後学修および内容と時
間を示したものである．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプルプログラムを記述して動作を確
認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．（毎週計2時間程度，60時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すことで，プログラミングに関す
る知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，60時間相当）
授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるようになるとよい．

Excel関数の知識を必要とするため，コンピュータリテラシで学んだ内容について随時再確認（復習）しておくこと．

成績評価
「情報処理論１」と「情報処理実習１」の単位は一括して認定する．
演習課題（30%），小テスト（10%），レポート（20%），定期試験（40%，実技試験）の結果から評価する．なお，演習課題（毎回の授業内で指示）をすべて提出し受理されていないも
のは，定期試験を受験できない．

一度の欠席や遅刻により授業内容の理解が大きく遅れ，その後の講義・演習に影響することがあるため，原則として毎回出席すること．定期試験受験資格を満たす出席数や遅刻や早
退の取り扱い等の基準については，授業内ガイダンスにて説明する．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
演習課題 30% 各回授業内で示す課題について，適切にプログラムが作成されているかを評価する

小テスト 10% 講義内容の理解度を確認する（5回～6回程度実施予定）

レポート 20% 指示にしたがい，適切にプログラムが作成されているかを評価する（5通程度）

定期試験 40% 実技試験（当日プログラミング）により理解度を確認する

授業の実施方法と授業計画

授業（1コマ）は，前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
情報処理論１と情報処理実習１の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第 01 回　（講義）ガイダンス，授業の進め方，事前事後学修の取り組み方
第 02 回　（講義・演習）マクロ作成(1) マクロの記録
第 03 回　（講義・演習）マクロ作成(2) マクロの実行
第 04 回　（講義・演習）VBEの利用(1) エディタ利用方法
第 05 回　（講義・演習）VBEの利用(2) マクロの中身を知る
第 06 回　（講義・演習）VBAプログラミング
第 07 回　（講義・演習）セルの操作(1) セル指定の基本
第 08 回　（講義・演習）セルの操作(2) アクティブセル、セル範囲
第 09 回　（講義・演習）セルの操作(3) セルの削除、罫線の設定
第 10 回　（講義・演習）ワークシートの操作
第 11 回　（講義・演習）変数の利用、四則演算
第 12 回　（講義・演習）その他の演算子、比較演算子
第 13 回　（講義・演習）フローチャート(1)
第 14 回　（講義・演習）フローチャート(2)
第 15 回　（講義・演習）繰り返し処理(1) For...Next
第 16 回　（講義・演習）繰り返し処理(2) データ表に対する処理
第 17 回　（講義・演習）繰り返し処理(3) Do Until...Loop、Do While...Loop
第 18 回　（講義・演習）条件分岐(1) If..Then..Else
第 19 回　（講義・演習）条件分岐(2) If..Then..Elseつづき、Withステートメント
第 20 回　（講義・演習）条件分岐(3) Select Case
第 21 回　（講義・演習）論理演算子
第 22 回　（演習）総合演習(1) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 23 回　（演習）総合演習(2) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 24 回　（講義・演習）VBA関数
第 25 回　（講義・演習）複数シートの処理、プロシージャ呼び出し
第 26 回　（講義・演習）情報処理(1)
第 27 回　（講義・演習）情報処理(2)
第 28 回　（演習）総合演習(3) 実践的課題1
第 29 回　（演習）総合演習(4) 実践的課題2
第 30 回　（演習）最終課題作成および提出

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用いて個別コメン
ト（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAFM2007
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57450
科目 5745 情報処理実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 1
その他担当者  

授業概要

ビジネス社会で広く利用されている表計算ソフト・Excelには，処理を自動化するマクロ機能や，マクロを作るためのVBA（Visual Basic for 
Applications）という機能が用意されている．VBAを用いて自動的に実行させたい処理を作成（プログラミング）することで，データ集計をはじめ
とする計算やグラフ作成などの定型処理を効率的に行うことが可能となる．

本講義・実習では，Excelを一層活用するためのVBAについて，プログラミングに関する基本的な知識とともに利用方法を修得することを目標と
する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標
・「マクロの記録」機能を使って，所望の処理の自動化・効率化を行うことができる
・問題解決のための処理の流れ（手続き）を整理して組み立て，説明することができる
・VBAプログラミングを通じて簡単なマクロを記述することができる
・実際的な問題の解決・作業効率化のためにVBAを活用できる

テキスト（教科書） 各回の講義では Classroom を通じて教員作成のテキストを配布する。
※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 授業の中で適宜紹介する．

受講条件 必修科目
「情報処理論１」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習は必ず行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組む
こと．

＊情報処理論１・実習１（2+1=3単位）の授業は各15回・計30回を連動して実施する．以下は論・実習をあわせた事前・事後学修および内容と時
間を示したものである．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプルプログラムを記述して動作を確
認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．（毎週計2時間程度，60時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すことで，プログラミングに関す
る知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，60時間相当）
授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるようになるとよい．

Excel関数の知識を必要とするため，コンピュータリテラシで学んだ内容について随時再確認（復習）しておくこと．

成績評価
「情報処理論１」と「情報処理実習１」の単位は一括して認定する．
演習課題（30%），小テスト（10%），レポート（20%），定期試験（40%，実技試験）の結果から評価する．なお，演習課題（毎回の授業内で指示）をすべて提出し受理されていないも
のは，定期試験を受験できない．

一度の欠席や遅刻により授業内容の理解が大きく遅れ，その後の講義・演習に影響することがあるため，原則として毎回出席すること．定期試験受験資格を満たす出席数や遅刻や早
退の取り扱い等の基準については，授業内ガイダンスにて説明する．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
演習課題 30% 各回授業内で示す課題について，適切にプログラムが作成されているかを評価する

小テスト 10% 講義内容の理解度を確認する（5回～6回程度実施予定）

レポート 20% 指示にしたがい，適切にプログラムが作成されているかを評価する（5通程度）

定期試験 40% 実技試験（当日プログラミング）により理解度を確認する

授業の実施方法と授業計画

授業（1コマ）は，前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
情報処理論１と情報処理実習１の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第 01 回　（講義）ガイダンス，授業の進め方，事前事後学修の取り組み方
第 02 回　（講義・演習）マクロ作成(1) マクロの記録
第 03 回　（講義・演習）マクロ作成(2) マクロの実行
第 04 回　（講義・演習）VBEの利用(1) エディタ利用方法
第 05 回　（講義・演習）VBEの利用(2) マクロの中身を知る
第 06 回　（講義・演習）VBAプログラミング
第 07 回　（講義・演習）セルの操作(1) セル指定の基本
第 08 回　（講義・演習）セルの操作(2) アクティブセル、セル範囲
第 09 回　（講義・演習）セルの操作(3) セルの削除、罫線の設定
第 10 回　（講義・演習）ワークシートの操作
第 11 回　（講義・演習）変数の利用、四則演算
第 12 回　（講義・演習）その他の演算子、比較演算子
第 13 回　（講義・演習）フローチャート(1)
第 14 回　（講義・演習）フローチャート(2)
第 15 回　（講義・演習）繰り返し処理(1) For...Next
第 16 回　（講義・演習）繰り返し処理(2) データ表に対する処理
第 17 回　（講義・演習）繰り返し処理(3) Do Until...Loop、Do While...Loop
第 18 回　（講義・演習）条件分岐(1) If..Then..Else
第 19 回　（講義・演習）条件分岐(2) If..Then..Elseつづき、Withステートメント
第 20 回　（講義・演習）条件分岐(3) Select Case
第 21 回　（講義・演習）論理演算子
第 22 回　（演習）総合演習(1) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 23 回　（演習）総合演習(2) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 24 回　（講義・演習）VBA関数
第 25 回　（講義・演習）複数シートの処理、プロシージャ呼び出し
第 26 回　（講義・演習）情報処理(1)
第 27 回　（講義・演習）情報処理(2)
第 28 回　（演習）総合演習(3) 実践的課題1
第 29 回　（演習）総合演習(4) 実践的課題2
第 30 回　（演習）最終課題作成および提出

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用いて個別コメン
ト（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAFM2007
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57450
科目 5745 情報処理実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 1
その他担当者  

授業概要

ビジネス社会で広く利用されている表計算ソフト・Excelには，処理を自動化するマクロ機能や，マクロを作るためのVBA（Visual Basic for 
Applications）という機能が用意されている．VBAを用いて自動的に実行させたい処理を作成（プログラミング）することで，データ集計をはじめ
とする計算やグラフ作成などの定型処理を効率的に行うことが可能となる．

本講義・実習では，Excelを一層活用するためのVBAについて，プログラミングに関する基本的な知識とともに利用方法を修得することを目標と
する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標
・「マクロの記録」機能を使って，所望の処理の自動化・効率化を行うことができる
・問題解決のための処理の流れ（手続き）を整理して組み立て，説明することができる
・VBAプログラミングを通じて簡単なマクロを記述することができる
・実際的な問題の解決・作業効率化のためにVBAを活用できる

テキスト（教科書） 各回の講義では Classroom を通じて教員作成のテキストを配布する。
※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 授業の中で適宜紹介する．

受講条件 必修科目
「情報処理論１」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習は必ず行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組む
こと．

＊情報処理論１・実習１（2+1=3単位）の授業は各15回・計30回を連動して実施する．以下は論・実習をあわせた事前・事後学修および内容と時
間を示したものである．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプルプログラムを記述して動作を確
認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．（毎週計2時間程度，60時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すことで，プログラミングに関す
る知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，60時間相当）
授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるようになるとよい．

Excel関数の知識を必要とするため，コンピュータリテラシで学んだ内容について随時再確認（復習）しておくこと．

成績評価
「情報処理論１」と「情報処理実習１」の単位は一括して認定する．
演習課題（30%），小テスト（10%），レポート（20%），定期試験（40%，実技試験）の結果から評価する．なお，演習課題（毎回の授業内で指示）をすべて提出し受理されていないも
のは，定期試験を受験できない．

一度の欠席や遅刻により授業内容の理解が大きく遅れ，その後の講義・演習に影響することがあるため，原則として毎回出席すること．定期試験受験資格を満たす出席数や遅刻や早
退の取り扱い等の基準については，授業内ガイダンスにて説明する．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
演習課題 30% 各回授業内で示す課題について，適切にプログラムが作成されているかを評価する

小テスト 10% 講義内容の理解度を確認する（5回～6回程度実施予定）

レポート 20% 指示にしたがい，適切にプログラムが作成されているかを評価する（5通程度）

定期試験 40% 実技試験（当日プログラミング）により理解度を確認する

授業の実施方法と授業計画

授業（1コマ）は，前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
情報処理論１と情報処理実習１の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第 01 回　（講義）ガイダンス，授業の進め方，事前事後学修の取り組み方
第 02 回　（講義・演習）マクロ作成(1) マクロの記録
第 03 回　（講義・演習）マクロ作成(2) マクロの実行
第 04 回　（講義・演習）VBEの利用(1) エディタ利用方法
第 05 回　（講義・演習）VBEの利用(2) マクロの中身を知る
第 06 回　（講義・演習）VBAプログラミング
第 07 回　（講義・演習）セルの操作(1) セル指定の基本
第 08 回　（講義・演習）セルの操作(2) アクティブセル、セル範囲
第 09 回　（講義・演習）セルの操作(3) セルの削除、罫線の設定
第 10 回　（講義・演習）ワークシートの操作
第 11 回　（講義・演習）変数の利用、四則演算
第 12 回　（講義・演習）その他の演算子、比較演算子
第 13 回　（講義・演習）フローチャート(1)
第 14 回　（講義・演習）フローチャート(2)
第 15 回　（講義・演習）繰り返し処理(1) For...Next
第 16 回　（講義・演習）繰り返し処理(2) データ表に対する処理
第 17 回　（講義・演習）繰り返し処理(3) Do Until...Loop、Do While...Loop
第 18 回　（講義・演習）条件分岐(1) If..Then..Else
第 19 回　（講義・演習）条件分岐(2) If..Then..Elseつづき、Withステートメント
第 20 回　（講義・演習）条件分岐(3) Select Case
第 21 回　（講義・演習）論理演算子
第 22 回　（演習）総合演習(1) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 23 回　（演習）総合演習(2) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 24 回　（講義・演習）VBA関数
第 25 回　（講義・演習）複数シートの処理、プロシージャ呼び出し
第 26 回　（講義・演習）情報処理(1)
第 27 回　（講義・演習）情報処理(2)
第 28 回　（演習）総合演習(3) 実践的課題1
第 29 回　（演習）総合演習(4) 実践的課題2
第 30 回　（演習）最終課題作成および提出

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用いて個別コメン
ト（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAFM2007

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 57452
科目 5745 情報処理実習１ 授業種別 週間授業
担当教員 三輪　多恵子 単位数 1
その他担当者  

授業概要

ビジネス社会で広く利用されている表計算ソフト・Excelには，処理を自動化するマクロ機能や，マクロを作るためのVBA（Visual Basic for 
Applications）という機能が用意されている．VBAを用いて自動的に実行させたい処理を作成（プログラミング）することで，データ集計をはじめ
とする計算やグラフ作成などの定型処理を効率的に行うことが可能となる．

本講義・実習では，Excelを一層活用するためのVBAについて，プログラミングに関する基本的な知識とともに利用方法を修得することを目標と
する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標
・「マクロの記録」機能を使って，所望の処理の自動化・効率化を行うことができる
・問題解決のための処理の流れ（手続き）を整理して組み立て，説明することができる
・VBAプログラミングを通じて簡単なマクロを記述することができる
・実際的な問題の解決・作業効率化のためにVBAを活用できる

テキスト（教科書） 各回の講義では Classroom を通じて教員作成のテキストを配布する。
※iPadにて閲覧するので、毎回必ず iPad を持参すること。

参考書および参考文献 授業の中で適宜紹介する．

受講条件 必修科目
「情報処理論１」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習は必ず行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組む
こと．

＊情報処理論１・実習１（2+1=3単位）の授業は各15回・計30回を連動して実施する．以下は論・実習をあわせた事前・事後学修および内容と時
間を示したものである．

予習）
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプルプログラムを記述して動作を確
認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．（毎週計2時間程度，60時間相当）

復習）授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すことで，プログラミングに関す
る知識を定着させることができる．（毎週計2時間程度，60時間相当）
授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるようになるとよい．

Excel関数の知識を必要とするため，コンピュータリテラシで学んだ内容について随時再確認（復習）しておくこと．

成績評価
「情報処理論１」と「情報処理実習１」の単位は一括して認定する．
演習課題（30%），小テスト（10%），レポート（20%），定期試験（40%，実技試験）の結果から評価する．なお，演習課題（毎回の授業内で指示）をすべて提出し受理されていないも
のは，定期試験を受験できない．

一度の欠席や遅刻により授業内容の理解が大きく遅れ，その後の講義・演習に影響することがあるため，原則として毎回出席すること．定期試験受験資格を満たす出席数や遅刻や早
退の取り扱い等の基準については，授業内ガイダンスにて説明する．遅刻，早退や劣悪な受講態度は減点の対象とする場合がある．

評価項目 割合 評価基準
演習課題 30% 各回授業内で示す課題について，適切にプログラムが作成されているかを評価する

小テスト 10% 講義内容の理解度を確認する（5回～6回程度実施予定）

レポート 20% 指示にしたがい，適切にプログラムが作成されているかを評価する（5通程度）

定期試験 40% 実技試験（当日プログラミング）により理解度を確認する

授業の実施方法と授業計画

授業（1コマ）は，前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
情報処理論１と情報処理実習１の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第 01 回　（講義）ガイダンス，授業の進め方，事前事後学修の取り組み方
第 02 回　（講義・演習）マクロ作成(1) マクロの記録
第 03 回　（講義・演習）マクロ作成(2) マクロの実行
第 04 回　（講義・演習）VBEの利用(1) エディタ利用方法
第 05 回　（講義・演習）VBEの利用(2) マクロの中身を知る
第 06 回　（講義・演習）VBAプログラミング
第 07 回　（講義・演習）セルの操作(1) セル指定の基本
第 08 回　（講義・演習）セルの操作(2) アクティブセル、セル範囲
第 09 回　（講義・演習）セルの操作(3) セルの削除、罫線の設定
第 10 回　（講義・演習）ワークシートの操作
第 11 回　（講義・演習）変数の利用、四則演算
第 12 回　（講義・演習）その他の演算子、比較演算子
第 13 回　（講義・演習）フローチャート(1)
第 14 回　（講義・演習）フローチャート(2)
第 15 回　（講義・演習）繰り返し処理(1) For...Next
第 16 回　（講義・演習）繰り返し処理(2) データ表に対する処理
第 17 回　（講義・演習）繰り返し処理(3) Do Until...Loop、Do While...Loop
第 18 回　（講義・演習）条件分岐(1) If..Then..Else
第 19 回　（講義・演習）条件分岐(2) If..Then..Elseつづき、Withステートメント
第 20 回　（講義・演習）条件分岐(3) Select Case
第 21 回　（講義・演習）論理演算子
第 22 回　（演習）総合演習(1) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 23 回　（演習）総合演習(2) 演算子、繰り返し処理、条件分岐
第 24 回　（講義・演習）VBA関数
第 25 回　（講義・演習）複数シートの処理、プロシージャ呼び出し
第 26 回　（講義・演習）情報処理(1)
第 27 回　（講義・演習）情報処理(2)
第 28 回　（演習）総合演習(3) 実践的課題1
第 29 回　（演習）総合演習(4) 実践的課題2
第 30 回　（演習）最終課題作成および提出

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あるいはメールを用いて個別コメン
ト（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．

ナンバリング BAFM2007
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57460
科目 5746 情報処理論２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要
入門的かつ広く普及しているプログラム言語の代表例としてVisualBasicやPythonなどが挙げら
れる．本講義ではプログラムの仕組みを理解し，実際にプログラムを作成することで，基本的なプ
ログラミング技術を習得することを目標とする．本講義では，主にプログラム言語の文法およびア
ルゴリズム（計算手順）をメインとする．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標
１．プログラミングに関する基本的な用語・知識等を理解し説明する事ができる
２．プログラミングに関する基礎知識を基に基本的なプログラムを作成する事ができる
３．簡単なプログラムとアルゴリズムについて理解し説明する事ができる

テキスト（教科書） Classroomを通じて配信する他，必要に応じて指示する．

参考書および参考文献
羽山 博: “基礎Visual Basic 2022”, インプレス, ISBN: 978-4295014-324, 2022.6.
川口輝久, 河野勉: “かんたんプログラミング Visual Basic 2010/2008/2005 ［コントロール
編］”, 技術評論社, ISBN 978-4-7741-4419-1, 2010.7.

受講条件 ＜選択科目＞
「情報処理論2」と「情報処理演習2」は同時履修すること

事前・事後学修（内容・時間）

授業計画にそって予習・復習をすることが望ましい．
※講義を終えた内容に関しては習得済みとして講義を進めていく

（事前学習）
・講義資料や参考文献の熟読（90分×15回）

（事後学習）
・プログラム作成の練習（90分×15回）

成績評価
小テスト（20%， LMSまたはペーパーで出題．2-3回程度），定期試験（80%）の結果から，授業の到達目標がどの程度達
成できているかで評価する．
「情報処理論2」と「情報処理演習2」の単位は一括して認定する．
評価項目 割合 評価基準
定期試験 80% 筆記試験にて理解度を確認する
小テスト 20% 各回の文法についての理解度を確認する
   
   

授業の実施方法と授業計画

情報処理論2では，文法やアルゴリズムの習得を目指し，座学だけでなく，理解促進のため，実習
を交えながら授業を進める

第01回　（講義・演習）プログラミングの基本
第02回　（講義・演習）変数・演算子
第03回　（講義・演習）条件分岐処理(1)
第04回　（講義・演習）条件分岐処理(2)
第05回　（講義・演習）繰り返し処理(1)
第06回　（講義・演習）繰り返し処理(2)
第07回　（講義・演習）配列
第08回　（講義・演習）多次元配列
第09回　（講義・演習）プロシージャとメソッド(1)
第10回　（講義・演習）プロシージャとメソッド(2)
第11回　（講義・演習）クラス(1)
第12回　（講義・演習）クラス(2)
第13回　（講義・演習）ファイルの取り扱いや例外処理
第14回　（講義・演習）データベース
第15回　（講義・演習）応用アプリケーション

※ただし，受講学生の習熟度に応じて，授業計画を変更する場合もある

※小テストは，テスト終了後の翌日に採点結果とともにコメントをフィードバックする．

ナンバリング BAFM2009
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57460
科目 5746 情報処理論２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 2
その他担当者  

授業概要
入門的かつ広く普及しているプログラム言語の代表例としてVisualBasicやPythonなどが挙げら
れる．本講義ではプログラムの仕組みを理解し，実際にプログラムを作成することで，基本的なプ
ログラミング技術を習得することを目標とする．本講義では，主にプログラム言語の文法およびア
ルゴリズム（計算手順）をメインとする．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標
１．プログラミングに関する基本的な用語・知識等を理解し説明する事ができる
２．プログラミングに関する基礎知識を基に基本的なプログラムを作成する事ができる
３．簡単なプログラムとアルゴリズムについて理解し説明する事ができる

テキスト（教科書） Classroomを通じて配信する他，必要に応じて指示する．

参考書および参考文献
羽山 博: “基礎Visual Basic 2022”, インプレス, ISBN: 978-4295014-324, 2022.6.
川口輝久, 河野勉: “かんたんプログラミング Visual Basic 2010/2008/2005 ［コントロール
編］”, 技術評論社, ISBN 978-4-7741-4419-1, 2010.7.

受講条件 ＜選択科目＞
「情報処理論2」と「情報処理演習2」は同時履修すること

事前・事後学修（内容・時間）

授業計画にそって予習・復習をすることが望ましい．
※講義を終えた内容に関しては習得済みとして講義を進めていく

（事前学習）
・講義資料や参考文献の熟読（90分×15回）

（事後学習）
・プログラム作成の練習（90分×15回）

成績評価
小テスト（20%， LMSまたはペーパーで出題．2-3回程度），定期試験（80%）の結果から，授業の到達目標がどの程度達
成できているかで評価する．
「情報処理論2」と「情報処理演習2」の単位は一括して認定する．
評価項目 割合 評価基準
定期試験 80% 筆記試験にて理解度を確認する
小テスト 20% 各回の文法についての理解度を確認する
   
   

授業の実施方法と授業計画

情報処理論2では，文法やアルゴリズムの習得を目指し，座学だけでなく，理解促進のため，実習
を交えながら授業を進める

第01回　（講義・演習）プログラミングの基本
第02回　（講義・演習）変数・演算子
第03回　（講義・演習）条件分岐処理(1)
第04回　（講義・演習）条件分岐処理(2)
第05回　（講義・演習）繰り返し処理(1)
第06回　（講義・演習）繰り返し処理(2)
第07回　（講義・演習）配列
第08回　（講義・演習）多次元配列
第09回　（講義・演習）プロシージャとメソッド(1)
第10回　（講義・演習）プロシージャとメソッド(2)
第11回　（講義・演習）クラス(1)
第12回　（講義・演習）クラス(2)
第13回　（講義・演習）ファイルの取り扱いや例外処理
第14回　（講義・演習）データベース
第15回　（講義・演習）応用アプリケーション

※ただし，受講学生の習熟度に応じて，授業計画を変更する場合もある

※小テストは，テスト終了後の翌日に採点結果とともにコメントをフィードバックする．

ナンバリング BAFM2009

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57470
科目 5747 情報処理実習２ 授業種別 週間授業
担当教員 中澤　陽平 単位数 1
その他担当者  

授業概要
入門的かつ広く普及しているプログラム言語の代表例としてVisualBasicやPythonなどが挙げら
れる．本講義ではプログラムの仕組みを理解し，実際にプログラムを作成することで，基本的なプ
ログラミング技術を習得することを目標とする．本講義では，主にプログラム作成実習をメインと
する．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標
１．プログラミングに関する基本的な用語・知識等を理解し説明する事ができる
２．プログラミングに関する基礎知識を基に基本的なプログラムを作成する事ができる
３．簡単なプログラムとアルゴリズムについて理解し説明する事ができる

テキスト（教科書） Classroomを通じて配信する他，必要に応じて指示する．

参考書および参考文献
羽山 博: “基礎Visual Basic 2022”, インプレス, ISBN: 978-4295014-324, 2022.6.
川口輝久, 河野勉: “かんたんプログラミング Visual Basic 2010/2008/2005 ［コントロール
編］”, 技術評論社, ISBN 978-4-7741-4419-1, 2010.7.

受講条件 ＜選択科目＞
「情報処理論2」と「情報処理演習2」は同時履修すること

事前・事後学修（内容・時間）

授業計画にそって予習・復習をすることが望ましい．
※講義を終えた内容に関しては習得済みとして講義を進めていく

（事前学習）
・講義資料や参考文献の熟読（90分×15回）

（事後学習）
・プログラム作成の練習（90分×15回）

成績評価
演習課題（40%，　LMSに提出），実技試験（60%）の結果から，授業の到達目標がどの程度達成できているかで評価す
る．
「情報処理論2」と「情報処理演習2」の単位は一括して認定する．
評価項目 割合 評価基準
演習課題 40% 各文法の理解度を評価する
実技試験 60% アプリケーションの作成で総合的な理解度を確認する
   
   

授業の実施方法と授業計画

情報処理実習2では，「情報処理論2」で学んだ文法やアルゴリズムを活用したプログラム作成を
行う．また，これらの内容に加えてGUIプログラム（フォームコントロール）の作成についても学習
する．

第01回　（講義・演習）プログラミングの基本
第02回　（講義・演習）変数・演算子
第03回　（講義・演習）条件分岐処理(1)
第04回　（講義・演習）条件分岐処理(2)
第05回　（講義・演習）繰り返し処理(1)
第06回　（講義・演習）繰り返し処理(2)
第07回　（講義・演習）配列
第08回　（講義・演習）多次元配列
第09回　（講義・演習）プロシージャとメソッド(1)
第10回　（講義・演習）プロシージャとメソッド(2)
第11回　（講義・演習）クラス(1)
第12回　（講義・演習）クラス(2)
第13回　（講義・演習）ファイルの取り扱いや例外処理
第14回　（講義・演習）データベース
第15回　（講義・演習）応用アプリケーション

※ただし，受講学生の習熟度に応じて，授業計画を変更する場合もある

※課題は，提出締め切り後にコメントをフィードバックする．

ナンバリング BAFM2010
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57480
科目 5748 システム理論 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

ITパスポート試験とは，ICTの知識，経営・法務などの業務の知識が出題される情報系の国家試験の資格である．
特に職業人が共通に備えておくべきICT技術に関する基礎的な知識が問われている．
本講義では，ITパスポート試験に出題される経営分野（ストラテジ領域・マネジメント領域）を題材として，企業に
おける情報システムの利活用の基本を身につける．
具体的には，教科書に沿ってテーマごとにスライドを使いながら説明を行い，関連する過去問（3年分程度）プリン
トを配布する．次回講義で，教科書および配布プリントから出題する小テストを行う．最終的には，社会人としての
最低限のストラテジ・マネジメントの知識を習得する．また，湯優があれば最新のAI，IoT等の知識も学ぶ．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

ディプロマポリシーに沿って，本科目の到達目標を以下のとおりとする．
ITパスポート試験に出題されるストラテジ領域，マネジメント領域の基礎的な知識について
・各テーマについて基礎レベルの知識を身につける
・テーマを通じて知識を活用する力を身につける
・ITパスポート試験相当の合格レベルの知識を習得する

テキスト（教科書） ITパスポート試験 対策テキスト＆過去問題集 令和6-7年度版，出版社:富士通ラーニングメディア，
ISBN:978-4867750704

参考書および参考文献
「令和4年度 いちばんやさしいITパスポート 絶対合格の教科書+出る順問題集」，高橋京介, SBクリエイティブ, 
ISBN: 978-4-8156-1373-0
その他、授業中にも適宜紹介する．

受講条件

特になし．
ITパスポート試験や基本情報技術者試験等の情報系資格の取得を目指している学生の履修を勧めます．
＜参考：ストラテジ系，マネジメント系と関わりのある科目＞
1年必修「経営学入門」「簿記入門1」「会計学入門」「マーケティング入門」
2年必修「経営システム入門」「プロジェクトマネジメント」
＜参考：テクノロジ系と関わりのある科目＞
1年必修「ICTと現代社会」，2年選択「コンピュータの基礎」

事前・事後学修（内容・時間）
各回の演習内容について、理解できるまで事前に目を通しておくこと（90分×15回）。
各回の確認テストについて、理解な不十分な項目については事後に十分に学習すること（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業
にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
到達目標が達成できているかを，各回の演習と確認テスト（20%），期末テスト（80%）で評価する．
期末テストは，講義で取り扱ったテーマから100問程度出題する.

評価項目 割合 評価基準

各回の演習と確認テスト 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかと確認テストの理解度によって評価す
る

期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 1回　（講義・演習）ガイダンスと事前テスト

ストラテジ系
第 2回　（講義・演習）企業と法務（企業活動、法務）
第 3回　（講義・演習）経営戦略（経営戦略マネジメント）
第 4回　（講義・演習）　〃　（技術戦略マネジメント）
第 5回　（講義・演習）　〃　（ビジネスインダストリ）
第 6回　（講義・演習）システム戦略（システム戦略）
第 7回　（講義・演習）　〃　（システム企画）
第 8回　（演習）まとめと確認テスト

マネジメント系
第 9回　（講義・演習）開発技術（システム開発技術）
第10回　（講義・演習）　〃　（ソフトウェア開発管理技術）
第11回　（講義・演習）プロジェクトマネジメント（プロジェクトマネジメント）
第12回　（講義・演習）サービスマネジメント（サービスマネジメント）
第13回　（講義・演習）　〃　（システム監査）
第14回　（演習）まとめと確認テスト

第15回　（演習）模擬テスト

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを
行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAFM2011
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57480
科目 5748 システム理論 授業種別 週間授業
担当教員 今井　正文 単位数 2
その他担当者  

授業概要

ITパスポート試験とは，ICTの知識，経営・法務などの業務の知識が出題される情報系の国家試験の資格である．
特に職業人が共通に備えておくべきICT技術に関する基礎的な知識が問われている．
本講義では，ITパスポート試験に出題される経営分野（ストラテジ領域・マネジメント領域）を題材として，企業に
おける情報システムの利活用の基本を身につける．
具体的には，教科書に沿ってテーマごとにスライドを使いながら説明を行い，関連する過去問（3年分程度）プリン
トを配布する．次回講義で，教科書および配布プリントから出題する小テストを行う．最終的には，社会人としての
最低限のストラテジ・マネジメントの知識を習得する．また，湯優があれば最新のAI，IoT等の知識も学ぶ．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯  ◎ ◯    

到達目標

ディプロマポリシーに沿って，本科目の到達目標を以下のとおりとする．
ITパスポート試験に出題されるストラテジ領域，マネジメント領域の基礎的な知識について
・各テーマについて基礎レベルの知識を身につける
・テーマを通じて知識を活用する力を身につける
・ITパスポート試験相当の合格レベルの知識を習得する

テキスト（教科書） ITパスポート試験 対策テキスト＆過去問題集 令和6-7年度版，出版社:富士通ラーニングメディア，
ISBN:978-4867750704

参考書および参考文献
「令和4年度 いちばんやさしいITパスポート 絶対合格の教科書+出る順問題集」，高橋京介, SBクリエイティブ, 
ISBN: 978-4-8156-1373-0
その他、授業中にも適宜紹介する．

受講条件

特になし．
ITパスポート試験や基本情報技術者試験等の情報系資格の取得を目指している学生の履修を勧めます．
＜参考：ストラテジ系，マネジメント系と関わりのある科目＞
1年必修「経営学入門」「簿記入門1」「会計学入門」「マーケティング入門」
2年必修「経営システム入門」「プロジェクトマネジメント」
＜参考：テクノロジ系と関わりのある科目＞
1年必修「ICTと現代社会」，2年選択「コンピュータの基礎」

事前・事後学修（内容・時間）
各回の演習内容について、理解できるまで事前に目を通しておくこと（90分×15回）。
各回の確認テストについて、理解な不十分な項目については事後に十分に学習すること（90分×15回）。
※授業の資料（授業資料、課題ファイル等）は、Classroomに公開するので、事前に資料に目を通し予習をして授業
にのぞみ、また、授業中にも参照すること。

成績評価
到達目標が達成できているかを，各回の演習と確認テスト（20%），期末テスト（80%）で評価する．
期末テストは，講義で取り扱ったテーマから100問程度出題する.

評価項目 割合 評価基準

各回の演習と確認テスト 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかと確認テストの理解度によって評価す
る

期末テスト 80% 期末テストによって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

第 1回　（講義・演習）ガイダンスと事前テスト

ストラテジ系
第 2回　（講義・演習）企業と法務（企業活動、法務）
第 3回　（講義・演習）経営戦略（経営戦略マネジメント）
第 4回　（講義・演習）　〃　（技術戦略マネジメント）
第 5回　（講義・演習）　〃　（ビジネスインダストリ）
第 6回　（講義・演習）システム戦略（システム戦略）
第 7回　（講義・演習）　〃　（システム企画）
第 8回　（演習）まとめと確認テスト

マネジメント系
第 9回　（講義・演習）開発技術（システム開発技術）
第10回　（講義・演習）　〃　（ソフトウェア開発管理技術）
第11回　（講義・演習）プロジェクトマネジメント（プロジェクトマネジメント）
第12回　（講義・演習）サービスマネジメント（サービスマネジメント）
第13回　（講義・演習）　〃　（システム監査）
第14回　（演習）まとめと確認テスト

第15回　（演習）模擬テスト

各回の演習については電子資料で配布し作業してもらうので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
受講学生の習熟度等により授業計画を変更することがある。
課題（テストやレポート等）については、Classroomや授業の時間を通して質問や疑問等に対するフィードバックを
行う。
各回の演習レポートの修正指示があった場合は各自で修正して再提出すること。
必要に応じて、オフィスアワーなどを利用し個別に対応する。

ナンバリング BAFM2011

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57500
科目 5750 データベース論基礎 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　企業・行政機関では複数の基幹業務を管理する経営情報システムにおいて、そのデータの一元管理にデータベースを使用
している。本科目では、データベースシステムの設計と運用管理に必要な基本的な理論と情報技術について学ぶ。また、デー
タベースソフト（Access）を使い、具体的なデータベースの機能について学び、基幹業務を事例にしたデータベースシステム
の作成・運用・管理方法を、演習を通して修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標

・データベースの基礎的な理論と機能について説明できる。
・データベースの主なデータモデルについて説明できる。
・顧客管理、請求管理などの基幹業務と関連させたデータベースの実践的な活用法について説明でき、かつ利用することが
できる。
・データベース（Access）の基本的な知識技術を習得する。
・Accessの関係データベース機能を活用して、アプリケーションソフトウェアを作成できる。
・データベースの正規化、リレーションシップの設定等の基礎的な作業ができる。
・複数テーブルを関連付けるリレーションシップ機能を活用できる。

テキスト（教科書）
「できるAccess2021 Office 2021 & Microsoft 365 両対応」（きたみあきこ＆できるシリーズ編集部株式会社インプレス）
ISBN : 978-4-295-01606-9
※補助資料を電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。

参考書および参考文献 参考書：「入門 データベース」 （植村俊亮　オーム社）ISBN : 9784271222924
また、授業内容に合わせて追加資料を配布する。

受講条件 必修科目（データベース論基礎・データベース実習基礎の両科目を同時受講すること）。

事前・事後学修（内容・時間）
・講義前にテキストの指定ページを一読し、概要、目的、内容を確認し、要点をまとめておくこと（第1～30回／90分）。
・講義後には、同時履修しているデータベース実習基礎の内容を相互に関連付けながらテキストのキーワードと講義ノート
を確認し、目的、修得した知識、具体的な成果、ならびに重要と思われる事項をまとめること（第1～30回／90分）。
・Accessの実用的な機能を把握するため、操作練習やデータ入力などを空き時間を利用して積極的に行うこと。

成績評価
課題提出：20％と定期試験：80％で評価する。なお、課題は必ず全て提出すること（未提出の場合には評価しない）。
また、データベース実習基礎と合わせて欠席回数が8回を超えた場合には失格とする（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）。

評価項目 割合 評価基準
課題 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
定期試験 80% 定期試験によって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

データベース論基礎とデータベース実習基礎は、各15回・計30回を通して行う。そのため、両科目を必ず同時履修すること。

第１回 （講義） ガイダンス
第２回 （講義） データベースの概念
第３回 （講義） データベース管理システム
第４回 （講義） データモデルの概念（データモデル、データ独立性）
第５回 （講義） データモデルの概念（データ定義の基本概念）
第６回 （講義） データモデルの概念（まとめ）
第７回 （演習） Accessの機能、リレーショナルデータベースの概要、テーブルの作成
第８回 （演習） テーブルへのデータの追加
第９回 （演習） クエリによる情報抽出（並べ替え、抽出条件、ワイルドカード）
第10回 （演習） クエリによる情報抽出（パラメータクエリ・and条件・or条件）
第11回 （演習） 入力フォームの作成
第12回 （演習） レポートの基本と編集
第13回 （演習） 表の作成・データ入力の復習
第14回 （講義・演習）データモデルの概念とデータベースとの関連付け
第15回 （講義） 関係データモデル（データ構造、データ操作、関係代数）
第16回 （講義） 関係データモデル（関係代数）
第17回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（キー制約））
第18回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（外部キーと参照制約））
第19回 （講義） データベースの設計（リレーションの正規化、第一正規形）
第20回 （講義） データベースの設計（第二正規形、第三正規形）
第21回 （講義・演習）データベースの設計（正規化の復習）
第22回 （演習） リレーショナルデータベースの作成（リレーションシップの設定）
第23回 （演習） 複数テーブルへのデータ入力
第24回 （演習） クエリによる情報抽出（グループ集計、関数の利用）
第25回 （演習） クエリによる情報抽出（クロス集計、アクションクエリ、外部結合）
第26回 （講義） データベース言語SQL、正規化の復習
第27回 （演習） レポートの作成（グループ化）
第28回 （演習） レポートの作成（自由なレイアウトの設定）
第29回 （講義・演習）データモデル、データベースの正規化に関する総まとめ
第30回 （講義・演習）データベース操作に関する総まとめ

※各回の講義内容については、電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57501
科目 5750 データベース論基礎 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　企業・行政機関では複数の基幹業務を管理する経営情報システムにおいて、そのデータの一元管理にデータベースを使用
している。本科目では、データベースシステムの設計と運用管理に必要な基本的な理論と情報技術について学ぶ。また、デー
タベースソフト（Access）を使い、具体的なデータベースの機能について学び、基幹業務を事例にしたデータベースシステム
の作成・運用・管理方法を、演習を通して修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標

・データベースの基礎的な理論と機能について説明できる。
・データベースの主なデータモデルについて説明できる。
・顧客管理、請求管理などの基幹業務と関連させたデータベースの実践的な活用法について説明でき、かつ利用することが
できる。
・データベース（Access）の基本的な知識技術を習得する。
・Accessの関係データベース機能を活用して、アプリケーションソフトウェアを作成できる。
・データベースの正規化、リレーションシップの設定等の基礎的な作業ができる。
・複数テーブルを関連付けるリレーションシップ機能を活用できる。

テキスト（教科書）
「できるAccess2021 Office 2021 & Microsoft 365 両対応」（きたみあきこ＆できるシリーズ編集部株式会社インプレス）
ISBN : 978-4-295-01606-9

※補助資料を電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。

参考書および参考文献 参考書：「入門 データベース」 （植村俊亮　オーム社）ISBN : 9784271222924
また、授業内容に合わせて追加資料を配布する。

受講条件 必修科目（データベース論基礎・データベース実習基礎の両科目を同時受講すること）。

事前・事後学修（内容・時間）
・講義前にテキストの指定ページを一読し、概要、目的、内容を確認し、要点をまとめておくこと（第1～30回／90分）。
・講義後には、同時履修しているデータベース実習基礎の内容を相互に関連付けながらテキストのキーワードと講義ノート
を確認し、目的、修得した知識、具体的な成果、ならびに重要と思われる事項をまとめること（第1～30回／90分）。
・Accessの実用的な機能を把握するため、操作練習やデータ入力などを空き時間を利用して積極的に行うこと。

成績評価
課題提出：20％と定期試験：80％で評価する。なお、課題は必ず全て提出すること（未提出の場合には評価しない）。
また、データベース実習基礎と合わせて欠席回数が8回を超えた場合には失格とする（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）。

評価項目 割合 評価基準
課題 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
定期試験 80% 定期試験によって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

データベース論基礎とデータベース実習基礎は、各15回・計30回を通して行う。そのため、両科目を必ず同時履修すること。

第１回 （講義） ガイダンス
第２回 （講義） データベースの概念
第３回 （講義） データベース管理システム
第４回 （講義） データモデルの概念（データモデル、データ独立性）
第５回 （講義） データモデルの概念（データ定義の基本概念）
第６回 （講義） データモデルの概念（まとめ）
第７回 （演習） Accessの機能、リレーショナルデータベースの概要、テーブルの作成
第８回 （演習） テーブルへのデータの追加
第９回 （演習） クエリによる情報抽出（並べ替え、抽出条件、ワイルドカード）
第10回 （演習） クエリによる情報抽出（パラメータクエリ・and条件・or条件）
第11回 （演習） 入力フォームの作成
第12回 （演習） レポートの基本と編集
第13回 （演習） 表の作成・データ入力の復習
第14回 （講義・演習）データモデルの概念とデータベースとの関連付け
第15回 （講義） 関係データモデル（データ構造、データ操作、関係代数）
第16回 （講義） 関係データモデル（関係代数）
第17回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（キー制約））
第18回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（外部キーと参照制約））
第19回 （講義） データベースの設計（リレーションの正規化、第一正規形）
第20回 （講義） データベースの設計（第二正規形、第三正規形）
第21回 （講義・演習）データベースの設計（正規化の復習）
第22回 （演習） リレーショナルデータベースの作成（リレーションシップの設定）
第23回 （演習） 複数テーブルへのデータ入力
第24回 （演習） クエリによる情報抽出（グループ集計、関数の利用）
第25回 （演習） クエリによる情報抽出（クロス集計、アクションクエリ、外部結合）
第26回 （講義） データベース言語SQL、正規化の復習
第27回 （演習） レポートの作成（グループ化）
第28回 （演習） レポートの作成（自由なレイアウトの設定）
第29回 （講義・演習）データモデル、データベースの正規化に関する総まとめ
第30回 （講義・演習）データベース操作に関する総まとめ

※各回の講義内容については、電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバックを行う。

ナンバリング BAFM2012
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57501
科目 5750 データベース論基礎 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　企業・行政機関では複数の基幹業務を管理する経営情報システムにおいて、そのデータの一元管理にデータベースを使用
している。本科目では、データベースシステムの設計と運用管理に必要な基本的な理論と情報技術について学ぶ。また、デー
タベースソフト（Access）を使い、具体的なデータベースの機能について学び、基幹業務を事例にしたデータベースシステム
の作成・運用・管理方法を、演習を通して修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標

・データベースの基礎的な理論と機能について説明できる。
・データベースの主なデータモデルについて説明できる。
・顧客管理、請求管理などの基幹業務と関連させたデータベースの実践的な活用法について説明でき、かつ利用することが
できる。
・データベース（Access）の基本的な知識技術を習得する。
・Accessの関係データベース機能を活用して、アプリケーションソフトウェアを作成できる。
・データベースの正規化、リレーションシップの設定等の基礎的な作業ができる。
・複数テーブルを関連付けるリレーションシップ機能を活用できる。

テキスト（教科書）
「できるAccess2021 Office 2021 & Microsoft 365 両対応」（きたみあきこ＆できるシリーズ編集部株式会社インプレス）
ISBN : 978-4-295-01606-9

※補助資料を電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。

参考書および参考文献 参考書：「入門 データベース」 （植村俊亮　オーム社）ISBN : 9784271222924
また、授業内容に合わせて追加資料を配布する。

受講条件 必修科目（データベース論基礎・データベース実習基礎の両科目を同時受講すること）。

事前・事後学修（内容・時間）
・講義前にテキストの指定ページを一読し、概要、目的、内容を確認し、要点をまとめておくこと（第1～30回／90分）。
・講義後には、同時履修しているデータベース実習基礎の内容を相互に関連付けながらテキストのキーワードと講義ノート
を確認し、目的、修得した知識、具体的な成果、ならびに重要と思われる事項をまとめること（第1～30回／90分）。
・Accessの実用的な機能を把握するため、操作練習やデータ入力などを空き時間を利用して積極的に行うこと。

成績評価
課題提出：20％と定期試験：80％で評価する。なお、課題は必ず全て提出すること（未提出の場合には評価しない）。
また、データベース実習基礎と合わせて欠席回数が8回を超えた場合には失格とする（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）。

評価項目 割合 評価基準
課題 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
定期試験 80% 定期試験によって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

データベース論基礎とデータベース実習基礎は、各15回・計30回を通して行う。そのため、両科目を必ず同時履修すること。

第１回 （講義） ガイダンス
第２回 （講義） データベースの概念
第３回 （講義） データベース管理システム
第４回 （講義） データモデルの概念（データモデル、データ独立性）
第５回 （講義） データモデルの概念（データ定義の基本概念）
第６回 （講義） データモデルの概念（まとめ）
第７回 （演習） Accessの機能、リレーショナルデータベースの概要、テーブルの作成
第８回 （演習） テーブルへのデータの追加
第９回 （演習） クエリによる情報抽出（並べ替え、抽出条件、ワイルドカード）
第10回 （演習） クエリによる情報抽出（パラメータクエリ・and条件・or条件）
第11回 （演習） 入力フォームの作成
第12回 （演習） レポートの基本と編集
第13回 （演習） 表の作成・データ入力の復習
第14回 （講義・演習）データモデルの概念とデータベースとの関連付け
第15回 （講義） 関係データモデル（データ構造、データ操作、関係代数）
第16回 （講義） 関係データモデル（関係代数）
第17回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（キー制約））
第18回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（外部キーと参照制約））
第19回 （講義） データベースの設計（リレーションの正規化、第一正規形）
第20回 （講義） データベースの設計（第二正規形、第三正規形）
第21回 （講義・演習）データベースの設計（正規化の復習）
第22回 （演習） リレーショナルデータベースの作成（リレーションシップの設定）
第23回 （演習） 複数テーブルへのデータ入力
第24回 （演習） クエリによる情報抽出（グループ集計、関数の利用）
第25回 （演習） クエリによる情報抽出（クロス集計、アクションクエリ、外部結合）
第26回 （講義） データベース言語SQL、正規化の復習
第27回 （演習） レポートの作成（グループ化）
第28回 （演習） レポートの作成（自由なレイアウトの設定）
第29回 （講義・演習）データモデル、データベースの正規化に関する総まとめ
第30回 （講義・演習）データベース操作に関する総まとめ

※各回の講義内容については、電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバックを行う。

ナンバリング BAFM2012

開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57510
科目 5751 データベース実習基礎 授業種別 週間授業
担当教員 見目　喜重 単位数 1
その他担当者  

授業概要
　企業・行政機関では複数の基幹業務を管理する経営情報システムにおいて、そのデータの一元管理にデータベースを使用
している。本科目では、データベースシステムの設計と運用管理に必要な基本的な理論と情報技術について学ぶ。また、デー
タベースソフト（Access）を使い、具体的なデータベースの機能について学び、基幹業務を事例にしたデータベースシステム
の作成・運用・管理方法を、演習を通して修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標

・データベースの基礎的な理論と機能について説明できる。
・データベースの主なデータモデルについて説明できる。
・顧客管理、請求管理などの基幹業務と関連させたデータベースの実践的な活用法について説明でき、かつ利用することが
できる。
・データベース（Access）の基本的な知識技術を習得する。
・Accessの関係データベース機能を活用して、アプリケーションソフトウェアを作成できる。
・データベースの正規化、リレーションシップの設定等の基礎的な作業ができる。
・複数テーブルを関連付けるリレーションシップ機能を活用できる。

テキスト（教科書）

「できるAccess2021 Office 2021 & Microsoft 365 両対応」（きたみあきこ＆できるシリーズ編集部　株式会社インプレ
ス）
ISBN : 978-4-295-01606-9

※補助資料を電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。

参考書および参考文献 参考書：「入門 データベース」 （植村俊亮　オーム社）ISBN : 9784271222924
また、授業内容に合わせて追加資料を配布する。

受講条件 必修科目（データベース論基礎・データベース実習基礎の両科目を同時受講すること）。

事前・事後学修（内容・時間）
・講義前にテキストの指定ページを一読し、概要、目的、内容を確認し、要点をまとめておくこと（第1～30回／90分）。
・講義後には、同時履修しているデータベース論基礎の内容を相互に関連付けながらテキストのキーワードと講義ノートを
確認し、目的、修得した知識、具体的な成果、ならびに重要と思われる事項をまとめること（第1～30回／90分）。
・Accessの実用的な機能を把握するため、操作練習やデータ入力などを空き時間を利用して積極的に行うこと。

成績評価
課題提出：20％と定期試験：80％で評価する。なお、課題は必ず全て提出すること（未提出の場合には評価しない）。
また、データベース論基礎と合わせて欠席回数が8回を超えた場合には失格とする（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）。

評価項目 割合 評価基準
課題 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
定期試験 80% 定期試験によって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

データベース論基礎とデータベース実習基礎は、各15回・計30回を通して行う。そのため、両科目を必ず同時履修すること。

第１回 （講義） ガイダンス
第２回 （講義） データベースの概念
第３回 （講義） データベース管理システム
第４回 （講義） データモデルの概念（データモデル、データ独立性）
第５回 （講義） データモデルの概念（データ定義の基本概念）
第６回 （講義） データモデルの概念（まとめ）
第７回 （演習） Accessの機能、リレーショナルデータベースの概要、テーブルの作成
第８回 （演習） テーブルへのデータの追加
第９回 （演習） クエリによる情報抽出（並べ替え、抽出条件、ワイルドカード）
第10回 （演習） クエリによる情報抽出（パラメータクエリ・and条件・or条件）
第11回 （演習） 入力フォームの作成
第12回 （演習） レポートの基本と編集
第13回 （演習） 表の作成・データ入力の復習
第14回 （講義・演習）データモデルの概念とデータベースとの関連付け
第15回 （講義） 関係データモデル（データ構造、データ操作、関係代数）
第16回 （講義） 関係データモデル（関係代数）
第17回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（キー制約））
第18回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（外部キーと参照制約））
第19回 （講義） データベースの設計（リレーションの正規化、第一正規形）
第20回 （講義） データベースの設計（第二正規形、第三正規形）
第21回 （講義・演習）データベースの設計（正規化の復習）
第22回 （演習） リレーショナルデータベースの作成（リレーションシップの設定）
第23回 （演習） 複数テーブルへのデータ入力
第24回 （演習） クエリによる情報抽出（グループ集計、関数の利用）
第25回 （演習） クエリによる情報抽出（クロス集計、アクションクエリ、外部結合）
第26回 （講義） データベース言語SQL、正規化の復習
第27回 （演習） レポートの作成（グループ化）
第28回 （演習） レポートの作成（自由なレイアウトの設定）
第29回 （講義・演習）データモデル、データベースの正規化に関する総まとめ
第30回 （講義・演習）データベース操作に関する総まとめ

※各回の講義内容については、電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバックを行う。
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57511
科目 5751 データベース実習基礎 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 1
その他担当者  

授業概要
　企業・行政機関では複数の基幹業務を管理する経営情報システムにおいて、そのデータの一元管理にデータベースを使用
している。本科目では、データベースシステムの設計と運用管理に必要な基本的な理論と情報技術について学ぶ。また、デー
タベースソフト（Access）を使い、具体的なデータベースの機能について学び、基幹業務を事例にしたデータベースシステム
の作成・運用・管理方法を、演習を通して修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標

・データベースの基礎的な理論と機能について説明できる。
・データベースの主なデータモデルについて説明できる。
・顧客管理、請求管理などの基幹業務と関連させたデータベースの実践的な活用法について説明でき、かつ利用することが
できる。
・データベース（Access）の基本的な知識技術を習得する。
・Accessの関係データベース機能を活用して、アプリケーションソフトウェアを作成できる。
・データベースの正規化、リレーションシップの設定等の基礎的な作業ができる。
・複数テーブルを関連付けるリレーションシップ機能を活用できる。

テキスト（教科書）

「できるAccess2021 Office 2021 & Microsoft 365 両対応」（きたみあきこ＆できるシリーズ編集部　株式会社インプレ
ス）
ISBN : 978-4-295-01606-9

※補助資料を電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。

参考書および参考文献 参考書：「入門 データベース」 （植村俊亮　オーム社）ISBN : 9784271222924
また、授業内容に合わせて追加資料を配布する。

受講条件 必修科目（データベース論基礎・データベース実習基礎の両科目を同時受講すること）。

事前・事後学修（内容・時間）
・講義前にテキストの指定ページを一読し、概要、目的、内容を確認し、要点をまとめておくこと（第1～30回／90分）。
・講義後には、同時履修しているデータベース論基礎の内容を相互に関連付けながらテキストのキーワードと講義ノートを
確認し、目的、修得した知識、具体的な成果、ならびに重要と思われる事項をまとめること（第1～30回／90分）。
・Accessの実用的な機能を把握するため、操作練習やデータ入力などを空き時間を利用して積極的に行うこと。

成績評価
課題提出：20％と定期試験：80％で評価する。なお、課題は必ず全て提出すること（未提出の場合には評価しない）。
また、データベース論基礎と合わせて欠席回数が8回を超えた場合には失格とする（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）。

評価項目 割合 評価基準
課題 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
定期試験 80% 定期試験によって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

データベース論基礎とデータベース実習基礎は、各15回・計30回を通して行う。そのため、両科目を必ず同時履修すること。

第１回 （講義） ガイダンス
第２回 （講義） データベースの概念
第３回 （講義） データベース管理システム
第４回 （講義） データモデルの概念（データモデル、データ独立性）
第５回 （講義） データモデルの概念（データ定義の基本概念）
第６回 （講義） データモデルの概念（まとめ）
第７回 （演習） Accessの機能、リレーショナルデータベースの概要、テーブルの作成
第８回 （演習） テーブルへのデータの追加
第９回 （演習） クエリによる情報抽出（並べ替え、抽出条件、ワイルドカード）
第10回 （演習） クエリによる情報抽出（パラメータクエリ・and条件・or条件）
第11回 （演習） 入力フォームの作成
第12回 （演習） レポートの基本と編集
第13回 （演習） 表の作成・データ入力の復習
第14回 （講義・演習）データモデルの概念とデータベースとの関連付け
第15回 （講義） 関係データモデル（データ構造、データ操作、関係代数）
第16回 （講義） 関係データモデル（関係代数）
第17回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（キー制約））
第18回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（外部キーと参照制約））
第19回 （講義） データベースの設計（リレーションの正規化、第一正規形）
第20回 （講義） データベースの設計（第二正規形、第三正規形）
第21回 （講義・演習）データベースの設計（正規化の復習）
第22回 （演習） リレーショナルデータベースの作成（リレーションシップの設定）
第23回 （演習） 複数テーブルへのデータ入力
第24回 （演習） クエリによる情報抽出（グループ集計、関数の利用）
第25回 （演習） クエリによる情報抽出（クロス集計、アクションクエリ、外部結合）
第26回 （講義） データベース言語SQL、正規化の復習
第27回 （演習） レポートの作成（グループ化）
第28回 （演習） レポートの作成（自由なレイアウトの設定）
第29回 （講義・演習）データモデル、データベースの正規化に関する総まとめ
第30回 （講義・演習）データベース操作に関する総まとめ

※各回の講義内容については、電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバックを行う。

ナンバリング BAFM2012
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 57511
科目 5751 データベース実習基礎 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 1
その他担当者  

授業概要
　企業・行政機関では複数の基幹業務を管理する経営情報システムにおいて、そのデータの一元管理にデータベースを使用
している。本科目では、データベースシステムの設計と運用管理に必要な基本的な理論と情報技術について学ぶ。また、デー
タベースソフト（Access）を使い、具体的なデータベースの機能について学び、基幹業務を事例にしたデータベースシステム
の作成・運用・管理方法を、演習を通して修得する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性 ◎ ◯  ◎ ◯    

到達目標

・データベースの基礎的な理論と機能について説明できる。
・データベースの主なデータモデルについて説明できる。
・顧客管理、請求管理などの基幹業務と関連させたデータベースの実践的な活用法について説明でき、かつ利用することが
できる。
・データベース（Access）の基本的な知識技術を習得する。
・Accessの関係データベース機能を活用して、アプリケーションソフトウェアを作成できる。
・データベースの正規化、リレーションシップの設定等の基礎的な作業ができる。
・複数テーブルを関連付けるリレーションシップ機能を活用できる。

テキスト（教科書）

「できるAccess2021 Office 2021 & Microsoft 365 両対応」（きたみあきこ＆できるシリーズ編集部　株式会社インプレ
ス）
ISBN : 978-4-295-01606-9

※補助資料を電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。

参考書および参考文献 参考書：「入門 データベース」 （植村俊亮　オーム社）ISBN : 9784271222924
また、授業内容に合わせて追加資料を配布する。

受講条件 必修科目（データベース論基礎・データベース実習基礎の両科目を同時受講すること）。

事前・事後学修（内容・時間）
・講義前にテキストの指定ページを一読し、概要、目的、内容を確認し、要点をまとめておくこと（第1～30回／90分）。
・講義後には、同時履修しているデータベース論基礎の内容を相互に関連付けながらテキストのキーワードと講義ノートを
確認し、目的、修得した知識、具体的な成果、ならびに重要と思われる事項をまとめること（第1～30回／90分）。
・Accessの実用的な機能を把握するため、操作練習やデータ入力などを空き時間を利用して積極的に行うこと。

成績評価
課題提出：20％と定期試験：80％で評価する。なお、課題は必ず全て提出すること（未提出の場合には評価しない）。
また、データベース論基礎と合わせて欠席回数が8回を超えた場合には失格とする（ただし、1科目で欠席回数が5回を超えた場合にも失格とする）。

評価項目 割合 評価基準
課題 20% 課題に対して適切な内容・記述になっているかを評価する
定期試験 80% 定期試験によって内容の理解度を評価する
   
   

授業の実施方法と授業計画

データベース論基礎とデータベース実習基礎は、各15回・計30回を通して行う。そのため、両科目を必ず同時履修すること。

第１回 （講義） ガイダンス
第２回 （講義） データベースの概念
第３回 （講義） データベース管理システム
第４回 （講義） データモデルの概念（データモデル、データ独立性）
第５回 （講義） データモデルの概念（データ定義の基本概念）
第６回 （講義） データモデルの概念（まとめ）
第７回 （演習） Accessの機能、リレーショナルデータベースの概要、テーブルの作成
第８回 （演習） テーブルへのデータの追加
第９回 （演習） クエリによる情報抽出（並べ替え、抽出条件、ワイルドカード）
第10回 （演習） クエリによる情報抽出（パラメータクエリ・and条件・or条件）
第11回 （演習） 入力フォームの作成
第12回 （演習） レポートの基本と編集
第13回 （演習） 表の作成・データ入力の復習
第14回 （講義・演習）データモデルの概念とデータベースとの関連付け
第15回 （講義） 関係データモデル（データ構造、データ操作、関係代数）
第16回 （講義） 関係データモデル（関係代数）
第17回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（キー制約））
第18回 （講義） 関係データモデル（整合性制約（外部キーと参照制約））
第19回 （講義） データベースの設計（リレーションの正規化、第一正規形）
第20回 （講義） データベースの設計（第二正規形、第三正規形）
第21回 （講義・演習）データベースの設計（正規化の復習）
第22回 （演習） リレーショナルデータベースの作成（リレーションシップの設定）
第23回 （演習） 複数テーブルへのデータ入力
第24回 （演習） クエリによる情報抽出（グループ集計、関数の利用）
第25回 （演習） クエリによる情報抽出（クロス集計、アクションクエリ、外部結合）
第26回 （講義） データベース言語SQL、正規化の復習
第27回 （演習） レポートの作成（グループ化）
第28回 （演習） レポートの作成（自由なレイアウトの設定）
第29回 （講義・演習）データモデル、データベースの正規化に関する総まとめ
第30回 （講義・演習）データベース操作に関する総まとめ

※各回の講義内容については、電子資料で配布するので、毎回必ずiPad やノートPC等を持参すること。
※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom を通して質問や疑問に対するフィードバックを行う。

ナンバリング BAFM2012

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58210
科目 5821 原価計算 授業種別 週間授業
担当教員 若原　憲男 単位数 2
その他担当者  

授業概要
　原価計算は、製品ごとのコストを計算することであり、簿記とともに会計学の基礎科目としての性質を
持っている。企業において、適切な利潤を確保するためには原価計算の知識が必須である。
　本授業では、原価・コストの持つ意味と製造過程においてどのように原価が発生していくのかを追うこ
とで原価計算の基本を学習する。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    
到達目標 原価計算の基本的な知識を習得する。

テキスト（教科書）

【テキスト】
　望月恒男・細海昌一郎［編著］『 原価会計の基礎と応用 』 創成社 ISBN：9784794415462
　※「管理会計」と同様のテキストを使用します。

【設例問題集】
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 工業簿記・原価計算（Ⅰ）』Ver.8.0
　　〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕 ISBN：9784300106624
　・『よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記１級 工業簿記・原価計算（Ⅱ）』Ver.8.0
　　〔TAC株式会社（簿記検定講座）、TAC出版 〕 ISBN：9784300106631

参考書および参考文献
・櫻井通晴『管理会計（第７版）』 同文舘出版 ISBN：9784495161477
・山本浩二／小倉昇／尾畑裕／小菅正伸／中村博之【編著】『スタンダードテキスト管理会計論
　（第２版）』 中央経済社 ISBN：9784502162213

受講条件

・「工業簿記（上級）２」の単位を修得済みであること。
　ただし、日商簿記検定２級レベル以上の資格取得者は、この限りではない。
※原則として、毎回出席をすること。
※授業時には、テキストおよび電卓等計算用具を持参すること。
※日商簿記検定１級の内容も学習範囲に含まれるので、履修する際に注意をして欲しい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・指定箇所までテキスト等を読み、例題も解いてみること。（各回90分程度）
・どのような論点について理解が不足しているのか、明確にしておくこと。
〔事後学習〕
・毎授業後、学習した内容について、問題演習等を通じて復習すること。（各回90分程度）
・講義で学習した知識の定着を図るには、テキスト等にある例題について繰り返して解き、
　基礎力を身につけるよう努めること。
〔補足〕
・履修者は、日商簿記検定試験を積極的に受験をしてほしい。

成績評価
定期試験および小テスト（あるいは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、対面形式での実施が難しい場合には、課題レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な授業態度は減点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 筆記試験にて理解度を確認する。
小テストあるいは課題レポート 40% 講義内容の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 〔講義〕 原価計算の基礎、原価概念、原価計算の形態と種類、工業簿記と原価計算
第２回 〔講義〕 材料費の分類、材料の購入原価の計算、材料消費数量の計算
第３回 〔講義〕 材料消費価格の計算、棚卸減耗費の処理
第４回 〔講義〕 労務費の分類、支払賃金および直接工消費賃金の計算、その他の労務費の計算
第５回 〔講義〕 経費の分類、経費の計算
第６回 〔講義〕 部門費計算の意義、部門の設定、部門個別費と部門共通費
第７回 〔講義〕 補助部門費の配賦、部門費の製品への配賦
第８回 〔講義〕 個別原価計算の特徴・計算手続、製造間接費の実際配賦
第９回 〔講義〕 製造間接費の予定配賦、仕損費と作業屑の計算と処理
第10回 〔講義〕 総合原価計算の概要、単純総合原価計算、仕損・減損費の処理
第11回 〔講義〕 組別総合原価計算、等級別総合原価計算、連産品・作業屑の処理
第12回 〔講義〕 工程別総合原価計算
第13回 〔講義〕 標準原価計算の意義と目的、標準原価の種類、原価標準の設定、記帳方法
第14回 〔講義〕 標準原価の差異分析、原価差異の処理
第15回 〔講義〕 総括

※課題（テストやレポート等）については、授業内あるいはClassroom等を通じて、適宜
　フィードバックを行う。
※受講学生の習熟度を考慮し、授業計画を変更することもある。

ナンバリング BAGM3018
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58230
科目 5823 財務会計 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類で
ある。簿記入門では、企業の日々の取引を「どのように」処理し、財務諸表を「どのように」作成す
るかについての基本を学習したが、財務会計及び財務諸表論の講義においては、その会計処理が「
なぜ」適切なのか、財務諸表が「なぜ」必要なのかを考える。会計処理の根拠となる会計基準およ
び会計理論、財務諸表作成の前提となる会計法令等について、財務会計（春学期）及び財務諸表論
（秋学期）により、1年間をかけて体系的に学習する。なお、この科目は、財務諸表監査及び当該授
業内容に関する会計の実務経験を有する教員がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  〇  〇 ◎    

到達目標

財務会計では、財務諸表を主たる対象とする財務会計全般について体系的に学ぶ。会計処理の根
拠となる会計基準および会計理論、財務諸表作成の前提となる会計法令等について学習する。
到達目標は以下である。
①財務会計の機能を、株式会社制度と関連付けて説明できる。
②会計基準の背景にある会計理論・会計上の論点について、財務諸表の主要な項目に関連付けて
説明できる。
③会計処理の根拠を、会計基準・会計理論にもとづいて説明できる。
④会計法令（金融商品取引法・会社法）について財務諸表と関連付けて説明できる。

テキスト（教科書） ・『財務会計講義』桜井久勝著、中央経済社、ISBN978-4-502-30281-7
参考書および参考文献 必要に応じてレジュメを配布する。

受講条件 ・「簿記入門１」「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「商業簿記（上級）１」「商業簿記（上級）２」を履修していることがのぞましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回６０分程度）
・次回の学習範囲について、キーワード・質問事項等をまとめる。（各回３０分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・小テストの復習・課題レポートの作成（各回４５分程度）

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験

60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。

小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】ガイダンス
第２回【講義】財務会計の機能と制度①
第３回【講義】財務会計の機能と制度②
第４回【講義】利益計算のしくみ①
第５回【講義】利益計算のしくみ②
第６回【講義】会計理論と会計基準①
第７回【講義】会計理論と会計基準②
第８回【講義】利益測定と資産評価の基礎概念①
第９回【講義】利益測定と資産評価の基礎概念②
第１０回【講義】現金預金と有価証券①
第１１回【講義】現金預金と有価証券②
第１２回【講義】売上高と売上債権①
第１３回【講義】売上高と売上債権②
第１４回【講義】棚卸資産と売上原価①
第１５回【講義】棚卸資産と売上原価②
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAGM3020
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58230
科目 5823 財務会計 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類で
ある。簿記入門では、企業の日々の取引を「どのように」処理し、財務諸表を「どのように」作成す
るかについての基本を学習したが、財務会計及び財務諸表論の講義においては、その会計処理が「
なぜ」適切なのか、財務諸表が「なぜ」必要なのかを考える。会計処理の根拠となる会計基準およ
び会計理論、財務諸表作成の前提となる会計法令等について、財務会計（春学期）及び財務諸表論
（秋学期）により、1年間をかけて体系的に学習する。なお、この科目は、財務諸表監査及び当該授
業内容に関する会計の実務経験を有する教員がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  〇  〇 ◎    

到達目標

財務会計では、財務諸表を主たる対象とする財務会計全般について体系的に学ぶ。会計処理の根
拠となる会計基準および会計理論、財務諸表作成の前提となる会計法令等について学習する。
到達目標は以下である。
①財務会計の機能を、株式会社制度と関連付けて説明できる。
②会計基準の背景にある会計理論・会計上の論点について、財務諸表の主要な項目に関連付けて
説明できる。
③会計処理の根拠を、会計基準・会計理論にもとづいて説明できる。
④会計法令（金融商品取引法・会社法）について財務諸表と関連付けて説明できる。

テキスト（教科書） ・『財務会計講義』桜井久勝著、中央経済社、ISBN978-4-502-30281-7
参考書および参考文献 必要に応じてレジュメを配布する。

受講条件 ・「簿記入門１」「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「商業簿記（上級）１」「商業簿記（上級）２」を履修していることがのぞましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回６０分程度）
・次回の学習範囲について、キーワード・質問事項等をまとめる。（各回３０分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・小テストの復習・課題レポートの作成（各回４５分程度）

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験

60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。

小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】ガイダンス
第２回【講義】財務会計の機能と制度①
第３回【講義】財務会計の機能と制度②
第４回【講義】利益計算のしくみ①
第５回【講義】利益計算のしくみ②
第６回【講義】会計理論と会計基準①
第７回【講義】会計理論と会計基準②
第８回【講義】利益測定と資産評価の基礎概念①
第９回【講義】利益測定と資産評価の基礎概念②
第１０回【講義】現金預金と有価証券①
第１１回【講義】現金預金と有価証券②
第１２回【講義】売上高と売上債権①
第１３回【講義】売上高と売上債権②
第１４回【講義】棚卸資産と売上原価①
第１５回【講義】棚卸資産と売上原価②
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAGM3020

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58240
科目 5824 財務諸表論 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

企業の財政状態と経営成績を明らかにする財務諸表は、経済社会におけるきわめて重要な書類で
ある。簿記入門では、企業の日々の取引を「どのように」処理し、財務諸表を「どのように」作成す
るかについての基本を学習したが、財務会計及び財務諸表論の講義においては、その会計処理が「
なぜ」適切なのか、財務諸表が「なぜ」必要なのかを考える。会計処理の根拠となる会計基準およ
び会計理論、財務諸表作成の前提となる会計法令等について、財務会計（春学期）及び財務諸表論
（秋学期）により、1年間をかけて体系的に学習する。なお、この科目は、財務諸表監査及び当該授
業内容に関する会計の実務経験を有する教員がその経験を活かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

財務諸表論では、財務諸表を主たる対象とする財務会計全般について体系的に学ぶ。会計処理の
根拠となる会計基準および会計理論、財務諸表作成の前提となる会計法令等について学習する。
到達目標は以下である。
①財務会計の機能を、株式会社制度と関連付けて説明できる。
②会計基準の背景にある会計理論・会計上の論点について、財務諸表の主要な項目に関連付けて
説明できる。
③会計処理の根拠を、会計基準・会計理論にもとづいて説明できる。
④会計法令（金融商品取引法・会社法）について財務諸表と関連付けて説明できる。

テキスト（教科書） ・『財務会計講義』桜井久勝著、中央経済社、ISBN978-4-502-30281-7
参考書および参考文献 必要に応じてレジュメを配布する。

受講条件
・「簿記入門１」「簿記入門２」の単位を修得済みであること。
・「商業簿記（上級）１」「商業簿記（上級）２」を履修していることがのぞましい。
・「財務会計」を履修していることがのぞましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回６０分程度）
・次回の学習範囲について、キーワード・質問事項等をまとめる。（各回３０分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・小テストの復習・課題レポートの作成（各回４５分程度）

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。
評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回【講義】ガイダンス
第２回【講義】有形固定資産と減価償却①
第３回【講義】有形固定資産と減価償却②
第４回【講義】無形固定資産と繰延資産①
第５回【講義】無形固定資産と繰延資産②
第６回【講義】負債①
第７回【講義】負債②
第８回【講義】株主資本と純資産①
第９回【講義】株主資本と純資産②
第１０回【講義】財務諸表の作成と公開①
第１１回【講義】財務諸表の作成と公開②
第１２回【講義】連結財務諸表①
第１３回【講義】連結財務諸表②
第１４回【講義】外貨建取引等の換算①
第１５回【講義】外貨建取引等の換算②
※　小テスト・課題レポートの実施により、適宜フィードバックを行う。
※　習熟度を考慮し、授業計画を変更することがある。

ナンバリング BAGM3021

261



開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58280
科目 5828 経営診断 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

経営診断にはさまざまな目的やアプローチがあるが、この講義では、企業の経営状況について、開
示情報や財務指標にもとづいた分析手法を学習する。企業をめぐる情報の非対称性と、その解消
をはかる社会制度を理解し、適切な企業評価を行うために必要な財務知識を習得する。なお、こ
の科目は、当該授業内容に関する経営指導・経営分析の実務経験を有する教員が、その経験を活
かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

経営診断では、企業の経営状況について、開示情報や財務指標にもとづいた分析手法を学習す
る。具体的な到達目標は以下である。
①ディスクロージャー制度について説明できる。
②企業による開示情報（有価証券報告書等）と、その他の情報を区別して理解し、適切に活用でき
る。
③開示情報にもとづいて基本的な財務分析を行い、一定の報告形式にまとめることができる。

テキスト（教科書） ・『財務諸表分析』桜井久勝、中央経済社、ISBN978-4-502-34241-7　C3034
参考書および参考文献 必要に応じてレジュメを配布する。
受講条件 簿記・財務諸表論等の会計科目を受講していることがのぞましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回６０分程度）
・次回の学習範囲について、例題等を解く。（各回３０分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・小テストの復習・課題レポートの作成（各回４５分程度）

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※　定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※　遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※　積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。

評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 【講義】ガイダンス
第２回 【講義】財務諸表の役割としくみ
第３回 【講義】財務諸表の入手方法
第４回 【講義】貸借対照表の見方
第５回 【講義】キャッシュフロー計算書の見方
第６回 【講義】会計方針の注記
第７回 【講義】分析の視点と方法
第８回 【講義】収益性の分析
第９回 【講義】生産性の分析
第１０回 【講義】安全性の分析
第１１回 【講義】不確実性によるリスクの分析
第１２回 【講義】成長性の分析
第１３回 【講義】投資意思決定有用性
第１４回 【講義】株式価値評価モデル
第１５回【講義】債券の格付けと倒産予測への利用
※　小テスト・課題レポートの実施により適宜フィードバックする。
※　習熟度により授業計画を変更する場合がある。

ナンバリング BAHM4005
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開講年度・開講学期 2025年度 秋学期 授業コード 58280
科目 5828 経営診断 授業種別 週間授業
担当教員 未定 単位数 2
その他担当者  

授業概要

経営診断にはさまざまな目的やアプローチがあるが、この講義では、企業の経営状況について、開
示情報や財務指標にもとづいた分析手法を学習する。企業をめぐる情報の非対称性と、その解消
をはかる社会制度を理解し、適切な企業評価を行うために必要な財務知識を習得する。なお、こ
の科目は、当該授業内容に関する経営指導・経営分析の実務経験を有する教員が、その経験を活
かし講義を行う科目である。

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

経営診断では、企業の経営状況について、開示情報や財務指標にもとづいた分析手法を学習す
る。具体的な到達目標は以下である。
①ディスクロージャー制度について説明できる。
②企業による開示情報（有価証券報告書等）と、その他の情報を区別して理解し、適切に活用でき
る。
③開示情報にもとづいて基本的な財務分析を行い、一定の報告形式にまとめることができる。

テキスト（教科書） ・『財務諸表分析』桜井久勝、中央経済社、ISBN978-4-502-34241-7　C3034
参考書および参考文献 必要に応じてレジュメを配布する。
受講条件 簿記・財務諸表論等の会計科目を受講していることがのぞましい。

事前・事後学修（内容・時間）

〔事前学習〕
・次回の学習範囲について、テキストを読む。（各回６０分程度）
・次回の学習範囲について、例題等を解く。（各回３０分程度）
〔事後学習〕
・テキスト・講義資料の再読（各回４５分程度）
・小テストの復習・課題レポートの作成（各回４５分程度）

成績評価
定期試験と小テスト（もしくは課題レポート）による総合評価とする。
※　定期試験について、期末レポート等で代替する場合がある。
※　遅刻・早退・欠席や劣悪な受講態度については、減点の対象とする場合がある。
※　積極的な受講態度については、加点の対象とする場合がある。

評価項目 割合 評価基準
定期試験 60% 講義内容の全体的な理解度を確認する。
小テスト（もしくは課題レポート） 40% 各論点の理解度を確認する。
   
   

授業の実施方法と授業計画

第１回 【講義】ガイダンス
第２回 【講義】財務諸表の役割としくみ
第３回 【講義】財務諸表の入手方法
第４回 【講義】貸借対照表の見方
第５回 【講義】キャッシュフロー計算書の見方
第６回 【講義】会計方針の注記
第７回 【講義】分析の視点と方法
第８回 【講義】収益性の分析
第９回 【講義】生産性の分析
第１０回 【講義】安全性の分析
第１１回 【講義】不確実性によるリスクの分析
第１２回 【講義】成長性の分析
第１３回 【講義】投資意思決定有用性
第１４回 【講義】株式価値評価モデル
第１５回【講義】債券の格付けと倒産予測への利用
※　小テスト・課題レポートの実施により適宜フィードバックする。
※　習熟度により授業計画を変更する場合がある。

ナンバリング BAHM4005

開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58330
科目 5833 プログラミング 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 2
その他担当者  

授業概要

数値データや画像，音声などのデジタルデータを処理する手順を記したものがプログラムであり，プログラムを
作成することをプログラミングと呼ぶ．プログラムを作成するツール（プログラミング言語）には，C言語，Javaな
ど様々存在する．
本講義では，プログラミング言語として広く利用されているC言語を用いてプログラミングの基礎習得する。C言
語は，単なるソフトウェア開発だけではなく，ロボットの制御や，携帯電話・家電製品・自動車などの組み込みシ
ステムの開発など，機械システムの設計開発にも広く用いられている．また，C言語から派生した言語は数多く存
在し，それらの多くは，C言語を理解していれば容易に修得できる．これらのことから，C言語を学ぶことは，他の
言語を学ぶ上でも有益である．本講義では，C言語の基本的なプログラミング技術を習得することを目指す．さら
に，データを処理する処理手順（アルゴリズム）の設計力を養う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2  
ディプロマポリシーとの関連性  ◯  ◯ ◎    

到達目標

Cプログラミングの基本概念を理解し，入門レベルのプログラムが作成できる．

具体的には，以下の4点を目標とする．
・テキスト等を参照せずに簡単なC言語のプログラムを正しく記述することができる
・作成したプログラムにエラーや警告が存在した場合，対処することができる
・作成したプログラムについて仕様や動作を正確に説明できる
・作成したプログラムの改善点・改良点を挙げることができる

テキスト（教科書） 明快入門 C，林晴比古，SBクリエイティブ，ISBN978-4797373264

参考書および参考文献 適宜，授業中に案内する．

受講条件 「プログラミング実習」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習（事前・事後学修）は必ず
行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組むこと．
（プログラミング・プログラミング実習の授業は各15回・計30回を連動して実施する）

予習）毎回1時間程度、計30時間相当
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプル
プログラムを記述して動作を確認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．

復習）毎回1時間程度、計30時間相当
授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すこと
で，プログラミングに関する知識を定着させることができる．授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるよ
うになるとよい．

成績評価
授業時間中の小テスト（20%），レポート提出（30%），定期試験（50%）の結果から評価する．
＊「プログラミング」と「プログラミング実習」の単位は一括して認定する．
評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 筆記試験により講義内容の理解度を確認する（4回～5回程度実施予定）

レポート 30% 指示にしたがい，正しく解答あるいはプログラムが作成されているかを評価する（5
通程度）

定期試験 50% 筆記試験により講義内容の理解度を確認する
   

授業の実施方法と授業計画

授業は，各回の前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
プログラミングとプログラミング実習の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第01回　（講義・演習）ガイダンス，C言語の基本，プログラミング環境
第02回　（講義・演習）ソースプログラム，コンパイル，リンク
第03回　（講義・演習）変数、式と演算子
第04回　（講義・演習）制御文(1)：条件分岐（if文，switch文）
第05回　（講義・演習）制御文(2)：繰り返し（else-if文，論理演算子）
第06回　（講義・演習）制御文(3)：繰り返し（for文，while文）
第07回　（講義・演習）制御文(4)：繰り返し構造の多重化（ネスト構造）
第08回　（講義・演習）配列
第09回　（講義・演習）多次元配列と文字列
第10回　（講義・演習）関数(1)：関数の基本的な仕組みと引数
第11回　（講義・演習）関数(2)：関数の機能（戻り値）
第12回　（講義・演習）変数とスコープ：ローカル変数とグローバル変数
第13回　（講義・演習）ファイル入出力
第14回　（講義・演習）ポインター(1)
第15回　（講義・演習）ポインター(2)

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あ
るいはメールを用いて個別コメント（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．
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開講年度・開講学期 2025年度 春学期 授業コード 58340
科目 5834 プログラミング実習 授業種別 週間授業
担当教員 山口　満 単位数 1
その他担当者

授業概要

数値データや画像，音声などのデジタルデータを処理する手順を記したものがプログラムであり，プログラムを
作成することをプログラミングと呼ぶ．プログラムを作成するツール（プログラミング言語）には，C言語，Javaな
ど様々存在する．
本講義では，プログラミング言語として広く利用されているC言語を用いてプログラミングの基礎習得する。C言
語は，単なるソフトウェア開発だけではなく，ロボットの制御や，携帯電話・家電製品・自動車などの組み込みシ
ステムの開発など，機械システムの設計開発にも広く用いられている．また，C言語から派生した言語は数多く存
在し，それらの多くは，C言語を理解していれば容易に修得できる．これらのことから，C言語を学ぶことは，他の
言語を学ぶ上でも有益である．本講義では，C言語の基本的なプログラミング技術を習得することを目指す．さら
に，データを処理する処理手順（アルゴリズム）の設計力を養う．

ディプロマポリシー DP1-1 DP1-2 DP1-3 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2
ディプロマポリシーとの関連性 ◯ ◯ ◎

到達目標

Cプログラミングの基本概念を理解し，入門レベルのプログラムが作成できる．

具体的には，以下の4点を目標とする．
・テキスト等を参照せずに簡単なC言語のプログラムを正しく記述することができる
・作成したプログラムにエラーや警告が存在した場合，対処することができる
・作成したプログラムについて仕様や動作を正確に説明できる
・作成したプログラムの改善点・改良点を挙げることができる

テキスト（教科書） 明快入門 C，林晴比古，SBクリエイティブ，ISBN978-4797373264

参考書および参考文献 適宜，授業中に案内する．

受講条件 「プログラミング」と同時履修であること．

事前・事後学修（内容・時間）

プログラミングの学習は語学学習と同様に継続して学ぶことが大切である．予習・復習（事前・事後学修）は必ず
行うとともに，与えられた課題に積極的に取り組むこと．
（プログラミング・プログラミング実習の授業は各15回・計30回を連動して実施する）

予習）毎回1時間程度、計30時間相当
授業終了前に次回の予定を説明するので，該当箇所のテキストを事前に読んでおくとともに，テキストのサンプル
プログラムを記述して動作を確認しておくこと．不明点などを事前に洗い出して授業に臨むことが重要である．

復習）毎回1時間程度、計30時間相当
授業終了後は，時間を空けずに，授業内で書いたプログラムをもう一度はじめから書いてみること．繰り返すこと
で，プログラミングに関する知識を定着させることができる．授業内課題を自分なりにアレンジして学習できるよ
うになるとよい．

成績評価
授業時間中の小テスト（20%），レポート提出（30%），定期試験（50%）の結果から評価する．
＊「プログラミング」と「プログラミング実習」の単位は一括して認定する．
評価項目 割合 評価基準
小テスト 20% 筆記試験により講義内容の理解度を確認する（4回～5回程度実施予定）

レポート 30% 指示にしたがい，正しく解答あるいはプログラムが作成されているかを評価する（5
通程度）

定期試験 50% 筆記試験により講義内容の理解度を確認する

授業の実施方法と授業計画

授業は，各回の前半：講義，後半：講義内容に基づく演習，の形式で行う．
プログラミングとプログラミング実習の授業は，各15回・計30回を連動して実施する．

第01回　（講義・演習）ガイダンス，C言語の基本，プログラミング環境
第02回　（講義・演習）ソースプログラム，コンパイル，リンク
第03回　（講義・演習）変数、式と演算子
第04回　（講義・演習）制御文(1)：条件分岐（if文，switch文）
第05回　（講義・演習）制御文(2)：繰り返し（else-if文，論理演算子）
第06回　（講義・演習）制御文(3)：繰り返し（for文，while文）
第07回　（講義・演習）制御文(4)：繰り返し構造の多重化（ネスト構造）
第08回　（講義・演習）配列
第09回　（講義・演習）多次元配列と文字列
第10回　（講義・演習）関数(1)：関数の基本的な仕組みと引数
第11回　（講義・演習）関数(2)：関数の機能（戻り値）
第12回　（講義・演習）変数とスコープ：ローカル変数とグローバル変数
第13回　（講義・演習）ファイル入出力
第14回　（講義・演習）ポインター(1)
第15回　（講義・演習）ポインター(2)

課題やテスト等については，授業内で質問や疑問等に対するフィードバックを行い，必要に応じて Classroom あ
るいはメールを用いて個別コメント（修正指示等）を返却する．

＊ただし，受講学生の習熟度により授業計画を変更することもある．
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